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第三十二號

米糠中の抗雪山炎ヴィタミン及びビ’オス

性成分に關する研究 （ヴィタミン研究第四報）

技 師　衣 笠 豊．

E
　　　　　　　　　　　　　　　　　目

第一編　緒論

第二編　来糠中のヴィタミンB性物質の鉛化合物

　　　　に關する研究

　第一章　来野中の有効成分な酸性白土に吸著ぜ

　　　　　しめす二るものた以「てぜる研究

　　第一節　宥効成分吸著酸性白土の製出に就て

　　第二節　酸性白土樹帯成分の溺酸性に於ける

　　　　　鉛沈澱除去後其母液より得敦る有効

　　　　　　成分の燐ウォルフラム酸就澱のアセ

　　　　　　トンにi野すろ溶解度に就て

　　第三節酸性白土吸円成労の扇アルカリ性1こ

　　　　　於けるバリット鉛沈澱の母液に就て

　　第四節　酸性白土吸著成分の溺アルカリ性に

　　　　　於けるバリット鉛沈澱に就て

　’第五節　　有効成分の酒精に装｝す．る溶解度に就

　第二章　来糠の水浸エキス為酒精にて精製ぜう

　　　　　もの々以てぜろ研究（其の一）

　　第一節　来糠の酒精精製エキスよリ得ナこるバ

　　　　　　リット鉛沈澱の母液に就て

　　第二節バリット鉛沈澱の乾燥保存による有

　　　　　効成分の憂質に就て

　第三章　来糠の水浸エキスな酒精にて精製ぜる

　　　　　ものな以てぜる研究（其の二）

　　第一節　有効成分のバリット鉛沈澱の製出及

　　　　　其慮…哩に就て

　　　次
　　第二節バリツ｝鉛沈澱の濾液に就て

　　第三節　バリット鉛沈澱分解液よリ燐ウオル7

　　　　　　ラム酸沈澱ゐ9分8り・閉る毒慮液1こ就一（

　　第四節　各フラクチオンに於けろ製晶の動物

　　　　　試験

　第四章　総括
第三編　硫酸水銀窓用に嫁ろ来糠中の抗紳経炎三ヴ

　　　　ィタミン及其他の附随成分の研究

　第；一・：章　米糠の永浸エキス祉酒精にて精製し？こ

　　　　　るものよリ得れろ硫酸水銀沈澱の；研究

　　第一節　擁酸水銀沈澱法に就げ（

　　第二節　鉛糖沈澱物の慮理に就て

　　第三節　鉛酷沈澱物の慮理に就て

　　第酋節　鉛酷沈澱の濾液に就て

　　　　ヴィタミ．ンフラクチオン製品のビクラ

　　　　ート及ビクロ、ナートに關する研究

　　　　　一、ピクラートの研究其の一

　　　　　二亀ビクラートの研究　其の二

　　　　　三、ピクラートの研究其の三

　　　　　四、ピクロ、ナートの研究其の一

　　　　　五、ビクロ、ナートの研究1其の二

第二章硫酸水銀沈澱の濾液の研究

　　第一節・硫酸水銀沈澱の母液の庭理に就て

　　第二飾　無水酒精可溶燐ウォルフラム酸沈澱

　　　　　の威理に就て

　第三節アセトン可溶燐ウォルフラム酸沈澱

’



’

一　ノ

2 衣 笠

　　　　　の露理に就て

　　　　　ピオスフラクチオン製晶に關する研

　　　　　究

　第四節　アセトン不溶燐ウ言ルフラム酸沈澱

　　　　　の匪理に就て

　　　一、アセトン水可溶沈澱

　　　三、アセトン水不溶沈澱

　第五節　燐ウォルフラム酸沈澱の母液の塵理

　　　　　に就て

　第三鍛　趣括

第四編　米糠中に於ける各成分の沈澱並に呈色反

　　　鷹に關する研究

　第一卑緒　言

　第二章媛拭聴力法

　第三章　試瞼成心

　　第一節　 バリット三法ゐg鷹用し層て各フラクチ

　　　　　オンに分別也るもの

　　第二節　硫酸水銀な慮暖して各フラクチオン

　　　　　に分別ぜるもの

　第四章櫨括
第五編　氷糠中に於けろ各成分の酵母の醸酵作用

　　　促野性に關すろ研究

　　　　　　　　　　　　　　　　第一編

　　第一章　緒　言

　　第二章　硫酸水銀慮用による各フラクチオン製

　　　　　品の醗酵促進作用に就て

　　　第一節各フラクチオン晶晶の50，000分1含

　　　　　　：有熔液読レ以げ（ぜる試験

　　　第二節　ヴィタミンフラクチオン及びビオス

　　　　　　　フラクチオンに於ける製品の100，0

　　　　　　00分1乃至2，000，000分1含宥溶液

　　　　　　な以てぜる試射

　　　第三節　ヴィタミンフラクチオン製品のピク

　　　　　　　ラートゐρ以げ（ぜる試瞼

　　　第四節　ヴィタミンフラクチオン製品のビク

　　　　　　　ロ、ナートを以一て¢る賦瞼

　　　第五節　ビオス性成分の加熱によろ影響試瞼

　　　第六節　ビオス性成分の強アルカリ性に於げ

　　　　　　　るカロ熱1こよる影三舞式瞼

　　第三章　バリット鉛法な慰目して分別せろ各フ

　　　　　　ラクチオンに於ける製品の醸酵促進作

　　　　　　用に就て

　　第四章　憩括　　　　　　　　　　　’

　第六編　研究成績の要項

　　文厭

緒　　　論

　1911年フンク氏によりてヴィタミン螢見せられてより以來既に10数年を間みし此

間東西幾多の學者により研讃登表せられすこる業績は實に汗牛充棟も蕾ならす其種類も

亦A，B，CD．E等歎種を算するに至れりと錐も各種ヅィタミン共1；未だ其晶晶究明

せらる》に至らす今爾ほ朦朧として捕提し難く只僅に其生理的作用によbて之れが存

在を確噛し得るに過ぎざるの状況なるは斯界の爲め遺恩の極みなると共に叉一面此等

物質の研究すこる如何に至難なるかを想像せしむるに足るべし而して抗紳経炎ヴィタミ

ン或は水溶性ヴィタミンBに就きて從來の文獣を按ずるに之れが抽出方法としては大

膿に於て次の数種に類別し得べし

　1．燐ウォノジフラム酸沈澱法フンクユ），鈴木博士恥を始め諸多の學者によりて採用

せられ花る方法にして帥ち酵母，米糠等の原料物質を其二二は脱脂後酒精叉は木精に

て冷浸叉は温浸し浸出エキスの水溶液をエータノレと共に振量しエーテノ呵溶分を除き

直に或は尚ほ飯島又は鉛酷を以て不純物を除きたる後硫酸々性に於て燐ウォノレブラム



来糠中の抗艸経炎ヴィタミン及びビオス性成分に關する研究 3

酸を以て有効成分を沈澱せしめ次に之をバソッ｝等にて分解し抽出す

　2・山分劃沈澱法　前記燐ウォノレフラム酸沈澱より有効成分を分離せしめナこる二更

に銀分劃沈澱法を施しヒスチ“ンフラクチオンに移行するものを牧得する方法にして

フンク氏ユ）を始め多くの二者の探用せられだるものなり，フンク二等は更に之れが精

製法として昇蒙，硫酸水銀，ピクヲン酸等を三二し鈴木博士＄）は銀沈澱法に代はるに

タンニン酸沈澱法を以てし次に之をビクラートとして精製せり爾ほエディー氏等4）は1

燐ウォノンフラム酸を用ひす直ちに銀分劃沈澱法を二二せり

　3．　フーラース，アース吸著法シーデノレ氏5）の瑳減せる方法にして本法は酒精其

他普通施行し得べき方法によりては比較的除別し難き糖類，有機酸及其他多くの爽雑

物を最も容易に除別し得るの特徴を有しヅィタミン濃縮精製方法として最も有力なる

もの》一なり然bと錐も吸三二よリヴィタミン分離に際しては其一部損失を免れざる

とヅィタミン以外の盤基性物質及色素等も亦共に吸著せらる》の鉄鮎あうシーデノン氏

（67）は晶晶土をバリット等の強旧基を以て虜回しヅィタミンを分離せしめすεる二二糖に

て不純物を除き銀沈澱法を施し最後にピクラート8）として精製せり

　4．酒精による三二沈澱法オスボノンン及ウェークマン氏9）の酵母に二二しナZる方

法にして酷酸々性浸出液に酒精を加へ種々の濃度に於て分劃沈澱を行ふにあり

　5。エーテノン叉はアセトン沈降法　酒精叉は木精浸出液にエーカレ10）叉はアセトン

ユ1）

�ﾁへて有効成分を沈降せしむる方法

　6．　ドラゲンドノンフ試藥による沈澱法　ホフマイスラノン三等ユ2）の態用せる方法にし

て米糠の酒精浸出エキスに弱アノγカソ性に於て該試藥を加ヘコリンフラクチオンに記

する不純物を除きπる三二酸々性に於て二二を追加し以て有効成分を沈澱せしめ璽酸

盤叉は旧記として精製、せり

　肌　氷酷酸浸出法　レヴディン，マッコーラム及シモンヅ二等13）の施行せる：方法にし

て同氏等は氷酷酸を以て有効なるヅィタミンB浸出劃となし其浸出液にエーテノンを加

へて不純物を沈澱せしめて精製し粉末朕のものを得セリ　　　　　　　　　　　　，

　8．晶晶，バリット沈澱法並にシフカ吸著法　レヴィーン及ホープエン三三14）の方

法にして先づオスボノγン，ウェークマン三三に從ひ酒精による分劃沈澱法を施しナZる
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後有効成分を水に溶かし之に鉛酷を加へて沈澱せしめ之を硫酸にて分解し鉛を除き濾

液に飽和バリ。トを加へて沈澱せしむるにあり，シリカ吸著法は前記有効成分の酒精

沈澱の水溶液にPH5に於てシリカゲノレを加へ之に吸著せしむ

　9．　ノソット吸著法　工。ヂー三等ユのはヴィタミンをノ9ットの如き植物炭に吸著せ

しめ次に之を氷酷酸を以て分解せしめ又ペータース氏ユ6）は酷酸々性にてノリ。トに吸

著せしめ次に之を盟丁々性50％酒精にて温浸し遊離せしめセリ

　フンク氏コ）エ7）は前記の方法により米糠中より融鮎233。を有す乙針朕晶の有効成狂

（鳩の白米病に劉し20－40mgにて有効）を抽出し其組成をCユ，H，。O，N、となしピリミヂ

　　　　　　　　　　NH－CO・NH
ン型に回る物幽ち己渦，dとせられ刻ゴ糠糠の灘エキスを硫醐こて加

水分解を施しナこる後前記と同様に庭理しナZるに等しく融鮎233。の針状物質を得たる

も本品はC％H，6N、09の集成を有し殆どニコチン酸の夫れと一致せるを認め本物三軍

狸にては殆ど効果なかりき，同氏17）は酵母の酒精エキスを硫酸にて加水分解を施した

る後前記と同様に庭理し以てヒスチ・“ンフラクチオレより融鮎233。を有する針状晶

の有効物質（鳩に封し2040mgにて有効）を抽出し更に多量の原料を庭理し融鮎210。

を有する二二タミン（4－8mgにて有効）を得之を精製し（1）C，、H、，0，N、（融瓢229。）

（2）C26H2ユO”N5（融鮎223。）（3）C2g恥OgN5（融瓢222－223。）及ニコチン酸C6H502N（融

黙235。）を分離し之等の成分は何れも軍濁にて殆ど敷力なく（2）なる物質3－5mg及ニ

コチン酸2mgを與ふれば有効なることを験知せリユ8）19）省ほフンク氏17）は酵母の酒精

エキスを加水分解を施さ㌧・るときは有効成分はヒスチ・“ンフラクチオンに移行せざる

を認め從って酵母中のウ㍉タミンは遊離せす結合状態に於て存在するものと推定せリ

　エディー氏等のは酵母を原料としヒスチ・“ンフラクチオンより有効成分として

C7H17N，05或はC7Hユ6NO，（HNOのなる勿毛状晶をなす物質を分離しトリメチーノレアミ

ン團を有するを以て二化學式は（CH3）3N・qH702HNO3なるべきを想像せり

　、ホフマイスヲフレ氏等12）は有効成分の璽酸盤C5Hユ、02N・HC1（柱状晶，融瓢240。）及金

璽C5耳、1NO，HCIAuCI、（柱朕晶，’ Z鐵277。）を抽出し其性1伏に鑑みビリヂン及ぜペ

ソヂン囑に三三するもの》如く或はヂヒドロキシビペリヂンならんと想定せり然れど

も之を精製するに從ひ終に其効力を消失せり
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　シーデノソ氏8）は褒酒酵母より有効成分の結晶性ピクラートとして暦応160。及202。

を有し共にC、Hエ，0、NがC6H、07N，7ぶる集成を有する物質を勢離し前者は効力最も顯著

；にして鳩の白米病心血1こ遇し日々2mgにて有効なりとせらる

　ボウマン及ヰ一瞬氏2ユ）は最近マンゴ豆（Mung　pean）を前記第一法に於けると同様の

心計に從ひて庭面し縞織320。を有する針状晶の有効物質（鳩の白米病に樹し3m9に

て有効）を抽出せりと言ふ

　佐橋佳一氏22）は米糠より得すこる粗オリザニンの加水分解成績膿β酸の昇華生成物ナこ

る2，6ヂォキシヒノリンC、H，NO、の鳩の多登紳経炎に効果あるを認め之より米糠の

；有効成分中少くとも紳経炎性物質に回すべきもの、1母膿は2，6，ヂオキシヒノヲン

或は其分子内二二異性膿が中核にるべきを推定せう

　ヂヤンセン及ドナト雨氏23）は極めて最近に1日0．01mgの量に於て鳩の自米病を豫回

し得べき結晶性有効物質の抽出に成功せりと云ふ

　ウイリアムズ氏盟）25）26）は從來諸多の學者によりて抽出せられたる有効物質中ピリヂ

ン様物質及ベンツオール心中水酸基を有する物質の存在を想像せしめナこるを以て人工

的に種々のヒド・キシピリヂン化合物を製出し・之に就き鳩に封ずる効力を試験したる

にべタオキシピリヂン，ベタメチーノレピリドン及4，フェニーノレイソチトシンは精三

山あることを認めすこり

　以上は抗神輕炎ヴィタミン及水溶性ブィタミンBの本質に關する文献中主要のものを．

摘録せるものなり

　著者も亦数年場前より米糠中ヅィタミンB性成分の研究に志し先づ之れが浸出法と

して酒精，木精三水を用ひ比較試験の結果水浸法の最も適當ビるを瞼知せり蓋し米糠

中のヴィタミン含量は比較的僅微にして之れが研究には極めて多量の原料を要するを

以て本品の如き容積膨大なる物質に封しては先づ水浸法を行ひ共水浸エキスを更に酒

精叉は木精を以て浸出するを以て最も合理的なるを認め隠り次に更に精製抽出方法と

しては可及的酸，アノレカフ等の化學的刺戟剤を避け前記酒精性浸液よリアセトン叉は

エーテノレ沈降法を施し更にピクラートを形成せしめ之を分解遊離せしめすごるものは0・

伽9を以て鳩の自米病に白し有効なることを確謹し得πり叉米糠の水浸液に本邦産酸
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性風土を加へて吸著せしめ次に之をノ“り。ト等にて分解し有効成分を遊離せしめ次に

之をピクラートとして精製しエーテノレ沈降法に於けるものと全く同一程度の有効物質

を得ナこb然れども前記ビクラートは未だ輩純物質なるを得ざりき，以上は著者が第1

27）

y第2鋤回報告に於て登表せしもの、一部なら

　誌面鉛糖島民酷はヴィタミンめ水溶液より爽雑物除去の妬め最も多く乱用せられ酸

性又は中性反慮に於て之を使用するときは有効成分を沈澱することなきは文話の示す

所にして著者も亦之を實讃し第ユ同報告27）に於て登高せb而して米糠の水浸液叉は酒

精等の浸出エキスを鉛糖，鉛酷を以て庭屈したる後更にアムモニア雷魚糖液叉は過荊

の鉛糖或は鉛酷を加ヘテこる後バリット等の強面基を加ふるときは類黄色の沈重を析出

し其濾液は著しく淡色となるを認む此場合有効成分は鉛と共に沈澱するものなるや將

柁濾液中に残留するものなりや興味ある問題（天時レケイーン氏等14）の報告なき直証

なり）にして殊に酸性白土吸著法に於ては吸著土をバソットにて融解し有効成分を遊

離せしめπるアノγヵり性の溶液に油壷叉は鉛酷を加ふるときは類黄色の沈重を生し其一

濾液は殆ど無色となるを以て若し此際不純物のみ沈降すとせぱ本操作によりて極めて

容易に精製の目的を達し得べきを思ひ其濾液よう鉛，バリット等を除き燐ウォノレフラム

酸を以て沈降せしめ其乾燥せるものを純アセトンを以て庭理し可溶及不溶雨部分に分

ち爾者に就き夫々銀分劃沈澱洪を施し精査しすこるに何れも有効ならす依て前記の鉛沈

澱にっき之を試験したる結果以外にも有効成分は悉く該沈堂中に移行せるを確誼し得

セb帥ち之を硫酸にて分解しナこる後燐ウォノレフラム酸にて沈澱せしめ之を乾燥の後純

アセトンにて浸出するに有効成分は殆ど全くアセトン可溶分中に移行し之を分解し酒

精に溶取しエーテノレにて沈降せしむるときは鳩の白米病に蜜し5mg程度にて有効な

る物質を得たbフンク氏29）に從へば酵母よう得たる有効成分の燐ウォルフラム酸沈堂’

は純アセトンには殆ど溶解せす其司溶分は全く無効物質とせられすこるを以て著者も亦

同1氏に準i擦し米糠より得たるものにつきアセトンを以て慮理しナこるに燐ウォ〉ンフラム

酸沈重中著色せるものは悉くアセトン中に溶解し残渣は類自色となり大ひに精製の目

的を達し得たるが如き外観を呈するも事實は然らす鳩に翻して殆ど無効にして有効成

分はアセトン可溶分中に包含せらる、を確謹し得にり赤フマイステル氏奪ヱ2）が抽出せ
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るヅィタミンB性成分も亦其燐ウォノンフラム酸化合物はアセトンに可溶なることを示

し著者の成績と一致せり但し前記の如く下め鉛沈澱法叉は後述の硫酸水銀沈澱法を施

すことなぐ直ちに燐ウナノ〆フラム酸沈澱洪を行ひたるものにつきアセトンを以て塵害

するときは多量の爽雑物の閉めに有効成分による沈重のアセトン浸出不完全にしてア

セトン不溶発も亦有効なる場合多し而してヂアミノ酸及諸多の含窒素物質の燐ウォノレ

フラム酸化合物はドラ毛ンド民30）の研究に從へばプリン璽墓の外多くはアセトンに易

溶なるを以て本操作によりてプリン聖画及カリ，アムモニア等の無機璽基による沈重

を除別し得べきを思考せしむ

　硫酸水銀はマイヤー及フォグトリン雨民31）並にペータース氏工6）其池多くの脚半によ

りてヅィタミンBの抽出精製に際し不純物質除去の目的に使用せられ硫酸水銀による

沈澱に薦するものは何れも無効とせられ且つヒスチ・“ン，カノγノジン及プリン璽基町

は硫酸々性に於て硫酸水銀によりて沈澱せらる、は既知の事實なるを以て著者は米糠

の水浸エキスを更に酒精にて精製しナこるものにつき直ちに此硫酸水銀を態物して不純

物を除却し其濾液につき順次に燐ウォノγプラム酸沈澱法，該沈澱のアセトン礎理法，

及銀分劃沈澱法を施し以てヒスチ・“ンフラクチオンに移行するものを精査せば純度高

き有効物質を牧得すべきを期待しだるに事實は全く豫期に反し硫酸水銀沈澱の・母液よ

り得たる各フラクチオンに艦するものは何れも鳩に許し無効にして有効成昼は悉く硫

酸水銀沈璽中に移行し之より水銀を除き開脚，鉛酷を以て庭卑しすごる後押吟唱沈澱を

行ひ柁るに其ヒスチ・“ンフラクチオンに於ける成分は鳩の特異疾病に謝し5m9にて

有効にして之より得たるピクラ」トはC・・H・・07N・・C・H：・・O・N・の組成を有し198。に熔：融

し野鳩に早し5mgにて確實に奏効す叉之よリピク・一ナ・トとして融鮎204。　C、，H、。

0，NがC、。H，O、N、の組成を有する無晶形物質及C、、H：，。0エ。N、・C、。H，N、0、に該冷する針状

晶の物質を得すこb雨者共に5mgにて有効なり，徒來有効勝勢の結晶性ピクラートと

して牧得せるは鈴木博士3）を以て蟷矢となすも同博士の得たるものは微量にして其融

鮎組成等閾明せらる、に至らすシーヂノγ氏8）の酵母より得たることは既に上述の如し

著者は結晶性ピクラートを得んことを努めナzるも絡に之を得るに至らざりき然bと誰

も著者の得たる無角形ピクラートは野鳩に封ずる敷力はシーデノン氏の夫れに殆ど匹敵
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・し得べきものなることを思惟す，從來有効成分のビクロ・ナートを得ナこる報告は未だ

嘗って之を聞かすフレンケノγ氏等鋤はビクロ．・ン酸を以て爽雑物除去の目的に使用

せり故に著者も亦同氏に從ひ精製の目的を以て之を乳用しナこるに其ピクロ・ナ』トを

笏捌しすZる後殆ど純臼色の物質を得†こるも鳩に翻して全く無効にして有効成分は全部

ビクセ・ナートを形成せるを確め得ナ紬，前記の純白色物質は鳩に即しては無効なる

も酵母の醗酵催進作用極めて強力にして4」000，000舜1乃至8，000，000分’1の如き極

あて稀薄め溶液に在りてもf苛ほよく促進作用を呈するを認めたう而して硫酸水銀沈澱

母液より得たる燐ウ。ノレフラム酸沈澱のアセトぞ可溶冴中ヒメヂ“ンフラクチオン

に働する成分も亦鳩に劃しては無力なるも酵母の醗酵促進作用極めて強盛にして

4，000POO分1以上の稀薄溶液に於て爾ほよく促進す之に就きビクラート及ピクロ・

ナートの製出を試みπるも之を形成せす寧ろ：本操作によりて精製せられナZるを認めナZ

殖Pち著者は最も純粋なる最も強力のピオス性物質を分離し得すzるものと確信するも

のにし℃之等ビオス性物質に關しては後章に於て詳論すべきを以て鼓し之を省略す

　1前記有効成分の硫酸水銀沈澱の析出は長時間を要し門門門門後直ちに析出するもの

は多くの場合汚二色を呈し漸次黄褐色，類黄色の沈重を析出するに至る故に前記の諸

學者が硫酸水銀沈澱の不純物とせられナこるものは蓋し極めて短時間内に析出するもの

なるべく其濾液は著しく淡色となり精製の目的を達し得べく之に更に試藥を追加して

長時間放置し以て沈澱め析出を完結せしむるときは最も良好の結果を得べきを確信

す

　著者は前記硫酸水銀沈澱注の学用と同時に別に米糠の水浸エキスを酒精にて精製せ

るものを以て前記酸性白土吸著製品に於けると同様1ン“リット鉛沈澱法を慮釈し燐フォ

ノγラム酸沈澱のアセトン可溶分よリエーヲノン沈降注を施し精製せるものを更に硫酸水

銀を用ひて精製を試みナこるに前記と全く同型に有効成分は硫酸水銀沈澱中に移術せる

を認めたり爾ほi著者は；其ベリヅト鉛沈澱に零するもの》内燐フォノレフラム酸沈澱のア

毫トン可溶華中より融瓢、320。の板欺結晶（q。H8NO、　）を分離し得ナZり本物質は鈴

木博士のβ酸の性状に酷似し鳩に瀕しては無効なるも酵母に早しては著しく有力なり

便にノ“リ鏑鉛沈澱の母液より燐ウォノγフラム酸沈澱を県別しナZる淺液ようも黄色無向
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形の物質（融黙320。）を抽出し之を2％盤酸を以て加水分解を施すときは美麗なる

黄色の針歌晶を析出し其濾液は銅溶液を還元するも之れより糖類を確讃する能はざり

き

　叙上の如くフンク氏を始め東西幾多の丁丁が從來施行し肥れるヴィタミンBの抽出

方洪は有効成分を燐ウォノンフラム酸化合物として沈澱せしめ次に銀分劃沈澱法を施し

プリソフラクチオンを除きたる後ヒスチ・ツフラクチオンに属する者を牧得するを以

て普通とし殊に銀分劃沈澱法を行ふを以て最も優秀の効果ある精製方法とせらる、が

如しと錐も著者の研究によれば必しも然らす帥ち前記硫酸水銀沈澱法の学用に際して

は該沈澱に移行する成分中鉛糖及鉛酷沈澱並に硫酸水銀沈澱の母液より得たる燐ウォ

ノレフラム酸沈澱の無水アセトン及含水アセトン可溶分拉其不溶残渣につきても悉く銀

舜劃沈澱法を施し其ヒスチ・“ンフラクチオンに於けるものを精査したるに何れも鳩に

卜し無効にして不純物なることを確讃し得忙り故に銀フラクチオン法を行ふに當りて

は前述の野土吸著法及バリ。ト鉛沈澱野並に硫酸水銀沈澱法の如き合理的豫手操作を

施すにあらざれば多量の不純物岬町移行し到底其目的を群行し得ざるべし呪んや燐ウ

ォノンフラム酸を使用することなく直ちに銀フラクチオン法のみを態用せんとする場合

に於ては益々坐りとなすべし

　以上の如く著者は專ら米糠中の抗瀞経炎ヴィタミンに就きて研究を施したるものに

して各フラクチオン於て分離せる各物質の鳩の白米病に罰する治療的効果の判定に封馳

しては大回に於てフンク氏の方法に準檬し鳩の白米飼養に際し；其膿重約3分1を減し膿

温著しく下降し勿毛麻痺状を呈し或は脚部に障磯を來たして床上に自立不能となり或

は全身痙攣を生じ叉は頸部強直苦悶状態に階りだるものに可槍物質を筋肉注射により

叉は経ロ的に之を給興しすごる場合此等の特異症状治癒し其艦温急遽に著しく上昇して

元氣を憐復し其外観殆ど健康状態の時と異なる庭なきに至り一日一同叉は隔日一同の

給與によりて約一週間之を経績するに禮温を維持し且つ其膿重も漸次培加を來πし或

は少くとも之を維持せしむる場合始めて可機物を有効物質となし斯くして鳩の艦温及

膿重維持に必要なる最：少量を以て該物質の有効量と見微せり，偶々鳩の特異症歌を治

癒せしむるが如きも激日経過後麗死するが如き場合に於ては著者は之を以て有効碓實
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なるものと認めざbき而して鳩の臼米病の試験に際しては細谷，黒屋雨氏鋤の施行せ

る如く薩重と共に其膿温を検することは最も緊要の事項なりと信ず

　ヴィタミンB性成分の沈澱及呈色反回に關しては諸學者によりて多少見解を異にし

て未だ精確なる特異反慮と認むべきものなし之れ其本膿の閾明せられざる今日に：於て

は寧ろ當然の事と謂ふべし著者は硫酸水銀門門による研究に於て約60箇のフラクチ

オンに分別せるものにつき約20種の各反回を試験し多少興味ある成績を得ナZるを以

て後章に於て之を詳述すべし

　著者は叙上の如く專ら米糠を原料とし研究せるものにして其資料は玄米精白により

て得乾る米糠類より砕米及メンザイ（圭として胚子より成るもの）を鯖別ぜるもの、

動し而して米粒中のプィタミン：Bは初め圭として所謂銀門中に包含するものとせられ

陀るもマッコーラ払二等鋤麻専ら其胚子中に含有することを予見しチック及ヒューム

爾氏鋤も亦同一成績を得ず的然れども米粒三三神経炎ヅィタミン或は水溶性ヴィタミ

ン后の分布状態に就きては二丁ほ研究の除地充分存すべきを信ず，著者は最近純米胚

子及胚子を含有せざる4種の米糠（精白の行程中順次に得テこるもの）を入手し得だる

を以て目下之れが研究中に属す術ほ著者は叙上の研究成績に鑑み米糠のヴィタミンを

酸性白土に吸著せしめナこるもの並に水浸エキスを酒精にて精製せるものを原料とし先

づ鉛糖を以て不純物を除きテこる後バリット鉛沈澱二次に硫酸水銀沈澱法を施し更：に燐

ウォノレフラム酸を用ひ其沈澱の純アセトン可溶分を取り次で銀フラクチオン法を施し

其ヒスチ・“ンフラクチオンに属する成分をピクラート或はピク・・ナートとして精製

するときは丁半的最も純粋の有効物質を抽出し得べきを確信するものにして二等に引

しても亦目下織績研究中に厩するを以て不日之れが成績を報告し得ん二・とを期す

　著者は本研究に於ては專ら抗紳経炎ヴィタミン及びビオス性成分を主眼とせるを以

て二三の附随成分に饗しては深く之を追究せす從って未だ書さざる所極めて多かるべ

く是等に回しては他日補足せんことを期す

　以上は本研究に關する二丁を摘録せるものにして以下丁丁に分ち順次之れが成績を

報告すべし

　本丁発に際し常に激働せられ多大の便宜を與へられ下る内務省東京衛生試門門長西’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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暦博士に謹んで威謝の意を表す叉專ら實瞼を摺當し終始献身的努力を以て研究の達成

に霊辞せられ紀る服部安藏君に白し著者は衷心より深謝する所にして尚ほ山崎悟郎，

川島面一，宇津木剛男，堤清雄，花岡愼吉，早津清二，丸田省三郎及秋山勝治君等の

画面上助力を得すこるを謝す

　　　　　第二編　米糠中のヴィタミン：B性物質の鉛化合物に關する研究

　　第一葦米糠中の：有効成分を酸性自土に吸著せしめたるものを以てせる研究

　　　　　　　　第一節　有効成分吸息酸性自盛の製出に就て

　輪舞米糠ユ00kgを取b　10　kg宛を10箇の甕に容れ夫々2％硫酸水35Lを加へ

歎日問冷浸の後其上澄液を汲取し麻袋を以て漉過し透明の漉液を集め其10しに聾し

酸性白土5110gを加へよく混逸し暫時艀置の後上比湿を分取し沈定せる白土を吸引濾

過し水洗の後更に酒精にて洗灘し乾燥す（之を第1同吸著白土とす）次に其濾液30し

に甥し700gの白土を加へ同様に腱理す（之を第2同誌著自儘とす）

　前記吸三遷土を以て以下の各試験を施行す

　　　　　第二節酸性白土吸著成分の溺酸性に於ける鉛沈澱除去後其母

　　　　　　　　　液より得ナこる有効成分の燐ウォノレフラム酸沈澱のアセ

　　　　　　　　　トンに歪封ずる溶解度に就て

　前記第1同母著白土1．8kgを取り其300　gに幽し飽和バリ．ト水2．7　Lを加へ30

分間強く振訂しすごる後吸引濾過し其濾液に鉛糖溶液を加へ溺酸蝕こ於て析出する灰白

色の沈澱を小別し黄色の濾液を5％硫酸にて中和し過剰の鉛を飛去し濾液を減厘濃縮

して適度の濃厚液となし稀硫酸を加へて5％の濃度となし5％硫酸に溶解せる50％

燐ウ。ノγプラム酸溶液を加へ析出せる沈重を吸引濾過し5％硫酸水にてよく澱條しセ

る後之を陶土板上に乾燥し粉末となし純アセトンにて反復冷浸し以て可溶部分と不溶

部分とに分ち可溶分は之よリアセトンを低温にて館去しナこる後常法に從ひバリット水

にて分解し炭酸藍として濃縮し微弱酸性の褐色エキス5gを得ナ鋤，アセトン不溶分

も亦同様に庭理し全く中性の褐色エキス29を得たり，雨製品共に乾燥の後粉末とな

し難し

　本製品に就き鳩並に南京鼠を以てせる動物試験成績次の如し



ユ2 衣 笠’

（1）鳩を以てせる試験

A，燐ウォノγフラム酸沈澱アセトン可溶分

　　　第　　1　表　　（甲）

日数 盟重 髄　温 摘要 日 籔1脛重
盟濫 嫡要 日鍛 髄重 憧温 摘婁

1 310 42．4 菅1 49 287 41．6
，，

111 188 41．3
，●

4 300 42．3
，，

50 290 41β
～， 112 198 41．5

，■

7 298 42．0 ，，

51 290 41．8
，，

113 207 42．3
，，

11 297 43．0
，，

52 287 41．8
，，

114 207 42．3
，，

14 283 41．9
，，

53 297 41．8
，，

115 205 42．4
，，

17 275 41．0 ，，
54 300 41．8

　
116 205 42．4

，，

20 263 41．0 ，，

55 300 42．3． 菅5

＼

22　250

24　243

26　240

29　225

30　250

3真247

32　245

33　245

34　245

35　245

36　275

37　265

3S　260

39　290

、40　272

・41　300

42　300

43　290

44　2S5

45　295

46　295

47　280

48　285

4、．9

40，5

40．2

39．4

41．0

41．9

41．7

41．7

4L7

41．7

42。0

41．5

42．0

42．3

41．0

41．9

42．0

42．0

42．0

42．0

41．5

4LO

41．5

，，

，，

菅2

，，

，，

，，

，，

，，

　

管3

，，

，，

　

，，

，，

梶

，，

56　300

59　305

621300

65　290

68　285

71　271

74　282

77　280

80　280

83　283

86　280

S9　270

92　260

95　243

9S　220

101　19S

104　183

105　175

106　172

107　190

1C8　185

109　188

110　180

一　　　　　，，

一　　　　　”

一　　　　，，

一　　　　　，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

一　　　　　，，

41．5

41．0

40．9

40．1

39，0

39，0

38。S

41．6

41．7

40，7

41，2

，，

，，

，，

，，

，，

，，

蔚6

，，

，，

，，

，，

第1表　（乙）

3ユ6
　　、

S 、も

｛
lP 9

300 410 瀞r 、、

A
f 9ハ’7

庵
●

覧・

「1　　　■
3

290 400，
♪、

鰯
　　o　’

d　　・

280 3ヂ
覧

、1
1

270 3｛P

260 370

幽．250

「2毒0 ⑱ ●

230 σ 母s）

220 2

210
「

200

190

180

170

澱白米のみ給與す
粗此期間に於てに蓮日前詑燐ウォルフラム酸沸澱ア

　セトン可溶分よリ製せるもの50mg宛注射す

鳩前寵注射な中止す
塑再び筋記製品25．Omg宛蓮日注射す
務前冒E中射々中止す

菅6再び前記製品12・5mg宛蓮日注射す

：B，燐ウォノγプラム酸沈澱アセトン不溶分

第 2 表 （甲）

日　数 髄　重 髄　温 摘要 日　殿 盟　重 槻温 揺i要 H　殿 謹重 盟温 摘要

一1’ 275 42．3 蔚1 14 220 40．9
，，

24 170’ 39．0 幽菅2

4 260 41．8 ，●
17 215 40．3

，，

190 40．0
，，

7 252 4L6 ，，
20 195 40．0 ，，

26 195 41．0 ，，

11 247 41．4
，，

22 175 39．1 ｝，，
27．・ 195 41．4 ，，
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H　数

　29
　30
　31
　32
　33
　34
　35
　36
　37
　38
　39
　40
　41
　42
　43／

　44
　45
　46
　47
　48
　49

量豊重

196

196

196

200

200

210

210

210

205

210

210

205

212

210

198

190

190

190

175

190

191

髄　温

42．1

42．1

42．2

42．3

42．5

42．5

42．0

4L9

41．6

42．0

41．2，

41．2

41．2

41。0

40．9

40．4

40．3

40ユ

40．0

41．7

41．8

摘要

，，

，，

　

，，

，，

ジ3

，　，9

，，

，，

”

，，

，，

，9

，，

，，

，，

，，

，，

箭4

，，

，，

日　鍛

50

51

52

53

54

55

与6

57

60

63

66

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

尊重
193

200

195

195

200

200

200

191

193

193

】90

160

1S9

192

1S4

185

191

218

210

210

205

盟温
41．S

41．S

41．8

42．0

42．0

42．0

42．0

39．5

．41．3

41．3

41．9

42．1

42．4

42．4

42．4

42．4

42．4

摘要

　

，，

，，

，，

，，

，響

層5

，，

，，

，，

，，

芸6

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

第　　2　表　　（乙）

河白首のみ給餌す

戦託期間に於てに連日前記燐ウオル7
　ラム酸沈澱アセトン不溶分よリ製ぜ

　うもの50mg宛注射す
糖前記注射な中止す
菅4再び前記製品25・Omg宛蓮日注射す

粘前記注射を中止す

鵜再び前記製品12・5皿9宛蓮日注射す

（2）南京鼠を以てせる試験

　南京鼠は之を白米粉79舜，精製力ぜイン10分，バタ5分，アガノレ2分野マッコ

ーラム，シーモンヅ割下315號4分より成れる墓礎食料を以て飼養するときは何れも

2乃至3週日に於て特異苦悶症朕を記して溺死す帥ち其成績次の如し

　　　　　第　　　3　　　表　　　　　　　　　　　　　第　　1　　圖

H ’♀ ♀ ♂ ．♂ ♂ 備

殿 一重 盟重 瞳　重 畳豊重 置豊　重 考

1 5．5 7．0 7．9 13．3 7．0 一
4 5．2 7．8 72 10．5 82 憩

7 4．8 8．2 7．5 10．6 8．6 血

10 45 82 7．8 11．8 8．5

便
11 8．4 6ユ 1LO 8．6

14 8．0 5．7 92爵 82 排

15 7．8 8」 8．0 難

16 7．6 7．8

17 7．3 7．4

第1圏

　　　　参瞭
上記の試験に於て17日目に驚死せる雌鼠の特異苦悶症状を回せる際（一死前2時間

、
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に於て撮影せる爲眞（第ユ圖）を示せば王の如し

前記基礎食料に可検品をα1％の割合に混和せる者を以てせる試験成績次の如し

　　　　　　　　A．燐ウォノレフラム酸沈澱アセトン可溶分

　　　　　　　　　　　　第　　4　　表　　（甲）

日数
1

4

7

10

11

12

13

14

15

17

18

19

20

21

22

24

　♂

髄重
11．5

1L1

9．0

8．0

9，3

9．8

1L2

12．0

11．9

11．5

1」．4

11．4

11．4

1L9

1L4

12．2

　♀

髄重
10．5

10．0

9，0

8．5

9．3

9，1

10．7

10．8

11．3

11．3

11．3

11．3

11，5

11．9

11．5

12．2

摘要

芸1

，，

，，

菅2

，，

，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

，■

錫

レ
i・

日　数

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

　♂

髄重
12，0

12．8

13．0

13．6

13．7

13．5

13．1

13．5

13．8

13．5

ユ3．3

13．5

13．8

14．2

14．4

14。5

　♀

一重
12．0

12．7

13．0

13．0

13．2

13．2

13．4

1＆5

13．5

13．5

13．4

ユ3r2

13．9

144

14．5

14．5

摘要日　鍛

41

42

43

44

45

盤♂ d1髄♀重

工4．7

14．5

14、7

14．6

14．6

14。6

14．7

14．6

14．7

14，8

第4表（乙）

摘要

14 1

13
」

ρ

12

1i

　δ
m♀㌔

8

10

X 鈴
3 呂 （10d』 ）

1

1

　且　燐ウォノレフラム酸沈澱アセトン不溶分

一　　5　　表　　（甲）

，，

，，

，，

，，

第5表　乙）
E鍛h邉♂重1髄♀雷1摘要

1

4

7

10

11

ユ2

14

15

16

17

18

19

21

22

23

24

25

26

8。7

9．3

8．9

8．3

9．6

9．7

10．1

1α5

10。8

11．0

11．4

ユユ．8

12．2

12．5

12．8

13．7

13．9

14．0

8．0

6．5

6．5

6．1

6．1

6．1

6．1

6．2

7．8

1．7

7．5

82
7．7

8．2

8．2

8．3

8刃

9．0

於3

，，

，，

管4

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

・剰盤♂重1盟♀重1摘要

28

29

30

31

32

33

34

3ろ

36

37

38

39

40

42

43

44

45

13．9

13．9

ユ4．4

14．3

14．5

14．6

14．0

14。1

14．2

14．5

14．6

ユ生6

1生6

13．8

13．7

13．6

13．4

9。7

9．5

9．6

10．2

9．6

10．0

10．1

10．3

］．0．5

10．奪

11．2

ユ1江

11．2

11．3

11。4

11．4

11．4

，，

，，

，，

，，

，9

，，

，，

，，

，，

，9

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

14

ユ3

12

11 〆

10 6 ，’

f

9
’

8 3 ’孚

⇔
7 、 野ど

｛1 ay8）

6
し．　亀 3

河　基礎食料のみ給興す
粗　此期間に於てに基礎食料
　に前十二ウォルフラム酸
　沈澱アセトン司「溶分よリ
　製也るもの0・1％の割合
　に添加ぜうものな給興す
将　基虚食料のみ給興す
瓶　此期間に於てに基礎食料
　に前記燐ウォルフラム酸
　眈澱アセトン不溶分より
　製ぜるものをα1％の割
　に添加せるもの々給興す
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・前記野並に南京鼠に於ける動物試験成績を看るに酸性漢土に吸著せる有効成分を分

離せしめすこる溶液中弱酸性に於ける鉛沈澱除去後に起て得ナこる燐ウォノンフラム酸沈澱

のアセトンに嘱する溶解性を利用して分別せる雨製品は鳩の試瞼に於てはアセトン可

溶分より製せるものは不溶分より漏せるものに比し幾分優れるやの戚あるも南京鼠に

つき施行せる成績に在りては溢者殆ど優劣を認めす

　以上の試験成績により弱酸性に於ける鉛沈澱を濾去せる濾液中には多量の有効成分

を存し騙れが燐ウォノγプラム酸沈澱のアセトンによる溶解性によりては不純物と完全

に分別し難きを知り得繰り

　既に緒論に於て述べし如くフンク氏2s）に從へば酵母より得たる燐ウォノγプラム酸化

合物は其大部分純アセトンに可溶性なるも鳩に樹し全く無効にして有効成分は不溶分

中に残留すとせらる》を以て著者も亦アセトン腱理法により大ひに精製し得べきを想

ひ之を慮用しfZるに全く豫期に反しアセトン可溶分も亦著しく有効にして而かも其得

量は不溶分の2倍以上に及べり而して本試験のみによりて直ちにフンク氏の説を否定

するは速漸に失する嫌あるべきを思ひ以下各種の試験に於て之を確讃せんことを期せ

り

　　　　　第罠節酸性白土吸著成分の溺アノレカリ性に於けるバリット

　　　　　　　　　鉛沈澱の母液に就て

　第1同吸著自土6，4kgを取り2％のアム毛ニア水10倍量を加へ劇職器を用ひ30層

勢間質鍛しすこる後吸引濾過し分解液を集め稀硫酸にて中和し減歴濃縮し鼓に得ナこるエ

キス状物質を80％酒精にて浸出し硫酸アムモニウム等の不純物を除去し酒精浸液を

減厘灘溜に附して洒精分を鱈慶し残・留液をエーテノレにて庭理し其可溶分を分別し次に

鉛酷を加へ酸性に於て析出する沈澱を分ち：更に微弱アノレカリ性に於て析出する成分を

分離しすごる後産糖溶液及バ。リト水を交互に加へ弱アノレカリ性となすときは多量の黄

白専掌訣の沈澱を析出す，之を濾無しバリ，ト含有の水にて洗ひ濾液及洗液を集め稀

硫酸にて鉛，バリット等を除き減歴濃縮し弱硫酸々性に於て純酒精を加へて其の濃度

を90％乃至95％となし析出する自色不溶性物質を峻別し之を更に％酒精にて数

回反復温浸し弦に得πる黄金色透明の浸液を減歴濃縮し舎利別稠度の残留物に稀硫酸
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を加へて5％の濃度となし之に5．％硫酸に溶解せる50％燐ウォノγプラム酸溶液を加へ

析出せる沈澱を濾如し爾ほ其濾液より更に燐ウォノレフラム言及硫酸を除き減歴濃縮し

再び燐ウォルフラム酸を加へて沈澱を完結せしめ客を乾燥するに合計320gを得ナ的

次に之を粉末となし純アセトンにて反復浸出し血液微に黄色を呈するに至りて止む・

不溶性燐ウォノレフラム酸沈澱は220gを有し之を水中に混血し・“リット水にて分：解し

稀硫酸にて申和し純黄色透明の溶液を得之を低温にて濃縮し硝酸々性となし20％硝

酸銀溶液を加へ以下常法に從ひ銀磁心沈澱法を施す即ちプリンフラクチオンを分離せ

る濾液にパソヅト水を加へ弱アノγカリ性にて析出するヒスチ“著フラクチオンに記す

る沈澱を出面レ“リヅト含有の水にて洗ひナZる後稀硫酸水中に混血し硫化水素にて分

解し硫化銀を塩湯にて充分よく洗ひ分解液より硫化水素を願逐しすこる後・㍉リト水に

て渦剰の硫酸を除き炭酸琵斯を通しつ》低温にて適度に減歴濃縮し更に5％の硫酸々

性となし同濃度の稀硫酸に飽和せしめすZる硫酸水銀を加へ析出せる沈澱を硫化水素に

て分解し硫化水銀を濾去し之を温湯にてよく洗ひ濾液中坐剰の硫酸をバリット水にて

除去し炭酸油画を論じつ》減犀濃縮し獲渣を80％酒精にて溶出し酒精溶液にエーヲ’

ノレを加へて沈降せしめ之を遠心分離し乾燥するに微量の黒褐色の粉末を得泥b，硫酸

水銀沈澱の濾液も亦硫化水素にて水銀を除去し前記と同機に腱理するに灰褐色の粉末

僅量を得だリ

　アセトン可溶性の燐ウォノγフラム酸沈澱は低温に於てアセトンを鰹遍し濃赤褐色粘

稠性の残留物をバリ。ト水と共に研和分解するときは黄色透明の分解液を得べし之を

葡記アセトン不溶燐ウォノレフラム酸沈澱と全く同一方法に從ひ威記しセスチ“ンフラ

クチオンに移行する成分中硫酸水銀沈澱の部分より少量の褐色粉末朕の物質を，其濾

液よb極めて微量の褐色粉末欺の物質を得テこり

　前記製品事忌の試験に供し呼べき量を有するアセトン可溶燐ウォノレフラム酸沈澱の

セスチ・’ンフラクチオソに於ける成分中硫酸水銀沈澱に鵬する製品及アセトン不溶燐

ウォノソフラム酸沈澱のヒスチ予ツフラクチオンに於ける硫酸水銀沈澱の濾液に組する

製品の爾種に就き試験せるに鳩の白米病に劃し殆ど無効なりき

　前上の試験に於て酸性白土に吸著せる成分中蓋アノレカリ’躍に於てノ“リット鉛による
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沈澱を除去せる母液より得たる燐ウォノレフラム酸沈澱中アセトン可溶分のヒスチ・“ン

フラクチオンに於ける硫酸水銀沈澱の濾液並にアセトン不溶分のヒンチ・ツフラクチ

オンに於ける硫酸水銀沈澱に属する成分の動物試験を鉄くを以て直ちに前記バ7ット

鉛沈澱の母液中に溶存する成分は全然無効物質のみなりとの速漸を許し難きも少くと

も有効成分の大部分は本母液中に含有せざるべきを思惟せしむるに足るべし依って著

者はバリット鉛沈澱中に移行せる成分の精油の必要を認め之を遽行せるに果して有効

成分は該沈澱中に包含せることを確謹し得ナこり而して著者は後章に於ける試瞼によb

バリット鉛沈澱の母液は全然無効なることを確讃し得たり

　　第四節　酸性白土高著成分の弱アノンカリ性に於けるバリ。ト鉛沈澱に就て

　前項の面諭に於て得たる溺アノγカリ性にてバリット鉛による沈澱2729を5％稀硫

酸にて分解し吸引濾過し残渣を温湯にて反復丁寧に洗記し弦に得たる濃褐色の濾液を

適度に濃縮し稀硫酸を以て其濃度を5％となし燐ウォノγプラム酸を加へ一書夜放置の

後記出せる沈澱を濾過するに濾液は省ほ著しく三色しバリ。ト鉛と共に沈降せる色素

性物質は其大部心証ウォノンフラム酸によりて沈降せられすし七母液中に残留す，燐ウォ

ノンフラム酸沈澱は5％硫酸にてよく洗ひ陶土板上にて乾燥するに総量42gにして之を

粉末となし純アセトンにて浸出するに其不溶性部分は13gなり

　アセトン不溶性燐ウォノレフラム酸沈澱は常法によリバリヅト水にて分解し分解液に

炭酸虚心を通じて過剰のバリットを除き低温にて濃縮し80％酒精を以て温浸し浸液

を冷後透明に濾過し之に多量のエーテノγを注加するときは荻自色謡歌の沈澱を析出す

之を遠心分離し言詮器内にて乾燥す，本品は引灘性を有せざる帯黄臼色の粉末にして

95D噸精に雌淋して＄o％酒精にはよ熔解す

　アセトン可溶性の燐ウォノレフラム酸沈澱は前記アセトン不溶分と全く同一方法に從

ひ分解濃縮し80％酒精溶液よbエーレィレにて沈降精製し乾燥の後黄褐色にして芳香

性を有する引灘性の粉末を得たり

　前記爾製品に就き鳩を以て行へる成績次の如し

　　　　　　　　　A．燐ウォノレフラム酸沈澱アセトン不溶分
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第層6　表　（甲）

日　販 彊　麗 内見 摘　要 日　数 髄　重 髄温 摘　要

1 345 42．5 骨1 32 195 39．6
，，

4 325
，，

33 195 39．6
，，

s 315
，，

34 190 39．8
，，

12 280
り

35 ユ97 39・7
，，

16 270
，，

36 190 33．9 菅3

20　　　、 229 41．3
，，

37 186 3S．4 菅4

2L 227 41．5
，，

38 185 39．0
，，

22 222 41．5
，●

39 183 38．9
，，

23 215 41．5
，，

40 185 38．7
，，

24 208 41．5
，，

41 193 38．7
，，

25 205 41．3
，，

42 205 40．0
，9

26 206 41．0
，，

43 200 40．3 箭5

23 201 40．6
，，

44 200 40．4
，，

29 193 38．2 菅2 45 190 40．0
，，

30 195 ．3S．6
，，

46 ユ90 40．0
，，

31 200 39．6
■9

第　6　表　（乙）

河　白来のみ給興す

著2闘糊自立不能醜る・前記燐ウ…万・酸瀬アセト・不溶分よリ麹ろ物10mg宛湘注射す

鵜　同上20m9に増量注射す

糧　前詑燐ウォルフラム酸沈澱アセトン可溶分よリ製ぜるもの5mg宛注射す

汚　前記注射な中止す

　　　　　　　B　燐ウォルフラム酸沈澱アセトン可溶分

　　　　　　　　　　第　　7　　表　　（甲）

日　販 三重 程慶溜 摘要 日　販 十重 髄　溜 摘要 日　数 狸　重 四温 摘要

1 300 42．3 菌1 34 268
，，

50 240 41．8
，，

4 295 42．0
”

35 263
　

51 238 42．0
，9

8 300 41．8
，，

36 259
，，

52 243 42．0
，，

12 285 41．4
，，

37 255
”

53 250 42．0
，，

16 265 41．2
，，

38 260
，，

54 248 42．0
，9

20 254 41．1
，，

39 260
，，

55 245 42．0
鞠

24 215 39．9 物 40 255
，，

56 248 42．0 層5

25 248 41．5
∬

41 250
，，

57 245
，，

26 243 41．1
，，

42． 250
，，

58 240
，，

27 240 40・9
，，

43 250
，，

59 240
，，

28 245 40．5
，，

44 245
，，

60 240
，●

29 252 40．1
，，

45 245
，，

6二 236
，，

30 250 41．8
”

46 235 38．0 曽4 62 225
，，

31 255 41．9
，，

47 232 41．6
，，

63　　‘ 225 38．0 耗6

32 260 41．8
，，

48 232 41．7
，，

64 225 41．4
，，

33 275 42．0 菅3 49 234 41．5
，，

65 225 41．4
，，
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日　鍛 盤　重 饅　温 摘要 日　数 盟　重 盟　温 摘要 日　数 畳豊　重 盟　温 摘要

66 224 41．9
，，

75 222 41．o
，，

84 205 40．9
，，

67 221 41．9
，，

76 218 40．8 ，，
85 205 41．7

，，

6S 220 42．0
，，

77 215 40」．
，，

86 207 41．0
，，

69 222 42．0
，，

78 215 40．7
　

87 203 41．2
，，

「70 225 42．1
，，

79 215 40．3
，，

88 203 4α8 ，，

’71 225 42．1
　

80 203 37．5 美8 89 2王0 40．6
，，

72 226 42．2
”

81 205 41．3
，，

90 210 41．2
，，

．73 230 41．8 菅7 82 210 41．0
，，

91 208 41．1 美9

74 225 4L5
，，

83 205 4LO
，，

92 207 40．6
，，

第　　7　表　　（乙）

300 4矛
、 A

290 410
，r

、
馬1

＼

〆 ㌔ 「’ 、． 瓦

280 4σo
・趣 ＼ …

、 ＼
￥．

270 3go 、　‘　1 3 iIl

2（ヲQ 3｛ρ
誓 M 亀・1 「

250 370 ホ

240

230 7

220

1
2 oεエ0

ｿOG

　1⇔
i10d・ys）

美1

弓き2

莱3

誉4

菅δ

菅6

菅7

著8

箭9

白米のみ給興す

嚢弱著明停立不能，前記燐ウォルフラム酸沈澱アセ

トン可溶分より製也るもの50mg宛蓮日注射す

同上注射か申止す

霜訂日曜製品　251ng　【こ減量注射す

同上注射な中止す

前記製晶12・5mgに減量注肘す

同上注射潜中止す

前詑製品6’251ngに減量注射す

同一ヒ注射な中止す

　前記の動物試瞼により酸性自土に吸著せる成分中弱アノレカヲ性に於てバリヅト鉛に

よbて沈澱せられ次で燐ウォノレフラム酸化合物として析出せる沈澱中アセトン不溶分

．より得だる製品は鳩の特異疾病に弄し20mg程度にて殆ど其効果なし之に反してア

セトン可溶分より製囲せるものは著しき治療効果を有し而かも梢多量を給與するとき

な蕾に特異疾病を治癒せしむるのみならす其瞠重も亦増加することを認めたり

　依て更にビクラート及タンニン酸化合物に就き試験を施行せり即ち該製品0．1gを

秤回し水5ccmに溶解しピクフン酸0．059を水5ccmに溶解せる溶液を滴温し析出せ

るビクラートを遠心分離し上澄液にピクリン酸溶液を追加するに個濁を生せざるに至

り其沈澱を集めエーテノレにて洗ひ乾燥するに黄色の粉末0・01929を得たり…欠に別に

右製品α1gを下取し水溶液となしタンニン酸の稀薄溶液を注意して沈澱の生する問

牲加し遠心舜離し沈澱半身母液を各10等し某一分を一回量となし使用に際し稀薄の

：重炭酸ソーダ溶液にて中和して試験せb
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燐ウォノソフラム酸沈澱アセトン可溶分製品のピクラート及タンニン酸化合

物に就き鳩を以てせる試験成績

　　　　　　第8表（甲）　　 ．　第8豪（乙）
日　数

　　1
　「’4

　　8

　12
　16
　20
　24
　28
　32
　33
　34
　35
　37
　38
　39
・　40

　41
　弼

髄重
315

300

300

265

240

240

225

210

190

ユ87

185

185

175

168

170

170

コ85

175．

髄温
42．4

39．9

39．9

39．5

40．6

38．5

3S．3

39．3

40．5

40．9

40．1

摘要

梼1

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

曽2

，，

，，

管3

，，

，，

栄4

，，

H　鼓

磁
45

46

47

48

51

52

53

54

55

56

58

59

60

6ユ

62

63

64

盤：重

178

170

170

ユ65

167

工58

160

167

160

ユ65

ユ67

165

170

167

1も7

155

】50

140

盤割
40．9

40．9

42．2

41．2

41．6

40．5

40。5

41。8

39．8

40．9

40．9

40．5

40．7

40．3

40．7

38．2

38．0

摘要

瓢　白米のみ給與す

粗　嚢溺三明停立不二前記ピクラート2mg宛注射す

粗　同上製晶4m9に増量油射す

，，

，，

，，

，，

，，

蔚5

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

管6

，，

，，

覗7

310 4
1

30041ρ
●

1、 轟

2904｛P
、＼　、 1、

Ψi罫
毫1

2803go
飛

270 げ
細

し．

260 37。

250

240

230

220

210

200

190

180 翰
6　，

170 （1 ays）

1｛沁 弱3

5
50

’

租　ビクラートの母液よ亀1過剰の町タリン酸たエーテルにて振澱除去し7こる後日全量の10分の1量宛注

　射す
務　前記タン呂ン酸沈澱物為注射す　　鵜　同上沈澱の漁液た注射す　　町　高小

　　　　　　　　　　　　第　　9　　表　　（甲）

日　数

1

4

8

12

16

20

24

30

31

32

33

彊重
340

350

340

310

290

270

255

230

230

235

235

畳豊前

42．3

40．5

40．5

40．9

41．9

摘要

菅1

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

”

，，

日　鍛

34

35

’37

38

39

40

41

42

必
45

46

盟重
233

233

232

242

244

232

235

227

220

220

210

饅温
41．5

41．8

41．5

42．3

42．4

41．5

41．0

41．0

40．8

30．3

39．2

摘婁

，，

，，

，，

，，

菅3

，，

，，

，，

，，

斎4

，，

日　鍛

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

58

腫重
207

207

200

207

215

200

207

207

200

髄温
39．6

40，3

40。3

40．a

40．3

39．8

40．6

41．5

41．5

摘要

，，

，，

　b，，

，，’

，，．’

，，

層5・

菅6

，，

，，

，，層
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第　9　表　（乙）

340 420
㌧

’

1
、

！｝
f3320 410

S00
’

、、　こ

rl

310 39
1ノ

0 38．

1，

290 37

280

270

260

250

240
瀞

30

220 ⇔ 轍

210 （10 ys〕
5

200
・916 ら’ q　’

刈　白来のみ給興す

戦　衰弱著明停立不能とな，る前記燐ウォルフラム酸沈澱ア七

　　トン可溶分よリ製ぜるもの5mg注射す

総　同上注肘々中止す

糧特異痙攣苦悶症状罎す揃記ピクラート5mg注聯勺3時

　間経過後症駅治癒す爾後同量宛蓮日注射す

指　同上注射な中止す

鵜　前記ピクラートな分離ぜる母液の20分の1量宛な1同注

　射す
　附記

穆　の試瞼に供用也るピクラートに前記製品0・29な取り前同

　　と全く同一方法に依り製出し象るものにして其牧得量に0・

　0579隔なり

　以上の試験にようて酸性白土に吸著せる成分のアノレカリ性に於てバリット鉛による

沈澱中燐ウォノンフラム酸化合物のアセトン可溶分より得ナzる製品並に其ピクートは何

れも5：lng前後にて有効にしてタンニン酸化合物も亦著しく有効なるを認むぺし然れ

どもピクラート母液も亦著しく効果あるを以て之を観れば有効成分は其一部はビクラ

・一トを形成せざるか若くは之を形成するも極めて水に易溶性なるか或は不純物の爲め

一部ピクラートの形成を妨害せらる、に因るべし之に反しタンニシ酸沈澱の母液は無

効なるを以て有効成分は悉くタンニン酸化合物を形成せるものと云ふを得べし

　前記の動物試験に於ては専ら鳩の疾病に鋤する治療的効果を試験せるものにして有

一効最少量を給與するときは特異痙攣苦悶症状を歎時間後に治癒し叉は症状の進行を停

止し同時に膿温は著しく上昇し元氣恢復するも膿重の増加は之に蚊行せざりき一般に

病鳩の外観症状は膿重よりも膿温に比例すること多く騰温の上昇に俘ひ多くは其元氣

・を恢復するものなb

　次の試験に於ては豫防的効果帥ち騰重相等しき鳩に就きて一は自米のみを給與し一

’は白米と其に日々一定量の有効成分を給與し以て白米を給與せる鳩に鉗し登病を豫防

し得るや否や叉其登病せる鳩に治療的数果量以上の大量を給與するときは膿重の壇量

を來セすべきものなりや否や之を確謹せんが爲め之を施行せり本試鹸に供用せし製品
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／

は第1回吸著酸性白土10kgを常法により分解しバジット鉛にて沈澱せしめ稀硫酸に

て分解せるものを燐ウォノγプラム酸にτ沈澱せしめ更に之を乾燥後幅アセトンにて虜

理し其可溶分をエープノレ3分，アミーノレアノγコホノレ1分の混液及び稀硫酸と共に振登

笏・解し燐ウォノγプラム酸を除去し稀硫酸液層を取bバリット水にて中和し低温にて濃

縮し95％酒精にて温浸し一三液よリエーテノレにて沈降精製せるものなb

　　燐ウォノレフラム酸沈澱アセトン可溶分製品の鳩に劃する豫防並に治療的効果

　　試験成績

　　　　　　　　　第　　10　　表　　（甲）　　　　　　　　　　　　　　　第　10　表　（乙）

日　数

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

、11

ユ2

13

14

15

16

盤　重

287

286

280

283

272

265

266

265

265

260

260

260

260

260

260

271

髄温 摘要

　42．7

　42．7

　42．7

　42．6

　43．0

　42．0

　42．0

　42．0

　42．0

　42．0

　42．0

　41．9

　41．7

，41・7

　41．7

　4L2

第　　11

日　籔

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

（甲）

髄　重

272

265

265

267

265

270

271

272

267

267

267

267

267

267

267

267

髄　温

41．3

41．9

4L9

41．9

42．5

42．5

42．3

42．3

4L9

42．0

42．0

42．0

42．0

．41．9

42．1

42．3

摘要

，，

覗2

　

，，

勢3

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

河　此期間に於’（に．前記製品．5mg’

　宛隔日注射す1

粗　此期間に着てに前記製品5mg．

　薄謝日注射す

糖　此期間に於てに前記製晶1σ

　mg宛蓮日注射す

　　　第11表　（乙）
口　鍛

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

11

12

13

14
15

16

盟　：重

287

286

285

283

290

237

288

282

270

265

260

258．

245

237

228

223

竈　温

42．7

42．7

42．7

42．7

42．6

42．3

42．3

42．2

42．1

41．9

42，0

4L8
41．4

40．0

38．5

38．5

摘要
英1

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

日　鍛

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

羽

222

222

227

222

235

232

235

245

235

237

237

235

227

230

234

233

灘　溢
38．3

40．3

40．9

40。8

40．9

41．9

41．9

42．4

41．9

42．0

42．2

42．0

42．1

41．9

42．0

42．0

摘要
幹2

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

河　白来のみ給與す

粗　衰扇著明特異痙攣苦悶症歌読レ

　　　　　　　　　　　　　艦
　呈・す，前寵製品10mg宛蓮艮

　漣射す
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前記試験成績を看るに白米のみ給與せる鳩は17日目に燈重659を減し四温も亦

42．7。より38．3。｛に下降し特異の痙攣苦悶症朕を呈せるに憎し特写と共に隔日前記工

一ヲノレ沈降製品を5mg宛給與せるものは等しく17日目に於ては膿重159を減し燈

温は42．7。より41・3。となれるも其外観元氣等少しも憂化なし故に半弓與量に於て

も確實に豫防効果を現わせるを認め得べし一日10mg宛給與すれば燈温は殆ど全く

恢復し燈重も維持し以て健劇伏態を保ち得す釣而して白米のみの給與によりて特異野

里を供せるものに一日10mg宛給閉すれば忽ち之を治癒し冷温は殆ど全く恢復し膿

重も亦少しく増加を示せり

　之を要するに酸性早早吸著成分中弱アノンカソ性に於てバリジト鉛によりて沈澱せら

れ：更：に燐ウオノレフラム酸化合物として析出せる沈澱中ア．セトン可溶分より得たる製品の

鳩の白米病に如し今戸的蚊に治療的効果の極めて顯別なるを首肯せしむるに足るべし

　　　　　　　　第五節　有効成分の酒精に甥する溶解度に就て

　酒精はヴィタミンB性成分の抽出溶剤として最も推奨せらる、ものなるも其酒精の

濃度に閉しては從來學者によりて多少見解を異にする所あり卸ち水溶性Bはオスボノン

ン，メンデノレ36）蚊にドラモンド氏37）等に從へば無水酒精に不溶にしてマッコーラム及

シモンヅ氏お）は95％酒精にようては凹凹に溶解するとせられ叉他方に於てエーキマ

ン鋤，フング。），フラーゼノγ及スタントン氏41）並にクーパー氏42）等の研究によれば抗

紳経炎ヅィタミンは無水酒精に可溶なりとせらる，野江野桁氏〃3）は米糠の80乃至85

％酒精温浸エキスより有効成分を燐ウ。ノレフラム酸にて沈澱せしめ次で半分劃沈澱法

を施すにヴィタミン性成分はヒスチ、“ンフラクチオンに移行するを認め其精製せるも

のは95％以上の酒精には溶解し難きも酸性となすときは無水酒精にも良く溶解する

を認め之より前記諸回者によりてヴィタミンB性物質の酒精に樹する溶解度の見解相

蓮は各使用する原料物質の酸度の相違に基因するものとせられπり月江氏は抗門経炎

ヅィタミンと水溶性：Bとは同一物質と認め之を前提として評論せしもの、如し之を要

するに現在に於ては原料物質を60乃至80％酒精にて殊に微弱酸性1丁丁に於て浸出す

るを以て最も好果を得るものとせられ最近フンク同等翰の酵母及米糠につきて精査せ

る結果も70％酒精を以て最適濃度なることを認めナ釣



．24 衣 笠

　著者の見解に從へば酒精に劉する有効成分の溶解度の關係は其物質の純雑の程度，

其浸出溶液め水素イオン濃度並に其化合状態によりて種々異なるべく概して言へば精

製度高まるに從ひ高き濃度の洒精に溶解し之に反し不純物の爽雑多きものに在bては

比較的濃厚の酒精には溶解し難し此現象はヴィタミンB性物質殊に抗紳経炎グィタミン

は本卦高き濃度の酒精に易溶なるも酒精不溶の物質を面諭するときは勲等物質に吸著

せられ其分離比較的困難なるに因るべし今之等の關係を詳にせんが爲め次の試瞼を施

：行せり

　第1同堅目自土4・2kgを石灰乳を用ひて分：解し分解液を稀硫酸にて申和し低温に

て濃縮し乾燥エキスとなし初め95％酒精次に80％酒精にて反覆温浸し各浸出物を以

て鳩の白米病蚊に南京鼠の成育に就き効果を上瞼せり帥ち総量の3分の1は95％酒

精に可溶にして有効成舜の大部分は之に移行し其製品は赤褐色苦味芳香性のエキス状

を呈し80％酒精可溶分は総量の約3分の2に相當し黒褐色エキス朕をなし訳の動物

試験に示すが如く95％酒精可溶製品に比し其効力極めて微弱なり

　　　　　　　　　　　　　（1）鳩を以てせる試験

　　　　　　　　　　　　　A．95％酒精可溶製品

　　　第　12表（甲）　　　　　第　12表　（乙）

日扱 髄　震 髄　温 摘要

1． 315 43．4 箭1

3 303 43．3 ，，

5 300 43．0 ，，

7 316 42．S
，，

9 298 42．S
，，

11 278 42．2
，9

13 266 42．4
，，

15 252 41．2
，，

17 243 40．9 菅2

19 237 41．3
，，

21 230 41．0
，，

23 219 40．8 ，，

25 211 40．6 管3

29 206 40．3 蔚4

31 210 40．9 ，，

33 207 41．2 ，，

35 212 41．4
，，

37 217 41．5
，，

町白米のみ給血す

貌｛宇立困難に陥ろ

聡自立不能頸部痙蟻症状な呈す

塑酸性白土吸著戊分95％酒精可溶製晶

　30mg宛隔日注射す翌日より元弔問

　復食慾著しく増進し漸次脚部症状治

　癒停立可能と惣れり
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第　　13　　表　　（甲） 第　13衷（乙：

口　殿 盟　重 畳豊温 摘　要 日　籔： 狸　：重 盟　温 摘　婁
1

330 430
－

1 338 43．3 躰1 23 259 41．5 奨2
320 420 Ψ

、、 A

3 312 43．2
，，

25 241 42．9
，， 310 410

ll’ ￥

5 315 43．1
，，

27 239 42．9
，・ 300 400

7 324 42．6
，，

29 253 41．6
，， 290

9 309 43．2
，，

31 242 42．3 憩3 280

11 296 42．8
，，

33 247 41．8
，，

270

13 285 42．4
”

35 242 42．0
，，

260 2

15 277 4L9
，，

37 240 42．0 浬 250
餐5

17 270 40．9 39 250 42．0 240 〔1 ays

19 264 4L5
，，

41 250 42．0

，，

→
，， ，，

r、

21 261 41，．6 莞2 43 250 42．0 菅5．

菅1

柴2

榮3

憩4

※5

此期間に於てに酸性白土吸著成分95％酒精可溶三諦25mg宛隔日給與す

此期間に於》（に同上製晶30皿9宛隔日給與す

庇期間に於一（に同上製品40mg宛隔日給與す，

此期間に於曜（に同上製品30mg宛連日給與す

紅毛頁好なり

B．80％酒精可溶製品

第　　14　　表　　（甲） 第　14表（乙）

日　鍛

　1

　5
　7
　9

ユ1

　13

　15

　17

　19

21

23

些1

葵2

髄　重

302

295

283

275

257

22δ

226

214

211

211

206

畳豊　溜

43，3

43．2

43．2

42．5

42．4

41。2

41。5

41．5

4b．9

41．1

40．4

摘　要

菅1

，，

，，

，，

，，

，，

，，

の

，，

，，

，，

，，

日籔

25

27

29

31

33

35

37

39

41

43

盟　重

199

199

199

197

200

198

200

195

191

1S3

盟　温

39．5

39．7

402

40．6

39．5

40．8

41。0

40．2

39．1

摘要

果2

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

英3

　　白米のみ給興す

　　此期間に於り（に前翻95％酒精可溶分浸出残渣な80％酒精にて浸

　　出ぜる越幾斯製品50mg宛連日給秘す

槍　三国著明特異症；伏に陪りて麗死ぜリ、

300 430 ミ三

2gq 420
、．

280 4i。
＝レ’●　●

270400 竃亀，
、ハ

260 3go レ’ 「

零50

240 伶
1

230 （1 da ）

220

210

200

190
2

180
一 曇3

（2）　南京鼠を以てせる試験

A．95％酒精可溶製品
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’第　　15　表　　（甲）

日　数
　　♂

ｮ　重
　♀

秩@重
摘；要 口　担敬

　　♂

_　重
　♀

ｿ　重
摘　婁

1 11．2 9．0 菅1 25 12．2 10．3 菅3

4 10．0 8．0
，，

26 12．7 10．7
，，

7 8．7 7．7
，，

27 12．7 10．6
　

10 8．1 6．5
，，

28 12．7 11．5
，，

11 8．6 6．6 粉 29 13．5 11．6
，，

】2 9．0 7．2
，，

3⑰ 13．8 11．8
，，

13 92 7．5
，，

31 14．2 11．8
，■

14 10．1 8．6
，，

32 14．2 12．3
，，

15 9．5 8．5
，9

33 143 11．9
，9

16 9．7 9．0
，，

34 14．2 11．9
，9

17 10．4 9．2
，，

35 14．2 12．0
，，

18 10．4 9．2
，，

36 14．1 12．0
，，

19 11．0 9．7
9，

37 14．5 12．0
，，

20 11．4 9．6 著3 33 14．9 12．5
，，

21 112 9．6
，，

39 14．7 12．3
，，

22 11．7 10．0 ，，
40 14．6 12．4

，，

24 12．0 10．2 ，，
41 14．5 12．5

，，

　　　　B．80％酒精可溶製品；

第　16　表　（甲）

第15表（乙）

河　基礎食料のみ給奥す

杷　基礎食料に前配95％酒精

　可溶製品ゐ91％の割合に

　添力r給奥す

聡　同上0．1％に減量す

第16畿（乙）

日数
1

4

7

10

11

12

13

14

15

17

18

19

20

21

22

♂

腔：重

9．5

8．5

7．5

7．8

8．0

8．0

8．0

’8．0

7．9

8．3

9．5

92
8．7

．9，6

9．5

♀

盟重
12，5

10．3

9．5

8．3

7．8

摘要
梼1

，，

，，

”

莞2

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

”

，，

日出1

23

24

％

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

　♂
畳豊軍

9．5

10．2

11．0

11．4

11．4

11．2

11．0

10．9

10．5

10．5

10．5

9．4

9．3

9．0

♀

饒重 摘要

ノ　河　基礎食料のみ給興す

　粕♂蝿死ぜリ

聴2

，，

，，

，，

7

，，

，，

，，

，，

■

，，

，，

，，

，，

管3

粗　此日♀難死也リ，♂に前記80％酒精浸出エキスな1％の割合に添加給興す

14

13

12

f11

10

X

竃、♀、　覧

8 　亀
ﾂ

強

7 2

6 （1 y8）

紬

　上記の成績によれば95％酒精可溶分は鳩の白米病に劃し豫防的蚊に治療的効果顯

著にして南京鼠に瞑してもまセ基礎食料に0．1％添加に於て充分其効果を螢揮せり然
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るに95％酒精残年を更に80％酒精にて浸出せるエキスは野鳩に幽し95％酒精可

溶分の2倍量を給輿するも殆ど効果なく叉南京鼠に浮しても聾者の10倍量帥ち1％

添加に於ても亦殆ど効果を認めす帥ち有効成分は95％酒精によりて殆ど全部浸織せ

られたるものと認め得べし斯の如きを以て著者は：本研究を通じて有効成分の精製に寓

し屡々95％以上の酒精を使用し以て所期の目的を達し得覚り

　前記有効成分の酒精に樹する溶解度の問題は本編の圭題たる有効成舜の鉛化合物に

關する研究に歯し直接關係なきもの、如しと錐も等しく酸性珪土吸著成分に就きて試

験せるを以て便宜上鼓に之を論述せり　　　『　，　　　　　　　　　　　　／

　　第＝：葦i米糠の水浸エキスを酒精にて精製せるものを以てせる研究（其の一）

　　　　第一節米糠の酒精エキスよb得ナこるバリヅト鉛沈澱の母液に就て

　上段既に述べナこるが如く幾多の實験に徴し有効成舜の吸著せる酸性白土分解製品に

曝するバリ。ト鉛沈澱精製法は確實に有効成分を沈降し其濾液は殆ど無効なることを

知り得たり，著者は更に本法を直接米糠の酒精エキスに雁聡しナZるに之れ亦其有効な

ることを確i澄し得揺り

　混砂米糠25kgを2％酷酸水125　Lにて10数日間冷浸し類黄色透明の浸液に石灰

乳を加へてフィチン其他の不純物質を沈澱除去し微弱酷酸々性溶液を減歴蒸瑠して乾

燥エキスとなし之を80％酒精にて反復浸出し浸液に80％酒精製鉛糖溶液を加へ析出

せる沈澱を吸引濾過し沈澱を80％酒精にてよく洗灘しこの酒精溶液を再び減塵濃縮

し稀硫酸にて過剰の鉛を除去しエーテノソと共に振盟し之に可溶成分を除き把る後低温

に濃縮しエキス歌となし之を2等分し其一牢に稀硫酸を加へて其濃度を5％となし5

％稀硫酸水に飽和せしめナこる燐ウォノレフラム酸溶液を加へ24時間放置の後析出せる沈

澱を濾過し5％硫酸水にてよく洗ひ陶土板上にて乾燥す縛章950gにして之をアセト

ンにて浸出するに不溶性沈澱110gを得ナ約，アセトン可溶燐ウォノンフラム酸沈澱は

之れよbアセトンを減厘蒸鱈しナこる後過剰の鉛糖溶液を以て分解し分解液に直ちにバ

リ。ト水を加へて鉛沈澱を完了せしめ其濾液に稀硫酸を加へて中和し低温にて濃縮後

80％酒精にて精製し酒精を紹去し硝酸々性となし常法に依り銀フラクチオン法を行ひ

ヒスチ伊ンフラクチオγに移行する銀化合物を稀硫酸水中に混撹し硫化水素にて分解



ノ

28
衣 笠

し分解液を適度に濃縮し5％硫酸々性とならしめ之に硫酸水銀を作用せしめ2週間放

置の後面出せる澄黄色の沈澱を濾別す

硫酸水銀沈澱は之を硫酸水中に混掩し硫化水素を通して水銀を除去し硫化水銀の沈

澱を温湯にて良く運動し分解液は之をバリ，，ト水にて硫酸を除きナZる後炭酸ガスを通

して炭酸盤として低温にて濃縮す，斯くして製せる乾燥エキスを85％酒精にて浸出

し之にエーカレを加ふるときは荻褐色巽朕の沈澱を析出す之を回心分離し乾燥するに

引漁性を有せざる赤褐色の粉末を得ナ乙り

　前記硫酸水銀沈澱の濾液は硫化水素にて水銀を除去し次にノ“リット水にて硫酸を除

き炭酸盤として濃縮し85％酒精溶液よリエーテルにて沈降せしめ乾燥後引漁性強き

赤褐色の粉末を得ナこり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　アセトン不溶性の燐ウォノγフラム酸沈澱は之をアセトン水に溶解し鉛糖溶液を以て

分解するときは褐色の透明液を得之に就き更にバリ。ト鉛法を流用し析出する沈澱を

舜離し共濾液より稀硫酸を以て鉛及バリウム等を除き黄色澄明の濾液を低温にて濃縮

し硝酸を性となし論法と同感に銀フラクチオン法を行ひヒスチ・・ンフラクチオンに移

行するものを炭酸睡として低温にて濃縮し5％稀硫酸々性となし前壷の如く硫酸水銀

溶液を加ふるときは灰褐色の沈澱を析出す之を硫化水素にて分解し炭酸盤として濃縮

す硫酸水銀沈澱の濾液も亦前記の如く硫化水素にて水銀を除き炭酸塾として濃縮す帥

ち本…操作の順序を表記すれば次の如し

　　　　　　　　　　　　　一癬1
　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1遡0
　　　　　　　一繍一喫瑞一　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸徽1霊i鋼一

i萎璽精1一鯉一　　　　一曲一τ，一

　　　　　　　　　　　　　　　9509　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一臆液1③

　　　　　　　欄　　　画翻一睡量葬欄剛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1109　　一画1

　前記米糠の酒精エキスの一牢を取り之に鉛酷を加へて弱酸性に於て析出する沈澱を

濾虚し次に其濾液に酸化鉛を加へて遊離酷酸を中和しノ“り鏑水を加へてバリ。ト鉛法
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による沈澱を析出せしめ之を二二し濾液は稀硫酸を加へ・“リット及び寸寸を除きナZる

後角注に依り燐ウォノγプラム酸にて沈澱を析出せしめアセトン分別法を行ひ沈澱総量

116g中アセトン可溶分？6gを得ナzb其可溶並に不溶爾部分に離き荊段記載の如く平

分劃沈澱法を行ひ其ヒスチ・9ンフラクチオンに於けるものを硫酸水銀等にて庭理した

るに前記と殆ど同一の成績を得ずこり帥ち本操作の順序次の如し

　　　　　　　　　　　　　　一彌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1濾液［⑤

　　　　　　　　魑懲　　　一阿嚢三十扇⑥

［誉騨ト難　　　　　璽詑　　　　癩1⑦

　　　　　　　　禰　麺勢壷＿璽tl葬》膿一葱．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一十塑1

　’前記各フラクチオンに於ける8種の製品申微量の忌め動物試験を施行し難きものあ

り然るに此等製品中1號と5號，2號と6號，3號と7號並に4號と8號は夫々同一

フラクチオンに属すべきものと思考せしめセるを以て夫々之を合し以て試験を施行せ

b帥ち其成績次の如し

　　バリ。ト鉛沈澱の母液より得たる各フラクチオン製品の鳩に甥する効力試鹸成績

　　　　　　　　　　第　　17　表』　（甲）　　　　　　　　　　　　　第17表し乙）

日　籔： 健重 踏臼　濫 摘　要 日　販 盤　重 畳豊　温 摘　要

1 350 42．5 6←1 37 223 39．0 菅2

4 335
，，

38 220 38．9
，，

S 325
，9

39 221 38．8
，，

〆

12 305
，，

40 220 38．8
，，

16 310
，，

41 220 38．6 ，，

20 305
，， 翌 220 38．9 榮3

24 280
，，

43 220 38．8
，，

28 263 ，， 44 219 38．6
，，

32 226 38．8 著2 45 218 38．6
，，

33 225 39．1
　

46 217 3S．3
，，

34 223 39．2
，，

47 217 38．2
，，

35 225 39．0
，，

48 215 38．1
，，

36 220 39．0
，，

粗　白峰のみ駆込す

粗　衰弱著明停立不能とな、ろ・前記製品③10mg宛注射す

給　前記製品⑧10mg宛注射す

350 420

340 41
＊　、

330 4DO
、＼　　、

320 3go
、

310 　0R8
飼 、、

300

290

28G

270

260 ⇔
250 〔10 ays｝

240

230

220 ＊3

210

200
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第　　18　表　　（甲）

日　鍛 髄脳 腔　温 摘　要 日　殿 髄質 髄温 摘　要

1 330 42．5 暑1 33 190 39．8 管3

4 385

一
，，

34 190 39．8
，，

8 265
，，

35 185 39．9 ，，

12 240
，，

36 185 39．9
，，

16 240 ・ ，，
37 186 40．5 ，，

20 208
，，

38 183 40．2 ，，

24 205 ，，
39 181 39．1 ，，

28 198 40．0
，，

40 177 38．4 ，，

29 198 38．8 菅2 41 175 38．0
，，

30 195 38．6
，，

42 175 38．0
，，

31 192 38．7
，，

43 175 3S．0
，，

32 185 37．7 菅3 44 170 蔚4

、

第18表　（乙）

　粗　白日のみ予想す

　柴2．衰弱著明惇立不能となる，前記製晶②な10mg宛注射す

　将　前門製品0な10mg四時射す

　糧　髭死

　附詑4號，5號，6號及7號製晶に何れも鯉1二して輩馴獄謝ろ網鐵て前蓮の如く同一・ラクチ

　　　　オンに厨すべき他の製品に合し一（試瞼な施ぜり

　前記試験成績に撮れば米糠の水浸・『キスを更に酒精にて精製せるものにつき直ちに

バ恥ト鉛法を行ふも或は初め燐ウォノレフラム酸を以て沈澱せしめたる後下を行ふも雨

者共に・“リット鉛沈澱の母液中には既に有劾成分を含有するものと認めがπし著者は

此鮎に回し更：に後章の十三に於て精査し之を確謹し得ナこり．

　　　　第二飾　ノ“ソット鉛沈澱の乾燥保存による有効成分の漣質に就て

．叙上の如くヴィタミンB性成分含有の溶液にバソット鉛沈澱を行ふときは其濾液著

しく淡色となり大ひに精製の目的を達するが如き観を呈せるを以て一方には有効成分

を吸著せしめにる酸性白土を以て他方に於ては米糠の水浸エキスを酒精にて製精せる

ものに就き直接本法を慮用し爾者相封慮して以て良果を獲んことを期しすこるも各フラ

クチオンに於ける成分は何れも無効にして終に失敗に終れb依て先づ酸性自土の場合

に於ける鉛沈澱を精査せるに有効成分は殆ど肇部該沈澱中に移行せるを験知せるを以

て更に前記第一節に得ナaる鉛化合物に就きて之を試験せb即ち前記酒精エキスの場合

3304IP ‘
1∩

320410

3104 亀 A

3003 ■

f
亀

2903留 1」1

2801270

’260

250 曾
240 （10 ，

230

220

210

200

190

180

170

蝿
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に於けるアセトン可溶燐ウォノγプラム酸沈澱より得セる鉛化合物の約一ケ年間乾燥貯

翻せるものを取b之を稀硫酸にて分解し常法によりて炭酸璽として濃縮し其際析出す

る褐色の物質（木精に溶解し精製するときは褐色の粉末1・79を得πのを舜離せる

濾液を濃縮乾燥し95％酒精1二溶解せしめ之にエーテノンを加ふるに褐色の粉末5．7g

を得だb，本製品はユ0乃至20mgの量に於ては鳩の疾病に超し全く無効な），次

に第一節後宇の試瞼に於て得たるバヲット鉛沈澱（約一ケ年保存せるもの）につき次の

試駿を施行せり即ち常法に依り稀硫酸にて分解し分解液よb更に燐ウォノγフラム酸に

て沈澱せしめ純アセトン庭理法により可溶分を集めメリ。ト水にて分解の後酷酸盤と

して濃縮し其際析出する褐色の物質（木精にて精製するに6・7gあり）を濾別し其濾液

を硝酸々．性となすときは稽多量の沈澱を生じ之を遠心分離し水洗し陶土板上に乾燥す

るに黄褐色の粉末34gを得ナ的之等の析出物を除去し銀ブラクチオン法を施しヒス

チゾンフラクチオンに於ける銀化合物を集め常法に依り分解し炭酸盤として濃縮し乾

澗の後90％酒精にて浸拙し浸液に純酒精を注乱するに褐色の粉末1．7gを得だり，

次に其濾液にエーテノレを加ふるに灰褐色の粉末1・5gを得ナ釣

　之等の製品は何れも既に米糠製品特有の香昧を消失し鳩の疾病に鍔し爾製品共全く

無効なり而して試みにエーテノγ沈降製品に就き其組成を検せるに次の如し

　分　　析
　　物質0・005009炭酸0．0090797塞分0・00370g　C％49・29　H％8・22

　　　同　0．004059炭酸0．007309　水分0・00320g　C％49・09　H％8・70

　　エF均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C％49．19　Hタ68．46

　　物質0．006709窒緊0・51ccm氣歴760　mm，20・5。）N％8・64

　　　同　0．00641g　窒素0．52ccm（氣墜760　mm，20．0。）N％　9．04

　　単均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N％　8．84

　酸性白土に吸著せるもの》ざリット鉛沈澱の効力極めて顯著なるに掬し’前記の如く

酒精製エキスより得乾るバソ。ト鉛沈澱の無効なるは甚しき矛盾の現象なるが如しと

錐も後者の揚合には該沈澱を約1ケ年も貯藏せし爲め其間に有効成舜の分解を來たせ

しによるべきを思惟せしむ帥ち議沈澱はアノレカリ性に於て析出せしめパフット含有の

微湯アノレカリ性の水を以て之を洗聾しナこる後陶土板上にて乾燥しテこるを以てアノレカフ

牲の爲めに有効成分の分解を來だせしものと認むべく之を幾多の實験に徴するに炭酸

ノ
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臨として得ナzる有効成分の製品は多くは其窒素含量10歎％なるに甥し前記工一チノン

沈降製品は窒素量著しく少なく叉銀フラクチオン法を施すに當り硝酸酸性に於ける析

出物多量にして之に反しヒスチ・。ン’フラクチオンに於ける製品遙かに僅少なb彼之を

綜合すれば有効成分は予期の保存によりて終に分解を來↑こしすZるものなるべきを想像

するに難からす而して以上の面詰を更に闊明せんが忌め後章に於て等しく米糠の酒精

精製エキスを原料としバリ。ト痴話を慮出し其沈澱を直ちに分解して試験しナzるに有

効成分は殆ど蚕部民沈澱中に移行せることを確謹し該沈澱法の抗血経炎ヅィタミン精

製上有効なることを決定し得セリ

　　第三章1米糠の水漫エキスを酒精にて精製せるものを以てせる研究（其の二）

　　　　　第一節　有効成分のバリ。ト鉛沈澱の製出及其庭理に就て

　銀砂米糠25kgを酷酸々性に於て温浸し浸出液を減歴濃縮し70％酒精を以て微に

硫酸国議に予て浸出し其不溶部分を除去し酒精を瑠去せる含鉛糖溶液を加へて硫酸其

他之によりて折出する沈澱物（Fユ）を除去し次に其濾液に酸化鉛を加へて中和し蛙に析

出する沈澱（F2）を除きだる後更に観経及バリット水を交互に加へてアノンカリ性に於て

析出する淡黄色紫欺の沈澱を濾冷し其濾液を酷彰々性となし濃縮し酸化鉛を加へて中

和しバリット水を加へて鉛化合物を析出せしめこの操作を3同反復施行の後沈澱を集

め洗瀞し稀硫酸にて分解し鉛及バリ。トを除き分解液を低温にて濃縮し5％硫酸含有

溶液となしエークノンと共に振賦し之に可溶成分（F，）を分別し淀る後30％燐ウォノレフラ

液酸溶液（5％硫酸に溶解せるもの）を加へ析出する沈澱を5％稀硫酸にて良く洗ひ

乾燥の後粉末となし純アセトンにて冷浸し完全に溶出せしむ

　上記燐ウォノγプラム酸沈澱のアセトン可溶分は之を減磁蒸論調附してアセトンを臨

画し残渣に海砂を加へ5％稀硫酸にて研出俘遊朕となし分液漏斗に移し之をアミーノレ

アノレコホノソ1分及工一チノン3分の混液と共に小雨し此操作を敷同反復して分解し稀硫

酸々性溶液を血温テノレにて庭画し之に可溶分を分別し酸化鉛を加へて過剰の硫酸を除

き次に・“リット水にで痕跡の硫酸を除き炭酸琵斯を通じ炭酸塵として減歴濃縮面訴し

95％洒精にて浸出し浸出液にエーテ♪ンを加へて沈降せしむるに乾燥後赤褐色にして引

灘性苦味を有する粉末（Fg）809を得だり
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　右粉末製品中70gを取）5％稀硫酸に溶解し之に硫酸水銀溶液を加へ稽長時間放

置の後試みに其上澄液を分取し之に試藥を追加し2日間放置するに僅に掴濁を呈する

程度にて中止し之を濾過し濾液より水銀を除きたる後之に燐ウォノヒフラム酸を加へ析

出せる沈澱を集めよく洗絶し乾燥するに230gを三三b

　硫酸水銀沈澱は之を硫酸々性に於て硫化水素にて分解し硫化水銀を直別し濾液中の

硫化水素及硫酸を除き炭酸懸として低温にて濃縮するに微量の褐色物質を析出せり之

を木精にて精製し褐色の粉末（Fu）微量を得ナ鋤，之を除去せる溝液を乾燥エキス状と

なし90％酒精にて溶出し之よリエーカンにて沈降せしめ褐色の粉末（F、、）3，5gを

得ナzり

　前記燐ウォノンフラム酸沈澱は之を乾燥粉末となし純酒精にて浸出するに之に不溶性

沈澱は1309なり，酒精可溶分より酒精を減厘蒸餓し残渣を・“り。ト水にて分解し稀硫

酸にて中和し低温にて濃縮し純酒精にて温浸し少量の不溶性物質（Fユ8）を分別し其濾

液にエーカレを加へて沈降せしむるに褐色の粉末（F、6）少量を得たり，純酒精不溶の

燐ウォオノレフラム酸沈澱は画法の如くバ％ト水にて分解し藤壷酸にて申和し低温にて

濃縮乾洞の後95％酒精にて庭内し少量の不溶性褐色の物質（Fユ・・）を舜別し其濾液にエ

ープノレを注加するときは多量の沈澱を析出し乾燥するに引灘性強き．褐色の粉末（Fの

8．49を孝暑・すこり

　アミーノレアノγコホノレ，エーテノレ層に轄溶する成分は之をバリット水にて振量すると

きは其大部分は之に移行す依て之を分離し燐ウ。ノレフラム酸バリウムを濾回し濾液中

のバリ。トを稀硫酸にて除去し減厘膿賦するときは黄色の結晶性物質を析出す之を集

め温木精に溶：解し再結晶を行ふに最初に純黄色柱状結晶（Fユの（転転第2血塗照）1・29

画面出し其濾液を放置し蒸散せしむるに前記結晶性物質に黄色晶晶形粉末を混ぜるも

の（F，。）0。5gを析出し尚ほ其母液の濃縮に依り褐色の粉末（F，エ）0．8gを得テZり，此等の

析出物を分別せる母液を更に濃縮するに褐黒色のエキス（F，，）4gを得たり

　　　　　　　　　　　　　　結晶性物質の性状

　本品は後章酵母に封ずる醗酵試験に煮て記載せるが如く酵母の醗酵作用幅進性を有

し本品をユ00。に乾燥せるものに就き其融貼を給するに317。にて湾黄色に凝iじ1320。



3生
衣 笠

、こて泡：起して完全に熔融す

　品品は冷水には難溶なれども温時には精溶解す，品品0・019を50ccmの心良水に

溶解せるものに就き槍するにラクムスには中性を示しPH　6．8にして水溶液は微に黄

色を呈す

　本品0。01gを蒸瑠水50　ccmに溶解しフェノーノγフタレインを標示藥として4分定

規ナーシ液を以て滴定するに0．3ccmを消費せb之よリエータノンにてフェノールフ

タレインを除去するに其溶液は全く無色にして之を微にアノレカリ性となすときは直ち

に：温血す

　画品は後章に於ける反慮試験記載の如く燐ウォルフラム酸，酷酸水銀，ドラゲンド

ノyフ氏試藥及マイヤー氏試藥によりて沈澱しフォリン氏爾反論，ミロン氏反慮，ヂア

ツォ反懸及ムレキシド反慮は何れも陽性なb

　本品を眞空鳴100。に乾燥し其組球を検せるに次の如し

　　　　分　　析
　　　　　物質0．00415g　炭酸0．00865g：水分0．00157g　C％58．22　H％4．21

　　　　　　同　0・004429炭酸0・009459水分0・00163gC％58・31H％4・10

　　　　　平均・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C％58．27　H％4．16

　　　　　　　Clo　H8　NO4　として…哩論殿　　　　　　　C％58・25　H％3・88

　　　　　物質α00450g窪素α27ccm（氣、璽　764mm，22．oo）　　　N％6．70

　　　　　　同　α0034Sg　窒素0．22ccm（氣墜758mm，20ρり　　　　　　N％7．06

　　　　　2F均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N％6．8S

　　　　　　　Clo　H8　NO4　として理論籔：　　　　　　　　　　　　　　N％6．80

　帥ち本品は鈴木博士のβ酸に酷似するものなるを知り得セリ

　品品一定量を秤取し4％璽酸にて2日間加熟し冷後析出せる結晶を槍せるに其形態

全く操作前に於けると同一（爲眞3圖丞照）にして試みに共窒素含量を点せるに6・76％

にして融鮎全く前記と同一なb故に本物質は最早加水分解を受けざるものなるを知れ

う

　アセトン不溶性燐ウォノレフラム酸沈澱は之をバリ．㍗：水にて分解しセる後稀硫酸にて

中和し減座濃縮し5％硫酸々性となし硫酸水銀溶液を加へ前述の如くして析出せる硫

酸水銀沈澱を稀硫酸々性に於て硫化水素にて分解し分解乱訴の硫化水素及硫酸を除き

炭酸堅として濃縮し乾燥の後褐色の粉末（：F％）4．99を得た）
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　硫酸水銀沈澱の母液は水銀除去後之に燐ウォノγフラム酸溶液を加へ析出せる沈澱を

バソ。ト水にて分解し前法じ於けるが如く炭酸盤として濃縮しエーテノレにて庭理し其

可溶性物物質〔黄褐色の粉末（F、・D2g〕を除きエーテノレ不溶性淡褐色の粉末（F，7B）U、6一、

霧を三把り

　　　　　　　　　　　第二節　バリット鉛沈澱の濾液に就て

　前記バリット鉛沈澱を分別せる濾液は淡黄色を呈す之を●稀硫酸にて中和し低温にて

濃縮後5％硫酸々性となし燐ウォノレフラム酸溶液を加へ析出せる沈澱をバリ。ト水に

て分解し常法により炭酸盛として濃縮し舎利別朕となし之に純酒精を加ふるときは褐

色不溶性の物質を析出す之を木精に溶解し無機璽類を除去し乾燥後褐色の粉末（F，，）

ユ．6gを得たり純酒精可溶分は酒精を三下の後黒褐色のエキス（F，。）、35gを得だり

　前記燐ウォノレフラム酸沈澱をメリヅト水にて分解の際燐ウォノレフラム酸バリウムを酷

酸水にて三三温浸するときは褐色々素標物質を溶出す之れを濃縮乾燥し黒褐色の紛

末1・（F2s）109を得ナZり

　第三節　バリ。ト鉛沈澱分解液より燐ウォルフラム酸沈澱を分別せる濾液に就て

　バヲット鉛沈澱分解液より燐ウォノンフラム酸沈澱を分別せる濾液に酸化鉛を加へ酷酸

々性にて加温作用せしめ以て硫酸，燐ウォノンフラム酸等を除去し濾液を濃縮するとき

は多量の黄色無晶形の沈澱を生じ之を氷にて冷却するときは完全に析出す，之を集め

木精に溶解し精製するに淡黄色のもの（F、）3g次に純黄：色の粉末（F、）0．5gを得ずこり

　前記無晶形物質（F、）を木精溶液よb精製せるものは320。に熔融し其組成次の如し

　　　　分　　析

　　　　　物質0・00719炭酸0・001529水分0・00475g　C％58・39　H％7・43

　　　　　　同　0・00359炭酸0・007459水分0・0022g　C％58の4　H％6・98

　　　　　ユ窄均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C％5822　H％7．21

　　　　　　　　C1エH16　NO4　として理論鍛　　　　　　C％58・37　H％7・13

　　　　　物質　圏0．1245g　窒素0。67ccm（氣墜761　mm，17り　　　　　　N％6。12

　　　　　　同0・00629窒素0・37ccm（氣墜757　m塒・20。）　　　　N％：6・65

　　　　　亭均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　N％6・39

　　　　　　　　Cll　Hエ6　NO4　として理論鍛　　　　　　　　　　　　　　N％6．20
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”前紀無晶形物質を2％盤酸を以て3時間加熱するときは冷後集籏性針状結晶（爲具

第4圖参照）を析出す之を温湯より再結晶せしむるに本品ば100。翼廊乾燥によりて’

減量することなく323－325。にて黒憂熔融す，本結晶の組成羨の如し．

　　　　　分　　析

　　　　　　物質　0．0089g　炭酸0．0169g　：水分0．0035g　C％51．76　H％，4．37

　　　　　　　同0．00899　炭酸0・01679　水分0・0034gC％5工，1SH％4・24

　　　　　　ZF均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C％51．47　　正王％4．31

　　　　　　　　　Cg　Hg　NO5　としり（理論数　　　　　　　　C％5L23　H％4．30

　　　　　　物質：　0．0052g　　　窒素10．31ccm．（氣理i　754　mm，22。）　　　　N％6．56

　　　　　　　同0．005629 i窒素0・315㏄m（氣塵752mm・23。）　　N％6・13

　　　　　　2F均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N％6．35

　　　　　　　　　Cg　Hg廻05　としで紐論数　　　　　　　　　　　　　N％6．64

　加水分解にようて生成せる結晶を分離しナこる母液は之を蒸駿乾干し純酒精に溶解し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第四節　各フラ：クチオンに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今’前記フラクチオン．にi分別せる操作：

　　　　　　　　　　　　　＿一丁L塵渣H酷酸，性浸出鋼

エー箔怦

Fユ

一箪一
鉛糖バ
リット

一國
　F2

一腿1一
燐ウ才
ルフテ
ム酸

一1麺一

バリッ
ト分解

一［塑一［分解液ト

稀硫酸工＿テ
分解　　ル

　　　　　　　F28

　　　　　　　一1輩奪ト圏一一i騨［

　　　　一國一ト分解　ア・一ルアー［遡一溜
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エーカンにて沈降せしむるに引灘性を有する茨褐色の粉末を得だり，本品はフェr一リ

ング溶液を還元して亜酸化銅を析出せしむるも之に就きオザヅ。ンの生成を試みナZる

・に褐色無弓形の沈澱を析出せしも特異の結晶を形成せす其組成次の如し

　　　　　分　　析

　　　　　　物質　　　0。00270g　　　炭酸0，0026g　　　水分0．0020g　　Cタ626．20　　H％8．20

　　　　　　　同0．00336g炭酸0。0032g水分0。0023gC％25ρ6H：％7．65

　　　　　　牢均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Cタ626．08　11％7．93

　　　　　　物質　　0，00229　　　窒素0・07ccm（氣哩i　761　mm，200）　　　　　　N％3・57

　　　　　　　　同　0・00409　窒素0・11ccm（氣堅761　mm，21。）　　　N％3・07

　　　　　　ZF均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N％3・32

　製品（F、）に就きても亦前記と同機に盤酸に依る加水分解を施しセるに全く同一の結

・果を得忙b　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　『

於ける製品の動物試験

行程の順序を表記すれば次の如し
　　　　　　　　　　　　　　　　　、

解物一
．．＝ア

．虎…哩

一1不溶釧

　F2β

一阿野分l

　F27A

↓

郵藩
灘

謬トFlo

ラ彙艦
「黄色粉末1

　F5
粛

一1母液1一

一瞬液1

魎一一脇連集団1…

編析ト騰辮・

引第一析出物一｛純黄色結晶IF19

　　　　　　　一1沈澱1口回酉糟一

一1麺轡；玄叢一．薩［

　　　　　　　　F32

　　　　　　　∫

一一ト〔御国スト1論1

　　　　　　　　　　　　　一騰堕［
　　　　　　　　一1可溶州一　F17

　　　　　　　　エ　アノレ　　　　

一難H論霧一　響
ト分解

u麿〕
禦稀織留1鯉
　ト分解　精　　　　F13
　　　　一［母液1殆ど獲渣なし

　　　　一丁澱H粉末製副Fユ2
エーアル　　　　　　　　　3．59
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　前記各フラクチオン中門要の製品に就き鳩の疾病に翻する治療的効果を検せるに其

成績次の如し　　　　　　　　　　　・　　　　　　　，

フラクチオン
ｯ　　　　號 注射量 治療効果

フラクチオン．

ﾔ　　　　號 注射量 粕療効果

Fg 10mg 有効
F19 10－20mg 無効

E2 10mg 有効
F24 10－30mg 無効

F13 10－30mg 無効
F27B 10－30mg 無効

Fエ4 10－20mg 殆無効 F29 30－501ng 殆無効

F16 10－20mg 殆無効 恥 10－20mg 無効
F18 10－30mg 無効

備考　殆ど無効とに注射三日

　　間に髄温上昇有効な』る

　　が如きも丁重低減し髄

　　温も亦漸次低下し2β：

　　　日にして無効に終るも

　　　の為示す

今更に上記各フラクチオン製品中特に最も圭要部分に就き鳩を以て行へる効果試験

成績を掲ぐれば次の如し

　　　　　　　　　　第　　19　表　　（甲） 第　19表（乙）

圓　数

　1

　5

　9

12

16

21

22

，23

24

25

26

27

28

盟　霞

305

248

260

247

237

218

211

208

212

215

220

220．

222

強　温

42．0

4L2

4L3

40．8

40．0

38．6

37．9

36．5

40．5

40．5

40．0

40．2

40．5

摘要

梼1

，，

，，

　

，，

，，

，，

菅2

，，

，，

，，

，，

，，

日　数

29

30

31

32

33

34

35

36

37

3S

39

40

41

髄　重

225

22S

217

217

217

220

212

215

215

214

215

216

217

髄　温

40．4

40．5

40．8

40．5

41．0

39．9

40．5

40，4

40．3

40．0

40。3

40，3

40．4

摘要

，，

菅3

，，

，，

，，

，，

，，

琴4

，，

，，

，，

，，

300420

　4！0

2840ρ
2703go

2｛沁38◎

25087◎

2403評

230

卿
210

珈

汽　白来のみ給興す

粗　襲弱著明にして自立不能となろ・バリジト鉛就航一燐ウォルフラム酸沈澱一アセトン可溶部分一骨ー

　　テル沈降製晶Fg々ユO　mg注射，爾後蓮日同量注射す

給　同上製晶よリ得象る硫酸水銀沈澱製品（F12）5mg及同上硫酸水銀淡瀕の母液製晶（F14）5m9た混じ

　　て注射す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

糧同上硫酸水銀沈澱製晶Fコ2のみ101ng宛注射す
、

・箪　　2　0　　表　　（甲）

日　鍛

1

4

8

15

18

髄　重

304

275

260

213

192

盟　温

42．0

42．2

41．9

40．6

40．5

摘要

菅1

，，

，，

，，

，，

日　鍛

21

24

27

28

29

三重
195

183

ユ82

180

・185

髄測摘要

40．2

40．5

39．9

39．4

39。5

，，

，，

，，

，，

日　鍛：

30

31

32

33

一重
185

172

160

157

温　髄

40．0

49．7

39。8

摘要

，，

，，

菅3

芸4
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第20我　（乙） 第21表（甲）

鋤 420聾1

を9041。
、、　、

　　　’
Q804（β

、、

一層 A、

号

捻7039。
●

顕60

50
240

230 ⑱
220 （ Oda s）

210

200

・1白0

180

170
縣2

160
満3

ユ50

第　22表　（甲）

第21表　（乙）

町　白米のみ給賦す

憩2　バリヅト鉛イ七合物よリ

　　得・7ころ燐ウォルフラム

　　酸沈澱のアセトン可溶

　　分の分解液よリ硫酸水

　　銀による沈淑な分別ぜ

　　る後其濾液よリ析出ぜ

　　る燐ウォルフム酸沈澱

　　申純酒精不溶分の分解

　　物な95％酒精にて溶

　　出しエ・一テルに》（沈降

　　煙る製品　Fユ4ゐ910mg

　　宛注射す

果3　同上製品20mg注射す

着順死

第22表（乙）

日鍛髄重

340

320

310

297

278

262

262

245

257

245

242

230

禮温 摘要

契1

，，

，，

，，

”

英2

暑3

，，

，，

，，

国

務

日域盟重1鯉温

23」

2嶺

1

5

9

13

16，

1g

26

27

28

29

30

31

32

331

34 P
35

】

5

9

12

14

16

17

18

19

20

21

22

43。2

42．9

42．4

4L7

41．0

38．2

39．8

40．7

40．7

40．3

35．3

　　1
263

252

2521

252i

252「41・「

358

1鉾

lll．

譜

43．0

42．5

42。4

41．8

41．2

41。0

41．0

4L6

41．2’

41．4

41，4

摘要

248

247

242・

242

245

235

帝1

，，

，，

，，

，，

，，

，，

菅2

，，

，，

，，

，9

41．4陛3
　　1
41．4

41．3

40．6

39．6

41．6

，，

，，

　

，，

英4

’粧　白来のみ給與す

杷　衰弱著明停立不能とな

　　リ頸部強直苦悶症駿ゐ9

　　呈す，　ノぐリット金皆量兎澱

　　一燐iウォルフラム酸沈

　　澱一アセトン可溶分一

　　硫酸水銀沈澱の濾液一

　　燐ウォルフラム酸勃ヒ澱

　　一純酒精可溶分よリ得

　　ぬる製品F、6な10mg
　　宛注射す
杷　頸部強直苦悶症駅再登

　　同上製品20mg注射す
狸　苦悶症駿持野芒に擁i死

　　也リ

鋤

　　　勢14ず

340 429
、　、

@　、

330 410
、、、　、　、

／

320 4σ

310

300

2gq

280

2わ ⇔
260 （10 ays）

250．

　　、

Q40 瀞3

230 勢 噛

喉　白来のみ給與す・

粗　脚部異駿祉呈し自立不
　　雷琶とヲよる，　バリッ　ト鉛

　　沈澱濾液よリ得†こる燐

　　ウ才ルフラム酸沈澱な
　　分解し炭酸璽として濃
　　画工るもの、純酒精不
　　阿分存木精にて精製ぜ
　　る製晶F2gな30hユg宛

　　注射す

粕　一般症状治癒也す
　　同上製晶50m9に増量
　　注射す

糧殆ど効果無し試瞼中止
　　す

　上記動物試験成績に

より鳩の白米病に有効

なる成分は殆ど全部バ

リ。ト鉛沈澱中に移行r

し次に其燐ウォノレフラ

ム酸化合物は純アセト

ンに可溶性にしてアセトン不溶分は殆ど全く無効なり滑れ前章酸性白土に吸著せしめ

泥るものを以てせる成績とよく一致する所にして著者の成績はフンク氏の夫れと全然

相背馳せり而して此バリ。ト鉛沈澱法を行はざるものよb得たる燐ウォノγフラム酸沈

澱のアセトンに封ずる溶解度によbて有効成分を分離精製するこ’との困難にし七此場

合に於ても亦フンク氏の成績と異なれる結果を得たるは既述の如し



、

40 衣 笠

　次に有効成分の硫酸水銀によbて沈澱せらる、の事實は最も注意を要する事項の一

に禺す既に緒論に於て論述せし如く從來の文獄に徴するに硫酸水銀は何れもヅィタミ

ンB性成分の抽出に際し不純物除去の目的に使用せらる、のみなb故に著者も亦先人

に徹ひ精製の目的に之を慮用しセるに意外にも有効成分ほ該沈澱中に保有せらる》事

を襲見せり旧事實は後章に於ける試験によb最も丁丁に之を立肥し最早疑惑の門地な

きに至れり

　　　　　　　　　　　　　　第四電総　　括

　以上各章に於けう研究成績に捌しては其都度之れが総括的評論を試みセるを以て鑑

に之を再説するの必要なきが如しと蹉も更に其圭要の貼を概括すれば次の如し

　米糠中の抗憩脛炎ゲィタミン及酵母の学殖促進性成分は本邦産酸性白土たよりて完

益に吸著せられ其母液は全く無効にして吸著白土を・“リット，石灰等の強臨基を以て

腱興するときは完全に白土より分離し得べきは既に之を報告せb，今上記研究成績に

徴すれば酸性下土吸著成分は鳩に歯し有効なるのみならす南京鼠に甥しても亦極めて

有効にして之等有効成分を吸著白土より分離せしめ陀る後直ちに燐ウォノレフラム酸化

合物となしフンク氏29）に從ひアセトンを場て之を腱理するに之によりて不純物を舜別

し難く其アセトン可溶部分及不溶部分も共に鳩及南京鼠に樹し有効なるを認めセb然

るに有効成分を弱アノレカソ性に於て鉛糖バリットによりて沈降せしめ沈る後燐ウォノレフ

ラム酸化合物となしアセトンを以て庭理するときは鳩の特異疾病に有効なる成分の夫

れは之に溶解し之より得陀る製品並に其ビクラートは其効果特に顯著にして後章に於

ける硫酸水銀沈澱法によりて得把るヴィタミンフラクチオン製品と其効力殆ど匹敵し

アセトン不溶分は殆ど全く無効にしてフンク氏の成績と全く相反せり是：に依て槻れば

酵母と米糠中の抗憩経炎要素は或は同一物質にあらざるべきかの疑を懐かしむ

　酸性白土吸著成分中抗紳経炎性成分のバリ。｝鉛法によbて沈澱せられ次て其の燐

ウォノンフラム酸化合物の純アセトンに可溶性なることは未だ文獄に認めざる漸事實な

るを以てi著者は更に米糠の：水浸エキスを酒精にて精製せるものにつき該法を慮用し以

て之を確謹し得ナZり而して本鉛糖ノ“リヅト法は有効成分を吸著せしめ陀る白土を強豊

基にて分離せしめナzる後直ちに之を慮用し得べく而かも多量の分解液を濃縮する必要



登

米糠申の抗帥経炎ヴィタミン及びビオス性成：分1二關する研究 41

なく且つ米糠中に含有するカリ等の酸性白土に吸呈せられすZるものにして分解劇中に

移行せるものも甲西操作によbて容易に除服し得るの特徴を有し斯く本法を酸性白土

吸著法に結合するときは比較的容易に著しく強度の有効製品を製出し得べく爾ほ前記

鉛糖及バリ。トの外種々の可溶性鉛盤及爾他の強璽基並に鉛以外のアノレミニウム盤等

を代用するも亦或は同様の成績を得るやも計り難しと錐も前記鉛パフ。ト法を以て最

も優れるものと思考す何となれば職蜂の試藥は必要に懸じて容易に最も完全に除去し

得ぺければなり

　南京鼠に有効なる成分も亦前記抗紳経炎性成分と全く同様の關係を有するや否やは

不明にして將來の研究に侯つべきものなb

　抗斜懸炎性成分の硫酸水銀により沈降せらる》事前も亦未だ文獄の示さやる所にし

て著者によりて始めて登見し得だる事實なり本件に窪しては後章に於て詳論すべし

　ブィタミンB性物質の酒精に汗する溶解性に離しては第一章第五節に於て詳論しπ

る以て娃に之を贅せざるべし

　第三章第一節に於て得たる酵母の醗酵促進性を有する結晶性物質は養性朕組成等に

於て鈴木博士45）のβ酸に極めて酷似するも同博士のβ酸は燐ウォノレフラム酸によりて

沈澱せす，之を熱するに340。以上に及ぶも熔融せす又佐橋氏46）の研究によればβ酸

の分子式はC1。H，NO、にして之を熱するに・315。に至るも融解せす其結晶水を含むも

のは鉗伏晶をなし無水物は稜柱欺晶なり然るに著者の得すZるものは結晶水を取らざる

もの、如く燐ウォノンフラム酸によりて沈澱し320。に熔融す故に著者の結晶性物質は

β酸以外の新化合物なるやも計り難し將來之を解決せんことを期す

　　　　　　第三編　硫酸水銀磨用による米糠中の抗祠経炎ヴィタξン及

　　　　　　　　　其他の附随成分の研究

　　　　　　第一章　米糠の水浸エキスを酒精にて精製したるものより

　　　　　　　　　得たる硫酸水銀沈澱の研究

　　　　　　　　　　　第一飾　硫酸水銀沈澱法に填て

　從來東西幾多の學者がヴィタミン：Bの抽出精製に樹し硫酸水銀懸用に際しては多く

は或程度迄精製しナこる後初めて之を使用するを常とするもの、如きを以て著者も仲之
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に徹ひ前記の如く威理したるものなるが微に硫酸々性の酒精製米糠エキスにつき直ち

’に之を慮回するときは燐ウォノγフラム酸にて沈降せらるべき性質を有する多量の不純

　　　　　　　ぼ物を除去し爾後の操作上多大の便宜を得べきを思惟し以て次の如く實施せう而して本

試瞼は前章に於けるものと殆ど同時に著手しセるものにして其當時は硫酸水銀沈澱の

有効なること歪然不朋なbしものなり

　米糠約25kgを取り2％稀硫酸約5倍量を加へ時々掩絆しつ、10薮日間冷浸しナこ

る後歴搾漉過し残渣を1同水洗し漉液並に洗液を合し炭酸ソーダを以て中和し其際析

出する不純物を濾別し濾液を減厘蒸瑠に附して濃縮し鼓に得たる水浸エキスに約50

％硫酸を注意して加へ悉く硫酸豊すこらしめ微に遊離硫酸々性に於て65乃至75％酒精

駐三て反覆冷浸し不溶分を濾別し残澄を善く洗溝し酒精浸液を減歴蒸鱈して酒精を鯛去

し醤油様色稠を有する濃厚の残留液を5％硫酸性水溶液となし硫酸水銀の5％硫酸飽

和溶液を加へ長時間放置し沈澱を濾別し濾液に再び硫酸水銀の粉末或は其稀硫酸飽和

溶液を加へ折出する沈澱を濾過し此操作を3同反覆す此問約3ケ月を要せり是等の沈

澱中最初に析出せるものは褐色第2同に析出せるものは黄褐色最後に析出せるものは

稽淡黄褐色を呈せb毎同5％稀硫酸にて善く洗ひ沈澱は稀硫酸水中に混掩し絶へす撹

絆しつ、硫化水素を通して分解し硫化水銀を濾別し之を反覆温浸し洗液殆ど著色せざ

るに至らしめ鼓に得にる舜解液を測睡濃縮し鉛糖溶液を加ふるときは最初に硫酸鉛の

　　　　　　　　　　　　　一母濁　　＿一醜一医亟野銀ガクチオン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー幽一

圏一睡i罐。璽1一

樋」＿［薩瞬銀・一・

　　　劇…戦灘解…劇［｝畢1

麟画魎液ト［繍　クチぞン

　　　ー魎魎液ト［翻　　ン
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自色沈澱を生じ次に褐色の沈澱を析出す之を濾渦し濾液に更に鉛酷を加ふるときは初

め黄褐色次に類黄色の沈澱を生す之を濾回し以下前表の方式に從ひ庭理し以て各フラ

クチオンに分ち各成分を槍索せり　　　　　　　層　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　第二節鉛糖沈澱物の昏鐘に就て

　ブィタミンB研究に際し其抽出操作中豊糖は不純物除去の駕めに最も廣く癒用せら・

る、所にして著者も亦從來屡々之を使用せb故に此際得ナこる鉛糖沈澱は之を試験する

の必要を認めざるが如しと錐も元來硫酸水銀による沈澱は悉く爽雑物なるべしとの想

定の下に専ら其母液を精査せるに更に有効成分を検出せざりしを以て絡に硫酸水銀沈

澱中に移行する成分の果して無効物質のみなりや否や甚しく疑問を生じ遊に其精査の

必要を來たしセるものにして此場合に於ける鉛糖沈澱中の成分は鳩及酵母に封し叉沈

澱及呈色反癒等に於て如何なる關係を有するや之を調査するの徒事ならざるべきを思

惟し以て之に就き次の如く銀分劃沈澱法を行ひて各フラクチオンに分別せり

　鉛糖沈澱は充分よく洗瀞したる後稀硫酸にて分解し硫酸鉛を温湯を以て完全に洗溝

し分解液を低温に濃縮するときは醤油標濃稠液を得之を放置するときは褐色の沈澱を

析出す之を温木精に溶解せしめ精製す黄褐色の粉末（F、）にして0．9gあb，之を分離

せる母液は硝酸々性に於て硝酸銀溶液を加へ以下順次に銀フラクチオン法を行ふ

　硝酸々性に於て硝酸銀によりて沈澱するプフン銀化合騰は之を稀硫酸々性に於て硫

化水素によりて分解し常法の如く庭理して濃縮す褐黒色の粉末（F，）にして6．7gあり

　次にバリット水を加へ中性乃至弱アノレカリ性にて析出する沈澱を濾集し常法に從ひ

分解して銀を除き炭酸盤として濃縮し乾燥エキスを80％酒精にて温浸するに不溶分

は褐黒色エキス欺（F、）にしてユ3．5gあり酒精可溶分は之をエーカれこて沈降せしむる

に褐色粉末歌の物質（F、）3・915gを得セリ本品は鳩の疾病に翻し無効なり，其母濠は

酒精並にエーカジ鱈去の後エキス（F5）となす

　ヒスチ“ンフラクチオンを分離せる母液に就きアノンギニン並にリジンフラクチオン

の槍索を行ひアノyギニンフラクチオンに於て褐色の粉末（F6）0。8gを，リジンフラクチ

、オンに於てエキス製品（F7）微量を得たり，本検索の行程次の如し
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魎勢二一魎一1壷鯉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エキス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　13．5g

　前述の如く鉛糖沈澱中ヒスチ・“ンフラクチオン中に移行する物質は鳩の疾病に樹し

全く無効なるを以て該沈澱は抗紳経炎性成分を含有せざる不純物のみなりと推定する

も誤りなかるべく各フラクチオンに於ける牧得量は比較的多きを以て若し本操作を施

行することなく硫酸水銀沈澱物を取b直ちに銀フラクチオン法を行ふときは之等の爽

雑物質ば各フラクチオン中に移行すべし故に硫酸水銀慮用の場合に於ても亦鉛糖を用

ひ不純物を除去することは絶翻に必要なるを認むるに足るべし爾ほ本沈澱成分の酵母

並に沈澱及呈色反慮に劉する關係は後章に詳述すべし

　　　　　　　　　　　第三節　鉛酷沈澱物の庭理に就て

　鉛酷も亦鉛糖と同様にヅィクミン£抽出に際し多くの場合不純物除去の目鮒に使用

せられ著者も亦屡之を慮用せb但し之れが使用に際しては必す微弱酸性叉は中性反慮

に於て行ひアノレカソ牲反慮は之を避けたり只フレンケノン氏等31）はプィタミン：B及酵母

の醗酵作用促進性物質の研究に際し其精製法として鉛酷を用ひ而かも其際溶液のアノレ

カリ性となるを顧慮することなく沈澱の生する間之を加へすこるに該沈澱中の戒分は酵

母の醗酵作用に關與するものなく全然爽雑物とせられたり然るに最近レヴィーン及ホ

ーヅェン爾氏ユ4）は有効成分の鉛酷によりて沈澱せらる、を認め之をヴィタミン：Bの濃

縮に慮用せ）而して前記硫酸水銀を除きて得たる溶液に鉛糖を加へ析出せる沈澱を濾

別せる後其母液に更に鉛酷を加ふるときは初め黄褐色の沈澱を生じ之に試藥を追加す

れば弱アノレカソ性反慮を呈するに至り類黄色の沈澱を生す斯くして得πる鉛酷沈澱は

レヴィーン氏等の説の如く有効成分を含有するものなりや將叉フレンケノγ氏等の説の

如く酵母に蜀して無力の物質なるや之等ば頗る典昧ある問題なるを以て著者は該沈澱

に就き銀分劃沈澱法を行ひ精査しナZるに次の成績を得忙り
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前記鉛糖沈澱に於けるが如く稀硫酸に依りて分解し分解液を濃縮するときは醤油標

色男を呈し酒所に放置するに帯黄色の沈澱を析出す之を温木精に溶解せしめ精製、す木

精溶液より初めに析出するものは汚黄色の粉末（F，）にして1．2gを有し次に褐色の粉

末（Fg）0．39を掛花り

　前記析出物を分別せる濾液は前記鉛糖沈澱に於けると全く同一方法によb銀フラク

チオン法を行ふ但しブリンフラクチオンに於ては先づ酷酸々性に於て硝酸銀溶液を加

へ析出する沈澱を硝酸含有の水にて無理し其不溶分をプリンフラチオンとなし常法の

如く慮理分解し濃縮し80％酒精にて精製し褐色エキス歌の物質（F、。）5gを得たb，其濾

液よリヒスチ・’ンフラクチオンとして分離せる成分は之を炭酸璽として濃縮するに褐

色の物：質を沈澱す之を舜離し木精にて精製し褐色の粉末（F、、）0．1gを得たb次に其濾液

を濃縮し90％酒精に溶解しエーカレにて沈降せしむるに淡褐色の粉末（F、，）1gを得ナこり

　酷四々催に於て硝酸銀による沈澱を分離せる濾液は之に弱アノンカリ性を呈する迄バ

リ。ト水を加へ析出する銀沈澱を常法によb分解正理し炭酸盤として濃縮するときは、

褐色の物質を沈澱す之　　　　　第23表（甲）　　　　　　第23表（乙）

を木精溶液より精製し

褐色の粉末（Fエ3）0・19を

得ナ釣，次に其濾液を

濃縮するに褐色の粉末

（F、、）1．6gを得たり今戸

は別項動物試験成績に

示すが如く鳩に犯し著

しき効果なし

　前記ヒスチ“ンフラ

クチオンに於ける製品

に就き鳩を以てせる効

力試験成績弐の如し

H　鍛

1

5

9

ユ2

15

16

17

18

19

21

22

23

24

25

26

28

29

30

髄　重

315

304

294

277

260

247

247

242

237

228

228

220

215

215

200

178

177

160

盟　温

43．0

42．5

42。2

40．9

4L5

41．2

4L1

40．5

41．0

40．7

4L1

41．3

41．2

4L1

402

40．0

40．0

摘　要

髄1

，，

聾2

，，

，，

，，

姦
。

310 4ヂ 砦1 ’

300 429 、、 ．噛

290 4ユ『 ＼　、

A

280 4（ρ 、、

270

260

Q50
日

240

230

220

210 、く→

200 （10 ays

igO

1歯

170

160
砦3

150

胤　中米のみ給目す
讐2　　製品　F12　ゐg　101ロg宛注身ホす

粕　麗死す
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第　24表（甲） 第24表（乙）

日　殿

1，

5

9

12

15

16

ユ7

18

19

21

22

23

24

25

26層

27

髄重
305

277

260

240

221

218

215

216

206

195

ユ93

184

175

182

175

165

髄　温

42．0

42．8

42．0

41．4

41．2

40．9

40．5

40．6

40．5

41．3

40．0

39．6

40．2

40．5

40．7

41．0

摘　要

甚1

，，

，，

，，

，，

菅2

，，

，，

，，

，，

，，

菅3

，，

，，

箭4

，，

300 瑠 魁

290 4 、

280 41 、

270 4
v 冒

260 39。
解

250

240

働
220

210

200

190．

180 ⇔ ＊3

170 （10 ys）

160

150

‘

ジンフラクチオンに於て褐色のエギス（Fユ6）微量を得たり

以上の楡索行程を表記すれば次の如し

囎一1除儲液L

一蔽L
酷粗々性
耐酸銀

一睡嘆聲墾一

一厭1一木精剛

汽　白来のみ給興す

粗　衰扇の爲め停立不能とな

　　ろ，製晶Fコ4な10mg宛

　注射す

棺　衰弱加にリ危瞼状態とな

　　る，同上製品20mg注射す

獲　同上製品40mg津射す

　前記の如く二様に分類

し．てヒスチ・。ンフラクチ

オンを分離せる母液を合

してアノンギニンフラクチ

オン並にリジンフラクチ

オンに移行し前者より黒

色の粉末（Fエ5）を，次にり

＿　一1溶液嚇蟻警［
一耽十一［炭醗画一

　　　　　　　　　　　　　　FT3
　　　　　　禰物ト葡褐響≡1

　　　　　　　　　　　　　　一繍
　　　　　　一鰯1一燐ウオ・ル＿　一
　　　　　　　一プラム酸丑L微量褐色
一丁一パリツー　　　　　　　　　　　　　　一1沈測エキス
ー不ト飽和　　　　F15

　　　　　　一爾一［炭酸劉微量褐色エキス

　　　　一1不画一∫㍑ラー幣ヨ

　　　　一1褐色粉末lFgO．3g

　　　　－1類黄色粉末iF、1．29

壷

5
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　前上の成績によれば鉛酷沈澱成分中転スチ・ツフラクチオソに於けるものは野鳩に

蜀し一日10mg程度にては効力なく40　mg以上にては幾分効果あるもの、如くなる

も確實ならす若し本フラクチオソに於ける成分に’して有効なるときは一日10mg以内

に於て確實に奏功するを當然とすべく之より観れば鉛酷沈澱も亦主として不純物質よ

り成り極めて微量の有効戒分の随件せるものと云ふを得ぺし之れ鉛酷沈澱は弱アノンカ

リ性に於て析出せしめナこるものなるを以て鉛糖沈澱の場合の如く充分よく水洗し得ざ

りしに因るやも計り難し之を要するにレヅィーン氏等の成績に比し大なる相違あb樹

ほ後章酵母に樹する成績之を示すが如く本沈澱の分解溶液中よb析出し之を木精にて

精製せるものは醗酵促進作用梢強盛なり從つてフレンケノレ氏等の成績とも亦異なれ

b

　以上の如く鉛酷沈澱は專ら爽雑物を含有し本操作施行後に得だる濾液は鉛糖沈澱を

除別せる濾液に比し一層淡色となるを以て微量の有効成分の損失を來把す揚合之なき

を保し難しと錐も之れが駕め著しく精製の目的を達し得べきを以て之を癒用するの得

’策なるを思考せしむ

　　　　　　　　　　第四節　鉛酷沈澱の濾液の庭理に就て

　前記鉛糖及鉛酷による沈澱は圭として不純物なるを以てヴィタミンB性成分は其大

部分其母液中に含有せざる可らざる理となれり依て之に就き過剰の鉛を除別しナεる後

銀分劃沈澱法を行ひ其ヒスチずンフラクチオンを精査するに鳩及酵母に樹し驚くべき

効力を有することを験知せり而してモノアミノ酸，ビリミヂン盤基及其他の燐ウォノ〆

プラム酸によりて沈澱せられざる物質にして硫酸水銀によりて共に沈降せらる、もの

ありとせぱ此場合に於て先づ燐ウォノレフラム酸を用ひ之等の物質を分別し該沈澱を前・

記の如く純アセトンにて腱理して精製し陀る後銀フラクチオン操作を施さば一層純度

高ぎ有効物質の分離抽出に成功すべきを想像せしむるも既に屡々縷述せし如く硫酸水

銀沈澱中に有効物質の移行することを豫期せざりしを以て之等の操作を省き直ちに銀

フラクチオン法を施行せるものなり今其實施方法を掲ぐれば次の如し

　前項に於ける鉛酷沈澱を濾別せる母液は稀硫酸にて過剰の鉛を除きナこる後之を濃縮

するときは類黄色の沈澱（F、？）を析出す之を舜別しすこる濾液を更に氷室内にて冷却し其’
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際析出する沈澱（Fユ8，Fユg）を集め各誌木精に溶解し精製す

　其濾液を硝酸々性となし20％硝酸銀溶液を加へ以下常法に從ひ銀フラクチオン法

を行ふ

　プリンフラクチオンに於ける銀四谷物を硫酸々性の水に混堕し硫化水素を通じて分

解し分解液より硫酸をバリ。ト水にて除去し濃縮するときは初め類黄色の沈澱（F・・）（0・8

6g）次で淡黄色の沈澱（F2ユ）（3．47g）及茨褐色の沈澱（F，2）（0．9g）を析出し是等を分離せる

濾液を濃縮するに褐色のエキス（F・，）（3・6g）を得回り

　之等プリンフラクチオンに於ける4種製品は何れも鳩の疾病に封し無効なり

　前記分劃析出法によbて話せるF，。，F，、及F，，の3種1物質につき夫々ビクラートを

製出し其融瓢及窒素量（無水物）を槍定せしに次の結果を得たり

　（a）第1析出物（F、。）本店は16・75％の窒素を含有す，之よbO．5gを秤回し温湯

に溶かし木精製ピクリン酸飽和溶液を加へ析出せる黄昏を遠心分離し水回工一議ノγに

て洗幸し乾燥しπる後頭アセトンを以て浸出し其可溶分よbアセトンを鯛介し再び少

量の温アセトンに溶かしエキシカー㍗ノン中に放置するに金黄色の結晶（：F、。P、）を析出せ

り，本結晶は8・84％の窒黍を含有し之を熱するに265。附近に於て黒鯛し分解熔融

す，次に之を少量の熱湯に溶かし再結晶せしむるに其易溶部分よb融鮎294－298。，

窒素含量6．73％の結晶（恥P、）（寓眞第5圖参照）を，論難溶部分よb融職295－299。，窒

素含量7．27％の結晶（F，。P，）を得だり

　次にアセトン高溶部分も亦之を熱湯にて庭回し：再結晶せしむるに；其易溶部分より融

貼260－265。，窒素含量14．76％の結晶（F，。P、）を析出し難溶部分よb融貼295－300。・

窒素含量7・18％の結晶（F，。P、）を得ナεり，前記ビクラート中F，。P、及F幻P、は蓋し同一粉

質なるべし，今前記の行程を表示すれば次の如し

　　　　　　　　　　’　　　一門［樋一型。び　・

　　　　　　　　　盤脳鶴一圃愚曲輪　　、
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　（、b）第2析出物（F，・）：本圃は38・78％の窒素を含有す，本品1gを取り60％木

精に溶かし之に60％木精に飽和せしめにるピクリン酸溶液を加ふるに多量の黄色針

歌晶を析出す，之を分別し木精に溶かし徐々に晶出せしむるときは梢大形の結晶とな

る之を分取し少量の木精にて洗ひ次にエーカレにてよく洗点しだる後3回温湯より晶

出せしむるに総量1・5gあり，之を乾燥し純アセトンを以て庭理し易溶分と難野分と

に分別す易溶分は之よリアセトンを瑠射し全く乾燥し翻る後再び純アセトンにて浸出

し更1；易溶分と腸溶性残渣とに分ち其訴訟発よ）融轍270。窒素含量29．91％め黄色

針厭晶（F、ユP1）（爲眞第6・圖二二）を析出し二二残渣は熱湯より再結晶を施すに窒素量

22．49％，285－290。に分解する黄色針状晶（F、エP、ノ（爲眞第7圖墾照）を得ずZり，次に

初めにアセトンを以て口論し杞る際の歯止分は更に純アセトンを以て浸出し可溶分と

難溶性残渣とに分ち可溶分は之を熱湯より晶出せしむるに融鮎281－282。，30・38％の

窒素を含有する黄色針朕晶（F，、P，）（爲眞第8圖参照）を得たり，難溶部分も亦同様に熱

湯より晶出せしめ更に之を純アノレコホノレにて庭喧し可溶部分と難平部分とに分ち前者

よb融解280－282。，窒素：量30．25％の金黄色針状晶（F皿P．∂（設営第：9国憲照）を，後

者より融鮎274－279。，窒素量29・05％の結晶（F飢P、）を得だり，ホ操作の行程を表示

すれば次の如し

　　　　　　　　　　　＿　　　一1麺一［醤麗黄1騒1把論〔亀1萄
　　　　　　　　　　一画溶炉H熱湯露理卜
　　　　　　灘溶蘭一一　　一〔翻横㈱晶［憲難潜門（購｝

　　　　　　　甜ンー匡画一繍横色針繍憲翻臨隔）
　1粗．ピクラートト

　（c）第3析出物（F，，）下品は35．84％の窒素を含有す，早期0・5gを取り温湯に

溶かし温時にピクリン酸のアセトン飽和溶液を加ふるに直ちに多量の黄重を析出す，

之を野心分離し初め水門にエーテノンを以て洗卜し乾燥しナこる後其一部分を取りアセト

ンを以て浸干し易寸分と難溶解とに分ち前者は之を温アセトン溶液より晶出せしむる

に金黄色の結晶．（融貼295－300。，窒素量29・64％）（F22Pl）を得之を熱湯を用ひて再考

、
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拙せしむる1＝融職280〒283。，窒素量30・43％の黄色針状晶（F毘P2）（爲眞第10圖墾照）

を得1テZり，アセトン難溶部分は之を残部の粗ピクラートに合し無水酒精を以て浸出し

之を可溶分と難自虐渣とに分ち可溶分は酒精を瑠擁しπる後熱水溶液より晶出せしむ

るに無蛇形物質（F盟P，）を得πり，無水酒精難溶残渣も亦熱湯に溶かし晶出せしむるに

其易上分よb融鮎280－281。，窒素量30．39％の黄色針状結晶（F煕P4）（爲其第11圖墾

・撫）戦勝溶分より融識282－283。，窒素量30．06％の黄色針獣結晶（F2，P5）（爲，白斑12掘

立照）を得にり次に本操作行程を衰示すれば次の如し

閣翻…畷畿講叢1：臣：1：

　　　↑　麺骨盤画髄繍・獺（F22　P3）
　　　　　　ロ　の　　　コ

　前記ビクラートの窒素量はプレグノγ氏に從ひミクロデューマ注によりて測定せb而

して：F、ユP，，F、、P、，　F・・P、及F盟P、は其結晶形，融三二窒素量アデrンの夫れと全く一

致するを以て著者はアデ昌ンなるべきを信ず其他の物質は分明せす

　前記プリンフラクチオンの濾液を〆リット水にて中和し弱アノγカフ性となすときは

多量の沈澱を生す之を充分よく丁丁したる後稀硫酸水中に混回し硫化水素を通じて分

解し硫化銀を温湯にて完全に蟻溝し濾液及洗液を集め硫化水素を騙逐レ“リント水に

て硫酸を除き炭酸琵斯を蓮じて炭酸盤となし減歴濃縮し残渣を80％酒精にて庭蓮し

不溶性物質〔灰褐色粉末（F％）1・49〕を分離しナこる後酒精溶液より酒精を減厘鰹去し残留

を硫酸エキシカートノγ中にて徐々に濃縮するときは無色細離歌の結晶（F、，）1・1gを析出

し更に濃縮するに前者に堵し精不純の結晶（F％）0・6gを得たり

　之膨め結晶牲物質は酵母並に鳩の疾病に齢して全く無効なり
　「

　右結晶性物質：F25．を温湯より再結晶せしめセるものは300－305。に熔融し舟倉成

次の如し

　　　　分　　析

1　　’「　　物質　　0・003539，　炭酸0・00529　：水工0・0017ガ　C％40・27　H％5・34
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　同　　0・00S29　　炭酸O・012059　　水分0・00389

李均

　　　　C15　H22　N7（、gとして理論籔：

　　　　C15　H23　N70gとして理論籔：
物質　　　0．00385g

　同　　　0．00400g

田均

　　　　C】5H22　N709　とし》（理論籔：

　　　　C151123　N70gとし｝（理論籔：

C％40．10

C％40・19

C％40・52

C％40・43

窒棄0・78CCm（氣堅・753皿m，22。）N％22・43

窒素0・80ccm（凸面754mm，220）N％22・02

N％22．23

N％22．07

N％22．02

H％5．14

H％5．24

H％4・99

H％5．28

　前記結晶物を分離せる濾液は鳩の疾病並に酵母の増殖，醗酵に男して最も有効なる

部分にして之を次の如く黒豚せり即ち之を更：に舎利別状まで濃縮し氷解するも最早結

晶物を析出せざるに及びて之を乾産せしめ90％酒精にて温浸するに全部溶解せり，

次に之に約3倍容量の純酒精を加ふるときは帯褐自色紫状の沈澱を析出す之を遠心力

器にて分離し純酒精及びエーテノレにて洗ひ硫酸エキシカートノレ中にて乾燥す，早馬量

る・3gにして米糠特有の香味を有する稽引湿性黄褐色の粉末（F、7）をなし鳩の疾病並に

酵母の壇殖，醗酵に罰し強度の効果を有す依て之をヅィタミンフラクチオン第「製品

として分類す，：即興の組成次の如し

　　　　分　　析
　　　　　物質：　　　0．0065g　　　炭酉菱　0．0107g　　　水分0．0048g　　　　C％44。89　　　H％　　8．20

　　　　　　同　　　　0。0036g　　　炭酉愛　0．0059g　　　フ」～分（LOO276g　　　C％44．67　　　H％　　S．52

　　　　　乱淫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cタ多　44．78　　　　正［タ多　　8．36

　　　　　物質：　　0，0041g　　窒素0。53cc皿（氣堅763mm，】6。）　　　　　　　　N％14．77

　　　　　　同α00409’i窒素0・5Lccm（氣塵761mm，16。）　　N％14．56
　　　　　亭均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N％14．67

　前記製品を分離せる母液に更に約3倍容量の純工一一テノレを添加するときは類自色紫

欺の沈澱を析出す之を沈製せしめ上澄液を傾溝分離し沈澱部分は遠心力器によbて分

別・しエーテノレにて羨く洗溝し硫酸エキシカートノレ中に乾燥す，之を分離せる母液よリ

エーカレ及酒精を鱈馴するに極めて微量のエキスを残留し其性状全く沈澱部舜と同一

なるを以て後記ピクラートの資料に供せり

　前記沈澱は類自色の粉末（F、，）にして殆ど引灘性なく米糠固有の三昧を有し総得量

6．69あり鳩の特異疾病並に酵母の増殖，醗酵に話し前記第一製品に比し一層強度の効

力を有す依て之をヴィタミンフラクチオン第二製品として分離す，本品の組成次の如し

　　　　分　　析
　　　　　物質　　0．00571g　　炭酸0．00969g　　；水分0．00402g　　C％4628　　H％　7．82

　　　　　　同、　0．00446g　　炭酸0．007609　　7回分0。00290g　　C％46．47　　H％　7．22

　　　　　亭均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C％46．38　　H：％　7．52

　　　　　物質・0・002419．窒素0・27ccm（三三758m　m・17．）　　　　N％13・63
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　　　　　同　qOO3959　窒素α48ccm（氣歴758m　m・20。）　．，　．N％13おS

　　　　挙均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N％13．61

ヅィタミンフラクチオンに於ける製品に就き鳩を以てせ為効果試験成績次の如し

　　　　　　　　　　箪　　25　表　　（甲）　　　　　　　　　　　　　第’25’表　（乙）

日生 髄重 ｝盤温 摘　要 H　鍛 腔動 髄　温 陣嬰
1 355　1 43．0 幹⊥ 33 234 38．5 芸3

13
29．1　　　　1

41．3
，，

34 228 39．8
，，

21 265 40．0
，，

35 22字 40．4
，，

23 250 39．2
　

36 225 40．4
，，

25 245 39．0 終2 37 225 40．7 幹4

26 245 40．1
，，

38 227 40．5
，，

27 255 39．8
，，

39 227 40．7
，，

28 246 40．2
，，

40 229 40．7 菅5

29 240 402 ，，
41 219 40．0、

，，

30 239 14“2 ，，
42 206 40．0

，，

31 236
，，

43 200　1 曽6

32 139・ ，， t

戦　白来のみ給興す　　　　　『　　．．

粕翻著明て拉禰陰と鵬，ヴ、瞬ミンフラグチオ・に析購ろ結晶性

　　物質亀5な1（加g注射す

聡特異痙攣苦悶症状な拝す，ザィタミンフラクチオン第一製品5mg宛蓮日

　　注射す　　　　　　　　　　　　．

米4同上製品な10mgl＝壇量注射す

菅5　注射な中止す

給擁死

　　第　　26　表　　（甲）

1

一
㈱鋤

420 覧隔魅

鋤
410

鴨、

℃，、　、

1320

�O 3ヂ
三

：3003｛タ
・1

，290370

280

27σ3チ

．260

Q50

240 伶
0

（ ）

闘

1220
漏

210

200

、

費6

第26表（乙）
日　籔：1

　1
　ユ3

21

　3L

　32

　33

　34

　35

　36

　37

’38

　39

　40

　41

恨　重

345

320

250

225

225

216

226

226

232

224

225

225

226

229

四温
42．8

41．5

40．8

39．4

39．4

37．9

40．7

40．7

40．8

41．4

41．4

41．5

40．8

41．0

摘　婁

黄1

，，

，，

，，

，，

韓2

，，

，，

，，

蔚3

，，

，，

，，

，，

河，白来のみ給興す

勉　三富著明・頸部痙：攣特異症

　　歌な呈す，ヴィタミンフラ

　　クチオン第一奥晶馬，な

　　5m9宛蓮H注射す

棺　同上製晶10m9に増量注射

34042
轡1、、、

330 410 、、

@、

，’

覧

320 40 、、

310 3go
・、

ピ

3 38
竃ε皆．

90 370

280

270

鋤25

240
”

230 ⇔
220 （1 ay8

210 2

4
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第　　27　表　　（甲）

摘　要

・第　27　表　（乙）

日　鍛

　1

　8
　19．

28

35

36

3ア

　38

　39

羨1

蓼2

饅　重

302

282

222

207

ユ95

187

178

195

2CO

盟，濫

42．0

4L8

40．6

40．7

40．3

39．9

39．0

4L3

4L6

摘　要

柴⊥

，，

，，

，，

，，

　

英2

，，

，，

日　数

40

4L

42

43

44

45

46

47

畳豊　重

197

£07

207

207

］92

207

205

20ア

髄　温

白釆のみ給興す

42．5

42．0’

42．0

42．0

4L5

42．0

42．0

42．0

栄2

　

，，

斎3

，，

，，

，，

，，

蓑溺著明惇立不能，特異症状な呈す，午前11時ヴィタミンフラクチオ

ン第二二二F28な10mg注射ぜしに約2時間経過後元氣恢後食慾な

　生ぜリ爾後蓮日同量宛注射す

糖　同上製晶5mgに減量注射す

　　　　　　　　　第　　28 表　　（甲）

日　数 髄重 畳豊温 摘要 日　籔 盟重 禮　温 摘要

1 305 42．8 菅1 40 159 40．0 葵2

13 240 4L2
，，

41 158 40．6
，，

23 』195 40．0
，，

42 159 40．9
，，

32 ］65 39．8
，，

43 160 40．9 榮3

34 164 39．1
，，

44 159 40．8
～，

35 160 38．7
，，

45 159 40．5
，，

36 163 38．5
，，

46 159 40．8
，，

37 159 36．9 静2 47 150 40．2
，，

38 159 £8．5
，，

48 15G 39．5
，，

39 160 40．6
，，

30042

29041

Q8040．

一2703go

蹴
・250

240

230

220

210

200

』！90

．180

170

（10ay母

　4今

第28表　（乙）

　　甑　白来のみ給下す

　　覗2衰弱著明自立不能に曇り†ころな以て午前10時ヴィタミンフラ

　　　　クチオン第二製晶E2sな5mg！注射す，約2時間後に惇立可能

　　　食慾三生ぜリ爾後連日同量注射す

　　将　注射な中止す

　以上の試験成績により米糠中の抗紳経炎グィタミンは硫酸水銀によりて沈澱せられ

次で鉛糖及鉛酷によりて爽雑ぜる多量の不純物は除去せられ更に銀フラクチオンに於

’てヒスチ・“ンフラクチオン中に移行し以て他のフラクチオンに於ける不純物と分離せ

られ斯くして充分其本性を登揮：し得べき状態となれるものと云ふを得べし然れども饒

に全然純粋状態に到達せるものなりや否やは不明なるを免れす依て前記ヅィタミンフ

300 420麺
1

29
　　　　、Sf 、

280 ・4（虐
、、 へ

270 ．3go

噛 　1覧　i

260 380
，、

撃

－

250 3
智

蜘 36

230

220 ⇔
畠

210
（1 ys

200

1白0

180
A

：170
圏1

160 9
1

1ら0
盤2



54 衣 笠

ラクチオン製品に就き更にビクラート及ピクロ・ナ沖一トを形成せしめ之に就き其組成

並に鳩に面する効力を精査しナこるに次の戒績を得たり

　　　ヴィタミンフラクチオン製品のビクラート及ピクロ．ロナー珂こ關する研究

　　　　　　　　　　　（1）　ピクラートの研究　其の一

　前記ヅィタミンフラクチオン第一製品1gを秤取し之を少量の水に溶解し之にピク

フン酸のアセトン飽和溶液を注加するときは黄色のビクラートを析出す之を濾集し更

に少量のアセドンに溶解し租多量のが中に滴加するときは黄色墾状のビクラートを析

出す之を速じ蓮心分離し最初に水次に櫛型テノレにて洗ひ減厘エキシカトートノン中に乾

燥するに黄色無粒形の粉末④0．639を得すこり

　右ピクラートを分離せる母液に更：にピクリン酸を追加し減歴硫酸エキシカートノン中

に放置し甲状となれるものを95％酒精に溶解し之にエーテノンを注加するときは墾状

の帯灰白色の沈澱を析出す之を遠心分離しエーカレにて洗瀞し乾燥の後期白色の粉末

⑪0．159を得ナこり

　前記ビブラートは之を数回温時純酒精にて浸出し比較的難溶性部分⑧を分別す此得

量α19にして黄褐色粉末朕を呈す，可溶部分は之に多量のエーヲノレを加ふるときは

黄色紫状の沈澱を析出し之を乾燥するに黄色無最形の粉末◎0・4gを得ナこり，本品は

198－200’に於て熔融す

　ピクフン酸と結合せざる白色粉の末⑪0．15g中より0・（15gを秤取し少量の水に溶

解しビクロ・ン酸の60％酒精飽和溶液を加へてピクロ・ナートを製出し乾燥後純ア

セトンにて料理し其不溶残漬を純酒精にて腱即するに溶解果す；暗躍0．035gあり⑥，ア

セトン可溶分は之を低温にて蒸登し乾燥残渣をエーカレにて洗ひ精製す共得量0・014g

なり⑥

　ビクロ・ン酸結合せざる物質は類臼色の粉末にして容易に室氣申の水分を吸引して

飴状を呈す⑥

　以上の試験によりてピクラートを形成せざる物質中尚ほ微量のピクロ・ナートを形

成する成分の温存することを認むべし而して前記の研究行程を表示すれば次の如し
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し

　　　　くヴィタミ笥ビク

ζ三訂「鍵

麺一匿醐一三謬！；》

一二一撃糠一一幽鯉

一1沈澱1一純酒精一

　④0・639

⑥

　　　　　　　⑪

　　　　　　　　　　　、ン酸
　　　　　　　0・L59
　　　　　　　　　　⑥
一陽溶物一一工一テルH沈淵0。4g

　　⑧
一離溶物劉。・］9

一嘘機一ピクロー塑蜘待
一1不溶製品0．035g

⑮
一li可’半製品10．014g

前記ピクラート及ピクラートを形成せざる成分に就き鳩を以て行へる動物試験成績

次の如し

第　　29　表　　（甲）

日　数 盟　重 盟　温 摘　要

1 3110 43．0 英1

13 285 レ4LO ，，　L

21 240 40・3
，，

32 203 39．9
，，

33 201 38．7 苦2

34 209 40．9
，，

35 210 40．9 ，，

36 204 4L5 ，，

37 206 40．8 ，，

33 コ98 40．0 ，，

39 200 4L5
，，

40 202 41．2
，，

41 195 404
，，

42 196 40．6
，，

第　　30　表　　（甲）

菅1　白来のみ給興す

穆　蓑溺著明全男痙攣症状な暴

　　す，ヴィタミンフラクチオン

　　第一製晶のピクラート④な

　　5mg注射す，約2時間の

　　後元三恢復食慾な生ぜり爾

　　後同量宛注射す

第29表　〔乙）

330 4 ’ユ ’

320 4 、覧

310 410
，、

轟

300 400
、、

鞠

覧

290 3go
讐

280 3ヂ
i

270

260 ⇔

250 （10 ays

240

230

220

210

200

190
1、 2

第301 ¥（乙）

・数一重陣温
1

5

9

12

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

275

275

246

234

222馳

215

213

208

205

185｝

175

168

161

160

42．8

41．9

4L4
40．2

40．0

41．3

41．3

4L6
41．8

42．0

42．0

42．0

41．3

41．0

摘　要

菅1

：：

義

：：

’：：

，，

轟
耀♪

，，

，，

澱　白来のみ給與す

粗　衰弱著明停立不能となろ，

　　ヴィタミンフラクチオン第

　　一二晶のピクラー・卜⑥5・ng

　　究ヒr午前11時50分！こ注射｛⊆：

　　しに午後2時に至り元氣頁

　　好となり食慾ゐ9生ぜリ爾後

　　前日同量宛注射す

鵜　注射な中止す

2 げ
亀、

一

鱒64f ㌔ 〆
～

げ
240

盆30

220 2

210

200 鈴
190

（ ）

拗
170

160
器3
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簾　　31　表　　（甲） 箪31表　（乙）

日　数　盟　霞

1

5

9

12

15

16

、17

18

19

20，

245

249

227

210

184

184

180』

170

167

148

盛　温　摘　要

42・S

42．4

4L9

41。3

4L7

40．7

40．3

40．7

40。8

39．0

芸1

，，

，，

，，

層2

，，

，，

，，

，，

菅3

菅1　白米のみ給興す

砲衰弱著明自立ネ能と削るヴィタ

　　ミンフラクチオン第一製品ピク

　ラ唱トな形成也ざる物質⑪な

　5mg宛蓮E注射「『

粉　頸部強直特異の苦悶症歌な呈し　　○

　て遽に雛死ぜリ

（2）　ビクラー・トの研究　其の二

　　ヴィタミンフラクチオン第二製品を分離せる母液より酒精並にエーヲフγを掘出する

ときは殆ど沈澱部分と同一物質と思考せらるべき物質少量を残留するを以て之を次の

如くビクラートの研究資料に供せ．り

　右エキス朕の獲渣に酒精を加へて約60％濃度となしビクフン酸の木精飽和溶液を

加ふるときは美黄色面朕の沈澱を析出す之を集めアセトンに溶かし適量の水中に滴加

すれば再び沈澱を析出す之を遠心分離しエーテノ・’にて洗ひ乾燥す黄色の粉末にして

工5gあり，更に之を精製の目的を以て油漉酒精にて歎同反復温浸し可及的可溶分を

集め比較的難溶性黄褐色の部分④を分別す

　　純酒精可溶部分は之に約3倍容量の純工一テノレを追加するときは美黄色粉末状の沈、

澱⑫を析出す之を群口チノンにて洗ひ乾燥す，本品は198－200。に於て熔融し其組成

ノ…欠の如し

　　　　　分　　析

物質

二

幅槍

物質

同

型均

0．003909　炭酸0．006509　水分0．002369

0・004669　炭酸q；007769　水分0・003029

C21H45N607・C6H3N307、 として理論殿

C24H50N708・C6H3N307　　’として…哩丁数

0．00240g　　窒素0．39　dcmて無塵761　mm．24．50）

0．00212g　　窒素035　ccm（氣塵756血m．2る50）

C21H45N607・C6H3N307　　とし‘（理論数

C％45・43

C．％45．40

C％45・42

C％蕪85
C％45．37

H％　6・72

H％　720
H％　6・96

H％640
H％6潔3
N％17・85

N％17．70

N％17．78

N％17・45’
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　　　　　　　　C24H50N708・C6H3N307　　としり（理論数　　　　　　　　　　　　　N％17・65

　　　　　物質　　0．06569　　　　　　ビクリン酸0・01999　　　　　　ビクリン酸％30・34

　　　　　同0・04899　 ピクリン酸0．01469　 ピクリン酸％29・86

　　　　　耳～均　　　　　　　　　　　・・　　　　ピ〃ン酸％30・10
　　　　　　　　C21H45N607・C6H3N307　　として理論数　　　　　　　　　ビクリン酸％31・70

　　　　　　　　C24H50N708・C6H3N307　　として理論鍛　　　　　　　　　ピクリン酸％2S．87

　前記製品を沈降せしめ陀る濾液中には爾ほ多量のビクラートを溶存せるを以てエー

ヲノレ酒精の大部分を瑠温し次に常温にて蒸散せしめ乾燥せる残渣を純アセトンにて浸

出するときは極めて微量の褐茨色の不溶物質を留め大部分は溶解すこの溶液に多量の

エーカンを加ふるときは更に美麗なる黄色の沈澱◎を析出し乾燥後其融瓢を槍するに

198。にて熔融せり，本品の組成次の如し

　　　　分　　析
　　　　物質　　　0．00530g　　　二二菱0．00858g　　　フ藍分0．00240g　　　C％44．15

　　　　同　　0・005889　　炭酸0．009549　水分0・00280g　C％44・23

　　　　亭均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C％44．19

　　　　　　　ClgH32N507・C6H3N307　　としげ（理論鍛　　　　　　C％44・69

　　　　物質　　　0．00340g　　　　　　窒緊α53　ccm（氣歴757　mm，26．50）

　　　　同　　　0．00270g　　　　　窒素0．405　ccm（氣、堅759　mm，22。Oo）

　　　　牛均

　　　　　　　　C19HH32N507・C6H3N307　　として理i論数

本ピクラート製、出の行程次の如し

　　　　　　　　一門薗一陶四一τ笥構研［漏醐末ゆ

H％5．03

H％5・29

H％5．16

H％5．26

N％16．86

N％16・63

N％ユ6・75

N％16・69

　　　　　　エ　一アセトン溶液1一テル趨遡⑥

本ビクラートの鳩に冷する効果試鹸成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　第　　　32　　表　　　（甲）

日　鍛 盤　重 盟　溜 摘要 日　数 畳豊　重 盤　温 霰1・数 盟重 畳豊　温 摘要

1 330 43．0 河 2L 295 4L1
，，

28 250 40．8 ，，

5 330 42．1
，，

23 265 40．2
　

29 250 40．8 ，，

9 320 41．9
，，

25 260 41．1
L，，

30r 240 40．1
，，

13 310 41．8
，，

26 255 41．2
，，

31 237 4〔LO
，，

ユ6’ 295 41．0
，，

27 252 41．0
，，

32 235 40．6
，，
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日　数

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

42

44

45

白重
232

228

225

220

225

227

228

223

218

217

217

215

214

盟温
41．2

40．1

39．6

393

37．0

39．7

39．8

40．2

40．0

40・5

400

402

39．0

摘　要

，，

，，

，，

，，

粗

，，

，，

離

，，

，，

，，．

菅3

，，

汽　白米のみ給興す

粗　衰弱著明樽異の頚部張直

　　苦悶症朕な呈す，ヴィタミ

　　ンフラクチオン第二製晶

　　のピクラートな純酒精に

　　て浸田しエーテルにて沈

　　降圧うもの⑬5mg注射，

　　約2時間牛の後症状治癒

　　食慾祉生ぜリ

　　爾後蓮日同量宛注射す

管3　注射々中止す・

第　　33　表　　（甲）

第，32表（乙）

330 430 1 電

藷20 420
、、　、

310 410 、、

■

400
、

39b li 竃

r

300

Q90

Q270 38
．ll

㎡
髄

260

250 ⇔・

240
（

伽 iポ

230

@0
y

，
ノ

第33表　（乙）

日　殿

1

5’

9

13

16

21

23

25

26

27

2s

三重1髄温
325

315

310

280

265

255

240

240

240

250

240

43．0

41．5

41．6

40．8

40．9

40．0

40．2

39．0

40．8

40．8

41．6

摘　要

管1

，，

，，

，，

，，

，，

，，

菅2

，，

，，

，，

日　殿

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

髄　重

235

235

235

238

235

2二｝0

235

222

214

2コ0

饅溜
41．7

41．2

4L1

41．8

42．1

4L3

40．9

40，5

39．6

35．8

摘　要

菅3

，，

，，

，，

管4

，，

管5

，，

，，

菅6

　河　白上のみ給興す

　穆　衰弱著明停立不能となる，ヴィタミンフラクチオン第二噛癖のビクラートなアセトンに溶解しエーテ

　　　ルにて沈降ぜしめナニる精製晶＠51ngな注射す

　鵜　脚部症駅治癒し停立可能となろ

　楓　元氣二幅症状全治，前記製品の注射な中止しピクリン酸5mgな注射す．

　→←5　停立不能嚢弱著明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆

　鵜　椿異苦悶症状々呈して弊死也り

　　　　　　　　　　　　　　（3）　ビクラ・一トの研兜　其の三

　ヴィタミンフラクチオソ第二製品1gを秤織し約10ccmの水に溶解しピクリン酸ユg

を木精に溶解せるものを加へ析出する沈澱を顧慮することなく其儘硫酸エキシカート

ノγ中に蒸登二三せしめセる後之を純酒精にて溶出するに殆ど全溶し微量の褐色残渣④
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を留む，純酒精溶液にエーカソを加ふるときは淡黄色墾状の沈澱を析出す之を遠心分

離し乾燥す，淡黄色粉末状を呈す之を更に純アセトンにて反復浸出し浸液よリエーヲ’

ノレにて沈降せしめ黄色の粉末⑪0．11gを得にリ

　アセトン不溶残渣を再び水に溶解しピクリン酸の木精溶液を加ふるときは再びビク

ラートを析出す之を其此蒸登臨面せしめずこる後嗣アセトンにて浸出しエーテノγにて沈

降せしむるに其得量0．0879⑥にしてピクリン酸と結合せざるもの⑯0・289なり

　前記純酒精よリエーテノ残こて沈降せしめ乾る濾液は蒸爽乾燥後アセトンに溶解しエ

ーテノレにて沈降せしむるに粉末朕のピクラート⑧02269を得たり；本品は198。に

熔融し次の組成を有す

　　　　分　　析

物質

同

亭均

物質

同

平均

0．008849　　　炭酸　0・01469　　　水分α00519

0．0079Cg　　　店頭菱0．0130g　　　水分●0．0048g

C20H40N507・C6H3N3e7　　として理論数

CIgH40NbO7・C6H3N；307　　として理論籔：

α00160g　　窒素0．23　ccm（氣璽i　765　mm，20Q）

0．00340g　　窒素0．49　ccm（氣歴764　mm，210）

C20H40N507・C6H3N307　　とじ（理論鍛

ClgH40N507・C6H3N307　　として理論鍛

Cg6　44。91

Cタ6　44．86

C％44・89

C％45．13

C％44・16

H％　6・29

耳％　6・52

H％　6・41

H％　6・27

H％　6・39

N％16・22

N％16．16

N％16・19

N％16・21

N％16・49

　本品を廻こ純アセトンにて反復浸出するに少量の不溶物質を残留す其可溶部分よリ

アセトンを蒸散せしめ次に少量の純酒精に溶解せしめ多量のエーテノシを加ふるときは

美黄色紫状の沈澱◎を析出す之を遠心分離しエーテノレにて洗回し硫酸エキシカートノレ

中に乾燥す，熔融鮎198。にして三組成次の如し

　　　　分　　析
　　　物質：　　　0．007109　　　炭酉菱　0・011549　　　水分　0・00336g　　　　C％　44。32

　　　　同0，00602g炭酸0．09982g水：分0．00300gC％44．49．
　　　2野均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 C％44．40

　　　　　　　C1メ【32N507・C6H，～R307　　　として理論籔：　　　　　　C％44・69

　　　物質　　　　0．00230g　　　　窒素　0．345　ccm　（氣墜i　760　mm，20．50）

　　　　同0．002209窒素0・36cc皿（氣懸760　mm，20・5。）

　　　亭均
　　　　　　　ClgH32N507・C6H3N307　　として…哩論殿

本ビクラー・ト製出の行程を表示すれば次の如し

H％　5・26

H％　5・53

H％　5・40

H％　5・26

N％1647
N％16・77

N％16・62

N％16・69
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　　　　　　　　　　　　　’　　　　　一匪函一塵頭［α0879
　　　　　　　　　　　　　　　　引三一願爾一雲；⑨

　　　　　　　　　　　　　　　　　ず多τセト　」珍．

　　　　　　　　　　　　　一t璽一酸　　　一三α289

鍛繍聾τ；騨［灘難険葦弊臓　、

ビ　、 ｳ比髄難ト麟1護卜卜郵禦響
　　　　　　　　　　　　（4）　ピクロロナートの研究　其の一

　ヴィタミンフラクチ牙ン第二製品1gを秤取し約10％水溶液となしピクロ・ン酸，

の60％酒精飽和溶液を加ふるときは最初に褐色の物質次に黄色粉末歌の物質を析出

す之を分離し乾燥の後純アセトンにて浸出し母液は其儘硫酸エキシカートノγ中に丁丁

乾回せしめ残渣を純アセト、ンにて浸出し雨アセトン浸出液を合しアセトンを鱈去の後

門回せしめ再び純アセトシにて浸出しエークノレを以て沈降せしむるときは黄色粉末状

の沈澱④を析出す丁丁量0・5135．gなb

　純アセトンネ溶残渣は之を90－95％酒精次に80％酒精にて浸出するに褐茨色僅

微の不溶三三を留め大部分は溶解すこの90－95％酒精溶液にエーテノレを郷ふるきと

は純自色の沈澱⑱0・132gを得πり次に80％酒精可溶部分も亦同様にエーテノレを以

て洗降せしめ次白色の物質◎0・052gを得たり，80％酒精不溶部分は水には大牢溶解

』し之を濃縮するときは褐色のエキス⑪微量を留む，本ピクロ・ナート製出の行程次の

如し

前記アセトン浸液よリエーテノレにて沈降せしめナこる製品④の組成次の如し

　　　分　　析

　　　　物質　　O心07509　炭酸0．013009　水分0・00530ま　C％凸47・26　H％8・00

　’　　　同　　0．00460g　炭酸0．00800g　水分0．00316g　C％47．43　H％・7．63

一三水一［講。1痂量
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亭；均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 C％47．35

　　　C18H46NbO7・CIoH8N405　　とじ（理論数　　　　　C％47・42

物質　　　0。00295g　　窒素0。46　ccm（氣歴765　mm，20．Oo）

同0・003059窒素0・48ccm（氣歴764　mm，21・50）
亭均
　　　CI8H46N5・07CloH8N405　　として理論数

　　　q・07919　　　　　ビクロ、ン醇菱0・02959

　　　ClsH46N507・Cエo118N40b　　として理論数

H％　7．S2

H％　7．68

N％17．59

N％17．61

N％17．60

N％17．79
　　　　　物質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピクロ、ン酸％37129

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピクロ、ン酉菱％3727

　本品の乾燥せるものを更に純アセトンにて浸出するときは少量の不溶性物質（淡黄

色の粉末）を残留し浸液よリエークノソにて沈降せしむるときは美黄色の粉末を得，三

品は204。に熔融す其組成次の如し

　　　　分　　析

物質

同

亭均

0．00433g　　　炭庫菱　0。00822g　　　水分　0．00300g

α004729炭酸脚8389．㌦分α003009

ClgH40N507・C1しH8N405

ClgH42N507．CユoH8N405

0．004509

0．00315g

とし》（理論鍛

として理論籔：

C％48．51

C％48・40

C％48・46

C％48・71

C％48・57

　　　　物質　　　　　　　　　　　　　　窒素　0．700cc1n　（氣塵　7611nn1，20．50）

　　　　同i窒素0。495ccln（雷雨761mm，20．50）
　　　　亭均

　　　　　　　　CIgH40：N507・C」ひH8N405　　として理論籔：

　　　　　　　　ClgH42N507・qoH8N405　　とし一（理論籔1

前記ピクロ・ン酸に結合せざる純自色物質⑬の組成次の如し

　　　分　　析

　　　　物質　　0，00352g　炭酸0．00550g　水分0．QO260g　c％42．61

　　　　同0・001859炭酸0・002909水分0・00130gC％42・75
　　　　田均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C％　42●68

物質

同

亭均

CgH20N206

0．003039

0．00264g

CgH20N206

　　　　　とし「て理論鍛　　　　 C％42．83

窒素0．30ccm（氣！墜764　mm，19．Oo）

窒素0・28ccm（氣塵752　mm，18の。）

として理論鍛

前記ビクロ・ナー・トの鳩に樹する効果試験成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　第　　　34　　表　　　（甲）

H％　7．21

H％　7・06

H％　7ユ4

H％　6．77

H％　7．03

N％17・41

N％17．59

N％17．50

N％17．65

N％17．60

H％　8．21

H％　7．81

H％　8．01

H％　7・99

Nラ6　11．21

N％11．86

N％11・54

N％11．11

日　鍛 畳豊重 盟　濫 摘要 日　籔 畳豊　重 麗　温 摘要 目　籔： 畳豊重 髄　温 摘要

1 317 43．5 聴1 20 189 4（L3 鱒2 26 192 40．1 蔚3

5 290 42．3 ，，
21 195 40．6

乃
27 193 40．6

，，　　・

9 257 42．3
，，

22 190 40．6
，，

28 192 40．5
　

13 240 41．7
，，

23 195 40．5
，，

29 192 41π ，，

17 205 41．0
，，

24 195 4015
，，

19 193 40．8 ，，
25 190 40．2

，，
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第　34表（乙） 第35表　（甲） 第、35　　表　（乙）

粗　白米のみ給興す

粗　嚢弱稻著明自立不能と

　ヲよる，ピクロ、ナート

　製品④ゐg10mg注射し
　翌日元氣恢復す爾後連

　日同量宛注射す
米呂　脚無量駿治癒す

日扱陣重

藤1

覗2

1

5

9

12

16

20

24

27

28

29

30

31

32

33

332

317

280

267

232

2Q8

193

17S

175

165

158

158

147

147

翻1摘要
　43．4

　42．8

　42．5

　41。8

　4L曾

　4Q．7

　4．も8

　40．0

　39．3

　40．0

　3｛珍

．●鰍2

　3き．3

白米のみ給興す

層1

，，

，9

，，

り

，，

，，

，，

2管

，，

，，

，，

，，

著3

　衰弱著明侍立不能となる，前記ビ

　クロ、ナートな形成也ざる物質中

　90－95％酒精1＝可溶にし‘（ニー
　テルな以て謹究降・ごしめテころ製品⑬

　祉51ng宛注射す
聡　灘死ぜリ

　ビクロロナートの研究　其の二

330 4’｣ 輪1

320 420
、、

310 410 、　、

300 400 、 9

290 3ψ
響

280

2マ0

260

250 ⇔
240 口 a

）1

230

220

210

200
ず190

180

170 曇2

ユ60

150

140

　　　　　　　　　　　（5）

　ヅィタミンフラクチオン第二製品1gを秤取し約10ccmの水に溶解し60％酒精に

飽和せしめたるピクロ・ン酸溶液を沈澱の生する間注意して加へすこる後硫酸エキシカ

ートノレ中に蒸螢し更にピクロ・ン酸溶液を加へ沈澱析出せざるに至りて蒸螢乾洞し純

アセトンにて反復浸出し残渣を再び少：量の水に溶解するに微量の黄褐色の不溶物質を

残留す其水溶液にビクロ・ン酸溶液を加へ前記の如く’ ?揩ｵ反復沈澱を促し沈澱の析

出既に止むに至りて蒸登乾澗し純アセトンにて浸出す各浸液を合し濾過し透明溶液を

減麗蒸倒に附するに樫黄色の美麗なる針歌結晶⑪（爲眞第13圖参照）を析出す之を遠

心分離し初め少量のアセトン弐にエ㌣ラノγにて洗ひ乾燥するに得量α072gなり

　該結晶を分別せる濾液を更に濃縮し再び純アセトンにて彪理し結晶の析出を促し泥

うも失敗に維れり故に之を転燥の後少：量の純酒精に溶解し徐々にエーカレを添加して

沈濃を析出せしめ之を蓮心分離しエーテノンにて洗灘し乾燥するときは黄色の粉末⑬

α59を得すめ之を鏡橡するに前記と類似の針状結晶と粉末状物質の混合よりなる純
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アセトン不溶物質は之を純酒精にて加温浸出するときは大部舜之に溶解し其溶液にエ

ーカレを加ふると，きは白色墾朕の沈澱◎を析出す之を遠心分離し乾燥す0．31gあり

　純酒精不溶分は85％酒精にて温時庭諭し冷後其溶液にエーテノレを加ふるときは自

色墾状の沈澱⑪を析出す之を遽心分別し乾燥すα015gあり

　本ピクロ・ナート製出の行程を表示すれば次の如し

　結晶性物蟹④は之を指引硫酸エキシカートノレ中に於て乾燥し其融黙を回するに250。

より憂色し32αに到り黒攣分解す其組成次の如し

　　　　査　析
物質

同

早均

物質

向

平均

0．0021Sg　　　炭酉菱0．00340g　　　フ鼻分0．000829

0．00327g　　　　炭酉菱　0．005109　　　7」ヒ分　0．00130g

0．00298g　　窒素0．49　ccm（氣圖i　765　mm，19．OQ）

0．00212g　　窒素0．35　ccm（氣屋766　mm，20，00）

C％42．54　　H％　4．18

C％42．53　　H％　4．29

C％42．53　　H％　4。24

　　　　　　N％18．63

　　　　　　N％18．65　　．

　　　　　　N％18・64

本品は微量なるを以て分析に封し充分なる試量を用ふるを得す四って右強出歎は或

は不完全なるやも知れす故に島隠に噺定し難きも次の實験式を豫想し得べし一

　　　　　　　　C14H200gN5．CloH805N4　（C％43。24　　H％4．20　　N％18．91）

　　　　　　　　C、、H、90、。N、・C・。H・0・N・（C％42・琴7　H％3・99　N％18・50）

右結晶性物質④を鳩を極度に衰弱せしめ艦温も亦著しく下降し苦悶痙攣症朕を登レ

るものに就き5mgを注射せるに次表の如く有効なるを知り得陀るも其槍膣僅少なる

セめ試験を持績し得ざりしを遣憾とす

　　　　　　　　　　第　36　表　（甲）　　　　　苦1白来のみ給與ザ

日　鍛

1

5

9

13

17

禮　重

378

367

308

297

250

盟　温

42．8

42．4

42．1

4ユ．7

41．0

摘要

美1

，，

，，

，，

，，

日　数

19

20

21

22

盟　重

242

233

223

223

起縮
37．5

40．5

39．9

摘要

※4　注射だ中止す 苦5弊死ぜり

英2

柴3

瓶

苦5

杷　午前11時頃よリ特異苦悶痙
　攣症状を獲し盟温急激に下降
　　し自立不能急隙駿態な呈す・

　　前記結晶④5mg注射するに
　午後2時30分苦悶症状治癒す・
　盟温37謎50午後4日置…10分野豊温

　39．20　～：なれり

槍　同上製品5mg注射，元氣夏好

　架上に停嚇し怨†こり
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第36表　（乙）

280

2⑳

260

250

鋤
220

　前記試験成績によればプィタミンフラクチオン製品よb得

たるピクラーートは鳩の特異疾病に回し5m9にて確實に奏功

しヒ’クラートとを形成せざる成分は殆ど効果を認めす此瓢は

第二編第四節に於ける成績と相違せり回れ製品の純度の相蓮

に蹄すべぐ不純物多きときはピクラートの析出を妨害するに

因るべきを思惟せしむ，著者は未だ結晶性ピクラートを製出

し得牽と難も純アセトン可溶性にして最：も純粋と認むべきも

のは何れも198。の融鮎を有し其組成はqgH、2N、07・C6H、N，07に

相野す，次にピク・・ナートも亦病鳩に回し5－10mgに於

て有効にして之に反しピクロ・ナートを形成せざる成分は全

『く無効なり，著者は極めて有効なる結晶性ビクロ・ナーノレを

得たるを信ずるも其量僅微にして充分なる試瞼を施行し得ざ

bしを遣憾とするものにして他日之を閾明せんことを期す而してビクロ・ナートを形

成せざる純白色の物質は後章に於ける試験成績之を示すが如く酵母の醗酵促進作用極

めて強烈にして4，000，000－8，000，000分の1稀薄溶液に於ても術ほよく三二作用を呈

一するを認む故に薯者は最も純粋のビオス性物質を分離し得たるを確信するものなり

　前記ヒスチ・ツフラクチオンを分別せる濾液に更に固形’“リットを加へ強アノγカソ

性となすときはアノγギニンフラクチオンに禺する銀沈澱を析出す之を常法により硫化

水素にて分解し炭酸盛となし濃縮す褐色エキ．ス厭の物質（F29）にして其量僅少なb其一

部をとり約10％水溶液となレ之に60％酒精に飽和せるピクロ・ン酸溶液を加ふる

ときは黄色のビクロ・ナートを析出す之を水洗し乾燥し純アセトンに溶解しアセトン

を鱈聾し木精に溶解し之よb黄色柱状の結晶（至尊第14圖参照）を析出す之を少量の

アセトン次にエーテノレにて洗雪乾燥す本品は1．07％の手分を有し其融職は255－260。

なり其組成次の如し

　　　　分　　析
　　　　　物質　　0．0025g　炭酸0．00400g幽　水分0．00118g　　C％43，63　H％　5．42

　　　　　同　　0・00299　　炭酸0・004659　水分0・00130g　　C％43・71　H％　4・81

　　　　　亭均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C％43。67　H％5．12
　　　　、物’質　　　　0．00330g　　窒素0．56　ccm　（上月771　mln，20。Oo）　　　　・　　　　　　　　N％　17．69

　　　　　同　　　0．00343g　窒素0。52　ccm（氣堅771　mm，21．Oo）　　　　　　　　iN％17．16
　　　　　周F」均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N％　17．43

尊
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　アノγギニンフラクチオンを分離せる母液は常法によリリジンフラクチオンに進み炭：

酸璽として濃縮するに微量の黄褐色の粉末（Fg。）を得fこるに過ぎす

前述のく如ア・哩ニンフラクチオン及リジソフラクチォンに於ける物質は共1こ微量

にして動物試験を施行するを得ざりき

　叙上鉛酷沈澱の母液中の成分に心する化滋雨槍索行程を表示すれば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　廠一聯謡麹一識璽鰍量

難灘1

一隔詞一

瀟

一1勲｛一

馨雛
銀

濾確ト
爾酸銀
バリッ
ト

州沈測一

一1母液t一

画rサ▽

　ト飽和

一鵬哲ト1馨集iF・9

麺騨
臨哲H翻・・8
木精精製

　　　一1蓼不溶r鷹醜M・

　　　　　　　瞥編一鶏置

　　　一l！霜一1鍵』

　　　　　　　一翻一睡』

　　　1糠『・99

一齪1耀『・¢・・

儒析ト騨『…9

　　　　：F29

一眈澱H炭酸劉極微量

　　　砺1齋　F・・

一一騰酸1－

　　　　　　1£講

　　　　　　駐．＿＿

　　　＿聖＿、
　　一に葺婆　13・59

　　　　　　　勘
　　．一鵬析

翻一　写・・

　　　　　　　卜≧・

　　　　　』2L
一三圏耀色陣

ノレ

　　　　F27
一蔽H黄褐色蘇15．39・

　　一遡三一纈彊瀧繍・・7

第二章　米糠の水浸エキス（酒糖にて精製）中硫酸水銀による沈澱の濾液の研究禦

　　　　　　　　第r節硫酸水銀沈澱の母液の庭理に就て

　既に屡々叙説せし如く著者は初め硫酸水銀は之を主として不純物質を除却するを目

的として使用したるものにして米糠の水浸エキスを酒精にて精製せるものは恰かも濃

厚なる醤油標の色稠を有し之に硫酸水銀を作用せしむるときは其濾液は著しく淡色と

なり六ひに精製の目的を達し得点るを思はしめだり依て以下詳述する如く細心注意し

て最も完奎と認むべき方法に於て各フラクチオンに分別し検索を行へり自”ち硫酸水銀

沈澱を濾別せる黄色透明の溶液は之よ、り過剰の水銀を除きナzる後山ウォノγフヲム酸を
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加ふるときは多量の類二色の鰻重を析出す之を陶土板上に乾燥するに2300gあb之

を先づ純酒精にて冷浸し次に其不溶淺渣を純アセトンにて冷浸し更に其不溶分をアセ

トン水（アセトン4分，水3分）にて庭志し以て可溶分と獲渣とに囁別し斯くして得π

る各部分に就き夫々銀分劃沈澱法を行ひ各フラクチオンに分別せり

　　　　　　第二節　無水酒精可溶燐ウ嘉レフラム酸沈澱の虜理に就て

　酒精分を減二三回したる後・“り。トにて分解し過剰のバリ。トを硫酸にて除去し低

温にて濃縮しエーテノレと共に振壷して之に可溶の成分を分別しナ曇る後高に濃縮してエ

キス朕となし80％酒精にて腱理するに僅微の不純物を残留するのみ，此酒精溶液に

多量の無水酒精を加ふるときは類白色の沈澱（F、Dを生す之を95％酒精に溶かし硫酸

乾燥器中に晶晶乾燥せしむ二品は鳩に諭して無効なるも酵母に劉しては有力なり該沈

澱を分別せる母液は酒精分を瑠乱しすこる後95％酒精に溶し硫酸乾燥器中に放置する

に微細の結晶析出す（主として無機盤）之を分別しセる後次項に於セナるアセひン可溶燐

ウォノレフラム酸沈澱に回するものと合して銀分劃沈澱法を行へり

　　　　　　第三節　アセトン可溶燐ウォノンフラム酸沈澱の虎理に就て

　アセトン可溶燐ウォルフラム酸沈澱は之をバリ。ト水にて分解し炭酸琵斯を通じて過

剰の・“リットを二二し尚ほ稀硫酸にて二二の溶存・“り，トを除き濃厚エキスとなし前項

無水酒精可溶燐ウずノγプラム酸沈澱に於けるものと合す総量92g（F、・）あb二品は鳩の

特異疾病に直し全く無効なうパ山中87gを以て銀フラクチオン海を行ふ，帥ち硝酸

々性にて硝酸銀により沈降するプソンフラクチオン部分に属するもの（F鵠）は極めて僅

少にして常法によレ分解しビクロ・ナートとしてα39に過ぎす類黄色の粉末をなす

　プリンフラクチオンを分雑ぜる濾液に更にバリット水を加へ弱酸性より中性に於で

析出する部分あb之を常法によb分解純酒精にて精製するに褐色の粉末（F阿）0．69を得

柁b

　次に更にバリヅト水を加へ中性よ．b溺アノンカリ性に於て析出する沈澱を集め常法に

よbて分解し炭酸豊となして濃縮しエーテノンと共に振量し之に可溶性の成分を除きナZ

る後更に濃縮エキス状となし之を木精に溶解し次で精酒精を加ふるときは大部分無機

性物質よbなる；灰褐色の沈澱を析出す之を除去し透明溶液に多量の十一タノγを加ふる
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ときは帯褐色紫朕の沈澱を析出し之を放置するときは容易に塞氣中め水分を吸諾して

飴状を呈す次に之を純酒精にて温浸するに殆ど全部溶解し微量の灰褐色無機盤を留む

之を濾早し更にエーテノレにて沈降せしめ乾燥するに淡褐色梢引灘性の粉末F（，、）1・88g

を得だり，三品は鳩の疾病に劃しては無効なるも酵母の増殖醗酵促進作用極めて顯著

なるを以て遡りに之をピオス7ラクチオン製品の名稽に於て分類す

　本誌の鳩に甥する効力試瞼成績次の如し

　　　　　　　　　第　　37　　表　　（甲）　　　　　　　　　　　　　　　第　37　表　（乙）

・塑重i翻1摘要
　1　　　　　327　　．　42，6　　　　於1

　9　　　　　　297　　　　42，6　　，　　，，

14　277　42，31，，

；1細越：：

噸1　自米のみ給興す

’於2

　　製品F35な10　mg宛注射す
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　　　　　　　　　　ビオス7ラクチオン製品に漉する山回

　　　　　　　　　　　　（1）　ピクラrトの形成に就て

　本組α25gを秤取し10％水溶液となし之に60％木精に飽和せしめたるピクリン

酸溶液を徐々に加ふるときは少量の樹脂状物質を析出す之を乾燥し純アセトンにて浸

出しアセトンを山登し再び少量の純酒精に溶解しエーヲノンを加へて沈降せしむるとき

は少量の黄色粉末欺の沈澱を析出す，純アセトン不溶残渣は之を純酒精に溶解しエー

グノレを加ふるときは類白色紫状の沈澱を析出す之を遠心分離し乾燥するに類白色の粉

末0．2gを得にり帥ち本品の大部分はピクラートを形成せざることを知れb

　　　　　　　　　　　（2）　ビク聞耳ナートの形成に就て

　本四0．25gを宿取し前記と同標にピクロ・ナ己ト生成法を行ひ蒸登乾燥後純アセ

トンにて浸出し其透明溶液よリアセトンを鰹例し残渣を少量の純酒精に溶解し多量の

エーテノンを加ふるに沈澱物を析出せす，アセトγ浸出残渣は之を純酒精に溶解し約3

倍容量のエーテルを加ふるときは類自色二士の沈澱を析出す之を寸心分離し乾燥する

に0．23gあb之を更に純酒精に溶解しエーテノソにて沈降精製するときは類白色の粉末

を得べく其組成次の如し

　　　　分　　析

物質

同

亭均

物質

同

割均

0．00480g　　炭酸0．00740g　　水分0．00330g　　C％42．04

0・003429　炭酸0・005259　水分0・00250g　C％41・86

　　　　　　　　　　　　　　　　　C％41・95
0・005859　窒素0浮5ccm（防塵765　mm，18・0。）

0・007359　窒素0・92ccm（氣睡764　mln，20・0。）

C17H37：N50∬　　　　として理論数　　　C％41・86　H％7．65

　　　　　（3）硝酸による酸化に就て・’

H％　7．64

H％　8．12

H％7β8
N％14．60

N％14．10

N％1435
双％14・37

　本品0・2gを秤些し濃硝酸5ccmを加へ重湯煎上に加熱し逡に召出乾洞の後純黄色、

の淺渣を稀硫酸に溶解しエーテノンと共に振賦するに僅微の轄溶成分あう依てエーテノγ

を蒸散の後之にピリヂンを加へてビクラートの形成によりてピク2ン酸の生成を搬せ

しに陰性の結果を得たり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　（4）盤酸による加水分解に就て

　本土0．1gを秤白し2％藍酸50　ccmに溶解し之を数時間加熱するに冷後結晶性物
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質を析出せす依て盤酸の濃度を約4％となし更に数時間加熱するも亦然り

　上記の試験成績に徴するに著者の得だるゼオスフラクチオン製品は鈴木文助博士47）

の得られだるビオスと其組成，化學的性状等に於て著しく相違し全く別種の物質なる

こと明かなり，爾ほ前記ヅィタミンフラクチオン製品よリピクロ・ナート製出の際得

すZる純白色のピオス性物質も亦同博士の夫れと異なり且つ著者の雨製品も亦組成を異

宅こするを認む是に依りて観ればビオス性物質はファノレマー49，ミラー49）及ディース氏開）

等の指摘する如く輩一のものにあらざるべきを思はしむ而して著者の得すごる爾ビオス

製品はビクラート及ピク”・ナートを形成せす之れフレンケノγ及シュヴ。ノγツ爾氏31）

が酵母の醗酵作用促進性物質の抽出に際し之れが精製法としてピクロ・ン酸を用ひピ

クロ・ナートを形成する部分は酵母に樹し無力の物質とせられナこるこい全く一致せ

う

　ゼオスフラクチオンの銀沈澱を分離せる濾液に更に固形バリットを加へて飽和せし

め次でアノレギニンフラクチオンに属する銀沈澱を分離し常法によりて分解し之を炭酸

盤として濃縮し酒精にて庭下して無機性物質を除去し赤褐色エキス朕の物質（F、6）少量

を得す釣試に其一部を取り約ユ0％水溶液となし60％酒精に飽和せるピク官・ン酸

溶液を加ふるときは黄色三三の沈澱を析出す之を分離し乾燥後純酒精に溶解しエーク

〃にて沈降精製し其精製ピクロ・ナートを更に純アセトンにて再三浸出精製せるもの

に就き種々の溶測を用ひて結晶せしめんとせしも遽：に成功せざりき

ア・曜ニジ・ラク殖ン紛別せる濾液購硫酸にて中和し刻・硫化水素を通じて

過剰の銀を除去し減塵濃縮し酒精にて硝酸バリウムの大部分を除き酒精を瑠去し硫酸

1にてバリウムを去りたる後其濃度を5％となし燐クォノンフラム酸溶液を加ふるときは

多量の黄次色紫歌の沈澱を析出す之を常法の如くノ“り。トにて分解し過剰のノ“り。ト

を炭酸琵斯を通じて除き次に稀硫酸にて精密にバリウムイオンを除き炭酸琵斯を通じ

つ、濃縮し舎利別状となし之を95％酒精に溶解せしめ之に純酒精を注加するときは

多量の澄黄色の沈澱を生歩之を純酒精にて洗溝し乾燥するに淡榿黄色の粉末（F、7）18．5g

’を得ナこり

　本品29を秤取し純木精約10ccmに溶解し之にピクリン酸適量を加へてエキシカ
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一トノン内にて蒸登乾洞せしめ之を純アセトンにて庭回するときは易溶性部分と比較的

難溶性部分とあり後者は黄色の粉末にして0・8gあり，可溶性部分は之よリアセ←ソ

を瑠去し純酒精に溶解しエーテノγにて沈降せしむるときは黄色粉末状に沈降し之を逡：

心分離し乾燥するに0．959あり，之に就き種々の二二を以て結晶せしめんとしπる

も成功せざbき

　次に本誌0．59を秤取し水5ccmに溶解し之にピクロ・ン酸の60％酒精飽和溶液

を加へ沈澱を析出せざるに至りて之をエキシカートノレ中に乾燥したる後之を純アセト

ンにて浸出し不溶残渣は再び水溶液となしてビクロ・ン酸溶液を加へて三三に庭理し

こあ操作を3同反覆しアセトン浸出液を合し之よbアセトンを瑠回し乾燥残渣をエー

ラノγにて腱理して完全に可溶分を別ち乾燥後更：に純アセトンを以て慮理し之を易溶性

部分と鞘難溶性部分とに別ち前者は之をエキシカートノン中に放置するに黄謁色不整形

の結晶性物質を析出し難溶性物質は之に微量の水を加ふるときは速に溶解し後澄黄色

針歌の結晶（寓翼第15圖参照）を析出す・本品は255－258。にて熔融し18・71％の

窒素を含有し其ピクロ・ン酸の含量は69・37％に該肥す，本品は其結晶形並に窒素及

ビクロ・ン酸め含量ペタインのビク・・ナートに最もよく一致するが如きも＾ミタイン

の融職は200。なるを以て果して同物質なるや否や確實ならす

　前記純酒精沈澱物を濾過せる透明溶液に約3倍量のエータノンを加ふときは更に樫黄

色の沈澱を析出す之をエーテノレにて洗ひ乾燥す全量7・39（F・s）にして引灘性を有す

　本品2gを秤訂し前記と同一方法によbてビクラートを生回せしめ乾燥後純アセト

ンにて虜証して其可溶部分より結晶を析出せしめんと試みだるも能はざりき

　次に本品0．59を忌忌し前記と全く同一方法によりてピクu・ナートを生成せしめ

純アセトン易溶性部分より黄褐色不整形の結晶性物質，精難溶性部分より黄色針朕結

晶性め物質を得ナ的，本結晶は294－298。に於て黒鍵熔融し18．64％の窒素を含有

す其ピクロ・ン酸含量は70・43％に二三す本四も亦ペタインのビクロ・ナートに稽一

致するも融瓢を異にするを以て未だ分明ならす

　前記純酒精及工一テノレの注記によりて析出せる物質を分別せる濾液より酒精及工一ニ

タルを亭亭するに特異臭を有する褐色二二のエキス（Fゆ5gを得セリ
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　本品約1gを秤取し10％水溶

液となし60％酒精に飽和せしめ

ナaるピクリン酸溶液を徐だに注加

　　　　　　　　　　　　　　　　　4
するときは暫時にして黄色柱朕の

結晶（腐眞第16圖参照）を析出す

之を遠心分離し一門チノンにて洗ひ

硫酸エキシカートノレ中にて減座乾

燥す，其融鮎238－240。なb

　右ピクラートの一部を取り純ア

セトンに溶解し再結晶を施すとき

は美麗なる黄色柱歌結晶（泊船第

17圖参照）を析出し之をエーテノレ

にて洗ひ乾燥後面血塊を面するに

240。なり之を眞塞内100。にて乾

燥恒量に達せしめ原素分析を施行

せるに次の如し

　分　析
　物質0ρ0682g炭酸　0，009991水分　0．0028g

　　　　C％39．58　H％4．56
　同　　0．00580g炭酸　G．008597蚤く分　G。0027g

　　　　C％　39．96　　H％5．17

　亭均　C％39・77H％4・S7
　　　　C5Hユ4NO・C6H2N30ワ　としず（理論籔

　　　　C％　39．75　　Hタ6　4．82

　物質⑪。00699窒素1・Occ・n（氣腿…763m皿，

　　　　1go）　　N％　16．3S

　同　0．00339窒棄0・48ccln（氣曜i　764mm，

　　　　180）　N％16．54

　亭均　　　　　　N％16．46
　　　　C5H14NO・C6H2N307　とし｝て理論籔：

　　　　　　　　N％16・86

　自口ち：本ビクラートはコリンピク

ラートなり

　以上の化一酌瞼索の行程を表示

すれば右の如し
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、

　　　　　　　第四節　アセトン不溶燐ウォノレフラム酸沈澱の御惚に就て

　　アセトン不溶部分をアセトン水（アセトン4分置水3分）にて庭理し可溶部分と不

　溶部分とに匠別す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　A　アセトン水可溶部分の鴨脚

　　常法に從ひ・“リト。トにて燐ウォノレフラム酸を除き炭酸鯉として濃縮するに甚しく泡

’起性なるを以て藁座濃縮法を蔑し扇風機を用ひ低温にて濃縮し硫酸エキシ四温トノン中

　に乾臨せしめ褐色の粉末（F4。）70gを得πb

　　盗品は酵母の増殖促進性を有するも鳩の特異疾病に樹し全く無効なう

　　本品60gを取り硝酸舟性水溶液となし硝酸銀溶液を加へてプリン沈澱を析出せし

　め以下常法に從ひ銀分別沈澱法を行ふ，其プリンフラクテオン製品は炭酸盤として濃

　縮するに褐色のエキス（Fの3gを得すZ）

　　次にヒスチ・“ンフラクチオンに移行する成分は之を炭酸豊として濃縮し乾燥後90

　％酒精にて腱祝するに灰色不溶性物質（F42）0・2559を残留し90％酒精可溶分は之に

　エーテノγを加ふるときは架朕の沈澱を生じ之を遽心分離し乾燥するに褐色の粉末（F、3）

　1．3gを得ナzb，本品は鳩に聴して全く無効にして酵母の醗酵作用を躍進す，酒精工一

　テノγ沈降母液はエーラノン及酒精を鋼去の後濃縮し褐色のエキス（Fゆ0．7gを得ナZリ

　　ヒスチ・’ンフラクチオンを分離しすこる後アノγギニンフラクチオンに移行する成分を

　炭酸豊として濃縮し80％酒精にて庭目するに全く溶解し之にエーカレを贈呈すると

　きは次白色架状の沈澱（F、・）を析出す之を遽心分離し乾燥するに2gあり其酒精工一ノレ

　性母液は濃縮の後エキス（F46）となすに0．59あり

　　前記アノγギニンフラクチオンを分離せる後の舞液は常法によリリジンフラクチオン

　に移行する成分を炭酸臨として濃縮乾醸し90％酒精にて腱負し其可溶部分にエーク

　ノレを加ふると琴は類白色の沈澱を析卜す之を蓮心分離し乾濠す類白色の粉末（F、7）2．31g

　を得回り，90％酒精不溶の成分は更に之を80％酒精にて塵理し其可溶部分にエー

　デノレを加ふるに沈澱を析出す之を蓮心分離し乾燥し帯褐白色の粉末（F、，）2，936gを得

・ナzb，次に80％酒精不溶分は75％酒精にて雨露し其可溶分をエーカレにて沈降せし

　あi類臼色の粉末（F、）0．4259を得すzb，75％酒精不溶分は更に60％酒精を以て庭理す
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は鳩に話し全く無効なb，次にアノγ一盛ンフラクチオンに激て黒褐色のエキス（F紛1g

を，リジンフラクチオンに於て黄色粘稠性のエキス（F、め5gを得たり

　之等各製品に封ずる酵母の醗酵作用促進性試験成績は後章に穿て一括表示するが如

し

　叙上の化學行程を表示すれば前式の如し
　、

　　　　　　　第五節　燐ウォノγプラム酸沈澱の母液の庭理に就て

　燐ウォノンフラム酸沈澱を濾別せる母液は酸化鉛にて中和し濃縮後75％酒精にて連

理し無機臨類の大部分を除去し酒精を鱈逸し次に選点溶液にて硫酸等を除去し硫化水

素を通じて微に過剰の鉛分を除きたる後濃縮し褐黒色ターノン機稠度の物質（F、7）約500g

を得たb

　　　　　　　　　　　　　　第三電　総　　括

　上記国章に於ける研究成績に曝しては第二編と同一方針に從ひ其都度之れが結論を

叙説しセるも今更に各章に亘b其最も圭要の瓢につき之を総括すれば次の如し

　本編に於ける系統的研究によらて米糠中の抗碑経炎ヴィタミンは全部硫酸水銀によ

，りて沈澱せられ其濾液の全く無効なることは確實に立謹し得把りと信ず但し米糠の水

浸エキスを酒精にて精製しす護る後直ちに硫酸水銀を慮卒したるを以て種たの不純物も

亦化學的並に器械的に共に沈澱せられすこり故に豫め鉛糖，鉛酷を以て不純物を除却し

ナZる後本法を慮用するを以て最も得策となすべし，既述の如く先人ユ6）鋤は硫酸水銀を

用ひて爽雑物を除去せられ著者の成績と正反封の現象を呈せり之れ蓋し先人は極めて

短時間内に析出せる沈澱を濾合せるものなるべく著者も亦該試藥混和當初に於ける沈

澱は圭として不純物を包含しヅィタミンは之等爽雑物による沈澱析出後徐々に析出す

るものなるべきを思惟するものにして將來の研究によbて之を關明せんことを期す

　米糠申の抗紳虚血ヴィタミン或は水溶性Bは之れが抽出に際し銀フラグチオン法を

施すときはヒスチ“ンフラクチオン申に移行すること曝フンク氏を始め東西諸多の學

者によbて立謹せられセる所なるを以て著者は抗魚雷炎ヴィタミンの検索に差しては・

専らヒスチ・’ンフラクチオンに意を注ぎたりと錐も一部學者伽ユ）によりてはプソンフ

ラクチオンも亦有効なるを報告せられたるに鑑み硫酸水銀沈澱に於けるプリンフラク
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チオン中の各成分の槍索に醒しては通例雁服せらる、所のクリューゲノレ及ラ’鼠毛ン爾’

氏52）の方法に擦ら宇硝酸銀化合物より銀を除きて硝酸藍となし直ちに動物試験を施せ

り帥ち珊珊沈澱の母液より得たるプリンフラクチオン製品につき之を鳩に試験せるに

有効ならす依て鉛節事鉛酷沈澱に於けるものは与れが試瞼を省略せり而して硫酸水銀

沈澱成分中アノン繭篭ン及リジンフラクチオンに移行するものは極めて微量にして動物

試験の雀型なかりき斯くして：米糠中の有効成分は硫酸水銀沈澱中に移行し次に鉛糖及

鉛酷を以て之を庭尽するときは其母液中に残存し更に銀フラクチオン法を行ふときは

ヒスチ・“ンフラクチオン中に移行濃縮せらるべきを確定し得たり故に著者は該7ラク

チオンを以て特にヅィタミンフラクチオンなる名画を附して之を分類せり

　出立による沈澱中酸性又は中性反魂に於て析出するものは不純物なることは諸寸止

の一致する粗なるも申性より更に進んでアノγカリ性を呈する迄鉛酷を加へ終に沈澱析

出せざるに至るときは有効成分も亦一部沈澱せらる、虞あるもの、如く不純物除却の

目的を以て鉛酷使用の場合には多くは弱酸性叉は中性を以てしアノンカリとなるを忌む

ものなるも果して如何なる關係を有するや未だ剣明せざるが如し，緒論に述べし如く

最近レヴィーン及ホーヅェン爾民14）は酵母中の水溶性Bは鉛酷によりて沈澱せらる》

を報告せb然ムに著者の成績に徴すれば微量の抗整経炎ブィタミンは沈澱せらる》も

大部分は不純物にしてレヴィーン氏等の施行せし如く之を以て有効成分の沈澱濃縮に

鷹観することは思ひもよらざるべし如此彼我其成績を異にする所以のものは酵母と米

糠中の抗紳経炎性物質は其性朕を異にするか若くは抗紳奇士要素と水溶性：Bとは別種

の物質なるによるか曝者其何れかなるべきを思考す

　既述の如く鳩の白米病に易し最も有効なる結晶性ピクラートを得だるはシーデノレ8）

氏にして同氏は酵母を原料とし95％アセトン（5％の水を含有す）を以て有効成分の

ビクラーートを精製、し以て其可溶部分より最も有効なる融監160。，C6H・，0・N、・C・H・0・N・

の組成を有するものを分離せり，著者はヒスチ“ンフラクチオン以外の他のフラクチ

オンに於ける成分の結晶性ピクラートを得ナこるも著者の命名せるヴィタミンフラクチ

オン製品よりは終に結晶性ピクラートを得るに至らざりき然れども其最も器品と認む

べき無甲形ビクラートは198。に熔融しClgH，205N7・C6H307N3の組成を有し其事鳩に
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謝する効力はシーデノレ氏の夫れに殆ど匹敵し得べしと信ず絃に煽て著者は或は酵母と

米糠中の抗赫経炎性要素は別種の物質なるやも計b難きを思惟するものなb而してシ

ーヂノレ氏のピクラートはエッヂー氏等53）の試験によれば野鼠の生育に樹し著しく有効

なり著者の得ナこるものも亦幼鼠に樹して有効なうや否や不明なb之等は後日の研究に

・より・て解決せんことを期す・

　抗紳脛淡性成分のビグロ・ナー．トに關する二二は殆ど絶無なb著者は抗鳥山炎ヴィ

タミンにしてピクロ・ナートを形成せぱ最も都合よく若し然らすとするも之にようて

多量の不純物を除去し得べく何れにしてもビクロ・ン酸によりて精製し得べきを思ひ

前記ビクラートと同時にビク・・ナー・トの製出を試みセるに有効なる結晶性ピクロ・

ナート及無言形ピクロ・ナートを得たり而かも本操作によりてピオス性物質を完全に

．分離し得たるを以て將來多量のヴィタミンフラクチオン製品を得て一層深刻に精査せ

ぱ或は其有効晶晶の本四を圃明し得べきにあらざるか帥ち之に罰し一縷の光明を認む

乏云ふも敢て過言にあらざらるべし

1｝硫酸水銀沈澱母液は鳩に樹しては無効なるも其燐ウォノンブラム酸化合物のアセトン

可溶分よb得ナこるヒスチ・ツフラクチオンに厩する成分は酵母の醗酵促進性極めて張

烈なるを以て著者は該フラクチオンに野し特にビオスフラクチオンなる三二を附して

分類せb

　成書によればプリン旧基，ヒスチ・“ン及カノソノジン等は硫酸々性溶液中硫酸水銀に

よりて沈澱せらる、もアノレギニンは然らす其他リジン及コソン等所謂リジンフラクチ

オンに移行すべき物質は硫酸水銀によりて如何なる關係を有するものなるや全く不明

なるが如し然るに今之を叙上の成績につきて鑑査するじ米糠の水浸エキスの成分中り

ジンフラクチオンに属する成分は殆ど全部硫酸水銀沈澱の母液中に残留し硫酸水銀に

ようて沈澱せられざることを知蜘り即ち各クラクチオンに禁ける牧得量を表示すれば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
弐め如し

　　　　　　　　　　　　　　プ　リ　ン　　ヒスチ｛ン　アルギ昌ン　リ　ジ　ン
　　　　　　　　　　　　　　フラクチオン　　　フラクチオン　　フラクチォン　フラクチオン
　　　　　　　…醐，…｛80％酒精不溶分　　　　13．5g同司「溶分3・929｝…　鯉

　　硫酸水銀沈澱一一錯　酷　沈　澱　　　　5．Og　　　　　　．2．89　　　　　2．Og　　　微　丑

　　　　　　　一鉛酷沈澱母液　　　 、8．839　　　　　　　13．6g　　　　　　僅　微　　　　微　量
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　　　　　　　　　　　　　　　プ　リ　ン　　ヒスチごン　アルギiニン　リ　ジ　ン
　　　　　　　　　　　　　　　フラクチオン　’　フラクチオン　　フラクチオン　フラクチオン

　　　購難二；：：膿繍卜囎難熱｝筆驚
　　　澱　　一アセト。水不溶分　α29　　　2．09　　1．09　5ρ9
　　以王の事實はプリン盤基及ヂアミノ酸等の分離上大ひに有要なるを認めしむ殊に抗

　紳経炎ヴィタミン製品の治療広幅用に際してはコリンの如き有害成分を爽難ずること

　は最も忌む所にして之を除去するには普通銀フラクチオン恒等によらざる可らざるも

　該注は糖分等還元性物質を爽雑するときは鷹謝するを得す且つバヲ。トの如き強塵基

　を用ひアノレカリ性に当て作用せしむるが如き鮫鮎あるも著者の硫酸水銀注は之等の不

　便なく容易に極めて有効なる製品を工面得し得るの特徴を有す但し有効成分を沈澱せし

　むるに梢長時間を要するは本法の不便とする所なるべし

　　　　第四編　米糠中の各種成分に封ずる沈澱反古敢に呈色反磨に關する紐究

　　　　　　　　　　　　　　　　第一葦　緒　　言

　　從來抗憩経炎ヴィタミン或は水溶性ヅィタミンBの呈色弓懸として唱へられすZるも

　　の頗る多しと錐も未だ適確なる固有の心慮と認むべきもの一もなし著者は既に第127＞

　及第2同報告28）に於て硫酸々性にて燐ウォノレフラム酸によりて多量の沈澱を生じフォ

　　フン・マカラム氏尿酸及フよノーノレ雨蓋慮を鮮明に生起しミロン新論鷹及ヂア。オ反懸

　　を呈せざる製品は大葬に於て鳩の多登神経炎に奇して最も不純物少なき有効品と認む

　　べく純度高まるに從ひ前記尿酸反鷹は寧ろ微弱となるべきを述べすこり盛時の試験に供

　　用せし製品と今日の乾れとは勿論同一に論ずる能はす其精粗純雑の程度に於て格段の

　　差異あり且つ今立供試の振幅は米糠中の各種成分を可及的軍一なるクラクチオンに系！

　　統的分離を行ひナこるものなるを以て各フラクチオンに就き有効要素に樹し最も近似せF

・　るもの、沈澱反慮及呈色自盛を戯し以てゲィタミンBとビオス成分拉に其他の附随す

　　べき各種成分との智歯を明瞭ならしめ斯くして抗紳経炎ヅィタミンの特異反磨に直す

　　る新生面を開拓せんと試みナこり

　　　　　　　　　　　　　　　第二章　試　験　方　法

　　　著者の慮用しセる沈澱反町及呈色反慮次の如し

　　1．沈澱反磨
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　1．野冊ノレフラム酸反巴町液1ccmを取b　IO％稀硫酸1－2滴を加へたる後

燐ウォノンフラム酸溶液（5％硫酸水に10％の割合に溶解せるも⑱）を滴下し沈澱の生

否及多少を槍す

　2．昇蒙弓懸　複液1ccmに5％昇蒙溶液を滴加し沈澱の生否及多少を槍す

　3，酷酸水銀反回　槍液1ccmに5％酷酸水銀溶液を滴記し沈澱の生否及多少を検す

　4．タンニン酸反慮　槍液1ccmに10％タン戸ン酸溶液を血痕し沈澱の生否及多

少を硬しすこる後之に1％酷酸2－3滴を加へ沈澱の溶溝するや否やを検し若し不溶の

場合には更に1％塵酸2－3滴を添加し再び其溶消するや否やを槍す

　5．　ドラゲンドノレフ氏反回槍液1ccmを硫酸々性となしドラゲンドノレフ氏試藥

を滴加し沈澱の生否及多少蚊1＝其色相を楡す

　6・マイヤー氏糖蜜　槍液1ccmを取b稀硫酸にて弱酸性となしナZる後マイヤー

氏試藥を滴喧し沈澱の生否及多少を醸す

　7．　フェーり・ング氏反慮　検液1ccmを取りフェーリング氏第1及第2液同容量を

混ぜるもの適量を加へ之を煮沸レ赤色沈澱の生否を博す

　2．呈色反慮

　ユ．　フォリン，デニー氏尿酸反慮　槍液1ccmを取り之にフォヲン，デニー氏尿酸試

藥1ccmを混和し飽和炭酸ソーダ溶液3－5ccmを加ヘアノγカリ性となし藍色の現出

するや否や蚊に其呈色濃度を槍す

　2．フ」ン，デニ心血フェノーーノレ反慮図心1ccmを取b之にフォリン，デ昌一一氏

フェノーノγ証明1ccmを加へ次に飽和炭酸ソーダ溶液3－5　ccmを加ヘアノγカリ性に

’：於て藍色を現出するや否や拉に其呈色濃度を検す

　3．　ミロ：ソ一反慮三面1ccmにミロン氏二心を滴直し沈澱の生論及多少を検し

次に之を煮沸しセる三更：に硝酸1滴を加へ以て二三紅色の呈二三に沈澱の溶漕するや

否やを回す

　’4・ヂアツォ反慮　槍液1ccmを取b1％ヂアツォペンツォーノγスノレフォン酸溶液

を加へ稀薄アノγカリ漁液を以てアノンカリ性となし2分間の後呈色及泡沸状態を槍す

　5．ビクレ》ト反懸餓液1ccmを取b　10％カソ二丁1一2滴を加へ次に1％

硫酸銅溶液1滴を加へ色相の層化を検す
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　6，コ。セノレ氏反日　検液1ccmに適量の亜鉛及璽酸を加へ水溶上に30分間温め

たる後アノンカフ性となし赤色を現出するや否やを険す

　7．　ムレキシド反慮　槍液1ccmを盗皿に取う硝酸2－3滴を加へ水浴上に蒋螢

乾澗しナこる後アム毛ニア水を六一し呈色状態を槍す（陽性のときは紫紅色を呈す）

　8．　フィデノン氏反慮　櫨液1ccmを丁丁に取り適量のクローノ〆酸カソ及盤酸を加

へ水浴上に蒸謡講噛しアムモニア水を以て潤ほし呈色朕態を櫨す

　9．ワィノレ氏面懸槍液1ccmを取り稀薄カリ漁液を以てアノンカリ性となし0．1％

二’gロブノレシ。トナトリウム溶液2－3滴を加へ呈色歌態を槍す

10．ニンヒドソン反鷹膿液1ccmを取り0．3％ニソヒドリン溶液ユー2滴を加へ

て2－3分間煮沸し呈色状態を辞す

11．　フノレフローノγ反懸　槍液1ccmに濃厚のフノレフ匹田ノン溶液を加へ宝徳々性とな

し呈色状態を検す

12．クヌーープ氏反施1玉液1ccmにブ・一ム水1ccmを加へて加熱し呈色状態を槍す

13．ホイラー及ヂ．ンソン氏反慮　槍液1ccmにブローム水1ccmを混じ次に遇剰

のバソ。ト水を加へて呈色の有無墨壷濃度を楡す

　　　　　　　　　　　　　　第三章試験成績

　前記米糠中の成分を各フラクチオンに分別せるものをα1％溶液となし之に就き前

　一書量器慮を試験したるに弐の成績を得たり

　　1．バリット母法を紅蓮し各フラクチオンに分別せるもの（第＝編第三章製品）

二本試験に於てはフェーソング，コッセノン，ブイデノン，ワイノン，フノンフローノン，クヌープ及

ホィラーヂ．ンソンの諸三鷹は何れも陰性を示せるを以て次の成績表中之を省略せり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反　　　癒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミロ　ヂア　ビウ　ムレミン．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・氏・・撫辞冨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　反慮　反応　反　　反懸反塵
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�

　オリ
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Q反
�

　　7オ　リフオリ　　　ンデニンデニ轟

・1痕園・1璽議一 痕H一囲廿浄ト匿まト1－1一
・トH・1－1 一トH・1・1・トト1－1－1一
痕1一国一1 一国i司司・レー魔主1－H一

τi不明H・1一［・陣H－1門司・1司雛1■・ト
・1痕　1－1＋1一　｛　一　／－i痕1－i世1＋　i＋　1極　微i篭　圭1－　i骨1一

事H月■ トトH司司極蝿主ト1司一
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二二
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フ　オ
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反慮
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リン

第2
反慮

フオリ
ンデ昌

一氏尿
酸反魂

フオ　リ

ンデ昌

一氏フ

エノー
ル反：慮

ミロ

ン氏

反慮

ヂア

ツオ

反慮

ピウ　ムレ昌ン
レッ　キシヒド
ト反一ドリン
鷹　　反雁反麿

引痕H＋ 一 H・H・1・1・ 1－1鑑亡ト国・
馬i ・H・1門戸．1 十 H痕H・国・ ト酬一圃一
軸 ・H・1一 一 一一一黷P＋一国壮廿 一1鷲芒H極微1一

馬L山野購r 痕國・H・1・1・ 一魔芒トH極微

＋＋ 炎d．i・ t＋1一［一1極微1廿　1＋ ト酬一H燦
・1一国鯉齢1・ H・H・陶i極捌 一H－H一

馬1・H＋卜 H痕H一擁極 微1－1－H＋
引出一1・1■直鹸H痕1－H・1刊一1■一！一ト
桐・1－H引出一一H－1極締微■一ト陣卜
璃・「・H痕1一［痕1－1・H－1極微ト1－1一鰍H一
・・8［司一国盟劃一十i－H極千丁1－1■■・1一
・・gi痕1－1・1－1・1・i－H甘1司州・1響1－1†什【一
F20　　i　　痕　　　「　一　　1　＋　　1　　　－　　　　1　　　　痕　　　　［　＋　　【　＋　　［二線1　1iレ　　i　　　構　　　1　　　†廿　　　i．　一H－　　　1藍　　　芒i　　　－　　　　i　†i－　i　一

馴劃一H－1一十H極微1司司一魔±［一ト1一
針刺一国一1一一国一1圃司州一1馨1■ヨー
刷・卜1・憾．巨1一國一1一遍州■藍芒1■一丁

F27Al　i什　1－　1痕1　－　　1　　－　　1－　1－1－　1－　1極線微1極緑微i　－　　1藍　　芒i　－　　i－i一

・…1・トト 一1一［一H－H極微1極微1－1甑芒1－H一
・・81・トH三二．1箒＋黄［・1痕H一応1極微柱隠古1一ト「τ

刷・1－H藤．i帯＋黄H－1－H極微i極微1一魔芒i極微ト1一
・・。【廿u痕国瞼劃寸什i一トH－1極微1極釧一匿芒i・1－1・紫

　【二二巳】沈澱反町中（土）に痕跡，（＋）に少量，（廿）にヰ量，GtDに多量・（柑）に極めて多量の不為表にしタ

ン昌ン上反下欄中「醗酸一」はタン昌ン酸による沈澱の酷酸添加により七二する々示し至れが肥載な駅くもの

に何れ．い容滑ぜざうものにして更：に「騨菱一」に甘酸添加にタリ》（溶澗し「聾酸＋」に溶滑ぜざうな示すもの

とす

　呈色反庶に其呈色の程度によりて之祉四階級に皇別ぜり印ち（±）に極微（＋’）に淡色，（サ）は著：明，（冊’は濃．

色，（柑）濃暗色な示す

　フォリン第一・反1意に燐ウガルフラム酸沈澱二二な賦験し？ころ後之に炭酸ソーダの紛末な加へて飽和ぜしめた

る豚生聴する藍色反慮叉フォリン第二反慮に夏に之に燐モリブデン酸少量為添加し†上る揚合に於ける藍色反感

にして第127）及第2同報告恥に於て試験ぜろと全く同糠なり

　　　　2．硫酸水銀を引用して各フラク手オンに分別せるもの（第三編製品）

硫酸水銀を慮白して各フラクチオンに分別せる全化學的行程を表示すれば次の如し

、

’
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‘前記各フラクチオンに就き施行し得だる成績次の如し但しフエーリング，ワイヂノγ，

ワイノγ及フノレフローノレの4反慮は何れも陰性を示せるを以て之を省略せり
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F28A　にビクラート研究其の二純酒精難溶性ビクラート④

　F28B　にピクラート研究其のこ一瓢198－200。のピクラート⑧のピクリン酸定量の一得テころ分解物・

　F28c　にビクラート研究其のニアセトンにて精製ぜろ融黙198。のビクラート⑥

　F28D　にビクラート研究其のニビクリン酸と結合也ざろ部分⑪

　F28E　にピクロ、ナート研究其の二結贔性ビクロ、ナート

　馬8F　ピクロ、ナート研究其の一アセトン可溶分よリエーテル沈降製ビク貢、ナート④

　F28H　にピグロ、ナート研究其の一ピクロ・ン酸と結合ぜざろ物質⑧

　F36ム　にピクラート

　馬6BIにピクロ、ナート
　F3gA　はピクラート

　　　Aに酸性白土吸著製品の95％酒精可溶分
　　　：Bに雨記95％酒精不溶残澄なbO％酒精に”（浸田刷るもの

　　　Cに80％酒精不溶残渣な60％酒精にて浸田ぜるもの
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　　下記慮の成績に封ずる記號に前需巳バリット鉛法に於けるものと同様なり

　　　　　　　　　　　　　　第四葦　線　　括

　上記の成績に從ひ各反慮を観察すれば次の如し

　1・燐ウォノγフラム酸本試験によりてはヅィタミン以外ヘキソン璽基，ズリシ其他

多くの有機睡基も亦沈澱せらる、を以て該沈澱の多寡のみによりて直ちにヴィタ・ミン

含量を批判するは危瞼甚だしきも三品にして本試藥によりて少しも沈澱を生ぜざると

きはゲィタミン含有につき疑を存し得べし

　2．丁丁　有効フラクチオン製品の本試藥によりて沈澱せらる、關係匿々にし他の

不純物も亦沈澱せらるもの多く判定．上下振すべきものなし

　3．酷酸水銀，タンニン酸及ドラゲンドノ〆フ氏試藥　有効成分は之等の試藥により

て殆ど常に沈澱せ’らる、も他の不純物も亦同様に沈澱せらる、もの多し故に平等筆下

によりて陰性反影の場合にはヴィタミン含有につき疑を存し得べし

　4・マイヤー氏試藥　ヴィタミンフラクチオン製品は本試藥によりて沈澱を生じ他

のフラクチオン中之により沈澱せらる、もの少なし故に本試藥によりて陰性下下の揚

合にはヅィタミン含有に付き疑を存し得べし

　5。フォリン，デニー氏試藥　平氏の尿酸及フェノーノレ爾反懸はヴィタミンフラクチオ

ンの外大部分のフラクチオンに於ける成分も亦等しく陽性反慮を呈するを以て平定上

殆ど慣値なきもの、如し

　6・ヂア。オ反慮本一国はヅィタミンフラクチオンに於ける製品も亦之を生起すと

雛も之を精製するに從ひ漸次減退するもの、如くなるを以て本学癒は恐らく不純物に・

因るべし然れども本四慮は極めて鋭敏にして極めて微量の不純物によりても尚ほ陽性

反慮を呈するを以て本丁慮によ）て直ちに野鴨を決定し難し

　7。ミロン干反癒　本反憾を呈するものは不純物なりヅィタミンB性成分は之によ

うて白重を生するも赤色を呈せす

　8，ビウレット，コッセノレ，クヌープ及ホイラーデョンソン氏子懸　ヴィタミンB性成

分は之等の反回を呈せざるも爾他の各フラクチオン中本反回を呈するものも亦極めて

少なし故に下等の諸反慮は列タミンB鑑定上慣値なかるべし

　9，フイデノレ，ワイノン及フノンフローノレ反町各フラクチオンの成分は何れも陰性反

癒なり故に之等の雪辱慮はブィタミンB鑑定上殆ど其用をなさす
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10．ムレキシード反切　本反撃を呈するものは不純物なるべし

11．ニンヒドリン反慮　ヅィタミンフラクチオン製品は本試藥によりて紫色を呈す

るも其ぜクロ・ナートを分解し遊離せしめナこるものは之を呈せざるを以て本反回は或，

は不純物に基解するものなるべし然れども他のフラクチオン中類似的慮を呈するもの

は比較的僅少なり故に極めて精製せられナこるものにあらざる限り本鴨脚によbて紫色

乃至赤紫色を呈せざるものは寧ろヴィタミンB含量僅微の疑を存し學べきを馬脚す

12．フォリン第1及第2反慮　第127）及第2同報告聡）に於て試験せる爾反回は前記

みリン，デニー爾氏の尿酸及フ。ノーノγ雨反隈と殆ど同様なるべきを思ひ硫酸水銀を

節用せる各フラクチオンに劃しては専ら後の2反底のみを用ひπるもバリ。ト旧法に於

ける各フラチオン製品に即しては爾者を併用せしに三者多少其赴きを異にせるを誕め，

ナめ帥ち欄豊中フォリン第1反慮を生起するもの極めて少なく之に反し第2反慮は多

数のフラクチオン之を呈せり而してヅォタミンB製品は其純度高まるに從ひみリン第

・一ｽ懸及フォリン，デニー氏尿酸反惚は次第に陰性となり最も純粋のものは終に第2反

癒及フォリン，デニー氏フェノーノン反慮も亦極めて微弱となるを認む故にフンク氏の如

く之等の反慮は寧ろ爽雑物に起因するものならんか

13．ネスレノレ反回　本反慮は・“リット鉛法を慮平せるフラクチオンのみにつき平野

せるを以て直ちに之を断定し難きも本試藥による沈澱は圭として不純物に蹄3べきを

思考せしむ

　之を要するに以上の諸平声中抗憩経炎ヴィタミンによる固有反慮と認むべきものな

し然れども燐ウォノγフラム酸，酷酸水銀，タンニン酸，ドラゲンドノンフ草戸及マイエノソ

試写によ6て沈澱生成の有無及多少等の朕況を堆し次でフォリン第1及第2反慮，デ

アッオ反慮，ミロン氏反響，ムレキシード反慮並にニンヒドリン反響を辞するときば

一槍品今一紳経炎ブィタミンの多少並に純雑の程度を油汗し得べきを信ず

　ぜンドラシク氏‘4）はヅィタミンBの固有反照としてフェリチアシ鐵反慮を報告せり同

氏はヴィタミンBはミロン氏反慮及り一＾ξノンマン君命慮を呈せざるを以てフェノーノγ類

にあらすとの前提の下に同反響を提出せしものなるも・㍉ソノ。フ氏暇）及レヴ．イ

ン氏57）58’はヅィタミンBの固有反慮にあらすしてフェノーノン類の一般早馬なることを

謹明し殊にレブァィン氏は多歎のソェノーノレ類を試瞼したるに或者は同反慮を呈せざる

義のあり叉フェノーノレ以外の物質に’して該反慮を呈するものあることを認めナab此の
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層目を以て著者は終に同反慮を試瞼するに至らざりき

　　　第五編　米糠中に於ける各成分の酵母の醗酵作用促進性に關する研究

　　　　　　　　　　　　　　第国章緒　　言

　ヴィタミンBの特性を有する製品は何れも酵母の増殖，醗酵促進作用を呈し之を

120。以上の高熱叉はアノレカリ及加熱を施すときは容易に鳩に樹する効力を消失する

も酵母に嵩ずる作用は依然として殆ど鍵化なきこと並にヅィタミンB以外にも酵母の

増殖，醗酵促進性を有する物質の存在することは随ふ可らざる博戯なるを以て此酵母

の増殖醗酵促進性物質とヴィタミンBとは同一物質にあらすとせらる》所以にしで

七ってウイリアムズ氏及其他の酵母法によりてヅィタミンB殊に抗神経炎ブィタミンを

定量することは不適當なりと錐もヴィタミン：B型物質の研究に際し各フラクチオレの

生物學的効力を試験する上に於て酵母試験法も冷雨覗し得ざるべきものなるこξは既

に報告せし所なり59）　　　f

　著者は以上の見解に基き前段に於て米糠中の各成分を可及的軍一なるフラクチオン

に舜別せるものに就き酵母の醗酵促進作用を試験し以て抗紳経炎性成舜と所謂ゼオス

性成分との關係を究明せんことを期しだり而してピオス性物質の酵母の増殖及醗酵促

遙作用は其量に比例せす必すオプピチマムの濃度存するを以て其促進力の比鞍に樹し

ては最少最適量を見出さいる可らざること並にフラィシュマン酵母をウィリアムス氏培

養液中に培養するときは微に酵母の増殖を認むるも絡に炭酸の駿生に至らす然るに之

に微量のゼオス性物質を含有するときは漸次増殖し盛んに炭酸を登生し來すこり10歎日

の後終に醗酵停止すと錐も同一菌種に在りても時間に比例して醸酵，培殖を螢むこと

少く甚だしく不同なり故に登育及醸酵の中途に於て之を比較するは甚しく不精確なる

を免れす寧ろ其全く醗酵停止に至る所謂絶樹量に於て比較するを至當と寺べきは之れ

亦銑に報告せり59）然れども酵母の増殖と醗酵の割合は必すしも並行せざるべきは既に

オイラー氏等∂D）6ユ）により指摘せられ著者も亦之を認むる所にして醗酵停止と同時1こ酵

母の増殖も亦最高に達せしや否やは不明なり殊に培養温度の異なるに從ひ盆々複雑な

る關係を來たすべし帥ち30。に於て培養を行ふときは醗酵惇止に到る迄には萢例10

数日を要し此間に酵母は其一部自己消化を來ナこす場合なきにしもあらざるぺし要する
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に酵母の最高増殖量を検定することは頗る困難にして其者定操作も亦容易ならざる手

欺を要し殊に多歎の槍膿を庭理する場合一層甚だしきを以て著者は自己考案の特種の

醗酵管を用ひ醗酵により登生する炭酸を測定するの方法に從へり即ち前述の如くフラ

ィシュマン酵母を用ひ本法を實施するときは劉照管に重ては更に炭酸を登生せす鑑別’

上最も便利なり

，試験方注は前同仁告5”）せると全然同標にして初め各フラクチオンに於ける製品の5

萬分1含有溶液につき一律の下に其醗酵促進力を質量し促進作用強盛のものは更に10，

萬分1，20萬分1，50萬分1，100萬分ユ及200・萬分1等の稀薄溶液につきて試坐し

以てオブチマムの濃度を詳言し其最大促進作用の場合を求めナこり

　　　　第二電硫酸水銀雇用による各フラクチオンに於ケる製品の酵母の

　　　　　　　　醗酵促進作用に就て

　　　　第一節　各フラクチオソ製品の5萬分1含有溶液を以てせる試験

　各フラクチオン製品の5萬分1含有溶液を以て施行せる試験成績次の如し

濡1、2、4、嚢 生　　　炭　　　酸　　　量 （CCm）
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1㍉・61葦手88　88　8　8　8　88　888888888888．9
　1㌔・71毘8子：雪1巷二8§：8　§：9　 8　8　 8　8　8　8　888　8　8　8　8．888目当｝：蓋

以上の試験成績を通覧するに酵母の醗酵作用を促進する物質は極めて多数のフラク

チオン中に禰上せるを認むるも著者が特にヅィタミンブラクチオン及ビオメフラクチ

オン製品として高年せるものは他のフラクチオンに於けるものに比し酵母に墨する作

用言に著しく強力なり依て此爾フラクチ’オン製品につき更：に10萬分1乃至200萬分

1含有溶液につき試験せるに次の成績を得テεり

　　　　　第二節　ヴィタミンフラクチオン及ビオヌフラクチオン製品の

　　　　　　　　　10萬分1乃至200萬分1含有溶液を以てせる試験

　ヅィタミンフラクチオン製品IF，7及F、s並にピオスフラクチオン製品F師に就き共10

萬分ユ乃至200萬分1含有溶液並にビクジン酸の5萬分1含有溶液及ヴィタミンフラ

クチオン製品F，7の50萬分1及100萬分1含有溶液にピクリン酸を5萬分1の割合

に添加せるものを以て試瞼せる成績次の如し
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13　1415ユ61718192じ21合計
9≒垂箋i券11薯呈8量珪：1毒話：二身亭：孟1馨：窪il：舞1£8・3888888888888窪茎：§
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　（F27）

50萬分1
ピクリン酸5

萬分1添加
　（F27）

100萬分1
ピクリン酸5

萬分1添加

甲0 『0　0　0　02・25・13・83・32・60・3　0　00000000017・3
乙　0　　　0　　　0　　　0　　　0　　1，0　　2．9　　4．24．3　2．2　0．2　0．2　　0　　0　　0　　0　0　　0　　0　　0　　015．0

甲0　0　0　0　0　01・q2・33・12・SO・7　0　00000000010・5

乙0　0　0　0　00・82．0生53・5　0　0　0　00000000010・S

　薩ぎ憲1秀…壬i菱量888888988888－δ888888888
・前記の成績に篠ればビオスフラクチオン製品に在りては200萬分1含有溶液を以て

ヌウ．イタミンフラクチオソ製品に在りては其第一及第二製品共に100萬分1含有溶液

を以てオブチマムの濃度と認め得べし而してピクフン酸は5萬分1濃度に在りては酵

母の醗酵上殆ど何等の作用を呈せざるべきを認めセるを以て次にウ㍉タミンフラクチ

オン製品より得ナこるピクラート及ピクロ・ナートに就き醗酵促進作用を試験せり

　　　　　第三節　ヅィタミンフラクチオン製品のピクラートを以てせる試験

　ヴ，タミンフラクチオン第一製品：F，7よb得ナこるピクラー・ト製品◎及ピクラートを形

成せざるもの⑪（ピクラート研究其の一参照）につき各5萬分1及50萬分1含有溶液

を以てせる試験成績次の如し

》副」34、装、，生S9炭、。搾12量 （ccm）

131415　1617　18　19　2021　倒

δ㌘扇劉禦8188｛：摺1：妻§：ll：繊8㍑8・8紹188鍛
δ餐、（1r爵＿、｛雪88988 30◆＆8：舞圭：舞壱：窪碁：§1曾　888883988　写：§

羅諮「毘188脈1鷺1搬謝講㍑ 0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　26．1

0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　27．5

　　同50苫ぎ旨｝1　i雪　88 38　8　8　8　8　8　8　8　8　3 998・8 8 8　8 9　　8

　前記試駿によればウ㍉タミンフラクチオン第一製品F27より得ナεるピクラ・一トは其

二三に比すれば梢劣るも而かも猫相當の醗酵促進作用を呈しビクラートを形成せざる

成分は三二に比し促進力遙かに微弱にして雨者による炭酸登生量の総和は母膿の夫れ

と殆ど一致せムを認むべし是を以て観ればピオス性成分はピクラートと共に其過孚沈

澱せられナこるを思惟せしむ・　　　　　　　　　　，，

　　　第四節　鱈タミンプラクチオン製品のピクロ・ナートを以てせる試瞼．

　ヴィタミンフラクチオン第二製品F，，より得ナεるピクロ・ナート製品④及之を形成

せざる成分⑧（ピクロ・ナート研究其の一参照）並にヅィタミンフラクチ一著製品F2s
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にピクロ・ン酸を添加せるもの及ピクロ・ン酸のみに就き試験せるに其成績次の如し
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器1吉b臣子騨128880’3夢二乙圭舞：§1㌶自若i茸：言口霧：乙11；：茸多二言1●乙u．言888888呂8写ぎ：舞
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認8志，島苧』1碧8888　8　8　9　88：争8：il　88888888888♀：乙
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講灘88磯1：占§：ll懲1：1乏：ll羅：珪翻88888躍

　前記の成績に擦ればヅィタミンフラクチオン製品より得たるビク・ナー・トは酵母に

翻し全く無力にしてピクリ・ン酸は酵母の醗酵作用に細し何等の妨害作用を呈せざる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を以て右ピクロ・ナート中のヅィタミン性成分は酵母に落し無力なりと判定せざるを

得す而してヴィタミンフラクチえン製品中ピクロ・ナートを形成せざる成分は酵母の

醗酵促進作用極めて強烈にして前述ビオスフラクチオン製品に比するも伺ほ且つ格段

の差異あり帥ち後者の200萬分1含有溶液に在りては螢隼炭酸総量：4。7ccmなるに回

し前者は21．O　ccmにして其母膿セるヅィタミンフラクチオン製品F，sに在りては僅に

ユ．2ccmなり是を以て鑑みるにヅィタミソフラクチオン製品中抗紳経炎要素とピオス性

成分とは全然別種の物質にして爾者共に他の有する特異性獣を具備せす蛙に於て酵母

の醗酵促進作用を慮用するヴィタミンB測定法は全然不可なること判明するに至れり

　　　　　　　　　第五節　ビオス性物質の加熱による影響試験　・　　　’

　前記ヴィタミンフラクチオン製，品．F27糸取並にビオスフラクチオン製品F，5の3種

に就き之を水溶液となしi過膣釜にて134．6。に育て3時間加熱せる後一定容量となし

之を培養液に加へ5萬分1濃度に於て試験せり其成績次の如し
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濤、2345襲、芦、馬、。㌦量 （cσn）

13　14】5　16　」7　18　192じ　2i合計
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　　F35　1毘888：三丑il：学箋茎：「壼莞1：茎19：器 豊：占ll：1…　8　8　8　8888838889琶：慧

　上記試験成績によればヴィタミンフラクチオン第一製品F，7は其醗酵促進作用加熱

前に於けるものと殆ど凝化なくヴィタミンフラクチオン第二製品F28及ビオスフラク

チオン製品F35は加熱前に比し寧ろ少しく優れるやの戚あり是を以てビオス性成分

は13α以上の加熱を受くるも其酵母に封ずる効力は殆ど影響せざるものと認めて可

なるべし

　　　　　　第六節」ビオス性成分のアノレカリ及加熱による影響試験

　前記ヴィタミンフラクチオン製品F27及F，s並にゼオスフラクチオン製品F，、の3種

に就き之を5％ナトロン汁液にて100。に於て一時間加熱しπる後5％青酸にて中和

し其一定容量を培養液に加へ5萬分1濃度となして試験せり其成績次の如し

襲　　生　　旋　　酸　　量　　（c㎝）

12345．6　7　S　910　コ　］2ユ314151617】8エ92021合計
…撰㍑881：8耀舞：暮囎1：1暮：講、1：翻、鎚㍑闘811二壱
F2s　　｝男　8　8　さ　8　　　8　左：ま　§：舞　蓉：9　§：学　茸：募苧：1｝き：暮　争：乙　1：8　言：夢苧：祭若：婁。名。’乙　8　8　　9慧：春

　　F351毘88881募：ξi箋葦：き箋暑：言圭8：i3？：§8：§88　383889889写ま置碁

前記の成績によりF・，，F、・及F，・の3種製品共に強アノレカリ性加熱によりて其酵母

に樹する作用減退することなく其登生炭酸は寧ろ何れもアノレカリ慮理以前に於けるも

のに比し幾分多量なるを認む從って既に先人の立謹せし如く其酵母の醗酵促遙作用は

強アノンヵリによりて減退せざるべきを認めナこり而して以上3種槍品の外ピクロ・ナーー

ト製出の際得すこる最強度のピオス性物質を以て前記の如く130。以上の高熱並に強ア

ノレカリ性加熱試験を施行するときは一層予予に立野し得たらんも二品は試料二丁にし．．

て絡に之を途行ずる能はざりき

　　　　第三章　バリット鉛法を鷹用して分別せる各フラクチオンに於ける

　　　　　　　　製品の酵偲の醗酵促進作用に就て

　バリ。ツト鉛法両用による各フラクチオン製品の5萬分1溶液を以てせる試験成績：
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次の如し

意1

儲謝

生 炭 酸 量 （ccm）

12・3　4　　5　　6　　7　　8　　9　　上U　1量　」2　　13　　里4　ユ5　16　17　L8　19　2り　2L合甘｝

甲OOuU　O　O　Ou。6（L60・8U・40・624a44・64・43・95ρ2・60・4り29・7
乙0000　0　0　0　00．61．11．7】．53．55．03．43．73．54．92．01．0031心

　　　　　　　　　　　　　　　O　O　O　り　000∪OOOO　O甲．OOUO　O　O　O　U　O
乙0000　0　b　O　O　O　O　O　O　O　OOOOOO．00　0
中　0り0　　0　　U　　　　O　　O．L　O．4　　0．2　　0．3　0／7　0．4　　4．7　　5．55．7　435£　3。93．81．4　0　37．1．1

乙0000　0　0』00．30．2‘0．30．51．63。35．23．55．76．34．94．01．0036．9
旙r齢毒三分11星888　8　8　　8　 8　．8　8　 8　 8　 8　8．　8　8　8　8　8．8　8 8　 9

F6

Fg

F10

F11

F12

F13

瑞4

甲OOOuOU．5　0．0　0　0　0　0　0　U6000り00α5
乙001，0　0．　0　0　0　0　0　0　0　0　00000’000　0・
甲　OO　O　　u　　　O　　　2●4　　8ぼ5　10．〔　10誕3　1ULO　　7君　　3・〔　　3．0　　　0　　0　　0　　0　　0　　U　　O　　O　552

乙0000　0　3．912．71LO］3．07．76．80．9ユ4　00000000574
甲　000　　0　　U　　　O　　　り　6瀞　　9£14．1　11．6　．7．0　　7謎5　　0　　0　　0　　0　　0　　0　　0　0　56．り

乙0000　0　（，　034】2。2コ3．41L97。08・3　0000000056・2
甲0000　0　0　0し．52．73．23．85。5翫87．L5．3虫76．76．03。01．30《叱）旧

註0000　0　0　0 O　　L7　　2．0　2．8　　3．0　　5．6　5．3625．84．7　8．93．0コ．9　　0　50．9

甲0000　0　0’1．86．8」2．010・88お7。88名2・3’OOOOOOO58・6
乙0000　0　0　00．710．510．912．29．07．23．02．000000055．4
甲00（，O　u　O．00．91L87．48。28．07．58。0723．41。300．0055．7
乙0000　0　00．33．18．67．67。16．99．68．65．23．10．3000060。4
甲00りu」．2」0，11り．412．88．38．97．69．0　0　0000000068．2
乙0000　0　6．710．7］a413．012。77．18．0　0　0000000071β

、F」51妄星88888　82：39：葦塁：邑ξ｝：瑳§二珍恩二劣｝♀：§謎～達7．孚5．983888・琶塁二亨

恥1
甲　000　　0　　0　　　　0　　797　　9．0　　7ゐ　　8．1　6．3　く．6　　82　　5あ　　O　　O　　O』　0　　0　　0　　0　　79

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．6　6護～　　0　　0　　0　　0　　0　　0　59．3乙0000　0　0　07．37．38．36．36．59．5
F娼1毘88888圭：葦壽：珪1｝：il　li：婁1ま：…三馨：i；88 88888888萎乙：サ
耳1g　　l芝量　888　　8　呈：董「　　含：9　　§：舞　§：乙1遷｝：暑　　§：皇　　§：8　　8：§　　　8　　　8　　名　　8　　8　　8　　8　　8　　8　i蓑；：象

F』σ葦葺8838夕：琶写：舞子：言舞：誓事：§　8　3　8　8　88889888§～｝：量

1駈t雪8δ88妻…：象…：§：§圭含二琴i韮：舞乙：§妻：毒α言8 8 88888888i；影：｝；

F221碧8888　8　 8　8圭舅：81琶：垣ユi；：1｝ζ：§1§：…｝8’若　8　8　8　8　8 8．88慧き：§

F24佳至8888　8　8碁：8馨：§ξ：乙§：9写：9｝彗二言§：室舞：室ま：珪888888器：乙

F27　tl星888　8書：5　1言二二1釜：§1｛；：§　§：書．叢：窪 o．9　0．舅　 8　 8　8　8　8　8　8　8　8舞i；：呈

恥　握塁888舞：8｝乙二8　圭§：皇圭ま：ま1§：918：舞　§：ま孚：讐　8i茎　 8　 8　8　8　8　8　8　8　8含乙：サ・

F2g　崔塁888　8窪：il　1妾＝§i巷：i；｝嚢～：隻｝≧：91毛～：§　早＝乙　3●8　　8．　8　8　8　8　8　8　8　8ξ｝呈：量

　　Fゑ。　l毘888　8i霧：占　蓋珪：91る：垂　謹：そ　　8　　8　　8　　8　　8　　8　　8　8　8　8　8　8　8　琵3：§

．以上の試験によれば米糠中の里長ス性成分はアノンカリ性パリヅト鉛法によりては之

を分別し難く殆ど登部のフラクチオンに禰漫せるを認む之れ叙上の如くビオス性成分

は決して輩一の物質にあら．す尊者はバリ。ト鉛化合物として沈澱せられ或者は他の沈

澱に吸著せられて析出し更に肖者は全’く沈澱せざる等白々なるによるべく白白係は狽

うバジ舜鉛沈澱法に於けるのみならす燐ウォノンフラム酸硫酸水銀及銀分劃沈澱法等
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を行ひ各フラクチォンに分別しすこる場合に於ても野牛標なb

　　　　　　　　　　　　　　　第四下総　　括

　既に緒言に於て述べし如くヅィタミンBは120。以上の高熱を受くるときは其鳩の

多登紳経炎に平する効果を消失するも酵母の増殖，醗酵二野作用は依然として二化な

きことはエメット及ラロス62），エメット及ストックホ川ム6＄）並に細谷，黒屋雨氏64）等により

て立謹せられ更に強アノレカリ及加熱を弔するも亦同門の關係を有することはスーザ及

マッコーラム65），ファノンマー，ネノγソン及シャーウッド66｝，フンク67），フレミング68）及細谷，

黒屋氏6の等によりて謹明せられたる所なるも此等諸學者の試験のみによりては抗平野

炎ヅィタミン或は水溶性ヴィタミンBが果して酵母に糊し何等の作用を呈せざるものな

りや又之を120。以ヒの高熱或は強アノレカリ性加熱によbてピオス性物質を化生する

ことなきや否や等の問題に上しては何等追究する平なきが如し蓋し此問題を解決せざ

る以上は酵母に封ずる作用を以て所謂ビオスのみに聴すること能はざるべし

　然るに著者の得把るヴィタミンシラクチオン製品は主として抗門経炎ヅィタミン及ビ

オス性物質を含有しピクロ・ナート製出法によりて爾者を分離し得べく前者は醗母に

封して無力にして後者は鳩に樹し無力なり而して此ゼオス性物質を分別せる二三経炎

ザィタミンに就き加熱並にアノレカリに樹する關係を試験せざりしと錐も既に前記の試

鹸によりても此等の庭理によりて殆どビオス性成分を化生せざりしものと思惟せしめ

陀り弦に捨て著者は米糠中の抗紳経炎ヴィタミンとピオス性物質とは全く別種の物質

にして酵母に封ずる作用は全くビオス性物質の特異性なることを閾明し得†こるを信ず

　エ・ヂー氏等52）は酵母よb融鮎2230・C・畷NO・の組成を有する結晶性ビオスを抽出

し得たるを報ぜリフンク氏等69）は之を複試せしに逮に失敗に終り筒ほウィソァムス氏

．等70）も亦之を追試しπるに同機の結晶を得ナこるもエヅヂー民等の報告せる如く酵母に

樹して有効ならざりき，著者の得セる融瓢320。，q・H、NO、なる結晶性物質（鈴木博士

のβ酸に酷似せるもの）も亦酵母に樹する効力顯著なるを以て一種の結晶性ピオスと

見解し得べきか

　著者はヅィタミンララクチオン及ビオスフラクチオンより最も純粋なる極めて強度

の醗酵促進作用を有する2種の無弓形ピオスを分離し得す釣之等の物質は鈴木文助博
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斗出の得られたるものと全然別種の物質なることは既述の如くにして從ってファノレマ

，一4s），ミラー9）並にディース氏鋤等の指摘せられし如く著者も亦ビオスは決して軍一の

物質にあらす種々複雑なるべきを信ずるものなり

　著者の施行せる醗酵試験に披れば著者の得ナεるピオスはフライシュマン酵母による

醗酵に封しては促遙性物質と言はんより寧ろ必須要素と認むるを至當とすべし何とな

れば封照試験に在りては更に炭酸を登生せざればなb

　薯者は緒言に於て論述せし理由によbピオス性物質の楡索に謝しては專ら醗酵促進

性を冷用せり從って之を以て直ちに酵母の増殖促進作用に喫し類推し得べきや否やは

不興なるを免れざるなり

　　　　　　　　　　　　　第六編　研究成績の要項

　上記第二編乃至第五編に亘為研究成績に即しては既に緒論に於て其梗概を序説し更

に遺編に於て総括評論する所ありたるを以て弦に再説するは聯か重復の嫌あるも其最

も緊要なる事項を摘録すれば次の如し

　第二編に於ける研究成績

　　1・米糠の：水浸エキスよb本邦産酸性白土に吸著せしめすごる成分は鳩の自米病並に

南京鼠の生育に湿し極めて有効なb

　　2．右吸著自動より有効成分を分離せしめナこる後燐ウォノンフラム酸化合物となし其

乾燥せるものをフンク氏に從ひ無水アセトンにて腱翻するも之によりて有効成分と不

純物とに分別し難くアセトン可溶及不溶爾部分共に鳩及南京鼠に鉗して有効なるを認

めすこり，此關係は米糠の水浸エキス叉は酒精製エキスにつきて直接之を内用するも亦

同様なるべきを信ず

　　3．然るに右馬鹿白土より有効成分を分離せしめ陀る後著者の所謂鉛糖・“ソット沈

澱法を慮用するときは抗紳経炎性成分は沈降せられ其沈澱より飴及バリットを除き燐

ウォルフラム酸化合物となし純アセトンを以て庭理するときは鳩に出し有効なる成分

はアセトン可溶分中に移行し之より得たる製品は鳩の特異疾病に甥し5mg程度にて

確實に有効にして後述の硫酸水銀懸用によるヴィタミンフラクチオン製品に殆ど匹敵

しアセトン不溶分は鳩に謁し殆ど全く無効なり之れフンク氏の成績と全く帯封なるを
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以て著者は米糠と酵母中の抗神経炎性成分は或は異種物質なるやも計り難きを思考す

るものなり

　虫酸性自土は米糠中の有効成分の外諸多の有機盛基面及カリ等を吸著し之をバリ

。ト等を以て腱理するときは之等の成分も亦分離して分解高話に移行し通例施行し得

べき方法によりては容易に除別し難し然るに鉛糖・“リヅト沈澱法を施すときはカリ等

の無機成分並に多量の無効有機璽基類も容易に分別し得べく且つ多量の分解液を濃縮

する必要なく極めて便利なり斯くの如く米糠中の三二経炎ヴィタミンの抽出に樹して

は酸性白土吸減法及鉛糖バリット沈澱法とを併用するときは最も好果を畢げ得べきを

信ず

　翫前記米糠中の抗紳経炎性成分の鉛糖バリ。ト法によりて沈澱せられ…欠に其燐ウォ

ノyプラム酸化合物の純アセトンに可溶性なることは未だ文献に認め得ざる新事實なる

を以て更に之を米糠の水浸エキスを酒精にて精製せるものにつき癒用し其事實なるを

確温し得ナzり

　a有効成分の鉛糖パフ。トによる沈澱は之を乾燥するときは獲質の恐れめるを以’

て直ちに硫酸を以て分解し鉛及バリ。トを除別するを要す

　監二分劃沈澱注に於けるジフンフラクチオンに属する成分は著者の鉛糖パフット

沈澱法に於ても亦沈澱せらる、ことなく母液中に残留すべきを思惟す將來之を確定せ

んことを期す

　8．米糠の水浸エキスにつき鉛糠バソ．ト沈澱法を施し該沈澱より燐ウォノレフラム酸

化合物を製出し其アセトン可溶分を硫酸及アミーノレアノレコホノγ，エーカレを用ひて分

解するにエーテノン，アミーノレアノンコホノン混二二より鈴木博士のβ酸に酷似せる結晶性

物質を得ナZり，本品はC、。H、NO、の集成を有し3200に融解す，酵母の醗酵促進作用

相當強きを以て一種の結晶性ピオスと稽し得べきか

　9．前記鉛糖バリットにる沈澱言忌ウォノγプラム酸の化合物を濾別せる母液中より

融鮎320。の黄色無面形物質Cエ1H16NO、を析出し之を墜酸にて加水舜解を施すと．きは

322－325。に於て黒憂融解する黄色針状晶C，H，、NO、を得ナZり，前者は酵母に樹し有

力なるも後者は無力なり　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　．
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10．米糠中のケィタミンB性成分の酒精に樹する溶解の關係は其際の水素イオン濃

度，三二伏態，爽難物の種類及多少三種々歌況を異にするに從ひ一様ならすと雌も其．

純度高まるに從ひ90％以上の濃厚の酒精に可溶性なることを認めたり，．但し酒精に

よる浸出法と沈澱によりてはヅィタミンB性成分の溶解の關係大ひに異なるべきを場

て雨者の成績につき直に鋤等に之を論ずるは不當なるを免れす，何んとなればヴィタ

ミンBは旧著性強きを以て沈澱法によbては爽雑物の沈澱に吸著せらること多きが故

なb　　　　　　　　　　　　　．　　　　、、

　第三編に於ける研究成績．

　11．米糠中の抗紳経炎ヴィタミンは其硫酸舟性溶液中硫酸水銀によりて沈澱せらる

ることを確讃し得たり，此事實は從來の文獄に示さやる所にして諸多の學者は寧ろ不

純物除却の目的に硫酸水銀を使用し來れり此矛盾の現象に樹しては既に詳論せる如し

　12．米糠中の抗憩経炎性成分はアノレカツ性反回を呈する迄鉛酷を使用するときは其

微量沈降せらる、が如しと錐も之によbて著しく精製の目的を達し得るを以て寧ろ幾

1分の損失を犠牲とするも本法を丁丁し精製するを得策とすべし而して此貼はレヅィー

シ氏等の成績と之を異にするを以て之等の鮎より考ふるも米糠と酵母中に於ける水溶

性B或は抗稗経炎性要素は或は同一物質にあらざるべきやの疑を存すしむ

　13．前項鉛酷沈澱中には酵母の醗酵促進作用を有する成分あう，之れ亦フレンケノン

氏等の成績と異なれり，然れども同氏等と著者の試験方法異なるを以て今回か1こ之を

論じ難し

　14．米糠の水浸エキスよ）得たる硫酸水銀沈澱成分に就き鉛糟及鉛酷によ）て不純

物を除き沈る後銀分劃沈澱法を施すに其プリンフラクチオン中に移行する成分は鳩に

樹し無効にして精多量のアデニン存在することを雛めナ釣，尚ほ其他の成分を含有す

るが如きも未だ明瞭ならす

　15．プリンフラクチオンに属する成分を除きπる後ヒスチ・“ンフラクチオンに移行

寸る成分を炭酸幽として濃縮し得すこるものは鳩の特異疾病に封ずる効力極めて張く銑

に5mg以内に於て二二に奏功す故に著者は本フラクチオンを特にヴィタミンフラクチ

オンとして分類せb，而して本フラクチオン’中より融職凸300－306。・q5H舩：N70”の集



米糠中の抗艸経炎ヴィタミン及びビオス性成分に關する研究 99

成を有する結晶性物質を得だるも本品は描画酵母に樹し全く無力なり

　16・前記ヴィタミンフラクチオ’ン製品より融瓢1980，Cユ，H、，N、07・C、H、N、07『の組成を

有するピクラートを製出し得ナこり，本品は未だ結晶だるを得すと錐も鳩の白米病に封

しては5mg以内に於て確實に奏功す

　17．有効ピクラートの外著者1まヅィタミンフラクチオンより結晶性及無熱形ピクロ

」ナートを得ナこり・前者は320。に分解しC・・H・・N・qC・・H・N、Olの組成を有レ後者は

204．に熔融しC、、H、。N、0，・C、・H、N、0、の集成を有し雨者共に病因に封し5mgにて的

確に奏功す，而してピジロ・ナートを形成せざる成舜は純自色にしてC，H，。N・0、の集

成を有し酵母に齢する効力極めて強烈にして鳩に卜しては全く無力なり，故に：本操作

によりて最も精製の目的を達し得たるを認むべく同時に最も産院の一新ビオス性物質

を分離し得睡るを信ず

　18．前記硫酸水銀沈澱中アノ〆ギニン及リジンフラクチオンに移行すべき成分は極め

て微量にして殆ど全部硫酸水銀沈澱の母液中に残留するを認め泥り，此鮎はヂアミノ

酸及有機盤基類の牙蹴上有要なるを思惟す

　19．硫酸水銀沈澱の母液は鳩に甥し効果なし而して雲竜ウォノレフラム酸沈澱のアセ

トン可溶分画ヒスチ・“ンフラクチオンに移行する成分は酵母に謁する効力極めて強く

鳩に熟しては全く無効なるを以て著者は特に之をゼオスフラクチオンなる名構を附し

ナZり，上品はピクラート及ピクロ・ナートを形成せす，其集成はCエ7H，7N、Onに該嘉

し鈴木文助博士の分離せられ煽るものと之を異にし全然別種の一新ビオス盛物重なる

べきを信ず

　20．前項ヒスチ・“ンフラクチオンを分別したる後リジンフラクチオンよbコソ』ンの

存在を立謹し得ナZり，筒ほペタインも亦含存するもの、如し

　21．硫酸水銀沈澱の母液中には燐ウォレンブラム酸によりて沈澱せらるべき成分多量

を含有し該沈澱を無水酒精，純アセトン及アセトン水にて順次に之を腱理しセる後夫

夫銀面劃沈澱法を施すに各其ヒスチ“ンフラクチオンに移行する成分は相當多量なる

を以て硫酸水銀沈澱法を施すことなく直ちに燐ウ雪ノレフラム酸沈澱法沈銀分球沈澱法

等を行ふときは之等の多量の不純物は共に随件移行し容易に留別し難かるべし　幽
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　22．硫酸水銀沈澱中にはコフンの如き有害成分を槍出せす，溺れ米糠中より抗紳脛

炎性成分を抽出し之を治療上に卸町する場合に於て最も緊要の事項すごるを央はす

　第四編に於ける研究成績

　23．著者は鉛糖奔リハ沈澱法及擁酸水銀沈澱三等を惚用して歎十種の・フラクチオ

ンに分別せる各成分につき20有鯨種の諸二二を試験し泥るも終に三三経炎ダィタミ

ンの固有反慮を認むるに至らざりき然れども燐ウ重ノンフラム酸，酷酸水銀，タンニン酸

並にドラゲンドノレフ及マイヤー爾試藥によりて沈澱の有無及多少を槍し次で其燐ウを

ノyプラム酸沈澱を遠心分離し少量の5％硫酸にて洗漁しナこる後炭酸ソーダ飽和溶液を

加へて溶解せしめ教に之に微量の燐モリブデン酸粉末を加へ以てフォリン爾反癒を搬

し更にヂァツォ皮慮，ミロン反慮，ムレキシード反癒及ニンヒドリン反懸を試験すると

きは可検品中抗帥経炎ブィタミンの多少並に純雑の程度を推測し得べきを信ずるもの

・なり

　第五編に於ける研究成績

　24．；米糠の水浸エキスにつき鉛糖バリ．ト沈澱法を慮用し30箇のフラクチオンに分

別せるものに在りてはピオス性成分は殆ど全フラクチオン中に彌漫せるを認む之れピ，

オス性物質は軍一の物質にあらざるか叉は種々の沈澱捌による沈澱不充分なるか若く

は吸二二強きによるべし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　25．硫酸水銀慮用により57箇のフラクチオンに分別せる各成分に覇する酵母試瞼

成績も亦ピオス性成分のフラクチオン中に包含せらる、を認むるもヴィタミンフラグ

チオン及ビオスフラクチオ、ン：に於けるものは他のフラクチオーンた比し醗母に封ずる作

用特に著しく強烈にして前者は200萬分1後者は460萬分1め稀薄溶液に於ても爾ほ

有力なり　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　㌦

　層26．：鱈タミンフラクチオソ第一製品より得ナこるぜクヲートは酵母に樹し相當有力

1にして藁母液申の成分はピクラーントに比し寧お稽劣れる戚あb；之れゼオス性成分は

　ピクラーートに吸著せられナZるものと認むべし

　　27．ヴィ女ミンフラクチオン製品のビグロ・ナートは酵母に尽し全く無力にしてビ
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クロ・ン酸も亦酵母に回し何等の作用を呈せざるを以てピクロ・ナート中のヅィタミ

ンは酵母に翻し無力なりと判定せざるを得す而してピクロ・ナートを形成せざる成分

は酵母に封ずる作用最：も強盛にして800萬分1の稀薄溶液に在りても作用し鳩1こ擬し

で全く無力なるを以て抗祠1経炎ブィタミンは酵母に議しては無力にしてビオス性沈澱

、とは全然別種の物質なることを立脚し得だるを信ず

　28．ビオス性成分は130。以上の高熱並にアノレカソ性に於ける加熱によりて其酵母

に封ずる効力は殆ど鍵化なし之れ先人の成績と一致する所なり

　29．叙上のビオス性成分に關する成績を綜合すれば米糠中のビオスは決して軍一物

質にあらす，種種複雑なるべきを認めしむ，騰れフ。ノγマーミラー及ヂース氏等の圭

・張と一致する所なb

　30．以上ビオス性物質の試験は主として酵緑の醗酵促遙性を利用せり，從って酵母

の増殖促進作用も亦同標の關係を有するや否やは全く不明なり

＼

第　　2　圖

1臨

　　　　附

第　　3　圖

第　　6　圖 第　　7　圖

婁覇．　　醗

圖

第　　4　圖 第　　5　圖

第　　8　納 付　　9　圖
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第　10　圃 第　11　圃 第　12　圖 第　13　囮

第　14　囲
・噂職驚勲執

藤縄
響饗郷・

第　15　囲 第　ユ6　圃

騨、骨

藩

第　17　囲

、

　　　　　　　　　　　　　　窟　　眞　　蹴　　明

第　2　画　鈴木博士のβ酸に酷以¢ろ物質（第二編第三章第一節参照）

第　3　囹　前寵物質の精製物

第　4圖　来糠の水浸エキスよリ得†二る鉛糖バリット沈源成分申燐ウォルフラム酸による沈澱な分別ぜ

　　　　　　る母液よリ得7二る黄色無難形物質な加水分解し化生ぜろ結晶性物質（第二編第三章第三節参

　　　　　　照）

第15　囲　：来糠のコ水浸エキスとリ得テニろ硫酸水銀沈澱成分錘鉛糖及鉛酷によう沈澱な除去後銀縷】釧沈澱’

　　　　　　法な行び其プリγフククチオンに移行ぜろ成分申第一析出物のピクラートF2。　P22（第三編鑑

　　　　　一・章第四節参照）

第　6圖　同上第2析出物のビクラートF21　P1

ゼ第　デ圖　同上ピクラートF21　P2

第　8圖　同上ピクラートF21　P3（アデニンビクラートノ

第　9圖　同上ビクラートF21　P4（アデ昌ンピクラート）

第10圃　同上第3析田物のピクラートF22　P2（アデ昌ンビクラート）

第11　団　同上ピクラートF22鳥（アデ昌ンビクラート）

第12圃向上ピクラートF2，P5

｝第13　圃　ヴィタミンフラクチオ・ン第2製晶より得†二るピクロロナート

第14団　幡羅硫酸水銀沈澱成分中鉛糖及離職によろ没澱除去後難フラクチオン法な行ひ其アルギ昌ン

　　　　　　フラクナオンに移行懸る成分のピクロロナート

第15圖　同上リジンフラクチオン成分申F37より得7二ろピクロロナート

第16圃　同上F39よリ得れろ．粗コリンビクラート

第17　圖　同上精製ピクラート　　　　1

’
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本報告完成の後入手せる　Experimental　Station　Record　VoL　57，　No．噛5，（1927）中に

はヂァンセン及ドォト雨氏恥の研究報告に就き精詳細に報導する所あb帥ち爾氏のヴィ

タミン抽出方法は著者の回れに類似する貼多く殊に爾氏の分離せる抗紳経炎ヅィタミ

ンはピクロ・ン酸と結合して針朕のビクロ・ナートを形成すとせられ著着の研究成績

と合致：せるを認めたり

、
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リヒト（樹脂酸蒼鉛）の嵐山に嚇する調査報告

技，

技

囑
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師

手

託

生

久保●田　　　實

須　　田　　　　保

一ノ倉英次郎
野　・添　　英　夫

　　　　　　　　　　　　　　　第一章　緒　言

　豪きに衛生局より清酒防腐剤ソヒトの効力及毒力の調査を諮問し來冠り把る際に其

内の効力に冷する調査は衣笠技師等が既に大正15年5月實験報告を成しナこるを以て小

官等は同6月より毒素に溢する實験調査脅施行し最近其結果を見たるを以て之を報告

せんとす

　然してリヒトは樹脂酸蒼鉛にして衣笠技師等の報告に依れば100分中81・02％の灰

分を含有すと云ふ，此灰分を総て酸化蒼鉛Bi、o，と見直す時は金薦蒼鉛の含量は100分

中広7268％なう，り七トは水には溶解せざるを以て毒物學的には生膿に何等の害を

與へざるが如く思推せらるるも生晶晶に於ては屡々不溶性物質をも溶解して一部分の

吸敗を見る事有る者なればリヒトも水に不溶なりとは云へ吸血せらるるやも計り難し

依って小官等はリヒトを動物に経口的に投賦して蒼鉛が血行内に移行するや否やを知

る要あり主として経口投與の場合のみに就き實験を施行しナめ之が實瞼成績を報告す

る前に蒼鉛剤は毒理學上如何なる性質を有するかを成書に依りて調査しナこり，仰も蒼，

鉛捌は普通藥として一般に使用せられ居る事は既知の事實にして帥ち硝酸蒼鉛は内用

に供され其他外用としては多歎の製剤あり近時三戸の遙歩と共に重三捌として静脈内

注射’を行ふ蒼鉛の製渕も非常に多藪市場に現はる、に至れり，此騙徽剖に博しては駒

屋氏の綜説（長崎醤學會難誌4窓52頁）に詳細に列畢され居るを以て此慮には之を省略

す，以上の如く蒼鉛劃は使用せらるる機會の多きに係らす中毒せる實例は多からす・，

今人膿に劃する中毒例及動物に封ずる毒性を先入の記載より抄録すれば次の如し

　ブーセク（Boucek，　Revue　de　medicine　Tehegue　1，101，1909，　Cit，　n．　Die　Vergi丘ungen
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von　R，　v．　Jaksch，1910・s・243）氏はレンチエン診断の際多量の蒼鉛渕を服用せしめ

重態なる中毒を惹起しナZる事を報告し又ミュリヒ（漁hlig，　M茸nchener　med．　Wochens－

ch雌48，592，1901・）氏は火傷に蒼鉛編帯を適用し泥る後傷創の肉芽を掻破しナこるに

i蒼鉛の中毒症朕を呈せる事を報告し叉マーネ（Mahne，：Berliner　klin．　Wochenschri丘42，

232，1905）氏は10％蒼鉛軟膏を外用して9週間の煙死の轄蹄を取れる例を報告せり，

ブリ門口ノシ〈Prior，鵬nchener　med．　Wochenschri丘54，1934，1907）氏は109のi欠硝酸蒼

鉛をふ見に投列し弛るに3時簡後に口膣粘膜は黒色に皮膚は青褐色に獲化せる例を報

告し花bビラノノ“（Vilanoヤa，　acute：Bismutpdsning，　Chemica1鐸bstr．　Vo184，　P　784）氏

は徹毒に罹れる婦人をネヲアノγスフェナミンと蒼鉛の療法を試み費鉛の急牲中毒を惹

起せる例を報告せり之1こ依れば18日間に0・237gの蒼鉛は重篤なる中毒を起し腸管の

障害，腎臓炎，登熱，口腔炎等を供ひて恰も水銀中毒に似すこる症候を呈したるも紳経症候
ゴ

は呈せす而して中毒症朕は歎ケ月事績したりと云ふ，グスタフ7フツツ（Gustav　Fritz，
あコ

Chemisch・多entrallblatt三192411・s・495）氏は5％ビス毛オーノレ（Dikaliumbismuthtartrat）

じ依b寡兎騰重ユkgに樹し0・01　gを静脈内注射にて致死せしむると云ひ其の際痙攣，

呼吸困難，心臓麻痺を供ひ0・005gの蒼鉛を皮下注射’する時は慢性中毒を惹起し運動

紳脛の麻痺及1分野實質性臓器の障害を起せりと云ふ赤松宗二（Chemisch・Zentralblatt

1923111．s．269）氏に依れば膠質蒼鉛は蛙に蒼鉛酒石酸曹達は蛙声家兎に痙攣を惹起

し臓器内に蒼鉛の分配する朕況は爾者同程度にして主として腎臓に次に肝臓，盲腸

大腸，胃及小腸の順序に蒼鉛を謹明し叉蒼鉛，チオグソコーノン酸曹達に依りては半弁心

臓に多量の蒼鉛を早見したり蒼鉛を以て中毒せる家兎の胃の粘膜は常に外憂せり叉種

々の投與量に於て胃中に常に硫化水素を謹明せりと，・《セラ氏（G・Pacella，　CIlemisches

Zentralわ1att　1923，1．　s．1292）に依れば蒼鉛の酒石酸魎を以て各種の動物に就き；期豊重

i・・9、悶する虹脛q瀞勲及筋肉随用に潤て徹る暢量は嫉の姐と

　　　　動物稠類　　皮下注射（lng）　経ロ投與（㎎）　静脈内注射（gm）　筋肉内注射（gm）

　　　　レプトダ　　30．40　　　　　　　70．80
　　　　クチ　リ　ス
　‘　　‘鳩　　　　　　　　　　20　　　　　500（生）　　　　　　1　，　　　　　15－20　　　　　　　’

　　　　海　　　　　猿　　　　　　　　　50・　　　　　　　100（生）　　　　　　　　25－30

　　　　家兎15「17　25（生死）　6－8・　15
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　此の表に依るに経口投與の時は致死量は決定せられす恰も害なきが如きも皮下及筋

肉内注射に於ては何れ’も少量にて致死せられ毒性の強きを知るを得べしミュラー及キュ

ノレチィ　（Hans　MUIler　u．　L：K茸rthy，　Biochemische　Zeitschri丘149，239－24壬，1924）爾民

は蒼鉛の経口投與後之が排出状態を研究せb帥ち酸化蒼鉛：Bi，o、を犬に経回投凹して

尿及二丁の蒼鉛量を定量せるに尿中に排泄せる量は糞中の約30分の1なり而して投與

8日後に於て尚ほ多量：に門中に謹明し3ケ月後も微量登見せりと尚ほ（Hans　M費11er

u．L．　K貢rthy，・Biochemiseh6　Zeitschrift　150，173，1924．）同犬をストリヒニン中毒に依り

致死せしめ各臓器内の蒼鉛量を定量しナこるに次表の如き結果を得たりと

　　　　臓器名　i蒼鉛量：（mg）　脇器全重量（9）　　　　臓器名　蒼鉛：量（mg）　臓器：全重量（9）

　　　　口鎌　　　　　　　　0．89　　　　　　　　77。S　　　　　　　　　　　　脾　　　　　　　　5．33　　　　　　　　36．3

　　　　腎　　　　　　　　7．01　　　　　　　　　68．5　　　　　　　　　　　　ユfF　　　　　　　28．4！　　　　　　　　261．5

　　　　腸管25・51　　392・5　　　・皮膚　陰性

　街ほ同氏等はピスモクタンなる蒼鉛製測を犬の皮膚に塗布し11日間に至量2．09gの

蒼鉛を給し其後1同0。38gを與へすZるに其後20日間に全蒼鉛量の30％排泄され其内94．

3％は糞に5．7，％は尿に出現せり犬は便泌の外何等憂化を認めすと之れに依れば蒼鉛

は各臓器に沈着するのみならす皮：膚よりも吸牧可能なるを知るを得べしウラデミノレ，

スタインフェノγド（Wladimir　Stein角ld，　Archiev岱r　dle　experimentellen　PIlarmakologieund：

Pathologle　Bd．20，』s，40，1886）氏の蒼鉛に關する實瞼報告は今より約40年前に登表

されずこる者なれども毒理學上参考とすべき者多し同氏は皮下注射に依れば葦鉛は毒性

強き事を主張し経ロ投與に依る時は一般中毒作用を見ざるも腸管中に於て金屡を溶解

する三三存在する時（帥ち乳酸及炭酸盤の存在する時）は僅かに吸牧せられ且つ胃腸粘

膜の上皮細胞を前以て障害し置く時は吸牧し易く成ると云ふ帥ち氏は一頭の猫にα05

gの酸化蒼鉛Bi，o，の複盤と共に5滴のクロトン油を與ヘナこるに一般中毒を起せb回

れ共次硝酸蒼鉛を以てしては斯る現象を惹起せすと云ふ，清茂基（邦製蒼鉛捌の實瞼的

研究，皮膚科及泌尿器科雑誌25憲6號）氏はピストリン（Blsmllthammoniumcitrat・：Bi・41・

43％）及ピストリンA（N＆triumbismuthylcitrat：BL　61・35％）を以て南京鼠三四及家兎に

甥する耐量を實験しナこ．り之に依れば非経ロ投與の場合は何れも毒性強き事を謹明しピ

ストリンAはぜストリンより毒性弱はしと云ふ
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∴以上成書に徴するに蒼鉛測は其種類に依り又動物に回する適用法の差違に依り種々

異なる成績を報告し居れ共要するに溶解性蒼鉛を皮下，艀脈内，筋肉内に適用する時は

常に定型的の蒼鉛中毒を惹起して蜷れ之を脛ロ投與する時は吸牧せらるる量は著しく

制限せられ中毒する事有るも死の輔導を取るもの少なきが如し回れ共プリオーノ〆氏の

報告の如く不溶性なる次硝酸蒼鉛を小忌に服用せしめセるに3時間後に蒼鉛中毒の症

欺を呈したるもの有れば不溶性蒼鉛翻も亦全く生盤に樹して無關心なるものに有らざ

るが如し次に蒼鉛捌の経ロ投與の場合彰見るにバセラ氏の報告の如く鳩海瞑，家兎及

犬等の動物に於ては皮下静賑内及筋肉内投與に比して著しく多量の蒼鉛を要し且つ術

致死せられざるものも有りて其経ロ投與法に依る時は蒼鉛は全く無害なるが如き観を

呈す然るにウラヂミノレスタインブェノンド氏の報告の如く纒口投與の場合に蒼鉛捌と同

時にクロトン油忍男を與へ消化管粘膜にカタノレ症歌を惹起せしむる時は蒼鉛は著明に

三五せらるる者なb此の事實はミ。ソヒの火傷の患者に蒼鉛捌を外用し或はマーネ氏

の10％蒼鉛軟膏を外用して何れも蒼鉛中毒を惹起しナεるものと同一の根櫨に依るもの

なる面し斯の如く成書に依るに蒼鉛剰は毒物學上最も興味有る性質を有する事を知る

　　　　　　　　　　　　　　第二彙　試験の目的

　リヒトは清酒防腐捌なるを以て蒼鉛の経口投與の場合を考慮せざる可らす而かも清

洒常用薔に有りては日舟極めで微量のリヒトを理経する事になり若し吸牧せらるとせ

ぱ更に其内の一部分にして叉中毒するとせぱ蒼鉛の慢性中毒ならざる可らす罰しリヒ

ト中の蒼鉛が果して吸牧せらるるや否やは疑問なれば之に衡する試験も行ひすこり依っ

て試験の目的を次の項となしずこり部ちりヒトを慢性的に脛ロ投與しナZる場合に

　（1）　蒼鉛が畳豊内に吸降せらるるや

　（2）’若し吸降せらるるとせば騰内の何露に吸翻せらるるや

　（3）・其頃糾せらるる量は幾何なりや

　（4）　フヒトの慢性中毒を起すものなりや

　（5）滑化管の当朝ノン症状を挿せるものの蒼鉛の吸牧能率如何

　．距Q目的の順序に依りて實験せるも其成績を呼ぶる前に實験に惚罰し早る蒼鉛の

謹明法を述iぷ恥し　　　　　　　　　　　　　9

ソ
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ノ

　　　　　　　　　　　　　　第三章　蒼鉛の謹明法

　　　ま
　蒼鉛の有機物中に微量混在する事を謹明するにはカリエ及ゼエノレ（Cailie£t　Vie1，7

Compt・rend・de　L’Acadρ1nie　des　Sciences，176t　1759－61，1923）ガナシニ　（Domenic（＞

Ganassini，　Chemical　Abstracts　16，3098；17，571）デザニ（Dezani，　Chemical　Abstracts、

17，2431）カンニイ及ポアロー（LCuny　and　G．　Poirot，　Chemieal　Abstracts　18，208，

1924）ラバー及パーソイ（Labat＆Pery，　Chem　Abstracts，18，1097，1924）ジーーグプリ

ード及ポツチ（Sieg伍ed　und　1）ozzi，　Biochenlische　Zeitschri丘149，235，1924；61，149，

1916）身屋（皮膚論及泌尿器科雑誌25憲10號及Komoya，　Archiev趾．Dermatologie　und

Syphili・149・277・1924）レージエ（E　L・g6・・Ch・mi・ch・s　Z・ntr・lbl・tt・『19・1188・1888＞

シュナイデノレ（Schneider，　Hager’s　l）har血．1）rax．　Erg．：Bd．1883，150．）フL！圏ニウス及

ノ“ボー（Fresenius　und　Babo，　Kobert’s　Komp．　d．　Prakt．　Toxik　3，　An丘L　1912　s．94　n．

198．）レヲナノレド（clif段）rd　s．　Leonard，　The　Journal　of　Pharmacology　and耳xperilnelltaI

Therapeutics，　VoL　XX　VIII，81，11926）氏等の多数の方法有りて各溢血失を論ずる逞無

きを以て只小官等は懸垂の自適當と認めすこる者帥ち定性試験にはシュナィデノレ氏面懸

及レージエ評論磨，定量試験にはジーグフリード，ポツチ爾氏の方法を探幽し紀リレ’

一調工礼法は古くより語用せられ蒼鉛の定性的面明には精特異的なり鋭敏度は50萬分』

の1にして之をシュナイデノン氏法と兼用する時は扇骨の結果を得るものと信ぜられすここ

ればなり；其の反慮は次の如し

　レージエ氏反慮

　レージエ氏試藥は1分の硝酸シンコニンと2分の沃度加里とを100分の水に溶解し

πる者なり之を硝酸蒼鉛の溶液に加ふる時は澄黄色の沈澱を生す他の金面にして硫化

水素に依り酸性溶液より沈澱を生じ硫化安門に溶解せざる者は先づ普通の方法にて蒼

鉛より分離し然る後に蒼鉛は硝酸に溶解せさる可らす

　シュナイデノン氏族磨

　シュナイデノソ氏試藥は3分の酒石酸と1分の亜クローノレ錫とを必要量の苛性加里に

溶解したる者なり之を蒼鉛の璽類ξ共熱すれば黒色に鍵す

　次に蒼鉛の定量試瞼方法なるジ㌣グフリード及ポツチ氏の方法を述ぶれば次の如し
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　ジーグフフード・ボツチ氏蒼鉛定量法

　此方法は蒼鉛を硫化物となし血色を以て標準液と比色するものなb先づ歯磨に硝酸

を加へて灰化し蒼鉛を硝酸盤となす此際並立は反慮を害する者なれば微量と錐も混入

するを許さす所要の標準蒼鉛液は（1）0・2－0・5mg蒼鉛に水10ccmを加へ（2）更に1％ア

ラビアゴム水10ccmと（3）飽和硫化水素水5ccmとを加へすこる者にして黒褐色を呈す此

の者は長く放置するも鍵塗せす

　　　　　　　　　　　　　　第四電幾等試験

　蒼鉛捌を連綿的に纒口投聾しナこる家兎並に犬の各臓器，肉，血液，尿等を槍膿とし

試験を施行する前に之等臨界中に纏るi蒼鉛の有無を知らんが爲に行ひπる豫備操作は

次の如し

　各臓器は水分を含有するを以て之等を灰化するに當b障害を來πすを以て豫め次の

操作をなせb

　1．各臓器はアノソコ詠ルを以て貯識し置き灰化に先ちて此のアノγコホノレの燃焼のカを

凝りて増調車にて殆ど炭化に至る迄焼けり

　2．肉は無水璽化カノレチウムとエーテアとを入れだる乾燥器中に歎日曝放置し之を取

う出し蹴砂中に焚てアノンコホノレに依bて炭化に至る迄焼きπり

　3・血液は歌登中に入れて水洛上にて水分を蒸登乾個せしめて後アノソコホノレを注潔し

つつ焼けり

　以上の操作を経すZる瞼髄を初めは琵斯焙上にて焼きナこるも能奉學がらざるを以てマ

ツフノレ氏屍斯熔融燈を以て荻化せり然れ共爾ほ充分に灰化の能率を駿輝し得ざりし爲

めマツフノレ氏電氣健中にて荻化せb斯くして全く灰化せる検膿を燃焼盤よb取b出し

之に熱稀硝酸溶液を注加し硝子棒を以て全く灰化せる楡膿を増蝸より掻き落し之を暫

時水洛上に温浸して蒼鉛の溶解を期せり然る後に之を濾別し濾液を磁製蒸螢皿に移し

更に水洛上に於て蒸登乾洞す此際蒸螢皿には白色又は淡黄色を呈する淺渣を留む之を

温稀豊酸にて溶解し蒸鱈水にて稀騨し硫化水素を蓮じたるに黒褐色の沈澱を生じπり

此中には臓器中に含有する鐵，カノレチウム，マグネシウム，燐等は硫化水素にて沈澱

を隼せざるを以て之等の硫化物は存在せす此の黒褐色の沈澱を濾別し硫化水素水にて
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洗溝し次いで蒸鋼水にて数同洗條せる後に熱稀硝酸にて溶解し此の溶液を約15ccm迄

に濃縮せり此操作の経過中銅製水浴中に於て蒸登しすこるを以て銅の混入有る可きを顧

慮し之を分離せんが爲めに安三水を加へすZるに極微量：の蒼鉛g白色沈澱を生じたり之

を濾過し此沈澱を灘留水にて洗源し出來る限り少量の熱稀硝酸にて溶解し約10ccmの

容量にせb以後之を以て槍鰹とす此検膿は蒼鉛の硝酸々性の溶液なり

　上記の操作に依りて得花る槍膿申に蒼鉛の有無を知らんが爲めに第3章蒼鉛の謹明

法に於て記述しセる定性反慮試験を施行せう

　1。レージエ氏反癒槍膿なる硝酸溶液を成可く稀繹し之にレージエ氏試藥を2－3滴

滴下する時は試験動物g）各臓器並に肉の瞼液に於ては榿黄色の沈澱を生じ或は叉軍に

榿黄色を呈するのみにて沈澱を生ぜざる者有り然れども此の液も翌日に至れば微量の

澄黄色の沈澱を沈降し居るを認めたり

　2．シュナィデノレ氏反回　酸性検液をアノγカリ性を呈するシュナイデノγ氏試藥にて充

分中和しセる後に更に少量の試藥を加へ然る後に琵新焙上にて加熱するに試験動物の

各臓器並に肉の瞼液は黒色に憂化し或は黒色の沈澱を生せゆ

　次に正常家兎肝臓，蒼鉛剤を投與しナこる家兎の肝臓及蒼鉛の硝酸溶液に付きて樹照

試験を施行しナZるに次の結果を得たり

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　此の封照試験に依りて含蒼鉛槍膿
　一＼一～＼　　反鷹の種類　　　　　　　　　　　レージユ　　　　　　　　　　　　　　　シュナイデル
　強国の種類＼一一．一一．．氏反顧氏反慮

正常家兎肝臓三樵液

試瞼1家兎肝臓槍液
次段酸蒼鉛の硝酸溶液

黄　　色

微榿黄色

微橦黄色

帯黄白色の沈澱

黒色の沈澱
黒色の沈澱

は全く他の蒼鉛を含有せざるものと

定性反慮に依りて到別する事を得すZ

り　　　　　　　　　　　　　　　一

　樹ほ小官等の慮用せるジーグフリード・ボツチ氏の蒼鉛比色定量法は次の如し

　槍膿を15ccmとなし1％アラゼアゴム液15ccmを注入し之をよく混和し把る後飽

和せる硫化水素水8ccmを加ふるに帯黒褐色を呈す標準溶液はカーノγバウム製酸化蒼鉛

1・1耳50gを取る時は蒼鉛：量1gとなるものなれば之を約1％硝酸に溶解し全量を100

㏄mとなし銘るものなb此液を稀回して蒼鉛含有量100萬分の1gに至る迄の標準液

を作うて比色に供せb
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　　　　　　　　　　　　　第五章　ホ試駿の實施

・動物にリヒトを経口投滅するには之を乳捌とし毎日（日曜日を除く）二一プーテノレに

依bて晶晶的に注入しすこb試験動物の総歎は14頭にして其内2頭の犬を除きて他は凡

て家兎な，bヲヒト1日の投與量は02　gより1・Ogに至り只1同のリヒト投出試験の2

頭を除きては其投與総量は最少7・5gより最大76琵に及び其総槻察日数は最少19日よ

り123圓に及＾ミb以下表に付きて記載するものなれば別表を盛照せられたし

　（1）　リヒトを経口投逸せる場合に膿血に吸噛せらるるや否やの試験

　動物第1號家兎は第2章試験の目的の内の第1に相嘱せるものにして蒼鉛を経ロ的

に投志する時は文献に徴するも吸牧困難なるものなれば果して吸証するや否やを試験

したるに心臓及肺臓等にレージエ及シュナィデノレ爾氏の方法に依り謹明し得ナZり依っ

て最遠投信に於ても蒼鉛は微量吸牧：せらるる事は謹明せられセリ

　（1）　吸噛せらるるとせぱ三面1に吸牧せらるるやの試験

L次に動物第2，3及4號家兎の3頭は第2章試験の目的の第2に民法せるものにして

りヒトを経口投翻する場合に其動物の肝，心，磯，肺，筋肉及尿等内に蒼鉛が讃明せ

ら「

驍驍竡痰ｵ讃朋せらるるとせぱ何の臓器に多量に謹明せらるるか定性的に施行せる

實瞼例なb別表中言物第5及6號家兎は次硝酸蒼鉛の経口投與に依りて各臓器に蒼鉛

を謹明するや否やの試験成績なb

　リヒト家兎2，3，4號に在りては観察日記は43日より83日に及び動物は何れも整死せ

るものなりリとトの投壷1」歎は37日より65日に及び投與リヒトの全量は18・5－38・Og

なり此此死し診る動物の各臓器に付き前述の方法に依り化學試験を施行し論るに各臓

器には皆蒼鉛を謹明する事を得すこり殊に肝臓魚肉に著明に蒼鉛を駿議しテこb腎臓之に

次げり肺臓に於ても著明に謹明し面素るも強制飼養の際人工的に入りたるものとも考

へ待らるるを以て肺の出品成績は絶墨的のものに有らす

　調法の次硝酸蒼鉛家兎5及6號に在bては観察総日藪56日及66日投與日劇45日及53

日投與全量22・59及539なb此の例に於ても動物の各臓器に蒼鉛の存在を謹明する事

リヒトめ實験と同機なり然かも投與全量の多き家兎肝臓には少なきものの肝臓に比し

定性的にも著明に蒼鉛の反慮現れセリ
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　解剖的には盲腸の近くの腸の漿液膜面より見る時は黒色の斑織を多罪見受けすこり之

は蒼鉛が硫化物となり之が更に異物として沈著せるものと考へらるるものなり其他肉

眼的に見て正常と異なる歌態を螢見せす

　以上の實験成績に依りてりヒト叉は次硝酸蒼鉛の如き不溶性物質も連績服用する時

は絶樹に吸写せすといふ結論には達せす寧ろ其1部分は必ず吸上せらるるものなる事

を謹明する事を得ナ釣

　（3）各臓器叉は他の組織の蒼鉛吸牧量

實験例第8・9及12家兎及第7及14號犬をよ第2章試験の目的の第3に該適するソ・ト、

脛口投資の際に各臓器叉は組織に四型せらる量を定量的に試験せるものにして第13號

家兎は謝照として次硝酸蒼鉛を投與して各臓器に吸牧せらるる量を定量せるものなり

　槻割下日数はリヒト投與動物に於て家兎31日より72日，犬19日より123日に及ぶ投

下日歎は家兎25日より55日，犬15日より76日なり投與全量は家兎119より27・59犬7・59

より76gなり観察堅甲死せるもの3頭買血に依り致死せるもの2頭なり発死の原因は

強制飼養の際誤りて氣管中に注入し柁る者も有れども：又原因不明のものも有るなう

　之等の動物の各臓器に付き蒼鉛の定量をジーグフソード・ボッチ氏法に依り施行し

ずこるに各臓器相互に於ける多少は定性試験の時と同様にして肝臓最大にして絶樹量家

兎に撃ては約0・4－0・5mg犬に於ては約0．2mgなり家兎肝臓の：重量は犬の夫の約雫量に

して其吸牧に於ては約2倍なb各動物の馬韓の絶壁総量は不明なるも定量しセるもの．

のみに付き其総量を比較するに次の如し

動眼雛）馨墓羅雛備蒜動物藁綴）犠難騰翻劉
　　　　　　　　　（日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．236　　　　　6．25　ユ2勢髭家兎　　　25・0　　　　25・　　　　1・266　　　　　6・91　　　　　S　号虎家兎　　　27。5　　　　　559

　9號家兎11・0　55・　2・144　26・84　141疲；犬76・0　76・　0・647　1・16

　7號犬　7・5　15・　0・86　15・68

　犬14號に於てはりヒトの投與を中止してより約1ケ月を経過しすごる後に撲殺しナこる

ものにして術ほ臓器内に蒼鉛を讃明するを得ナZリミュラー及キュノンチイ雨氏の犬の馬験

と殆ど一致するを見るなり堕し爾氏の實験は酸化蒼鉛投與にして吸牧の程度も非常に

大なるが如し

　以上の如く吸牧の比奉より見る時は家兎も犬も別に差違無きが如し而して投與日数
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は同一・にして役與総量の小なるものに於て多量に吸牧せられ居るは少しく豫期せさる

事實なるも9號家兎の如きは肉及月曜に多量に蒼鉛を幅出し震る鵜め嬉かくは差違を生

しナこるものなり何れにしても其吸妻せらるる量は投與全量に比し著しく微量にして最

も多量なるものに重ても投與量の5000分1に過ぎず

・亭亭試験として次硝酸蒼鉛を連績投身しセる結果は次の如し

　　　　動物投壷全量（g）投奥日割（H） 蒼鉛吸牧全量（mg）吸歌率（】0萬分の）

　　　　8號家兎　　　22・0　　　　　　22　　　　　　α802　　　　　　　5・04

　即ち次硝酸蒼鉛の吸牧牽はリヒトの場合と殆と大差なきが如し吸牧傘の計算はフk

ト中の蒼鉛含量を72．68％次硝酸蒼申の夫を7220％（70．86－73・59％の李均値）とし仁

り

　之を要するに水に不溶なるリヒト又は次硝酸蒼鉛の経口投與に依り蒼鉛の吸牧能率

は著しからす而して吸罪する量は投與期間の短きもの及投與絡量の少なきものに割合

に多く吸上せらるるが如し之帥ち連下平與に依りて腸管粘膜が一種の抵抗を生じ後期

になる程蒼鉛の透渦性が減じ爲めに吸牧能率悪しくなるもめとも考へられ叉蒼鉛の比

色定量法の不完全に起因する事も考へらるるものなり此事の剣別は今後の研究に待た

さる可らす

　（4）　リヒトの慢性中毒を惹起するものなbや

　動物實験雪中リヒト中毒と認む潜きものを見す之は一つは観察日歎の足らざる爲め

とつ一は不明の原因に依り麗死せるが爲めなり麗死の原因の劃明せるものは氣船中に

藥液の浸入しずこる駕めに依るもののみなり其他フヒト叉は次硝酸蒼鉛を多量に投與し

すZるが爲めに腸粘膜面に硫化蒼鉛を化成し榮養分の吸牧を阻止し榮養不給に階リナZる

に依bて早死せると推定せらるる者も有bたり

　i蒼鉛測の投面前と投函後との出山の清長を見るに之の増加を見セる者有れ共叉減少

せるもの有るは心頭不給と見傲すべきものなb

　　次に各臓器の重量と膣重との比率を正常動物の夫と劉比し見るに蒼鉛肝臓は脱血

及撲殺死肝臓よりもi著しく大なう蒼鉛腎臓も肝臓に見るが如く正常のものに比し歪な

b心臓は脱血死のものは正常脱血死と同機なb蒼鉛脾臓は正常のものに比して少しく馳

大なb下表と別表とを樹照し見れば自明すべし
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　め回るものに比し蒼鉛吸牧量：は甚しく多：量なり11號動物の例は次硝酸蒼鉛を封照とし

　てクロトン油4滴と共に與ヘナZるものにしてりヒトの場合と同様に秀鉛の吸牧せられ
、

　し量は多量なb

　　10號家兎　リヒト19，クロトン油4滴投與，吸牧蒼鉛量，2，0651ng，吸牧率10萬分め284

　　U號家兎次硝酸蒼鉛19，ク・トン油4滴投與，吸吸蒼鉛量2．675m鐵三三蜘0

　　　　　　萬分の370

　之を要するにカタノγ症朕の有る消化管よりは蒼鉛の吸牧率は著しく高まる事を知り

得ナこり

　　　　　　　　　　第六章　實験威績に封ずる毒理墨的考察

　　以上第5章の霜崩成績を考察するにリヒト又は次硝酸蒼鉛中の蒼鉛は正常の動物の

消化管よりも吸血せらるる事は確實なり而して吸牧の信義量は甚だ僅少にして小官等

　の實話せる範園に湿ては未だ蒼鉛の慢性中毒を謹明し得ざりき然しながら此故を以て

i蒼鉛渕殊にリヒトを清酒の防腐剤とするに衛生上全く無害なりと断定するを得す何故

　ならば清酒常用君は屡々胃腸カタノγ三二を呈する事有るは病理解剖學の数ふる所にし

　て消化管にカタノン症状あるものには蒼鉛は比較的多量ド臓器内に心惑せらるる事は小

　官等の二二にも見るが如くなれば清酒常用者には非常用者に比し蒼鉛が多量に山回せ

　らるる事は類推し得可し而して二二せられナこる蒼鉛は再び瞠外に排泄ぜらるると錐も

他の磯物の出品用軽もの温温外1こ諭せらるるが如きものと異棚障用せ

　る蒼鉛が長時日禮内に止まり蓄積するものなる事は小官等の實験に見るも明ら炉なb

　斯くの如く蓄積作用を有する物質は衛生上看逃す可からざる者なる事は毒血學の敷ふ

　る所なう

　　之を要するに蒼鉛翻は経ロ投輿に於ては膿内に蓄積作用有りと錐も未だ中毒作用を

　呈するの確謹を得ざれば清酒の防腐劃とするに不可無きが如く思はるるも清酒の如く

　慢性常用者有るを考慮する時は之を防腐剤として使用するに適當なる者と認むるを得

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　論

　　リヒト（樹脂酸蒼鉛）は之を動物に連績投與するに蒼鉛の臓器内蓄積作用を呈す故に

　清酒の防腐捌として衛生上適當ならすと認む

　　　　　昭和二年四月
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　牛乳中の脂肪量二三に回しては明治33年内務省令第20號によリゲノレベノγ氏アチドブ

チロメートノレ法を探用せられ居るも近時バブコヅク氏槍定法を以て適正となすものあ

り果して何れが適當なりや之れが調査の必要を認めたるを以て二等爾法の外高温最も

正確なる定量法として常用せらるるり。一ぜ，ゴットリーブ氏法，リットハウゼン氏法及

アダムス氏法に就き比較試験を施行しセるに次の成績を得たり

　　　　　　　　　　　　　　　試　験　方　法　　　　　　　，

　1．ゲルベル氏法　：本法は内務省／含により心用せられだる現行公定法にして該規定に

よればアミーノγアノレコホノレは之を硫酸上に層積し然る後二二をアノγコホノγ上に層積す

べしとあるも其順序を顛倒しアミーノンアノンコホノンは操作の最後に於て注記せり

　本法に於て析畿する脂肪層の二二は上下爾メニスクスの底線に於てするを普通とす

るも山下及中江二二（蓄産試験場報告第1巻第1三二6頁参照）の研究に從へば該二二

：法によりて得たる脂肪量は實際量より少しく低きに失するを以て普通の讃工数にα5

を加へ修正するを正當とせらる，依て余等は雨者の成績を併記し以て爾他の諸法に於

ける成績と比較封照に資せり

　2．バブコック氏法　本法は1890年米國ブヰスコンシン大學敢授バブコヅク博士の考

案に係るものにして米國協定法に從へば標準バブコヅク試駿壕は全長150－165mm，球

部の内容45ccm以上，劃度頸部の長さ63，5　mm以．一Lを有し二度部を除きセる上下爾

端に於ける頸部は少くとも9mm圓筒状をなし脂肪量を讃回すべき劃度は最：高8％に

して各1．0％の度目は更に0．5及0．1％の度数に野分せられ各1．0％に欝する頸部の内

：容は0．2ccmとす
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　本法を喪施するには検乳をよく混掩均等となし特製のピペ．トを用ひて其17．6ccm’

を試験罎に容れ次に比重1．82－1・83の硫酸17・5ccmを徐々に壕頸の管壁に浩ひて注

入し頸部を持ち輕く揺動混和し生成せる凝塊の溶解するに至り4分間遠心力羅（1分

間の廻輔歎700－1200回のもの）に掛け…欠に沸湯を加へて球部に全満せしめ爾ほ1分

間遠心力器に掛け再び沸湯を添加して分離せる脂肪層を劃度頸部に達せしめ更に1同

遠心力器に溢し1分間廻輔せしめたる後57－60。の温湯中に三分間挿入し弦に析串す

る脂肪層の度数を二三す

　右脂肪層の譲取法に關しては米國協定注には何等の規定なきも多くの成書に篠れば

脂肪層の最低部を起黙とし最上部の劃線に於て乱取すべしとなし或は函メニスクスの

底線に於て讃回し酸性溶液中に溶存する脂肪分の補正の爾め0．1－0・2％を二二すべし

とせらる依て余等は本注實施に際しては前記爾讃取法を行ひ前者を普通注とし後者を

別法として成績表中に併記せり，爾ほ前記バプコ。ク氏罎は米國製及内地製の雨者を．

用ひ之を試験せり，即ち前者は上記米國協定法の規定に準撮せるものにして内地製の

ものは劃度を施せる頸部の長さ60－65mmを有し此間を100分し其度目は最高10％最

低0・1％の脂肪量に該當せり

　3，り目一ゼ，ゴットリーブ氏法・前記米國協定法に從ひ槍乳10－11gをり。一リヒ氏

管に容れ10％アム毛ニア水1．25ccm（槍乳酸性強きときは2ccm）及95％の酒精10ccm

を順次に加へ謡言藥を加ふる毎によく混和せしめ次にエーテノレ25ccmを加へ3（1秒間

1強く振温し更に石油工一テノレ（沸瓢60。以下の霊，の）25ccmを加へ再び30秒間強振量

をなし柁る後静置し上液層蓬明となるに及び管側の排出用活栓を開きてエーラノレ脂肪

液分を可及的多量流出せしめ小乾燥濾紙を用ひて既秤の硝子壷中に濾入し款にエーテ

ノγ及石油工一ヲノン各15ccmを順次に該振蚤管中に注加し各30秒間強く振盟し静置し

分離せる透明のエーテノレ性液を前記と同一の濾紙を用ひて前記の硝子壷申に濾入しエ

ーテノy及石油工一テノン同容量の混和液少量を以て排出階端濾紙及漏斗を洗灘しエー

タノン分を蒸散せしめ水蒸蝋乾燥箱内にて乾燥し恒量を得るに至り秤定す，前記り。一リ

ヒ氏改良管を入手し得ざbし際はり。一ぜ，ゴジトリープ氏奮式定：量管を用ひ前記と同

標に操作せり但しエーテノレ脂肪液はピペットを用ひて可及的多量を吸牧しピペ，トをエ
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一テル石油工一ラノレ同容量の等厚を以て洗漁せう

　4．リッD、ウゼン州法牛乳10gをペヅヘノレに取り水100℃cmを以て稀輝し銅液（結

晶硫酸銅34．649を水に溶かし1：しとせるもの）15ccmを加へ次にナトロン漁液（苛

性ナトロン15gを水に溶かし1：しとせるもの）7ccmを加へ鼓に生する沈重を濾紙上

に集め少量の水を以て零幸し以下次の2法に從ひ比較四三を施行せり

　甲法　前記の沈澱を濾紙と共に水蒸氣乾燥箱内にて乾燥し海る後ソクスレット氏法

に準じ之を乳鉢内に移し精製硅砂と混じ研磨して細末となし之を濾紙と共にソクスレ

ヅト浸出器中に容れエーテノγを以て浸出す

　乙法　前記沈重に精製硅砂を加へ濾紙上に於てよく混和し濾紙と共に水蒸氣乾燥箱

内にて乾燥しナこる後之をソクスレヅト浸出器に容れエータノレを以て浸出す

　前上雨注に於けるエーテノレ浸出液は之を既秤の硝子壺中に移しエー・テノγ分を蒸散せ

しめ水蒸氣乾燥箱内に於て乾燥し恒量を得るに至り秤定す

　5．アダムス氏法黒め脱脂乾燥せる長さ約56cm幅約6．5cmの濾紙2枚を重ね之

を水李の位置に展張し槍乳約10gを右の紙片に散布し塞導車に乾燥し更に水蒸氣乾燥

三内に覧て乾燥しナこる後ソクスレ。ト浸出器に容れ珊珊テノレを以て浸出し以下前脚と

同標にして秤陣す

　以上は全乳に解する試験法にして脱脂乳に樹しても亦同様に之を準用せり，但しり，

トノ・ウゼン工法に在りては乙法に從ひ叉バブコック貯法に在りては蚕乳用試験壕の外

脱脂乳用のものを併用せり，帥ち該試験罎（内地製）は最高0．5％最低0・01％の度盛を

有し其劃度頸部の長さは全乳用のものと署同様に一して頸部は殆ど毛細管朕を呈し之よ

り槍乳及硫酸等を注入すること能はざるを以て別に全乳用のものと同標の口径を有す

る注入管を附す

　クリームの試験に幸しては脚半5gを秤恥し水95　ccmを加へ40．に温めよく混和

し此混液を以て前記発乳試験法を慮用し爾ほバブコォク理法1二卜うては全乳用事の外

同氏クリーム用試験屡を使用せb，該壕（米國製）は最高40％，最低0．5％の度目を有し

劃度頸部の全容8ccm　lこして其四獣全乳用のものに比し只頸部の口径大なるの差ある

のみなり，而して供試乳は多くは40％以上なりしを以て槍乳に同量の水を加へ前記と
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同様に40．に温めてよく混和せしめ此混液を以て全乳と同標に試瞼せり

　　　　　　　　　　　　　　　　　試駐成績

　供試料は認識仁所附近の螢業者よb日た購入せるものにして上記の方法により全

乳脱脂乳及クリームに就きて繊せる成績次の如し、、

　，　　　　　　　　　‘　　第一　全　　乳

　　　　　　　　　　　　1．内地製バブコック曝を用ひすzる・場合

　甲．バプコ。ク民法に樹し普通讃取法を採用せるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　三

番號1比 刺為ご｛ヲ鵡1一ゲノヒー ベ　ル　氏　法
普通駿取法　［山下，中江武法

1

2

3

4

5

6

7

8

9

備考

　1．0284　　　　　　　　2．85　　　　　　　　　3．00　　　　　　　　　3．05

　1．0325　　　　　　　　3の11　　　　　　　　　3．23　　　　　　　　　3．28

　1。0280　　　　　　　　　2．48　　　　　　　　　　2，70　　　　　　　　　　2σ75

　1．0313　　　　　　　　　3，05　　　　　　　　　3。30　　　　　　　　　　3．35

　】．0312　　　　　　　　2．95　　　　　　　　　3．15　　　　　　　　　320

　1．0314　　　　　　　　2．93　　　　　　　　　3．10　　　　　　　　　3，15

　ユ．0360　　　　　　　　3．44　　　　　　　　　3．65　　　　　　　　　3．70

　1．0290　　　　　　　　　2．71　　　　　　　　　　2．95　　　　　　　　　　3．00

　1・0294　　2r85　1　aoO　　3ρ5

リョーゼ，ゴットリープ法に於てに當弍定量管な使用ぜリ

　　　　　　　　　　　　第　　二　　表

　バブコック．氏法
普通譲取法　1別法（計葬iEユち）

3．00

3．25

2．70

3．20

2．80

2，80

3．60

3．00

2．80

230
3．05

2．50

3．00

2．6Q

2．60

3．40

2．80

2．60

醐比刺甚ツノ矧ll跨毒 普議臨奢訴轟瑳氏法1一薯論叢痴鹸豊野：、）

　　1　　　　1．0309　　　　　　2．88　　　　　　　2．93　　　1　　　3，10　　　　　　　　3．15　　　　　　　　3．05　　　　　　　　2．85

　　211m83　鑑6S　乳721盆80　　a85　　a80　　鑑60
　　1目：謙　　1：ll　l：ll　i　l：ll　・1：認　　1：鴛　　1：蕊

　　ll：鰯．1：雪　冠611：！l　l：鷺　1：ll　l：器
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　7　1・0278　3・08・2㊨6ia20　　a25　　3⑳　　且80
　　8　　　　1．0293　　　　　　2．71　　　　　　　2．79　　　1　　　2譜）5　　　　　　　　3．00　　　　　　　　3．Og　　　　　　　　2£0

　　9　　’　ユ．0315　　　　　　3．12　　　　　　　3．11　　　　　　　3。35　　　　　　　　3．40　　　　　　　　3．30　　　　　　　　3．10

’　　　10．　　　1．0283　　　　　　2．99　　　　　　　2．91　　　　　　　2．95　　　　　　　　3．00　　　　　　　　3．00　　　　　　　　2．80

　　11　　　1．0286　　　　　　3．00　　　　　　　2．98　　　　　　　3．10　　　　　　　　3．15　　　　　　　　3．05　　　　　　　　2．85

　　12　　　　1．0299　　　　　　・2．41　　　　　　　　2．き4　　　　　　　　2．50　　　　　　　　　2．55　　　　　　　　　2，30　　　　　　　　　2．10

　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　備考　リットハウゼン氏法に於てに甲法な探用せり，リ3一ゼ，ゴットリープ氏法に第一衷に於けると

　　　　　同じ
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第 表

番號 1
1

2

3

4

5

6

7

備考

比　　重
りヨーゼ，ゴヅ

トリーブ氏法
ゲルベル氏法

普通三目法　［山下，中江氏法
　　バブコヅク．氏法
．i

　普通讃取法1別法（計鋒にる．よ）

　1．0271　　　　　　　　　2．82　　　　　　　　　　　2」75　　　　　　　　　　2．80

　1．0314　　　　　　　　349　　　　　　　　　3．40　　　　　　　　3．4！5

　LO292　　　　　　　　3．16　　　　　　　　　3，10　　　　　　　　　3．工5

　1．0295　　　　　　　　2．98　　　　　　　　　2．95　　　　　　　　　3．00

　LO307　　　　　　　　2．98　　　　　　　　　3．05　　　　　　　　　3．10

　1．0290　　　　　　　　2．94　　　　　　　　　3．00　　　　　　　　　3．05

　1’0298　　　　　　　　3．58　　　　　　　　　3．60　　　　　　　　3．65

リョーゼ・ゴットリープ氏法に於てにリョーリヒ氏管な使用也リ

　　　　　　　　　　　　　第　　四　　表

1 2．80

3．45

3，10

3，00

3．00

2．70

3．40

2．60

3．25

2．90

2．80

2。80

2．50

3．20

番號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

比　　重

　　ユ．0282

　　1．03工0

　　1．0284

　　1．0284

　　ユ・0329

　　】．．0309

　　1．0325

　　1．0288

　　］．0315

　　10232
　　］．0300

　　1．0281

　　1．0296

　　1．0290

　　】．0315

備考

　　　ぜリ

リツ　トノ・ウ

ゼン氏法
3．01

2．97

2．80

2．S3

2．23

2．97

3．04

2．80

2．94

3．32

2．91

3．32

2．93

2。91

3．20

リョーゼ，ゴツ

トリーブ氏法

3．09

3．03

2．90

2．97

2．32

3。10

3ユ3

2．95

2．97

3．38

2．93

3．38

3．06

2．91

3．23

　　ゲルベル氏法
普通讃取法［山．ド，中江氏法

3．10

3．10

2．85

2．90

2．25

3，15

3．20

3．00

3．00

3，40

3rOO

’3．40

3．00

2．90

3．15

345

3．工5

磐．90

2．95

2．30

3．20．

325

3．05

3，05

3，45

3。05

3．4ぎ

3，05

2。95

3．20

　バブコック氏法
善鑑費取法［別法（計算によう）．

3．15

2．90

2．90

2。40

3．15

3．10

2．90

2．90

3．30

2．90

3．30

2．90

2．85

3．15

2．95

2．70

2．70

2．20

2．9δ

2．90

2．70

2．70

3．10

2．70

3．10

2．70

2．65

2．95

り・一ゼ，ゴソトリーブ氏法に於てにリョーリヒ氏管な使用し，リットノ・ウゼン氏法に甲法層探用

　　　　乙．バプコック氏法に卸し別讃取法を医用せるもの

　　　　　　　　　　　　　第　　五　　表

番號

エ

2

3

4

5

6

比　　：重

1．0295

］．0280

］．0300

］．0290

1．0303

ユ．0273

アダムス氏法

3．27

a．00

リツ　トノ・ウ

ゼン氏「 @
3．04

3，09

2．62

3．01

3。26

ゲルペル貯法
善通讃職1山下・申江職

3，00

3．ユ0

2．70

3．10

含．25

3．00

3．05

3．15

皇．75

3．15

3。30

3．05

バブコッタ国法
，難警鰯別法（實測）

3．00

3．00

2．70

3．20

3．20

3．10

2．80

2。80

2．50

3．OD

3．00

2．90

〆
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7

8

9

10

11

12

13

14

15

1．0310

1．0285

1．0288

コ．0285

1．02S5

LG281

1．0287

1．0320

1．0300

3．02

3。10

3．31

324

326

3．32

3．29

3．19

3，14

2．93

3．03

3．24

3．22

3．26

3．27

3．12

3．07

3．00

3．10

3．30

3．20

3，35

3．30

3。33

3．15

3．10

3．05

3．15

3．35

3．25

3．40

3．35

3．35

320

3．15

備考’リットハウゼン氏滋…に於てに乙法為探用ぜり以下皆之に微ふ

　　　　　　　　　2．米國製バブコ。ク氏壕を用ひたる場合

　　　　　　　　　　　　　　　　第：　六　　表

3，00

3．00

3．20

3．10

3．35

3．40

320

3。18

2．90

2．90

2．80

3．OO

2．90

3．15

3．20

3・00

2．98

2．70

番號

1

含

3

4

5

6

7

8

比　　重

ユ．0295

コ．0298

」．0318

1．0306

LO330

LO326

】．0296

i．0335

リョーゼ，ゴン

トリーブ氏法

3．06

4．14

2．84

3。09

3．14

2．93

3．32

3．66
／

ゲ　ルベル氏法
弓懸讃取法　1山下，中江氏法

3．10

4．20

2。90

3．15

3．10

2．go

3．30

3．60

3．15

4．25

2．95

3．20

3．15

2．95

3．35，

3．65

バブコ7ク氏法
普通識取法　　別讃取怯

3．20

4。20

2．90

3．15

3．10

2．90

3．30

3．60

備考　リョーゼ，ゴットリーブ氏法に於’（にリョーリヒ氏管な使用ぜり以下皆之に微ふ

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　七　　表

3，00

4．00

2．70

2．9δ

2，90

2。70

3．10

3．40

翻
1

2

3

4

5

・6

比　　置 1凱蕪隔跨巌
】．0300

コ．0300

1．0316

LO307

］．0316

LO332

3．17

3．15

3．31

3．42

3．39

3．63

3．22

3．17

3．4ゼ

3．49

3．47

3．64

普紅茸『、椿賑計瞥論漏ツ蒲1撫

第

3．20

3．15

3．40

3．45

3．45

3．65

入 表

325

3．20

3．45

3．50

9．50

3，70

3．13

3．00

3．40

3．40

3．45

3．60

3．00

2。80

3．2Q

3．30

3。25

3．40

翻！

1

2

3

4

5

6

7

S

比　　重

1．0288

LO308

LO316

LO344

1．0314

］．0319

1．0328

1．0320

・ダム祇法ll祖櫨

3．08

3．18

3．27

3．33

3．26

3．47

3．09

2。S8

3．17

3．20

3．30

3．45

3．26

3．48

3．09

2．97

ゲルペル氏法
普鑑讃取法1山下，中江氏法

3．15

3．20

3，30

3．40

3、30

3、50

3．10

2．95

3．20

3．25

3．35

3．45

3．35

3．55

3．15

3．00

バブコヅク氏法
普通肥取法【別讃取法

3．15

3．20

3．30

340
3。30

3．50

3．10

2．95

2．95

3．00

3．10

3．20

3．1Q

3．30

2．90

2．75
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第 九 表

番號

1

2

3

4

5

6

上ヒ　　重

］．0305

1．0325

1．0319

コ．0298

工。0339

1．0330

アダムス氏法

3．14

3．89

3．17

3．56

3．66

3。L5

リッ　トハウ

ゼン氏法
3．12

3．81

3．17

3．6L

3。68

3．11

ゲルベル氏法
善通譲取法1山下，中江氏法

3．10

3．90

3．？0

3．60

3．70

3．20

3．15

3．95

3．25

3．65

3．75

3．25

バブコック氏法
善養亘言賛取法1　8噂謹資1便法

3．05

3．90

3．20

3．50

3．60

3．20

2．95

3．70

3．00

3．30

3．40

3．00

第 十 表

番號

　1

　2

　3

　4

　6

　6

　7

　8

　9

10

11

12

13

ユ4

15

コ6

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

，比　　重

】．0305

1．0324

LO287

LO287

1．0295

1．0315

LO327

1．0350

LO346

1．9345

】．0311

1．0286

LO296
】．0288

1．0302

コ．0302

LO300

1．0282

ユ．0328

ユ．0304

1．0300

ユ．0304

工0316
LO296

ユ．0321

1．0316

1．0330

】．0258

LO310

1．0341

1．0300

アダムス

氏　　法

3．69

3．15

3。00

’3．15

3．09

3．47

3．17

3．31

3．28

323
3．23

3．04

3．02

3．07

3．09

3。01

3．01

3．1．3

3．0．7

2，96

3．23

3．27

323
3．52

3。11

3。34

3．28

3．55

328

3．43

3三40

リツ　トノ・ウ

ぜン’氏法

3．67

3．12

2．94

3．11

3．10

3．44

3。15

3．28

3．25

3，19

3．24

3．03

3．04

3．04

3．14

3．06

3．02

3．19

3．06

3．0．1

3．24

3。26

3．25

3．48

3。07

3。35

3．29

3．57

3．31

3．46

3．42

リョーゼ，コぐッ

トリーブ氏法

3．72

3．23

3．96

3．11

3．11

3．45

3．22

3．31

3．27

3．20

3．27

3．06

3．02

3。09

3．13

3．02

3．02

3．1合

2．97

2．97

3．20

3．30

3．28

3・53

3。12

3．43

3．32

3．57

3，32

3．53

3．38

ゲルペル氏法
普通肌取法1山下，申江氏法

3．65

3。20

3．00

3ゴ5

3．10

3．45

3．20

3．35

3．30

3．25

3．20

3，00

2．95

3．05

3．10

3．00

3．00

3．10

3．00

3．00

3．20

3．30

3．30

3．50

3，10

3．40

3．35

3．60

3．30

3，50

3．40

3．70

325
3．05

3．20

3，15

3．50

3。25

3．40

3．35

3．30

3。25

3．05

3．00

3．10

3．15

3，05

3，05

3．15

3．05

3，05

3．25

3．35

3。35

3。55

3．15

3．45

3．40

3β5

3．35

3．55

3．45

バブコッグ氏法
普通讃取法1別讃取法

3．75

3．20

3．00

3．20

3．10

3．50

3，10

3．35

3。30

3．25

3。20

3．00

2．90

3．00

3．10

3．00

3．00

3，10

3，00

2．95

3．20

3．脅0

3．30

3．50

3．05

3．40

3．30

3．60

3．30

3．50

3．40

3．60

3．00

2。80

3．CO

2．90

3．30

2．90

3，15

3．10

3．05

3．00

2．80

2，70

2．80

2．90

2．80

2．80

2．90

2．80

2．75

3．00

3。10

、3．10

3．30

2．85

3．20

3．10

3．40

3．10

3．30

3．20

　　　3．各定量注に守る成績比較一覧表

甲．内地製バブコック氏屡を用ひだる場合
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乙・米唐門バブコ。ク氏罎を使用し照る場合

　　　　　　第　　十　　二　　表

　　　　　　　　　　　　　　馬

0
0・05迄

（＋）1（一）

u・u6以上
0・10迄

（＋）1（一）

0・U以上
。．15迄

（＋）1（一）

O・1b以上
0．20迄

（＋）’［（一）

合計幽

幽打留鍵ツク融略1，謝1翻潮翫劇1測 i ｝・9

写告ゴ賜審論麗昏ち蕪障％レ丘1％1。葦％L翻81，馴3旨矧 t・9

鍵ご禦轡繋あ釧磁％1，♂1％［、諺％，繍，£％1 ［・3

τ盤勢干瓢十三1オ％［、♂1％i11細，酬81，制
　　　　　　　　　　　　　　　。サ粥1％麟％1，。暑％1，忌％11

153

”ゲルペル法の書士讃取法とリッ．｝

ト・・ウゼン法との差　　．＿．

四面驚磐藻脹氏法とr8

143

1，諺％，馴、賦1％18t，。1％1 43

徽鋤象普緻取法とア烈翻、粥，翻1，溺鰯 t 1・・

窺蝶甥素噸法引ボ，嬉i潔、嗣8』、嗣 L・・
ず轟7鎌響灘髪隔％，器％1，男1％隔％1、。§％1、誌％楓§％［8』急％1・3

ず∴歌脇鯉聾磐法と鴎％』。1％1，謝，嗣、翻別。制 1・3

貿二痘濃善通灘とア。1％、お％i，翫1、。§％、。1％i。1％1 45

1ヲ轟。妻とト姦ブ法とリツ闇％、美章％扁％麗％掃％［臨1 1 1 い7

芸競鷹トリーブ法とアダ’、。酬、鰯，。暴論。1％隔％i い・

擁ハウゼン法とアダムス法。泌ま1％磁％［劇轟

第　＝＝

第 十

脱 脂

表

門

i・・

番匠

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ユ0

11

12

13

比　　重

ユ．0346

1．035G

LO354

1。0329

1．0345

1．0377

LO361

1．0325

1．0321

ユ．0354

1．0333

ユ．0350

1．q333

アダムス

氏　　法

1．35

1，83

L74

1．75

リッ　トハウ

ゼン氏子
ユ。32

1．82

1．72

L74

リョーゼ，コ“ッ

ト　リーブ氏法

1。40

1．83

L73

1．77

1．87

ユユ4

1。47

1．86

1．95

20S

251

2．68

2．53

ゲ　ノレ　ベ　ノレ氏セ去

聾通讃取法【山下，申江氏法

］．．30

1．80

1．70

1．70

．1，80

ユユ0

1．40・

1．80

1．90

2．00

2．50

2．70

2．50

1，35

1．85

ユ．75

1．75

1．85

u5
1．45

1．85

1．95

2．05

2．5δ

2，75

2．55

バブコック氏晋去

普通讃取法1別讃取法

1，25

LSO

1．60

1．75

1．80

1．10

1．50

1．85

1．90

2．00

2．50

2．65

2．50

1．05

1．60

1．40

1．55

1．60

0．90

1，30．

ユ．65

1．70

1．30

2．30

2．45

2．30・．・
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第　十　四　表

番號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

ユ0

ユ1

ユ2

エ3

ユ4

15

16

』17

18

19

20

比重

1．0323

1．0350

1．0344

1．0345

1．0344

LO341

1。0341

LO321

】．．0325

1．0326

ユ．0330

1．0353

1．0326

1．0326

1．0330

1．0329

1．0308

1．0358

1．0290

1．0347

アダムス

氏　　法

0．67

0．61

0。57

0．51

0．48

0．47

0．43

リットハウ

ゼン氏法

0．65

0．61

0．53

0．51

0．47

0．48

0．41

リョーゼ，　ゲル’ミル氏法

夢ツ良リ璽聖職醜

0．68

0．64

0．57

0．52

0．46

0．43

0．73

0．66

0．67

0．54

0．53

0。50

0．38

0．36

0．31

0．28

026

0．25

0．21

050

0．50

0．40

0．40

0．40

0．40

0．30

0．70

0．60

0．50

0．30

0．30

0．30

0．15

0，10

0，15

0。10

0．10

0．10

0．10

0．55

0．55

0．45

0．45

0．45

0．45

0．35

0．75

0．65

0．55

0．35

0．35

0．35

0．20

0．15

0．20

0．15

0．15

0．15

0．15

バブコック氏法
：来國製全乳用場

藷取難膿護

0．50

0．60

0．55

040

0．55

0．55

0．50

0．75

0．60

0。60

0．40

0．45

0．45

0．40

0．30

0．30

0．35

0．30

0，25

0，25

0．30

0．40

0．35

020

0．35

0．35

0．30

0．55

0．40

0．40

0．25

0．25

025

0．20

0．10

020

0，20

0．10

0．10

0．10

内：地製脱脂乳用壕

藷取軽隈竪

0．385

0．395

0．355

0．255

0．375

0，355

0．255

0．380

0．390

0．350

0．250

0，370

0．350

0．250

第三　　ク　リ　一・ム

第　．十　五　表

番號

工

2

3

4

5

6

17

8

アダムス
氏　　法

38。43

52．42

47．83

リットノ・

ウゼン
氏　　法

38．27

52．76

47．86

リョーぜ，

ゴットリ
ーブ氏法

37．S6

52．50

47．13

51．71

48．19

48．49

36．74

47．06

ゲルベル氏法 バブコック嗣法

A法1β法
37．41

52．22

46．45

48．87

48．18

48．49

35．19

45．91

38．53

53．78

47．85

50．34

49．63

49．94

3625

47．29

全乳用ま曇

A法iB法
37。41

52．22

46．45

48．87

48．18

50．16

35．19

45．91

38．53

53，78

47．85

50．34

49．63

51．17

36．25

47．29

クリーム’ p壕
A法18法
37．26

52．25

46，60

51．09

50．06

48．38

35．00

46．22

38．38

53．82

48．00

52．61

51．56

49．83

36．05

47．61

備考　ゲルペル及バブコヅク雨法中A法に全乳に準じ試瞼しナニろ儘の成績にしり（B法はケムニッツ氏に

　　從ヒA法に於ける成績にLO3々乗じナこるものなり

総　i括

以上の試験成績を通覧するに全乳の場合に在りては内地製バブコック爆を使用し把
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る際の戒績はゲノンベノレ及バブコワク爾法共に普通沓取法による脂肪量の差（十）（一）

0．05％以下のものは槍禮42種中22種（52。4％），（＋）（一）0．1％以下のもの32種（76・2％）

叉ゲノレーミノレ法に於ける山下，中江必着補正法とバブコック法に於ける普通讃取法との

差0．05％以下のもの18種（42」9％），0．1％以下のもの25種（59・5％）にして他の槍膿15種

に就きて試験せる成績中ゲノレペノレ注の普通馬取法とバブコック法の別買取法によるも

のとの差0．1％のもの3種（20．0％），0．2％のもの4種（26．7％），0．3％のもの5種（33，3％）

を算し米冷製バブコック壕を使用しナこる場合の成績は槍膿59種中ゲノンーミノγ及バブコック

法共に普通護取法によるものの論壇のもの42種（712％），0・05％以下のもの10種：（16・9

％）合計52種（88・1％），0．1％以下の58種（98・3％）に達し叉ゲノンペノン法に於て山下，中

江爾氏補正法によるものとバブコック法の普通面取法によるもめとの差0．05％以下の

もの46種（78．0％），0．1％以下のもの54種（91・5％）にしてゲノンベノレ法に出て普通讃取注

によるものとバプコック法の別売取洪によるものとの差0．2％のもの43種（72．0％）を算

せり，故に米國協定法の規定に準櫨せるバブコ。ク壕を用ひ前記の如く普道話取法を

探用するときは其成績は多くの場合ゲノレペノン法の夫れとよく一致するものと認め得べ

く脂肪層の雨メニスクスの底線に於て護取し之に02％を加算する方法を取るも亦大

払に於てゲノン＾ミノン法と一致せる成績を得べきを信ず

　ソ。一ぜ，ゴ。トリーブ法中島式定量管を使用せる成績はゲノレベノレ法に比し穂著しく

低き数値を示せる場合多く内地製バブコ。ク媛に於ける成績との關係も亦殆ど同工な

り然るにり。一リヒ氏改良管を使用せるものに在りては霊堂53種中グノレペノレ法の普通

讃取法との差0。05％以下のもの44種（83・0％），0・1％以下のもの53種（100％），山下，中江

氏補正注との差0，05％以下のもの34種（64．2％），0．1％以下のもの49種（92．0％）にして

．バブコジク法の普通讃取法（米点製壕）との差0．05％以下のもの37種（69．7％），0．1％以下

のもの49種：（92．3％）を算しグノγベノレ法とり。一ぜ，ゴ。トフープ法とは互によく一致し

バブコ。ク法も亦大漁に於て一致せるものと謂ふを得べし，而して他の毛細22種に於け

る成績も亦殆ど同標なり，斯の如くソ。一ぜ，ゴ．トリーブ注の奮式定量管使用による

戒績の良好ならざりしは試験當時運も盛夏に際しエ一癖ン石油工一テノレ混液層よb其

・一阯e量を吸聾し難かりしを以てリ。一リヒ氏改良管に於ける方法を準用し從ってエ
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一クノレ液分の揮散等によbて脂肪分の損失をi聞せしによるべきを思惟せしむ

　り。トハウゼン法に於て脂肪を蛋白銅と共に沈澱せしめ乾燥しナこる後ソクスレ。ト法

に準じ乳鉢丙に於て硅砂と共に研和せる場合の成績は梢動揺し一定せず帥ちゲノソ＾ごノレ

怯の普蓮鼠取法との差0・05％以下のもの槍謹27種中9種（32．3％），0．1％以下のもの17

種（62．9％），バブコック法の普通護取法（内地製爆）との差0．05％以下のもの槍瞠26種中

10種（384％），0．1％以下のもの16種（61．5％）なるに卸し濾紙内に於て蛋自銅の沈澱と

硅砂とをよく混和して乾燥せるものはゲノン＾ξノレ及バブコック雨降の成績と精よく一致

せb，即ち槍瞠43種申ゲノγぺ7ン法の普通杣取法との差0．05％以下のもの30種（69・8％），

0．1％以下のもの43種（1000％），山下，中江転補正法との差0・05％以下のもの17種（39．5

％），0．1％以下のもの34種（79．1％），バブコック法の普通護取法との差0ρ5％以下のもの

23種（53．4％），0．1％以下のもの41種（95．3％）にして他の槍膿13種に就きて試瞼せる場

合の成績も亦殆ど同様なb

　次にアダムス法とゲノyペノγ及バブコック爾法の成績を封照するに槍騰56種中ゲノレベ

ノレ法の普通讃取法との差0・05％，以下のもの46種（82・1％），0・1％．以下のもの56種（1001

％），山下，中江氏補正法との差0．05％以下のもの26種（46．4％），0．1％以下のもの48種

（85．7％）にしてバブコ。ク注の普通護取法（米國製壕）との差0ρ5％以下のもの槍膿45

種中30種（66．7％），0．1％以下のもの44種（97・8％）を算しゲノγ一ミノン法の普通談取法はア

ダムス法と其成績最もよく一致せるを認むべし

　最後にり。一轍，ゴットリーブ，リット’・ウぜン及アダムスの三法に於ける成績を相互

比較するにり。一ぜ，ゴットリーブ法とリットハウゼン法との差0．05％以下のもの強膿37

種：中29種：（78．4％），0．1％以下のもの36種（97・3％），り。一ぜ，ゴットリーブ法とアダムス・

注との差0．05％以下のもの39種中32種目82・1％），0．1％以下のもの38種（97．4％）叉リヅ

｝ノ・ウぜン注とアダムス注との差0．05％以下のもの37種申34種（91．8％），0．1％以下の

もの37種（100％）に悪し3法共に互によく一致せる成績を示せり

　之を要するにゲノレペノレ法の比較的正確なるは既に定評あb，往年技師ナ眠し孚澤清

助氏の60種の全乳に就きソヅトノ・ウゼン法と比較試験を施行しセる成績（衛生試験月報

藁13號第5頁参照）も亦之を確醸せり，故に余割は：先づゲノレペノシ注による成績を基礎
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とし以てバプコ。ク法の成績を比較評論するも大恥に於て謬りなきを確信するものな

るも三三測定法の優劣等に齢し最も正鵠なる到定を下し得んが爲めには他の最も正確

なる定：量法として推奨せられナZるり．一ぜ，ゴ。トリーブ，アダムス及り。レ・ウゼソの

諸注と共に比較試瞼の必宴を認め之を施行しすごるものにして前記3重量法の成績は互

によく＿致し之をゲノγペノγ法と比較するに同法掌中普通銭取法によるものは是等3法

との成績よく一致せるを認むべく山下，中江爾氏の補正法によるものは寧ろ少しく劣

れるやの戚あり，バブコ。ク法も駐米國協定法の規定に準振せるバブコ。ク壕を用ひ普

通讃取法を探干するときは多くの場合前記諸法の成績と一致し脂肪層爾メニスクスの

三野・於て諏し之に・．2％を加算するの方法を取る跡大領に於て謝アよきものと

謂ふべし，而してゲルベノン及バプコヅク爾法の正確度を比較するときはグノンペノγ法の梢

優れるを認容するに躊躇せざるべし

内地製，げ・。ク駄よ誠績は贈呈し綱製壕砒し不翻り之慨述の麦ロく

米國下肥は其劃度頸部の長さ70－80mmを有し此間を80窪し其全容1・6　ccmなるに

下し内i膿脚6・一65mm興し此間を…分し其全容2・…mなるを以て脂肪量0・1

％に該労す四度目間の距離内綴壕は米國製品に比し著しく短小にして痴れが占め

脂肪暦の精確なる護取困難なるに基因するものと謂ふべし，是の如きを以て若しバプ

コ。ク壕にして最高10％迄のもの把らしめんと欲せば其頸部の口径を米國協定法に準

撮し8％の場創・比し2％に相州するだけ之艇長せしめ魎可らす（痴れ力働8

％漫に適合せる逡心力器を慮用するを得ざるに至るやも理りがだし），若し然らすして

軍に8％（米國協定法）の如き端数を避聖母0％とアぶさんが嗜め管長を同一にし管径のみ

を培大せしむるが如きは最も誤れるものなるべし

　次に脱脂乳の場合に就きて之を観るに全乳用ブチツメートノγ及バブコック罎を以て

せる成績は槍乳中の脂腿・．・％以上のものに勧てはゲ・・ぺ・吸・げ・・ク法中夫々

普弓取法｝・よ』 ｵ・．・5％以下眺の槍膿・3働・・種（84・6％）にして之を他の3態

法批較するに凹凹よく一致せ械績を示し琳ゲ・・ぺ・・法に勧てはlh下沖江

蔽に從ひ寵を施し価ものは踵量法撮もよくで致し普礪取濫よるものをよ

幾分低き三値を示せb，此現象は脂肪量1・0％以下少量となるに從ひ盆顯著なるを認む



130
衣笠・池田・堤　・伊藤

帥ちゲノγ一ξノレ法中普通縫取法に於て脂肪量0．5％，以下の場合には常に他の正確なる3

重量法の成績に比し著しく低き償を示し山下，中江氏の補正を施すも平然り，此場合

・には寧：ろパプコ。ク法中普通呼物法の成績精一致せる場合多きを認むるも本法も亦一

定せす未だ譜図と稻し難し之を要するにゲノレペノレ及バブコック爾法輪に全乳を基礎と

．して考案せられナZるものなれば比重等の關係を異にする脱脂乳の場合に於ても亦同機

に正確を期待するは寧ろ無理の要求なるべし而して内地製脱脂乳用バブゴ。ク壕の度

目果して正確なbや否や之を検定すること能はざうしも本器を以てせる成績はゲル＾ミ

ノγ注に比し更に一低層き憤を示し到底用に堪へざるべきを思はしめす的

　クリームの試験に際しては槍男子の脂肪量多くは40％以上なりしを以てクリーム用

ノ“プコ。ク壕を以て射干直ちに試験するを得す，第7號検品の外は何れも同量の水を混

和しナこる後地瞼に供用せり，而して其成績は全乳の脂肪量程度に稀現せるものを以て

施行せる各法の夫れと比較的よく一致せり，’ケムニッツ氏のLO3なる係敷を乗ずるの

可否は前記の成績のみにては未だ俄かに劃定し難し

　次にゲノγペノγ及バブコ。ク手法の操作上の鮎に就きて観るにゲノγペル法は軍に一同

蓮心力器に装すれば足るも・“プコ。ク注は3上之を使用するの不便あり，且つ其試駿

壕はグノレ＾ξノレ氏ブチロ中軸・トノンに比し破壊され易き蔵あb，然るにバブコック法はゲ

ル＾ξノレ法に比し短時間内に槍聾し得るの便あり，且ゲノレペノレ法に在りては試藥として

硫酸及アミーノレアノレコホノレを使用するもバブコ。ク法に於ては軍に硫酸のみなり此鐵

はバブコック法の賞用せらるる最大理由となすべし，然れどもゲノレ＾εノン法に於ては此

アミーノγアノレコホノレを加ふる所以のものは脂肪をして最純粋なる且つ透明に溶解せる

朝野に於て容易に析出せしめんが爲めにして畢覧バブコグク野郎の改良に外ならす，爾

ほ同一槍髄につき歎同反復試演するにゲノレ＾ξノγ法は殆ど毎次よく一致せる成績を示す

　もバブコック法に在うてはゲノγペノγ注に比し此識幾分劣れるやの威あり，故に内務省

台に・より探用すべき全乳中の脂肪検定法としては現行ゲノン＾εノγ法を以て最も適當なる

ものと1信ず，アミー♪γアノ〆コホノγを使用せざる便あるの理由の下にゲノγペノレ法を恥し

新にバプコラク法を探用せんとするが如きは最も誤れるものなるべし，但し之をゲノγ

’⇒ン法に代用し得べき程笈のものとなすは蓋し最も適當の倒置なるべし
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　伺ほゲ〃一ミノン法に於ては硫酸，’牛乳，アミーノンアノソコホノンの順序にブチロメートノレ

中に注入ずべく決して硫酸，’アミーノンアノレコホノγ，牛乳叉は其他の順序に注入す可ら

す，若し其順序を誤るときは試績成験正確ならす，之れ夙にリ。チモンド及オチャンネr

シー雨氏（Richnlond　u．0’Changhnessy；rAnalyst，1893，　S，146）によりて讃明せられ更：

にジーグフ三ノ〆ド氏（Sieg観d；Molker－Zeitung（Hildeshe㎞）1899，　S，433）によりて確謹

せられテZる所にして其原因は硫酸とアミーノレアノンコホノンと作用して不明の化學的反慮

を生起し硫酸に不溶の物質（主としてアミーーレンC5Hエ。）を生成するによるとせらる，

故に余習はゲノレ＾ミノン法の慮用に際しては常に前記の硫酸，牛乳，アミーノレアノレコホノレ

の順序を遵守し施行せb，然るに内務省命による現行公定法として特に硫酸，アミー

ノレァノンコホノγ，牛乳の順序を採用せられ干る箕因を知るに苦むものなるが此織は當然

・改正せざる可らざる所なりと信ず，更に市販ゲノンペノレ氏ブチロメートノンは其丁度部の

管径匠々にして一定せす時としては0．1％を示す＾ミき劃線密接し暗めに脂肪暦の護取

容易ならす從って正確を映く嫌あるものあb，之を實駿に徴するに脂肪α1％に相當

する劃度の全長は10mm以下ならざるを可とすべきを信ず

　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　論

　叙上の成績及理由に從ひ結論すること次の如し

　1．内務省令により探用すべき全乳中の脂肪量槍定法としては現行ゲノンベノレ氏アチド

ブチロメートノレ法を以て最：も門門な’るものと信ず

　2．ゲノγペル氏法により全乳中の脂肪量を槍定するには硫酸，牛孚しアミーノンアノレコ

ホノンの順序に於てブチロメートノγ中に注入し析出せる脂肪層は上下雨メニスクスの底

線に於て之を讃貸し脱脂乳（1．0％以上）の場合に在りては山下，中江雨氏に從ひ0．05％

を加算し補正するを可とすべし

　3．全乳中の脂肪量槍定に思しバブコ。ク氏法妹ゲノレベノ〆氏法に比し其正確度幾分劣’

れるが如しと錐も之をゲノγペノレ法に代用し得るものと思考す

　4．バブコ。ク法に篠b全乳中の脂肪肝を槍定するには米研協定法に貸舟せる全乳用

壕を使用し析出せる脂肪層の最低部と最上部に於て国取すべし，或は脂肪層の爾メニ

スクスの底線に嘗て讃資し之にα2％を加算するも亦可なるべし
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　5．脱脂乳中の脂肪量楡定に封しては1・0％●以上あ含量の場合に在りては全乳用ブチ

ロメートノレ及・“ブコック壕を用ひ全乳に準じ検定を施すときは共に正確なる成績を得

べきも1．0％未満殊1こ0．5％以下の含量の場合に在りてはゲノレ＾ミノレ氏法は著しく低き数

値を示し寧ろバブコ。ク氏法稽優れるが如しと錐も本法も亦正確と稽し難し

6．クリーム中の脂肪量検定に封してはバブコック氏クリーム用曝を用ひ脂肪量35％

以下の場合は槍禮其儘につき：又多量の脂肪を含有するものは同量の水を以て稀羅し把

る後之を全乳に準じ定量するときは嚴格なる正確度は之を期待し難きも大艦に於て誤

bなき成績を得べく術ほ槍薩を全乳の程度に稀繹し沈るものに就きゲノγ“ξノγ氏並に〆

プコ。グ氏全乳槍定法を懸用するも亦同じ

　　　　昭和二年六月

へ
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チタノソクスの毒性に興する調査報告

技　師　久　保　田　　　實

幡　　　野　添　　英　夫

本年6月11日付衛馨第539號：を以て衛生局長よb雨意に係る「チタノツクスを白粉

として使用し衛生上の害否Jに就き試験を施行し点るに次の成績を得ナこり

　気品は自色の粉末にして之を琵斯燈上にて灰化するに約97．5％の萩分を残留せり，

此細分を凡て2酸化チタンとなす時は該物質は約58・5％のチタンを含有す心し

　成書に依るに人工的に製造せる2酸化チタンは自色不定形にして味なき粉末なり，

比重4．13－4。25にして水には溶解せす，灼熱せる後には盤酸及稀硫酸にも溶解せす此

酸化チタンは垂紐：の水を取りて水酸化物を作るも灼熱すれば脱水して再び酸化チタン

に曲る，此物質はアメリカ及スカンヂナビアに多量に製産せられチタン白として鉛及

亜鉛直に代用せらる，チタン自粉は淫乱者よりも皮膚に面する附士力強く而も之等に

比して逸し，毒性は全く無く室申に於ける影響を受くる事な・く叉硫化水素に依bて鍵

愛せす，文酸に直しても不憂なりと云ふ

　本官等の試瞼に依るも牝學底心禮に依りてチタノツクスは何等の鍵化を受け’蓼・殊、

に鉛直は稀酷酸に溶解するにチタノツクスは之に溶解せす即ち民主に比するにチタノ

ツクスは安定なる物質なるが如し

　チタノツクスの大量を動物に経隻脚歯するに急性面訴を惹起せす，故にチタノツク

スは短時間内1こ動物の奥内に於七毒性を辛くする溶解性の物質に獲化する事なきもの

と認むるを得べし，然しながら此の物質を動物に連績投與して慢性の中毒を惹起する

や否や其調査に長時日を要するを以て今直ちに決定し難し，之に反して溶解性の璽化

チタンなる時は酸化作用甚だ強くして局所作用も實験に依るに甚だ強し，吸牧作用と

しては動物の皮下に適用するに南京鼠に在りては其薩重19に封し盤化チタン1mgは

5時間以内に動物を致死せし¢其量減するに從ひ致死する迄の時間延長し0．4m9にて

は1乃至4日なb，次に家兎に璽化チタンを経口投與するに動物は急性中毒に依りて
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発死せb，斯の如く溶解性の盛化チタンに在bては強烈なる毒性有りと認むるを得べ

きもチタノツクスの如く強酸にも溶解せざる物質を身髄の表面に塗布したる場合と弱

酸殊に酷酸にも溶解する鉛白を塗布しナこる場合と全く同様と考へ得られざるを以て此

場合チタノツクスが一部分醗液中に溶解して血行内に吸牧せられて鉛の如く慢性中毒

を起こすものと信じ難し，叉成書に依るもアメリカ及スカンヂナビアに於ては既に酸

牝チタンを白粉として使用し居るが如くなれば酸化チタンなるチタノツクスを臼粉と

して使用するも衛生上害なきものと思はるれ共慢性中毒に樹する實瞼上の根擦無きを

以て其の絶鋤的の害否を決定する事能はす

　　　　昭和二年七月

ノ

ノ
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師　久
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生　警

保　田　　　實

　島　　義　一

ノ倉　英二郎

　山　　誠　意

　本年8月18日付細塵第770號を以て衛生局長より照會’に係る「デリス石鹸の毒力」に

話し調査試験を施行しπるに次の成績を得すこるを以て報告せんとす

　　　　　　　　　　　　　　第一章　　緒　　論

　デリス石鹸は衛生局長より添附し來ナこれる；歎願書に依れば訳の成分を有す

　　　　ロラ’ノーーン　　　　2　％　　　　　樹　　月旨　　　5　％　　　　　石　　鹸　　　93％

　右の組成中毒理學的に注意すべきものはロテノーンの他に樹ほ樹脂有るも理由書に

依るにデリス石鹸製造者は其の毒力を主としてロテノーンに話せしめ居るを以て先づ

ロプノーンに就きて調査せる成績を記述して後に樹脂及デリス石鹸に論及せんとす

　　　　　　　　　　　ロテノーンの毒力に關する文献

　ロテノーンの毒力に關する研究業績中にて詳細なるものは久保勲記の「魚藤成分の

毒物學的研究」（東京馨學會雑誌第17憲，明治36年）及石川武雄民の「南洋の魚毒ツーバ

の有毒成分の研究」（東京面訴會紙誌第31憲，大正6年）なb而して石川氏は氏の製出せ

るツボトキシンは久保氏のロテノーンとは画意的に異なる物質なりと論述し居れども

刈米技師等（藥學雑誌500號，大正12年）の研究に依れば爾者は蚕く同一物質に露する事

到明せb依って石川氏のツーバの毒成分に封ずる記述はロテノーンの作用に該當する

ものと見徹し得べし，以下石川氏の「ヅボトキ漸ン」と言ふ嘆き所を「ロテノーン」と記

述したり

　石川氏はロテノーンをオレーフ油中に0・3573％に溶解しすZるものを以て實験しナZり

之に依れば南京鼠はロヲノーンを皮下注射するに全身の運動麻痺：及呼吸麻痺にて致死

せられ且つロヲノーン特有の間代性痙攣を惹起す而して禮重10－209に封してロヲ’

ノーソ2」3mgは約1時間孚にて動物を致死せり，叉家兎の欝脈内注射の場合には其

k
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〆中毒症欺南京鼠と当事にして最少致死量は膿重1k9に短し0．9mgにして皮下注射なる

　ときは其30倍の27．Omgも何等の中毒症状なし叉犬に就きても其中毒症状南京鼠と同

様にして2250gの犬にロテノーン5・4mgを2回に分け静脈内注射せるに致死せられ53

mgの内服の場合には嘔吐激烈にして其後阿等鹸化なしと言ふ

　　次に前田安之助氏の「新紙スカビゾンを以てせる点出治療に就いて」（皮膚科心心尿

科雑誌第25悪，第1號，大正14年）と言ふ論文に依ればロテノーンは入間に寄生する同室

　には有効なるも副作用として陰嚢，陰董包皮，腋窩湖面園を：刺戟して疹痛を登し語漏

疹を誘遍し或は特異膿質の者には顔面等に飛散せるロテノーンにて登心すと言ふ

　　石川氏の成績に依れば静脈内注射にてはロテノーンは激烈なる毒作用有るも皮下注

射にては其毒性著しく降）内服の場合は更に一層弱きものの如し叉前田氏の成績に依

　ればロテノーンは編出せる血管多き部位の皮膚に恥し局所作用強き物質なるが局所よ

　り吸牧せられ’て其爲に中毒致死する事なきが如し

　　要するにロテノーンは吸牧し悪しき物質にして故意に血行中に邊入すれ’ぱ毒作用強

　く内服又は皮下注射にては毒性弱きものなるを知るを得べし

　　　　　　　　　　　　第1＝章　　試験　方　法

　ロテノーンは以上の如き藥理作用を有するも一般に研究の鯨地有る藥物は試験方法

め如何に依り多少其結果に異同を見るを免かれす本官等の試験方法に依るに家兎の最

少致死量は石川氏の其よbも精少なきものを得直り師ち石川氏はロタノーンをオレー

フ油に溶解しナこれども本官等は先づ5％葡萄糖液に1％にアラビアゴム末を投じて得

7ζるゴム漿を用意し他に刈米技師の製精せるロテノーン0・1gを100　mgのメツスコノγぺ，

ンに投入しアノγコホノレ4ccmに熱時溶解して後直ちに用意しすZるゴム漿を加へ100ccm

となしたる液を試瞼に使用せり此液は自色を呈し1夜放置するに僅かにログノーンの

沈澱を生するものなり試験には必ず其日に調製し陀乙もののみを用ひ決して前日のも

のを使用する事無し一夜放置：したるものを以て試験しナζるに其毒性著しく低下するを

見起ればなb身心官等の調製せる乳邸中には4％のアノγコホノンを含有すうを以て話者

の影響画論思推せらるれども尉照試験に依りて何等其心配なき事を謹明し虚血り叉石

幽幽の實験の如くオレーフ油にロテノーンを0．1％に溶解して南京鼠に並並をなし水
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製一回に依る試験成績を封照せり『

　　　　　　　　　　第三章　ロテノーンの毒力に訂する賓験成績

　　　　　　　　　　　第・」・ナノーンの南京鼠に樹する試瞼

　　　　　　　　　　1．腹腔内注射に依る試瞼成績（第1表出藍）

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　　表

幽晦性鯉51…糠灘経過
125・0雌
2　23．0　，，

3　24．0　，，

4　24・0雄

5　25・0雌

6　23．0　，，

7　20．5　，，

8　20．0　，，

9　20．5　，，

10　20。0　，，

11　　24．0　凌錘

｝222・o雌
＝L3　　25．0　　，，

14　　20．0　　，，

15　　29．5　　，，

16　　26，0　　，，

0・05mg

O。03　，，

0．01　，，

0．005，，

，，

0．004，，

0．003，，

，，

0．002，，

，，，

0．0025　，，

，，

，，

，，　　、

，，

0・00255　，，

0．1．％　6分後死

”　　　．7分後死

”　　12分後死

”　　10分後死

，，　　9分後死

，，　　13分後死

0．01％35分後死

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

25分後死

｛

生

，，

，，

，，

，，

存

・（以上10月3日）

瀕死より

難

蘇

・死

生

鶏幣性響51甥錨饗経過
17　20・0雌

18　　33．0　　，，

19　　30．5　　，，

20　　23。0　　，，

21　30．5　，，

22　　20．0　　，，

23　　25．0　　，，

24　　27．5　　，，

2526・5雄

26　24・0雌

27　　24．0　　，，

28　25。5　，，

29　　15，0　　，，

30　　24．5　　，，

31　　23．0　　，，

…255・9…％｛当山よ星

，，

，，

0．0026，，

，，

，，

，，．

，，

，，

，，

0．00265，，

，，

，，

0．0027

，，

　　
　，，

　5，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　り
　，，

　，，

　，，
，o　　．　，，

　，う

　，，

　屍

・、舞

　瀕死より｛蘇生
　舞

　舞

騰死よ星

　死

　死
馬（以上10　4日）

　以上の實瞼成績に依るに腹膣内注射の場合はロテノーンの最少致死量は南京鼠の膿

重1kgに翻し2・6－3・O　mgの間に有b2・6　mgに在りても7頭中僅かに1頭が瀕死より

i蘇生せるのみなり2．5mgのロテノーンは5頭中1頭を致死せしめ2・55　mgにては何れ

も瀕死より蘇生し致死しだるものなし依ってロテノーンの致死量は2・6mgと見るを得

べし其中毒症状は石川氏の記述と一致し呼吸麻庫にて忠死するを常とす而して死に到

るものは必ず欝泳状の痙攣を起し蘇生するものに之を見ざりき．

　　　　　　　　　　2．皮下注射に依る試論成績（第2表墾照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　第「　2　　表

難驚牲讐鶉三纏灘継過難饗薯姓難男三墾諜経過
　　322・・雌“・・2・・・…％麟症犠・・・…雌・・・…．…飛かξ呼誓
　　33　　24・0　雄　　　　，，　　．　　　　　，，　　　　，，　　　　　　　　　　35　　25・5　　，，　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　，，　’
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畿蟹曜鰯E舞三婆
3622・0雌
37　　25．5　　，，

3826．0雄

3925ρ雌
40　　21．0　　，，

41　17．0　　，，

42　　31。5　　，，

4322・0雄
44　　29．0　　野

4525・0雌
46　　27．0　　　

4728・0雄

0．004期g

，，

0．0042　，，

0．0043　，，

0．0045，，

，，

，，

0．0047，，

，，

0．0048　，，

0．0049　，，

，，

　　　　絶　泄

α01％僕吸墜
，，

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

ル

｛羅響町

：：

：：

：

，，

4時間後死
｛蘇瀕死より

生

薯黎驚性磐鼻ラ黒蓋護射蓬

4s　275

4926．0雄
5，23・0雌
5．1　　22．0　　，，

52　25，0　　，，

53　　25．5　　，，

54　27．5　，，

55　　23．0　　，，

56　　31．0　　，，

57　22．0雄

5828．0雌

0．005mg

，，

，，

，，

，，

，・

，，

，，

，，

0．0052　，，

0．0053　，，

　　　　煙　過

…％｛辮塁
，，

，，

，，

，，

¶，

●，

，，

，，

，，

，，

1時闘後死

30分後死

40分後死

1時間後死

30分後死

1時間後死

20分後死

1時間後飛

30分後死

30分後死
儲10月）

　第2表に依るにロテノーンの水製乳測を皮下、こ注射する場合其最少致死量は南京鼠

の膿重1kgに序し5．O　mgなり，4・9　mgにて頻死より蘇生するもの有れど発馬するもの

あり其以下の量にては総て蘇生し最少致死量の約孚量にては僅かに中毒症朕を呈す此

の致死量を前實験成績帥ち腹腔内注射の場合に比すれば約2倍量に相解せり之を石川

町あロプノーンをオレーフ油に溶解したるものを以て南京鼠に皮下注射せる成績ま比

するに其差甚だ懸隔せり即ち石川氏の10－20g大の南京鼠にロプノーン2－3mgを注射

し1蒔間孚にて死せる場合を假に20gのものにロテノーン2mgとして計算するなら

ば1kgに晒しては1001ngとなb本官等の成績との差甚だ大なり勿論石川氏の成績は

最少致死量に非らざるも死に至る迄の時間の経過を見るに相匹敵するものと考ふるを

得べし荷ほ次の實験成績と墨比するも注射液の調製法に依りて成績の異なる事明なり

　　　　　　　　　　　　　3劉照試験成績（第3表参照）

　此馬験に在bてはロテノーンをオレーフ油に溶解して腹腔内に注射し前實験の封照

とせるものなbオレーフ油100ccm中にはアノγコホノγ4ccmを含有す第3表動物39號

より71號迄は概測試験成績，72號より93口早は致死量決定試瞼の成績なり

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　　表

魏獣性鷲輝購射蓬禰黒黒性讐書｝響錨喉醐
　・93・・雄…26・9…％儂慮誌62…雄・…m・…％儂慮罷
　』60　　17．0　雌　　　・　，，　　　　　　　　　，，　　　　，，　　　　　　　　　　　63　　25．0　雌　　　　　0．005　，，　　　　，，　　　　，，

　61　　2α5　　，，　　　　08CO3　，，　　　　，，　　　　，，　　　　　　　　　　　64　　18♂0’・餌　　　　　0．007　，，’　　　，，　　　　　
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岡垣三型男膠垂今期麓

65　16．0雌

66　20．0雄

67　　22．0　　，，

68　27．0雌

69　　16．0　　，，

70　　王6．0　　　

71　17．Q　，，

72　20．0雄

73　2S・0雌

74　　18．0　凌鑑

75　　16．0　，，

76　　18．0　　　

77　工7．0　り

78　　19。O　　P

79皇1．5雌

0．011119

0．015，，

0．02　．，

，，

0．026，，

0．03　，，

0．05　，，

0．026，，

，，

，，

，，

0，027，，

，，

，，

，9

　　　　経　過

。ユ％喫緊霧

，，

，，

，，

，，

9，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

：：

瀕死よリ｛蘇　生

3時間後死

1時間後死

5時間後死
瀕死より｛蘇

　　　　生
：：

票

：：

勢門慣性酒酔三蟹藏射蓬

80　　19．0　雌　　　　0．028mg

81　　23，0　　，，　　　　，，

82　　18．0　　雄　　　　　，，

83　　16．0　　，，　　　　，，

84　　20．0　　，，　　　　0．029　，，

85　．27．5　雌　　　　　，，

86　　ユ9．0　　，g　　　　，，

87　　17．0　　雄　　　　　，，

88　　27。0　　，，　　　　，，

89　26．0　雌　　　　0。03　　，，

90　22．5　，，　　　　，，

91　22．5　，，　　　　，，

92　　25・0　雄　　　　，，

93　　16．0　雌　　　　　，，

0・1％

，，

，，

：：

・｛
：：

：：

：：

1：

　経　過．

死

，，

，，

　

ヲリ

瀕死より
蘇

死

，，

，，

，，

，，　　「

，，

，，

，，

生

　第3表に依るにロプノーンはオレーフ油出藍の南京鼠の腹腔内注射に於ける最少致

死量は潜函1kgに甥し27　mgなり之を水製乳測に於ける成績2・6　mgに比するに約

10倍量に相出せり此の關係よりして皮下注射の場合を類推せんに水製節点1の皮下注射

の試験成績はkg當り5mgなればオレーフ油乳渕なれば恐らく501n9に達する，なら

ん推定致死量は石川氏の南京鼠の試験例に精近し即ちオレーフ油鼻血と水製乳剤とに

於てロテノーンの致死量に著しき縫化を認むるものなり

　　　　　　　　　　　　第ニ　ロテノーンの家兎に劉する試験

　　　　　　　　　　　　　］．皮下注射試験（第4表参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　4　　表

黎籍性雛撫鍵弊畷鞭黒門1テ塑灘経過
・3・…雌　…　6・・借灘欄翌421…雌　・・…　｛盤元氣翻後

　22000．0，，　　4・0　　　，，　　異常なし　　　　52330・0，，　　7・0　　　・・　3時20分間後言

32・・・・… @”』欝欝・一・一・・　　

　皮下注射試験に依れば・ヲソーンの致死量は二重1kgに樹し7mgにて家兎を致

死せしめ得るが如し之を南京鼠の最少致死量5m9に比するに梢近し，而して石川民

に依れば27血gのロテノーンは皮下適用の場合何等攣化を與へすと言ふ南京鼠｝こ於け

、



14Q 久保田◎松島・．一ノ倉・片山’

るオレーフ油乳測と水製乳捌との差を家兎に適用して考察するに石川氏の乳捌にて27

mgのロタノーーンは水製乳i剤に依る致死量7mぎρ10倍即ち70　mgよb遙1かに少なき

を以て其作用のあらはれざるは明らかなる博し

　　　　　　　　　　　　　　　2：内用試験（第与表塗照）　　　　暫

　注射用と同標と）方法にて作れる乳捌を作bて内服せしめ柁b但し動物8．9及13號に

はアノレコホノレ5．％の’ 烽ﾌ他は4％のものを用ひ痴り

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　5　　表

口磁性舞i響灘一過舗性馨欝こ塑灘野塩

828・一…α・ 蝟ﾙ箋・・2一・α…　鷹響ふる
　9　2955．0雄　　　20．0　　　，，　全く愛化電し　　コ21890．0，，　　3ち．0　　　，，　　，，

・・2・7・・…　　　｛叢説琴ふる13・88…　4…　　｛委購30分1＝

　ロテ1ノーンを家兎に内服せしむるに禮重：1kgに平し15・Omgにても：重篤なる症状を

呈する事有れども其r2倍量にても反って症欺輕き事あb40．Omgにて之を致死せしめ

得ナ釣之を石川町の犬の實瞼に於て2kg除大の犬に53　mgを内服せしめて嘔吐をな

しナこるのみにて何等麓化なしと言ふ結果と比するに1省毒性強きが如し

　　　　　　　　　　　　　3・静脈内注射試験（第6表墾照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　6　　表

薯籍性舞認塑議経’．蓮翻性讐魏こ塑灘経過
・42・7晦　・　α・｛粗餐辮・・21・・雄・・　α・僥轡直ちに雛

162・・・…　．・｛携磐弱5021・98・・・・…

脚・・… o織ll鷺撃　「　　水　闘
’・9・9・刀E・8　・｛婆羅分1＝しr・22・・雄・　・｛騨一幅

　家兎の静賑内注射試瞼に依れば四重1kgに暮し0・7　mgのロタノーンは動物を致死
1

せしむ其以下の量にては致死せしむる場合も有れど生存するものも在bて一定せす其

中毒症献は南京鼠の夫と異なる所なく：又石川氏の記載とも一致せるを認めずzり而して

其致死量に到りては石川氏の夫は鄭重kg當り0・9　mgにして本官等の成績0．7　mgより
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少しく大なれども南京鼠の試瞼に於てオレー：7油乳捌及野馳乳捌の成績の差ほど著し

からす之を皮下注射の場合の致死量kg當り7mgと比するに約1／10に相絶せり之を

叉石川氏の皮下注射試瞼成績即ち6．9mgの30倍の27　mgの皮下注射は何等憂化を家：

兎に認めすと言ふ成績と比較するに相當に異なる成績と言はざるを得す

　　　　　　　　　　　　　　　　　中　毒症　歌

　　　　　　　　　　　　口口例，家兎，雌，幽門21509（9月12日⊃

午後　0時45分

　　　　45分55秒
　　　　46分】0秒
　　　　47分20秒

　　　　57分
　　1時　6分
　　　　30分，
　　　　40分
　　2時　0分
　　　　　5分

1・3CCInのロテノーン液（純ロテノーン1・3　mg含有）祉注射す

蹴踊ナニる歩行捨なす

横韓す

游泳状痙攣祉惹起し4肢祉動かす事額リなり哺泣する事4

同に及び4肢の痙攣術回避し呼吸困難な來れす

呼吸籔1分中10同
・・@　　　　6同
，，　　　　　4同喘珪鳥有リ

呼吸淺表なりと盤も其鍛増加し40同となる

喘鳴増す

呼吸止まると同時に赤色血液様の液な鼻腔より出す

　右動物を剖見するに肺の三葉に出血斑を多歎認めテZり

　　　　　第四章　ロテノーンの毒力に關する二二成績穏括及デリス石鹸の冒

　　　　　　　　毒力に封ずる實二三績

．以上のロテノーンの毒力に擁する實験成績中最少致死量：のみを再録すれば第7表の

如し其表中の数字は総て動物の二重’1kg．に樹するロテノーンの致死量をm9にて表し

ナこるものなり而して水製ロテノーン液とは本官等の方法に依bて作製しすこるロヲソー

ン乳渕にしてロクノーンオレーフ油とはα1％にロテノーンをオレーフ油に溶解しだ

る液なb

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　7　　表

動物種類［注射液種劉三内酬皮下注三内刷轍内闘

南　　京　　切
水製呼・一・液i・…1・・m・［一

・テ・一・オ・一・ B・・・…［

　　家　　刺水蛸・テ・、一・測一　／・…1・・…1・・m・

　ロタノーンは以上の僅少なる戦費に隔ても先人の記載の如く静脈内注射なる時な毒

力強く内用の場合は著しく弱き事を認め得ナZり即』ち家兎に就きて見るに静脈内注射の
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場合の致死量を1とすれば内用め場合の夫は其約57倍なり蓋し質テ’ノーンは水には難

溶にして消化管よりの年下は著しく．涯延するものなる事明らかなり家兎と人類とは其

抵抗力異なるも其關係を類推するに難からす假に三者の抵抗力を同一と見徹し家兎の

西用め場合の致死量を人類に慮用せんか50kgの醗重を有する人に劃してロテノーン

29を投與すれば致死せしめ得るものなb

l翻ってデリス石鹸を見るに此物質は有効成分・クノーンを2％含有するを以て100

9のデリス石鹸中にはロテノーン29を含有す從って1009のデリス石鹸は自Pち人一

人を致死せしめ得るものなり然るにデリス石鹸中にはロプノーン以外に侮ほ樹脂を含

有するを以て此物が毒理學的無爲の物質ならばデソス石鹸の致死量は純・テノーンの

致死量と一致すべき理なb此關係を明らかにせんが爲にデリス石鹸其物を水溶液とな

、し家兎に内服せしめ其の致死量を調査しセり第8表は其眼瞼成績なり而してデリス石

鹸中の・テノーンを2％として其換算量をも併記しナめ

、

第 8 表

親翻齪（・）性・二刀砦徳謝ろ駐羅デ
　23　　　　　　2660　　　雌　　　　　　　　2．5　　　　　　　　　　　　　50．0

24ρ』1930雄
25

26

27

28

29

30

2040　逸す

2200　雌

ユ750
　

・2060　雄

1610　雌

2520　　，，

31　．　　　　2700　　　　，，

2．5

2，0

1．5

1．0

1．0

0。5

0．5

0．25

50．0

40．0

30．0

20．0

20．0

10。0

10．1）

5．0‘

　　経　　　　　　　　　　過

服用後2蒔問目にロテノーン特有の症
状な呈し其後3時間5分にて雛死煙リ

12分後ロテノーン特有の症胱な呈し1
時間10分目て二死ぜり

1時間5分にしてロテノーン特有の症
状な呈し2時間5分にして雌死ぜり

42分にてi症吠麦ど残し2時…間2分にして
擁死すロ部よリ血性液なもらぜリ剖見
的にに肺に黙吠出血多数荏ゼリ

35分後症状な早し2時間牛後備1ほ呼吸
し翌朝艶死ぜるた嚢志す岳見的に肺断
れ充血甚し

午前9時5分に内服也しめ同10時30分
に症状な課し翌朝灘死ぜるな獲見す

午前9時25分に内服ぜしむ二日に症状
な認めす翌日午後樹ほ生存ぜるも翌々・
日に到りて擁死也ろ炬襲見す剖見上胃
内容物に白色の粘膜な以てお｛まにれ居
†こり

午前11時10分に内服¢しむ當H異常な
く誰日食慾馬脳なりしも次第に恢復し
て生存也リ

何等異常避く潜戸に生存す

　第8表の實験成績に見るが如く家兎の晩酌1kgに封しデリス石鹸0．5　g’即ちロヲ’

ノーン換算量10m9にても家兎を致死せしむる…撃力を有す即ち純ロタノーンの場合に

o
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比しデリス石鹸としすこる場合のロテノーンは毒力遙かに強きが如き結果となれり從っ

てデリス石鹸の毒力はロタノーンの含量の多きか叉は他の有毒物質の混在を意味する

ものなり依って先づ第一にデリス石鹸中のロテノーンの含量を知る事肝要なり其が實

験を施行しすこるを以て成績を掲ぐれば次の如し

　　　　　　　　　デジス石鹸中のロヲ’ノーン及樹脂の含量測定

　デリス石鹸末20gをソクスL・。ト氏浸出器に探り最初にエーカγ150　ccmを以て浸i

出し後一ミンヅ。一ノγ150ccmにて浸出し其浸出液の殆ど着色せざるに依り之を中止し

爾浸出液の胆管を鱈去し残留せる越幾斯様物質を秤量せるにし23gなり此物は・プノ

ーン及樹脂より成れるものにして】00分比にすれば61．5％に當れり但し此浸出に際し

ては石鹸の防害に依り充分なる還流を行はざりしが故に多量の損失は免かれす上記越

幾斯標物質を最初アノγコホノレ5ccmにて後にはエーカン5ccmにて洗源し樹脂標物質

を除去し微黄色の粉末となし之を秤量せるに0・36gなり此物質は殆ど純・テノーンに

して100分比とすれば1．8％に相當せり從：つて樹脂様物：質は4．35％なり

　此化野試験の成績より見るにデリス石鹸中の・テノーン含量は2％を越して居らざ

るを以てデリス石鹸自己の毒性はロテノーンの含量の憂化に依らすして之に混和する

有毒物質の作用と見るを得べし而して有毒物質と考ふ可きは樹脂なるも石鹸其物と錐

も多量に内用する時は生騰に還して無爲に非らす然れども丁丁がロヲソーンの毒性を

著しく増強するものとは考へ得ざるも胃腸粘膜の粘液物質を溶解し去りロテノーンと
　　　　　　　　、
粘膜との脂燭を良好ならしむる作用は存するものなれば此黙を以て石鹸はロプノーン

の毒性を平門する’と言ふを得べきも爾ほ石鹸は生膿に樹して無駕の物質と見徹せぱ残

るものは樹脂すこらざる可からす此樹脂の含量も化學的試験に依るに呈出せられだる分

析表の含量と大差なし而して石鹸中の樹脂は製造行程中デリス根より官プノーンと共

に來泥リナZるものと見徹す事を得べし何となればロテノーンを純粋に製出して後に石

鹸を製造するが如きは最も不利盆なるものなれば不純なるロタノーン帥ち樹脂を含有

せるロテノーンを使用しπるものと推定し得べければなり實際は石鹸中より樹脂を取

り出して實験すべきものなれどもデフス石鹸中の樹脂はデリネ根中の樹脂と見徹し得一

べきを以て本官等は刈米技師等がデリス根より製出しす乙る樹脂に就て動物實験を施行



、
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し其樹脂の毒力を槍則し泥り．，第9表は樹脂の毒力試瞼成績なり樹脂は4ccmのアノレ

コホノンに溶解しナこるものに水を加へて100ccmとなしセる白色乳捌にして試験の度毎

に作製せり

動物番號彊重（9）

28

29

30

31

32

33

3150

1970

2100

2441

2630

性

雌

雄

雌

，，

　　　第　　9

髄霞　1kg　　に劉すろ
デリス根樹脂：量（mg）

40．0

40・0

60・0（アルコール2％）

60．0

80。0

2300　　　，，　　100．0

表 ’

　　　脛　　　　　　　　　渦
　　　
呼吸に少しく異常あるも死ぜす

呼吸困難どなるも死ぜす

多少症状な襲し7ころも死也す

20分目てロテノーンの：如き游泳吠痙攣祉螢
し45分にて雛死ぜり剖見上肺充出血著しく
胃粘膜も累犯かさる

服用後43分にして呼吸頻藪：となり魏死也リ
坐骨励中絶ゐ9ヌ則噛する1こf貴11ま筋痙縮ゐ9走巳て⊆：リ

内服後19分にして呼吸遍止す何等特異の症
胱蹴く漸次廊痺に移行ぜリ

　此の身心成績に依れば樹脂も毒性有るを知る即ち内服に於て家兎は髄重1kgに蜀し

1樹脂60－80mgの間にて致死せらる故に純ロテノーンに比し少し弱毒性なり中毒症状

は圭として歯髄紳経系麻痺にしてロテノーンに必ず見るが如き特異の游泳状の痙攣を

見ざるも一例に在bては之を見†釣之は樹脂よbロテノーンを全く除去する能はざる

に依るものならん

　此の如く樹脂も有毒性なればデリス石鹸の毒性はロクノーンと樹脂との協力作用に

依るものなる事明らかなbデヲス石鹸の家兎に画する致死量を見るに騰重1kgに封

しデリス石鹸0．5－1．Ogにして含有せるロテノーン及樹脂に換算すればロヲ’ノーン10’

一20mg及樹脂25－50　mgなb此歎字と先きに個々に見出しすこ．る致死量とを比較する

に殆ど一致を見るものなり

　　　　　　　　　　　　　　　　第五牽　結　　論

　以上の實験成績に依るにデリス石鹸の申毒症朕は純ロヲ’ノーンの中毒症朕に全く一

致せり然れ共；其毒力に至bては純ロテノーン3％含有せるものよりも遙かに有毒なう

之は有毒物質樹脂の混在する結果にして之に依りて其毒力が増強せらる》ものなb家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
兎の内用試験に於てデ？ス石鹸は膿重kg當bO．5－1，0gを以て動物を致死せしめ得る

ものに、して之を人類に類推し見れば50kgの人一人を致死せしむるにデリス石鹸25

、
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一50gを要する計算となるものなb蓋し人類は其抵抗力家兎に及ばざれば或は之より

も少量のデリス石鹸にて充分致死せしめ得可けんも術ほ相當に大量を要するものなる

可し

　以上の成績は一回に投與したるロタノーン叉はデソス石鹸の中毒現象を研究しナzる

結果なるを以て慢性中毒の場合に就きては言及する事を避けナこり，而して純・タノー

ンは軍に一同の投與に於ても生膿を致死せしむるに少量にて足れるを以て劇物として

取扱ふ事の安當なるものと思はる》もロヲソーン2％及樹脂5％含有のデソス石鹸に

至bては生禮殊に人間を致死せしむるに相當に大量を要する計算なれば之を劇物よう

除外するも可なりと信せらる，而して大量に非らざるに於ては致死せらる、事なくと

も相當に強き中毒症歌を惹起するものなれば其等の誤用を避くる爲に其中に不快なる

臭氣を機する揮登性の物質を加へしむれば尚ほ一層意を安ずるに足る可し或は然らす

んぱデリス石鹸中より大部分の樹脂を除去せしむれば其毒力を輕減し得るを以て此物

は劇物より除外し得べ：し

　　　　昭和二年十一月
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フノレアクリノレ演戯パラアミドアツォベン

ソ．一ノレ外数種藥物の醤油セこ饗する防腐

効力比較試験成績報告

技　師　衣　　笠　　　　豊

技手服部網干i
　昭和2年7月2日附衛登第261號を以て衛生局より照會に係るフノンアクリノレ酸の調

査事項中醤油に劉する防腐効力に就きては同時に施行せる安息香酸の試験成績と共に

既に報告せるところなるも爾後パラアミドアツォベンツォーノγ，桂皮酸，芥子油，樹脂

酸蒼鉛，樹脂酸石灰及ベタナフトーノン等の醤油に封ずる防腐効力に就き比較試験を行

ひナZるを以て精重復の戚あるも便宜上更に此等試験成績を総括して之を報告せんとす

　　　　　　　　　　　　　　L試瞼方法

　醤油（市販㊧印）に水を加へてボーメエ5度（比重ユユ152）に稀聾し一は該露呈醤油を直

接試料に供し他は之に】ノ10量の腐敗醤油〔綿にて濾過せるもの）を混じ各200ccmを硝

子壕に取り之に可槍藥物を種々の割合に混じ陀るもの及び樹影として全く藥物を加へ

ざるもの等を作り紙魚にて覆ひ針にて歎個の穴を穿ちブリアクリノレ酸並に安息香酸の

試瞼に討ては盛夏7－8月の際室内に放置しパラアミドアツォ＾ミ．ンツォーノン，桂皮酸，

芥子油等の験試に於ては冬季11－12月の時期に於て300の艀卵器中に保存せり

　腐敗の程度は液面に菌の聚落を生じ遽に全面に及ぶか叉は器物の邊豫に著明に徽様

物質の附着を以って度としす鋤

　　　　　　　　　　　　　甑　防腐耐久率　　　　　　　’

　前紀試瞼方法により全く藥物を四一ざるものと各種の藥物を添加せる試験成績を比

較筋とき膜三二力の搬を幽し得べし鵠全く勲碑へざ瑚騨料の腐

敗に到りすごる日数を以て各種商物を加ヘセる試料の腐敗に到りだる日数を除せる商を、

防腐耐久牽となし以て各種槍品の防腐効力比三三照に便ぜり



、

ユ48 衣 笠　・　服 部

．．．一一 @　　　　3．試験成績
　　　　　　　　　　　1．フノレアクリノレ酸の防腐効力試験

フノγアクリル酸はフノレフロー・ノγと酷酸どの化合物にして次の構造を有す

　　　　　　　　　　　　　本品は光線にようて徐々に着色する映鮎を有するを以て
HC－CH
記　さr蕊C－COOH　之を防止し且つ水に封ずる溶解性を大ならしむる目的を以

＼・／晶　　槽灘とせるものにし噸白色の粉縦呈す

　　　　　　　　　　　第1表　腐敗醤油を加へざるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　表

・蝿二陣照h5gl禦11石饗1る鰐〃響の響1・・，
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備考　フルアクリル酸な・一石に付き859及959割合に加ヘテこるもの並にベタナフトール0．005％添加

　　　の試料は何れも試瞼著手後70日な経過ぜうも徹な生ぜざりき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　表

意 劃難響劃嚇耐嫡
蜀　照　試　才
望～篇り3・・

　，，　　　　459

　，，　　　　55σ
　　　　　　　b
　，，　　　　659

6日
16日

20日

44日
47’

　　：第2表

　　　腐敗に到り倒　　　ナニる日籔：
防腐耐久箪

　　　　　フルアタリ　　　　　　　　　　　7591．0

　　　　　ル酸（石）
2．7　　　　　　 ，，　　　　859

3．4　　　　　　　　　・・　　『　　959

　　　　　ベタナフトール7．3
　　　　　（石）　99（0・005％）

7．8

腐敗醤油を加入せるもの

　　甲　　表

53日以上

70日以上

70日以上

70日以上

8．8

10以上

10以上
1σ以上

　∫

日　歎

1

3

4

’5

6

温　度

30．0

30．0

28．0

30．0

30．0

鍬　照

異状なし

鰍な生ず
轍にて覆
にる

巾　止

醤油1石1こ呵するフルアクリル酸の添加量
359 45g1559 65g　［　75g　l　859　　　95g

iペタナフトール
0．005％添カロ

異駿なし

　　
　，，

籔な生す

　，，　．、

異胱なし

　，，

　，，

　．，，

鰍存生す

異状なし

　，，

　，，

　，，

　，，

異状なし

　，，

　，，

　，，

　，，

異状なし

　，，

　，，

　，，

　，，

異駿なし

　，，

　，，

　，，

　，，

異状なし

　，，

　，，

　，，

　，，　　L

異純なし

　，，

　，，

　L，，

緻々生す
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日　販

8

9

11

ユ2

18

20

21

25

26

29

39

40

46

47

溜，度

31。0

23．Q

26．0

26．0

31．0

27．0

28．0

32．0

32．0

30．0

29．0

30．0

25．0

27．0

鱒1，酬鵯1石1叢す千フ鋸1リ1欝添鵠，、g鷹鵜1
徹にて覆
にる
中　止

轍な生す

　リリ
徽にて覆
にる
中　止

徽な生す

　，，

　，，

　，，

　　徹にて覆
にろ
．申　止

異状なし

　　
　，，

　，，

徽な生す

　，，

　　鰍にて覆
にる

中　止

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

異状●なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　　徽徹な生

徹にり（覆

はる

中　目

凹駿隔なし

，，

　

，，

，，

　

　

，，

，，

，，

徽な生す

　り徹に”（覆

にる

中　止

異状なし

　

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

，，

，，

，，

　

明々生す

　，，

　　徽にり（覆

にる
中　止

／

’

備考　本試瞼中の温度に第1表と全く同一なるな以って必要とぜざろものに之葎省略ぜり醤油1百に封

　　　し繊盟959添加ぜろものに試瞼著手後70日な経過ぜうも徹麺生せざりき

　　　　　　　　　　　　　　　　　乙　　表

櫨　　倒 鯉こ認1 防腐耐久率

野　照　試　料 4日 1．0

議～認359 8日 2．0

，，　　　459 11日 2．8　’

，，　　　559 20E 5．0

，，　　　659 25日 6．2

橡　　制

趨謡』59
　　，，　　　859

　　，，　　　959

ペタナフ　石99
トール⑪．005％

腐敗：に到り

†二る日鍛

38口

46日

70日以上

11日

陣面嫌
9．0

13．0

17・0以上

2．8

　前表に示す如くフノソアクリノレ酸は梢多量を用ふるときは腐敗醤油を加ヘナZる場合と

然らざるとに論なくよく其腐敗を防止し得るものにして石50g以上よう著るしく其

防腐能力を凹むるもの、如く或は製造者の唱ふるが如く石65gを以て充分防腐の目

的を跨げ得べきものならんか

　　　　　　　　　　　　　　2．婁息香酸の防腐効力試験

　　　　　　　　　　　　　第3表　腐敗醤油を加へざるもの

　　　　　　　　　　・　，　　　　　　甲　　表

口　鍛　温　　度

1

21

3

30ら0

31．0

23」0

醤照i、，9（、2耕謡赫1事、暑（鵜回信加1書、（・・匁，

高歌なし

　，，

　，，，

二二なし

　，，

　，，

異状なし

　，，

　，，

異駿なし

　，，

　，，

異駿」なし

　，う

　，，

異伏なし

　，，

　，，
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4

5

6

7

8

9

10

11

23．0

26．0

28．0

32．0

31．0

31。0

31．0

29．0

　　，，

　　　
徽【こ一（覆に二る

　中　　止

黙劇
　　　　1

　　，，

　鰍加生す

　　，，

　　，，

　　，，

徽1こて覆にる

　申　　止

　　　　乙

　　，，

　徹な生す

　　，，

　　，，

　　，，

徹にて覆にる

　中　　止

　　表

　　，，

　徹奄生す

　　，，

　　：：

籔にて下る

　中　　止

　　，，

　鰍な生す

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

徹に》（覆にろ

　申　　止

　　，，

　鰍な生す

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，
徽に覧て覆：にる・

　中　　止

橡 難に認i嚇耐燐
野　照　試　料
望き、自、香酸（石）459

　　　　　　　609

6　日

9　日

9　H

槍 　　　腐敗に到り劃　　　れる日数
防腐耐久率

第4表：

　1・0　　　安息香酸（石）759

　L5　　　　　　　　，，　　　　949

　L5　　　　　　　　　，，　　　　113　g

腐敗醤油を加入せるもの

　　甲　　表

9　日

10　日

10　日

1．5

］．7

工7

巧、

・数」澱
1

2

3

4

5

⑯

7

S

9

30．0

21．0

23．0

23。0

26．0

28．0

32．0

31．0

31．0

勤引
回　2由　1　石　1こ　封㌧ず　ろ　安　息、香酉菱添カロ　量

459d2匁）｛609k15匁）t759（zO匁）1949（25匁）t1139（3り匁）

　二二なし

　緻祉生す

鰍にて覆：にろ

　申　　止

　異質なし

　鰍な生す

　　，，

騒に》（覆にる

　異状蹴し

　騒を生ず

　　，，
鍬に》（覆i工ろ

　異駿なし

　　，，

　鰍な生す

　　　
　　，，

　　，，
鰹受1こ一て覆にる

　中　　止

　異状なし

　　，，

　　，，

　　，，

　鰍な生す

　　，，
働1こ層て覆：にる

　申　　止

畢微し
　　：：

　　：：

　鼠な生ず　’

　　，，

徽にて覆にる

　中　　止

乙　　表

槍 劃難1こ認蹟翻姉 槍 盤i　　　腐敗に到り
　　　染る日鍛

防腐耐久傘

　野　 照　 試　 料　　　 3　日　　　　　　LO　　　　安息、香酸（石）759　　　 7　日　　　　　　2．3

　．安，怠、香酉菱（石）459　　　　　4　　日　　　　　　　　　ユ．3　　　　　　　　　，，　　　　　949　　　　　7　　口　　　　　　　　　2．3

　　　　。　609　4層H　　1．3　　。　1139　8日　　　2．7

　前記の如く安息香酸は其添加量の増加に比例して防腐効力を増大せす比較的効力微

溺なb

　　　　　　　　　3。パラアミドアツォ《ミンツォーノレの防腐効力試瞼

　二品はプーノン色素にして黄褐色の粉末朕を呈し水には極めて微量に酒精には1よく溶
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解し次の構造を有す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く＿N＝N＿／＼
　　　　　　　　　　　　　q・晒り　U－NH，

　二品は衛生的無害なる醤油防腐劃として栗山捨三氏によbて報告（九州母野大牢工

學彙報第2憲第2號，昭和2年6月）せらる》ところにして酒精溶液叉は重曹と混和細

粉状となして混入するときは1萬分の1添加程度にて防腐の目的を達し得と云ふ

　前記調製醤油にバラアミドアツォペンツォーノレを細粉末状となし1石に甥し18g．

459・ρ09・909及び1809の割合に加へ更に重曹混和物として逡附せられπる槍膣

を其の指示するところに從ひ4升につき1匁帥ち石100匁（375g）の割合1こ添加し更に

謝恩としてペタナフトーノγを石9g添和せるものを試験せり

第5表　腐敗醤油を加入せざるもの

　　　　　　　甲　　表

・蜘照ト勲翻際二一三品劣磁論寸心講碧魏櫨騎瀟ち
1’

3

6

・9

13

15

18

21

23

27

30

33

’36

－39

43

異麗なし

　，，

　，，

　　遡線1＝徽

糠物嚢生
　，，　　・

：：

同上著明

，，

，，

，，

，，

，，

，，

異状なし

　　　

　　，，

　　　
邊線に鰍様
物襲生

　　，，

　　　

　　　
同ニヒ著明

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

異状’なし

　　，，

　　，，　　　　　　　噂

　　　
翅線に徹襟
物螢生

　　，，

　　，，

　　，，

同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

異駿？よし

　　コ，

　　，，

　　　
邊線に鰍糠
物三生

　　7，

　　，，

　　，，

同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，’

　　薯，

　乙

異状なし

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　　
邊線に徹襟
物襲生
同上著明

　　，，

　　　

　　，，

　　，，

　　，，

表

異駅なし

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　　
邊線に鰍糠
物襲生
同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

異朕なし

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　　
魁線1二徴様
物前生　　’

　　，，

同上箸明

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

異朕なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，，

　，，

　，，

　，，

　，，

門 門i　　　腐敗に到り
　　　　　　　　　防腐耐久率　　　7二ろ日数

謝　照　試　料
パラアミドア
コンォペンツォ189
一ル（石）

　　，，　　　459

　　，，　　　609

23

23

23

23

1，0

1．0

1．0

1．0

検 副難に認1嚇耐蝉
パラアミドア
ツオベンツオ909
一ル（石）
，，　　　　　180g

・繍蕩㈲3759

ペタナフト　　99
一ル（石）（0・005’％）

27日

27日

30H

43H以上

1．2

1．2

1．3

1・9以上
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第6表　腐敗醤油を加入せるもの

　　　　　　　甲　表

・蠣劇18，上上諾磁湿お誌三主，論並立欝、％）

　工．

　2

　3

　4

　5

　6

　7

　8

　9

15

16

』17

ユ8

異状な． ｵ

　，，

轍た生す

　，，

籔に『（覆

にる

申　止

異1伏なし

　　，，

鰍な生す

　　，，

徽にて覆に
る

中　　止

異胱電し

　　，，

　　，，

　　，，

殆んど緻に
て覆にる

徽にて覆に
る

中　　止

異駿『なし

　　，，

　　，，

　　，，

殆んど徽に
て覆にる

徽にて覆に
ろ

申　　止

異状なし

　　，，

　　，，

　　　
殆んど鰍に
》（覆にる

鎌にて覆は
る

中　　止

異朕なし

　　，，

　　，，

　　，，

殆んど緻に
て覆にる

鰍に》（覆に
る

中　　止

検欝1袈，gi郷騰’

異状なし

　，，

　，，

　，，

　　

鰍な生す

　，，

殆んど緻にて
覆にろ

徽に「（覆はろ

　中　　止

異駿なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　　，，■

　　，，

　　，，

　　，，

『徹な生す

殆んど徽にて
覆にる

鰍：二唱て覆：にろ

　中　　1L

乙　　表

検 髄騰に認鵬耐蝉 槍 盤i難iこ認1防翻蝉

勤隔票、蔀1：：ll；瀦オ職：1：：；
　　　　　，，　　　　　459　　6　日　　　1．2　　　，，　　：重曹混和物（石）3759　　9　0　　　1・8

　　　　　…　　9・日　…　べ・ナ・・一・レ㈲。⑳諺・7日　・・

　前記試鹸成績に於けるが如くパラアミドアツォベンヅォーノレを軍扇に使用せるものは

石180gの大量に於ても殆んど効，果を認め難く重曹混和物として調製者の提出に係は

る槍膿も石375gに於て僅に防腐i効力を認め得ナこるにi過ぎす・

　　　　　　　　　　　　　　第7表　腐敗醤油を加へざるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　表　　　　　　　　　　　　　　．．

　パラアミドアツォペンツォーノレに等量の重曹を加へて粉末状となせるものを次の如ぐ

加ふ

・壁皿
1

13

16

異状なし

湯線に懲
檬物三生

　，，

醤　　7由　’1　石　　1こ　　婁詠　　す　　　る　　　検　　畳豊　　渇ミ　　カ”　　量

］89 369 i 909 1209 1　　1809

　　異状なし

　　　，，

邊線に徽標物獲生

異状なし

　，，

　，，

異胱なし

　，，1

　，，

異胱なし

　，，

　，，

異駿なし

　，，

　，，
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19

21

23

28

．32

　，，

　，，

同上蕃明

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

同上著明

　，，

’・漉線に徹機物二日

　　　　　

　　　　，，

　　同上著明

　　　　，，

　　　　　　乙

　　　，，

　　　，，

　　　，，

・邊縁に三襟物獲生

　　同上著明

　　表：’

　　　，，

　　　，，

　　　，，

二線に圃干物螢生

　　同上著明

　　　，，

　　　，，

　　　，，

邊1線に餐敵糠物嶺生

　　同上著明

槍 盟融こ謝仁平蝉
封　　　照　　賦

バラアミドアツォペ
ンツオール
等量重曹混和物（石）

　　　　　

料

189

369

　23日

　28日

　28日

第8表

櫨 髄鰹認1照耐蝉
　1．0　　パラアミドアツオベ
　　　　　ンツオ噂一ル　　　　　　909
　12　　一回重曹混和物（石）

　　　　　　　　，，　　　　　1209

　1．2　　　　　　　　，，　　　　　　18、Og

腐敗醤油を加入せるもの

　　甲　　表

32口

32日

32日

1．4

コ．4

1．4

畷封 照1 醤湘1石に封ずろ械飽添加量189 369 90g ［　　1209 1809

1「

2

3

4

5

6

7

8

　　異状なし’

　　　，，

　　鰍な生す

殆ど徽にて覆にる

　鰍にて覆はろ

　　申　　止

　　異状なし

　　　，，

　　鰍な生す

・殆・ど徽に》（覆：にる

　徹1こ曜（覆：にる

　　中　　止

　　異状なし

　　　，，

　　鰍な生す

殆とi鰍1こげ（覆にる

　徽に一（覆にる

　　中　　止

　　異駅なし

　　　，，

　　黒日生す

殆ど鰍にて覆にる

　鰹ヒ1ニリ（覆にる

　　申　　止

　　異聡なし

　　　，，

　　　，，

　　徽な生す

殆ど鰍に一（覆にる

　　　，，

　徽1こ層（覆1工る

　　申　　止

異状なし

　，，

　，，

　，，

徹な生す

　，，

徽にて覆
｛工ろ

申　止

乙　　表

　　　槍　　髄騰1こ認【防酬蝉
　罰　　　照　　　試；　　料　　　5日　　　　1・0

　　バラアミドアツオベ
　　ンツオール　　　　，189　　5日　　1・0
　　尊温重暫混和物（石）

　　　　　，，　　　　　　　　　369　　　　　5日　　　　　　1書0

　前表に於けるが如く等量の重曹を加へて細末状となせる楡膿を加へすZる試験成績に

：曾ても亦更に効力を増加することなく共防腐効力を認め難し

　　　　　　　　　　　　4．桂皮酸及桂皮酸曹達の防腐効力試験

　　　　　　　　　　　　　　第9表　腐敗醤油を加へざるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　表　　　　　　　　一

一 検　　　　　　饅 i麹こ醐陥耐蝉

パラアミドアジオペ
ンツオール　　　　　　　　　909 5口 1．0

等量重曹混和物（石）

，，　　　　　1209 7口 1．4

，，　　　　　180g 7日 1．4
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・数1封照
1

6

9

ユ3

15

18

21

23

27

30

33

36

39

43

　異駅なし

　　，，

　　，，

淺縁1こ徹様物
装生

　　，，

　　，，

　　，，

　同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

醤油1石にi封ずる桂皮直擾添加量
189 459 909

』異駿なし

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　．，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

異状なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　、，，．

　，，

　，ゴ

　　　乙

異状なし

　，，

　　，，

　　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

表

醤油1石に回すろ桂皮酸曹逡添加量
18g　　 l　　45g　　 l　　gOg

　異胱なし

　　，，

　　　，，

　　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

三線に鰍標物
三生

　同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

異駿なし

　，，　　、

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　　

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

異駿なし

　　，，

　　，，

　ら，

　　，，

　　，，

　　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

検 艦騰醐齢耐嫌
轡　　　照　　　試

桂　皮　酸　（石）

　　　　，，

　　　　，，

料

189

459
909

23日

43日以上

43日以上

43日以上

第10表

槍 鯉1難1こ認1麟耐蝉

1・0　　　桂皮酸曹蓬（石）

19以上　　　　　　”

ユ・9以．ヒ　　　　　　”

19以上

腐敗醤油を加入せるもの

　　甲　　表

18．9

459

9Dg

27日

43日以上

43日以上

】。2

L9以上

19以上

飼寸胴｝ 醤油1石に野する桂皮酸添加量
189 459 ，。、幽是石に摯鍵皮空調

1

3

5

6

8

9

10

15

16’

17

％
33

37

43

　異状なし

　徽秘生す

徽1こ》く覆にる

　中　　止

　　異状なし

　　　，，

　　　：：

　　　：：

　　　：：

　　　：：

　　　：：．』

湯齢購葛生

　　　，，

異駅なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　ぞ，

　，，

　，，　　．

　，，

　，，

　，，

異状なし

　，，　，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　「，，

　，，　　、

　，，

　，，

　，，

　異朕なし

　　，，

　　，，．

　愚な生す

　　，ゴ

徽にて覆にる

　中　　止

異状宏し

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

異状なし

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　．，，

　，，　．
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乙　　表

　橡　　　　　　　盟

封　　　照　　　試　　　料

亭　　皮　　酸　（石）　189

　　　　，，　　　　　459

　　　　，，　　　　　　go9

鰹認1繍耐久

　5H以上　1．0

37日以上　　7・4

43日以上　8・6以上

43日以上　8・6以上

　検　　　　髄　1難にぽ㍊

桂皮酸曹逡（石）189　9日
　　　　”　　　　　459　43日以上

　　　　　　　　　　　909　43日以上

防腐耐久率

1．8

8・6以上

8．6以上

　前表の如く桂皮酸及其曹達藍は腐敗醤油を添加せる場合に在りても亦比較的少量に

於てよく防腐効力を登回するを認め得べし而して雨者1石にっき45g以上の場合に

は其防腐効力殆んど同様なるも18g程度に於ては桂皮酸は曹達臨に比して蓬かに強．

し之れ其曹達璽18gは桂．皮酸として15・7gに相當するを以って2・3gだけ微量なる

にi基因するやも計りi難し　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．芥　　子　　油

　　　　　　　　　　　　　第11表　腐敗醤油を加へざるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　表

・販i欝照

1

6

9

13

15

エ8

異駅巳なし

　　，，

　　，，

湯線に徹襟
物獲生

　　，，

醤汕具石に封ずる芥子油の添加量

異状なし

　，，

　，，

，，

異状なし

　，，

　，，

，，

異状なし

　，，

　，，

，，

・嫡照1蝋石1：欝轡の誘弊

乙

21

23

30

34

33

43

表

遽線に徹檬
物獲生

同上著明

，，

，，

，，

異胱なし

遇線に徹檬
物霞生

　　，，

同上著明

　　　

　　　

団歌なし

　　，，

邊線に出様
物嚢生

同上著明

　　，，

　　，，

異駅なし

，，

，，

野

，，

櫨 髄難に認麟耐油
罰　　　照　　　試　　　料

芥　 子　 亨由　（石）　189

23日

34日

1．0

】。5

搬 髄朧1二認陣耐嫌

第12表

芥　子　油　（石）

腐敗醤油を加入せる・もの

　甲　　表

、459

909
34日

43日以上

1．5

1・9以上

・幽畔触野島砲戦学由轡
1

3

5

6

17

異国なし

徽葎生す
微にて覆に
る

申　　止

異胱なし

　　，，

　　，，

　　　
逝隷に徹襟
物搬生

異状なし

　，，

　，，

　，，

　，，

二二なし

　，，

　，，

　，，

　，，

・購照陛誓に汽響縣口早
26

29

33

37

43

同上著明

　，，

　，，

　，，

　，，

側壁一罪門標
　　”　　物学生
同上著明　　　”

　　，，’　　　　　　　　　　　，，

　　”　　同上稻著明
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乙　　野

　上記調製供試醤油に芥子油を添加せるものは何れも其の直後強烈なる催涙性の刺戟

臭を有するも翌日より漸次之を消失し歎日後には全く異臭を留めすヌ腐敗醤油を添加

せるもの、試験に於て其の徽の螢生状態を見るに最初聚落を生じ漸次液面を覆ふに至

るが如き一般の樫路をとることなく恰も腐敗醤油を添加せる試験に於けるが如く器壁

よう極めて徐々に徽様物質の螢生を見るは興味ある事由にして芥子油は添加せる腐敗

菌を殺滅する一種の殺菌作用を呈するものに罪ざるやの威を懐かしむべく桂皮酸に亜

ぐ防腐効力を認め得べし

　　　　　　　　　6．樹脂酸の蒼鉛置石荻化合膿の防腐効力試験

　樹脂酸の蒼鉛化合鐙は「リヒト」と稻し清酒防腐渕として創製せられたるものにして

1茨白色水に難溶性の粉末なり爾之を石荻盤となしナこるものと共に之を試験せり

　　　　　　　　　　　　第13表　腐敗醤油を加へざるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　表

盟陛1認陣璽婦

・籔国劇、8g醤油1石に勤する樹脂酸蒼鉛添加量　　醤油1石に勤すろ樹脂酸石灰の添加量
459 909 189 459 909

1

13

18

23

30

38

43

　異状なし

邊線iこ鰍横発勿

登生

　　，，

　同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

　異状なし

遇線に緻様物
獲生

　　，，

　同上著明

　　”
　　，，

　　，，

　異状なし

漉線に鰍檬物
門生

　　，，

　同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

　　　　乙

　異状なし

湯線に徽様物
二巴

　　，，

　同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

　　表

　異状なし

遇線に緻檬物
三生

　　，，

　同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

　異状なし

遊緑に徽様物
獲生

　　，，

　同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

　異状なし

邊：緑に鰍標物

獲生

　　，，

　同上著明

　　，，

　　，，

　　，，

軍 勢「鯉＝認陣耐嫌

謝　　　照　　　試

樹脂酸蒼鉛（石）

　　　，，

　　　，，

料

189

459

909

　23目

　23E
　23日

　23H

第14表

検 盟1麹＝認獣疫熔
1。0　樹’脂酸石灰（石）189
1．0　　　　　　　　，，　　　　　　459

1．0　　　　　　　　　　　　　　　909

1．0

腐敗醤油を：加入せるもの

23日

23H
23H

LO
1．0

1．0

（
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．甲 表

口鍛

1

3

5

6

7

封照1醤訓言す響酸尊置旧量 醤油1石に封ずる樹脂酸石灰の添加
189 45g　　i　9Ug

　異状なし

鰍な生す

緻にて覆にる

　中　　止

　異状なし

　徹な生す

徹にて覆にろ

　申　　止

　異状なし

　鰍な生す

緻に”（覆はる

　中　　止

乙

　異状なし

　鰍な生す

鰍1＝て覆にろ

　中　　月

表

　異状’なし

　籔な生す

二二にて覆儲

徽にて覆にろ

　中　　止

　異状なし

　徹な生す

殆緻にて覆はる

徹にて覆にる

　申　　止

　異駿なし

’徽な生す

一徹にて覆はる

緻にて覆にる

　申　　止

　　1п@　　　　　艘 【難こ認隊耐蝉 検　　　　　　畳豊 難に認騰耐蜂

罰　　照　　試　　料 5日 1．0 樹脂酸石灰（石）　18g 6日 1．2

樹脂酸葱鉛（石）　189 5日 1．（｝ ，，　　　　　459 6H 】．2

，，　　　　　459 5日 1．0． ，，　　　　　　909 6日 コ．2

，，　　　　　　909 5日 1．0

　上表に於けるが如く樹脂酸蒼鉛並に樹脂三石次は醤油に劃しては殆んど何等の防腐

効力を認め難し

　今上記各種試験に於て得たる防腐耐久率を総括して比較甥照すれば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　第】5表　防腐耐久率比較表

槍
腐敗醤油な腐敗醤油な
1へざる者加入ぜる者

　フルアクリル酸（石）

　　　　，，

　　　　，，

　　　　　

　　　　，，

　　　　，，

　　　　，，
’げミタナフトール（石）
　　　　　（0．005％）

安・息　香　酸（石）

　　　　，，

　　　　，，　　．

　　　　，，

　　　　，，
　パラアミドアツオペ
　ンツオール（石）

　　　　，，

　　　　，，

　　　　，，

　　　　　
　，，

　ベタナフトール（石）

359

459

559

659

759

S59‘

959

　99

459

609

759

949

1139

189

459

609

909
180g

重曹混和物（石）3759

　　　　　　　　99

且7

3．4

7．3

7．8

8．8

10・0以上

10．0以上

10．0以上

1．5

1．5

1，5

1．7

1．7

1ρ

1．0

1．0

1．2

1．2

L3

ユ・9以上

2。0

2．8

5．0

6．2

9ρ

13．0

17・0以上

2．8

1．3

1．3．

2．3

2．3

2．7

1．0

ユ．2／

1．2

1．2

工2

1．8

3．4

丁 丁謄ざ擁1徽鞍薯魑
パラアミドアツォベン
ツォール　　　　　　　　　　　18g

等量重曹混和物（石）
　　　　，，　　　　　　369

　　　　，，　　　　　　909

　　　　，，　　　　　1209

　　　　，，　　　　　180g

桂　　　皮　　　酉愛　　（石）　　189

　　　　，，　　　　　　459

　　　　，，　　　　　　909

桂皮酸曹蓮（石）’18g
　　　　，，　　　　　　459

　　　　，，　　　　　　909

芥子油（石）189
　　　　，，　　　　　459

　　　　，，　　　　　　909

樹”旨酸蒼鉛（石）　189

　　　　，，　　　　　　459

　　　　，，　　　　　　909

樹脂’ _石灰（石）　189’

　　　　，，　　　　　459

　　　　，，　　　　　909

1．2

1．2

1．4

コ．4

1．4

1・9以上

1・9以上

1・9以上

1．2

1・9以上

1・9以上

1．5

1．5

L9以上
1．0

1．0

1．0　’

1．0

1．O

LO

1。O

LO
1．0

1．4

1．4

74

8・6以上、

8・6以上

1．8

8．6以上，　’

8・6以上．

5．2

6．6

8．6二

1．0．　．

1．0・

」．0．

1．2

1．2

1．2．．
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　　　　　　　　　　　　　　　4．総　　括

　上記試験成績中第1表より第4表に劉るフノレアクフノン酸及安息香酸に幽するものは

盛夏の時期に於て可及的腐敗し易き朕態に保ち室温に放置せるものにして其の腐敗状

態は腐敗醤油を加へざるものに重ても極めて著明なうしと難も第5表より第14表に到

る試験成績は冬季寒冷の時期に於て甘食器内に於て30。に保ちて試験せるものなるが

故に腐敗醤油を加へざるものに於ては其の腐敗の程度状況は前者に比し極めて不明瞭

にして液面は徽にて覆はる、か叉は直様聚落の浮遊を認むること少く隠亡より漸次徽、

標類自色物質の登生を看るのみにして其の増殖極めて徐々なりしも腐敗醤油を添加せ

るものにありては之に反し其の腐敗：の歌態夏季に行ひπるものと冬季に於ける．ものと

癖者殆ど相一致せりこの現象は前者は夏季腐敗に最も適懸せる時期に於て試験せるも

のなるを以て室温に於て藩中に散在せる多種多量の腐敗菌混入の論点多きを想像し得

べく後者は冬季腐敗作用の最も衰へたる時期に於て且つ遠忌器差に放置せるものなる

を以て其混入の機會も少く從って前者に比して著しく腐敗現象の衰微せるを推測し得

べし

　前述の如く自然状態に保ち外界より腐敗菌類の混入を待ちて行ひたる試験成績にあ

りては時期及試験方法によりて其の腐敗程度に著しき差異を生すべきも一定の腐敗菌，

帥ち腐敗醤油を面訴せる試料を以て行ひたる成績にあbては時期並に方法等によりて

；其腐敗程度に差異を生すること比較的遺し故に醤油の防腐効力を正確に試験すべき方

法としては最も腐敗し易く且つ比較試験に便せんがだめ水にて稀毒しボーメ15　（比

：重約1120　なせる醤油に純粋立一毯によりて得たる歎種の腐敗菌を一定：量添加すべ

を撰欝も其の詩心に冠りては到底滋雨に堪えざるべきを以て成るべく同一種一

類の腐敗醤油を綿にて濾過せるもの1／10量を加へ30。に於て其の腐敗に到りナZる迄

の日数を槍画し防腐耐久率を求め相互比較鉗照するを可とすべし勿論上記試験に於け

る．1石に蔑する各種藥物の添加量は腐敗し易き稀鐸試料を用ひすこるものなるを以て實－

際上醤油其物に聴する防腐日藪は鼻血延長すべく叉供試醤油の種類によりても多少の

相違を賦すべきは免れ難しと錐前記稀繹醤油を標準とし試験するを以て最も安全なり・

と思考す
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　　　　　　　　　　　　　　5．結　　論

　上記試駿成績により桂皮酸，桂皮酸曹達，芥子油，フノンアクリノレ酸等は明に防腐効

力を認め得べきも其の他のものに於ては殆ど其効力を認め難し

　　　昭和三年一月

’
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フルアクリノレ無恥桂皮酸の毒力に關する

調査試験報告

　　　　　　　　　　　技

　　　　　　　　　　　囑

師　久　保　田　　　實

託一一ノ倉英二郎

　昭和2年7月2日附記登第261號を以て衛生局長より照會に依るフノレアクリノン酸の

調査事項中其防腐効力に就きては既に衣笠技師が調査報告しセれども其三三に就いて

は：本官等が爾來調査績行中の三次の成績を得ナこり爾ほ墾考の爲め同時に桂皮酸に就き

ても實験し上るを以て併て之が成績を報告せろとす

　　　　　　　　　　　　　　第一章　緒　　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　エエ
　フノレアクヲノレ酸は化學的に…欠の構造を有し白色にして水　il　ii
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　ニじ　　　　　
には僅かに溶鮒る性質有り光繍・働て徽に三色する　＼・／晶

映職有るに依り之を防ぎ且つ溶解性を大ならしむる爲め曹達盤として販費せらる本官

等は此フノレアクフノγ酸曹達を以て實験したり，此フノレアク　　　H
　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　と
りル酸の構造を看るに次の如き桂皮酸の化學構造式を聯想　H．C／、一H

せしむ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H』　 さ一C＝C－COOH

瀦の雛式を比較するに側鎖睡く剛、して核に於＼〆晶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
てペンツォーノレ核及フラン核の差有るのみなり，数に藥理的にも多少類似の作用有る

可きは想像するに難からす，掌って本官がサリチール酸及安息香酸の比較研究（引用

文獄1）を施行したる時も構造上より藥理作用を類推しナこるがフノンアクリノン酸及桂皮：酸

の關係と異なり核が同一一にして側鎖が異なるものなり，此の如く側鎖が同一にして核

の異なる場合に於て其核に於て著しき鍵化の無き限b作用も箱似通ひ居る7よらんも側

鎖の僅かなる奨化に依る作用の差よりも著しき鍵化は免訟かれざぢ可し

　以上は構造上よりの比較研究に桂皮酸を煙雨ξせるものなれども爾ほ桂咳醗は多少

防腐効果を有するものなれば（引用文献2，3，4）彼我封照して研究しフノンア～1助γ酸
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の毒性の位置を決定するも亦便法なりと信ず

　　　　　　　　　　　　　第二章　試験方法及試験域績　　ド　’・・

　フノγアタリノン酸曹達（古川製）及桂皮酸曹達（メノンク製）ρ水溶液を以て南京鼠（皮下

及腹腔）及家兎（静脈内偵内服）に嘱する致死量を比較決定せり而して其結果のみを記

述すれば次の如し

　　　　　　　　　　第1表南京鼠に甥する皮下注射試験成績

　　　　鴨9£リ・・・・・・・・・・・・・…　α…．1・・1・1・M削β1〃

　　　實験趣数66666666667ルア
クリル右の内生存：歎　6　6　5　歪～　2

餓髄右の内死亡敗　　・446．臼666

鵠酸

　　　　　　　　　第2表南京鼠に樹する腹膣内注射試験成績

　　　　鴨還り・・・・・・・・・・・・…8・…　U・・・…　1・1…

．欝欝藩1｝ii：・：：：、：

響｛1繕　　ll：鵬iii∴・：
　　　　　　　第3表　家兎に劃する内服試験成績（1同投與に依る）

　　　　評議r當・・U1・・・…5旧・L81肱・・・・…

畿酸｛萎灘・

1　　1　　1　　1　　1　　1

1　、1　　］．　　　　　　　1

1　　1’

1

1

ゴ　　1　　1　　1　　1

L　　1　　1　　1 1

2

2

第4表’家兎に劉する静脈内注射試験

1

　　1

1　　1　　1

1　　1　　1

　　　　響鴛蟷・・　　　　　出血油鼠に幽晦下注射試

血9，．桂皮酸曹蓮の夫は1・4mgにしてフノレアク労y酸曹達は桂皮酸曹達よりも毒性強

0，6　　0．7　　0．8　　0．9　　工．0

2　，6』　4　　4　　4

2　5　旱　2
　　1　　2　　2　　4
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し而して其鉱毒症賦を見るに・0つ5－0ρ8mgにては何等認む動き症朕なけれども04

－0．3mgに到れば正常時に比して運動緩慢となり荷ほ増量するに從ひ蓮動不活画とな

り・2時間後には横位となせば直ちに正常位に復すれども歩行自由ならす4時間後に到

うて運動全く止む0．8一一1．Om9にては動物は3時間前後にて急劇なる運動を起し横縛

して1，2分にして呼吸中1ヒす

　第2表南京鼠の腹膣内注射試験の成績に依ればフノレアクリノレ酸曹達の最少致死量は

燈重19に封し0．6mg，桂皮酸曹達の夫は1・2　mgなり此成績は皮下注射試験成績と

殆んど一致し唯桂皮酸のみ精少なき値を得テこり一般に皮下及腹腔の適用の差違に依ゲ

て多少致死量に差を生すべき筈なるにフノンアクリノレ酸曹達は爾者同一なるは奇なり以

上は南京鼠に樹する試験成績なるも重重に畢げナこる致死量は100％致死せしむる量に

して致死量以下にても動物に依りて致死せしめ得る場合も有るものなれど此黙に關し

ては記述を省略せり

　第3表家兎に封ずる内服試験成績に依ればフノレアクリノレ酸曹達の最少致死量は膿重

1kgに幽しL39にして桂皮酸曹達の致死章は2の一2・59の間ヒありて毒性フノレァク

リノン酸より弱し細金内注射試験（第4表）にてはフノレアクソノン酸曹達の最少致死量は禮

重kg當り1．09にして内服の場合より稽少なし桂皮酸曹達の艀脈内注射試験は尚ほ

多量の藥液を注入せざる可らざるを以て致死量を簡軍に決定し得ざりき

　　　　　　　　　　　　　　第三彙　総　　括

　以上慰霊の亡霊成績に依るにフノソアクソノγ酸の暴力峠桂皮酸より強し而して其結果

のみを再録すればi欠の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第5表の数字は動物の膿血1kgに封
　　　　　　　第　　5　表

鋤噸羅欄嵐醐隆馴師・［即する勲の9数を赫ものなり’・
　　　　㍑簸クiα6iα61　　　　　　　之に依れば化學構造上より類推し花

鯨鼠j醐・引酬　【　・魂と少しく隔りあ・も之は帥ちフ

　　　　羅クi　1　巨・い・ラ骸と心ツ＿。，。概の瀧に依
家兎j醐　1［劉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るものにしで帥ち側鎖の同一なる時は

フラン核を有するものが毒性強きものなる事剣明せb而して毒性と防腐効果は常に必



164 久　保　田　・　一　ノ　倉

すしも併行するにあらす衣笠技師の調査試験に依ればフノγアクリン酸は桂皮酸に劣る

が如しと言ふ

　次にフノレアクリノン酸を醤油の防腐捌として使用し日常人騰中1土挺取する場合に慢性

中毒を起こすや否やに就きては其試験を施行せざれば何等断定的に言及し得ざるも以

上の動物試験に依れば蓋しフノγアクフノy酸は決して劇烈なる毒性を有するものに非す

家兎の燈重1k9に樹しフノンアクリノン酸1gを丙服せしむる時は動物を殆んど致死せ

しむるが故に人膿と家兎とは其抵抗力異なるも假に同一とすれば50kgの人一人を致

死せしむるに509を要する計算となるものなbフノレアクリノレ酸を醤油の防腐渕とし

て使用する量をユ石に翻し65gとし人一日約7勺の醤油を撮取するとせぱフノγアク

リノレ酸曹L達0．059を囁取する事となb此量は致死量の約1000分の1に當れb故に量

的の關係に於ては恐らく入膿に劉して障害を越こす事無からんか

　　　　　　　　　　　　引　用　丈　献

　　1，衙生試瞼所粟報　第28號　大正15年3月
　　2．　7乃．30々02ッ製，　Che：τL　－Ztg．28，989．（1904）．

　　3．　y；2窃β圃　　Chem．　Zentralblatt　1906，1，1758ボ

　　4．　ZZI．∫8フ解ろ　　　，，　　　　　　，，　　　　　1914，1，　1516．　．

　　　　昭和二年十二月
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　　　　　　　水の盛素消毒ご菌量の問題に就て

　　　　　　　　　　　　　　　　技肺佐藤　彼作

　1894年ロー・ぐノレト，コ。ホ及びトラウベに依bて三二粉に於ける璽素の消毒に就き

始めて報告せられてより，1三二消毒の二二に關しては多歎の報告出でたり，余も亦職

責上日々種々なる消毒藥の優劣可否の二二に從上せるが故に此二二潰毒に回して種々

・なる乙丸を行へり，其経験に依れば他の二言藥に比較して璽素の如何に有効なる炉，

叉特に水の消毒に於で上水は勿論，河水或は井水等各種の水．に樹し購素の大いに有効

なる二二を認めナこるのみならす，其他諸種の飲食物例へば魚類，野上，果二等並に食

器の消毒に於ても亦有効なる事實を認め居れり，而も斯の如く有効なる潰毒力を有す

る盤素は毒物試験の結果に於ては毒性少くして，他の滑毒藥に比較するも毒性極めで

少量なるが故に一日常吾人の使用す疲き滑二二として推奨する1ヒ足るものなるを認め居

れり

’然しながら二二消毒の効果のみ論ずるは時代逞れの威あり，何んとなれば銑に三二

消毒は今や研究室より街頭に出でて商人のパソフレ’ットとなりて世に行はれる程の状

態に在り，從ひて本報告は璽素の一も二もなく有効なると云ふ鮎に止まらす，寧ろ盤

素消毒の實施に際して起り得べき危瞼を乙防するを主なる目的として行ひ泥る三二上

の知見を上水協議會の席上に於て講演せしものなり

　前述せるが如く璽素の實瞼研究は既に多歎の三者に依りて研究し蓋され回れ回れ其

學者の立場より之れを世上に紹介せられ廣く一般に慮用せらる、もの、如し，然に盤

素消毒を實施するに當りては或は其三野方法に統一を敏ぐ所無しとせす，在來の盤素

に關する實験の後を索るに多数の三者に依りて行れナこる三三消毒の三三に於ても亦其

實験方法拉に實験成績に罵る場合には大なる相違あるを認め得るなり，其一例として

鼓に表示すること第1表の如し

　表に依り極端なる實鹸例を畢ぐれば第一に學げにるSelter及びHilgersの三三成績
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　　　　第　1　表
臨素消毒試験成績の相違甚し
き丈旧例

水の消毒に要す
ろ使用臨素量

160　萬倍

100　萬倍

工00萬倍

50萬倍
25萬倍
20萬倍
ユ0寓倍

10萬倍
2萬3千倍

　1　萬倍

清鴇所
要時間

完　　全

中　　全

1時間
完　　全

10分間
完　　金

1分間
1時間
10分間
完　　全

山　瞼　者

Selter　u・正IilgerS

Traube

井　上
Vio11e

Alois　Lode

Bruns

八木澤　梶塚

松　浦

長谷川
Hanslanger

に於ては水の消毒に要する臨素量は160萬倍に

して完全に消毒せらるといひ，他の最も極端な

る實瞼例に隔ては・Hanslangerの成績にして1

萬倍に：於て完全に消毒せらるとなす，此二つの

成績を比較するときは爾者實験成績の開きは實

に150萬倍にして實験上小なる相蓮なりといふ

事を得す，三者の藥籠より一日も離し能はざる

モルヒネは良藥なるが∫此モノレとネは如何なる

微量に於ても其使用量を誤bたる場合には生命

に：危瞼を及ぼす慮あり，．三二の消毒は二毛ノレヒネの場合と全然同様には考へ能はすと

錐も二二の使用量を誤り陀る場合にも亦危瞼なき能はす，例へば妓に暇にコレラ患者

のコレラ菌に依bて汚染されナこる水ありと假定するにその水を消毒すゐ揚合に何れの

實験者の報告に倣ひて消毒を實施すれば可なるかに迷はざるを得す，若し暇に萬一に

も二水あ消毒不十分にして丁令一匹にしても其永中に諏レラ菌の生存しテZらんには吾

人の生命に危瞼を及ぼすは勿論なり，この危瞼はモノγヒネの場合に勝るとも劣るもの

に非すと言ひ得べし，斯くの如き實験方法蚊に實験成績の相蓬よb來る三三潰毒の：危

瞼を如何にして二三せんとするか，其方法の探究は帥ち本實験の主眼とする慮なり，

併しながら便宜上先輩の例に徹ひて三二の一般の消毒力に關する實験を最初に施行せ

うう而して上水協議會の講演の目的を以て差當り上水に使用さるる使用盤素量に擦り

て消毒力の實験を行へり，實験方法はリデアル，・ウオーカー消毒力検定法に從び其成

績は第2表に示せり

　　　第2表上水の含有菌量多き場合には上水使用盤素量に依りて消毒力を

　　　　　　　現さざる試験成績

　　ユ　　　れ　　

　　0．⇔　。

　　α8　，，

　　0．7　，，

曜　　　0．6　，，

2，5！

十

十

十

十

十

5ノ

十

十

十

十

十

帥σ
十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

15！

十

十

十

十

十

20ノ

十

十

十

十

十

30ノ

十

十

十

十

斗

10

十

†

十

十

十

20

十

争

’十

†

十

30

十

十

十

十

十

40 50

十　　十

十　　十

十　『十

十　　十

÷　＋

6。

十

十

十

十

十

・琳

十

十

十

十
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　　0・5　　　，，　　　　　　十　　　　　十　　　　　十　　　　　十　　　　　十　　　　　十　　　　　十　　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　一

　　α4　　9，　　　　　＋　　　　＋　　　　＋　　　　＋　　　　十　　　　＋　　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　＋　　　4・　　＋　　　十　　．＿

　　0．3　　　，，　　　　　　十　　　　 十　　　　十　　　　 十　　　　十　　　　十　　　　 十　　　 十　　　十　　　十　　　＋　　　＋　　　十　　　十　　　一

　　〇・2　1・・　　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋　　十　＋　＋　＋　＋　＋　，＋　一

　　〇・1　”　、＋　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋　＋　＋　＋　＋　＋　＋　＋　一

　　注鐸　以下各面に於て菌量多き話合と寵載ぜうにリデアル・ウオーカー試験法に於けろ使用菌量存意

　　　　即し，酒量少き揚合と記載ぜるに同訓瞼法1＝於ける使用菌量の1000萬倍稀聖王量准意味す，菌

　　　　・種は凡て同一大腸菌樵・なり

　上水に使用さるる盤素量は普蓮0．3－0．5P．P．M．にして非常に多き場合と錐へども

エP．P・M∫を超えす，故に其ユP．RM．以下の璽素量を以て清汁力の實験を行へり其成績

は第2表に依りて崩瞭なるが如く24時間までの作用時間に穿ては一の消毒力をも現

はし得す，…欠に然らば幾何量の璽素を以てすれば24時間以内に消毒力を現はし得るか

を知る目的を以て普通上水に使用せらるる盤素量よbも遙に多き盛素量を以て實験す

るに第3表の如き成績を得て，．24時間以内に消毒力を表はし來るは10短．P．M．以上を

使用したる二合なり・10P・P・M・なる睡素量は上水使用璽i素量に比較すれば少くとも

10倍以上に相野せ．b

　　　　第3表含有菌量多き上水の潰毒に封ずる使用盤素畢測定試瞼成績　　　　覧
　　作用時間

有効盛索量

100

80

60

40

20

ユ0

8

6

4

P．P。M，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　

2，5！

十

十

，十

十

十

十

十

十

5！

十

十

十

十

十

十

十

7，5！

．；

‡

‡

十

10ノ

；

‡

：

十

15，1

十

十

十

十

十

20！

十

十

十

十

÷

3C！

十

十

十

十

十

10

：

：

十

20

‡

＝

十

30

‡

：

十

40

；

：

十

50

；

：

十

60

十

十

十

十

240

二』＼

：

十

　帥ちりデアノγ・ウ立脚カーの方法に從ふ時は第3表に示すが女函上水使用盤素量に

於ては24時間経過するも荷等殺菌力，滑学力を現はし得ざる事實を認め得べし　　、

　如斯成績を得すzるは勿論三一め實験に比較して圭として實瞼方法の相違するが故に

して而も思量φ問題に大なう一三あるを想像せb・依ρてこの目的に向ひて本工験を

進めだb即ち才量を種々鍵化して或は菌量の非常に多き場合或は菌量の非常に少なき

場合等に鑛）て比較實験せう其成績は第4表なり・
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：第4表上水使用上素量に依りて清一二を現：し得る爲めの水の含有菌量，

；　　　限度測定試験成績、，’、、　．：一

　　100　倍
　　1000　”

．・’ ?O000：‘，，

　100000　，，

10000qo　　　，，

10000000　，，

50000000　　．，，

100000000　，，

十

十

十

十

十

十

：

‡

：

帥叫・y
十

十

十

十

十

十

十

十　閲

十

十

十

十

十

十

十「

十

十

十

20’；

十　：

÷卜

’十

十

十

・σ
PP

十

’十

十

十

十

・十

十

十

十・

十

2）

十

十

十

，十

十

列・・レ

十

十

十

十

十．

1十

十1

十

．十

十

十

十

十．

十・

・・

P・三

十

十

－十

十

K

：‡

：‡

：：

二・：

　即ち使用盛素量はユP・P，M・を以て實験せり菌液は種々なる稀繹を行ひて100倍よb

頒次1億倍までに二二せる範園に及びその各種の二二液に就て1P．P．M．の盤素量が

如何なる消毒力を現し回るかを實瞼せる成績にして24時間以内に1P。P．M．の盤素量

が有効に回忌力を現はし來る菌量はリデアノン・ウォーゐ一の菌浮游原液を1000萬倍

ヒ稀詳したる場合なることを知れり帥ち水申に含まる、菌量の非常に多き場合と非常

に少き場合に於ては法論藍鼠の成績は大なる差異を示すものなることを知れり叉上水

に出て使用さる〉使用璽素量に於ては水中に在る菌の極めて少き場合即ちリデアノγ・

ウオーカー使用菌量を1000萬倍に稀緯され柁るが如き菌量の含まれナこる場合に於て

のみ消毒力を現はし來るξいふ事實を認め起り，因りて次1ごは其1000萬倍の浮游菌

量に於て菌量を一定にし土水にて使用せらる、1RP．M・以下の各盤素量に於て消毒

力を槍干せり；然る蒔は繁5表に示せるが如く各々1PP・M以下の各豊素量に於て

も消毒力を登揮し得る．成績を知り得たり

　即ちリデアノン・ウオーカー使用菌量の1000萬倍稀繹に相當する帯下の菌量の場合に

於ては上水使用盤素量は全部有効なる事實を認め得たb

2：』
諱E5表水の含有菌量少なき場合に於ける上：水使用璽素量に依る潰毒試験成績
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　右の實験に依りて才量の問題は魍一門毒に於て特に重要なる十二を下塗得たれど

も，其成績を車に有効に已むが爲に其他一ノニの實験を追加せりr：：上水の肇素消毒を

實施するに當りて其條件とする量目種々有’り就中水質の善悪，水中に含有さる、酸化

性の有機物等は大いに三夕を有するもの〉如し，第二には消毒せんとする．水の温度に

大なる關係有りと剥せらる，故に此二：つの條件と余の實験せる菌量との關擁に關する

押妨を行ふこととせり，初めに有機物の問題と結付けたる實験として便宜上，下水を

使用せり鼓に下水と繕するも紳田川の水にて此の川には下水の放流するが故に之を下

水と看徹して事例し陀るものなり，其の中に含まる、有機物はカメレオン弓勢量100・

68hlgに相回するものにして二水に付き上水の場合と同様に璽素潰毒を行へb，其成

績は第6表に示しブこるが如くにして其結果は上水を使用せる場合に於ける結果と大な

る相違なし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　第6表　含有菌量多き下水の消毒に要する使用盤素量測定試瞼成績
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　即ち菌量の多き場合には有機物なるものは著しき影響を示さざるが如し，次に薩下

水を100倍に稀騨して下水に就て消毒力を槍査せるに，掌中に含まる、有機物は約

100倍に稀繹されナこるにも拘らす原液のものと大なる差異無し邸ち有機物の認むべき

影響を示さざるが如し（第7表参照）

　　　　　　1第7表含有菌量多き下水の100倍に稀鐸せられアこる

　　　　　　　　　　水の消毒に要する使用盤素量測定試瞼成績

1， 2！ 苧績剰・ぴi・一中㌍列一図
蜘・一聯卜・！－1・■一H・H…十・卜H一ト十
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　次に先に上水に悪用して適當なる消毒力の成績を得テZる1600萬倍稀繹の極めて少

幽き菌量を用ひ下水に就て同様の實験を行へb，第8表の上孚Aは下水の原液に就ての

1實験成績にして下孚Bは100倍に二二しすこる下水に歳ての實験成績なb，然る時は此

表に依bて二つの事實を認め得べし，帥ち下水に於ても菌量を少くすることに依りて

下水め消毒に要する使用璽素量は少くして濟むといふことなb，先の表と比較すれば

朋なるが如く菌量の多き場合には10P．：P．M．以上に非ざれば消毒不可能なりしものも

菌量の少き場合には1P．P．M．以下にて消毒力を現はし來すZれり，帥ち上水の場合と

始ど似πる結果となれり，以上は第一の事實にして，第二の輝輝は先に實験しナこる結

果に於ては菌：量の非常に多き場合には有機物の影響出現せざりしと錐本甲験に於ては

重量の少くなbたる結果として有機物の影響著しく出現し來れ卿ち水の璽素消毒に

鞭て第一に影響を及ぼすものは菌量にして有機物は二数的に影響を及ぼすものなるを

知れb

　　　第8表A　含有菌量少き下水の消毒に要する使用盤素量測定試験成績

100萬倍稀曜菌液＼作用時間
有効三稜量＼
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第8表：B　含有菌量少き下水の100倍稀繹の水の

　　　　消毒に要する・使用豊素量測定試験成績
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　　0．8　　，，　　　　・L．　　茜　　　＿　　　＿　　　一　　　＿　　　＿　　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿　　＿

　　0．6　　　　　　　　　　　十　　　　　一　　　　　＿　　　　　■6　　　　一　　　　　＿　　　　　＿　　　　　＿　　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿

　　0。4　　　　，，　　　　　　十　　　　十　　　　十　　　　十　　　　　＿　　　　＿　　　　　＿　　　　＿　　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿　　　＿

　　0．2　　　　，，　　　　　　十　　　　 十　　　　十　　　　 十　　　　 十　　　　十　　　　 十　　　　 十　　　　十　　　十　　　十　　　十　　　一　　　一

　　　Kl　　　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　　十　　十　　十　　＋　　十　　十　　十

　次に水温と菌量との關係に就て實験せり，在來の實験報告によるも高温と低温に依

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、bて使用幽素量は相違し低温に於ては多量の引当を要するものの如し，以上余の實瞼

は28。よう30。の室温に於て行へるものなるが今低温の試験として3。より8。に調節

せる装置の下に實験せるに菌量の多き聾心に於ては温度は大なる影響を及ぼさざるも

のの如し，第9表によりて其成績を知り得べし

　　　　　　　第9表低温（3－8。）に於て含有量菌多き上水の消毒

　　　　　　　　　　　に要する使用盤素量測定試験成績

　　作用時間
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　次にリデアノレ・ウオーカーの使用菌量の1000萬倍に稀鐸Uこる極めて僅かの菌量を

以て低温實験として，右の温度と同標の温度に於て實瞼を行へり，然る時は此場合に

於ても下水を使用して實瞼しナこる場合と同様に二つの事實を認めだり

　　　　　　　　　第10表A　室温に於て含有定量少き上水の消

　　　　　　　　　　　　　毒に要する使用盤素量測定雨滴成績
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第10表・B 低温（3－8『）に於て含有菌量少き上水の

溝毒に要する使用盤素量測定試験成績

1000萬、倍稀縄菌液　　作用時間
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　第10表によりて明なるが如く，第一の事實は菌量の非常に少き場合には低温に於

ても使用豊素量は小量にて可なり，郎ち0・9RP・M・以下に於ても消毒力を現はせ），

第二の事實は菌量非常に多き場合には温度の影響は殆んど之を認めざるも菌量少なき

場合には二次的に温度の影響を魅す事實を認めテこるなり

　以上の諸實験に依b水の消毒に際しては菌量の問題を蔑視し得ざるものなることを

認むる亡足る前く帥ち永を消毒ぜんとする場合には辛め水中に含有する歯量を知り其

菌章に依りて水に幾何の野卑を使用すべきかを決定するは水質にようては是非必要な

る操作なりと云ふべし，随て以上試験に使用しナzる各リデアノレ・ウオ一幅ーの原液の

稀騨液を華盤培養に附して其中に含まる、所の菌量を計算せり，第11表は帥ち其成績、

第11表

難船培養繋度
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㎞申継

字板培養に依り水の含有　　　　　　なり

菌：量を測定せる試瞼成績　　　　　　該表に從ふ時は1000萬

…倍
P囎1・副…酬・…離帯解学齢は4・3に番目

　。。　　。。　　2お86判3zG4　47L　當せり即ち消毒せんとする
　qO　　　　　　oo　　　　　27540　t　2128　　　　393
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刷目旨1器1陵ll器て現在上水に使用さる囎
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市販乳酸菌製i剤の細菌學的試験報告
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　　　倉　　一

翅　利　根　夫

第一章　緒　論

第二章

　第一節　　孚L酸菌の言E載1こ就》て

　第二節　乳酸菌の分類に就て

第三章　乳酸菌ρ分離

　第一節

　第二節’

　第三節

　第四回

目

乳酸菌の記載拉に其分類法

在來の乳酸菌分離法に就》（

余等の乳酸菌分離法に就て

試瞼材料に就て

直接分離澱粉

第一葦緒

次

　第五節　牛乳培地通過に依る分離試瞼

　第六節　酸性培地通過に依ろ分離試験

第四章　分離乳酸菌の分類及動物實験

　第一節　一般生物學的性駿に依る分類

　第二節　糖類分解能力に依ろ分類

　第三節　分離乳酸菌の毒性に關する試

　　　　三

門五章　穂　括

　　　丈　献

論

　隊洲，亜細亜，阿弗利加等の遊牧人種は古來乳酸菌乳を愛用し之を常食として食卓

に供ヘナこりと言ふ，而して其多くは牛乳，山羊乳等を自然に醗酵せしめナこるものにし

て其名四も亦地方によりて異れり，例へば埃及に於ける：Leben　raib，ノ“ノンカン三島に

於けるYoghurt，ロシヤの高原地方に於けるクーミスkumys，高索地方に於けるケフヰ

ーノγK：e丘r等の乳酸菌乳出でナこれ共何れも牛乳或は馬乳を醗酵せしめたる．ものなb，そ

の他アノンメニアに於てはメザンMajun，羅馬及希臓に於てはオキシガラ及びキストゾ

gxygala　und　Chlston・アノレぜリや地方のレート．Rayet・印度のダディDadhi等あり・

　乳酸菌乳に穿て在來の細菌畳韻成績を見るに有害なる細菌を分離しすこる例皆無なる

には非ざれ共大膿に於ては能く乳酸菌の分離謹明に成功しπるものの如し
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　然るに現今市場に於ける乳酸菌製命中に往々乳酸菌の検出の有無によりて其の製剤

の眞便蚊に含有菌の人膿に及ぼす慣値を論ぜらる、もの無しとせす，歯面の慮最大な

るに從ひ及ぼす衛生上の影響も亦小ならざるが爲ならん，広路者の注意を要すべきと

ころなりと信ず，今諸種乳酸菌乳及乳酸菌愉楽等に於ける在來の細菌検査成績例の大

略を記すれば下の如し，Rist　u．　Khoury（1）は1902年エヂプトのLebenよりStrep一

’toco。cus　lebnis，　Badllus　lebnis，　Mycoderma　lebnis等の細菌を分離し，1906年D廿99eli（2）

はMaj　unよりCo㏄us，　Long　bacillus，　Bacterium　M勾un等を得ナZう，1906年Grixoni（3）

はツ・ノレヂ昌やのGiodduよわ：Bact．　sarodusを分離し，1908年Luerssen　u．　K茸hn（4）

はYoghurtよりBacillus　bulgaricus，13aρillus　granuleux及びDiprococcusを分離し，

』Be茸erinck（5）はKe丘rよりBacillus　caucasicusを検出し得ナZり，高じて我國に於ける成

績を見るに，大正7年石黒氏（6）は出時の市販乳酸菌製捌四種類と米誌マルフォード會

肚のプノンガや製品とに就て分離試験を行ひたるに日本製品に於てはプノレガソや菌働出

悉く陰性に絡り，濁りマノγフォード製品のみに於てブノレガリや菌を槍出謹明せりと報

告す，但しStrep士ococcus　lactis　acidi類似菌は日本製品よりも易く分離し出花りと言ふ，

大正12年植木氏（7）は内務省衛生試験所に於て市販乳酸菌製剤の4種に就て分離試験を

行ひ，乳酸形成菌としてGrote1個日氏の乳酸連鎖球菌に話する双球菌及びヂユクロー

氏チロトリツクスに近似せる枯草菌属桿菌の爾者か或は其の内何れかを分離しナめと

報告せり，然るに翌大正13年菱刈氏（s，はYoghurt，　Lactostase，　Biocaltin，　Calpis，　Bulgarin，

Glycolactin，：Biolaxin及しactinの諸製品に就て細菌試聴を行ひ忙るに，或る種の乳酸

菌製捌よりは雨漏乳酸病菌を分離し得れどち，乳酸桿菌は枯草菌周の雑菌に妨害せら

れ，ブノソガリや桿菌と一致するものを認め得す，技術の未熟なるを憾み或は果して三

面中に眞の乳酸菌存在すみやを疑ひ一時分離を放棄せんとさへ窮し陀るも，熟練する

・に從ひて，前記材料よリブノγガフや桿菌及多歎の類似菌並に願粒桿菌を分離し得把り

と駿表せり叉大正14年鐵道省衛生試瞼所（9）はHepalactin，　Glycolacdn，：Lactostase，　Bio蝕

fmin，　Enthero1，　Biolaxinよb乳酸菌の分離試験を行ひ大略次の結論を下せり

　（1）札幌鐵道病院使用のEnthero1中には乳酸菌は全く’死滅し，　Hepalactin，　Glycola－

ctin∫LactQstase中には一種の乳酸菌のみ生存す
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　（2）東京修道病院使用のL参ctQstase中には乳酸菌は全・く死滅しBio勧min職ま・一

種の乳酸菌生存す．

　（3）紳戸鐵道病院使用のLactQβtase中には乳酸菌全部死滅し，　Big艶rminには乳酸

菌一種生存す

　（4）仙毫鐵遣病院使用のLactostase中には乳酸菌は全く死滅し，：Bio蝕minには乳

酸菌一種生存す

　（5）紳戸鐵道病院大阪分院使用の：Lactoatase中には乳酸菌全く死滅し，　Bio£rmin

には乳酸菌一一種生存す　　　　　、

（6）門司鐵道病院使用のBi・角・mh・1二は乳曲論一種生存す

　（7）　プノ解ガリや菌は各病院使用中の製渕よりは一つも認むるを得す，唯僅かに衛

生試験所保存のものに認めしのみ

　（8）主事とせる乳酸菌以外の菌種大多数は枯草菌属にして次で双球菌とす

　（9）乳酸桿菌の形態は乳酸菌の一種バチノγス，ラクヂツクス，エフグネスに類似

せるも鑑別上の噺定難し

　（10）槍出乳酸菌と其他の瞼出雑菌との共棲試験を行ひ泥るに全部登育せう

　（11）以上検査せる乳酸菌製命中全部が菌の生存せるものは一種類にして，甚しき

ものは全滅し軍に難菌のみなるは治療上使用に際しては顧慮すべきものにして時々槍

査を反復し生存を確認するを要す

　而して吾々の試瞼に使用しナこる材料は現在の市販品として集め得る全部の品に就て

在來の試験者の成績に鑑み實験方法にも留意し分離し得だる乳酸菌に就ては進でその

生物今回性状の試瞼並に動物試験を行ひ更に免疫血清漁礁の試駿にも移bつ、あれど

も蛙には其第一報を螢表するものなb

　　　　　　　　　　　第二章　乳酸菌の記載並に其分類法

　　　　　　　　　　　　第・一節　乳酸菌の記載に就て

　乳酸菌に回する細菌槍査例へば分離試験或は進で本革に關する實験叉は研究を行は

んとするに當りて最：も留意すべきは乳酸菌に關する在來の記載並に其分類法なりと信

ず，何となれば乳酸菌として在來報告記載せられπるもの、数實に多くユ00種類を越



176 佐藤9小閥、・川端9林・廣羽、

ゆべしと裕せられ其間に大いに統一を恥き異名同菌株なるものあb，或は三三同名の

もの無しとせす，或は細菌學的系統及戯歌關明ならざるものあb，或は同一菌種にし

て學者によbて菌の性状に魅する記載に相違あり，假に誤bナZる記載に從ふときは思

はざる實験の誤謬を幽すぺけ価ぱなう，乃ち弦に特に本章を設けたる所以なり，今乳

酸菌に下する記載の主要なるもののみを概記するに次の如し　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　第一　乳酸腱菌罵

　1，Streptococcus，　pyQgenes　seu　erysipleatos　F1廿99e（ユ。）

　該菌は著しく固形及液膿培養基に於て酸を形成す，パセヅト氏は乳酸の他鉤腕性脂

肪酸を謹明せり

　旱．呂treptoqoccu寧acidi　Iactici　Groten艶1d（11），　Streptococcus　acidi　la（元ici　Iζruse，：Bact．　GUnther

u．Thier角1der（ユ2），　Bact．1acds　acidi　Leichman11（13），　Baci11us　acidicus，K：ruse，　Streptolacticus

Kr　use（14），　K：osai　G5）Bacillus　acidi　paralactici

　固有蓮動なき連鎖朕菌にして嫌氣性話題に於て登臨尤も佳良なり，其形態短桿菌に

して概してO▽alkokkenとして長さ1μ幅0・5－0・6μ多数の小さき漣鎖欺をなし其両端幽

々尖型若くば島形を示す，ゲラチン：刺穿培養は其幽幽溝に出てのみ厚き白色懸獣の菌

形を登回せしむ，ゲラチン李面培養は爺様聚落をなし無糖培地に於ては其聚落0．5mm

以下なり，加糖培地に似ては幾分の増大を認む，而して加糖培地中乳糖培地に於て酸

形成最も顯著なり，寒天面板培養に於ては恰も小さき雨滴状を呈し透明なるも臆て酸

の形成による白色濁掴に依りて蔽はる，ブイヨン培養基に於ては無糖の場合は其掴濁

微弱なるも加糖の場合は著明なb，されど菌膜を生ぜ渉牛乳培養基にては凝固強度に

して葡萄糖及乳糖より右施性乳酸を形成し而して乗絵の酸を形成することなし，琵斯．

アノンコホーノγ共に螢生せす，其他術マノγトーぜ，サヅハローぜ，アラピノーぜ，，マソ

ニ．ト，グリセリンは培養直なる時は醗酵す，．然し同一培養を長期縫績せる場合には

之に影響を與ふ，馬鈴薯培養基上には螢育僅微而してシーエ～レペツケ：α6）氏（Schier一

わeck）は酸形成の曲線及酸形成微弱の種族の培養に就て研：究せ動　シユワイツエγ氏

によれば酸形成0・37rρ・47％容量と翻す

：一、詠9 rt『eptocqccus　brassicae　Wehmer（17）・、　．　，　　　．　　　　　　　　一．ビ’
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　酸茱より得悟る菌株並に牛乳より得ナZる菌株は其沈降性の凝固能力が乳糖を醗酵し

牛乳を凝固せしめるものにして特記すべきものなり，薦糖葡萄糖は共に醗酵佳良なり

酸茱醗酵の際に登生する琵斯は本菌に因るに非す，アデノγボノγド氏に撮れば該菌は非

光施性乳酸を産生す

　4．Streptokokken　der　EuterentzUndung　der，　Rinder　Kitt（18）

　形態並に生物學的性状は著しく漣菌囑に類似せる所多し，勿論これは一の甲形なる

ものとして記載せらる，ゲラチン培養上にては其表面に細小美麗なる帯白色をなせる

ものにして，僅に振がれる被覆を有し其刺穿溝に於ては勿毛朕をなす，牛乳凝固に於

ては往々汚黄白色塊を生す，モノγケの黄色若しくは赤色化するは之れ故なり，牛乳及

葡萄糖を分解し丁丁性乳酸及炭酸を，アノソブミン，ペプトンを分解し，酷酸，酪酸ア

ン毛ニや等の痕跡形成す

　5．Streptokokke　n　der　Langenwei（エ9）

　該菌は門守粘稠性牛漿より分離せらる其牛刀はケーぜ製造に回りて懸用せらるるも

のなり

　叉本丁培養基の粘稠性質には種々差異あり，而してシュミ。ト，ミュンヘン氏によりて

粘稠性牛乳より本菌を見出・せb，Sohauは之をStreptoho11and1cusの名禧を附せ㌧該

菌は運動なくグラム染色陽性，牛乳或は牛乳ペプトン加ゲラチンに於てのみ登育す，

牛乳培地に在りては25。に13－15時間培養後に於て既に懸歌粘稠性となり而して酸

形成と沈澱を起し恰も少量の血清が甚しく綜状粘稠性なると同様なり（ゲラチン液化

に關して何等の記載なし）

　6．StreptQkokken　Hagenberg　Weigmann（20）

　門下は酸性牛乳より襲見せらる，ゲラヂン培養基にては凹凸光輝あり且周縁門火機

1をなせる菌型なり，牛乳培地に於ては酸形成除々にして均等に凝固す琵斯形成をなし

寒天培養牛乳培養基に於ての菌生存期間は長きものにあらすして牛乳酸憐化遽やかな

るに因る

7・St・ept・琴・kk・n　v・n　L・xa（21）

　好野性培養に於て其門門佳良，ゲラチン季板培養は聚落最小にして鏡き光澤を有す



’178 佐藤ザ小西・川端q林・盛羽

る自色の斑鈷膿にして液化せす，ゲラチン刺穿培養に於ては小球鐙ようなる白色線條

めImp飾ch．を示す帥ち；其表面更に登下せるを認めず，ブイヨン’培養基は白色の掴濁

且っ沈澱を生う㌧牛乳培養基を2－3日にて凝固せしむ，該菌は胡桃機の香氣有り

8．Strept・k・kk…．・．　F・e・denrei・h働

　二丁はケフィーノレ中に存し大なる厚き球菌にして其古き培養にあbては長き平声状

を呈す1普通ブイヨン培地にては登育微弱にして屡々駿育を認めざるこ．とあり，馬鈴

薯培地にては概して；其駿育なく牛乳培地に於ては35。，48時間後にて乳酸形成牛乳凝

個し22。にては4日なり　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　・

　、9，Streptococcus　acidi　paralactici　Nencki　und　Sieber脚）

　ヶフィーノレ申に存し牛乳凝固せ中然れども乳酸形成す

　　　　＼
　10．Streptococcus　acidi　paralactici　non　liquぬciens，　Hashimoto（％）

　該菌は小圓形をなし一封の二丁4－12，稀には塊状バヅケヅト型をなす，運動なく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嫌氣好氣の雨性にしてゲラチン準板培養にてはコー2日後表面及内部に美麗なる茨白

色圓形の鮎をなし鋭き光輝を有じ，鮮下帯青の核を形成し丁々溶解するも培養基液化

せす，ゲラチン刺穿培養に於ては24－48時間後穿下に港ひて白色綜状生じ3－4日後

三珠様懸状漣鎮を形成し，普遣寒天に尚最小集落を生す，加糖寒天に於ける登育は概

して獲化なく依然集落小なり琵斯登生なし，馬鈴薯培養上の駿育は24r48時間後に

ても振大鏡に擦らざれば認むることを得ざる程度のものなり，ブイヨン培地は著しく

梱濁し4ケ月陳奮培養にてインドーノγ反慮著明なb，牛乳は37。，2一一3圓室温5一

日にて凝固，三二性乳酸を形成す

　11．Diplostreptococcus　von　Maze，（25）

　・雫圓球菌にして；其大さ及形態はDiplococcus　catarrhalisに似て2個或は長短の連鎖

朕をなす事あり運動なく爽膜を認めすグラム染色に良く染色せられ集落は牛乳含有培

養基，乳糖培養基に僅かに登育する故に認め難し2益・時間にて1mm大となる，爾

後僅力5に表面滑なる黄色，可：成透明なる小門圓面となるに過ぎす，22。に登庁せす，

37，。45。にて三下佳良50。にて可成牛乳を凝固す，琵斯駿生なし，2圓経て凝固せる

牛乳は黄色となる，されど液化することなし，沈澱せるカゼイン野牛は過剰ならざれ
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ぱ牛乳葡萄糖寒天李面に於て集落の周緑に溶解せらる，Grigor確はBertrand　Weiswei－

11erに鋤しBacillus　bulgaricusに回るヨ・一ドフォノγム反回を取扱しことは特記すべき’な

わこれが医別は驚異すべきものなう，恐らくこれは既に注目せられつ、ある分類法に

劉し多くの探究者を導くべきものならんと稽せり

　ユ2Streptococcus　Kefir（Strept．　Ke丘r　b．　v．　Freuudenreich，）（26）

　該菌はBact．　Diagono，　vQn：L　Matsushita　1902年1こ於て次の事項に依り麗別ぜり精

々其球型小にして爽膜を有す乳糖ゲラチン三板には可成集落少さく乳糖ブイヨンは登

育速かにして牛乳凝固せす併し酸形成あり而して酸形成壇加するに從ひ二二の螢生盛

なり

　13．Streptococcus　hollandicus　Weigmann（27）

　30－40。培養に登回し14。に機育せす，50。にて死滅す，適言なる培地は牛乳，牛

乳ペプトン，ゲラチンのみにして，後者に於ける登育徐々なり，ゲラチン液化せす小球

白色の集落滅菌牛乳中にては35ρ，12－15時間にて綜状を呈す然れども酸を形成しカ

ゼインの沈澱を生す・

　　　　　　　　　　　　　　　第二　乳酸桿菌属

　1．Bact．　acidi　lactici　Hueppe（器x29）　・　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　該菌は固有運動鞭毛なし嘗て大腸菌族との鑑別困難を戚ぜしことあリグラム染色陽

性と稽するも染色は困難なるが如しゲラチン培養に於ては扇朕の集落を彦成す三三は

Trigone11a（Krauterkase）に依りて強き或臭氣を登生す，葡萄糖乳糖に依り琵斯登生し．

乳酸，酷酸及び微量のアノレコホノレを形成す，陳欝培地のものは酸形成能力を失ふ，無

糖培養に：於てはインドーーノソ三鷹困難，硫化水素形成なし，ゲラチン液化せす芽胞形成

し牛乳凝固379，三三佳良

，2，Bacillus　acidi　lae▽olaρticis　Chardinger（30）

　ヒュツペ氏の乳酸桿菌の大さに相似たり，、稀に長き波状の綜状膿をなす，ゲラチγ

培養に於は陶磁性自色をなし上部は隆起し，其三園に粘稠性の縁を有す．．而して其三

園よリゲラチンは赤褐色に染色せらる，牛乳より小なる塊状のカゼイシを分離す形成

せられたる乳酸は左回性乳酸なり
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　3．Bacillus　Trigqnella　B萱rri　u．　D丘ggeli⑳

　葡萄糖乳糖に依う盛に屍斯を形成す，乳酸，酷酸及び小量の酒精を形成す，陳萄ゲ

　　　　　の
うチ．ン寒天培養基のものは乳酸形成及牛乳凝固の能力を失ふ無糖培地に於てはインド

　ーノン反慮無く硫酸形成を敏く

　4．：Bact．　diatrypeticum　Casi：Baumann（鍛）

　該菌は，おact・acidi　lactici　Hu今ppeに極めて近似せる乳酸菌として：Lehmann　u．　Neuman趣

しは記載せb而して葵膜を有し琵斯駿生盛なり

　5．：Bacterium　neapolitanum　Fmmerich㈹

　ブフネノンBuchner氏に依れば本四の規則的震動運動は分子運動なbと云ふ，鞭毛な

し若し鞭毛を有するときは大腸菌に歎へらるべきなり，牛乳中に於て乳酸引回酸を形

・成す，叉痕跡の蟻酸，穆酸，酒精を謹明す　、

　6．、Bact．　Casei（Leichmalm，）Lehmann　u．　Neuman箪⑦4）

　酪乳に於ける24時間経過のNaturlabより分離す，運動なし，長さ3－6μ幅0・6「・

0・9μ而して屡々連鎖状をなす，乳糖加寒天にて琵斯形成なし，ゲラチン培養にて暗

大腸菌，チフス営門の四脚をなす馬鈴薯培養基に駿回すれども誌め難く，ブイヨン培

養は全く透明，牛乳は24－30時間にて凝固す．DUggeli　u．　Kulltzeに櫨れば本菌ば

1：Bact．　mazunに類似すと云ふ，　Durri．u．　Thoniに擦ればFreudenre三chのBact．　Caser

E，の普通型が粘液型に鍵化するものならんと云ふ，Rod『11aは：Bact．　bi丘dus，：Boasoppler－

scher：Bacillus，　Baci11us　Iactis　acidl，：Bact．　gastrophilum，　BacL　Casei　Eは同種なbと稻せO

b，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　マ，Bacillus’acid・phil・s　Finkelstein，（蘭）㈹　　，

　長形乳酸菌に屡し其短形なるものはヂフテリー桿菌様なり，グラム染色陽性，芽胞．

無し，蓮動なく，普通寒天，ゲラチン培養基には殆んど駿育せす嫌氣性培養に登育佳

喪，適温は37。にして酸形成量少し，牛乳培養基を凝固すと回する者と然らざるもの

1と’あ．b，本菌は母乳，獣乳菅養見の糞便中に下見ぜらる

ト　18．’Bacillus　bifidus　（訂）

　該菌は哺乳兇の糞便中よりTissierの分離せるものな1う，牛乳を凝固せす｝嫌氣性菌

づ
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にして叉酸の形成大なり

　9．　Bacilluざparvus　正iquifi九ciens・allaerQbicus　（39）

　Imgalloの分離せる菌にして：Bacillus　bi且dusに類似す　　　　・　．　　　　’」

　10，』Bacillus　gastorophilum　Standberg御）

　本菌は胃癌患者の胃液中よりK：au丘nanll　u．　Strassの登見せるものにしてLehma皿

u．Neumannに依りて名聡せられ陀う，Standburgに撮れば長戸朕にして粗縫なる集落

帥ち枯草桿菌榛のものと厚き孤立性の集落とあり倶に芽胞不明にして乳酸形成6％，

盤酸0・5％なり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，　　・　二

　11．Bacillus　D61br茸cki　Leichmann（⑰

　本管は変芽，褒粉及官等に存在せる長型乳酸桿菌なり，長さ2・8－7μ幅0・4－0・7μ集

族叉は孤立す時に懸歌を取ることありて人工培地に登育不良，牛乳培地には登育せす，

適温45。，限界温度50－18。葡萄糖，薦糖よりは右町回乳酸を形成す，然し乳糖より

は形成せす，

　12　　K6rnchenbazi】1us　Ilach　1』erssen　und　KUhn　（4D

　ヨーーグノレト（Yoghurt）より分離す，運動なく，グラム染色陽性，ナィセノレ染色によ

う顧粒染色す，隅隅なる集落を有し町角李坦にして恰も痺脱疽桿菌機集落を呈す，謄

加培地には登育不良普通培地には螢育せす，牛乳培養によく登聴し凝固形成，琵斯を

生野す而して乳酸は垣網性乳酸なb適温37－40。なり，22。にて登育止む，馬鈴薯上

に登涌せす

　13．　］Baci11us　bulgaricus　］Luerssen　u，　K〔ihu　（42）

　ヨーグノγ奇より：Luerssen　u・KUhnの舜離せるものなり・運動性なく緯朕をなせる｝

桿菌，グラム染色陽性，穎粒染色を示さす，菌型は多くの憂易性を有す，自Pち室胞棍

棒，短大声曲賦をなす，好野性に螢育微弱なり，糖加培養には40－45。最も佳良，22。

にて螢育止む，馬鈴薯培養にては帯側自色の集落を生す，牛乳は酸形成によbて凝固

す然れども屍斯襲生せず，カゼインのペプトン化作用無し乳酸は右施性なう，集落は

鞘黄自色比較的蓬明なり
　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　14，Bacterium　Mazun　D　Oggeli　Huss㈹
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　　Mazu：1よりm99eliの分離せる長桿菌なり，Gruber　u．　Hussに撮れば牛乳中【こて

弓長さ1・7－2・1μ幅1－1・2μ運動なくグラム染色陽性，．嫌氣性及好氣性培養に駿育す

・20。にては登育止む，37。にては登育佳良，グラチソ，乳精グラチ．ン，ペプトン乳精・

　ゲラチン，乳糖加ゲラチン，葡萄糖ゲラチン，塞天，乳糖，寒天ブイヨン馬鈴薯等培

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ地に良く神的す．乳精寒天には多くの葉状の集落をなす，其集落は粗縫にして回縁に

回状放線状突起を生す，牛乳は硬く凝固し張酸性，乳清ペプトン寒天には種々の鍵異

型態を生す

　　15．：Bact．　sardous　Grixoni㈹

　　ナノレヂ昌やのGioduよりGrixoniの分離せる乳酸桿菌なb，穎粒染色をなし且根状

集落を示す・

　　16，Streptgbacillus　Iebenis，埃及のい「ペン（Leben）よりRist　u・Khoury㈹氏等分離．

　せ），：BacUlus　Iebenisと名鶴せらる，本線はK：e丘rよりも分離せられπり．，これを其・

後Lactobacillus　Caucasicusと名構せり，運動なく又無芽胞なり，高温に於てのみ號育

　す，而してFfeudごnre三ch㈹に擦れば綿々運動性を有し25。にて螢呈すと樗せり
、

　　　ノ　　Nik・1azewa㈹Ba¢t・Cau（鶏sicumは幅0・4－0・5〃・長さ不同，蓮動なく，無芽胞の桿

　菌，牛乳を凝固し琵斯を形成せず，糖加培地及乳糖に登育佳良　　　　、　．

　　17．Sc知eidenbazillus　D6derlein㈹　　　　，

　　婦人の隆分泌物中よりD6derleinの分離せる一種の乳酸桿菌にして：Bact，　caucasicu㎝

　に類似す，運動無く普通固形培地に笹野せす，加糖ブイヨンに24時間37。にて登育

　せしめすこる後グリセリン寒天に移植せる時のみ登育す其集落は雨滴状にして27。以下’

　にては申事せす糖分含有培地に於て乳酸を形成す

　、　　　　　，　　　　　　　　第三　乳酸球菌属　　　　　，　　　　　　　、

　　1．，Micrococcus　Iactic葦H芭PPe（49）　　，　　　　　　　　　　　　、　　　　　”　　、

　　Hashimoto（50）氏に着れば一興は食物並に口膣粘液中に存在し，グラチンZF板培養基

　には全く細小白色の集落を形成す・牛乳培地には琵斯登生無く嫌氣性培養佳良琴り

　　2．　Pediococcus　acidi　lactici　Ijndner（51）

　　多くは双球菌欺の配列をなし加糖培地にては乳酸の多量を形成す　　’　　一



市販乳酸菌製鋼の細學的試瞼報管 ユ83

　3。Micrococcus　No．　V．　Adametz（52）

　ゲラチン培養基に細小圓形の集落を生じ，帯黄色なう，牛乳培地にては，35－38。

にて2，3時間に既にカゼインを沈澱す，形成せる酸は乳酸なり

　4．Micrococcus　gelatinogems‘脇）　　　　　　　　　　　　　　　　　・

糖よりは乳酸を形成す出際痕跡の酷酸も亦生す

　5Micrococα1s　Somtllalii　Adametz，　Bra廿tigem㈹

　牛乳及ケーぜ中に存在し醗酵現豫非常に異る，形成せる酸は乳酸なり

　6．Streptococcus　lactis　acidi　Marpmann（55）

　牛乳中に存在す心隔性培養よbも好氣性培養の方登育佳良，何故ならばグラチン刺

穿溝に圭として表面に近く登山す，牛乳培地に顧て乳酸を形成し同時に微量の酒精を

讃明す琵斯は此際襲生せず

　7．Micrcoccus　lactis　acidi　Marpmannぐ56）

　牛乳中に存在す，ゲラチン刺穿溝に於ては料草檬集落のみ表面に登育し刺穿溝に於

ては論意育止む，牛乳培地には乳酸形成し牛乳を凝固す，同時に酒精を登生すれ共琵

斯を認めす　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　1

　8．　M：icrococcus　gumIIlosus　I｛apP　（57》

　Senega－1漁s中に存在す，加糖ゲラチンに登育佳良，糖分解に依り粘稠性を増す，．

醗酵の際に副産物としてマン㍉ト，乳酸，酪酸，炭酸を生す

　9．MicrococOcus　lactis　acidi　Leichmann（駆）　　　　　　　！

　自然凝固の牛乳中に登諭す，本菌は高温40－48。にて登育佳良，乳糖叉は葡萄糖加

培地によく二品し酸を形成す，然れども琵斯登生を認めす，形成せる乳酸は右回性なり

　10．焔crococcus　acidi　laevo．Leichma皿㈹

　自然凝固牛乳中に見出さるゲラチン刺穿培養には其刺穿溝によく襲育を認む，表面

の登育微弱なり，牛乳は徐々’に凝固す乳酸は右施性にして琵斯を登生す，尚糖加ブイ

ヨンに於ても琵斯登生す

　11．Micr・c・ccus　mucilagin・sus　Migula　Ratが60）

　粘稠性牛乳より分離す，ゲ勇チン刺穿培養にては其刺穿溝に遽かに且つ其上表に登
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育を見る，長期間この集落直経膨大せすして硝子様透明の小球索状を呈す，プィヨン

　中には登回せす，牛乳培地は22。，30－48・時間にて登脅し凝固微弱な），凝固せる状

態は粘液性にして，乳酸形成量は多量なb　　・

　　12，Micrococccus　acidi　Iactici　KrUger（6b

　K制ge　Butterより分離す，本直は双球菌状又は四連菌朕の配列を賛む，されど連鎖

朕叉あパッケツト型態を取ることなし，ゲラチン否板培養には3日目より後表面上に

細小自色の集落を忌め，其刺穿溝に沿ひて掴濁を液化す，・上方の集落は光澤なき白色

を呈し後沈降す，牛乳培地には20－25。にて3日，15。に於てはにて5日にして凝固す

乳酸形成あb，14日経過のもの，は固有の六六を生す，其凝固朕態は粘液性となる

　　13．：Microco6cus　von　Fokker（62）

　酸乳よりFokkerに依りて見出さる本心は前述のものより一層嫌氣性的螢育を示す，

ゲラチン刺穿培養に於ては穿溝に登育す

　　14，］MicrococOus　Freudenreichii　Guilleb6a⑱　　　　　　　　　　　　　、　　　，

　　粘稠性牛乳より分離す，牛乳培地は特に22。にて速かに細伏となり且乳酸を形成す

　　15．］Micrococous　Casei　Amari，　Freud6nreich（鯛）

　　苦味牲ケイぜよb分離す，ゲラチン刺穿培養にては除々に廣大漏斗機となる，“加糖

培地にてば乳酸を形成す．同時に牛乳は苦味を生ず

　ユ6．Micrococcucs　acidi・paralactici　ligui魚dens　Kozai（65）

　　自然凝固牛乳より分離す，本論は圭として双球菌状の形態を示す，叡慮を有す，任

意嫌氣性菌にして普通加糖ブイヨンに駿育佳良なり，グラチン季板培養にては細小圓

形な鋸歯状の集落を形成し寒天にはこれに反し直なる粘稠性の集落を形成す，ゲラチ

　ン刺穿培養にては表面部液化す，其の際液化せられすaるゲラヂンは透明なり，馬鈴薯

「上にては厚き白色粘液状態の菌苔を示す，牛乳：培地は37㌔2－3日にて硬く凝固す，室

温にてユ0－12日後肉眼を以てしても確然たる愛化の生ぜざるを認む，凝固力ぜイン

の上に多量の乳精を析出し面この中にペプトンを謹明す

　　　　　　　　　　　　　第＝節　乳酸菌の分類に就て　層

て乳酸菌の研：究は回心者のみに限らす工業上，農業上，醸造上叉取戻的方面に於ても
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各專門の立場よb部分的には副帥に詳細に研究されすごるものもあれ共未だ統一せる研

究無きが如く乳酸菌の分類法も亦專門の學者に依りて孫々別々にして後虚者の取捨選

揮に蓮ふ所大にして不便亦少からす，例へばHenneberg（66）の分類法あり1・Kruse（67）

あ分類法あり，鈴木氏及び湯川（6s）氏の妊類注あり，齊藤㈹氏の分類法等ありて各趣を

異にせ動而して在來の乳酸菌の一大整理を行ひ比較的精細に研究を重ねπるものに

し6nis⑩の分類注あ’り勿論同氏による記載蚊に分類法も未だ完全なるものなりと言

ひ難き貼を夢見すれどもゴ現今比較的多数の三者に認めらるる同氏の分類法の記載を

下に抄録すること、せb

　　　　　　　　　　　　レーニスの乳酸菌分類法に就て

　　　　　　　　第一類フリードレンデノγ氏肺炎菌類似乳酸菌駐

　1．Die　Gruppe　des　Bacterium　pneumoniae　Frdldr．（Gruppe　des　Bact．　acidUactici　H廿pやe）

　形　態

　非常に不定なり，往々二つの連結せる短桿菌なり，幅は3／、一1μ長さヲ，μのものが

定型的のものなりとす，移型的のものは幅1／。一2μ，長さ3／一15μのものさへありて，

或は球菌状を呈し，或は緯状菌標のものあり，叉連鎖状をなす場合も少からず，Wilde

の観察によると，培養上の集落がコリアと類似して，登育寧ろ不充分なる時は菌型も

亦細長く定型的のPneumonie　Au且agernを呈する時には，菌型も亦強大なりと言ふ，

：L6nlsによると菌型の相違は菌の榮養に由評するものと幽す

　運動性　　本菌種と大腸菌種と鑑別し得る唯一の特性にして固有運動陰性なb＝

　芽胞 HUpPe，　Scho11，　Epstein等に依る例外の記載はあれども，在來の経験上芽

胞は形成せす

　グラム染色　　例外の記載あれ共グラム染色亦陰性なり

　螢　養　　蛋自筆培地，無蛋自白培地何れにも登育良好なり　　　　　　・一

　但し：Be茸erinckに從へば最良窒素原たるペプトン及アスパラギン叉はアスパラギン

のみの培地に含水炭素分を混和せる』 烽ﾌの中に於ては登育の程度は限定せらる

　温度　　28－42。．に於て登逸す，螢育の下限はWildeに從へば10。なり’と言ふ，

砺。に於て5－15分間加熱する時は本菌は死滅す



186 ’佐藤・小四・川端・林’・廣羽

　室氣需要　　大部分の菌株は西新の有無に關らす登幽する叡菌株によbては賊臣

の無きメヂウム中に調ては駿育著しく害せらるるものもありと云ふ

　ゲラチと’　肉眼的観察によれば，表面の集落は孚球形，正品形，粘稠性の集落を．

作るか又は曲射塗る周園不整なる大腸菌に近似せる集落を形成す，亦粘液性のもの膠

性のものミ透明のもの，乳朕に掴濁せるもの，不透明にして陶磁器機のもの，黄色の

ものも認め得べし，深部の集落は自色叉は茶褐色，圓形亦は研石状のものあり，中に

　　　　　　　　　　　　　ら
はゲラチンと試験管との間に薄き茨白色の圓形の皮膜を形成するものもあり，液化作

用は極めて稀なる現象なりとす

　顯微鏡的には表面の集落は黄色乃至褐色中央は暗黒にして幽幽は透明，大腸菌の場

合に於ける痴れとよく類似せり，圓形亦は砥石様の深部の集落は周縁整然たる黄褐色

又は褐色不蓬明の穎粒状を帯ぶるの性質を有すゲラチン穿刺培養に於ては爪欺を呈

す，即ち年球状3ζは季坦なる頭部を有する爪朕の形を認む，表面部及び深部に於ける

登育の程度に概して同様なれ共中には好女性にして深部の機育不良のものもあり・

液化作用は極めて稀にして穿刺口部に於ては往々にして褐色を帯ぷ，時によリゲラチ

ン’の中に一種の結晶を見出すことあb，之はメヂウムの性の鍵化じよる臨類の析出し

セる結果なるものの如し

　寒天白面培養　　粘液性又は膠質性の光澤ある登育盛なる菌苔を形成す，周縁は概

して整然直れ共時には波歌を益する憾あり，白色，凄腕雨域はカi白色等の色澤を有す

る集落を認む，粘液形成の異型菌株に於ては往々透明或は乳朕に掴濁する凝固水を認

め，中に亦粘液歌の沈澱物を含有す，寒天は往々褐色を帯ぶる事あb

　葡萄糖寒天穿：刺培養　　菌株によりてガス形成強度のもの中等度のもの或は全然陰

性のものあb，掴濁は稀ならす

　ブイヨン　　駿育良好にして個濁強し，沈澱物は粘液性稀には墾厭なり，表面の菌

膜は薄く粗槌なるが時には至然菌膜を敏除す，インドーノレ反慮は陰性なるが時には極

めて僅かに陽性に之を謹朋す，叉極めて稀には著明にインドーノγ感懐陽性なる乙あり

　・馬鈴薯　　螢育の状態は一定せす1菌苔は普遮厚くして白色，黄色ラーム状にして

時々氣胞を混じて褐色にi染色す時には益然大腸菌の菌苔と二致せるが如きものあり，1
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時には菲薄にして無色なるが如く透明なるものあり，叉帯灰白褐色にして不快なる臭

氣を出すものもあり

　牛　乳　・凝固は大＝部分は1－2日内に之を認む尚長き時間を要する菌株もあり全

く凝固せざる菌株もあり，時には多量の粘液を形成す從ひて牛乳が強度に粘稠性の締

歌物を形成す

　稀には不活動性の右施性乳酸を生す，牛乳凝固温度の下限は15。なるが如く、適温は

30－40。なり上限は45。牛乳は往々にして不快なる臭氣叉は味を與ふ，時には爲に嘔：

吐を誘起せしめ叉毒性を示すことあb

　化學作用，特有の臭氣を有し叉刺戟性の物質例へばMalz，　Preshe色，　Kleister・Kase

あ如き臭氣を牛乳培地は勿論ブイヨン叉は馬鈴薯培地に於て之を認む，糖分解作用と

してはRohrzuker，　Lavulose，血altose，　Galactose，　Arabinose，　Xylose，　Mannitを1分：解す，

此糖分解作用に因りて形成せらるるガスは炭酸ガス，水素ガス，稀にはメタンガスあ

り産生する酸は乳酸の外に酒石酸，酷酸，少量の蟻酸にして亦アノンコーノyを産生する．

事もあり

　病原性　　不定にして全然病原性無きもの，叉非常に病原性強きものあbて同一菌

株に於ても異動大なり

　以上第1類に属すタき菌株は次の如し’

　1　Typus．ぢact．　acidi　lactici　H面ppe．　　　　5　Schleimiger　Typus

　2　Typus．　Bac亡，　lilnbatuln　Marpmann．　　　6　RanRenbildender　Typus・

　3　Typus．　Bact．　pneumoniae　　　　　　　　7　VerHUssigender　Typus

　4Typus．　Bacillus　lactis　innocuns　Wilde　8Coli－Variet芭ten．

　　　　　　　　　　第＝類　ローゼンバッハ氏乳酸三三属

　　　II．　Die　grupPe　des　Streptococccus

　　　pyogenes・Rosenbach・

　　（Grbppe　des‘Streptococccus　GUntheri　L　et　N．）

　形　態

　形態は一定せす，‘異動著明な’り定型的のものは幅’0・5μ長さ0・6一1、μ楯面形屡々戸

部分に立てランセット型に尖れり，撰々2個時には短く4－6個の連鎖を作弗然しな

がら幅は0．3μ迄下b長さは2μに及ぶものもあり，從ひて桿菌と間違ふ事あ‘り，叉晴
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亀ごよる乏菌形が球形のごともあり時ピは孚球型にして蓮鎖朕をなす事あり’

　プィヨン中にては長軸の登育盛にして蓮鎖も亦鈍形をなし40以上に及ぶごとあり隠

夫ひに肥古し其幌2L；3ンビも及素ものあb或は球款若ぐは楠薗形を歯するも．のあb

廊ち之等あ形熊は’Adametz氏あ山気圖に於ても赤之を認め得べく蒔にコノレペンの面

妖を呈するものあり邸ちWeigmam氏の自邸に於て尚ほ之を認むべし

　運動　　’　一｛噛　1　　7
　非運動惟但しEIIis幽のみは此類め内に運動性鞭毛を有する菌株を報告せり

1ピi葵　膜

　ランセット型のものには特1三葵陳をよく讃明す，糖加ブイヨンの中に於ては殊によ

　．く謹明す

芽胆
　謹逸せられす

　グラム染色

　腸性なり

　螢養　　　　　　　　　　　　’

　窒素源としてペプトンは適し，アスパラギン，・アムモニウム化合物：又は呂トリット

㍉は適当ならす登育を良好にせしむるには含水炭素必要にして牛肉培地に乳糖を加ふれ

ば西盛著しく良好なり

　酸　素

　酸素は菌の登育を阻碍する傾向あb，好氣性嫌氣性爾標の菌株あ）

　温　度

　適温は此類の中非病源性のものは30－35。病源性のものは37。なb，故にPneumonie

Gmppeより多少低し，非病源性のものは42。に於ては駿育停止す病源性のものは上

限47。のものあり下限は大低10－12。なり，表面の集落も深部の集落も肉眼的には小

にして自色叉は黄色なり表面の登育は少き方にして顯微鏡的には集落は灰色か叉は黄

色なう僅かに叉は著明に顧粒を帯ぷ，中央は暗黒にして屡々正李白板の形を呈す周園
　　　　　、
は白頭形：又は波1画面隆起す液化は非常に稀なb‘
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　グラチン穿刺培養、

　穿：刺ロに登回すること多ししかも繊弱なる懸状の登育を螢む，液化は稀にして糖含

有による混濁は屡々あり

　寒天斜面培養

　微弱，次自色にして透明の縣朕の登育をなす，凝固水は澄明なるが自色の沈澱物を

　含む

　ブイヨン　　菌株にようて異れり，一般の混濁著明なるもの清澄のものありて多量

の沈澱物を含むもの等ありインドーノレ反慮は例外のもののみ陽性，糖加ブイヨンは登

育良好なり　　　　　　　．、

　馬鈴薯

　屡々登育なきか叉は極めて僅に螢育す然も菲薄の透明の菌苔を形成す，稀には盛な

る登育を見る事あり

　牛　乳

　大部分は24時間以内に凝固す，一部は長時間を要し一部は凝固せす，或る菌株は粘・

液を多量に形成し産出するものは大低右回性のものなれども稀に非活動三叉は左施性

の乳酸なb，牛乳凝固の適温は上限下限共に菌の襲育に樹する回れ等の温度と全く一一

致す，ガス形成は稀なり凝乳の味は酸性，臭氣は特有の芳香三叉は之等の性状を旧く

事もあり

　化學作用

　稀に黄色或は赤色の色素を形成する事あり，Milchzucker及Traubenzuckerの外に

Rohrzucker，　Uvulose，　Maltose，　Galaktose，　Glycerinを分解す，形成せらるるガスは炭．

酸ガス，水素ガス多し，他の酸特に酷酸は乳酸の他に全然讃明せられざるか讃明せら．

るるも極めて僅かなり

　病源性

　菌株によbて一定せす，酸は菌力を弱くす，（H611ing．）文糞便より分離しテzる菌株・

は菌力高まbをると云ふ

　以上第二類に属する菌株は次の如し
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　1．Typus．　Strept㏄occus　mastidis　　　　　　5．　Schleimiger　Typus㌦．．．．

　2．Typus．　Streptocoqcus　GOntheri　　　　　　’6，　Rankenbildender　Typus，・

3・Typ…St・ept㏄・ccur　K・∬・　　　7・V・皿丘ssig・・d・・Typ…

　4．Typus．　Streptoc㏄cus工actis　innocuns

　　　　　　　　　　　　第三類　カゼイ乳酸桿菌囑

　　　　　　　　〔Die　Gruppe　des：Bacterium　caucasicum　L　et．　N．

　　　　　　　　　　（G・・pP・，d・・B・kt・・i・m・お・i）〕

　形　態　　異動大なり定型的のものは幅ユ／、μ一払μ，長さ2－3μの細長き桿菌状な

う幅はα3μ乃至12μ迄のものもあり叉時に50μ以上の長き無連鎖の懸状菌を見る

事あり或は連鎖を形成するものあb

　メヂウムの状態悪き時は連鎖状球菌機の菌形を見る事あり，之に反して螢育の條件

良好の時には殊に嫌氣性の場合には菌形繊弱のもの多し，此の特有の圃はFreUdenreich

及Th6ni　1氏等登表し居れb『

　運　動

　非運動性

　葵　膜

　極めて稀に見るのみなり

　芽　胞

　無　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛’
　グラム染色　．　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　㊧
　死滅せる菌又は痩形菌の外は皆陽性なり

　管養
、StreptokQkkenの場合に類似して蛋自質化合物は窒素源とな）且含水炭素の添加を

　必要とする事あり

・酸素需要

　　　　　　　　　　　～
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　多くのものは酸素を必要となすも嫌氣性として分離せらるるものもあb

　温　度

　螢育温度は一般に高し適温40－50。のもの多し

　ゲラチン寒天李板培養

　集落は連鎖状球菌集落とよく・類似し，大さは留針頭位なり顯微鏡的には荻自乃至帯．

黄褐色の圓板朕をなし一部は透明にして一部は不透明なり周園は正圓季坦又は舌状に

して根歌の枝を出す，液化作用は皆無なリ

　グラチン穿刺培養

　特徴は表面に三三なき事なり，穿刺線に沼ひて登育は中等度なり懸状を呈し，又側

　枝を出す

　寒天穿刺培養

　穿刺線に沿ひて極く僅に登生する菌苔を見る細長き懸朕を呈す，或は軍に回状の菌

　苔を見る事あり，糖類を含有する時は寒天ゲラチン各れも掴濁を生すブイヨンに登

　育する揚合には清澄の液中に白色沈澱物あり，之に反して葡萄糖：叉は乳糖を加ふる

　ときは洞濁強くなり沈澱も亦増加す

　馬鈴薯

　一般に登育なしもし登育するも僅に牛乳の如き菌苔を見るのみなり

　牛　孚L

　Streptokokkenより凝固下し此の属中のあるものは牛孚L中の登育弱きものもあり凝固

に樹する適温は40－50。のもの多し，或る菌株は之より稽々低くして30。なり形成

せらる、乳酸は之迄め丁丁に於ては大低左施性なり稀には非活動性の或は右施性のも

のあり揮登性の酸は登生せざるか或は極めて僅に登生す

　化學作用

　Glucose，　Lavulose，　Galactoseは分解せらる，　Rohrzucker，　lMaltose，　Milchzuckerは之

を分解する菌株と分解せざる菌株とあり，形成せらる、ガスは炭酸ガス圭なり∴カゼ

インをペプトン化ずるもの多し

　病原性
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　一定せす

　右第三類に干すべき菌株は次の如し

　1．Typus．　Baci11us　casei　Freude：1reich．　　　4．　Typus．：Baci11us　Delbr丘cki　Leichm3nn，

　2．Tyyus．　Bacterium　casei　Leichmann．　　5．　Schleimiger　Typus．

　3．Typus．　Bacterium　caucasicum　L　et　N．　　6．　Rankenbi！dende士Typus．

　　　　　　　　　　　第四類　ローゼンバジ’・氏筑酸球菌類』

　　　　〔Di・C・upP・d・・Mi・・㏄・・cu・py・9・n・・Rb・e・b・・h（G・・pP・d・・

　　micrococcus　Iactis　acidi）〕

　形　態

　個々の菌形は球形をなし大さは0．8－1，6μの問にして稀には之よb小なるもの又は

大なるものあb，球菌は個々に存在する事あう二個宛並ぷ事あb叉は不規則に集合せ

るもあり，屡々其の申に分列の爲めの裂溝を認むる事あり

　i運　動

　例外の外は非運動性なb

　爽　膜

　比較的稀なり

　芽胞

　陰性　　　　　　　、

　グラム染色

　陽性

　螢養
容易にして無蛋白培地にも登育す

　温度
　適温は撮氏20－30。納り極めて少数のものは之より少し高し

1酸素需要

　第み類と同様にしで好野性によく登育す

　ゲラチン引板培養

　2－3mmの直径を有する集落駿生す其形駅は弓形にして一部はZFく一部は高く粘稠

’
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性にして光澤あり，色澤は白色，啓白黄色，叉は褐色或は樫赤色のものあり顯微三七

には周縁整然セる圓形にして透明但し中央部は不蓬明なり，二二は帯黄褐色叉は黒色

にして多くは著明に穎粒歌を呈す深部の集落は圓形奪るか叉は砥石朕なり　・

　ゲラチγ穿刺培養　　　　　　、　、

　李板培養と一致して一部は規則正しく正圓形にして一部は不整然として周園の境界

不明なり酸素の要求如何によりて穿刺線に沿ひて登育の強弱あb

　六天斜面培養

　白色叉は染色せる光輝ある菌苔を形成す凝固水は一部は澄明にして一部は掴濁す，

内部に菌の沈澱を認む

　ブイヨン

清澄なるあ収は申事度叉は強度に掴濁す稀に菌膜を形成す沈澱物は鰍勧

　馬鈴薯

　第二，第三類よbは登育良好なれ共第一類に比較すれば登育不良なり

　牛　乳

　凝固す，或る菌株にありては一度凝固しセる後に：又之を溶解す牛乳は粘稠性を帯ぶ

るものあり叉時には苦味を有するものあり螢生する乳酸に就ての研究は未だ少し

　化學作用

　第一に色素形成を特徴となす帥ち馬鈴薯の上叉は寒天上に著明に謹明せらるるグラ

チンを液化するものあり寒天培養iにして不快なる臭氣を出すものあbガス形成は極め

て稀なり乳酸の外に揮螢性の酸を産出す

　右第四類に属す＾ミき菌株は次の如し

1・T・・…M’・・…ccu・py・9・…R・ 撃?E一μT・・…Mi・・・…c・・ca・d・・an・FI・9…

　　bach・　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・　　　　Schleimigender　Typus．’，

　2．Typus．］Micrococcus　lactis　acidi〕Marp－　　6．　　　　R孕nkenbildender　Typus．

　　mann．　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．　　　　Gasbildender　Typus．

　3．Typus．　ver飾ssigender　Enterokokken．
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　　　　　　　　　　　　　第三葦　乳酸菌の分離

　　　　　　　　　　第一節　在來の乳酸菌分離法に就て

　グリーペノン氏はヨーグノγト乾燥油捌中よbプノレガリや菌検出法として下記の方法を

推話せb即ち脱脂乳中に製剤を1％の割合に加へ40－45。に置く事一一日なれば膠状凝

固を縛すべし，此際ペナトン化し叉はガスを登生し或は酪酸臭を駿生する事あらば他

菌の混諭せる鐙なb

　更に之を2％葡萄糖寒天又はクンツエ氏牛乳寒天に塗抹して35－45。に置けば1日

乃至2日孚にして固有なるブノレガソや菌集落を生すべし若し雑菌混興する時は重ねて

45。の牛乳培養を数干反覆せば雑菌の導爆を抑歴してブノンガリや菌を分離し得べしと

云ふ，石黒氏は市販乳酸菌製野飼にマルフォード製ブノンガリや菌液膿製測よリブノレガ

リや菌を分離する方法として次の如き虜置を行へり，帥ち嚴密なる注意の下に無菌的

に操作し第一に各種製渕の」部を一旦牛乳培養1％乳糖加肉汁中に加へ37。の艀肝内に

置き，次で牛乳寒天1％乳糖寒天斜面叉は孕板上に移植し更に24時間乃至48時間37。

の平町に置き後釣菌し牛乳寒天乳糖寒天牛乳培養基及び乳糖肉汁に純粋に培養する方

法を南ひマノレフオード製品のみよリブノレガリや菌を分離したりと報せり，爾ほ在野の

　　　　　　　　　　　　　ぞ乳酸菌分離漆に干ては菱刈氏多くの文献を馬丁せり，其記載に從へば乳酸菌の分離法

に拡未だ理想的の方法無くチフス菌分離法に懸用する遠藤培地（Centralb1．£Bakt．

1．Abt，　Orig．：Bd．35，1904，　S．109．）を用ふるときは，大腸桿菌鵬の早産生菌を分離し

得るもフクシンの爲に他の乳酸菌罵は襲育不適當なり故に只だBaciilus　lactis　aerogenes，

或はBaαacidi　lac㎡ciの分離にのみ適す

　Streptococcus　lacticusをもi分離1せむと，せぱBeyerinck（CentralbL　f：Bakt・Bd・9・1891，

S781．）②白墨寒天（Kreideagar）を使用すべし帥ち沈降炭酸石灰を試験管に入れ綿栓：を

行ひ乾熱滅菌器内にて滅菌を行ひ而して培養基として申性なる乳清寒天，麹寒天，婆

芽寒天糖加寒天を使用す，分離せむとする’には先づ常法の如く培養墓を熱液化し

40。位に冷i却するを待ち材料（滅菌水を和し陀る二二菌液）を接種しペトリ」一皿に注入

するに先ち前記滅菌せる沈降炭酸石灰の少量（凡そ0・05g位）を加へ後ち寒天培養液
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を注解し前後左右に動かして目標ならしむ，加へたる炭酸石灰の憎めに培養基が僅に

掴濁（決して白色を呈せしむべからす）を濁せる程度を可とす，而して粘力凝固後皿

を輔倒し殺菌せる吸取紙を置き1滴のグリセリンを加へ艀卵戸内に置く数日後乳酸菌

の集落登物するときは其の集落の周回の炭酸石灰は溶解して透明となるにより其の集

落より分離を行ひ純粋培養をなす然れども本法と錐もStreptococcus　lactlcus及：BacilluS

acidi　la（池iciの分離には適すれど，未だ以て長男1伏乳酸桿菌属の分離法としては不可

なり，賜れ長桿状乳酸桿菌は一般に好酸性なれば遠藤培地及：Beyerinck臼皇寒天には

登育不適なればなり，且つ長桿状乳酸桿菌の多くは高温度の培養を好み通常嫌氣性菌

なるを以て長野状乳酸桿菌を分離せむとせぱ先づ酸性乳糖肉汁或は牛乳中に材料を入

れ40。内外の温度に一定時間培養し一旦増同せしめたる後酸性糖加寒天培地に移植す

るを可とす，同時に又高層振戦培養法（嫌物性菌分離法）をも行ふべきなり，今其の

集落の鑑定に就ては多少の練習を要するも普通透明性の粗槌菲薄の集落なるを以て斯

る集落よb一一々釣菌して各々其の性状を瞼解するより辱なし，帥ち未だ長桿朕乳酸桿

菌の分離i法として特殊培養基無きが如し

　　　　　　　　　　　第二節　余弊の乳酸菌分離法に就て

　在來の乳酸菌分離法を蓮帯すれば之を要するに乳酸菌の特性例へば高温下津，牛乳

螢育等の性状を利用して本甲を充分に登饗せしめ且雑菌を除かんと試みナこるもの、如

，し余響は右の：方注に加ふるに乳酸菌の酸に抵抗する能力強大なる特性を癒与せるξ

きは一層有効なるべしと考ヘナこり，勿論此酸を憾興する分離法は既にアチドフーノレス

菌の分離法に均勢しナこる人あり，余響の一人佐藤も亦アチドブヰーノγス菌の網野に於

て其経駿を有せ）余響ほ荷一1こは分離法の優劣を比較し一には乳酸菌野馬の優劣をも

知る目的を以て實験には三種類の分離法を比較試験せり，帥ち第一には製測より直：接

に糖加寒天に普道行る、型の如き稀鐸培養を行へり，製剣にして若し乳酸菌の純培養

なるか導管大量の乳酸菌を含有するに於ては必ず本法によりて分離の目的を達し得べ

しと考ヘセるが下めなり，第二には製捌の一定量を牛乳培地に移し一定時野間同培地

を通過せしめだる菌を分離せんと試みπり，第三には製捌の一定量を糖加，強度り酸

性液謄培地に植え同培地を繰り返し通過して可及的雑菌を除去し把るものより乳酸菌
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のみを分離せむと潤た房而して各分離法に於で37。培養による分離法と45。に於ける

分離法とを蛇び行ひて雨者に於ける成績を比較せb，一には乳酸菌の登育適温は必し

も高温ならざるものもあるが故なり，然るに實験結果に於て最成績良好なるは第三の

酸性培地通渦法なbき，然かも在來の實験者の経験せるが如く乳酸球菌の分離は比較

的容易なれ共乳酸桿菌の内特にブノγガリや類似菌の検出は二二に困難なるの事實を認

あ拠b，余等も同菌の分離に成功する迄には歎同の失敗を重ねナaり

　　　　　　　　　　　　　第三節　試験材料に就て

　試験材料は現在市場に在る日本製の乳酸菌製測及乳酸菌飲料合せて総歎11種類に

レて管業者の爲に品名を鼓に掲ぐる事は省略すれ共ブノレガリや菌を主要含有菌となす

もの多く，其他或は乳酸双球菌或は糖化菌と記載せるもの或は軍に乳酸菌含有と幽す

るもの或は球菌に類似せる短桿菌と主張せるもの或はホノレモソ叉は諸種の酵素をも加

ヘナZりと云へるもの等あb，試験には菌の死滅を慮りて可及的新鮮の材料を選止せり

　　　　　　　　　　　　　，第四節　直接分離試験

　各乳酸菌製測粉末叉は乳酸菌飲料より無菌的に「白金耳を探りてPH　5・5，2％葡萄糖

斜面寒天三本に型の如く稀粋分離：培養を行ひて37。及び450の購竈に置き日々其駿育

の状況を観察せむと試たり，然るに既に24時間後に於て3アーチ5。何れの培養に於て

も各稀粋培養基に雑菌一面に登育して孤立せる集落さへ認め難く況んや乳酸菌の集落

と認むべきもの一もなく直接分離試駿は失敗に絡bテ釣乃ち各製捌は廃曲に多量の難

菌を含有するものなるを知れb而して雑菌の主要なるものは馬鈴薯菌にして次で枯草

菌属多く直島のみによりても之を認め血球り、

　　　　　　　　　　第五節　牛乳培地温血に依る会離試験

　各乳酸菌製渕及び同飲料よb一白二二を無菌的に探bて牛乳培養基に植えセるもの

を二組となし，一組は37，。他の一組は45。の艀竈に置き乳酸菌の充分登回し得る期間

乏して3日間の培養を織績したる後牛乳の凝固状態をも観察して大略製捌蚊に含有菌

の性欺をも察するの参考となし次でPH　5．5，2％葡萄糖寒天三本に型の如く稀緯培養

を行へり，其成績は培養温度に於て大差無く直接分離試験の場合と同標に三門の螢育

殆ど蚕部を占むる位なりしが45。培養に於ては幸に一思捌より一乳酸菌株を分離し得

テこ房難菌各培養温度に於ける分離成績の大要を表示すれば下の如し
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（1．）37。培養に於ける分離試験成績

本試験成績の概要を表示すれば第1表の如し

　　　　　　　　　　　　　　第　　　1　　表

製細分騨魏面の状況’弧懲L謝
牛　孚し　培　地　戸斤　見

難生の嘱の撫繍i孚L清廉ボ
第・馴・…ジハの菌叡灰白理性菌苔・・て賊ふ1 ヨ・ 十

第・號1・…ジ噛級灰白欄性齢1・て蔽ふ 一一． P 1・ ’十

第・號レ…ジハの菌苔1・て蔽ふ 十 十 十

第・號陵嘱せす

第・剃灰白欄性の酪・・て脇 十 十

第・劇・…ジハ灰白色鰯髄苔・・て脇 十 十

第・馴・卿ジハ灰白色脳髄苔・・て厳ふ 十

一・劇チ…ジハ灰白色欄性齢・・轍ふ 十 十

第・劇灰白色粘離蠣罫鰍ふ

釧號i・…ジ一二一二ふ 十 十

第・刷・・…一の菌三三ふ　　［．一．一ト1．・卜．．ヒ＋’

　（2，）45。培養に於ける分離試験台績

　本試験に於ては乳酸菌1菌株を1製齊はり分離せり而して分離培養基面の欺況は

37。培養に於けるとよく一致せるが之を更に繰り返し稀繹分離培養を行ひて孤立集落

を登生せしめ雑菌の種類及び其の性状をも二二して其成績の大要を第2表に表示し分

離乳酸菌の性状のみは稽々詳細に別に記載せり，

　分離乳酸菌の生物寸寸性状

　第5號1A菌

　形態直径1，6μに達する双球菌なり

　染　色　アニリン色素に能く染色し　グラム陽性なb

’運　動　無し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　辱　芽　胞　ミョレノレ氏法に依りて芽胞を認めす

　菱膜　ヂョーーン茂法に依bて爽膜を謹明せす

　．葡萄糖斜面寒天；、

　37。及び同45。に於ける登育大差なく24時間の培養に於て孚透明の小雨滴状の集落
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の集合・せる計上を認め孤立せる集落は小雨滴状にして0・1－0・3mm位の大さを有し正．

弓形にして僅かに隆起せり’

第 2 表 牛乳培地通遇（45．。培養）分離試験成績

製細分三

番號菌株

　　　グ芽蓮
形態ラ
　　　ム胞動

第1號 桿菌＋＋＋

第2號　a　桿菌十十十

葡萄糖

寒天

自色の図苔，チ
リメンジハ光葎
r喬面を蔽ふ，
疑固水澄明，菌
哩に沈澱，

粘圃度一

講論再論灘響引声引札1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二記ド

＋一＋一’＋一＋一＋＋卸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴛式

蘭験

十　　一　　十　　一　　一

瞬透印岡，菌苔全
面を蔽ふ，　苗ち躍

宗翻鑛戸＋
些些度一

一　　十 一 十 一 十　　噂　　十　　十

　　　　ζ鉢

インド
ロコレ

（一）

十
十　　一　　十　　一　　一．

1

、

b 桿菌 十 十

　不躍朋厨苔全面

十 一 十 十 十 ．　一 十 一
十チリノ｝ヂハ

十

4ンドールノ

i一）

¥・
十 ｝ 十 一 一

門3號 …＋＋ P騨＋＋＋＋＋＋＋w薫＋＋＋十

第4號

　　　　　　　不透明薗苔全面
　　　　　　　をぴふのぬロら

髄＋＋一論鷲＋
　　　　　　　粘働五一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二髭ド

ー＋一＋一＋一＋＋宰’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ凱

照

十　　一　　十　　一　　一

第5號　a　球菌十一

　ユ瀞一団m．m．凶
　形，不毬明．固
＿濁的，興銀・E，

講鰯岡 十　一　十　一　十　十　十　一　十　一

インド

ール
　（一）

　十
十　　一　　一　　一　　十

　　　　　　　　　　ンド三明，霜　　　　　　　　　駄腰弱。，

b桿菌＋＋＋畠儲畷＋一＋一＋＋＋．出＋＋
　　　　　　　　　灘，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チリメ

亀ンド

ーノレ

　（一）

　十
十　　十　　一　　十　　一

粘禰度一　　t ンジハ
1 1

第6號 a 桿菌 十 一 一

月矯明，霜峰1快
wンド全面に褻

蜚l繍
D卿・

十 十 一 一 一 一 十 一 　 一

インr一ル

@（一）

@十
十 一 一 一 一

1）

　　　　　　　不姪睨醒苔全面
　　　　　　　を蔽ふ，光田＋，

桿菌＋＋一縄跳灘＋
　　　　　　　駈＿

一　　一’　一　　十 一　　十　　一　　十　　一

醗色

インド

ール
　（一）

　十

紹脇

．十　　一　　十　　十　　一

門7號

　　　　　　　不透口月，　箇苔喬
　　　　　　　面を蔽ふ，光飾

桿菌＋＋＋繭臨響＋
　　　　　　　識量璽沈鼻・

一 十 十　　十 一　　十　　士　　十　　十

醗色　　　認メ

．＿．＿一r　，＿一
インド

ール
　（一）
　　　十　　一　　十　　一　　一

塩肢　　　　　　　　　　　　．＿

第8號a
　　　　　　　自色の囎全山

桿菌＋＋＋譲撚譜＋一一一＋＋＋一一一
　　　　　　　桔網a一

インド
「ル

（一）＋．＋　一　一　一
十

　　　　　　　　　醜騨繍

b桿菌＋＋＋編饗・

ノ

第9號

　　　　　　　魏鼓野鴨
　　　　　　　醸＋．白色，栂菌＋＋＋　　　　　　　粘瑠震一

第斗。號

　　　　　　　　灰自魯の菌苔，
　　　　　　　　チリメンジハ凝
．．桿菌＋＋＋麗覆塑・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　インド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノレ

＋一＋一＋＋＋士＋＋’ ﾉ’＋＋一＋一

十　一　十　一　十　一　十　一　十　十
　　　　　　　　　　　　　暁邑

インド

ール
　（一）

　十．

薦隈

十　　十　　一　　十．一

十　一　十　十　十　一　十　圭　十　十
　　　　　　　　　　　　　同色

インド

　ル
　（一）

　十

敵

艦　　一　　十　　一　　一
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培養48時間に及ぶ時は集落の大さを精増し，透明度精減少し稽臼色を婚ぶるに至

る，凝固水は中等度に掴濁して菌の沈澱二相當にi著明なり

　ペプトン水

　中等度に掴濁を呈し菌の沈澱も亦認む但し菌膜を形成せす，糖加培地1こ比較すれば

登山不良な．り

　葡萄糖高属寒天

　穿刺線に沼ひて白色粗髄の周縁を呈する登育を認め，表面と深部に於ける登育の程

度に差異なく特に放線朕の登育は之を認めす

　ゲラチン

　穿刺線に沼ひて白色棒歌の登育を呈し周縁比較的不整ならす，粗縫なる放線欺若く

は枝朕費育を呈することなし，表面と深部に於ける螢育相違を認めす，液化なし

　ラクムス毛ノレケ

　中等度の掴濁にして菌の沈澱を，も認むる登育を管み，赤色反慮陽性なリ

　ノイトラーノンロート寒天

　穿刺線に沼ひて粗糧の獲育を呈し，還元反磨陰性なb

　馬鈴薯

　肉眼にて認め難き程度の微弱なる盛育をなす，色素形成なし

　普通ブイヨン

　中等度に掴濁して菌沈澱を認むれ共菌膜を形成せす，二二培地に比較すれば登育稽

不良なり

　普通斜面寒天

　葡萄糖斜面寒天上に於ける登育に比較して登育微弱にして透明度は大なり・菌集落

も亦少にして時間脛逞に随ひて小雨滴状の登育著明とな．る

　牛乳　　・’　　　　一

　完全に凝固してペプトン化作用なく，乳清の分離亦陰性なb

　　　　　　　　　　第六節　酸性培地遍過に於る分離試験

　各乳酸菌二二及び同飲料より無菌的に其一自金耳を探りてPH　5．5，2％葡萄糖プオヨ

／
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ンに植え紀るものを二組となし一組は37，。他の｛組は4与。の鱒竈に3日間置きて酸性

培地第一回通過を絡b同培地よ！り二自金耳を探bて更：に新しき前記同機の酸性プんヨ

ン培地に移植を行ひ同機に前記各温度の艀竈に3日間：培養を行ひて酸性塔地第二同通

i過を絡るが如く同様の操作を繰b返して酸性培地第四同通過迄織績せり而して酸性培

地第二同通過の絡りと同第四同蓮過の終りに於て各PH　5．5，2％葡萄糖寒天三本に型

の如く稀繹分離培養を有ひ，乳酸菌楡出試瞼を行ひで雨者の成績をも比較観察せb而

して該酸性培地通過に依る分離試験に於ては前記直接分離試瞼蚊に牛乳培地遙過に依

る分離試験に比較して精見るべき成績を納め得ナab其大要は下の如し

　酸性踏地2同通過後の分離試験威績

1本試験成績を更に37。培養に於ける分離試瞼成績と，45。培養に於ける分離試験成績

とに舜つ　　＿

　（1）37。培養に於け’る分離試験成績

　各分離菌株の性朕は之を第3表に表示し分離乳酸菌のみに就ては以下之が記載を加

へすZり

昌分離乳酸菌の生物箪的性朕

　第1號A薗

　形　態　直径1．6μに達する双球菌なり

　染色アニリン色素に能く染色しグラム陽性なり

　運　動　讃明せす

芽胞　ミヨレノγ氏法に依り芽胞を認めす

　葵膜ジョーγ氏法に依りて葵膜を讃明す

∫葡萄糖斜面寒天

　37。及び同45。に於ける登育大差なく24時間の培養に於て孚透明の小雨三三の集

落の集合せる菌苔を認め孤立せる集落は4・雨滴状にして大さ0・1－0．3mm位の大さを

有し正圓形にして僅に隆起せり培養48時間に及ぶ時は集落の大さを精回し透明度梢

減少し稽自色を帯ぶるに至る，凝固水に中等度に梱濁し℃菌の沈澱も亦相當に著明な

・リゾ∵9口’∵〆竃．一
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　ペプトン水　　　　．．　　　　　　．　　　．．　　‘’

　中等度の濯濁を呈し菌の沈澱も亦認む但し菌膜を形成せす，糖加培地に比較づれば

登育不良なり　　　　　　L　’．’　　ビ　　　　．　　一

　葡萄糖高層寒天　　　　　　　　　　　　　　　　．　　一・　・

　穿刺線に沼ひて自色粗槌の周縁を呈する二上を認め表面と深部に於ける二二の程度

に差異なく特に放線状の襲育を認むること無し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　3．　表．

　　　　　　　　　　　　酸性培地2同通輝（37．培養）分離講験成績

製蹴

繊麗

分離

菌株

第樹

形　態

i双舗

第・號1・1描画

第3號

・1桿菌

a 桿菌

・1桿菌

乞

z

染
色

十

十

第4號

第5潔

白

．十

C

d

a

b

第・號1

桿菌1一

桿菌 †

桿劃

芽

胞

1一

蓮

動

ト

トト

十

1・｝・

十

1
畳菌ト

桿菌1・．甲

檸帥
第・號…桿菌ト

b 桿菌＋

・［・

［・

【・

1・

第・號目 1・．吐

第剛・瞬四十

　　b短桿菌

ゲラチン

十 十 十

葡萄糖
葡萄糖高
層寒天

寒天一一
欝泉三国一
0．5mm位の
賠自色小図形
牢面を蔽ふ

卜

朧購卜
鱒黄白亀フζ瓶

明言欄蛙店下
野営形聚落

十

灘彙盛1・

繍姻・
幣黄自色ス透
明粘碍鮭菌苔

1mm位の圓
形聚落

十

ト

ゲ・チシ㌶ゲ

鋼靴一回
・ト

・ト

・1・

ノイト弓一ル
ロート寒天 馬鈴專

剰翫齢

・ト

十

十

十

十

十

［・H・

・H・1十
十H－1・
十 十 十

・H・
・国

十 十

十

十

十

・ト

一1
十

十

色素
形成

普通
ブイ

ヨン

1・

一1＋

一ト

十

三曇三選1・H・

双白色乾燥系
τE周園

灰白色＋‘1メ
ンシワ粘網盤
’トサキ菌苦

1）．5mm白
不弔圓形凝固
水掴濁

O．5mlnス透
明粘凋鮭小雨
滴状凝固小調
濁

【・［・

i・1一ト

ト

十

トト・

二四1・1．一

か　　チリメ

誌ワ獅翻

灰自色ヂ晒事メ

ンジワ小サキ
粘稠牲菌苔局
圃不IE

i・1一

十

十

卜
1・

十

一1・H・

十

一1・

一1・1ゴ

i・国一
・＋ P・卜

1・ト ト

卜

十

十

・1一

十

．・． P一

・卜

十

『

・1・

・1・

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十．

1・

1・

十

十

十

普通

寒天

［・

一牛．乳． c

姻丁丁蕩
ト

1・卜

H一
十 十

H一
＋1一

十 十

十1・

十
ト

十

・ト

i・

巨

巨
1・

十．

十

十

十　．十

十　　十

一「・．

十

一国一
一レ

一1手

一i・

一1一

一1一

一1・卜

十

十『

十

ト

穿：刺線に澹ひて白色様の登育．を呈し周縁比較的不整ならす粗槌なる放線状の枝状登
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育を呈することなし表面と深部に於ける登育相違を認めず，液化なし

　ラクムス毛ノレケ

　中等度の山高にして菌の沈澱をも認め赤色反張陽性なリ

　ノィトラーノγロート塞天

　穿三線に沼ひて粗槌の登育を呈し還元反慮陰性なう

　馬鈴薯

　　肉眼にて忌め難き程度の微弱なる登育をなす色素形成なし

　普通ブイヨン

　　中等度に梱濁し菌沈澱を認むれ共菌膜を形成せす，糖加培地に比較すれば襲育精不

　良なり

　普通斜面寒天

噛磯二一天上に於け罎育にギヒ較し餓育鰯にして翻灘嬬り・菌籍

　も二二にして小雨滴状の登育著明なb

　　牛　乳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，

　　惣凝固しペハン化鳥縢く乳清⑳離三三なり

　　第3温品

　　形　態　二二0．8μ長さ2・4μの桿菌なり

　　染　色　アニジン色素に能く染色しグラム陽性

　　運　動　陰性

　　芽胞ミヨレノン氏注に依bて芽胞を認めす

　　油膜ヂョーン氏法に依bて二品を謹明す

　　葡萄糖斜面寒天

　　37．友軌・於ける縮愚・大差なく二輪の培養に於て既瞭敵好の齢並1二孤

蝶継め菌苔不透囎黄白色に聯稠聯坤當に齢し輔羅・mm
、位の大さの正圓形にして周線整然ナZり，凝固水は輕度に油濁す

　、ペプトン水

　　強度に掴濁し菌沈澱は比較的少き登育を示し菌膜の形成を占めす，糖加培地と比較



市販乳酸、菌製鮒の細菌學的試験報告
203

して大差なし

　葡萄糖高層寒天

　穿刺線に討ひて周縁粗槌の登育を示し表面に於て寒天面を蔽ひ厚き菌苔の登育を認

めガスの登生極めて盛にして往々にして綿栓に達する程度なり

　グラチン

　穿：刺線に沼ひ周線整然だる圓柱朕の登育を示し表面に孤立せる集落をも形成し概し

て深部より駿育良好にして相當に大なる氣泡を認む，穿刺の場合に作bたるものと認

め難し，ゲラチン中の微量の糖を分解してガスを登生しナこるものならんか，液化作用

なし・

　ラクムスモノγケ

　輕度に掴濁登育良好にして赤憂しすこる後に脱色せんとする傾向著明なう此脱色反回

は木器の特殊作用なるが如し

　ノイトラーノγロート寒天

　穿刺線に沿ひ圓柱状の登育を呈し表面に登育盛なる菌苔を示す，還元作用陽性，

　ガスの爽生赤灯明なり

　馬鈴薯

　表面に強度に隆起せる厚き乗懸粘稠性の菌苦を形成し色素形成を認めす

　普通ブイヨン

　強度に掴濁し菌の沈澱は少し菌膜を形成せす，糖加培地に於ける登育と比較して大

差なし

　普通寒天

　糖加寒天に於ける酸育歌態と殆ど一致せb

　牛乳

　凝固し乳清の析出中等度なり

　第3號：D菌

　形　態　幅’0・8μ長さ2．4μ位の裡菌なり

　染　色　メチーレンブラウ染色不鮮明にして濃淡・一様ならざる染色を示す幽
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　運　動　無し

　芽胞　ミヨレノγ氏法に依りて芽胞を認めす

　爽膜　ヂヨーン氏法に依bて茨膜を謹明す

　葡萄糖斜面寒天

　3？。及45。に於ける登育に大差なく24時間の培養に於て既に登園良好の菌苔並に

孤；立集落を認め，菌苔は不透明帯黄白色にして粘稠性を帯び相當に隆起し集落は直径

約1mm位の大さの正圓形にして周縁整然たり，疑固水は強度に梱濁す

　ペプト老水一　　　　　　　　　　．　　　　　　　、　　r　　ぐ

　尺玉に掴濁し菌沈澱は比較的少き號壱を示し菌膜の形成を認めす，糖加培地と比較

しそ登育大差なし

　葡萄糖高層寒天

　穿：出線に沼ひて周縁粗槌の登育を示し表面に於て寒天面を蔽ひて厚き菌苔の駿育を

認めガスの駿生極めて盛にして往々にして寒天は綿栓に逮する程度なり

　ゲラチン　　　、1

　穿刺線に沼ひ周縁整然ナこる圓面高の襲育を示し，表面に孤立せる集落を形成し概し

て深部より登育良好なb，相當に急なる氣泡を認む，穿刺の場合に作りナこるものと認

め難し，ゲラチン中の微量の糖を分解してガスを登隼しだるものならんか液化作用な

し

　1ラクムス毛ノγケ

　強渡に心証登育良好にして赤鍵したる後に褐色，脱色の傾向著明なう，此脱色反慮

は本菌株の特殊作用なるが如し

　ノイトラーノソロート寒天

　穿刺線に沿ひて圓柱状の登窯を呈し表面に駿育盛なる菌苔を示す，還元作劇陽性ガ

スの螢生麺著明なり　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧1

　馬鈴薯

　表面に強度に隆起せる厚き飴色状粘稠性の菌苔を形成し色素形成を認めす

　普通；ブイヨン　　　’【幽　　　目　　’　　、　幽　「　　．　・
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第 4 表 酸性培地2回通過45。培養分離試瞼成績

製剤

番號

第1號

第2號

第3號

第4號

第5號

第6號

第7號

第8號

第9號

第10號

分離

菌橡

a

b

a

b

a

C

形態

短

桿

菌

双
球
菌

短

桿

菌

短
桿
菌

短
桿
菌

短
桿
菌

短

桿

菌

大
桿
菌

z
z

染
色

十

十

十

十

十

十

a

b

十

十

短
桿
菌

短

桿

菌

双
球
菌

短

桿

菌

桿

菌

十

十

十

十

十

芽

胞

十

十

十

十

十

蓮

動

十

葡萄糖寒

天（斜面）

乳自色を呈し磁
訂旺成，漁噛魅
にして狐立せる
ものは圓形1二し
て百．概ユmm位
中央働・に突陰
し周三琶に向ムに
勃～ひ司三ま随？なる

凝田ホ蒲澄笛沈
漁す

乳白色樽小さき
圓形のコロニー
砂を散布せろが
頭く蜀符し凝固
水清澄菌院澱す

葡；萄糖
高暦寒天

獲育

十

十

武斯

乳臼色蟷彬のコ1
ロニー匝征1．α
mm位漁潤1催螢i
育旺成にして基i
面を一の醸に覆ひ1

窮繍潔円
薦淋漏す　　　1

＋1＋
　　1

　　1

乳自色圓形，装
離謙鍵喬禦．＋

清澄菌沈澱す

穿も白色直手曇…2m

m位の圓形の
コロニー渦潤牲
を帯ひ凝岡永は
藩澄にして菌沈
澱’‘蜀百巾讐撞

十

乳白色厚き圓形
郷1．Omm位粘
瑠性ろ階ぴ凝固
冠く5億澄しこして菌

多量に枕澱す

輔

十

　乳白魚0．ユmln廻i
　位の卿形コロニ

十

一，光粂を有し
動育よき部は集．

合し孤立するも
のを見す，凝田
水溝澄にして菌
は沈澱ず

巷面全部に饗育
し孤立するもの
なし参～白色にし
て詔熟潤｝弛髭，　オ畔昔

澄にして菌沈澱
’ご

直径1．Omm位
』孚II白色ス透砂凝

圃ぷ満澄盈育悪
し

十

乳自色圓杉のコ
ロニーにして’1

．Omm位の大
．さを有し漁潤蛙

にして獲育中等
度凝圃水滑澄に
して菌沈澱す

孚L白色極4トさ曹

砂の惑あるコロ

虚晟i二績綿

澄にして菌は沈
漏す

白粉を数布せる
が如く一面に聴

墓鞭灘
を呈す此蓮短は
爆く凝固朗τに
入り弛毛｝伏を呈

宵凝固水摺菌沈

，』…mm位の
周臓ス正の牛透
覗傳黄自色のコ
ロ晶一凝同水溜
澄菌沈

十

十

十

十

十

十

十

十

ゲラチン

霞育

十

液化

十

十

十

十

ラクムス
モ　ル　ケ

獲育

十

十

赤慶

十

十

脱色

ノイトラー
ルロート寒
天

媚翫

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

．十

十

股色

十

十

十

十

十

十

十 十

馬鈴薯

襲育

十

十

十

十

十

色素
形成

十・

普涌
ブイ

ヨン

十

十

十

菌膜
　十

菌膜

十

十

普
通

寒
天

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

〒

十　　十

十．

十

十

十

菌膜

十．

十・

十

十

十

十

十

十

牛，乳

凝固

十

望

士

十

十

十

　　　設

乳清．需

十

十

十

十一

、
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　強度に掴濁し菌め沈澱は少し菌膜形成せす，糖加培地に於ける登育と比較して大差

なし　，

　普通寒天

　下帯寒天に於ける螢育状態と殆ど一致せb

『牛乳

　凝固し乳搾の析出中等度なり

　く2）45。培養に於げる分離試験威績

　各分離菌株の国国は之を第4表に表示し，分離乳酸菌に就ては別に叉記載を加へすζb

　分離乳酸菌の生物學的性状　　　＿

．第1輩B箪

　形態直径約1，6μに達する双球菌なり

　・染色アニリン色素に能く染色し，グラム陽性

　．運　動　無し

　芽胞　ミヨレノγ氏法に依）て芽胞を認めす

　1爽　膜　ヂヨーン氏法に依bて葵膜陰性

　葡萄糖斜面寒天

　37。及同45。に於ける螢育大差なく24時間の培養に於て宇透明の小雨滴歌の集落

の集合せる菌苔を認め，孤立せる集落は小雨滴歌にして大さ0・1－0・3mm位の大さを・

有し正興酵ドして僅に隆起せり，培養48時間に舜ぷ時は集落の大さを稽壇し透明度

減少し自色を帯ぶるに至る，凝固水1よ中等度に掴濁して菌の沈澱亦相舞に著明なレ

　　ペプトン水

車等割の掴濁を呈し菌の沈澱を認む但し菌膜を形成せ勢糖加培地に比較すれば螢育

・不良なb

　　葡萄糖高層寒天

　　穿刺線に沼ひて白色粗槌の周緑を呈する登育を認め，表面と深部に於ける駿育の程

度に差異なく特に放線状の登育を認めや

　　ゲラチン
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　穿刺線に沼ひて白色棒獣の螢育を呈し周縁比較的不正ならす丁丁なる放線状の枝状

登育を呈することなく，表面と深部に於ける登育相違を認めす，液化なし

　ラクムスモノンケ

　中等度の掴濁にして菌の沈澱をも離め登育すれ共赤色反回陽性なリ

　ノイトラーノγロート寒天

　穿刺線に沼ひて粗継の三二を呈し還元反物陰性なb

　馬鈴薯

　肉眼にて認め難き程度の微弱なる酸育をなす色素形成なし

　普通ブイヨン

　中等度に掴濁し菌沈澱を認むれ共菌膜を形成せ蚕糖加培地に比較すれば登育精不良

なう

　普通斜面寒天

　葡萄糖斜面寒天の場合に比較して螢’育微弱にして透明度大なb菌集落も亦小にして

．小’雨滴欺の螢育著明なり

　牛　乳

　完全に凝固しペプトン化作用なく乳清の分離亦陰性なり

　第8號薗

　形態直径約1．5μに達する双球菌なり

　染　色　アニリン色素に能く染色し，グラム陽性

　運　動　無し　　　『

　芽　胞　ミヨレノン氏法に依bて芽胞を認めす

　二丁ヂヨーン氏法に依りて葵膜を讃明せす

　葡萄糖斜面寒天

　137。及同45。に於ける登育大差なく24時間の培養に於て宇透明の小雨滴状の集落

の集合せる菌苔を認め孤立せる集落は小雨滴状にして大さ0．1－0．3mm位の大さを有

し正圓形にして僅かに隆超せり培養48時問に及ぶ時は集落の大さを箱壇し透明度減

少し，梢白色を帯ぶるに至る凝固水は中等度に掴濁して菌の沈澱亦二二に著明なり



ノ

208 ．佐藤・小西ρ川端ρ林・廣羽

　ペプトン水．’

　中等度の梱濁を呈し菌の沈澱を認む但し菌膜を形成せす，糖含有培地に比較すれば

襲育不良なり

　葡萄糖高層寒天

回線に沼ひ伯色盤の隙雄す二丁を認め表門灘嘩ける錆の繊
に差異なく特に放線状の登育を詔めす

　ゲラチン

　穿：刺線に沼ひて白色捧朕の螢育を呈し周緑比較的不正ならす，粗縫なる放線状の枝

朕螢育を呈することなし，表面と深部に於ける登育相違を詔めす，液化なし

　ラクムスモノレケ

　中等度の掴濁を呈する程度に機育すれ共赤色反懸陽性なリ

　ノイトラーノレロート寒天

　穿刺線に沿ひて二二の丁丁を呈し，還元反慮陰性なり

　馬鈴薯

　肉眼にて認め難き微弱なる登育を賛み色素形成なし　　　　　　　　　　、

　普通ブイヨン

　中等度に掴濁し菌沈澱を認むれ共菌膜を形成せす，糖加培地忙比較すれば登育精不

良なう

　普通斜面寒天

舗鰍酵天の場合砒蜘て縮微弱1・し二丁二死噛難も門門にし

て小雨滴朕？螢育著明なり

　牛乳
　尭全に凝固してペプトン化作用なく，乳清の分離亦陰性なb

　第10號菌

　形態幅3・2μ長さ5－10μ位の長桿菌なり、時に長き連鎖をなす事あり

　　染　色　アニリン色素に能く染色しグラム陽性．

　運　動　無　し
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芽胞ミョレノン氏法に依りて芽胞を認めす

　爽　膜　ヂヨーン氏法に依りて爽膜を讃明す

　葡萄糖斜面二天

37－4・．に於ける鮪1・大差なく124時間に於て3mm位の購不正不翻帯鮪

色の集落を形成し，二二厚く培養基面一面に登育良好なり，凝固水は殆ど透明にしで

菌は管底に沈澱す

　ペプトン水

　登育良好にして掴濁は寧ろ輕度にして圭として管底に沈澱して襲育す菌膜を形成せ

す

　高層葡萄糖寒天

　穿刺線に澹ひて帯黄自色下線粗髄の縣朕の二丁を螢みガスを形成せす、表面部にも

亦螢育良好なる菌苔を認む

　グラチン

　穿刺線に澹ひて帯黄白色の丁丁不正なる門門の肥育を螢み表面部と深部に於ける登

育の程度には大差なく液化作用亦陰性

　ラクムスモノンケ

　輕度に掴濁を呈し菌の沈澱多く磯育良好にして赤色反懸陽性

　ノイトラーノンロート寒天

　穿刺線に沿ひて周縁不整の懸歌の襲育を螢み輕度のガス駿生あう．還元作用軽度に

陽性表面部にも登育良好なる菌苔を認む

　馬鈴薯

　稽灘性，登育良好なる厚き菌苔を認め色素形成なし

　ブイヨン

　ペプトン水の場合に於けると殆ど一致す

　普通斜面寒天

　葡萄糖寒夫の場合と殆ど同じ

　酸性培地四二通過後の分離試験成績
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第 5 表1

酸性培地4同通過37。培養町分試験成績

製　剤分離

留　號菌株

　　　　グ

形　態ラ
ム

芽

胞

蓮舳嶋講ゲ・チ・ζ欝‘堰業馬鱒蝿牛乳議
動駅三編爾　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱憂i編　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　贈縢・ン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巨細卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乳清驕　　　　　　　　　　　　　瑚液化

第ユ號 耀等畜一一
　ヨのむ　ぜのス

＋野賭鶉島
　帳面諏

b大桿菌＋

　　茨自色の牛面を
　　蔽ふフ透明瑛白
十十亀。）菌苔掘形渦
　　性を帯裁凝固水
　　滑菌沈配す

十　一　十　十　十　十　十　一　十　一　十　十一　一　一　一

一　　一　　十　　十 十　　十．　一

第2號．a　重球菌十

　　ゆじ　ロコ　りせゆ

一一 X灘罐＋一＋一＋一＋一＋一＋＋一…一
F 1　　　　巳 1 l　　　　　　　　　I L 1 1 1 1 1 1 1 1

b長桿菌 十 十 一 十 一 十 一 十 十 十 十 十
一

十 十 一 一 一 口

　　長桿菌
。　ヌ．は＋
　　緯状菌

　　　凝埃状隅切ス亦

一一
ｧ明凝潭水題濁　十　　一　　十　　一　　一　　一　　十　　一　　十　　一　　十　十　十　　一　　一　　十

　　　累伏

第3號 轟等畜・ ・樺辮＋一＋＋＋一・…一＋＋＋＋…

第4號　a　重球菌＋
　　む　　な　ロせの

一一 ｳ恥繍＋一＋一＋＋＋一＋一＋＋＋一一＋
　　穂謁菌沈澱

1’・ 　　　　　　　　　な　　　ぷふ
長桿菌＋一一翻喬鰭器甕　＋　一　一　一　一　一　＋　一　＋　一　＋　＋　＋　一　一　＋
　　　　　　　　禦瓶

　　　　　　　　　　　　　　　む　　　むロ　しロ　

第5號・双球菌＋一一麗甥震鑛＋一＋一＋＋＋一＋一＋＋一一一一
　　　　　　　　　　　　　　　固ぷ濁菌沈

　　　　　　　　　　　ロ　　のコイまの

b　四三菌＋一一螺露楚聖画＋　一　＋　一
　　　　　　　　　　腰挿沈澱

1 1

第6號
萄萄状

?ﾛ
一 一 一

小雨融透明圓
`聚蕩凝固ぷ簡
鋳ｾ

十 一 十 一
十 十 十 一 十 一 十 十 一 一 一 一

第7號警婁

第8一
中等大

桿菌

　ヨのロの　せのお

・鞭灘＋一・＋＋＋＋＋＋一＋＋……
第9號　a短桿菌十

　　はセばがな　き

＋一講騨繍±一＋＋＋＋＋＋＋一＋＋一＋一一
　　ホ潴麿苗沈

　　中等大b
　　桿菌一一

　胎亀に一面に組
置る論塑ヒ牛透明歯　＝！＝　　一　　　十　　　十　　　十　　 十　　　十　　　十　　 十　　　一　　　十　　十　　一　　　一　　 一　　一

　苔

第10號 双球菌＋一
　ゆの　しぬロせ

一覧懇羅・’一＋一＋＋＋一＋一＋＋．＋…＋

第11號 短桿菌一
　　　ヲトぽあば　のな

一一 ｲ躍灘一一＋一＋＋＋一＋一＋＋一一一一

本二二成績を更に37。に於ける分離培養二二成績と45。度培養に於ける分離試験成
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績とに分つ

　（ユ）37P培養に於ける分離試験成績

　各分離菌株の性朕は之を第5表に表示し，分離乳酸菌のみに就ては以下記載を加ぺ

すzb

　分離乳酸菌の生物誌上性状

　；第2號C菌

形態

染色

運動

芽胞

葵膜

葡萄

幅1．6長さ6－9μの長桿菌なb

グラム染色陽性軍染色鮮明

なし

謹明せす

謹明せす

糖寒天

　37－45。各れの培養に：於ても登回すれども雨者に於ける登育の相違を比較すれば37。

に於ては一般に集落小なる代りに其数多く，45。に於ては集最大なるに反て歎少なし，

一般に二四時間の培養に於ては僅かに塵埃を附着せるが如き集落を生じ透見して辛じ

て其登育を認む為ことあり，培養i四時間にして精著明なる集落を認め得べし，其集落

・は塵埃状の直径1mm以下の；kさの周縁不整舞薄季坦茨白色を呈し培養日数の脛渦す

みに從ひて不透明の度を増し集落を明かに認め得ると同時に乾燥の度を増加す，大さ

も直径3mm以上に達するものあうて集落の周園漸く明に限局し來り内外雨層の匿別

：明になるものあり　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　、

　ペプトン水　　登回せす

　葡萄糖高層寒天

　穿刺線に澹ひて周縁二二なる線朕の微弱なる螢育を瞥み琵斯を登生せす，表面部と

深部に於ける螢育の程度には相違を認めす

　ゲラチン

　穿刺線に浩ひて周縁不整粗直なる線状の極めて微弱なる登育を螢む，液化作用なし

　ラクムスモノンケ　　登’育を認めす
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　ノイトラルロート寒天

穿刺線に澹ひて周繰粗造なる多敦の突超を有する線状の機育を馨む．．琵斯を形成し’

色素の還元作用なし衷面と深細こ於セナる登育の程度には差異あるを認めす．

　馬鈴薯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　登育は肉眼的に認め得ざれども移植試験に於ては登育を謹助す昌

　普通ブイヨン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど

　肉眼的に登育を認めざれども移植試験にては襲育を誰明す

　普通斜面寒天

　機育の厭態は葡萄糖斜面寒天の場合に類似すれども螢育の程度は之より微弱なレ

　牛　乳

　凝固す

　第4號A菌

　形態　直径約1・5μ位騰達する双球菌なう

　染色　アニリン色素に能く染色しグラム陽性

　運動　なし

　芽胞　ミョレノレ氏法によりて芽胞を認めす

　強膜　ヂヨーン氏法に依りて爽膜を讃明せす　　　　　　　・

　葡萄糖斜面寒天

　37。及45。に於ける登育は大差なく24時間の培養に於て年透明の小雨滴獣集落の・

集合せる晶出を認め孤立せる集落は小’雨滴獣にして0・1－0．3mm．位の大さを有し正面

形にして僅かに隆起せり，培養48時間に及ぶ時は集落の大さを精増し透明度稽減少

し白色を帯ぶるに至る，凝固水は中等度に掴濁して菌の沈澱亦相當に薯明なり，

　ペプトン水

　中等度の掴濁を呈し菌の沈澱を亦認む，但し菌膜を形成せす糖加培地に比較すれば’

翁島不良なり　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　葡萄糖高暦寒天

　穿刺線に沿ひ七白色粗槌の周緑を呈する駿育を認め表面と深部に於ける登育の程度
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に差異なぐ特に放線歌の螢育を認めす

ヅテチγ

，穿刺線に沿ひて白色粗槌の周線を呈す，粗橿なる放線状の枝状登育を呈する．こと無

し表面と深部に於ける鐘鼓相違を認めす液化なし

　ラクムスモノンケ　　　、　　　　　’　　』　　．・
　中等度の掴濁にして沈澱を認め登臆す　赤色反慮陽性なリ

　ノイトラノレロート寒天

　穿刺線に澹ひて粗腿の登育を呈し還元反慮陽性なり

　馬鈴薯

　肉眼にて認め難き程度の微弱なる登育をなす色素形成なし

　普通ブイヨン

　中等度に掴濁し菌沈澱を認むれ業愛寵を形成せす糖加培地に比較すれば褒育梢不良

幽なう

　普通斜面寒天

補註糖斜面寒天上に於ける登育に比較して登育微弱にして透明度は大なう菌集落も

＝亦小にして小雨瀞伏の登育著明なb

　牛　孚L

　完全に凝固しペプトン化作用無く乳清の機生陰性なり

　第4號B菌

　形態幅O・8μ長さ8－16μの長桿菌

　染色　グラム染色陽性軍染色鮮明なり

　運動　なし

　芽胞　ミョレノレ氏芽胞染色法に篠b陰性

　葵膜　ヂョン氏爽膜染色法に依り之を認めざbき

　葡萄糖斜面寒天

　37。及45。其何れの培養に於ても螢育すれども爾者に於ける登育の相違を比較すれ

ば37。に於ては一般に集落小なる代りに数多く，45。に於ては集落大なるに反して数’

、
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少なし，一般に24時間の培養に於ては僅かに塵埃を附着せるが如き集落を生じ時に

透見して僅かに其駿育を認むることあり，培養48時間にして梢著明なる集落を麗あ

’得べし，其転落は塵埃厭の直径1mm以下の米さの周縁不整菲薄季坦灰自色を呈す，

培養日歎増加するに從ひて再訂明の度を壇し明かに之を認め得ると同時に乾燥の度を

増加す，大さも直径3mm以上に達するものあり．，從ひて彙落の周園鮮明に限局し來

、b内外爾厨の当別可能なり

　ペプトン登逃せす

　葡萄糖高層塞天

と欝誰闘鶏爆撃開聯を鱒騨三都
　グラチン

　穿刺線に澹ひて周繰不整粗面線状の極めて微躬なる登園を菅む，液化作用なし’

　ラクムス毛ノγケ　　登育を認めず

　ノ汚トラノγロート寒天

　穿刺線に澹ひて周慈心露なる多血の突起を有する細沃の螢育を替む，琵斯を形成し

色素の還元作用なし，表面と深部に於ける駿育の程度には差異ある：を認めす

　馬鈴薯

　登育は肉眼的に認め得ざれども移植試験に顧て之をを謹明す・　’

　普通ブイヨン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛
　肉眼的に螢育を認め得ざれども移植試験に於て之聖を謹明す

　普通斜面寒天

　油焼の状態は葡萄糖斜面寒天に類似すれども曇育の程度は之より微弱なケ

　牛乳凝固す，但し充分量の菌量を植えるに非ざれば凝固時間犬ひに渥る

　第10號菌

　形態　直径1，6μに達する双i球菌なり

　染色1ア昌ジシ色素に能く染色してグラム陽性　・∴　　．．・　　　　　　　　一

　蓮；動なし「　’　　　，．．．　　・・■
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　芽胞　ミヨレノレ氏法に依りて芽胞を認めす

　三二　ヂヨーン氏法に依りて三三を讃明せす

　葡萄糖斜面寒天

　37。及同45。に於ける二二大差なく24時間の培養に於て宇透明の小雨滴朕の集落の

集合せる菌苔を認め孤立せる集落は小雨滴朕にして0．1－0．3mm位の大さを有し正弓

形にして僅かに隆起せり，培養48時間に及ぶとき嫉集落の大さを精壇し透明度減少

し二色を帯ぶるに至るデ凝固水は中等度に洞濁して菌め沈澱亦相當に著明な軌

　ペプトン水

　中等度の掴濁を呈し菌の沈澱を亦認む，但菌膜を形成せす糖加培地に堵較すれば登

育不良なり

　葡萄糖高層寒天

　穿刺線に沿ひて白色租槌の周回を呈する三三を認め表面と深部に於ける登育の程度

に差異なく特に放線状の襲育を認めす

　グラチン　　　　　　　　　　．　・　　　　　　　ノ

穿轍に沼ひ狛鰍の噸を乳周謝ヒ輸不轡らす盤な・放鰍味澱

育を呈することなし表面と深部に於ける登育相違を認めす，液化なし

　ラクムス毛ノンケ

中等度の掴濁を呈する程度に旧すれ共赤色反回陰性なリ

　ノイトラノンロート寒天

　穿：刺線に沿ひて粗槌の登育を呈し還元反慮陰性なり

　馬鈴薯

　肉眼にて認め難き程度の微弱なる二二を螢み色素形成なし

　普通ブイヨン

　中等度に掴濁し菌沈澱を認むれ共菌膜を形成せ屯糖加培地に比較すれば三二梢苓

良なり

　普通斜面寒天

　葡萄糖斜面寒天の場合に比較して登育微弱にして透明度は大なり・菌集落
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も亦小なれ共小雨滴朕にして著明なb

第 6 表

酸性培地4同通過45。培養分離試験戒二

丁i剤分離
」”@蒐　　形
番號菌株

第1號 a
中韓大

?ﾛ

態韓萄璽1十寸講三徽　讐懸一十
　　　　エ　セ　コれ　のロ

鱒一一 ﾒ業器臨＋一．＋一＋

療龍元辱糠
十． 十 一

十　7
一 十　　十　一　　一　　一　一

b　長桿菌＋一一躍鐘跨墨舞不正　＋　一　＋　一　一　一　＋　一　＋　一’＋　＋　＋　一　・一　＋

短桿菌 十 一 十
：一2mm園形
註Fス透明購
竓ﾔ欧秘

¥ 一 十 一
十 一 十 十 十 一 十 十 一 一 脚 一

第2號 ・鯨油一一 ﾗ襯器一一一一＋＋＋一・一＋栴一⊥
・跳躍＋一一欝騰

、響＋一一鞭温品
　綜映菌　　　　蹴

第3號
轟三遷・・ 　双白色亭」り’ン

十ジワ粘稠性菌苔
　凝周水理解沈

第4競a緯訣菌＋
　　　のロ　な　

一礪脚糧

・票萄蓄・
　　　　　　ゴ
　　0．柚m赦椿鷲
一一 猪n秘露凝止水
　　　濁衝沈

＋　一　士　一　＋　＋　＋　一　＋　一　．＋　＋一　一、一一

＋　一　＋　一　一　一　＋　」．＋　一　＋＋＋1一　一一

士　一　十　十　十　一　十　十　十　陶　十　十　十　十　十　一

＋　一　＋　一　一　一　＋　一　＋　一　＋＋滑　一　一＋

十　一　十　一　十　一　十　一　十　十　十　十　一　十　一　一

t・

〆

双球菌＋一
篇億纐

一襲鵡蘭『＋

第5號

第6號

第7號

第8號

　　　　　　　　ゆメ　のか　

四連齢一一 菇ｳ漏

陵セ

育ズ

〃

〃
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　牛乳
　完全に凝固しペプトン化作用無く三三の酸生亦陰性なb

　（2．）45。塔養に於ける分離試験成績

　各分離菌株の性朕は之を第6表に表宜し；分離乳酸菌のみに就ては以下の記載を加

　　　　　　　　　　　　　　’
へたり

　分離乳酸菌の生物撃的牲状

　第1號B菌

　形態　幅α8μ長さ3μの長桿菌にして縣訣連鎖をなす事みb

　染色　グラム染色陽性

　運動　なし

　芽胞　　ミヨレノン氏芽胞染色法に依り之を謹明せす

　葵膜　ヂョーン氏爽膜染色法に依り之を認めざりき

　　葡萄糖斜面寒天

　37。及45。其何れの培養に於ても登直すれども爾者に於ける登育の相違を比較すれ

ば37。に総ては一般に集落小なる代bに歎多く，45。に於七は集落大なるに反して数，

少し，一般に24時間の培養に於ては僅かに塵埃を附着せるが如き集落を生じ時に透

見して其登育を認むることあり，培養48時間にして梢著明なる集落を認め得＾ξし其

集落は塵埃状の直径1mm以下の大さの周縁不整菲薄卒坦灰白色を呈す培養日数増加

するに從ひて不透明の度を壇し集落を明かに認め得ると同時に乾燥度も亦壇加す，・大

さも直径31nm以上に達するものもあり從ひて集落の周園漸く明に限局し回り内外雨

：層め画豊明になるものあb

　ペプトン・螢注せす

．敵方糖高層寒天

　穿刺線に沿ひて脚線不整端縫なる登育を傷み琵斯登生せ手，表面部と深部に於ける

登育の程度には相違を認めす

　グラチγ

　穿刺線に沿ひて周緑不整粗槌の極めて微弱なる登育を螢む，液化作用なし層
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　　ラクムス毛ノ材ケ　　登育を認めすき

　　ノイトラノレロート寒天

　　穿刺線に沼ひて二線粗槌多出の突起を有する線状の登育を管む，乱心を形成し色素

1の還元作用なし，表面と深部に於ける登記の程度には差異を認めす

　　馬鈴薯

　　登育は肉眼的に認め得ざれども移植二三に於て之を三二す

　　普滝プィヨン

　　肉眼飼に登記を認めざれども移植試験に於て之を謹明す

　　普通斜面寒天

　　登山の三態は葡萄糖斜面琴天の場合に類似すれども登育の程度は之よ）微弱な’り

　　牛1乳

　　凝固す，但し充分量に植えるに非ざれば凝固時間大に回る

　　第2號。菌

　　形態　　幅1μ長さ2・4μ位の桿菌

　　染色　　グラム染色陽性、

　　面高　　なし

　　芽胞．　ミヨレノレ芽胞染色法に依り之を鋸めす，

　　i爽膜　　ヂヨーン氏二二染色に依り陰性なウ

　　，葡萄糖斜面寒天

　　37。及45。其何れの培養に於ても生育すれども三者に於ける登育の相違を比較すゆ

　ぱ37。に於ては一般に集落小なる代りに歎多く，45。に於ては集落大なうに反して数

　少し一般に24時間の培養に於ては僅かに塵埃を附着せる程度の集藩を生じ三見して

1生じて之を離むることあり培養48時間にして精著明なる集落を認め得べく，該集落

　は塵点状の直径恥nm以下の大払こして周繰添整菲薄季坦茨白色を呈す，、培養日歎の

　増加するに從ひて不透明の度蚊に乾燥度を増加す・大さも直径3興n以上に達するも

　のあり，叉集落の周園漸く明に限局し回り内外三層の囁三明かになるものあり

　　ペプトン水．，登溢せす
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　葡萄糖高屠寒天

　穿刺線に浩ぴて周綴不正粗鑓にして綜釈微弱なる登育を螢む屍斯を登生せず，表面

部と深部に於げる登育の程度は相違を認めす、｝

　ゲラチン

　穿刺に浩ひて周緑不整粗略にして懸状の極めて微細なる駿育を螢む液化作用なし

　ラクムスモノレケ　　襲育を認めす

　ノイトラノレロート寒天

　穿刺線に沼ひて周潮岬縫の突超を有する線状の登育を螢む琵斯を形成し，色素の還

元作用なし，表面と深部に於ける登育の程度には差異あるを認めす

　馬鈴薯

　登育は肉眼的に不明なれ共移植試験に撃て之を謹明す

　普通ブイヨン

　肉眼的に登場を認めざれども移植試瞼に於て之を謹明す

　普通斜面寒天

　登育の朕態は葡萄糖斜面寒天の場合に類似すれども其の経度は之よb微弱なり

　牛　乳

　凝固す，但充分量の菌量を移植するに非ざれば難関時間大ひに渥る

　第4號A菌

　形態　　巾ユμ長さ2－4μの桿菌

、染色　　グラム染色陽性

翻　画し

　芽胞　　ミヨレノレ氏法に依り芽胞を認め重

　爽膜　　ヂヨーン氏法に擦う陰性なり

　葡萄糖斜面寒天

37・及45・其何れの培養に於ても下等すれども瀦に於ける襲育の相違を比較す姦

ぱ37。に於ては一般に集落小なる代りに引明多く45。に於ては集落罪なるに反し；回数少

し，一般に24時間の培養に於ては僅かに塵埃を附着せるが如き集落を生b蓬見して辛
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じて；胃壁育を認むることあり培養48時間にして精著明なる集落を得べし，『其集落は

塵埃状の直径・，11・血m以下の犬さ’にして周繰不整葬薄李坦茨白色を呈すヂ培養日数増加

するに從ひて不透明の度を増し集落を明かに認め得ると同時に乾燥の度を壇加す大さ

も直径3mm以上に蓮するものあう，集落の周圃も漸く明に限局し來b内外薗眉の匠

別項かにな・8ものあり∴’

　ペプトン登育せす

　葡萄糖高層寒天・

　穿刺線1ヒ沼ひて周緑不正粗縫なる線駅の微溺なる登育を管む琵三三生せす表面部と

深部た於ける登育の程度は相違を搾めす’

　ゲラチン’

　穿：琴線に沿ひて四緑不正粗槌輝輝の極めて微細なる登育を管む液化作用な、し

　ラクムス毛ノγケ　　襲育せす　　　　　　　　　　　　　　　　　∵　　一

　ノイトラノγロート寒天・，　　　　　　　．”冒『　　　1：副『ザ．層．層

　穿刺線に沼ひて周縁粗糠なる驚歎の突起を有する線朕の螢育を撮む，置型を形成

し色素の還元作用なし，裟面と深部に於ける登育の程度には差異あるを認めす

　馬鈴薯

　登育肉眼的に麗め得ざれども移植試験に於て之を謹明す

’普通ブイヨン

　肉眼的’に子育を認めざれども移植試験に於て三三を謹明す　　■．1

　普通斜面寒天・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一　　　　、

　螢育の状態は葡萄糖斜面の場合に類似すれども其の程度は之よb微弱なり

　牛乳
　凝固す，但し充分量を植えるに非ざれば凝固時間大ひじ回る

　第5號。薗

　形態r直誓約1．6μに達する双球菌なり

匿i染色・アニソン色素に能く染色しグラム陽性

灘動勢し　’’’　’’”　∵二1
　　　　、
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芽胞．ミヨレノン氏法に依りて芽胞を認めす

　茨膜．ヂヨーン氏法に依bて韮膜を謹明せす

　葡萄糖斜面寒天

　37。及450に於ける登育大差なく24時間の培養に於て宇透明の小雨滴歌の集落の

集合せう浮苔を認め孤立せる集落は小雨滴朕にして011－0・3mm位の大さを有し三三：

形にして僅かに隆迦せり，培養48時間に及ぶ時は集落の大さを精≧増し透明度精減

少し白色を帯ぶるに至る，凝固水は中等度に掴濁して菌の沈澱亦相當に著明なb

　ペプトン水

　中等度の白濁を呈し菌の沈澱も亦認む但菌膜を形成せす，糖加培地に比較すれば登

育不良なり

　葡萄糖高層寒天　　　　　・

　穿刺線に沼ひて白色粗槌の周縁を呈する登育を認め表面と深部に於ける登育の程度

に差異なく特に放線欺の登育を認むる事なし

　ゲラチン

　穿：蚕食に澹ひて白色棒朕の登育を呈し周縁比較的不正ならす，粗糧なる放線朕の枝

状登育を呈することな1．，表面と深部に於ける駿育の相違を認めす，液化なし

　ラクムスモル’ケ

　中等度の洞濁にして菌の沈澱を認めむる程度に螢育すれ共赤色反慮陽性なリ

　ノイトラーノレロート寒天

　穿刺線に沼ひて粗槌の登育を呈し還元反慮陰性なり，・；

　馬鈴薯

　肉眼にて認め難き程度の微弱なる登育をなす色素形成なし

　普通ブイヨン

　中一度に掴濁し菌沈澱を認むれ無菌膜を形成せす，糖加培地に比較すれば財界精不

良なb

　普通斜面寒天

　葡萄糖斜面寒天の場合に比較して登育微弱にして蓬明度は大なb，菌集落も亦小に
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して小雨滴状の登育著明なb

　牛乳

　完全に凝固しペプトン化作用なく乳清の登生も亦陰性なり

　第皿號苗　　　　　　　　　　　　、　　、

　形態，直経約し6μ位の双球菌なり

　染色・’アニリン色素に能く染色しグラム陽性　　　　　　．　　・　ド

　蓮動．・なし”

　芽胞　ミヨレノレ氏法に依り芽胞を短めす　　　　　　　　　　　　　　　　一

　巽膜。、プ’白一ン氏法に依bi爽膜を讃明せす

　葡萄糖斜面寒天

　37。翠45。に於ける登育に大差なく24時間の培養に於て孚透明の4・雨滴朕の集合

せる菌苔を認め孤立せる集落は小雨滴状にして0・1－0・3mm位の大さを有し正圓形に

して僅に隆起せり、培養48時間に及ぶ時は集落の稽盒し透明度稻減少し白色を帯ぶ

るに至る，凝固水は中等度に細濁して菌の沈澱血相當に著明なり

　ペ：ハン水

　中等度ρ梱濁を呈し菌の沈澱を亦認む但菌膜を形成せ血糖加培地に比較すれば登

育不良なり

　葡萄糖高屠寒天

　穿刺線に沿ひて白色粗縫の周縁を呈する駿育を離め，表面と深部に於妙る融育の程

度に差異なく特に放線状の螢育を認めす

　ゲ．ラチン

　i穿刺線に沼ひて白色棒朕の襲育を呈し周緑比較的不正ならす，粗腱なる放線の枝朕

螢育を呈することなし表面と深部に於ける駿育相違を認めす液化なし　　，■　、

　ラク，ムス毛ノγケ

　中等度の掴濁にして菌の沈澱を認め登育す赤色取膳陽性なリ

　ノイトラノレロート寒天

．穿刺線に溢ひて粗槌の驚動を呈し還元反回除性なり
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　馬鈴薯

　肉眼にて認め難き程度の微細なる螢育をなす，．色素形成なし

　普通ブイヨン

　中等度に掴濁し菌沈澱を認むれ共菌膜を形成せす，糖加培地に比較すれぱ螢育梢不

良なり

　普通斜面寒天

　葡萄糖斜面寒天に於ける場合に比較して登育微弱にして透明度は大なり，菌集落も

亦小にして小雨丁丁の磯育著明なり

　牛　孚し

　完全に凝固し，ペプトン化作用無く乳清の分離も亦陰性なり

　　　　　　　　　　第四章　分離乳酸菌の分類及動物實験

　在來の乳酸菌の分類法は概ね同菌の一般生物學的性獣のみに依るものにして未だ以

て完全なる分類法なbと云ひ難し，余等も亦分離乳酸菌の分類を試み，先づ第一に分

類諸菌株の一般生物學的性状に依る分類を行ひ，第二には糖分解能力の比較實験によ

りて分類を行ひ，進で血清學的反慮に依る分類法の可能なるや否やをも確めんと欲し

セれども實験未了なるが爲に之は省略せり，因て軍に動物に甥する毒性の有無に關す

る比較試瞼成績のみを本章に追加記載せb，便宜上全分離試験に於て得たる乳酸菌株

を総括的に列記すれば次の如し

　牛乳培地通過に依り笏・離し得たる乳酸菌

　第5號A菌　双球菌　便宜上A双球菌となす

　酸性培地2同通過37。培養分離乳酸菌

　第1號A菌双球菌便宜上B双球菌となす

　第3駐A菌　桿　菌　便宜上A桿菌となす

　第3號D菌桿菌便宜上B桿菌となす．

　酸性培地ゴ同通過45。培養舜離乳酸菌

　第1號B菌　双球菌　便宜上C双球菌となす

　第8號菌　双球菌便宜上D双球菌となす
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　第10號菌　　桿　菌　便宜上C桿菌となす

　酸性培地4同通過37。培養分離乳酸菌’，

　第2號C菌　長桿菌又は懸朕菌　便宜上Aプノレガリや類似菌となす

．． 謳ょjA菌双球菌　　1．’・便宜上E双球菌となす

　同　　B菌　長桿菌　　　　　　便宜上Bブノレガフや類似菌となす

　第10門門　　双球菌　　　　　　便宜上F双球菌となす

　酸性培地4同通過45。培養分離乳酸菌　　　　㌧　　　　　　’　　　　　．

　第4號C菌　双球菌　便宜上G双球菌となす

　第11號菌　’双球菌　便宜上H双球菌となす

　　　　　　　　　　第」・節一般生物學的丁目に依る分類

　前章に記載しナこる各分離乳酸菌株の一般生物學的性状のみに依る時は分離乳酸菌株

は大燈3種の乳酸菌株に分類せらるるものなり，即ち第1種類は双球菌属にして前証

分離乳酸双球菌全部は一致して此属の内に加入せしめ得べし，第2種類は乳酸桿菌贋

A種とB種とに分類せられA種には前記A桿菌拉にB桿菌之に馬しB種には前記C桿

菌之に属す第3種類はプノγガリや類似菌株にしてAブノレガソや類似菌よ、らDプノレガソ

ア類似菌迄之に囑す

　　　　　　　　　　第二節　糖類分解能力に依る分類

　糖類分解能力を各分離乳酸菌株に就き比較試験を行ひセるに，他の一般生物學的性：

朕のみに依りて同種腸なるものも更に之を分類することを得すこb，使用培地としては

1％ウィップペブトソ水培養基，諸種糖類旱％蒸鱈水溶液及メノγク製ラクムス溶液を

用意し，各材料を別々に滅菌して，Nノ、苛性曹達にて反回をPH　70に補正したる後無

菌的、に混和してラクムス及2％糖加ペプトン水培養液となせり，而して酸の加入を防

ぐ：予めに菌株培養基はPH　7の2％葡萄糖寒天を使用し，同培地37。，48時間培養の三一

乳酸菌の充分菌量2－3白金耳を糖加ペプトン水に植え前後1週間に亘りて糖分解の・

有無の成績を観察しセリ，尚プノレガリや類似菌の如きは中性培地には登育不良なるが

故に肉眼的には登育の有無を平押し難き故に糖分解陰性のものに就ては移植試験を行

ひて登’育を謹明せ）
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　本高島成績の概要は第7表よb第9表に示せ帆表によりて直なるが如く，．他の一・

般生物學的性状のみによりて同種なりと認めすこる乳酸双珠菌属も1サ．ぞ・ローゼの分解

の相異のみによりて2型に分ち得べ：し，而して第1型はずッノ・・一ゼを分解するA双

球菌，：B双球菌，E双球菌，　F双球菌等にして第2型はサ。ノ・ロ．一ぜを分解し得ざる

菌株，C双球菌，　D双球菌，　G双球菌，　H双球菌等なり（第7表墾照）

　　　　　　　　　　　　　　　第　　　7　　表

　　　　　　　　　　：分離乳酸双球菌の糖．類分解比較試験成績

菌　株

A乳酸
双球菌

B乳酸
双球菌

C乳酸
双…球菌

D乳酸
：双球菌

E乳酸
双球菌

F乳酸
双球菌

G乳酸
双球菌

H乳酸
双球菌

Glucose 爵㏄ha「σ

盤 潅 St銭rke 憶レ Sorbit D盤 Glyco－

gen 聡 Inulin

培養24時剛　　＋ 十 十　　　十　　　十　　　十 1＋ 十　　　一

同　3日間　＋ 十 ＋　　＋　　＋　［＋ ［＋　　一　［＋　　一
同　　　5　畦間1　　十　　】　　　十　　　じ　　十　　じ　　十　　　　　十　　1　　rト　　［ 1　十　［　一　1　十　1　一

同　7日間　＋ 十 十　　　十　　　十　　　十　　　一　　　十　i　一　　　十　　　一

同24自画　＋ ＋　　＋　　＋　1　＋　　一　　＋　［一　　＋　｛　一

同　3日闘　＋ ＋　　＋　　＋　［＋ ＋　　一　　＋　1一
同　　5日閲1　十　［　土 山　　　十　　　十　　　十 t＋　　一　　＋　［一

同7日聞1＋［＋ ＋　［＋　　＋　　＋ ＋　　一　　＋　［一
同24時間i　＋ 十　　　十　　　十　　　＋ ＋　　一　［＋　　一

同3日間＋1一 十　1　十　　1十　1　十　　　一　1　十　1　－　1　十　｝　一

同　5日剛　＋ 一　　i　十　　　十　　　十　　　十　〔　一　　　＋　1　一　　　十　　　一

同　7日間［　＋ 十　i　十　　　十　　　十　i　一　　　十　［　一　　　十　　　一

同「24時…日［．　十 十　1　十　　　十　　　十　　　一　　　十　　　一　［　＋　　　一

同　3日間1　＋　1　－　1＋　t＋　［＋　1＋　1一　｝＋　1－　1＋　1一
同　5日面　÷ 十　　　　 十　　　　 十　　　　　十　　　　　一　　　　　十　　　　　一　　　　　十　　　　　一

同　7日闘　＋ ＋　1　十　　　十　　　十　　　一　［　十　　　一　［　十　　　一

同24時間1　＋ ＋　　　十　　　十　　t　十　　　一　　　十　　　一　　　十　　　一

同　3日闘　＋ 1＋　　＋　　＋　　＋ ＋　　一　　＋　1一
同　5日間1　＋ 士　i＋　i＋　　＋　　＋ 十　　　一　　　十　　　一

同　7日闘　＋ ＋　1＋　　＋　　＋　　＋ t＋　　一　　＋　　一
同　24時間｛　十　1　一　　｛　十　1　十　　　十　1　十　1　－　1　十　　　一　｛　＋　1　一

同　3日闘　＋ 十　　　十　　　十　　　＋　　　一　　　十　　　一　　　十　［　一

同　5日闘　＋ 十　　｛　十　　　十　　　十　　　十　　　一　　　十 ［＋　1一

同7日間［＋［＋ 十　［　十　［　十　［　十　　　一　　　十　　　一　　　十　　　一

同24時間1　＋　t　－　　1　十　t　＋　1　十　1　＋　1 1　十　1　－　1　十　1　一

同3日間［＋i一 ＋　　　十　　　十　　　．十　　　一　　　十　［　一　　　十　　　一

同　」5日間［　＋ 十　　　十　［　十　　　十　　　一　　　十　1　一　　　十　　　一

同　7日間1＋ 十　　　十　1　十　　　十　　　一　　　十　［　一　　　十　　　一

同24時間1　＋ 十　　　十　［　十　　　十　　　一　　　十　　　一　　　十　　　一

同　3目間［　＋　［　一　［＋　　＋　　＋　　＋　　一　　＋　　一　　＋　　一

同5日間［＋i一 十　1　十　　　＋　　　＋　　　一　　　十　1　一　　　十　　　r

同　．7日間　＋　1　－　t＋　1＋　1＋　1＋　1－　1＋　｛一　1＋　1一

　次に分離乳酸桿菌も他の一般生物學的性賦による分類法に從へば2種類にしてA桿

菌とB桿菌は一致し，C桿菌のみ異る．が如く見ゆれ共糖分解に於てはA桿菌，　B桿菌

の間にも亦相違あbてB桿菌はマンノーぜ，・ソノレセ㍉ト及イヌリ．ンを分解し得ざる貼
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に於てA桿菌と異れり，帥ち糖分解の形成よbすれば笏・離桿菌は3種類となれb

，ド

ｧしてA桿菌，B桿菌及びC桿菌に共通せる現象は糖分解の傍ら盛に脱色反慮を温

むことにして叉A桿菌とB桿菌は糖培地に菌を培養して24時間温位に盛に琵斯を駿

生せるを認めセb　（第8表参照）

　　　　　　　　　　　　　　第　　　8　　表　　．　　　　　　　　．1

　　　　　　　　　　　分離乳酸桿菌糖類分解比較試験成績

菌　株

A乳酸

桿　　菌

13乳酸

桿　　菌

C乳酸

桿　　菌

謙i・一階IGalac．
　tose

lMaUn－
　OSe

・・　ﾞ駈… 緊姦悪一
感謝漸奪判”＋＋1”＋＋匹＋［・＋†1・＋＋1・．＋1・＋一1・士一1”訓一．

、鹸1脆隼＋1”＋＋i”＋＋1”＋＋ヒ＋＋1”＋†＋＋匹『”。『”＋＋1”．土

，首回鞭＋卜．＋1㌦＋1”＋＋i”＋＋1”＋＋1・＋＋1・。＋ヒ＋＋i”。＋i・＋＋

，繭i脆準＋t・＋＋1”＋＋1・訓”．＋ヒ＋＋1・＋＋ヒ＋＋1・．＋ヒ＋＋匹＋

・瀧1護斯1生ll漏ヒlli；1；1斗；ド1；董剰；≡二

5首間1龍車＋t”＋＋1”．＋1・．＋1”＋＋1・＋＋1”一＋ヒ＋＋1・士＋ヒ。＋t・一＋

哨副噂層＋ヒ＋＋1”＋＋1”．＋1㌦＋ヒ＋＋1”．＋［”＋＋1・。＋i・＋＋i・一＋

2話劇噂鞘1∵1”．＋1∵［”．＋1”一＋1㌧＋1・＋＋1㌧＋i・。噛匹＋

3旨間 1腕撃†一†一＋1∵1”．＋1㌔＋1㌧＋卜＋＋匹＋卜＋一1・．＋

、肖副噂†4「”＋＋障囲・＋＋1”＋＋1・．＋1・＋＋卜＋＋・＋＋1・．＋

哨訓導「∵【”＋＋障囲”＋＋i”＋＋1”．＋i”＋＋i・＋＋・＋＋［・．＋

　最後に分離プ’レガリや類似菌5菌株に就て見るに各菌株共泄なる性状はグリコーゲ

ン及イヌリンを分解する鮎に在り，而してAブノンガリア菌株，Cプノンガジア菌株，　D

ブノγガリや菌株は，ソノレピ。ト，グリコーゲン及びイヌリンを分解せざるのみにして

他の糖類を悉く分解する鮎に於て全然一致して同一罵と見なし得べし，而してB菌株’

及びE菌株共に糖労解作用の型式に依りて分離プノγガリや類似菌は3種類に分類し得

べし，（第9表二三）然るに在來の乳酸菌分類法中に於て比較的多くの學者に依りて

認められすこるレーニス氏の分類法に比較して予等の分離せる各乳酸菌株が如何なる關

係に在るかを観察するに分離各乳酸双球菌株はレーニスのStreptococcus　pyogenes　Ro一

，senbach．類に能く一致すれ共レー畠ス氏の糖分解試験成績に面する記載簡軍なるが爲

1めに全然サ致せる菌株なりと断定し難し，故に高等の分離せる乳酸双球菌は之を輩に



市販乳酸菌製鋼の細菌學的晶晶報告
227

　　　　　第　　　9　　表

分離ブノンガリや類似菌糖類分解比較試験成績

』菌　橡

A　ブル
ガ　リ　ア

類似菌

．B　ブル
ガ　リ　ア

．類似菌

C　ブル
、ガ　リ　ア

類似菌

D　ブル
ガ　リ　つ’

類似菌

E　ブル
ガ　リ　ア

類似菌

・一Z可罰lMan．
nose

．一1 aー

睡［留
培養澱時間1　＋ ＋　｛

．　＜q．．

Sorblt Dext一
τiロ

十

窒隈 工nulin．

／一
”　3日間　＋ 十 ＋　　　　十　　　　十　　　　十 十 十　　　　一

”　5日間　　＋ 十 十　　　　十　　　十　　　　＋ 十 十

，，　7日間1　＋　1　＋ ＋　　＋　1＋　　＋　　一　　＋ 十　　　　一

”24時間1
”　3日間1
四　5日間1　→・・　　＝ヒ　 1　＋ 士　1

”　7日間1　＋ 十 十 十

”24時闘 十 ±

・・　3日制 十 ＋　　　　÷　　　　十 十 十

，，　5日間1　土　　　＋ 十　　　　＋　　　十　　　　十 十 十　　　　一

・・　7日間1　＋ 申 十　　　　十　　　　十　　　　＋ 十 羊

，，24時間ヒ　＋ 十　　　　＝ヒ ± 十

・，　3日間1　＋ 十 十　　　　＋　　　　十　　　　十 十 十

・・　5日間1　＋ 十 十　　　　十　　　　十　　　　十 十 十

・・　7日制　　＋ 十 十　　　　十　　　　＋　　　　十 十 十

・，24時間1

”　3日間1 止　　　　一

，，　5日間1　士 十 士　　　　十 十

苫　7日越　＋ 十　　　　十　　　　十 十

乳酸双球菌と呼び，糖分解の型式により前記の如く便宜上第1型第2型に分ちで記

載するをi適當なりと認めす的乳酸桿菌下中A桿菌はレ一層ニス氏のBacterium　casei

属に一致し，B桿菌はレーニス民のBacterium　pneumQni役e　Frdldf．属に能く一致し，

C桿菌はレ一一ス氏の’Bacterium　casei屡に類似すれ共糖分解の型式に於て菌株各相

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ異せう，最後に記載せる各ブノンガリや類似菌株は壮重の如くブノレガソや菌に極言すれ

共筒在來の記載に一致せざる．鮎もあるが故．に便宜上特にブノレガリや類似菌と命名せる

1なり

　　　　　　　　　　第三節　分離乳酸菌の毒性に關する試験　　　　’

　分離乳酸菌株が動物に樹して毒性を有するか否かを知らんと欲して試験動物として

健康なるマウス及び家兎を各菌株に就き各2頭宛使用して各菌株培養一定量を動物に

．接種し経過三歎7日間に亘bて動物の艦重の鍵化生死の有無を観察し死亡しテこるもの

に就ては解剖的所見をも調査し心臓血よbの菌培養の有無をも楡査せb・

　（1）マウスに於ける試験成績（第10表墾照）

　各分離乳酸菌株のPH　5・5，2％葡萄糖寒天37。，48時間培養1／、白金耳生理的丁丁丁丁



’
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　　　　　第　　　10　　表

分離乳酸菌のマウスに劃する毒性試瞼成績

菌剰精興菌灘南難縢 観興時間内に於ける勧物髄重の墜化
16／1　　】8／11　＝o／1　　22／工　　24／正 配ギ

摘 要

虻劉蓄羅鞭虫内海llll鰐…1隈…l　ll…1
1　19・3　1　己梶

1　22・2　1　一言…

：Bブルガリア

類　似　　菌

姦ブ襟脚　・

3

「亜一

　5

・69曝！・9・1死 1死｝纏荏リ韓齢

』” P6
25・95　125・95［

1劉16…判

　うサビ　　　　け　　

號　鍛暮
［26・Ol生

怪li斜劃

⊥）ブルガリア

類　似　　菌　　”
Eブルガリア

類　似　蕾

・／，，。、7　　　14．5　　114．5　1　　145　　　　14．3　　i　15．3　1生

［26．5　1　　24．7　　　　25．3　　【　25．O　t生

，，

9

10

23。5　　123．5　【　　23．0　　　　24鳥O　　I　24．O　l生

・9・1・9列死 i死｝二二リ乳酸齢

A　乳　　酪
双　球　　菌　　”

　　1】，

四　　12

13．4　　113．4　1　　12．2　　　　11、7　　1　12．5　1生

15．5　　［15．5　［　　14．5　　　　13。5　　1　14．5　t生

至急審　・ト隈鴇胃li鍋lli剖llil降i鉛董　　　　．＿
聖画轄　。「；「薯署鶴『際誓F霧『R語F需｝薯「一一　．

鎧窓欝　・1・1晋、72
18．2　　118．2　1　　17．縁　　　　i8．3　　1　19．O　t　とトし

117．2　｝　　ユ6．7　　　　16。5　　1　17．O　l生，

最裂欝　・　1・陽llil 口1，．5　1　17．r　　17。O　l】8．0｝生

［22．7　1　21．3　　　　21ン　　1　22．6　1生

霊裂醤　・　1・陽1．lli1 123．3　1　21．7　　　　20．3　　　磐1。7　1生

116．1　【　　16．2　　　　16．2　　1　1667　1生

霊轟欝　・レ隈　、乳7
13．7　　113．7　［　　13．1　　1　　13．2　　［　］2．5　1生『

i17．7　1　17．5　　　　17．6　　1　18．31生

壁象欝　・卜際｝鶴
123．2　1　　22．5　　　　22．6　　1　23．o　i生

115．8　1　14＄　　　　14．5　　［　14．71生

壁聾し警t・1・隆 114．8　1　　14．5　　　　14．5　　［　14．2　1生

116．3　1　　16．5　　　　15。3　　1　】菖．31車

差乳欝　・1・陽
12L7　1　　21．0　　　　2L3　　1　21．6　i生

，，

b
119．3　1　　】9・3　　　　2L2　　1　20。61生

乳
乳醤　・レ陽一・「．lll：審・｛・一驚一一・醤：凱1舗一隆

チ・副・レ闘　膿皆1…lll捌ll…1差
引液をマウ．スの腹腔内に注射して前記の齪察を行ひだb，其成績の概要は第】0．表に

して本試験に依れば各分離乳酸菌株はマウスに齢して毒牲を有せざるものの如し

　2．家兎に於ける試瞼成績（第11表参照）

　各分離乳酸菌株のPH　5．5，2％葡萄糖寒天37。，48時間培養1／5白金耳生理駒食盤水浮

游液を家兎の耳艀賑内に注射して前記の観察を行へb，其成績の概要は第11表にし

て各分離乳酸菌株は家兎に甥して毒性を有せざるものの如し

　　　　　　　　　　　　　　　第五葦繕　　　括

　’以上の蜜瞼成績：を総括すれば次の如し’
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　　　　　第　　　11　　表

分離乳酸菌の家兎に劉する毒性門門成績

菌株胆液量麟縢1二三瓢観察期間に於ける動物九重の慶i彬
2『μ　｝2三

篶　摘 要

AブルがリアPH7』・2％出国

類　似．
：Bブルガリア

類　　似、菌

二黒繋廟1卦禦1鮒器1鵬躍雛！．
　　　・／・il麟…欝1…朧1認騰…欝…1圏

聴力纒引・匿一翻趨1…1｝鎧腿躍雛1
姦力ずり量・1・1
Eブノレがリア

類　似　菌
，， ，，

子．甥：糧象21・器脇…1｝甥1…1圏．

▽．葡・i22…［2・…1・・3・・1212・・1生｝

A　乳　　酸
双　球　菌　　”

　　　1‘）　　2085。0　12120．u1　19；タ5．ol　1935．012115。ol生

国苦悶騰…臨2麟…1傍興野

」9／1－20／工迄食慾不進

なりしも恢復す

鼓裂欝・i・1葺臓1…掛騰縄ll…1騰躍1…1陸

隷欝・レ書嬬釧搬ヒ1翻糠畿瑞隆
最難欝・国暑ド畿1…1耀…1離l19騰織雛1

最嚢欝・卜隆授翻騰綿1認1一翻器雛1
F　乳　　酸

双　球　菌

21

万

・・8・・1・・…1・・9・・1・・8・・i・・…｛生｝羅1鶴二進

212・・ P・2…［・・3・・1・84・・i・82・・1生｝槻工二二逡

鼓藻欝・ト1潮型1．1器1巨鐘1…膿；1…朧1…1国

乱熱雲・1・嘉陽翻茎器9…若牒…1騰1膿雛1
毒乳欝・トll騰綴8…跨ll…1際1…1隈1…1陸1

皇霊奮・ト陽
2655．Q　l　2660．Oi　2660．0　1　2750．0　12660．Ol生

≦～486．0　124δ5．q　　2490．0　【　2500．り　i　2495．Oi生

C　乳　　酸
桿　　　　蘭　　”

・号隈1…ll翻騰1｝llll…1膿雛1

チ・・菌・1・■騨列
1．供試乳酸菌製剤及び同飲料総数11種類には馬鈴薯四叉は枯草菌の如き雑菌め混

入せるもの多きが爲めに乳酸菌の分離も比較的困難にして余等の行ひすこる試験の範園

内に於ては直接分離法に依りては乳酸菌の分離不可能にして牛乳培地通過後に於ける

分離法に依りては分離困難にして酸性培地通過後に於ける分離法に依りて比較的良好

なる分離成績を得セ）

　2，分離せる乳酸菌は乳酸球菌最多く次で乳酸桿菌及び同趣状菌なるが，レーrス

の分類法に從ふ時は分離双球菌の大多致はStreptococcus　pyggenes　Rosenbach属に最

能く一致すれ共，糖分解の型式によりて異るものなるが故に軍に乳酸球菌となし，『，分
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離乳弓長桿菌及同三品菌はレーニスの分類法に從へばブノンガリや菌に類似すれ共，荷

在來の記載に一致せざる鮎あるが故に便宜上此面の菌株はカ！ガソや類似菌となし，

他の分離乳酸桿菌の内1二はレー昌スの分類法に從ふ時はBacterium　pneumo赴iae　Frdld蔦

三又はBac艶rium　casei属に近似せるものあれ共，同氏の糖分解作用に關する記載簡

軍なるが忌めに同菌属の何れの菌株に一致するか不明なる鮎あり，因って此種の菌

株は之を一括して乳酸桿菌となせり　　　　　’

　＆右の分類記載法に從ひて各乳酸菌三富及び同飲料より乳酸菌を分離し得ナこる成

績を適応すれば次の如し　　　　　　’

　牛乳培地通過45。培養分離乳酸菌1

　第5號製品よb乳酸双球菌　1菌株

　酸性培地2同通過37。培養分離乳酸菌

　第：1號製品より　乳酸双球菌　　1菌株

　第3號製品よb　乳酸桿菌　　　3菌株

　酸性培地2同通過45。培養分離乳酸菌

　第：1號製品より　乳酸双球菌　　1菌株

’第8號製品より　乳酸双球菌　　1菌株

　第10號製品よb　乳酸桿菌　　　1菌株

　酸性培地4同通過37。培養分離乳酸菌

第2號製品よb　プルガリや類似菌

第4號製品よ．b乳酸双球菌

　　　　　　　　ブノレガリや類似菌

酸性培地4同通過45。培養分離乳酸菌

第：1號製品よリ　ブノγガリや類似二

心2號製品よb　ブノレガリや類似富

民4號製品よリ　ブノγガリや類似菌

　　　　　　　　乳酸双球菌

第11號製品より　乳酸双球菌

1菌株

1菌株

1菌株

1菌株

1菌株

1菌株

1菌株

1菌株



市販乳酸菌製鰯の細菌．學的試験報告
231

．糖分解試験によりて分離乳酸球菌は．2型に分類せられ，ブノγガリや類似菌及び

その他の乳酸桿菌は糖分解の形式によbて各3種類の菌型に分類し得べし．．

5・各分離乳酸菌株は家兎及びマウスに回し‘毒性を謹明せす
1
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　　　　　　　クレソーノレ石鹸液の清毒力に就て

　　　　　　　　　　　　　　　　技　師　佐　藤　　彿　作

　　　　　　　　　　　　　　　　技手川端勇男

　　　　　　　　　　　　　　　　囑　託，林　　倉　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　技生廣羽利根，夫

　　　　　　　　　　　　　　第一節　緒　　　醤

　河合，奥和田（ユ）二三に依り巷間販責せらる》クレゾーノン石鹸鞭は其製造所を異にす

るに從ひ大差あり且日本藥局方規定の内には消毒力強きクレゾーノン石鹸液の製造を阻

害するのものあるが故に之が改正を要すと論じて細菌學雑誌371號に報告せられた

り，爾氏の言の如く市販クレゾーノレ石鹸の消毒力に大差ありとすれば防疫上影響を及

ぼす所紗からす因て余等は二三の試瞼を追試し合せて二等の意見を述べんとす但し化

學的試験の方面は今野技師二二記せられすこるを以て二等は潰毒試験のみを分憺せり

　　　　　　　　　　　　第二節　試験材料及試験方法

　試験材料次の如し

　（1）市販品

　三二的試験終了後今野技師より提供せられナこる自己1號製品至第8號製品8種類の

市販クレ’ゾーノン石鹸液なり

　（2）純品クレゾーノγ

　カールバウム製純品オノレト・クレゾーノレ，バラ・クレゾーノレ，メ久クレゾーノレを使用

せb

　（3）試製クレゾーノγ石鹸液

　一は三等の實瞼室に於て均一ノγバウム製三品クレゾーノン各種異性膣に藥局方石鹸叉

は工業用石鹸を等量に配合して試製三品クレゾーノン石鹸液を作りて使用し，一は粗製

クレブーノγの原料なる中油に隔温分鱈を施して得すこるクレゾーノγに石鹸を加ヘセる試

製ク’レゾーノン石鹸液にして此操作は今野技師の下に撃て行はれ余等はそQ洪給を得た
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る試製品に就て消毒試験のみを行へり　　　　　　　　　　　　　’　　，

　（4）試験方法

　三三方法の詳細は後に亦記載すれ共大｛幾に於て追試の目的に適する駕に二三試験に

於ては河合，奥和田爾氏の試瞼法に從ひたるが，本試験に：於てはRideal　and　Walker雨

氏の改良石炭酸係歎測定法に依る消毒槍定法を探用せり

　　　　　　　　　　　　　　第三節　豫三二駿

　（1）試験方法

　河合，奥和田爾氏の試瞼を追試する自的を以て可及的同氏の試鹸方注に一致せしめ

ず釣，即ち供試菌種は白色葡萄歌球菌，チフス菌，赤痢本型（志賀）菌，コレラ弧菌を選

び各供試菌種20時間塞天斜面培養を掻取り肉汁培養基を10％に加ヘナZる0・85％滅菌食

臨水1．Occ中2・Omgの菌量を含む菌津游液を作れり，而して豫め試験管に三三液2．Occm

宛を入れ置き滅菌毛細ビペツトにて該菌液を管壁に鯛れざる標に2滴を滴下し直ちに

手を以て試験管を振豊混和し作用時間毎に其1白金耳（直径約0．5cm）の渦巻白金耳を

肉汁培地に移し37。の艀竈に48時間培養して菌駿育の有無を検査せり，但し河合，下和

田爾氏は作用時間10秒のみを探用せられセるが10秒の如き短時間の内に消毒實験の

操作を繰り返し行ふ事は實に困難にして余等の脛験を以てしては3－4入の手数を要

しても爾往々にして10秒以上の時間を脛過する事ありて試瞼誤差の爲めに正確なる成

、績を得ざる恐れあるを以て作用時間は10勉時間の外に2分宇，10笏㌧30分，60分の

各作用時間をも探用し各作用時間に於ける消毒試験成績を比較して試験誤差を少から

しむる事にカめたり

　（2）市販クレゾール石餓液の消毒試験　一　　　　　　　　　　　　　　　　「

　本試験成績は之を第1表（大腸菌に樹する消毒力試験成績）よb第2表（葡萄歌球菌

に樹する清毒力試験成績），第3表（チフス菌に鋤する消毒力試験成績）第4表（ゴレラ

菌ヒ回する消毒力試験成績）に至る四表に於て表示せう，・各表を一覧して明零るが如

ぐ供試菌種に樹しては市販クレゾーノレ石鹸液8種に於ては其相互間に消毒力に大なる

差異あるを認め得す，叉市販クレゾーノン石鹸液に封ずる各菌種の抵抗力を見るに⇒レ

ラ三三旧く，チフス菌之に次ぎ，葡萄歌球菌，大腸菌の順序に抵抗力を増加する事他の

●



クレゾール石鹸液の消毒力に就て
235

一般消毒藥に於ける場合と同標なり

　（3）カールバヴム製純計クレゾールに於ける消毒試験　クレゾーノレ石鹸液の消毒力

を登揮する主成分は戸戸中含有の各種クレゾーノレに在るは勿論なるが其クレゾーノγ異

性膿間の消毒力差異の有無に關しては議論あり帥ちSteenhauer（2），　C．　Franke1（3）及び

氏Hen1合（4）等の諸士者はメ久クレゾーノγ最消毒力強くパラ・クレゾーノン之に次ぎ，オ

』ノγト1クレゾ占卜最消毒力弱しと論じ，Rapp（5）はメタ・クレゾーノレ臼玉力強くオノント・ク

レゾー・γ之に次ぎノ｛ラ．クレゾーノレ潰毒力最弱しと圭張す，叉Kana・（6）はオノレト．クレゾ

ーノγ及～久クレゾーノレに於ては相互間に消毒力相異無くパラ．クレゾーノレの消毒力弱．

しと主張す，之に反してSchneider（7）は比較的精細なる丁丁を干てオノレト．クレゾーノγ．

の消毒力はパラ．クレゾーノレ及びメ久クレゾーノレに劣るが如く見ゆれ共試鹸材料不純

　　　　　　　第1表　　　　　　　　　　　第2表
　　　　市販クレゾール石鹸渡6　　　　　’　　　　市販クレゾール石鹸液の葡萄状球菌．

　　　　大腸菌に蜀する言官毒試験成績　　　　　　　　　　　　1こ慧封すろ清毒三斜成績

一・ｹ髭第二第第第二第二丁丁　．・・聖毒口第第第隔日第十封石
　　醐液一二三四五六七八炭　 石鰍一ご三四五六七八炭
作用時閻　　號　號　號　號　號　號　號　號照隠作用時間　　號　號　號　號　號　號　號　號照酸

　10秒1－1－1一［一［一［一i－1－1一　　］o秒1－1－1一［一1－1－1－i－i一
・　2・5　分　1－　1－　1－　1－　1－　1－　1－　1－　1－　　　　　2。5　分　i－　1一　［一　1一　［一　i－　1　－　1－　1一

一lo”1一［一1－1－1一ト1一．1－1－　　10！ノi一【一1－1一一1－i－1－1一
・　30　　・・　1　一　｛　一　1　－　1　－　1　－　1　－　1一　【　一　［　一　　　　　30　　”　　1－　1　－　1　一　［　一　1　－　1　－　1　－　1一　［　一

　60　　　　　［　一　1　－　i　－　1　一　［　一　1　－　1　一　 【　一　1　－　　　　　60　　”　　［　・一　1　－　1　－　1　－　1　一　 ［　一　1　－　i　－　1　一

　と夕6クr／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2％クレノ
　　ール石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，し石
　　鹸按　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹸液
作閑時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作甲時間

　10秒1－1＋【＋1－1引一【＋1引＋　　】o秒1＋i＋1＋i＋［＋1＋1＋1＋1＋
2・5　6｝．　1　－　　1　－　 1　－　i　－　　i　一　［　一　1　－　 1　－　 1　－　　　　　295　分　　1－　1　一　　［　一　1　－　1　－　 i　－　1　－　 1　－　1　一

】o”1一［一1－1一【一1－1－1－1－　　10”1－1－1一［一1－1－1－i一［一
紛　”［一［一1一［一1－i－1－i－1－　　30”1－i－1－1－1一｝一1－1－1一
60　　，，　［　一　　1　一　 ［　一　1　－　 1　－　 t　一　 ［　7　　1　－　 1　－　　　　　　60　　！！　i　＿　1　＿　　【　＿　　1　＿　　1　＿　　1　＿　 1　＿　1　＿　 1　一

　ユ％クレノ
　　ール石
　　鹸液
作用一閲

　1％ケレゾ
　　ール石
　　鶴液
作用学問

lo秒1＋1＋【＋［＋【＋1＋1＋1＋1＋　　エ。禾劇＋1＋i＋1＋1＋t＋［＋1＋1＋
2・5分1＋［＋1＋1＋1＋［＋1＋【＋i＋　2・5分i＋i＋1＋1十［＋1＋i＋1＋1＋

’10”1－1二！－1rl一［＝．［一1－1＋　　エ。”1－1－1一ト［一ト1．一1－1一
一一

ｱ”［一一一1引引一一ト1＋　　30！州一トト1六一一一ト1一60

　0．5％クレ
　ゾール石．
　　鹸液
作用晴簡

・・ k一［一一一一一1二一1＋　．60万1引引一1－1一［一一1－1一
　o．5％クレ
　ゾール石
　　麟液
作用時間

10』．

b1’＋1＋t＋［刊＋11刊→r＋i＋　　10秒1＋1＋1．＋i＋1＋1＋1＋1＋［＋
．2。5　分　レ：十　1・十　1　十　1＋　［　＋・1　＋　1　十　1＋　1　・←　　　　　2・5　分　．1．十　1十　i　十　1十　1　＋　【　＋　1　＋　1　＋　［　十

lo”【刊＋｝＋［＋［＋1＋1．＋［＋1＋　jo”［＋1＋i＋．［＋［＋．し＋1．＋［＋［＋
30　　　，，　［．一　　［　一←　1　十　　［　十　1　十　　1　－　　1十　　［　一　1　十　　　　　30　　！！　　1　十　1　十　1　十　 ［　＋　　1　一ト　i　＋　　［　十　［　十　 1　十

・　60・　，，　1・一　 1　－　　1．一　　1　－　1　－li　一　　［一　　i　－　　1　十　　　　　60　　‘！！　　1　十　1　十　 ［　十　 1　＋『1　＋　1　十　　1　一←　1　十　 ［　十
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　　第3．表

市販クレゾール石高液の
チフス菌にi卜する溝毒試瞼成績

．第4．表　　　・　　．．

市販クレゾ「ル石鹸昨の　　．
コレラ菌にi鮒する沿毒試験成綬

z．5“クレ

@ゾール
@石澱液
?p時間

第一號 第二號 第三號 第四號 第五號 第六號 第七號 第八號 封石
Y照酸

　　　　　　　　　　照酸作用關
10秒［．一・1一［一1一［一1－1－1・、一1－　10秒1一［一i－1－lpl－1－1－1御

z．5　クL’

@ゾール@石艦液
?p時藺

第一號 弟二十 第三號 第二　第レ

l．五

@號．

第六號 第七，號 第八號 謝石
�ﾆ酸

2・5　分　1　一　［　一　　【一　1　一　 ［　一　 1　一　［　一　　’一　1　－　　　　　2・5　分　 1　－　1　一　［　一　 1　－　1　－　i　－　1　－　 1　－　1　一

．10，，1－1－1－1一［一1－L－lr．［一　10，，t一［一［一、1－lrl－1－1－1一
30　　，，　1　－　1　－　 1　－　1　－　 1．一　 1　一　［　一』［．一　1　－　　　　　30・　，，　1　－　1　一　［　一　　1一，1　」　 11」　［　一　1　－　1　一

’60　　，，　1　一　［　一　1　－　1　－　1　－　1一　［　一　［　一　1　一　　．　　　60　　，，　［　一　1　一　［　一　1－　1　一　［　一　1－　1　一　［　一

　Z％クレゾ
　ール石

　鰍作用時間

　2％クレゾ
　ール石

　蝋作用時間
層、P．　、

10秒1－i－1－i一【一［一［一1－1’一　10秒1－1－1－1一［一「一』1一＿［一
2．5　　分　　1　一　　【　一　 1　－　1　－　　1　一　　［　一　1　－　　1　一　 ［　一　　．　　　2・5　分　 1　一　［　r　l　一．1　r　I　－　 1　－　　1　－　　1　－　1　一

10，，1－1－1＿［一1－1－1－1－1一　ユ。，，【一1一・’1－i－i－1－1・一1一［一　　ノ
お0，，1－1一［一．［一1一【一i一［一1－　30・，［一1－1一［一［一1－1－i－1一
60　　，，　1　－　1　－　1　－　i　－　　1　一　［　一　1　－　 t　一　［　一　　　　　 60　　，，　i　－　1　」　1　一　　［　一　t　－　1　＿　1　＿　1．＿　 1　一

　1％クレゾ
　ール石　　麟液．作用時閣

　ユ％クレゾ

　ール石
　鹸液作田時間

10秒1十1十［十1十1十［十［十1十i十　10秒［一［一1一［一1－1一［一［＿i十
2・5　分　1　－　1　－　1　－　1　－　1　一　［　一　1　－　1　－　1　十　　　　　2・5　分　［　一　1　－　1　－　1　－　1　一　 ［一　1　一　｝　一　1　一

．1U・・1－1一［一1－1－i－1－1－1十＿
30　　，，　1　－　1　－　1－　1　－　　1－　1　－　1　－　i　－　1　一

10，，1－1－1－1－1－1－1－1－1一
30　1－1－1一．1一．レ．一1一［一1－1一

60　　，，　1　＿　 1　＿　［　＿　1　－　 i　－　t　－　1　一　 ［　一　［　一　　　　　 60　　，，　1　－　1　一　［　一　 1－　　i　一　 ［一　1　－　i　一　　［　＿

　0．5％クレ・

　ゾール
　亀卜作用鴫闇液

　0．5％クレ

　ゾール
　石鹸作田時間液

・10秒1十1十1十【十［十i十1十［十1十　10二丁1－1＋［十1十．1十1十1十1－t十
・　2・5　分　1　十　1　十　1　十　1　十　1十　1　十　［　十　1　十　1十　　　　　2・5　分　　1－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　一　［　十

・．P0”［一1十1十1十i十1十1十【十1十　10，，1一［一1一［一1－1＿1－1一｝十
30”1－1－1－1一［一1一［一［一1十　30・，1－1－1－i－1一［一1－1－1一
60　　！ノ　i　＿　 1　－　　1　－　　1　－　 1　－　1　－　1　－　　1　－　　1　＋　　　　　　60　　　　　1　－　1　－　1　－　　1　－　1　一　 ［　一　 i　一　［　一　　1　一

第5表
純晶クレゾールの大腸菌に

i了する濯1毒試瞼成績

第6表
二品クレゾールの葡萄状球菌に

蟄量する言肯二二京成絞

オルト、
クレ

　ゾール

パフ、

クレ

　ゾール

二二、

クレ

　ゾール
石炭酸

クレ「一ル
囃嚏ﾙ

オルト、

Nレ
@ゾール

●　　一

oフ、
Nレ
@ゾール

メタ、

Nレ
@ゾール

石炭酸

詳」・

－10秒
目2・5分

・5，，

10，，

・15，，

Q0，，

．30，，

60’
D，，

・・1・251中・1・25111…

十

十

一十

一・ ¥

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

…白血・痛誤一い

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

10秒
2・5分

5，，

10，，

15，，

20，，

30，，

60，，

0．5

十

十

十

0．251

十一

十一

十一

十一

十一

十一

十一
』十一

0．5

十

十

…i・

十

十

十

十

十

十

十

十

・・1・…

十

十

十

十＿

十＿

十＿

十＿

十＿

十一

十一

十一

・1・・

十

十

十

十

十

十

十

十．

十

十

十
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　　　第7表

純一クレゾールのチフス菌に

i封ずる量肯口試瞼垣愛野

　　　第8表幽

純晶クレゾールの赤痢菌に’

回する一州玉野成績

ク黙認陀一。多瓠石塔ク㌶㌃㌶レー。㌶｝一。石炭酸
論語」・陣25tli・・iα25［・［・・i・・51・国・・．繭～竺」・1・・1・・5国・・1…1・［・・1・25回・1・・

10　秒

2・5分

5　，，

10　，，

15　，，

20　，，

30　，，

60　，，

十

十

十

十

十

十

十

ナ

十

十 十

十

十

十

十

十

．十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　　第9表
純晶クレゾールのコレラ菌に

劉’する濯f毒試駿：成績

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

ク瑚殉こ。陽ノ｝一趣酸
漏謙」中・岡・陣・・［・陣・・［・国・・

10　秒

2・5分

5　，，

10　，，

15　，，

20　，，

30　，，

60　，，

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十 十　　一

十　一

十　　一

十　一

十　一

十　　一

十・一

十　　一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十・

10　秒

2・5分

5　，，

ユ0　，，

15　，，

20　，，

30　，，

60　，，

十 十

十

十

十

十 十　一

十　一

十　一

十　一

十 十

十

十

十

十 十

十

十

十

にしてフエノーノン混入せし量によりて斯

の如き滑毒忌の差異を示すものにして化

心的純粋なるクレゾーノレ同質異性膿間に

は消毒力に差異を認めすと圭張せり，二

等も亦クレゾーノレ石鹸液の溝毒力の差異・

を試験するに回り，先づ此同質異性膿の’

消毒力の比較試駿を行ふの必要なるを認

めSchneiderの圭張せるが如く化學的純．

品としてカーノンバウム製品を使用して豫．

備試験を施行せb

本試験成績の大要は之を第5表（大腸菌に封ずる試験成績）第6表（葡萄朕球菌に封

ずる清毒試験成績）第7表（チフス菌に劉する消毒力試験成績）第8表（赤痢菌に封ずる

消毒力試験成績）第9表（コレラ菌に上する清毒力試験成績）に表示せb，表によりて明

なるが如くカーノレバウム製純二才ノレト，バラ及びメタの各同質異性騰クレゾーノン相互’

問には強て沿毒力に差異ありとは認め得す，濁り大腸菌及び赤痢菌に上する消毒力試

駿成績に於て極めて僅かに同質異性膿間に滑毒力の差異あるが如く見ゆれ共之は寧ろ

避け得ざる試瞼誤差と認めたb，弓馬菌種の各純品クレブーノγに樹する抵抗力は概し
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て大腸菌最強く，葡萄状球菌，赤痢菌，チフス菌の順序に於て之に次ぎコレラ菌最も弱

きもの、如し

（4）試製純品クレゾール右二二消毒試験

前項試験に於て純品クレゾーノレ同質異性瞠相互間に潰士力に認むべき差異無きを知

lb得ナaるを以て右の各種引引クレゾーノγを材料となし試製クレゾーノレ石鹸液を作b其

相互間に於ける浦毒力の差異の有無を検定せり・

幽三尉照試瞼材料としてキ．シレノーノレ，日本粗製クレゾーノγ及び濁逸製クレゾーノγを

第10表
試製純品クレゾール石鹸液の

大腸菌に封ずろ消毒試験成句

第11表
試；製純晶クレゾール石鹸液の

チフス菌に封ずる滑毒試験成績

％クレゾ

[ル石鹸

t

歪1、 歪、 ノぐ

禛N

．パ

ｦク，

メ盈ク 二二ク 日本粗製 日本粗製

二二

妤夋

Nク

キシレ

シン

キ困

ク ク
レ レ レ レ

ク ク レ　レ ノ ノ

夢 蔓
ゾ ゾ ゾ ゾ 蔓 蔓 ゾゾ

f．
τ

作
葺 1 i 1 1 ；

1 置 1　1 ル ル 炭
ル ル ル ノレ ル ノレ ノレ ル ノレノレ 藥 工

用　時 藥局方 工業用
藥．局方

工業用 藥局方 工業用 藥局方

用

工藥工
ﾆ局彙
@丁丁

局：方 業用

石 石 石 石 石 石 石 石 石塁 石 石
間． 瞼鹸鹸鹸鹸鹸鹸鹸両両鹸鹸

液濡液液 臼を液液 液液液 液 液 酸

2％クレゾ

ール石鹸

液

作

間

オ
ノレ

ト

、

ク

レ

ゾ

1

ノレ

藥
局
方

石
鹸
液

オ
ノレ

ト

、

ク

レ

ゾ

1

ル

工
業
用

石
鹸
液

づ

乙

ク

レ

ゾ

1

～レ

藥
局

方

石
鹸
液

パ
ラ

、

ク

レ

ゾ

1

ル

工
業
用

石
鹸
液

メ

タ
、

ク

レ

ゾ

1

ル

藥
局
方
石
鹸
液

メ

タ

、

ク

レ

ゾ

！

ノレ

工
業
用

石

液

u
本
粗
製
ク

レ

ゾ

1

ル

藥
局
方

石
鹸
液

日

本
粗
製
ク

レ

ゾ

1

ル

工
業
用

石
鹸
液

濁

逸
ク

レ

ゾ

1

ノレ

藥
局

方

石
鹸
液

濁キ

逸シ

クレ

レノ

ゾ1

1ル
ル藥
工
業
用

石

鹸
渡

局

方

石
鹸
塒

キ

シ

レ

ノ

1

ル

工

業

用

石

鹸
液

石

炭

酸

10秒H－1一トト［一1－1一［一1－1－1－1一 10秒1一［一1－1刊一1－1－1一［引一t－1－1一

2・5分1一ト1－1引一t－1－i一トト1一ト1一 2．5分1－H－1－1－H－1－1－H－1－1一

10　，，1引一1引一トH－1一ト1－H一ト 　10
－30

，，1－1一ト1－1一トH－1一［一トH一
30　　，，　1一［一1－1－1－i－1－1－1一【一［一1－1一 ”ト1＝H－H－1一［一ト1－1－1引一
60　　，，　1－1－1－t－1－1－1一［一1－1－1－1－1一 60　　，，　一1－1一［一1－1－1－1－1－1一　一1－1一

〉謹」
10秒t＋】＋1＋匝囲＋1＋1＋1十1＋1－1一［＋

　救」
10　秒1＋1＋1＋1十［＋1＋1＋1＋1＋1＋1一ト1＋

2・5分1＋1＋1＋1＋1＋［＋1＋1＋1＋1＋1一ト1＋ 2・5　　分　1一［一【一1－1－1－1－1－1－1－1－1－i十

10　，，i－H－i－1一ト1一ト1－1－t一ト1＋ 】0　，，1－1－1－1一ト1－1■一1一ト1刊一1十

30　，，ト1－1－1一［一1－1－1－1－1一［一1－1＋ 30　，，1－1－1一トH－H－1－1一ト1－1一
60　　，，　1一［一1－1一［一1－1－1－1一［一1一｝一1一 60　　，，　【一1－1－i－1－lrl－1－1－1一［一1－i一

＼救1
10　秒1十1＋1＋1十1十［＋【＋i十1＋1＋1＋1＋1＋

＼救1
10秒i＋1＋i＋田＋困＋1＋［＋1＋田＋［＋

2・ろ分1＋1＋【＋i＋1＋1＋ヒ＋1＋1＋［＋1＋1＋i＋ 2・5　r分い　1十1十［＋1＋1ρト1＋1＋　＋1＋1＋t－1－1十

10　，，1＋1＋1＋1＋1＋1＋1＋1＋1＋［＋［一H＋ 10　，，H＋1－1＋H＋田＋1一［＋1－H＋
30　　，，　1十i＋｝一1十1十1十1－1十1－1－i－1－1十 30　　，，　i－1－1一［rl－1－1－1－i－1－1－1－1十

bO　，，トト1－H－H－1－i引一H一ト← 60　　 　　　1－1一［一1一［一1一［一1－1－1－1一「一1十

〉讐t
10　　　秒　 1＋1＋［＋1＋1＋［＋1＋ i＋1＋【＋1＋1＋1＋

』慢1
10秒1＋＋困＋囲＋［＋田＋！＋＋［＋［＋

2・5分1＋1＋1＋＋1＋1＋田＋1＋1＋1＋1＋1＋ 2．5分［＋1＋1＋1＋困＋1＋1＋1＋1＋＋1＋i＋

10　，，困＋困＋1＋＋［＋田＋1＋1＋1＋i＋ 10　，，1＋【＋困＋1＋［＋1＋困＋1＋【＋1＋1＋

圃1．．、 30　，，困＋i＋1＋【1＋＋1＋1＋1＋1＋1－1＋1＋ 30　”1＋田．＋困＋［＋1＋［＋田＋H＋i＋

60　　 ，，　1十［十1十［十1十［十1十［十1→一1十1－1－1十 60　”1＋1＋1＋1＋i．＋1＋1＋1＋田＋H－1＋

吻
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も使用し右の各供試材料クレゾーノγに日本藥局法石鹸叉は工業用石鹸を等量宛配合し

て試製クレゾーノレ石鹸液を作れり，藥局方石鹸と工業用石鹸長者を別々に加へて各二

種類の試製石鹸液を作．りたるは石鹸の種類叉は石鹸の内に含有せらるるアノンカリの消

毒力に及ぼす影響の有無をも知らんと欲し花るが故なb，封照試験としてフェノーノレ

の消毒試験を．も加へだり、．

試験成績の大略は第10表（試製純品クレゾーノレ石鹸液の大腸菌に蜀する消毒試験成

．績）第11表（同石鹸液のチフス菌に値する滑毒試験成績）第12表（同石鹸液のチフ耳

第12表 第13表
試製クレゾール石鹸液の赤痢菌に

封ずる不可試瞼成績

試製クレゾール石鹸液の葡萄状1

球菌にi封ずる浩毒試瞼成績

2％クレ．ゾ

ール石鹸

液

作

用

時

間

オ
ノレ

ト

、

ク．

レ

ゾ
！

ノレ

藥
局
方

石
鹸
液

オ
ル：

ト

b

ク

レ

ゾ

1

ノレ

工

業
用
石

鹸
液

づ

フ、

ク

レ

ゾ

1

ル

藥
局

方

石
鹸
液

づ

孔

ク

レ

ゾ

1

ル

工
業
用

石

鹸
液

メ

盈

ク

レ

ゾ

1

ル

藥
局
方

石
鹸
渡

メ

タ、

ク

レ

ゾ

i

ノレ

工
業
用

石
鹸
液

日

本
粗
製
ク

レ

ゾ
τ

ノレ

藥
局
方

石

鹸
液

日

本
粗

製
ク

レ

ゾ

1

ノレ

工
業
用

石

液

濁濁

逸
ク

レ

ゾ

1

ノレ

藥
局

方

石

鹸
液

逸
ク

レ

ゾ

i

ノレ

工
業
用

石
鹸
液

キ

シ

レ

ノ

1

ノレ

藥

局

方

石
鹸
液

キ

シ

レ

ノ

1

ノレ

工

業

用

石

鹸
液

石

炭

酸

2％クレゾ

ール石鹸

液

作

用

時

間

オ

ル
ト

、

ク

レ

ゾ

1

オ

ノレ

ト

、

ク

ヒ

ソ

1

ノレノレ

藥工
局業
方用
石石
鹸鹸
渡液

ぴ
7、

ク

ノレ

ゾ

1

ル

藥
局

方

石
鹸
液

ぴ

フL

ク

レ

ヅ

1

ル

工
業
用

石

鹸
渡

メ

タ、

ク

レ

ゾ

1

ノレ

藥
局

方

石

液

メ

タ、

ク

レ

ゾ

1

ル

工
業
用

石

鹸
液

日

本
粗
製
ク

レ

ゾ
1

ノレ

藥
局
方

石
鹸
液

本
粗

製
ク

レ

ゾ
1

ノレ

工
業
用

石

日鷺

鹸鹸
液液液

逸逸
クク

レ　レ

ゾゾ

1　1

ノレル

藥工
局業
方用
石石
　鹸

キ

シ

レ

ノ

1

ル

藥

局

方

石

鹸
液

キ

シ

レ

ノ

1

ノレ

工

業

用

石
鹸
液：

石

炭

酸

10秒1－1－1－1一［一トトH引一1－H一 10・秒1－H引一H－H－1一［一H一ト
2・5　分　1一［一1－1－1－1－t－1－1－1一［一1－1一 2・5分H－H一［一H一ト1一［一H一［一
lo　，，ト1－1－1－1－1－1引一1一トト1－1一 ユ0　，，トH引引刊引一1引一［一ト【一1一

30　”1－1－H一トH一トH－1－H一 30　，■一【一ト1引一1－H－H－H一［一
60　　，，　t－1－1－1－1一［一1－1－1一［一1－1－1一 60　　，，　1－i－1－1－1一！一1－1－1－1－1一［一1一

　救1
10秒1＋田＋1＋1＋1＋1＋1＋園＋H－1＋ 10秒1＋1＋1＋1＋田＋1＋田＋1＋1＋田＋
2・5　　分　1－1－1一【一1－1－1－1－1－1一［一1－i一ト 2・5　分り｛十1十1十1十i十【十t十1十1十1十1一［十1十

10　，，トH刊一H－1－H－1－t一ト［＋ 10．，，1－1一ト1刊＋困一1一［一ト［引刊＋

30　，，H－H－Hヨート1一［一H－1一 30　，，1一［一ト’卜1一トト1－1－H■一［＋
60　　，，　1－1－1－1－1一【「1－1－1一［一1一［一1一 60　　　，，　1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－1一

　慢i 。“5脇

10秒1＋困＋1＋i＋1＋1＋1＋1＋i＋田＋1＋ 10秒困＋田＋［＋田＋1＋1＋［＋1＋田＋
2。5　　分　i十1十1十［十［十1十1十1十1＋1十　一［一1＋ 2・5分困＋1＋田＋田＋1＋［＋田＋1＋1＋
10　，日一1＋i＋ト［＋1＋ト1＋1一［＋［引一1＋ 10　，，困＋［＋田＋田＋困＋1＋1＋i＋1＋

30　，，H－1一ト1一ト1－1一ト1－H－i＋ 30　　，，　1一［一1十1十1＋1－1＋1一［一［一1－1－i＋

60　　　　1一［一［一1－1－1一［一1．一i－1一［一［一1十 60　　，，　［一1－1－1－1〒1－i－1－1－1－1－1－1＋

　慢1 。“25％

10秒1＋田＋1＋［＋1＋1＋田＋1＋［＋［＋1＋ 】o秒1＋i＋1＋困＋1＋1＋1＋1＋｝＋囲＋i＋
2・5　分　1十i十1十i十〔十1十［十［十1十ヒ十1十［十［十 2・5分［＋1＋1＋レ＋1＋田＋困＋t＋t＋1＋1＋
10　，，1＋1＋田＋［＋［＋1＋［＋i＋1＋［一困＋ 10　，，1＋囲＋1＋i＋田＋田＋1＋1＋［＋［＋

＼　　　30　　・，　1十1十［十1十1十1十1十1十1十！十1－1－1十 30　・．｝＋1＋1＋1＋1＋i＋1＋1＋1＋1＋1＋1＋1＋

60　　　　　　1＋1＋［＋［＋1＋1＋［＋1＋［＋［十1－1一［十 60　　，，　［十［十1十［十［十1十【十［十t十1十1十1十t十
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、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
菌に卜する消毒試験成績）第13表（同石鹸液の葡萄朕球菌に封ずる消毒二二成績）第

14表（同石鹸液のコレラ菌に樹する溝毒試験成績）に表示せり

　各表を通覧して大工に於て認め得る瓢は各試製純品クレゾーノγ石鹸液相互間に著し

き消毒力の差異なき事實とキシレノーノン石鹸液の他のクレゾー・ノン石鹸液に比較して消

毒力強く之に反してフエノーノγが著しく消毒力弱き事實なり，純品クレゾ」ノレ石鹸液

と粗製クレゾーノレ石鹸液との滑毒力に差異ある成績と差異無き成績とあり，叉藥局方

石鹸と工業用石鹸とは消毒力に認むべき影響を及ぼす成績と然らざるものとあbて成

　　　　　　　第　14表　　　　　　績の一致を映けり，思ふに蜜瞼回数も一同

　　　　賦製クレゾール石鹸液の・レラ　　　　宛にして小なる試駿成績の差異は避け得ざ
　　　　菌に坐塗すろ清毒試瞼成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る試験誤差なるか，叉は眞に消毒力の差異
　　　　　オオ　バメ　　　　二二キキ石　　　％クレゾ　　　　　　ル　　ラタタ　本

一ル石鹸

ゾ　　　　　　　　　ゾ

　　　　　　　　　　炭
　　　　　ルル　　藥工

糠簾藥薄襟
　　　　　　　　　石石
1鹸鹸鹸鹸鹸鹸　鹸鹸鹸　鹸
　　　　　　引田　　液液　液液1液

10秒H－H一ト1－H一ト［一H一［＋
2・5　導ト　1一【一1－1一［一1－1－1－1－1－1－1－1一

10　。H一ト1－H－H－H－1－H一
30。H－1一ト1－1二一【一1刊一トH一
60　　，，　一一1－1－1－1一［一1－1一【一［一［一［一

＼響」

10秒トi＋卜1引引＋H＋H－1－1－i＋
2・5分1引■一1一ト［一H－1引一ト［一1＋

10”ト1一トトH－1一トH一［一ト1一
30　　，，　1一［一1－1一【一i－1－1－1－1－1一［一［一

60　　，，　1一トー［一1一【一1－1－1－1－1－1－1一［一

あるものなるかの三下の困難なるものもあ

り，叉供試石鹸液の稀繹の範團も狭き爲め

に小なる丁丁力の差異は成績として現はれ

得ざる鮎もあるべく，要するに丁丁力の小

なる差異の有無を劃定するに試瞼方法をi墜

更すべき必要を認めたう，而して各菌種の

試製清毒液に劃する抵抗力は依然として大

腸菌，葡萄1二三二等比較的強く，チジス菌

赤痢菌下之に次ぎコレラ丁丁弱き成績を示

せり

職1
10秒田＋困＋t＋t＋1＋［＋1＋［＋H＋1＋
2．5　分　1－1－1－1＋i一［＋［一1＋1－1－1一［一1＋

10”純一H－1一トH一トト［一H＋
30”トト［一1－1－1一トトトト1一ト1＋
60　　，，　1－1－1－1一ト＝1－1－1－1一［一1－1－1一

＼漫1
10畑田＋［＋困＋困＋［＋1＋1＋田＋【＋．
2・5　分　1十1＋1十1十1十1十1＋1十1十1十1一［十1十

10　，，困＋［＋i＋1＋田＋1＋困＋1－H＋
30　　，，　t十1＋t十1十1十1十1十1＋1十1＋1－1－1＋

．60　　，，　1十1十［十1・十1十［十1十｛十1十［十1一［一1十

　　　　　第四節　本試験

　以上行ひセる豫備試瞼に於ては追試験の

目的を以で河合，奥和田爾氏の試験法に從

　　　　そひて，クレ’ゾーノレ又はクレゾーノン石鹸液の

消毒試験を行ひ，大膿の試験成績は知）得

ナZるも二二の試験方法の如き作用時間10秒

の二二は操作困難にして往々二二誤差を招
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き易く，消毒液の稀繹度の年占狭き爲めに消毒力の小なる差異は成績として現れ得ざ

るものあり，・叉消毒試験に於ては小なる試瞼成績の差異は同一人の操作に於ても必ず

しも避け得ざる所にして，七十同数も一同宛にては不充分なbと信ず且つ消毒力の差、

異を＋叉は一を以て表示して或者は大差ありと詳し，他の者は大差なしと下張するも

何れが果して眞に近きものなるや決し難き事もあるべし，因て上等は種々なる試験方

法の不備を補ふべく本試験に於ては先づRideal　an4　Walker爾氏改良の石炭酸係歎

測定法に依る消毒寺井定試験方法を探弄して消毒力の差異の有無及び程度を石炭酸係

数を以て現す事となし，作用時間をも可及的延長し試験誤差を考慮して少く共同様の

試瞼を5同塁上繰返し其日均値を採り，其の値と試験誤差の李均値と比較して嚴密な

る消毒力の差異の有無及程度を決定せり，而して各使用菌種の他は消毒藥に堕する

と三三にク｝・ゾーノレに心する抵抗力にも一定の形式を認めだるを以て各菌種を試験毎

に繰返す繁を避け，フデアノン及ウオーカー爾氏の如くチフス菌のみに就て試験を行へ

り

（1）市販クレゾール石鹸の石炭酸係数測定法に依る消毒試験

第 15 表

市販クレゾール石鹸液の石炭酸係数測定法に依る第一同血肉力試駿成績

第1野 口2號

綴度幽間株ﾈ総
別・干死・號第・平帯・號第・號第・押

ｽ炭酸

欝欝分、弗鴎粥弗b分
1　＝　60　　　　　1　＿　1　－　1　＿　 1　＿　1　＿　1　＿　1　＿　i　＿　 1　＿　 1　＿　1　＿　［　＿　 ［　＿　 1　＿　1　＿　 ［　＿　［　＿　1　＿

1370　　1－1－1－1引一1引引一1一レ1－1－1引一1－1一一1一
1：80　　1一［一1－1－1－1一引一一1引一［一1一［一1－1引＋1一
1　＝　90　　　　　1　－　1　一　［　一　1　－　1　一　［　一　1　－　1　－　1　－　1　－　1　一　［　一　1　－　i　一　 ｝　一　1　一　［　＋

1：100　　1－1一ト1器皿1－1一ト［一1引一1引一1－1一一1＋1＋
1・110　　1一［一1－1－1－1－1－1－1一［一1－1－t－1－1－1－1＋1＋
1：120　　1一一i－1引一ト1－1一引一一t一［＋1一トi引＋【＋
1　：　130　　　　　1　十　1　－　i　－　　i　一　　［　一　　1　－　1　－　1　－　i　－　　1　－　　1　－　1　一　　！　十　　1　一　　［　一　　1　－　i　十　i　十

1　＝140　　　　　1十　1＿　1　十　1　＿　1　＿　t　＿　1　＿　1　＿　1　＿　1　＿　i　＿　1　＿　［　十　｝　＿　1　＿　1　＿　i　十　［　十

1・150　　1＋1一［＋卜［＋ト1一一トトトト1＋1二一引＋1＋
1　：　160　　　　　1　＋　 i　一　　［　十　 1　－　 1　十　 1　一　［　十　 1　－　　1　－　 1　－　　1　一　［　一　　1　＋　　i　＋　　1　一　 ［　一　　［　十　1　＋

1　：　170　　　　　1　十　1　－　 1　→一　【　一　［　十　 ｝　十　】　十　　1　二：　1　＋　 ［　一　 1　－　1　一　［　十　 【　＋　　［　一　［　一　 1　十　 1　＋

1　：　180　　　　　1　＋　1　－　　1　＋　1　＋　　1　＋　　1　＋　1　＋　　1　－　　1　＋　　1　－　　1　＋　｛　一　　1　＋　　1　＋　　1　＋　　1　－　　1　＋　　1　＋

1　＝　190　　　　　　i　＋　　［　十　　1　＋　　1　＋　　1　十　　t　十　　i　十　　［　十　1　＋　　i　十　　1　十　　1　＋　　i　十　1　＋　　1　十　　［　一　　1　＋　　t　十

1＝200　　1＋1＋1＋1＋i＋1＋1＋1＋1＋1＋1＋1＋【＋1刊＋［＋i＋i＋
石炭酸蔽1・85t…｛・・8／・・7i…11酬…い24i
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第 16 表

市販クレゾーノン石鹸液の石炭酸上敷測定法に依る第二同日三下瞼成績

1

第．2號 第3號 第4號 第5號 第6號 第7號 第8號　石炭酸

1 1 l　　　　　I　　　　　I l　　　　　I 1 l　　　　　I 1　　　　　1　　　　　1　　　　　i

：蕪興3ち・5鵡15分鉱ち15ずち15分臨ち鴫1鴫15鵡・5鵡15分

：L言60 1－1－1－1－1－1－1－1一［．一t－1一［一［一1－1．一1－1－1一
1：70　　1－1－1－1一［一【一1－1－1一［一・1－i－1－1－1－i－1十［一
1：80　　1一［一1－1－1－1一［一1－1－1一［一1－1－1一［一1一［十1一
1　＝　90　　　　　［　一　1　－　1　一　 ［　一　｝　一　 1　－　i　－　　i　－　1　－　i　一　［　一　1　一　［　一　1　－　 1　－　1　－　　1　十　1　一

13100　　1－1一【一1－1一【一1一．1一［一1－1一［一［十【一1－1－1十i十
1＝1ユ0　　［一1一［一1－1－1－1－1一［一1一［一1一ド十【一1一［一1十1十
い120 1一［一　一［一1－i－1－1一［一i－1一｛一1十【一t一［一［十1十
1　：　L30　　　　　i　－　　1　－　　1　－　　1　一　［　一　　1　－　1　一　　［　一　i　－　　1　－　　1－　　1　－　1　＋　i　－　　1　－　i　－　　1　＋　　i　＋

1＝140 ［十i－1－1－1－1・一1一【一1一［一［一1－1十1一【一1一【十1十
1：150 1十［一1十1－i一［一1一【Fl－1－L＝＝1－1→Pl十［一【一i十i十
12160 i十1－1十［一1十1一　一　一［一1－1－1－1十1十［一［一1十1十
1＝170 1十［一1十1十1十1十1一［一1－1－1十1－1十［十［r［・一1十1十
1；180　　1十【一1十1十1十1十1十1一［十1－1十［一1十1十1十1－1十1十
B190 1十1十1十［十1十1十1十【十1十［一1十1十1十1十1十i」i十1十
1＝200 ［十1十1十1十1．十1十「十1十［十［十1十［十1十1十1十1十［十1十

磯瓢1…1・・5悔・・隔・・i・471…1…31a・・1

第 17 表

市販クレゾーノン石鹸液の石炭酸三五測定法に依る第三同滑毒丁丁成績

第1號 第2號 第3號 第4號 第5號 第6號 第7號 第8號 石炭酸

・訳㌦15鵡1鴫15分λち・5分鑑ち・鴫・5鵡15分且ち15分2寄・5分

1：60 t一［一［一1－1－1－1一［一1一［一1－1－1－1－1－1－1一［一
1；70 1一［一［一1－1－1－1－1－1－1－1一［一1－1－1－1－1－1一
1：80
1390

1－1－t一［一1一［L1一［一1－1－1一［一1－1－1－1－1十1－
1一［一1十t－1十1－1－1－1十［一1－1－1十［一1－1一［十1一

1＝100 1一［一［十1－1十1－1－1－1十t－1一［一1十［一［一i－1十じ一
1：110
13120

1－1－1＋［一1＋1－1＋1－i＋1一！＋i－1十1－1－1－1十［一
1－1－1＋1－1＋1－1＋1－1＋1－1十1－1＋1一［一1－1＋1十

1言130
1：ユ40

1－1－1＋1－1＋1－t＋1－1＋1＋ ＋1－i＋［一i十1－1＋1＋　 ’

1一［一1十［一1十1－1十1－1十1十［＋1一［十1一［十｝一1十［十
1：150 1十i一｝十t十1十1十1十［一1十［十1十1十｝十レ十1十t－1十1十
1＝160
13170

1十1－1十t十［＋1＋［十1－1＋1＋i十1十1十1＋1＋［一［＋1＋
十1－1十1十［十1十［十1十1十1十1十［十1十1十1十［一1十1十

1．＝180 1十1－1十1十1十1十1十1＋1十1十【十1十1十　十1十1－1十　十
1　：．190　　　　　1　＋　［　一　1　十　1　＋　［　十　1　十　t　＋　1　十　t　・←　1　＋　1　＋　 i　十　1　＋　i　十　1　＋　1　－　1　＋　1　＋

13慧00　 1十1＋［＋［＋［＋1＋［＋1＋1十t＋1十1＋1＋i＋i十1＋1＋1十

磯系剰・…1…1．…1・樹U・レ・3611・・i…t
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第 18 表

市販ンレゾーノン石鹸液の石炭酸係数測定法に依る第四同潰毒試験成績

第1號

㌦・5分

第2號

aち・5分

第3號

膓1・分

第4號

2’

p15分

第5號

㌦・・分

第6號　 第7二二　 第8號

2傷・5分2’寄i・・艦15分

石炭酸

2’ち・5分

1・60． P一ト1引一．P－1－1一「1－1一引一一「Fl－1－1一
1＝70 ト1－1－1引一一トト1一トト1■一1－1－t－1－t一

睡1・SO　l二1－1－1－ir1－1－1一「【一「1一｝一．1二1－i一［＋1一
1：90 1－1－1十1－1十1－1－i－1－t－t－t－i－1－t－1－1十t一
1＝100 1一【一1十1－1十1－1－1－1－1－1－1－1－1一｝一1－1十1一
1：110 1－1－1＋1－1＋1－1＋1－1＋1－1＋1－1＋1－1－i－1＋1一
1：120 1一［一1十1－1十1－1十1－1十1一！十1－1十1一［一1－1十t一
1：130 1十1－1十1－1十［一1十1－1十i－1十1－1十【一1－1－1十1一　　、
1：140 1＋1－1＋1一［刊＋i＋1一［＋1－1＋1引刊一＋1一刊＋
1：150 1十1－1十1十［十【十1十1－1十i－1十1－1十1－i十i一［十［十
1：160 ［＋1一［＋［＋1＋1＋［＋1－1＋1＋1＋［一｝＋1－1＋【一1＋i．＋
1：i70 1＋1－i＋1＋i＋1＋1＋［引矧＋｛＋ト1＋1＋1＋1引＋1＋
1：180 1＋t＋1＋i＋1＋［＋1＋1＋1＋1＋1＋［＋1＋1＋｝＋1＋1＋1＋
1：190 1十1十1十1十1十1十1十1十t十1十1十1十1十1十｝十1＋1十1十
1＝緊00 1＋1＋1＋1＋［＋［＋1＋1＋i＋1＋1＋1＋［＋1＋i＋1＋1＋1＋

石炭酸系数「 1，51 L11 1．07 1．37 L29 1．37 L33 L62

第 19 表

市販クンブーノレ石鹸液の石炭酸玉敷測定法に依る第五同消毒試験成績

作用時間

第1耳

門参15分

第2號

a参・・二

二3號

λ参・5分

第4號

2．5

分
15分

第5號

2’A・5分

第6號 第7二 第8號石炭酸

λ参15艦・5分！2傷．15分㌦15分
1

1＝60 1一［一1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－lrt一｝一1一
1＝70 1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－t－1－1－1－1－1－1一
1：80 1－1－1一［一1－1－1－1一［一i－1－1－1－1－i－1－1十1一
1：90 1－1－1－1－1－1－1＋1一［一1－1一［一・［一1－1－1－1＋1一
1：100 1－1一［＋1一ト1－1＋卜1＋ト1引一．1一ト1引一｝＋1一
1：．110 ［＋1－1＋ト1＋1－1一一1＋1－1＋．1一・1＋1一一1一一＋ト
1＝120 1＋1－1十1－1十1－1十1－1十1－1十1一・1十■一・1－1－1十1一
13130　1＋ト1＋1一［＋［＋1＋1－1＋1一＋・1引＋1－1－1－1＋1＋
1：140 1＋ト1＋1－1＋1＋1＋1－1＋1一［＋［＋1三一1－1－1刊＋
1：150 1＋ト［＋卜1＋［＋1＋1＋［＋1一［＋1＋1＋トトト1＋［＋
1＝160． ・1十1－1十1十［十i十1十1十1十i－1十t・十i十1一｝十1－1十｝十　　一
1：］70 1＋1引刊＋1＋1刊＋1＋1＋1－1刊刊刊一刊一刊＋
1＝180 ・1＋［＋i＋・1＋．1＋一＋．1＋1＋1÷・［＋・1＋・1＋・［＋1＋・1＋［一1＋1＋

1；190 1十1十1十［＋［十［十1十1十［十［十1十i十1十［十1十［一｝十［十
1：200． 1＋・【＋．i＋1＋1＋1＋1＋［＋［＋・1＋・1＋・［＋・1＋d＋i＋1＋1＋1＋

石炭酸系数 1，48 1．27 1．22 工．工6 1．36 1．63 L42 1．86
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20 表

市販クレゾーノレ石鹸液の石炭酸係歎測定法に依る第六同消毒試験成績

第1號 第2號 第3號 第4號 第5號 第6號 第7號

訳急ちi15分鉱ち・5鵡・5分％ち・5分aち・5分3ち1鴫・・十

二8號

λち・・分

石炭酸

2、・5分

1　＝　60　　　　　1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　一　［　一　1　－　1　一　［　一　1　一　［　一　1　－　 1　一

1370　 1一［一1－1－1－1一　一1－1－1－1－1一［一t一［一i一［十i一
1　＝　80　　　　’【　」　1　－　 1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　 1　－　1　－　 1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　＋　1　一

1　3　90　．　　　｝　一　 【　一　 1　－　1　－　1　－　1　－　1　一　［　一　 1　－　1　一　【　一　1　－　1　－　1　－　1　－　1　－　1　＋　1　一

1＝100　 1rl－1十1－1－1」1十1一［十1『1十i－1－1一！一1－1十1一
1＝110　 1－1一｝十［一1十1．＿［十1＿1十i＿1十1＿［＿1＿1＿1＿［十1十
1　＝120　　　　　【　一　1　－　1　＋　1　一　［十　1　－　1十　1　－　1　4。　1　－　1　十　1　一　［　＋　1　－　1　－　1　－　t　十　1　＋

1＝130　　1十1－1十【一［十1一［十1－1十1－1十［一【十1－1－1一［十1十
1　3140　　　　　1　十　1　＿　1　＋　1　＿　1　十　1　＿　1　十　1　＿　1　十　1　＿　1　十　1．＿　1　＋　［　＿　1　＿　1　＿　1　十　1　十

1；150　　1十1＿［十1＿1十1＿1＋1＿［十i＿i十［十［十1＿1十［＿1十1十
1　3160　　　　　1　＋　1　一　 ！　＋　1　十　1　・←　1　－　 1　十　1　十　1　十　 1　－　1　十　 ［　＋　［　十　l　r　l　十　1　一　［　＋　1　十

1：170　 1十1十1十1＋1十［十［十1十卜十1十1十1十1十1十1＋1＋t十卜←
1＝180　　1十1十1十1十i十1十1十1十1十1十［十1十1十1＋1十1十1十1十
1＝190 ［十1＋1＋［十1＋i十1十トト1十1十1十1十1十1十［＋1十1十1十．

’　1　＝200　　　　　1　十　1　十　1　＋　1　＋　1　十　［　十　　【十　1　＋　1　十　1　十　1　十　　1　十　1　十　1　＋　1　＋　【　十　 1　＋　 ［　十

石撒鰍1・⑳レ・・［・副…1・・55［’・副・倒・・2［

第 21 表

市販クレゾーノレ石鹸液の石炭酸係歎測定法に依・る第七回消毒試験成績

第1號 第2號 第3號 第4號 第5號 第6號 第7號 第8號 石炭酸

　　、作用時間

H麟農度

2．5

分15分
2．5

@分
15分

2．5

分15分
2．5

ｪ 15分
2．5

@分
15分 乳ち15分 忽ち15分 ㌦15分 λち15分

1　：　60　　　　　1　－　 1　一　［　一　［　一　1　－　1　－　1　－　1　－　1　一　［　一　1　－　1　－　1　一　　　一　1　－　1　－　 1　一　［　一

1；70 〔一1－1－1－1－1’一「＝一「「〕．．．．」1－1－1－1－1－1－i－1＋1一

．1＝80　 1－1－i＿1＿［＿1＿1＿1＿1＿1＿1＿1＿1＿［＿1＿1＿1十1＿
1　3　90　　　　　i　－　1．一　　　一　1　一　［　一　1　－　1　－　i　－　 1　一　　　一　1　－　1　－　1　一．1　－　1　一　．1　－　1　十　1　＋

13iOO． 1－1－1＋1一．t一［一1－1－1－1－1十1－1－i－1－1－1十L±＿
1：110　 1－1－i十1＿1＿1＿1十．1＿1十1＿1十1＿1＿1＿1＿［＿i十1十
1＝120

．1；130
1－1－i十1一［±1－1十1－1＋［一1±」一i十・1＝1－i一｛＋L土＿
1－1－1十1－1十1－i十1十1十1十［十1－1十1－1－1－1十｛十

1　2140　　　　　1＿　1　＿　i　十　1＿　し十　1＿　1十　i十　1　十　1　＋、［十　1　＿　1十　1＿　1＿　1＿　1十　1十

1＝150 一［一1十1－1十1－1十［＋［十1十1十　一1十［一1一　一1十1十
1贋；160　　　　　1　十　 1　＿　1　十　［　＋　1　十　 1　＋　i　十　1　十　1　＿←　1　→＿　1　十　i　＿　1　十　1　十　1　十　［　＿　 ［　十　 1　十

1醐170　　1十．1十1十1十1十1十1十1十1十1十1十1十1十・1・十1十［一1十1十
1　：180　　　　．し　＋・1　＋　1　＋．1　＋・1　＋・1十　1　＋　1＋　［＋．1　＋・1＋　1　＋一1＋・1　＋　1＋　i＋　1　十　1　＋

・．
@1　：190　　　　・［　＋　1　＋　1　＋　1　＋　1　＋　i一ト　1　＋　1　＋　1　＋　1　十　 ［　十　1　＋　1　＋　1　＋　1　十　1　＋　　｝十　 1　＋

1　3200’．　　　1　十　1　十　1　十　i　十・1　十　i　十’1　十．1　÷』1十’t　十　　1十　ヒ　十　1　十　【十．［　十　1十　1　十　1　十

石炭酸鰍序25D・6gi’・副・59！・刷・…i・鋼．忽・2！

＼
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第 22 表

市販クレゾーノレ石鹸液の石炭．酸係数測定法に依る第八回忌毒試験成績

囲1號

2寄15分

第2號

2’�E5分

第3號

㌦・5分

第4號

啄15分

第5號

2’w・5分

第6號

且ち・5分

第7號

2．5

分15分

第8號

鴨・・分

石炭酸

2努・5分

1：60
1＝70

［一1一［一［一1－ir【、［一［一［一1－i一［一1－1一【一1一【一
「．．齢＝．一「二・．一「．＝「一＝「一」一「＝一1＝『「．＝『「＝IT＝．』「＝下十1－1＝1－1－1－1F

1：　80　　　1一1一［一i－1－ 1－1一し一【一レー 1－1－ 1－1－1－i－1＋1 一
1　：　90　　　　　1　－　　1　一　［　一　　［　一　1　－　　1　－　　1　－　　1　－　1　－　1　－　 1　一　［　一　　1　－　 1　－　 1　一」　［　一　 1　＋　　1　一

1＝100　 1一［一1十1一［一［一1－1『［『1一’i『1－i一【一1－1『1十｝一
1＝ljO　　　 l－1一［＋1一〔一［一1一ヒー［ ＋1一！＋1－1　－i－1－1－1　＋i＋
⊥；120　 【一1一［＋1－1十1－1十［一［＋［一［十［一1十1－1一　．ri十」十
1：130
1＝⊥40

1一［一［＋［一1＋［一1＋［一1＋［一1＋1一■＋1－1一【一1＋1＋
1十［一｝十1－1＋1一［十1一［＋［一1．＋［一1＋［一1＋1－1・＋．．1十

1＝150 i十171十1－1十1－1十1－1十1－1十1－1十・1一［十lrl十．1十
1＝160　 1十1一［十［十［十1－1十［一1十1一［十1－1十1－1十｝一L十1．十
1：L70　 i十［十［十1十1＋1＋1十【十1十［十1十1＋i＋i千1十1．ri．ナ1十．
1：180　 i十1十1十1十［十1十1十1十［＋［一心炉1十【＋1＋1†1＿［十1十
1：190 1＋1十［十1十［＋［十1＋1＋1．＋1十1＋［＋1十1＋1＋【一1＋1十
1　：　200　　　　　　1　＋　　［　＋　　［　＋　 i　十　　［　十　　1　＋　　1　十　　［　＋　 1　＋　 i　十　　［　＋　　1　＋　　t　＋　　1　十　　1　＋　　1　十　　1　＋　　1　十

石炭酸係殿 ・矧・・38い・・1・・5gl… 1・52 ｢・・い・1

第 23 表

市販クレゾーノレ石鹸液の石炭酸係数測定法に依る第九同消毒試験成績

第1號

㌦・5分

第2門

鑑蕎・5分

断3號

λち15分

第4十

年・・分

第5號

㌦15分

第6號

2努15分

第7號

乞努・・分

第S號

㌦・5分

石炭酸

㌦15分

1　：　60　　　　　1－　1　－　　1－　1　－　1　－　1　－　1　－　1一　｝　一　1　－　1　一　［一　i　－　1　－　1．一　t　－　1　－　i　一

1：70　 1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－1－lrl－1－1一
1：80 一1一［一1一｝一［一1－1一［一1－1一［一1－1－i－1一［一［一

』1　：　90　　　　　1　－　1　－　1一　［　一　1－　1一　［　一　［一　i　＋　［　一　1　－　1－　1　一　［　一　［　一　［　一　1十　1　一

1＝工00　 ［一1－1＋1－i十1－1・一1－1÷i一［一1－1－1－1－1－1十i、
1：．uo　 ［一1－1十1一［十1一ト｝1－1＋1－1－1－1－1－1－1一｝十［一
1：120 ［一1－1＋［、1＋1一［一1一［＋i一［一1－1＋1－i－1一［＋1一．
1＝130　 ［一［一1＋［一1十1『．1十1噌1十1｝［＋［一1十1－1－1－1十［一　－
1　：140　　　　　t－　1　一　　【＋　1　＿　［　十　［　＿　1　＋　1＿　　i　＋．1＿　1　十　［　＿　｝　十　i＿　　［　＿．1　＿　　［　十　1　十

氏＝150　 1－1－1十1－1＋i一［十1一｝十1一［十［一【十i－1十［一1十1十
1　：160　　　　　1　＋　1　－　1　＋　［　一　 1　＋　［　＋　［　＋　i　－　 1　＋　［　＋　i　＋　［　『　1　＋　　［　一　 1　＋　t　－　 1　＋　［　＋

1：170　　　 ［＋t幽一 ヒ＋1＋［＋1＋ ヒ＋ 【一［＋1＋1＋［一［＋1＋　 i＋t 一
［＋し ＋

圧＝180　 ［十1一［十｝十1十［十［十1十1十1十1十［十1十1十1十［一1十i十
1　＝190　　　　　i＋　［　十　［　十　［　十　1　十　［　十　［　＋　1　一←　［　＋　1　十　［　＋　 ［　＋　［　十　1　＋　［　十　［　一　［　＋　1　十

巳：200　　　　1十　1十　1十　i十　【十　1十　1十　1十　1十　1十　1十　1十　1十　1十　1十　［十　9十　1十

．石購係剃・57L・・8巨・矧・副・53［… ・副・・q
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第 24 表

市販クレゾーノソ石鹸液の石炭酸係歎測定法に依る第十同門毒試験成績

稀縄濃度

作用暗間

第1號

2．5

分
15分

第2號

2．5

分
15分

第3號

2，5

分
15分

第4號

2．5

分
15分

第5號

2．5

分
15分

第6號

島参・5分

第7號

2．5

分
15分

第8號

2．5

　分
15分

石慌酸

2．5

　分
15分’

1　3　60　　　　　1．＿　1　＿　1　＿　 1　＿　 1　＿　1　＿　1　＿　1　＿　 1　＿　1　＿　1　＿　1　＿●　1　＿　 1　＿　1　＿　1　＿　1　＿　1　＿

1　70　　1一ト［一1一［一1－1－1－1－1一ト1一．［一1一［一1－1－1一
1　：　80　　　　1　＿　1　＿　1＿　i＿　1＿　1　＿　［　＿　［　＿　1＿　t　＿　［＿　1　＿　［　＿　［＿　［　＿　1＿　1　＿　［　＿

1＝90　月一1－1－1－1一！一1一｝一1－1－1－1－1一トー1－i－1＋1一
L3100　　1－1－i－1－1一　一1－1－1－1－1－1－1－1一［一1－1＋1一
1＝110　　［一1－1－1－1一［一［一［一［一1－1－1一［一1－1－1－1＋1＋
1　3ユ20　　　　　［　＿　1＿　1　－　1　＿　1　＿　1　＿　1＿　1＿　1＿　1　＿　i　＿　1＿　1　十　［＿　1　＿　i　＿　1十　1　十

1言130　　i一［一［一1－i一［一1－1－1－1－1一［一1＋［一1－1一［＋1＋
1　3140　　　　　1　＿　1＿　1　十　1　＿　1＿　【　＿　1　＿　　［＿　1　＿　1　＿　1　＿　1　＿　！　十　1＿　［　＿　1　＿　［　十　1　十

1　2150　　　　　［　＿　［　＿　1　＋　1　＿　　【　＋　1　＿　 1　＿　1　＿　1　＿　1　＿　［　＿　1　＿　1　＋　1　＿　1　＿　i　＿　　［　＋　1　＋

1　言　160　　　　　1　＿　1＿　1　十　　　＿　1　十　［　＿　　　＿　1　＿　1　十　　1＿　1　＿　1　＿　1　＋　1＿　1　＿　1＿　1　＋　1　十

11：170 i＋1－1＋1引＋1－1＋1－1＋1－1＋1－1＋［一1－1－1＋【＋
1＝180　　i＋［一1＋［＋1＋1＋1＋1－1＋1＋1＋1－1＋［＋［＋［一1＋1＋
1　3190　　　　1　噛十　1十　1　十　1十　［＋　［　十　1．十　1＋　1　＋　1　十　1　＋　i　＋　1　十　［＋　1　十　［一　1十　1　十

1　：200　　　　　1　十　1　十　　　＋　1　十　1十　1　十　1十　［十　1　十　1＋　1　十　1＋　i　十　［十　1　＋　1＋　［　＋　1　＋

石炭酸系鍛 i・釧1酬・矧・川1矧・川．・・54P・21

第 25 表

市販クレゾール石鹸液の石炭酸係数測定法に依ろ

自第1同至第10同工毒試瞼成績：趣旨（石炭酸系殿の比較）

前項試験方法に於て記載：

せるが如くRideal　and　Wa1一

第・輪光・號第・號1第・號第・號［第・號

第工同

第琴同

第3同

第4同

第5同

第6同

第7同

第8同

第9同

卸桐
最高
最低
亭均
最高最
低差額

1．85

2．09

1。87

1。5」

1．48

1．80

2．25

1．73

1．57

L90

2．25

1．48

ユ．80

．Or77

L97

2．05

121

1。11

ユ．27

ユ．℃

L69

】．38

1．18

1．67

『2．05

1．11

1．50

0．94

1．88

2，14

1．21

LO7

122

1．64

1．86

1．59

1．14

1．73

2．14

1．07

1．55

1．07

2．07

2．42

1．45

1．37

1，16

1．50

1．59

1．59

1．41

1。90

』2．42

1．46

1．65

1．26

2。20

2．47

1．12

1．29

1．36

L55

1．59

1．52

1．53

1．79

2．47

L12

1．64

】．35

2．22

2．34

1．36

L37

工．63

1．45

1．75

1．52

1．41

ユ．り0

2．34

L36

1．70

0．98

第7號

1．62

1」53

1．21

工．33

142

1．72

1．86

1．58

】．31

1。54

1．86

1．21

1。51

0．65

第8號
ker雨氏改良石炭酸係数測

2．27

2．47

1．72

1．62

1．86

1．97

2．32

188

1．61

2．02

2．47

1．88

1．97

0．59

：定法に從ひ，市販クレゾー・

ノレ石鹸：液自第1號製品二三

8號製品8種に討て前後10

回に亘る消毒試験を行ひ陀

り，作用時間は2分宇，5笏’ア

7笏り宇，10舜，12分孚，15「分

割を下用せるが，混雑を避

けるが醒めに各・表には2分・

孚と15分に於ける成績の

　　　　みを記載せり，10同に亘る
差額奉均
　0．94
　　　　試瞼成績は第15表よ〉



クレゾール石鹸液1の漕毒力に就て
247・

亘b之を第24表に表示し二二瞼成績を総括して第25表に示せり∫第25表に依』て明

なるが如く市販クレゾーノン石鹸液の消毒力を示す石炭酸係藪：は前後10同の試験に於

て全然一致せるものは一もなき程にして相當の試験誤差あり，表には各製品に就き各

試瞼の石炭酸係歎を掲げ，その下に最高，最低の石炭酸係歎拉に10同試験に於ける石

炭酸係数の二二値を記し，最下列に全試験に於ける最高石炭酸係数と最低石炭酸係歎

との差額をも記載せり而して最下列の最品行には全石炭酸係歎の差額三二値を附記せ

b，帥ち此の値は10同の試験に於ける卒均試験誤差と認め得べし，二藍市販クレゾー

ノγ石鹸液の卒均石炭酸二心のみを比較する時は，製品に依りて多少の消毒力の差異あ

るが如くなれ共，その差は全試験の試験誤差の李均値よりも小なるが故に各市販ク．レ

ゾーノレ石鹸液の消毒力には大差無しと認むるが至當なりと信ず

　（2）試験クレゾール石鹸液の石炭酸係数測定法による消毒試験

　純品クレゾーノレを材料とせる各種試製クレゾール石鹸液相互間の消毒力に相違無き

事實は既に二二試験に於て確め得だb，然るに普通使用せらる、クレブーノン石鹸液は

中油に劃二分鱈を施して得たるクレゾーノレに石鹸を混じて製造せられずこるものなり，

因て二等も亦本試験に於ては今野技師の下に於て試製せられπる隔温分瑠クレゾーノン

石鹸液の消毒試験を行ひ粗製クレゾーノンの原料なる中油に隔二分鱈を施して得べき低

温分鯉物質と，高温三二物質との間に於ける消毒力の相違の有無及程度を知らんと試

みすこり，而して中油より187－189。に於て分瑠せらる、物質をオノレト，クレゾーノγ，197

－199。に於て分鯉せらる、物質をパラ，クレブーノン，200－202。に於て分鱈せらる、物

質をメタ，クレゾーノレと見徹し更に高温二三物質を204－207。分鱈物質及207－240。

三三物質に分ち，右の各種クレゾーノレ蚊に高温分鰹物質に等量の日：本義局方石鹸を配

合して試製クレゾール石鹸二二高温気温物質石鹸液を作り，各試製品相互間の消毒力

の二二；を試験せり

　右の試験方法は前項と三二にして試験同数は5同繰り返して施行せり試験成績の概

要は第26－55表に説明を加へて表示せb而して第55表に全成績の絡括的の記載を表

示せり

　第55表によりても明なるが如く・5同の試験を通じて同一製品に於ても其の石炭酸
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r’ @　　　層．　第［　　　26』　　　表　　　　：　　　　　　’　　　　　巳　　　　　．　．’第　　’．．27　r　　表

賦製クレゾー．〃石鹸液の石炭酸係数測定怯に俵ろ　昌．試製クレゾール石鹸液の石炭酸係数測麟1識る

第1同清毒試験の内　　　　　　　　　　　　　　第1同沿毒試瞼の内

　だ：炭’酸’清毒試強手十一’　．㌧．’オルトグレゾ」ル石門液の溝毒試瞼成四丁

2・5分 5・0分 7・5分 1（LO分 12・5分
　　用15ρ分　稀　濃

2・5分 5・0分 ・・分1…分 12・5分 15・0分

1350 ．　　　　　一 一 一 一 一 一　　　1＝70 一 一 一 一 輔 一

1；　60． 一 一 一 一 一

　1＝80一

一 一 一 一 一 一

1390 一 一 一 一 一 一

1370 十 一 一 ．一 一 一　1＝工00 一 一 一 一 一 一

1＝80 十 十 十 ．＿ 一 一　　　　1＝・110 十 一 一 一 漏 一

1＝　90 十 十 十 十 十

　1：120一

十 十 一 一 一 ｝

1＝130 十 十 十 一 一 一

1：100 十 十 十 十 十 十　L14① ’十 十 十 十 隔 一

1＝110 十 十 十 十 十 十　　　1d50 十 十 十 十 十
一

1書120 十 十 十 十 十 ＋　　　　1；160 十 十 十 十 十 十

1＝130 十 十 千 十

　1＝170十’

十　． 十 十 十 十 十

1＝180 十 十 十 十 十 十

1；140 十圏 十 十 十 十 ＋　　　1：190 十 十 十 十 十 十

1；150 十 十 十 ．十 十 十　　　　1：200 ナ 十 十 十 十 十

石炭酸
W　　歎

，

1．66

　　第28表
賦製クレゾール石鹸液の石．炭酸係販測定法に依る

第1回漕毒試瞼の内

　パラ、クレゾール石鹸液の漕毒試：瞼成績

試製クレゾール石鹸液の石炭酸高高測定法に

依る第11可浩毒試験の内　・　　．

メタ、クレゾール石鹸液の三十三瞼成績

　　2・5分稀丁重

　1＝70
　1380
　1390
　13100、

　13110
、　1＝120

　1＝130
　11＝i40
　1＝150

1’ @13160

　1317σ
　・1＝180

　13190
　1＝200

十

十◎

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

．十

十

十

7・5分

‘十

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十

．十

十．

十

125分

．十

十

・5・・分；議攣廼・・分

11石炭酸

』係数

一　1＝100
＿　1：110
　1＝120
　1＝130
　13140
　1＝150
－9 P＝160

－　13170
　1＝180
　1書190
　1；200
　1；210
　1＝220
一　　　　　．．1　3230

－　1＝240
十　1＝250

1．97

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

10・0分

十．
十

十

十

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

．十

十

十

十

十

15・0分

．石炭酸
係歎

願

十

十

十

十

十

十

・　　2，25

、
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　　第30表：
試製クレゾール石鹸渡の石炭酸係鍛測定法に依

る第1同清毒試瞼の内

204－207。、分鱈物質石鹸液の清毒試験成績：

試製クレゾ甲ル石鹸渡の石炭酸係数測定法に

依る第1回潰毒試瞼の内　　　　　　　　　　　　　　　恥

207－240。．分鰭物質石鹸液の滑毒試瞼成績

獣・・分
1＝150
13160
1：170

1＝180

1：190

1＝200
13210

1：220

1＝230
1：240

1＝250

1＝260
13270

1：280

1＝290

1：300

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5分

目

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

12・5分 15扮黒

石’炭酸

係鍛

十

十　十
十．十
十　十
十　十
十　十
十　十
十　十
十　十

1＝220

工＝230

1：240

1＝250

1：260

1＝270

1＝280

1＝290

1：300

1＝310

1＝320

1：330

1：340

1：350
13360

2．13 石炭酸
係鍛

2・5分

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

．十

十

十

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

10．0分

十

十

「十

十

十

十

十

十

12・5分 15・0分

十．
十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

．十

．十

　第32表
試製クレゾール石鹸液の石炭酸係藪：

測定法に依る第2同溝毒試験の内

フェノールの滑毒試瞼成績

3．74　

試製クレゾール石鹸液の石炭酸係籔：

を則定法6＝依る第2同湾毒試験の内

切ルト、クレゾール石鹸渡の漕毒試瞼成績

1：50．

1；60

1：70

1380

1：90

13100

13110

1＝120

1＝130

1＝140

1：150

2・5分

十

十

十

十’

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十．

7・5分

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

十

十

十

15扮謙
・一 @1＝70

　1：80
　1：90
－　13100
－　1：110

　1：120
　1：130
　1：140
‘十’1：150

．十13160
　1＝170十

　13180．＋ 13190

．十　1＝200

1

2・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5．0分

十

十．

十

十」

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十

十

十

十

十

12．5分

十

十

十

十

十

】5・0分

十

＝十

1十

1十

擦炭劉 1．59
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、　第34表
　試製クレゾ」ル石鹸液の石炭酸係殿
　測定法に俵る第2回治毒試験の内　　　・

パラ、クレゾール石鹸渡の潴毒試験成績

　第35，表
試製クレゾール石鹸渡の石炭酸係数

測定法に干ろ第：2同浩毒試験の内

メタ、クレゾール石鹸液の清毒i試瞼十三｝

鞭｛・・分
1370
1＝80
1；90
1400
13110

12ユ20

13コ30

1＝140

．1＝150

1：160

1：170

1；180

1言190

1：200

．十

十

十

十

十

十

十

．十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十

十

十

十

エ2・5分

十

十

十

十

・5二黒

石炭酸
係鼓

1・・分 5・0分

　1；100＿
　1；110－
　1＝120．一
　1　：130　　．　　一　．

　1　＝140　　　　・＿　．

　1：150．＿．
　13工60．一
　1：170＿．．
　1：180－
　13190＋
　1：200＋＋
　1＝2ユ0．十．十

　1＝220＋＋
　13230十十＋　　　　　1　3240　　　　十　　　　＋

．十　　　　　　1　＝250　　　　十　　　　．十

1．76 石炭酸
係数

7・5分

噸

十

．十

十

十

十

10・0分

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

15・0分

多一

一

十

十

、

試製ク．レゾール石鹸液の石炭酸門閥

言則定法1＝依る第2同漕毒言司占卜＝の内

2040－207。一三物質石鹸液の溝毒試験：成績

244

　第37表試製クレゾール石鹸液の石炭酸係鍛

測定法に依る第2同士毒試歩の内

207。一2400分鯉物質石鹸液の浩毒試験成績

・訳・・分
…5・｝

1：160
1＝170
13180

1口90
13200
13210
1：220
13230
1：240

1＝250
、，26。i．．

13270

1：280

5・0分

十

・十

十

十

十

十、層

十

十1
十

十

’十

・・2・・レ＋

ユ2300「＋

7・5分

鱒

十’
十

十

．十

十

十

十

．十

十

十

十

．十．

1十

十

十

十

十

十

．十

十

十

．十

十

十

十

10．0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

潔炭釧

12・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

2．39

稀顧濃度
騨1・・分 5・0分 7・5分 10・0分 12・5分

●15・0分

1：220 一 一 一 一 一 一

1：230 一 一 幽 輔 一 一

1＝240 一 一 一 嘲 「一 一

1＝250 一 一 一 一 一 一

1：260 十 陶 一 一 一
＝

1＝270 十 十 ‘　一 鞠 一 嘲

13280 十 十 口 哨 一 一

13290 十 十 一 陶 一 一

1＝300 十 十 ．十
｝ 軸 一

コ．；310 十 十 十 一 一 一

1＝320 十 十 十 十 一 脚

1＝330 十 十 十 十 一 一

1＝340 十 十 十 十 十
一

13350 十 十 十 十 十 一

13360 十・ 十 十 十 十 1　十

石炭酸
W　　数

3．46
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　第38表
訟製クレゾール石鹸液の石炭酸係数

測定法に催ろ第3回清毒試瞼の内

フェノールの清毒一三成績

　第39衰試製クレゾール：石鹸：液の石炭酸係鍛：

測定法に依る第3同清毒試験の内

オル1㍉クレゾール石鹸液の沿毒試瞼成績：

1＝50

1：60

1：70

1：80

1：90

1：100

1：110

1：120

1：130

11140

1＝150

2・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

1（LO：分

十

十

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

十

十

十

一　1＝70
　1：80
　1＝90
　1＝100
－　1：110

　1：120
　13130
　13140
匿　1＝150
＋　1：160

　1＝170十

　1＝180
十

　1：190
十　1＝200

石炭酸
係籔：

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

十

・十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　第4Q、孤
試製クレゾール石鹸液の石炭酸三十

測定法に依る第3回潰毒試瞼の内

パラ、クレゾール石鹸液の清毒試瞼成積

127

　第41表試製クレゾール石鹸液の石炭酸係籔：

測定法に依ろ第3同上i毒試験の内

メタ、クレゾール石三山の滑本試験成績

1＝70
1：80
1：90
1：100

1：1】0

1：120

1＝130

1＝140

1；ユ．50

1：160

1：ユ70

1：180

1＝190

1：200

石炭酸
係籔：

2・5一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

◎．

7・5分1α0一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　　

1

1

1

「一
一1一
＿1＿

十

十

十

十

十

十

十

・2・分…分繍護興・紛

1

－1一

÷

十

十』

十

十

十

十

　1：100
　1：110
　1：120
　1＝130
　1＝140
　1：150
－　1：160
＿　1：170
　1：ユ80
　1＝190十

　1：200苧－

　1：2エ0
＋1：220
・＋　1：230

十　13240
；＋　1：250

1．55

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

10・0：分 12・5分

1

一1一
十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十・

十．．

十

十

十

十

十

十

十

十

十，

十

十

15・0分

石炭酸
係鍛

十

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

1．59

’

●
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　第：42表．
試．製クレゾール石鹸液の石炭酸係数

．測定法に俵る第3同1省i毒試瞼．の内

204－207●分瑠物質石鹸液の沿毒試験成綬

’右炭醗

係数

　第43衷試製クレゾール石鹸液の石炭酸係難

測定法に依る第3回滑毒試鹸の内1．

207－240。分鱈物質石鹸渡の漕毒試瞼成績

2・5分 5・0分 7・5分 10・0分 1％分 …分繍謬遡・・分 5・0分 7．5 10．0分 12あ分 15・0分

1＝150 鱒 日 『 『 『 ＿　　　　1：220 簡 一 一 一 一 ．一

13160 一 一 一 一 陶 ・一@　　1；230 十 噌 一 一 一 一

1；170 十 蝿 一 一 一 一　　　　13240 十 十 脚 一 隅 一

13180’ 十 一 一 一 一 一　　　　13250 十 十 十 一 一 口
1言190 十 一 一 鱒 一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　・

13200 十 十 鱗 口 一

　13260一

十 十 十 一 一 ｝

1＝210 十 十 十 一 一

　1＝270『

十 十 十 十 一 一

ユ3220 十 十 十 層 一

　1：280■

十 十 十 十 一 一

1＝230 十 十 十 十 一
＿　　　　1＝290 十 十 十 十 一 一

13240 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 騨

13250 十 十 十 十 十 ＿　　　　1＝310 十 十 十 十 十 一

1；260 十 十 十 十 十 ＋　　　　13320 十 十 十 十 十 一

ユ＝270 十 十 十 十 十 十　　　13330 十 十 十 十 十 十

13280 十 十 十 十 十 ＋　　　1；340 十 十 十 十 十 十

13290 十 十 十 十 十 ＋　　　1＝350 十 十 十 十 十

1．3300 十． 十 十 ・【・ 1＋ 十 十 十 十 十

2．46

　第44表
試製クレゾール石鹸液の石炭酸係婁虻・

測定法1．二依る第41可消毒三千の内

フェノールの三眠試瞼成綬

三炭劉

’

3．32

試製クレゾール石鹸液の石炭酸係数

測定法に依る第4同清一三瞼の内

野ルト、クレゾール：石鹸液の滑毒試験成績

．謙1・・分
．・・5・ト

1：60

1：70 十

1、801＋

1；90十
　11、1001＋

1＝110

1＝120

i言130

1＝140

十

十

十

十

1d501＋

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5：分

十

十．

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十

十

十

十

十．

十

12・5分

十

十

十

十

十

十

十

…分。。鱒 P・・分・・分・・分…分・2・分…分

十

．十

；十

十

十

：十

～「一一『一一一一纂炭劃

1＝70 一 一 『 一 一 『

1380 輔 一 一 一 一 一

1＝90 一 一 一 一 一 日

1：100 ｝ ．　零 一 一 一 曙

1＝110 十 一 一 一 一 嗜

12120 十 十 十 一 一 一

13130 十 十 十 ・← 十 一

13140 十 十 十 十 十 十

12150 十 十 十 十 十 十

13160 十 十 十 十 十 十

1；170 十 十 十 十 十 十

1＝180 十 十 十． 十 十 十

1：190 十 十 十 十 十 十

13200 十 十 十 十 十 十

1．55

●
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　第46表試製クレゾール石鹸液の石炭酸係鍛

測定法に依ろ第4同上毒試瞼の内

バラ、クレゾール石鹸液の清毒i試瞼成績L

　第47表
試製クレゾール：石鹸液の石炭酸係鍛：

測定法に依る第4同消毒試験の内

メタ、クレゾール：石鹸液の浩毒試鹸成績

1：・70

1：80
1：90
1：100

1：110

1：120

1：130

1＝140

1＝150

1：160

1：170
ダ

1：180

1：190

1＝200

石炭酸
系鍛

2・5分

半

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

10，0分

十

十

十

十

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

一　1：100
＿　1；110
　1：120
　1＝130・
　1：140
　1＝150
－　1：ゴ60

＿　13170
　1：180十

　1：190十

　1＝200十

　1：210十

　1：220
＋　1；230
＋　1：240
＋　1：250

1．55 石炭酸

係鍛

工

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

　第48表試翼クレゾール石鹸液の石炭酸係数

測定法に依ろ第4同置引試瞼の内

204－207。分鯉物．質石鹸液の沿毒試瞼成績

2．14

　第49表試製クレゾール石鹸液の石炭酸係鍛

測定法に依る第4同溶一三瞼の内

207－240。一三物質石鹸液の浩毒試瞼成績

獣・・分
1：150

1：160

1＝170

1：180

1：190

1：200

1：210
1：220．

1：230

1：240

1：250

1：260

1＝270

1；280

1：290
1：300．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

・5扮繍讃

’石炭酸

係鍛

一　1＝220
－　1：230
－　1：240

　1：250
　1：260
　1：270
　1；280
　1：290
＋　’1：300

＋　1：310
＋　1：320
十　1：330
＋　1：340
＋　1．：350

＋　1；360
2．69 石炭酸

係籔

2ゐ三

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5分 10・0分

一1一
＿1＿1

‡に
1

＋1・＋

十1十
＋1＋
・レ
’＋1＋
＋．1＋

12・5分

十

十

十

十

十

15・0分

十

十

十

十

3．86
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　第50表
試製クレゾール石鹸液の右炭酸係鼓

測定法に依ろ第5同素毒試験．の内

フェノールの浩毒試験成績

　第51表賦製クレゾール石鹸液の石炭酸係鼓

測定法に依る第5回十三試験の内

オルト、クレゾール石鹸液の清毒寸言成績

　用1一濃度

1・＝50…

1360
1370

’1：80
1＝90

13100

13110

1：120

1：130

1：140

1＝150

2・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十

十

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

十

十

十

十

＿　1370
　1380
　1：90
－　13100
＿　13110
　1：120
　13130十

　13140
＋　1：150
＋　1：160

　1：170十

　1：180
＋．　1＝190

＋　1：200

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

1

一1一

i

一［一
＿1＿
．L
＋1＋＋
十　十層十

十1十　十．1
十1十十
＋1＋＋
＋［＋＋
・ト＋
＋1＋’＋

十

十

十

十

十

十

十

、

・　第52表
試製クレゾール．石鹸液の石炭酸係販

測定滋…に依る第5同沿毒試験の内

パラ、クレゾール石鹸液の溝毒試験戊績i

擦炭劃　・筋
　　第．53・表
　試製クレゾール石鹸液の石炭酸係殿
　測定法に依ろ第5同沿一三瞼の内

　メタ．bクレゾール；百鹸曾夜の旧記試瞼成1綬

1370．・

1：80・・

1＝・90

13100
1；110’

1：120

1；130

1；140

13150

13160

1：170

：【＝180

1；190

13200

石炭酸
係殿

2・5一

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5一

十

十

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

…分罐遡
一　1；100
＿　1＝110
　1：120
　1＝130
　13140
　1＝150
－　1：160
　1；170
　1；180十

　1＝190十

　1：200十

　13210＋
1：220

＋　13230
＋　1＝240
＋　11＝250

1．55

2・5分

十．

十

十

十

十1

十

・十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十・

十

十

十

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

15・0分

十

十

十

十

十

十

十
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　　　　第　　54　表

　試製クレゾール石鹸液の石炭酸係数

　測定法に依ろ第5同消毒試瞼の内

204－2070分鱈駒質石鹸液の清毒試瞼成績

　　　　第　　55　表

　試製クレゾール石鹸液の石炭酸係数i

　測定法に依る第5同濯1毒二二の内

207－240。分画物質石鹸液の解毒試験成績

1：150

1＝工60

1：190

1：200

工＝210

1：220

1＝230

1＝240

1＝250

1；260

1＝270

1＝280

1：290

1：3CO

石炭酸
係　　籔

2・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

．十

十

10・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

十

十

十

…変獣

十

十

十

十

十

1：220

1：230

1＝240

1：250

1：260

1：270
13280

1：290
1：・300

1：310

1：320

1：330

1：340

1：350

1：360

2．96 石炭酸
係　　鍛

2・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

5・0分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

7・5分

十

十

十

十

十

十

十

十

十

10・0分

十

十

十

十

十

十

十

12・5分

十

十

十

十

十

十

15．0：分

十

十

十

十

十

3．80

　　　　　　　　　　　　　　第　　　56　　表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ
試製クレ’ゾーノレ石鹸液の石炭酸係数測定潜に依る第1－5同士毒試験成績総括

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　（石炭酸係鍛の比較）

劃一クレ
　ゾール

同　籔：

第1同

第2同

第3同

派4同

第5同

最高最低

亭　　均

最高最低
差　　額

オルトクレゾー
ル石鹸液
（187－18go）

1．66

1。59

L27

1．55

1．55

1．66－1927

1．52

0．39

パラクレゾール
石鹸液
（197－199。）

1．97

1。76

1．55

1．55

ワ1．55

1．97＿1．55

1．68

0．42

メタクレゾール
石鹸液
（200－202。）

2。25

2．44

1．59

2．14

2．08

2．44－1．59

．2．ユ0

0．85

（204－2070）

分詞物質
石　鹸液

2．69

2．39

2．46

2．69

2。96

2．96－2．39

2．64

0．57

（207－240。）

：分鯉物質

石鹸液
3．74

3．46

3．32

3．86

3．80

3．84一一3。32

3．64

0．52
差額準均

0．55
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係敷は多少の異動を免れざるもの》如し，表には各試製品に就き各試験同数に於ける

石炭酸遠敷を掲げその下に最高，最低石炭酸係歎拉に石淡丁丁歎の李均値を記し最下

行には最高，最低石炭酸係敷の差額帥試験誤差と認むぺ：きものを記載し最下列最右行

に各石炭酸係歎の差額の李均値帥試験誤差の李均値と駆むべき歎：字を附記せり

　下刷試製品の李均石炭酸係数の差額と季均試験誤差の値とを比較する時は確實に潰

心力に差異あb而してその消毒力差異の程度は数字的に知る事を得べし，例へば試製

オノγト，クレゾーノレの石鹸液消毒力に比して207－240。分鱈物質石鹸液は2．4倍の潰

盤領を有す

　　　　　　　　　　　　　　第五節　結　　　論

　以上の試験成績より結論を下す事次の如し

　（1）潰毒試瞼に於ては試瞼方法に注意を要す

　然らざれば巖密なる消毒力差蓮の有無を認め難き事あるべし

　（2）余等の貸馬せる市販クレゾーノン石鹸液八種類相互間に1よ消毒力に大差あbとは

寵め得す

　（3）純品クレゾーノレ同質異性膿，オノント・クレゾーノγ，バネクレゾーノγ及びメタ・ク

レゾーノγ相互間には消毒力に差異無く叉同上各異性髄を材料として試製せるクレゾー

ノγ石鹸液相互間にも清毒力の差異を認めす

　（4）然るにクヒゾーノン石鹸液は粗製クレゾー’γの原料なる中油よb試製せる場合に

は低温に於て蒸鰹し來るものよりも高温に乾て蒸鱈し來るものを以て製造し泥る方消

毒力強き事實は確實に認め得べし，例へば試製オノレト．クレゾーノレ（蒸鱈温度187－189。）

石鹸液の消毒力を示す石炭酸係数に比して207－240。分瑠物質石鹸液の消毒力を示す

石炭酸係歎は約24倍に相適せb

　（5）普通使用せらる、クレゾーノレ石鹸液の製造法と結論（4）の事實に鑑み巷間販嚇

せらる、クレゾーノレ石鹸液に馴しては其消毒力の槍定を行ふが完全なbと信ず

　　　　　　　　　　　　　　　　丈　　　厭

　　1・巷間販喪ぜらるる「クレゾールこ石鹸液の沿軸力に就て

　　　併せて口回藥局方規定に下する意見　　　　　　　　河合下人　奥和田正一く細菌學雑誌1371號）
　　2．5該躍π加解ろA，エ，Das　Desinfヒctionsvαm6gen　des　Ortho・，　Meta・，　Para．K7esols　sowie　de5　Quecksilberox・・

　　　ycyanids．　Pha㎜，　W㏄kblad，1916，　p．78．　Centralb1．乱Bakい。　Abt，　ReL　B乱68，1919。
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3．

4．

5．

6．

7．

αノ勉伽加るDie　des五n丘cierenden　Eigenscha丘en　der　Kresole，　ehl　Beitrag　zur　Desinfbc行ornsf士age．　Zeitschr．

LHyg．　Bd．6，．　S．521．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，

・4・茄〃レ，Ueber　creolin　und　seine　wirksamen　Bestandtheil・Archiv・£Hyg・磁．9，　S．188．

云～吻，Ueber　Kresole　und　KresQlsei驚n16sungen　lnit　besollderer　Ber廿dζsichtigung　ihres　Des三nfbktionswertes．

Desin艶ktion．　Jah．2，　H．エエ，1909，　S．617－670．　Centralb1．　f」Bakt．　Re藍1．　Apt．　Bd．45，1910．

茄郷。，Zur　Desinf欲とionswirkung　der　Kresole．Arch．　L　H夕g．92，　Bd。　S，139，1924．

泓5踊喫漉ろUebeτden　Desin驚ktionswert　der　drei　Kreso1－Isomeren　in　Ge【n1sdhen　mit　Seifb．，　Arch．　f；

Hyg．67，　Bd．，　S．1，1908．

昭和三年二月

●

o

6
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クゼゾーノレ石鹸液の品：質に干て

技　師　今　．野

技　手　大　　武

運　　治

徳　之

　市販クレゾーノレ石鹸液はその品質医々にして局方規定に適．合するもの甚だ稀なbと

霧せらる偶々難所調査部に着てその滑毒力の調査試瞼を施行すること、なりだるを場

て之に關聯し其品質を調査するの必要を認め本試験を施行せり弦にその試験経過を報

告し一は製造業者及試瞼に從事する者の墾考に供し一は日本藥局方規定の改正希望を

述ぷ

　クレゾーノン石鹸液は日本藥局方に示すが如くカフ石鹸及び粗製クレゾーノンの等分を

混和製造せるものなり本翻は當所への試験願は甚だ稀にして適，不適の統計を表はす

事を得ざるが故に先づ市販のクレブーノγ石鹸液歎種を蒐むると同時に局方に適合せる、

原料を用ひ局方指定の製造法に從ひクレブーノレ石鹸液を試製して日本藥局方各條項試

筆を施行しナZるに次の如き成績を得這う

　　　　　　　　　　　　　　　供試昂（10種）

　　　　　　　第1號乃至第7號　　日本製クレゾーノン右図液　　7種

　　　　　　　第8號　　　　　　　外甥製品（リゾーノレ）　　　1種

　　　　　　　第9號及第10號　　　試製クレゾーノレ石鹸液　　　2種

　　　　　　　　　　　　　　　　局方試論成績表

翻・t第・號第・號第・號第・號第・號1第・號i第酬第・馴第・馴第・？號

外侮朧1藷獅噛褐盟1燕晶鴎、轟鵬縄轟晶鵬轟喋褐盟1轟晶
臭氣陵ゾー臓ゾー1鍵一陵ゾー隙ゾー陵ゾー陵ゾ「態ゾー｝鍵一隆ゾー

反蝿ルカリ1産刷1程剛1径ルカリ1程ルカリ1蓬ルカ惚レ列程ルカリ1径例程ルカ’

欝1夏
ヴリ・セリンに

禰濁
石汕エーテル
に微蛋白石濁

冥 頁 艮1冥 艮

比重レ・4・1・・4・ト・矧・・4・い剛・・4・レ・43睡・巨・・51・・皿

讐養劉澄明陶三三釧澄明齢姻澄明齢蛋鞭濁齢蛋濁陣蛋濁
1容量な水5
容量1二溶鰐
の状

耳一司罠｝「冥 艮1艮 艮1艮 冥‘
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鎧暮妄ル！・1劉…61・・…i・…1・…1・・囲・…1・U・1・・副・・96

細引國・・65

馨鱗騨剃冥騨

避難1・・吼 8．5

．嘩艦礪紫婁騰紫慧

・・35 P14…團…i…1・…國…
i掴濁する
も析出物
なし

巨・

1冶ど澄明
なるも俺少

析出物有

壁・

紮状物の
析出多し

レ・

紫｝旧物の

析出多し

巨・

1姻濁する
も析出物
なし

1潤濁する
も析出物
なし

巨・ 巨・

騨覇騨島

9．0 9．0

義紫編紫慧朧紫馴義紫慧朧紫馴義紫婁鷹紫慧鷹紫惹

潭否認禰i不剰不識不副樋1不副不乱不剥不二禰
座右理由

壁完あ鵠夢～糠郭鱗二二驚雛聲野糞集鐙糠夢～墜勇二二i管腔～券講ε

蟹醗川州四丁管網集贋判姦漏あ灘今世雛卿分ス勝羅齢縫

以上試瞼中第6項食心血に劃する反慮とはクレゾーノン石鹸中に淡化水素，樹脂石鹸

の二二を検するものにして各種クレゾーノレ石鹸液3滴をクローノンナトリウム溶液

（1：100）6ccmに和する際局方は微に蛋白石濁を呈する程度まで之を認容せり

　第8項クレゾーノレ含有量とは各種クレゾーノン石鹸液20ccmを取b稀硫酸を以て微

酸性となし水二二蒸鱈によりて得るクレゾーノレ分は10g以上たるべく其の分離クレゾ

ーノレは局方粗製クレゾーノレの試験に適合せざるぺからざる規定な’り

　1第9項は分離クレゾーノレの蒸瑠試論にして局方はその50ccmを直話するに180－

200◎に出て約46ccmを言出すべき規定なり此試験は細菌試瞼に材料提供の旙め温温

蒸瑠を施行せる二会上180－202。に於て高高せる分を表示せり

　第10項稀ナトロン漁液に溶解の試瞼は粗製クレゾー・ノン中ナフタリン等の爽雑を槍す

る條にして本品10ccmをナトロン漁液熊襲各50　ccmξ共に内容200　ccm．g有栓劃度

圓筒中に於て振量し30分時間放置するに僅少の墾駅物を析出するに平ぐるべからざる

規定：なb

　第11項及第12項は前馬稀ナトロン滴液に溶解せるクレゾ｝ノγ分を再び析出定量レて

實性反立を検せるものにして前記の紫朕物を槍せる後之：に盛酸30ccm及クロー～γナ

トリウム10gを和し振塗しテこる後静置するに8．5・一9．O　ccmの油標クレゾーノγ暦を分一

離すべく控に分離せるクレゾーノγ5ccmに水300　ccmを加へて振上し之に過’ク回一・

ノγ鐵溶液0．5ccmを和するに藍紫色を呈すべき規定なb
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　　　　　　　　　　　　　　　　　剣　　定

　以上の試験成績に依りて見れば巷間販責せらる、クレゾーノレ石鹸液及局方指定の方

法によbて製造したるクレゾーノレ石鹸液は何れも日本藥局方に適合するものなしその

理由は軍に市販品が品質粗悪なる駕めのみには非ずして現局方規定が本四試験に硬當

ならざる鮎あるに由ることを知り掬べし

　　　　　　　　　　　　　　　局方判定参考試験

　クレゾーノレ石鹸液清適力試瞼の結果に依れば粗製クレブーノレ製造の際蒸鯛温度高き

に進むに從ひその石鹸液の潰心力は漸次強大どなりクレゾーーノレの各成分ナこるオノγト，

メタ，パラ膿の各の間には石鹸液として清毒力に大なる差を認めすと聞く又本品に就

き北里研究所の調査（細菌苛法誌第371號参照）に依ればクレブーノレ中高温に鋼出する

バラ及メタクレゾーノレ並に尚ほ高温鱈出物を多量に含有すれば滑毒力強大となれども

食：吟醸に麗し個濁度を増すを以て局方の規定を改正する必要ありと述ぷ

　市販並試製クレゾーノン石鹸液の試験成績及ひ以上の調査事項により局：方判定塞考の

：爲め次の如き實験を施行せり帥ち純オノレト，バラ，メタクレゾーノyを原：料としてクレ

ゾーノン石鹸液を試製する外局方規定よb高温に醸出するクレブーノン及爾ほ高温に瑠出

する部分を以て下記7種の石鹸液を試製して比較試験を施行せり但し高温早出原料は

市場には販座せられざるを以て石炭淀瀬製造の際の副産物なる中油を精噛して次の4

種を得ナこり

　日本藥局方粗製クレゾーノレの主要蒸鱈温度に瑠出する部分

　猫逸藥局：方粗製クレゾーノレの主要蒸鯉温度に鯉出する部分

　爾ほ高温に鯛出する部分2種（内1種は北里研究所に於て試験に供せる部分）

　以上の品を以て石鹸液を試製す又純オノレト，バラ，メタクレゾーノレは濁逸Kahlba血1

雨脚會肚製品を使用せb

　　　　　　　　　　　　　　　供試品（7種）

　　　　　　　　第11號　　　オノソトクレゾーノン石鹸液

　　　　　　　　第12號　　　メタ　クレゾーノγ石鹸液

　　　　　　　　　第13號　バラクレゾー・γ石鹸液
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　　　第14號　　180－200。鰹三分石鹸液（日本局方）

　　　第15號　　199－204。瑠出分石鹸液（濁逸局方）

　　　第16號’204－207。鯉三分石鹸液（北研試験）

　　　第17號　　204－240。瑠二分石鹸液幽

以上7種に就き比較試験を施行しナこる成績次の如し

t名蕗　11號1　第　12號　　　　第13　　　　1第　14號［第；15號・1　第　16號　　1　第17署虎

旧 型11・044 1．037 1。037 1．048　　　　　　1．039 1．037 1．034

襟閥す陣化・論点1著し梱濁す幽の醐儲洲幽すi溜濁す

i熊i籐1清溶隔溶高湿清溶1清溶陣剛強濁
麟躯体適体副不副不二不平不測不溜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　度強し　　　度強し

　以上の實瞼成績を綜合し余等は教述の如き意見を以て我藥局方の改正を希望する巻

のなり

　　　　　　　　　　　　　藥局方改正に謝する希望

　　　　　　　　　　　　　　　　　比　　：重

　以上の試瞼に依りて見るに原料及製注局方指定の如くにして試製せるクレゾーノレ石

鹸液第9號及第ユ0號はその比重局方に適せざるの不合理を生ぜり蓋し日本藥局方はク

レゾーノγ石鹸液の製造法並に原料使用量に就ては範を型鋼藥局方に取れ共原料なる粗

製クレブーノレに卜しては瑞國藥局方の品と同様にして濁逸局方原料と其蒸鰹温度に於

て異なるものを使用せる爲ならん而して前表を以て見るに比重は蒸鰹温度高きものを

．使用する程漸次に低下するを以て粗製クレゾーノレ成分中豊も高温にて瑠出するメタク

・膨ゾーノソを使用して石鹸液を試製せる場合帥ち第12號の比重を最低位に取）日本藥局

方粗製クレゾーノγを使用せゐ場合帥ち第14號程度の比重を最高位に取りても大なる魁

誤なき物と信ず故に局方比重1・038－1・041は1．037－1・048と改正されむ事を希望す

　　　　　　　　　　　ク・一ルナトリウム溶液に封ずる反慮

　前表第12號及第13温酒Pち純メタ及バラクレゾーノレ石鹸液が食鰹溶液に樹し局方規定：

に抵鯛するはその滑毒力の亭亭よ●b見るも矛盾せるものにして昌昌藥局方に於てはメ
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タクレゾーノレを本品の圭効成舜と見徹しその定量試験を規定しだるに見るも明かなり

而して濁逸局方は此反懸試鹸を第6版（現行）に於て三三せり試みに純オノレト，メタ及

パラクレゾーノレよりの製品を同客量宛種々に混合して此試．験を施行するに次の如し

1食盤溶液に罰する反日 食臨溶液に封ずる反鷹

翻灘訓犠灘霧翻1轟菱糠合塁響薯濁
　此表に見るが如く純品に於ても此反慮が多少め濯濁を呈するは免れざるが如し北里

研究所の調査報告に於ても工業的製造上粗製クレブーノレより195．以上に於て蒸鰹し

來るものを多量に混入せしむれば此迄璽水反慮の規定に適し難く日本藥局方の此規定

は消毒力強き本剤製造を阻害すと論ず而して此場合の爽雑物走る炭化水素類の試駿は

局方試験霧雪10項に観て翻する事を得るを以て局方の此試瞼條項は捌除されて可なる

べし

　　　　　　　　　　　　粗製クレゾーノソの蒸鱈温度

　ンレゾーノレ石鹸空中の粗製クレゾーノンの定量試験並に分離クレゾーノレの蒸瑠試験に

就て記述するに先立ち之が基本となるべき粗製クレゾーノγの蒸鱈温度改正の必要を述

ぷべし粗製クレゾーノレ中クレゾーノレ含量試験は局方に於て示すが如くその50ccmを蒸

擁するに180－200。に於て約46ccmを鰹出すべき規定なるも文献に徴するにメタク

レゾーノγはその沸騰貼202。前後に溜出するものにして20ぴ以上の鯉出物をも粗製ク

レゾーノシとして認めざるぺからす況んやメタクレゾーノγを以て滑毒力立も強き部分セ

るを認めナこる濁逸局方あるに鞭て熔や

　外座藥局方中の粗製クレゾーノレの無下温度を見るに

　　　　　　i瑞國局方　180－20ぴに於て殆ど全部輸出

　　　　　　画題局方　199－20聖に於て509より少くも469鰹出

　　　　　　英國局：方　195－205。に於て少くも90％瑠出

　　　　　　門守局方　ユ95－20げに干て少くも90容量％戸出

　次1こ試製クレゾーノレ石二三の原料に供したる局方粗製クレゾーノγの蒸瑠成績を見る

に180－2000に於て

　　　　　　　　　　第9號48．9ccm　　第10號郵・8　ccm
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似上の諸事項に敏し局方は次の如く改正さる、を適當と認む帥ち

　二品50cdmを二二するに180－205σに於て少くも46　cclnを鯉出せざるぺからす

　　　　　　　　クレゾー・ノレ石鹸液よb分離せるクレゾーノソの定量

　前寵局方試験表に於て見れば水蒸氣蒸鯉によbて得セる分離クレゾー川分は凡て局

方の規定量以上を示し適合せるが如きもその量は原料に使用せる粗製クレゾーノγより

多し此理由はクレゾーノγ分の蒸瑠に於て見るが如く此のクレゾー・ノレ分中には未だ溶剤

に使用せるエーテノレ分及水分を溶和残留せるが露なう此不純分は局方に示すが如き40

分時間100。に於て乾燥の程度にては脱除する事能はす然れども乾燥時間を延長すれば

實瞼上漸次にクレゾールを氣散せしめて止まる所を知らす山水蒸晶晶鰹に際し局方の

如く鱈液に食品20gを二六せるのみにては不定なる鱈水量より油分を析出せしむる

には甚だ回し且食盤溶液の濃度によbてクレゾーノレ中に高和残留せる水分の量も匠々

なるが如し：又クレゾーノγの溶捌なるエーテノンを以て水論を只一同二言するのみにては

水液中尚ほクレゾーノγ分残留するものなきやの懸念あb故に定量の誤差を可成二二な

からしめんが爲には三瀬局方の如くに改正さる、を可と認む但し二二局方に於ては溶

捌に石油工一テノγを使用し這這上其試験成績に甚だ良結果を得たれども巷間二二せら

る、石油工一ヲノγは凡てその蒸鋼温度甚だ廣汎にして且高温鱈出の二二比較的多く到

底正規の蒸瑠温度を有する・ものを得る事能はす市販石油工一力γをその儘心用せる場

合はエーテノレを使用せる時より不良なる結果を得故に局方は次の如く温むるを適適と

誕む　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　！

　本品20ccmを硝子壕に取り水60　ccmを加へて稀乱しメチーノγオラソジュ溶液2－3滴

を加へ之に稀硫酸を滴回して微に紅色を呈するに至り水蒸氣を蓮じて三二し瑠液のク

1！ゾーノγ臭を有せざるに至り二二を止め二三液（此迄局方通b）100ccm毎にクローノレ

ナトリウム209を加へ始め10b　ccm次に2同各50㏄mのエーカンを加へ毎同強く

振豊しセる後静置し澄明のエーテノレ液を集め二二してエーテノソを去り淺渣を40分時間

ioO。に於て乾燥するに其重量少なくも109ならざるぺからず

　　　　　　　　　　　　　分離クレゾー・ノ￥の鱈出面

　分離クレゾーノγの蒸鱈試験は180－200●迄の斗出分を定量する規定なれども實験の
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都合上180－202．迄を取うナこり然れども局方試験表に示すが如く市販品に於ても試製

品に於ても凡て局方規定の約46ccmに達せす全部不適なb試製品の分離クレゾーノレ

50ccmに就き甲州蒸鰹を試みるに次の如し

180’迄　i180－1801185－19δ。【195－20z。1zo2－204。　l　zo40以上［残留分1180－20z。

第・剃・・㏄i・3ccl・・…1・・cct一 一1・…li…cc
第・・號1・・1・・i…巨・1・・i一い・1…

　前條に述べナこるが如く分離クレゾーノン申には水分及工一テノレ分を混有し180。迄に表

示の如き鱈娘分あり且つ實験上分離クレゾーノγに就き粗製クレゾーノγと同様なる鱈出

量を望む事は不可能なるが如し故に局方末尾『鼓に分離し回るクレゾーノンの試瞼は粗

製クレゾーノンの條に掲ぐる所に準撮すべし』なる項も改正の必要あb濁逸局方に於て

は鼓に相記すべき試験はメタクレゾーノレの：定量を以てせり帥ちメタクレゾーノレの定量

に於て得るトリニトロメタクレゾーノレの最少限は粗製クレゾー川にあbてはその10g

より8．7gにしてクレブー・ノレ石鹸液より分離せるクンゾーノレにありてはその10gよ弓

7．49となり分離クレ・ゾーノyに於て約15％の不純を認めナめ此程度を我局方に引用ぜば

蒸鱈液46ccmは約39ccmとなり實験の結果と殆ど一致するを見る而して前述粗製ク

レゾール二二の蒸鯉温度を180－205。と改正さる、事を得ぱ此分離クレゾーノレの瑠液

は約40ccmナこるべしとして差支なからん故に局方は次の如く改正されん事を望む即

ち　　　　　　　　　　　　　　　、、

　鼓に分離しナこるクレブーノレは之を蒸鰹するに180－208に於て100容量に付少くも

80容量を餌出せざるべからす其他の試験は粗製クレゾーノンの條に掲ぐる所に準篠すべ

し

　終りに北里研究所研究調査報告中本劃の滑毒作用に及ぼすアノγカリの影響に就ては

その試験中弱アノンカリ溶液を加ふる時は弱毒力を減殺すれども本丁をクロー・ノンナトリ

ウム溶液に和して吊る掴濁は漕失すべしと述ぷ實験に徴するも然る場合多しかくの如

きアノンカフ性強き場合は粗悪なる石鹸を原料とする製品と見徹して可なるべく濁逸局

方に於てはアノレカリ性を制限して本翻1gに付定規蟹酸2滴以上を溝費せざるものセ

らしむ試みに市販品及試製品に就き同年試験を行ひ粘るに次の如き結果を得ナこり
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亀

第1號［第2號　　第；3號　 第4翌虎　 第5號1第6號　 第7號　 第δ號　 第：3號1第10號

　定槻酬・滴1・剰・滴陣朔・滴1・滴隊劃愛化工輔1輔

　叉同研究調査報告中石鹸の滑毒力に就き記述する所に由れば石鹸其物の消毒力は極

めて微弱なれども之をクレゾーノンに加ふればクレゾーノレの消毒力は2倍となり且亜麻

年油石鹸とクヒゾーノソとを混合したるものは楽種油石鹸とクレゾーノγとを和しナεるも

のよb消毒力著しく強し（Schneider）とあb之を以て．見れば本測が正規の原料を使用せ

るや否を検する項目も亦必要ナZるべし濁逸局方に於ては石鹸試験として脂肪酸量を規

定せり即ち40gの本測を使用してクレゾーノンを定量しその水蒸氣蒸鱈残渣より少く

も9・5gの脂肪酸を得べしとなす是れ同局方本剤の冒頭に掲くる如き約25％の脂肪

酸に相當する石鹸液なりや否やを試瞼・せるものなう故に試みに市販品及試製品に就き

’同標試験を行ひ陀るに次の如き成績を得ナめ但し我局方に於ては石鹸液20ccmを使

用してクレゾーノγを定量するを以てその水蒸氣蒸瑠残渣よb得る脂肪酸は約4．89以

」三すZるべきなり

第1號　第2號　第3號第4號1第5號i第6號　第7號　第號　第號　第10號
脂肪酸量i・59・1蛋・6・1…gl・84gl…gl・・4gl・63gl・・6gl・・6gl…9

　上記の試験に由れば試製品の脂肪酸量最も多し之を要するに他日局方を改正せんと

する場合には此等の職も考慮に入れて調査されむ事を併て希望するものなり

　　　　昭和三年二月
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酒精性飲料蚊藥局方製剤中メチーノレア

ルコ永ノレの試験法に就て

第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

第六章

第七章

技　　師

技　　手

技　　生

　　　　　　　　　　　　打

緒．言

酸化方法1泣呈色反慮試瞼に就て

H奉公定法・ライト氏法及米國局方規

定法の比較試験

メチールアルコホル新試忍法の研究

果實類よリ麟造ぜる酒精性飲料中メチ

ールァルコホルの成因に就て

高級アルコホルに依るメチールアルコ

ホル類似反慮に就て

翻然に生成也ろメチールアルコホル含

量の限界に就て

　　　　　　　　　　　第一章

衣

服

秋

　次

第八章

笠　　　　豊

部　　安　閉

山　脇　　治

過硫酸アムモ昌ウム酸化に俵るメチー

ルアルコホル試瞼：に就て

第九章酒精中のメチールアルコホルの試験法

に就て

第十寧　丁幾及酒糟製矧中メチールアルコホル

・の試瞼法に就》（

第＋一章メヂールアルコホル試瞼法の一改正案

第十二章

緒　　言

に就て

総．括

引用丈献

　1911年濁逸＾ミノレリ，ン市に於てメチーノレアノレコホノレを以て混成しナこる火酒類の飲用

により一時に多歎の中毒患者脅出し其翌年：本邦に於ても東京市内に於てブランデー等

の飲用に依るメチーノyアノレコホノソ中毒患者を出せ’し以來メチーノレアノレコホノソの恐るべ

き毒性を有すること分明し衛生上の一大問題となり終に明治45年内務省訓令第7號

を以て其取締規則制定せらるるに至れり爾來一般衛生思想の向王と該取締規則の廟行

とによりて今’日に於て1よ該規則制定當初に於けるが如き恐るべき多量のメチーノレアノγ

コホノン �ｬ入せる酒精飲料を市場に認めざるに至れるは保健衛生上喜ぷべきことなり

．とす無るに欧米各國に於ても亦夫々法規を設け之れが取締を施しつ、あるに拘はらす

濁逸の如きは1♀22年及び1926年に叉々憂ふべき中毒患者を出せり而してメチー〆ア

ルコホノンの試験法に關しては其文献報告の類枚畢に蓬あらすと雛もこれを大別すれば
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〈1）メチーノレアノンコホノレを酸化してフガノレムアノレデヒードとなし呈色反磨に依るか或

は更に遙んでヘキずメチレンテトラミンを形成せしめ之を謹明する方法，（2）之を酸

化して蟻酸或は炭酸となし之を謹明する方法，（3）直接メチ・「ノンアノンコヰノンよリョー

ド化合物を形成せしめ之を謹明する方注（4）レフラクトメーターを用ひ直接之を槍回

する方注等にして就中第一注は最も廣く丁丁せらる》所にして其方法は熱回せる銅線

により或は過マンガン酸カリウム，重クローム酸，三酸化曹達叉は過硫酸アムモニウ

ム等の如き酸化捌を以てメチーノレア川コホノγようフォノソムアノソデヒードを化生せしめ

其反慮を試瞼するに在り然れどもメチーノンアノンコ脚レの試験は殆ど総ての場合多量の

エチーノビアノγコホノソ中に共存するものなるを以て酸化の程度によリエチーノレアノレコホ

〃よbも直接ブォノγムアノγデヒード又はアセトアノンヂヒード若くは其他類似の揮登性

物質を生成し以て類似反回を呈することあるを以て特に注意を要すべし師ち銅線酸化

：法の如き先年少官等の一人（衣笠）（1）之を試験せる結果エチーノレアノγコ脚γよリフォノン．

ムアノソデヒードを化生することを確讃せし灰にして今日に於ては既に歴史的方法とし

て葬られんとするに至れり而して現今に於てもf守ほ最も簡易丁丁なるものとレて種々

の試瞼方法の根源をなすものは1910年ゲーデニゼー氏（2）によbて登案せられナこる方

：法なb本二丁法は過マンガン酸カリウムが一定の條件の下に於てはエチ・一ノレアノγコホ

ノレを酸化してアセトアノγデヒードのみに痩じメチ1一ノyアノンコホノレをフォノγムアノンデヒ

ードに酸化するの性能に基けるものにして鉱に化生したるフ雪ノγムアノンデヒードは丁

令アセトア”デヒードの多量存在サとも適度の硫酸の共存に於てフクシン亜硫酸に由

て能く之を讃明し得べし，1912年アウェソグ氏（3）はデニぜ一・氏の方法を雁用し一の改

良法を登表せり帥ちデニゼー氏法によらて陽性三態を呈しだるときは多量の槍騰を取

り℃酸化し次に之を灘留し三際リミニー民反癒によりてアセトアノレデヒードを分鋼除

別し把る後三三よりウロトロピンを製出し昇天復藍を形成せしめて讃明せり

　小官等のr人（衣笠）（1）は前述東京市内に於てメチールアノレコホノン中毒患者を出せし

際回れが試験法を研究し前記ヂニぜ一並アウェング氏の方法に準篠し酒精並酒精性飲

料中メチーノレアノレコホノγ槍査法を案出報告せb現行公定法は帥ち本法を探用せるもの

なり



酒精性飲料立立i藥局方製i剛中メチールアルコホルの試瞼法に就て 269．

　小官等は瞬きに街並局より滋賀縣知事の報告に係る葡萄酒及ウヰスキー中メチーノゲ

アノレコホノレ試験方法の効果並に該法と現行公定法との適否比較調査方厩熱あり花るを

以て之に就き調査試験し且つ最近に於ける本問題に申する各國の研究欺勢に鑑み其短

を捨て敏を補ひ改善研究の結果一・新改良法を案出せり本法は其呈色反鷹比較的鋭敏に

してメチーノンアノレコホノンの含量0・05％に於ても能く現出し叉其酸化作用緩和なるを

以て爽漉すべき他のアノレデヒード類の生成を制限し以て其類似反磨を少からしめ且つ・

操作簡易にして其血膿量は10－20ccmの少量にて足るの便あり…欠に禽鳥酒類中メヂ

ーノンアノレコホノγの試瞼に際し屡々天然に登現するメチーノγアノレコホノγ反面に就て之を

研究し共蓋實酒類中に磯生するメチーノンアノソコホノンは本試験法によれば通例0．1％未．

満に該當することを確定し其限界戸毎定法を定め以て天然登生のメチーノγアノンコホノγ

と故意に混入せられだるメチーノンアノγコホノレとの識別を明にせり

　次に本改良注は酒精叉は丁欝血或は酒精製捌に樹しても亦之を癒用し得べし現時の

如く槍血中に認めらる、メチーノγアノレコホノンの含量微量にして結晶法等に依りて確試

すること困難なる朕況に於ては本法を以て殆ど確定試瞼法として探用し得べし勿論本

法によりて極めて著明にメチーノレアノγコホノレの反慮を生起するものに於ては從來の結

晶法による確定試験法を併用するも可なるべし

　今量れが研究の経過並に試験成績を示せば次の如し

　　　　　　　　　第二章　酸化方法並に呈色遠点試験に調て、

　前述の如く酒精性飲料中に混入せられナaるメチーノンアノンコホノレの槍出は專ら種々な

る酸化捌の酸化によりて生成せるフォノレムアノレデヒードを特種の呈色反雁に依りて検

知するものなるが故に軍に純酒精中にメチーノレアノレコボルの混入せる場合はフォノγム

アノレデヒードの外にアセトアノレデヒードを生成するに止るべきも種々なる醗酵性飲料・

中には多歎の揮登性成分を含有するを以て其酸化渕の強弱其他種々の條伴によりて

フォ．ルムアノγデヒードと類似鈴懸を惹起すべき成分の傍生を尋はざるべからす此の貼

に虚しザノレコウスキー民④は種々なるアノレコホノレ即ちエチール，プロビーノ〆，イソブ’

チ・「ノレ及イソアミーノンアノγコホノレ等を同一條件のものとに過マ閉ガン酸カリにて酸化

し鼓に得すζる酸化液に就きリミ再臨，ペプトン鐵及モノンフヰン反歩等を試験せるに何
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，れも陽性深慮を呈することを明にせb

　果酒興は果實蒸瑠酒中にはメチーノγアノレコホノγに類似せる反撃を生起する物質の存

在することは既にバウエノレ及びエソダラー氏（5）によbて知られたるところにしてフ昌

レンペノレグ氏（6）は天然に果實中のメチーノγ基を有するセノγロー一ぜ，ペクチン，リグニ

ン其他メトオキシーノレ墓を有する香料等の舜解によりてメチーノγアノγコホノy類似反回

を生起する物質の生成に就て詳細なる研究を螢表せり

　之等の諸反慮中フォノンムアノレデヒードに即し比較的鏡敏に作用し傍生する諸ナノンデ

ヒードに罪し鑛酸の存在に於て四鏡敏なるはデニぜ一氏のフクシン亜硫酸反慮にして

これ本業癒の現今最も多く使用せられ種々改良研究せらる、所以なりとす

　’メチーノγアノγコホノソの槍出に際しては殆ど絡ての場合酒精と共存するを以て酒精の

酸化によりて生成する酸化物によりても亦呈色するが如き垣網は本試験法どして甚だ

不適単なることは論を侯たす以下純酒精或は一定量のメチール’アノレコホノレを混和せる

酒精に就き各種の酸化法帥ち日本公定法の，ライフ氏等の方法（s）（9）ライト氏法⑩，米

国局方規定法（ユ1）及過硫酸アム毛ニウム酸化法源トフラト氏法（エ2）を鷹還して得だる酸化

液を以てフォノレムアノレデヒードの定性的試験法として從來最も屡々使用せらる、とこ

ろの次の緻種の呈色反慮を試験せり

　　1・リミ屯田氏千慮　フェニーノンヒドラチンとニトロブノレシッナトリウムは彊アルヵ

り性に於て赤色を呈し此赤色は瞬時に於ては久しく持績せざるもフォノレムアノレデと一

ドを現存するときは同一朕況に於て著しく藍色を呈す此藍色も亦久しく持績せすして

漸次赤色に憂す

　本圃慮の實施に写りては検液凡そ15ccm，に封し4％豊酸フェニーノレヒドラチン溶

　　　　　　　　　　　　の液ユ。㎝1及新製の0・5％ニト・ラ’ノγシ．トナト・ソウム溶液3－4滴を注加し後濃厚ナト

順ン漁液を加へて強アノγカソ性となすときは直に藍色を呈す

　　2．ヴィタリー氏反慮　槍液5cgmに前記豊酸フ亀二一ノγヒドラチン溶液1ccmを加

’へ次に4％渦クロー♪γ鐵溶液を歎滴々下し強酸にて酸性となすときはフォノソムアノソデ

七一ドの存在に於ては赤色を呈し漸次澄黄色に漫参稀薄溶液にあbては争覇紅色を呈

．して久しく持績す
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　3．ペプトン鐵反懸槍液5ccmに2％のペプトン溶液5ccmを加へ璽酸ユ：L中

に5％邉クローノン鐵溶液1ccmを加ヘナこるもの10　ccmを加へ煮沸熱湯申に5分間放

置するときはフォノレムアノγデヒード存在に撃ては紫色を呈す

　4・へ一ネノレ四四慮　即断5ccmに同量の水を以て稀閉せる牛乳翫cmを加へよ

く混和し次に過クローノン鐵含有硫酸（90－94％硫酸100ccm中に5％過クローノレ鐵

溶液1ccmを加へたるもの）5ccmを注意して加ふるときはフナノγムアノγデヒード

存在に於ては雨液層の接界面に紫色の輪帯を生じ陰性の場合には僅に黄色を呈するの

みなり

　5・フクシン亜硫酸反慮酸化液を取り硫酸1ccmを加ヘナこる後之にフクシン亜硫

酸溶液（公定法規定のもの）5ccmを加へ試験管を栓塞し輕く揺申したる後放置する

ときはフォ川ムアノレデヒードの存在に於ては1時用後に於て紫紅色を呈す

　6。グアヤコーノン反慮（8x9）グアヤコーノソ0．02　gを濃硫酸10　ccmに溶解しナこる下野

を用意し槍液0・1ccmを自紙上に置ける時計硝子上に容れ之に前記試藥0．5　ccmを滴

下するときはフォノγムアノンデヒード存在に鞭ては鮮明なる暗赤色を呈し陰性の場合に

は微黄色を呈す

　7．アポモノンフィン反磨〔s）盤酸アポ毛ノレフィン0・02gを濃硫酸10　ccmに溶解し攣

る早耳を用意し槍液0．1ccmを白紙上に置ける時計硲子上に取り之に前記試藥0．5ccm

を滴下するときはフォノγムアノγデヒード存在に於ては零丁紫色を呈し陰性の場合には

微弱灰紫色を呈す

　8．シュリーフェノγ氏反癒d3）槍液10　ccmに新製の盤酸フェニーーノレヒドラチン溶液

2ccm及新製の5％赤血臨溶液1ccmを加へ更に濃蝿叩5ccmを加ふるときはフォノン

ムアノレデヒード存在に於てはフクシン紅色を呈す

　9．ザバリツユカ，リーぜンベノレグ雨氏反懸（14）0．1％フロログノレチン溶液1ccm及

10％苛性カリ1ccmを混和せる後輿に準準液2ccmを加へよく静聴するときはフ’ Iノγ

ムアノγデヒード存在に於ては微薔薇紅色乃至深赤色を呈す

　前記呈色智慮を各種の酸化法に從ひ酸化して得元るものに就き畑野せる成績次の如

し
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　　　　　　　1．日本公定法に擬して慮回せるものを以てせる試験、

’下記12種槍謹に就き日本公定法に準解して料理して得たる酸化液を以て前記諸反

鷹を試験せるに其成績次の如し

　A．純酒精

　B．0．1％メチーノヒ．アノγコホノソ含有純酒精

　C．1％メチーノソアノレコホノン含有純酒精

　D．「純酒精100ccmの瑠液（約70　ccmを三一す）

　E．0．1％メチーノγアノレコホノレ含有純酒精100ccmの瑠液（同上）

　F．1％メチ門川アノレコホノン含有純酒精190c6mの鱈液（同上）

　G．46％酒精50ccmに水70　ccmを加へて約18％に稀粋せるもの、鋼液

　H．0．1％メチーノレアノγコホノレ含有46％酒精50ccmに水70　ccmを加へて約18％

　　　に稀羅せるもの、瑠液

　1．1％メチーノγアノソコホノン含有46％酒精50ccmに水70　ccmを加へて約18％に

　　　稀繹せるもの、鱈液

■

∫．

K：．

L．

46％酒精ユ00ccmに水140　ccmを加へて約18％に稀解せるもの》瑠液

0．1％メチーノγアノンコボル含有46％酒精100ccmに水140　ccmを加へ約18％

に稀粋せるもの、二二

1％メチーノレアノンコホノγ含有46％酒精100ccmに水140　cc『nをカロへ約18％に

稀粋せるもの、鰹液

　　　　　　　　　　試瞼成績順1表

橡畷麦副互簸一二二野慮’脇判例四駅離聖孟艮浸愚駁麦愚ユ

A
B
C

D
E
F

G
H
工

∫

K
L

白濁赤
　，，

　，，

淡隔年
白濁赤

　，，

淡榿赤
白濁澄赤

白濁赤

　，●

　，3

　，，

呈色即す

，，

赤

呈色ぜす

，，

赤

塁色ぜず

，，

赤

墨色ぜず

　，，

　赤

目　　紫

淡　　紫

汚　　紫

淡　　紫

汚　　紫

淡

汚

，，

四

二

淡　　紫

呈色ぜす

　，，

　紫
呈色聾す

　，，

　紫
呈色ぜす

　り
　紫　層

星色ぜす

微増褐
　紫

呈色画1呈色ぜす

　　，，

淡　　紫

微　　藍

晶晶紫
淡　　紫

量色也す

冶呈色せす

紫　　紅

呈色ぜす

淡紫紅
紫　　紅

”
4

，，

”

，，

，，

，，

，，

”

，，

，，

6，

呈色ぜす

　　，，

殆暴色也す

呈色せす

淡紫紅
　　，，

呈色ぜす

　　　

淡紫紅
呈｛寧す

淡紫紅
　　，，

フクシン紅

，，

”

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

淡　　黄i

，，

橦　　赤

淡　　黄

，，’

撹　余．

淡　　黄i．

，，

澄　　赤．

淡　　黄i

澄　　赤：
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　前記成績に櫨れば現行公定注を準用し酸化せるものに在りてはりミニー，グアヤコ

ーノレ，シュリーフェノγ及べプトン鐵の諸反響は何れも其用に堪へざるを認むべくブィタリ

ー，へ一ネノγ，及ザバリツユカの3反慮はメチーノγアノレコボルの含量1％以上の場合

には著明に陽性反慮を呈するも0．1％程度に於ては何れも陰性なり然るにアポモノγ

フィγ球フクシン亜硫酸反響は0．1％の場合に於ても亦陽性反慮を呈し爾他の諸反懸

に比し最：も鋭敏なるを認むべし

　　　　　　鼠　ライフ賃試駿法に依りて虜理せるものを以てせる試験

　ライフ氏（9）に從ひ内容25－50ccmの小コノレベンを取り之に直角に2同屈曲せる長

さ70ccmの蒸鯉硝子管を緊密に連結し其管の中央部は幾分流下ロに向って傾斜せし

め、小コノγ・母ンをアスベスト板上に置き小火焔にて徐々に熱し；其際蒸三管＝の下降部分に

熱を帯はざる檬注意し20％以上の酒精含量のものにあbては10ccn1其以下のものに

在bては20ccmを量潔し共に其鱈液1ccmを氷冷せる劃度小圓筒申に鱈取す次に前

記溶液に20％硫酸4ccmを混和し賜暇を氷冷しつ、之に過マンガン酸カリウム粉末

19を4－5i剛こ分ち徐々に加へ毎回強く振舞し酸化せしむ酸化作用の完結には少くと

も15分間を要す鼓に析出せる聞耳を濾過し微薔薇紅色を呈する澄明の濾液を室温に

放置し全く脱色し把るものを試験に供す

　前記丹塗法に從ひ試験せる検髄の種類次の如し

　A．純酒精10ccm

　：B．0，1％メチーノレアノγコホノγ含有純酒精10ccm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　C．1％メチーノγアノレコホノγ’含有純酒精ユOccm

　D．46％酒精10ccm

　E．0．1％メチーーノンアノンコホノレ含有46％酒精10ccm

　F．1％メチーノレアノンコホノγ含有46％酒精10ccm

　G．18％酒精20ccm　●

　H。0．1％メチーノンアノレコホノン含有18％写生20ccm

　I．　1％メチーノγアノγコホノγ含有18％酒精20ccm
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試験成績第、’2：衷

鯉賑愚一階剣心慮ン麦癒ネ’レ脇籔罰媛愚　三差慮翌㌃婦陰論

A
B

C

D
E
F
G
H
I

白濁淡赤橦　　赤

淡　　藍　　赤

　，，　　　　　　　　　，，

白濁淡櫨櫨，　赤

　，，　　　　　　　　　，，

淡　　藍　　赤

白濁淡興野　　赤

白濁赤　赤
　藍　　　”

暗　　紫

，，

”

，，

，，

，，

，，

，，

，，

淡紫褐
　，，

，，稻職

淡。紫褐

　，，

”精彊

淡紫禍

　ゆ
，，稻強

淡

紫

淡紫藍

・，，

，，

，，

紫

紫

紅

紫　　藍

紫　　紅

暴色也す

　，，

　，，

　，，

　，，

淡紫紅
呈色ぜす

　，，

紫　　紅

殆畠色ぜす

　　リリ

淡紫紅
殆呈色慮す

　　，，

紫　　　紅

呈色せす
殆墨色ぜす

紫　　　紅

フクシぞ紅淡　　黄

　，，　　　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　　，，

橦　　　赤　　，，

　”　　　　　　　　　　　，，

フクシン紅　　．糟

櫨　　　赤　　，，

　　，，　　　　　　　　　　　，，

フクシン紅　　，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　前記成績によればヴィタリー，ペプトン鐵，へ一ネノン，フクシン亜硫酸及シ∴リーフェ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴ
ノレ諸反慮は酒精のみに於ても亦陽性を呈し之に反しザバリツユカ反慮は垂部陰性を示

し何れも其用に堪へす然るにヲミニー，グアヤコーノレ及アポモノレフィン反慮はメチーノレ

アルコホノン1％以上の場合には之を慮用し得べきを認めしむ蓋し本酸化法は純酒精よ

りも微量のフォルムアノγデヒードを化成するもの、如し

　　　　　　3．ライト民酸化法に依りて虚理せるものを以てせる試験

　ライト氏（10）に從ひ槍液0，1ccmを試駿管に取ウ：水を加へて2ccmと、なし次にカメレ

オン溶液1ccmを加へ10分間放置せる後穆酸溶液1ccmを加へ脱色し之に就き前記

諸反回を試験せb

　カメレオン溶液の調製

　過マンガン酸カリウム3gを豫め過マンガン酸カリウムを加へて再瑠せる蒸瑠水

100ccmに溶解し之に15ccmの燐酸を加へて製す

　袴酸溶液の調製

　捲酸59を硫酸（比重1・84）50ccmを水にて100　ccmとせるもの、中に溶解す

　前記試験法に從ひ試回せる槍膿の種類次の如し

　A．純酒糟

　B・0．1％メチー・ノγアノンコホノレ含有純酒精

　C．1％メチーノンアノレコホノγ含有純酒精

　D．46％酒精

　E．0．1％メチーノγアノγコホノγ含有46％酒精
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F，1％メチーノγアノレコホノン含有46％酒精

D’，Eノ，F’は検液D，E，Fを0．25　ccm宛取り水を加へて2ccmとなせるものなり

　　　　　　　　　　　　試鹸成績第3表
一院畠調ご最燕半半£夏ネ鮨籔騨曝1アぷ賑に完賑諜最薫ユ
A
B
C

D
E
F
D！

E！

F！

白濁深澄赤呈色ゼす

，，

，，

，，

響，

，，

，，

，，

，，

　，，

　赤
呈色也す

　，，

澄　　黄

呈色題す

　，，

　，，

汚　　紫

　，，

　紫
汚　　紫

　，，

　四
型　　紫

　紫

　，，

呈色・ぜす

殆呈色也す

　紫
呈色ぜず
殆呈色ぜす

　紫
呈色ぜす
褐　　　紫

　紫

呈色也す

淡藍紫
紫　　紅

呈色ぜす

淡藍紫
紫　　i紅

呈色ぜす

淡藍自
警　　紅

暴色ぜす

，，

，，

，，

，，

，，

，，

，，

淡　　紫

呈色ぜす

　，，

淡　　紫

呈色ぱす

　，，

淡　　紫

呈色ぜず

　　
淡　　紫

湊　　黄

　，，
フクシン紅

淡　　黄

　「，
フクシン紅

汚橦黄
門　　　褐

フクシン紅

白　　濁

，，

，，　．

，，

，，

，，

，，

，，

，，

　前記成績によればリミニー，グ1タリー，ペプトン鐵，グアヤコーノン及ザバジツユカの

5反鷹は何れも其用をなさすへ一ネノ・・，アポ毛ノンフィン及シュリーフェノン3反鷹1はメチー

ノレアノンコホノレ1％以上の場合には陽性を星しフクシン亜硫酸は0．1％に於ても亦陽性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧
反鷹を示せるを認むべし

　　　　4．過’硫酸アムモ呂ウム酸化法に依りて三門せるものを以てせる試験

　本法はヒンケノン氏（15）及パチエント氏㈹等の方法に基き滋賀縣技師中井氏の施行せる

方法にして二巴50ccm－100　ccmを蒸鯉，し其初鰹液5ccmを取り之に純過硫酸ナム

モニウム49及稀硫酸（1：5）15ccmを加へ更に水80　ccmを加ヘア’スペスト板上に、

加熱丁丁し各10ccm宛5個に分干し之に就き前記諸反慮を試験せり

　　　　　　　　　　　　　試瞼戒刀第4表
　　　　　　　　　　　　　A．18％酒精100ccm

鰍巖剣之瀬々串産ン陰一熊騒麦詔∠破都緩矧さ最紅潮燦騰ユ
1

2

3

4

5

白濁赤

　　
　赤

　，，

　，，

卵　　黄

白濁赤

　”
　，，

　，，

暗　　紫濃紫褐
　，，　淡紫褐
淡暗紫　　，，

　，，　　　　　　　　　　，，

　”　　淡日割

汚　　　線

殆呈色也ず

淡　　　藍

　，，

　，，

呈色苞す

　，，

　，，

　，，

　，，

呈色苞す

　，，

　，，

　，，

　，，

汚黄禍
フクシン紅

　，，

　，，

　，，

：B．0．1％メチーノンアノレコホノレ含有18％酒精100ccm・

濃橦赤
淡橦赤
微橦赤
僅微澄赤

　，，

餌液巖藩銀饒1撮慮ン
1

2

3

・4

5

白濁赤
　，，

　赤
極薇藍
淡汚線

卵　　黄

　

赤

，，

，，

暗　’紫

　，，

淡汚紫

　り
淡　　紫

賑ネ鰯蔽調鑑愚’一τ叢熊フ

濃紫褐
淡紫褐
　，，

　，，

淡褐紫

汚　　緑
呈色也す’

淡　　紫

　，，

　，，

呈色ぱす

　，，

　，，

　，，

　，，

呈色・εす

　，，

　，，

　，，

　，，

∠最夏煮i劣碧南ユ

汚黄褐
フクシ：！紅

　　，，

　　　

　　・，

濃榿赤
淡橦赤
微榿赤
　，，

　，，
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’

C．46％．酒精50ccm・

蝋購一編リ騰ン長一誰読蔽諾三差都5誌フζ磁㍊蚕龍、
1

2

3

4

5

白濁赤地　　赤暗　　紫濃紫褐　　藍　　吊色せず呈色せす温海褐
淡二線　”　　。　徹　紫　・藍　　・・　殆呈色せすフクシン紅
　，，　檀　　赤汚　　紫淡　　紫野　・藍　　”　　同色厄す　　ガ

　，，　微檀赤　，，　淡紫梢強　　・・　　　・・　　　…　　　乳
　，，　　　　，，　　　紫　　　淡　　紫　冶量色也す　　　・・　　　　　・…

　　　D．0．1％メチーーノンアノンコホノレ含有46％酒精50ccm・

濃檀赤
淡檀赤
駒澄赤
僅微出訴

　，，

鯉 液賑愚で開門甲州 長一誌 騒蔑翻備　即興 撮浸癒i撮薦ユ

1 白濁赤 白濁赤 暗　　紫 濃紫褐 紫　　　藍 呈色ぜす 昊色せす汚」黄 褐 濃檀赤
2 二四線 撹　　赤 ，， 微　　紫 淡紫　藍 「， 殆呈色ゼす フクシン紅 淡二曲

1　3 ，， 赤 紫 淡　　紫 ，， ，， 淡　　　紫 7， 微樫赤
4

，， 橦　　赤 ，， ”精強 ，， ，， ，， ，， ，，

5
　 ，， ，， ”稻強 殆呈色ぜす ，， ，， 、，，

，，

前記成績によれば本酸化法にありTlまヅ・タリー・ペプトン凱へ一ネ凹シ・リー

フェノレ及ザバリツユカの諸反雁は純酒精のみの場合に於ても陽性を示すを以て全然之を

慮用するを得すリミニー氏反慮も亦極めて不明瞭にしてグアヤコーノレ反慮は何れの場．

合も陰性を示しf繊まアポ毛ルフィン反癒も其成績一致せす故に二等の干反慮は何れも

其用に堪へすフクシン亜硫酸は酒精のみに於ては微に藍色を呈しメチーノレアノγコホノレ

011％含有の場合には藍紫色を呈するを以て爾三間の匿別を下め得べきが如しと錐も

精もすれば廻誤に略り易きを保し難し之を要するに本酸化注に湿ては酒精よbも旧著

量のフォノレムアノレデヒードを化生するもの、如く之に就き中井氏の如くリミニー，ヴィ

タリ及へ一ネノγ反慮を以てメチーノレアノレコホノレ有無槍定をなさんとするは甚だ危瞼な

るを認むるに足るべし

　　　　　5．撃手藥局方の規定㈹1三從ひ酸化せるものを以てせる試験

　本法に於ては槍回申の酒精含量を5容量％に相潤するまで水にて稀騨せるもの

5ccmを内容約20　ccmの試験管に容れ燐酸0．5　cgmを加へ次に3％’カメレオン溶液2

ccmを加へ混液を10分間放置しπる後10％の穆酸溶液1ccm『 �ｬじ透明なる褐色溶

液となるに到b稀硫酸（硫酸1容量と蒸鱈水3容量との片耳）5ccmを加へ之に就き前

司諸反慮を試験せb

　A．純酒精0．25ccmをとり水を加へて5ccmとなす
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B．

c．

D．

E．

F．

0・1％メチーノγアノレコホノγ含有純酒精0．25ccmを取り水を加へて5ccmとなす

1％メチーよノンアノγコホノレ含有純酒精0．25ccmを取り水を加へて5ccmとなす

46％酒精0．55ccmを取b水を加へて5ccmとなす

0・1％メチーノンア！ンコホノ〆含有46％酒精0・55cclnを取り水を加へて5ccmとなす

1％メチーノンアノレコホノγ含有46％酒精0．55ccmを取り：水を加へで5ccmとな

す

　　　　　　　　　　早旦成績第5表

鰍賑藩之平野巌劇厳巖’レ騒長調三破献う難フに鼠浸戦勝惹
　　A白濁淡州呈色召す汚　紫紫　単極微志紫呈色也す‘呈色也ず淡　赤白　濁

　　B　，，殆呈色ぜす”’　”淡紫　”　微紫　”　・・
　　C　　　，，　橦　　　赤　　，，　　　紫　　　　紫　　　　　，，　　淡　　紫　　　赤　　　　　，，

　　D　，，呈色ぜす　。　紫　褐極微藍紫　。　呈色ぜず淡　赤　。’

碁．：：’殆呈野：：三熱ド：淡警紅募：：

　上記の成績によればリミニー，グアヤコーノy及ザバソツユカ氏反磨は何れも陰性を示

し之に反しペプトン鐵，へ一ネノレ，フクシン亜硫酸及シュリーフェノン氏反慮は酒精のみに

於て類似軍慮を生起するを以て以上の諸反慮は何れも其用に堪へすブィタリー及アポ

毛ノレフィン爾反慮はメチーノンアノγコホノγ1％以上に於ては之を懸用し得べきを思惟せ

　しむ

　　　　　6，　トリラト氏酸化法に依りて慮理せるものを以てせる試験

トリラ砥注（ユ2’は重クロ酸と硫酸を以てする酸化法lrして徽50　ccm　lこ同量の

水を加へ次に消石茨8gを混じグソンスキー氏蒸主管を附して主屋蒸鱈をなし初二三

15ccmを150　ccmに稀鐸し重クロム酸カリ159及び稀硫酸（1十5）70　ccmを混和し

時々振邊しつ、1時間放置しテZる後之を蒸瑠し初瑠液25ccmを除き次に100　ccmを

鋼無し之に就き前記諸反骨を試験せり

　　　　　　　　　　　　　試鹸成　績第6表

楡四郷Z巖愚1四脚賑ネ興野罰∠膿献旧劇ζ発婦三三ユ
純青藍レ赤1剰紫1紫紅i呈鯉す障剰紅1・ク・・紅
前記試練成績を看るに本法は其酸化作用強烈にして銑に純酒精の試験に側て何れの
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反慮も陽性を示すを以て全然之を慮早し得ざることを知れり

　前記各酸化法に於ける各種反掌の成績を比較髄脳に使せんが爲め更に一覧表を示せ

ば次の如し

　　　　　　　　　　　　　試験成績第7表

現行公定法

ラ…法

ラー
蜘・｛

・輝鷲｛

姦甥氏て

木　精
含　量

りミニー

氏反応

封　照

0・1％

1。0％

封照
0・1％

1・0％

罰　照

0・1％

1・0％

蜀照
0・1％

1・0％

謝　照

0・1％

1．0％

封　照

陰　性

　，，

　，，

陰　性

　，，

陽　性

陰　性

　，，

　，，

陽　性

　，，

陰　性

　，，

　，，

陽　性

ヴィタリ
ー氏反庶

陰。1

灘
陽”性

陰”性

陰　性｛

陽　性
陽　性

幽

雛

ペプトン
鐵反磨し

陽性
　，，

　，，

陽　性

　，，

　，，

陽　性

　，，

　，，

陽　性

　，，

陽　性

　，，

　，，

陽性

ヘーネル
氏反応

陰　性

険性
｛

陽’性

雛
：：

陰”性

即
吟

陽　性

　，，

　，，

陽　性

フクシン
亜硫酸反

グアヤコ
ール反慮

膿微鴎縫

陽　性

　，，

陽　性

　「，

　，，

陰　性

陽　性

極微陽性

陽　性

極微陽性

陽　性

　，，

陽　性

陰　性

：：

陰”性

心性
｛

陽性
陰　性

｛灘

轟
陽：：性

アポモル
フイン反
慮

簾
雛
陽”

ｫ
陰”性

雛
｛雛

麗
陽”

ｫ

シコ．リー

フェル氏
反磨

陽　性

　，，

　，，

陽　性

　，，

　，，

陰　性

　，，

陽　性

陽　性

　，，

陽　性

　，，

　，，

陽　性

ザバリツ
ェカ印押
島

陰　性

　，，

　，，

陰　性．

　，，

　，，

陰性
　，，

　，，

陽　性

　，，

陰　性

　，，

　，，

陽　性

．以上の外瑞西飲食物槍査法所載の酸化法は日本現行公定法と同様なるを以て之を省

略せb，今自ll記6種の酸化方法に就き之を盛るに過硫酸アムモン及び重クローム酸カソ

慮用による方法は共に酸化作用劇烈にして酒精よりも著量のフ躯レムアノγデヒード若

くば之と類似の反慮を呈する物質を化生するを認むべく從って之等雨法は殆ど慮用上

の便値なきものなるべし荷ほライフ氏酸化法によbても亦微量のフォノレムアノンデヒ戦

ドを生成するもの、如く現行公定法及ライト氏法の2酸化法は爾他の諸法に比し遙か

に優秀にして米國局方規定法之に次ぐを認むるに足るべし而して各種呈色反懸中ペプ

トン鐵反慮は各酸化法に於て酒精のみの場合にも常に陽性を示すを以て全然慣値なき

は勿論にしてザパリツユカ氏反慮も亦多くの場合陰性を呈し之れ亦全く其用に堪へす

グアやコーノ7反慮も木精含量1％程度に於ては殆ど用をなさすシュリーフェル氏反慮は

濁bライト氏酸化注に於てのみ多少有効なるを認むるのみフミ三一氏反慮はライフ氏

酸化法に於て木精含量1％以上め場合に叉ヴィタリー氏反慮は木精含量1％珍上の場
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合には過硫酸アムモン及トソラト氏雨海を除く各酸化法に於て之を二二し得べきを思

惟せしむ爾ほへ一ネノγ氏反態は公定法，ライト氏法回米國局方の三法にて1％以上の

場合に：又アボモノレフィン反慮は各酸化法に於て0．5－1％の場合有効なるを認めしむ然

るにフクシン亜硫酸は現行公定法及ラづト氏酸化法に於てはq．1％の場合にも陽性を

呈し樹二物は陰性を示すを以て之等9種の反慮中最も優秀なることを首肯せしむるに

足るべし　　　　　　　　　　　　　．　　　乱

　前上の試験に使用せるフクシン亜硫酸は現行公定法に準溢して調製せるものなるも

該回忌はデ昌ゼーフェレンベノレグ其他の諸氏により種々調製方法を異にするを認む今

各種瀬中フクシンと亜三三　・・中の含量・クー騰肇陣酸
の關係を表示すれば右の如し　　　デニゼ＿氏波　約ユg約6．5920ccm（1。18）

　　　　　　　　　　　　　　　　グロースボール氏液　　，，　ユg，，6．349　15CCm
ザ・ゆウスキ㌣氏（4）はグロー @・・レンベ・げ畷・・9…9…CCm（轟謬硫）

二一・・氏液と・・レンw強訴努蟹擁：：ll：1：ll忌明

氏液とにつき比較研究の結果後　　H本公定法規定液　・19・生39ユλ5ccm

者は呈色反磨少しく鏡敏なりと錐も無色なる淫乱を調製すること困難なるの映黙を指

摘し叉ライフ氏（9）はフ三レンーξノング氏の庭方に從ひ各1％のフクシン及び亜硫酸溶液

を混和せるものは梢長時の観察時間を要しナこるも良馬を得にb之に反しフクシン5g

及亜硫酸ナトリウムを水に溶解し定規硫酸100ccmを加へ全量を1しとなしナこるもの

は満足の結果を得る能はざりき

　最近ライト氏⑩はフクシンの代りにロスアニリン（バラロスアニリン叉はパラフク

シン）を使用し三二のフクシン試藥に比し鋭敏なりと推漿せb之を二二藥局方規定の

フクシン試藥と共に日本公定法の二二に樹照して試験しナこるに夫々其特徴を有し三指－’

定せる酸化法に甥しては各特定の試藥を以て最も優れる；とを認めナこり帥ち次章に於

て老を詳述すべし

　省ほフクシンとしてはグリュー・ミノγ製細菌用フクシン，同三三結晶性ダイヤ毛ンドフ

’クシン及メ・γク製粉末朕フクシンの3種セこ就き試漁るにダ二一べ・レ製媚ヤモソ

ドフクシンの精優れるを認め回り

　　　　　第三章　日本奪定法，ライト氏法及拳國局方規定法の比較試験
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　　　　　　　　　　　　　　1．日・本公定法

　前記試験成績に徴するにフクシン亜硫酸溶液を試藥とする日本公定法は他の試験法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
に比し最も正確なるを認むべし元來本法はデ昌ぜ一氏の試験法を基礎とせるも其フク

シシ亜硫酸は（Pharm・Zentralh・1912・S・88）所載の庭方を探養せるものにしてフ晶レ

ンペノレグ氏によbて紹介せられナこるヂニぜ一斗の試藥と少しく其内容を異にす而して

，各種槍醗の酒精含：量を約18％となしたるもの200ccmを取りて劃温蒸鱈管を附して

蒸鱈し豫試験にあうては其0・1ccmを以て試験するにあるも供試量，酸化時間，酸化時

の温度，硫酸の濃度等に就き之を追試すべき幾多の問題を残せう依て此等の諸職につ

き順次試験せるに次の成績を得漁り

　（イ）・供試量：を培親し花る場合

　槍液0・1，0・2，0・3，0・5，及1．O　ccmを各試験管に取b公：定法に從ひ1％カメレオン溶

液5ccm及硫酸02　cc皿を加へ2分間酸化の後8％纏酸溶液1ccmを加へて脱色し混

液黄色を呈するに至）更に硫酸1ccmを加へて振画し全く脱色しナZる後之にフクシン

亜硫酸溶液5ccmを加へ試験管を栓塞し輕く揺動し能く混和し止る後1時間放置す之

と同時にライト氏ロスアニリン亜硫酸壷皿財主國局方フ”シン亜硫酸溶液を用ひ比較

樹照せリ

　ロスア昌リソ亜硫酸溶液の製法

　グリューペノγ製ロスアニリン粉末02gを温湯120　ccmに溶解し冷後之に重亜硫酸

．ナトリウム29を水20cc：hに溶解せるものを加へ次に濃盟酸2ccmを加へ絡量を200

試験成　績第8表
槍　　　腔 1供蓋『 論叢繭 ン亜硫酸

ロスア昌リ米局方7ク
@　　　シン甑硫酸

0．1 呈色虚す 呈色ぜす 量色¢す

0．2 殆と正議ぜす ，， ，，

日本藥局方純酒情 0．3 微　　藍 ，， ，，

0．5 淡　　藍 ，， ，，

し　　　　　L
1．0 鰐　　，， ，，　． ，，

0．1 殆と呈色ぜす 呈色也す ，，

0・1％メチールアル
0．2 極微紫藍 微　　藍 ，，

コボル含有純酒精
0．3 微紫藍 ，， ，，

0．5
，， ，， ，，

1．0・ 淡紫藍 ，， ，9

ccmとなす

　米國局方フクシン亜硫酸

溶液の製法

　フクシン0．29を温蒸瑠

水120ccmに溶解し冷後続

：水亜硫酸ソーダ2gを蒸鱈

：水20cc叫・に溶：解せるもの

を加へ次に濃盟酸2ccmを
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和し蒸鯛水を珍て総量を200ccmとなし調製1時間後使用に供す

　以上は純酒精を直ちに試験せる成績にして之によれば公定法フクシン亜硫酸によb．

ぞは供試量0．3CCm以上に及ぶときは酒精のみにても類似反懸を呈し酒精量増加する

に從ひ盆な仁平なり之に反して0．1及0．2ccmにあbては殆ど陰性なるも0・1％メチー

ノレアノγコホノン含有のものも引回江上高ならざる羽あり然るにロスア三フン試藥は酒精

のみに於ては何れも呈色せす．然れども0．1％メチーノγアノソコホノレ含有の場合に於ても

亦反旙i簸て微弱なるを免れす米國局方フクシン亜硫酸溶液は十三係吏：に一層甚だし次

に日本公定法に從ひ劃温蒸一法を行ひて得だる流汗につきて試瞼せる結果を示すべし

　　　　　　　　　　　　　　試験成績第9表
］0　分　　後 20　分　後 1時　間　後 2　時　間　後

検　　　盟

供戴量CCm

公定法フ

Nシン藍
ｰ酸

甑ア誉騨並藷1議亜硫 公定法フクシ

嶋泓ｰ
_

ロスア

ｹリン
泓ｰ酸

米局方フクシ

嶋泓ｰ
_

公定法フクシ

嶋泓ｰ
_

ロスア

jリン
泓ｰ酸

来局方フ

Nシン亜
ｰ酸

公定法

tクシ
嶋泓ｰ
_

ロスア　　’昌リン

泓ｰ酸

米局：方フクシ

嶋泓ｰ
_

蟹｛

麹1翻

1藩｛

α1艶ぜす季色也

092微紫　藍　　　，，

0．3淡藍紫　”
0．5　　，，　　　，，

1．0　　，，　　　，，

α1微藍紫三孝色

0．2　，，　極微藍

0・3淡　藍　紫　　　・・

0．5　　鴨　　　　，，

1．0　　．．　薇藍紫

α1附藍琳璽
0．2　　，，　　　，，

0・3微藍紫　”

0・5淡藍紫　　，，

ユの　　　　　　　　
　　　か
噂呈色鷺蟹
0．2極微藍紫　　，，

0。3微藍紫　　 ・，

0●5淡　藍　紫　　　，，

LO　　，，　　　，，

三色響色嘱色嘱色也馨喉色鬼色ぜ鍋微琳色騰璽
　”　微紫藍　　”　　”　三浦紫　　・…　　　　　淡藍紫　　”　　・・

　”　淡藍紫　　”　　・・　淡藍紫　”　　　”　　　”　　”　　・・

　，，　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　づ，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，

　り　　　　　　　　り　　　　　　　　リ　　　　　　　　ニニ　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　タリ　　　　　　　リリ

極微難麟国色微撒難論羅離淡紫淡新旧醗
　，，　淡　紫微紫藍　　，，　　　，，　淡画紫　　　，，　　　　，，　　　，，　　　，，

　，，　　　，，　　　，，　　　，，　　　．．　　　，，　　　　，，　　　　，，　　　，，　淡藍紫

　，，　　　”　　淡紫藍　　，，　　　，，　　　，，　　　　ゴ，　　　　，，　　　，，　　　，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　リリ　　　　　　　カ　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　リリ　　　　　　　リコ

孟雛微群基色藍淡奪紫籍騨琶書淡男紫野籍

　，，　淡藍紫　　，，　　　，，　　　，，　　　，，　　　，，　　淡　紫　　，，　　　，，

微藍”　・…　　淡紫・・極微藍紫・…　　　”
　り　　　　　　　リリ　　　　　　リヲ　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りリ　　　　　　ハ

孝色心二階二品藍籍艶也灘紫野籍
　”　微藍紫　・・　　”　微藍紫　　・・　　　”　　　・…　　　　　　”

血色・・鼠色淡麟・響ぜ・騨・
　”　淡藍紫　，，　　”　　”　　，，　　　，，　　・…　　　　　”

　，，　　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　　，，

　前記成績によれば公定法の北谷は鱈液0．1ccmの場合は1時聞後に於ては酒精のみ

にては呈色せす然るに木精0．025％含有するもの、鱈液に於ては淡藍紫色を呈し精之

を識別し得べく其反慮極めて鏡敏なるを認めしむるも血液02ccm以上に及ぶときは

既に純酒精のみにても類似反心を生起し之を識別するに困難なるを免れずロスアニリ

、
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　　　　　　　　ン試藥は酒精のみに寝ては各供試量の場合共に呈色せざるを以て良好なるもメチ．一ノγ』

アノγコボル含有の場合反慮の鋭敏度は公定法の試聴に及ぱす次に米局方試藥はロスア

昌リン三升と殆ど同値の關係を有するも霊境鋭敏度は前者に比し更に幾分劣るもの、

如し

　（口）酸化時間’並に酸化時に於ける溶液の温度

　フクシン亜硫酸反慮はアノレ摩ホノレの酸化成績髄なるアノンデヒードの縛帯なる、を以て

酸化と呈色との聞に密接の關係を有することは論を侯にす即ち酒精と共存するメチー

ノγアノンコホノγの酸化に充分なる最短尋問を以て理想とすべし此鮎に關しフェレンペノヒ

ク氏（6）は1mgのメチーノγアルコホノγ含有の液をカメレオン溶液及硫酸1三て酸化し其

の酸化に適営なる時間を検したるに5分並に10分間酸化せるものは却って2分間酸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
化壱るものに比し呈色劣れるを認めたり依って小官等も亦此の酸化時間と呈色反魂と

の關係を知らんがナZめ次の試験を施行せり，而して公定法によれば酸化に際し濃硫酸

q．2ccmを使用するにあるも之を正確に量即すること困難なるの映鮎あると共に之れが

セめ門門の温度上昇して酸化劇烈に陥る虞れあう故に酸化に際し氷水等を以て冷却し

て比較試験を施し陀るに純酒精の場合に供試量0．1，6．2．及0。3ccmに於ては特に氷水

を以て冷却せるものと然らざるものとの間に著るしき囁別を認めざりしも0・5ccm以

上に於ては冷却せるものは類似反町微弱となれるを以て濃硫酸．0・2ccmの代りに50％

硫酸0．4ccmを用ひて試験するに特に氷冷するめ必要を認めざるに至れり依て以下の

試験に於ては何れも50％硫酸を使用せレ　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　試瞼成績第10表

槍艘
　酸化時間

試量CCm

、0．1

0．2

03
0．5

1．0

0．1’

0．2

0．3，

0．5

1．0

2　　分 3　分 5　分 10　分

霧四郷蔽リ嘗胆隠表議鑑晶隔鰯畔引載壷認
殆呈色幽す

微　　藍

　　り
淡　　藍

　　り
殆呈色冒す

極微紫藍
微．紫藍　．

　　リリ

淡藍紫

呈！色ぜす

微　　藍
，，

，，

，，

呈色巳す

微　　藍
，，

，，

，，

殆呈色ぜす

微　　藍
，，

，，，

，，

殆呈色匡す

微紫藍
：：

淡藍．紫

呈色煙す

微：　藍
，，

，，

，，

呈色ぜす

微：　藍

，乳

，，

，，

殆呈色苞す

微　　藍

淡　　藍

淡藍紫

　お
極徴忌
門：紫藍

　、，b

淡紫藍
　，，．

呈色ぜす

微　　藍

　リロ

淡　　藍

呈色目す

微　　藍
，，

～，

，，

殆呈色ぜす

微　　藍

淡　　藍

淡藍紫

　り
極微藍
淡オ紫藍

　　，，

　　，，

呈色せす

微　　藍

　り
沸，　藍

呈色也す

微　　藍

．99

，，

，，
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　前記の成績に徴するに酸化時間の長短によりて大差を認め難く寧ろフェレンペノγグ

氏の如く最短時間2分を以て最も適當なるを思考せしめたるを以て以下総ての試験に

於て此の時間を採用せり而して前記成績に於て公定法により純酒精を試験画る場合供

試量0．1ccmの際はi類似反慮を呈することなく0・1％メチーノソアノレコホノγ含有のもの

は2一一3分間酸化に於ては呈色せす5－10分間酸化後に至りて極めて微弱の反回を現

はせbO．2ccm以上に干ては前記の成績と同様に純酒精に於て既に類似反町を呈せリ

ロスアニリシ三二に於ける成績も亦殆ど同標なり之を要するに純酒精を直接公定法に

從ひ酸評するどきは0．1％メチーノγアノレコホノレ含有の場合之を識別すること困難なり

故に約之を18％に稀旨しナこる後其200ccmを蒸難し其瑠液0．1　ccmを取りて試験する

を可とすべきを首肯せしむるに足るべし今更にメチーノγアノンコボル0．2及0・5％含有

　　　　　　　　　　　　へ純酒精並に0・1％メアーノンアノγコホノ〆含有46％酒精につき試験せる成績を示せば次

の如し

　　　　　　　　　　　　　試、験成績第11表

橡 盟

難難｛

螺量

0．1

0．2

0．3

0．5

1．Q

O．1

0．2

0．3

0．5

1．0

公定法フ
クシン亜
硫酸

淡紫紅
，，

，，

，，

，，

墨色晒す

，，

，，

，，

，，

ロスア昌
リン亜硫
酸

淡　　紫

，，

，，

，，

，，

呈色ぜす

蓋暴悪検

，，

，，

，，

，，

極微薙
　，，

呈色苞す

　，，

　，，

呈色嘱す

　，，

　　
　，，

副騨露量
0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

0．1

0．2

G3
0．5

LO

ロスアニ
リン亜硫
酸

紫　　紅

。・щｭ
　，，

　，，

　，，

呈色外す

微紫藍
　，，

　，，

　，，

紫

　

，，

，，

，，

呈色配す

，，

，7

，，

，，

米局方フ
クシン亜
硫酸

備考　前表中の色相の二化に1時間後に看取苞るもの電リ

淡紫藍
　　，，

微紫藍
微　　藍

　　ラひ
殆・呈色芭

ず

　　，，

’呈色芭す

　　，，

　　，，

　前記歳績により純酒精中α2％以上メチーノレアノソコホノレ含有の場合には公定法，ロ．ス

アニリン及米國局方試藥を以て之を槍出し得一ミきを斜めしむ

　　　　　　　　　　　　　　2．ラ　イ　ト　氏　法

　本試験法は最近ライト氏⑩によbて報告せられすごるものにして從來のカメレオ，ン酸

牝法に改善を加ヘフクシン色素に代ふる’ ﾉロスアニフン色素溶液を以てし在來の諸他

試験方法に比し最も精確なりと稻せらる、ものなb帥ち前記酸化法に依りて得ナこる酸
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化液にロスアニリン亜硫酸溶液2ccmを加ふるときはメチーノγアノγコホノソ存在1二於て

は紫色を呈すべし．

　次に各回液6・1℃cm乃至2・O　ccmをとり本法に從ひて酸化せるものに就きロメア昌

リン試藥並に公定法論米局方フ久シン試藥を以て試験せる成績を示ぜぱ次の如し

　　　　　　　　　　　試瞼成績第12表

槍 麗

0．1％木精含有
純酒精

緒器甲鮪

0・5％木精含有

純酒精

46％酒精
ライフ氏瑠液

0・1％木精含有
46％酒精
’ライフ1氏鯉液

璽騨

｛，

｛

｛

｛

｛

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

2．0

0．1

0．2

0。3

0．5

1。0

2．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

2．0

0．1

02
0．3

05
1．0

2ρ

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

2．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

2．0

稀繹
水量

ユ．9

1．8

1．7

1．5

1．0

0

1．9

1．8

1．7

1．5

コ．0

0

L9
1．8

1．7

1．5

1．0

0

1．9

1．8

1．7

L5
1．0

0

0

1。9

ユ．8

1．7

1．5

1．0

0

1．9

1．8

1．7

1．5

1．0

1　　分　 後 2　分　後 1時間後
守旧霧縣誹蔽塵隠回議1瑠副参難繭’
呈色ぜす

　，，

　リリ
殆呈色芭
す

極微藍
微　　紫

微　　藍

　，，

　，，

　，，

淡藍紫
　，，

淡竹紫
　，，

　，，

　，，

　，，

淡　　紫
殆呈色賊
す

極微藍
　，，

　　
微　　紮

　お殆呈色ぜ
す

　，，

　リリ

極微藍．

淡　　藍

”増強
極微：藍

　，，

微　　紫

　，，

　，，

　，，

呈色ぜす

極微藍紫

微蓋紫
淡　　紫

　，，

　り殆呈色芭
す
極微藍紫

薇　　紫

淡　　紫

淡赤紫

　り
極微藍
淡藍紫
淡　　紫

　，，

　，，

淡紫紅
殆呈色也
す

極微藍
微　　藍

　，，

淡　　紫

　，，

微藍紫
淡藍紫

　り
淡　　紫

　，，

　り
微　　紫

．淡　・紫

　，，

　，，

　，，

　，，

呈色せす
殆呈色ぜ
す

極薇藍
　，，

微紫藍
淡　　紫

淡紫藍
，，

，，

，，

淡　　紫

淡　　紫

，，

，，

，，

，，

，，

極微藍
微　　藍

　，，

　，，

淡　莱

　　
殆呈色ぜ
す
微　　藍

：：

淡　　藍

　，，

微　　藍

淡　　紫

，，

，，

，，

暴色ぜす

　，，

　，，

淡　・紫

　，，

　，，

極微藍血

膿藍紫
　，，

淡　　紫’

淡赤紫
淡紫紅
微　　雪

解藍紫
淡　　紫

　，，

　，，

淡紫紅
殆呈色ぜ

微　　藍

　，，

　，，

淡　　紫

　，，

極微藍
微，藍

　　
淡紫藍
　，，

　，，

淡　　紫

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

殆呈色¢
す

微　　藍

淡　　藍

淡　1紫
淡　　紫

，，

，，

，，

，雲

，，

淡　　紫

，，

，，

，，

，う

”

淡　　紫

，，

，，

，，

淡藍紫

　コリ
、殆呈色ぜ

：：

極微藍
淡　　藍

　，，

淡　　紫

，，

，，

，，

，，

，，

呈色準す

　リリ
殆呈色ぜ

　，，

微　　紫

淡　　紫

淡　　紫

，，

，，

，，

，，

，，

淡　　紫

　，，

　，，

　，，

　，，

淡紫紅
微藍紫
淡藍紫
　，，

淡　　紫

，，

、

，，

殆呈色ぜ
ず

：：

微　　藍

淡　　紫

　　
淡　　紫

，，’

，，

”

，，　層

，，

b
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試’三軍．績第13表

検　盟

奉職

0・1％永
糟含有1S
％酒精
200ccmの
霞目液

。．1％木r

鎌1

0。1％木
精含有46
％酒精
80CCm下
水120ccm
の混液の
ε留液

供試：

量

CCm

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

2．0

0．1

0。2

0．3

0．5

1．0

2，0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

2．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

2．0

稀謬

水量

ccm

工。9

1．8

1，7

1．5

1。0

0

ユ．9

1．8

1．7

1．5

1。0

0

工．9

1．8

1．7

ユ．5

1。0

0

1．9

ユ，8

ユ．7

ユ．5

1．0

　0

10　分　後 zO　　分　　後 1　時　間　後 z　時　間　後

公定法
フクシ
ン亜硫
酸

ロスア昌
リン亜硫
酸

呈色開口暴色ぜ
す　　す

　”　極微藍
　”　微　　藍
殆呈色
　　　淡州紫ぜす
微　紫　　”

　　　　　り
淡藍紫撃呈色也

：：微．紫

淡　紫淡　　紫

：：　：：

三戸紫呈色也す

：：　，，

淡藍蠣呈色也

淡　紫微　　紫

　　　　リニ
微藍紫呈色目す

　　　　，，
淡藍紫　　・・

　　　殆呈色ぜ
　　　す
淡　紫極微藍紫

　　　　，，

米局方
フクシ
ン亜硫
酸
呈色｛玄

す

　，，

殆白色

ぜす．

　，，

　　

微　紫

　，，　　．

　，，

淡　紫

　，，

　リコ

極微藍
紫

　り

微藍紫

　，，

　，，

　　
淡藍紫，

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

公定法
フクシ
ン亜硫
酸

呈色旧
す

　リナ

殆呈色
苞す
極微藍

微　紫

淡　紫

淡藍紫

　，，

　，，

　”

　，，

淡、紫

三岡紫

　　

　リリ

淡藍紫

淡　紫

　リリ

極微藍
紫

　，，

微藍紫

　　
淡　紫

　，，

ロスア昌
リン亜硫
酸

呈色εす

殆呈色臥
す

極微藍
微’

淡　　藍

淡　　紫

極微紫
微　　紫

　　
淡　　紫

　，，

　　
呈色芭す

　り
極微：藍

微　　紫

淡　　紫

　り
呈色也す

　り殆呈色ぜ

極微藍紫

淡藍紫
　，，

米局方
フクシ
ン亜硫
酸
殆呈色
ゼず

極微藍

微　藍

1：

淡　紫

，，

，，

，，

，，

　

微藍紫

　，，

　　

霜露紫

　　

　り

淡藍紫

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

舞轟
殆r呈色

也す

極微藍

　　

微：藍

微：二

胡　紫

淡藍紫

，，

，，

，，

，，

，，

微藍紫

呈色ε

　，，　’

　，，

　　
殆呈色
ぜす
淡　紫

淡　紫

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

極微紫

微紫
淡藍紫1淡　紫

　，，　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　，，

　　　　　　　　　　　

微嘉日微藍紫

　，，　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　

　，，　i　’，

淡藍紫…淡藍紫

・1・

来局方
フクシ
ン亜硫
酸

微：藍

，，

，，

　

淡　三

戸　紫

　

，，

，，

，，

，，

微藍紫

公定法
フクシ
ン亜硫
酸

淡藍紫

：：

淡蓋紫

：：

：：

・1

極微藍

微藍
　，，

　　

淡紫藍

淡　紫

淡　紫

　　

　，，

　，，

　，，

　カ

淡藍紫

淡　紫

　，，

　，，

　，，

　リリ

微藍紫

　，，

　，，

　，，

淡藍紫

　，，

ロスア
昌リン
亜硫酸

呈色ぜ
す

　，，

　，，

　　
殆暴色
ぜす
微藍紫

檀　紫

”

，，

，，

，，

，，

淡　紫

，，

，，

，，

，，

，，

微藍紫

淡　紫

　，，

　，，

　，，

　，，

米局方
フクシ
ン亜硫
酸

四聖
淡　藍

　　

　，，

　，，

　ガ

淡赤紫

　，，

　，，

　，，

　ナリ
　，9　　　、

淡藍紫

7，

，，

，，

，，

，，

淡藍紫

，，

，，

，，

，，

，，

　前記成績を通覧するにロスアニリン十三に於ては直接純酒精につきて試験せる場合

には供試量02ccm迄呈色せざりしも日本公定注に從ひ蒸湿して得ナZる鯛液を以てせ

る場合には0．5ccmまで殆ど呈色せすして之に0・025％の木精を含有するときは陽性

反磨を現はし甚だ鋭敏なるを認めしむ尚ほライフ氏法による瑠液の成績も亦純酒精を

直接試験せるものに比し優良なb要するに供試量灘酒精分増加するに從ひ酒精のみに

ても類似反癒を呈するを認む，公定法フクシン講藥は此場合ロスアニリン壁塗に比し

寧ろ少しく劣れるやの感あり更に米方局フクセン試聴に至りては一層甚しく殆ど其肝

に堪えざるべきを思考せしむ

　　　　　　　　　　　　　　　3，米戦局方規定法



、

、
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衣　笠・服

、

部・秋　　山

　米國藥局方規定乱酒精一メチーノンアノγコホノン試験法は槍膿中の酒精含量を5容量％

に相議するに至る迄水にて回忌せるもの5ccmを内容20　ccmの試験管に取り前記の

力法に依りて酸化して得たる溶液に就き臆すこに製しナこるフクシン亜硫酸溶液5ccmを

混和し10分間放置し弛る後之を自紙上に置き透門するに暗赤色叉は淡緑色を呈する

ことあるも藍色叉は紫色を呈すべからすとせらる，・今純酒精並に日本公定法及ライフ

氏に從ひ蒸瑠せる霊液0・1－2・OccmをD各々水を加へて5ccmとなしπる後本法に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
從って酸化し其酸化液につき種々の試藥を以て試験せる成績次の如し

　　　　　　　　　　　　試瞼成績第14表
1 分 後　　　［ 20 分 後　　【

且

時　間 後

槍　　髄
供試
Km

稀曝
?ﾊccm 公定法フ

Nシン匝
ｰ酸

米局：方フ

Nシン亜
ｰ酸

ロスア昌
潟嶋泓ｰ
_

公定法フ
Nシン亜
ｰ酸

来局方フ

Nシン亜
ｰ酸

ロスア昌
潟嶋泓ｰ
_

公定法フ

Nシン亜
ｰ酸

米局方フ

Nシン亜
E酸

ロスア昌
潟嶋泓ｰ
_

0．1 4．9 呈色芭す 殆呈色ぜ
ｷ 呈色ぜす 呈色芭す 呈色せす 呈色ぜす 呈色匡す 呈色芭す 呈色ぜす

0．2 4．8
，， ，， ，， ，， 極微藍 ，， ，， 極微藍 ，，

日本藥局 0．3 4．7
，， ，， ，， ，， ，， ，， ，， ，， ，，

方純酒精 0．5

P．0

Q．0

O．1

4．5

oLO

R．0

S．9

　，，

@，，

@，，
w呈色ぜ
ｷ

　，，

@，，

@，，

ﾉ微藍

　，，

@，，

@，，

謳Fεす

極微藍

@，，

�侮∫
色也す�

，，　

C，　

C，極

��

”　瞳微藍紫■

E呈
Hす灘�

，，　

C，　

C，淡

侮�

　　
C，　

C，呈

Fεす

1％木精
ﾜ有�

．20

D3�

．84

D7�
微藍微

侮�
　微
@　藍�

，，

C�

　　藍1
W麟�

，，微

@　藍�

，，

C�

淡藍紫　

C，�

，，

C�

，，

C

純酒精� ．5� ．5�
，� ，� ，�

　，，�
，� ，� � ，� ，

．0� 』0�藍紫�藍紫� ，� ，� 　　紫� ，� ，� 　　紫� ，

．0� ．0�
，� ，� ，� ，� ，� ，� ，� ，� ，

　　　し

・蠣鱗鱒呈色喉鰐離婚紫齪庸愚麟紫翻鰭
・2　　4・8微紫　藍　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　，・　　　　　　　

．3　4．7　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　・・　　　　　　…　　　　　　　，　　　　　　・…

．5　　4．5　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，

．04．0淡紫藍極微藍紫　　”　紫　　藍淡紫藍極微藍”稽強紫　　藍微　　藍
．0　3．0　　　，，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　　　　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，

．1　　4。9淡　紫　藍淡　紫　藍ξき色ぜす淡　紫　藍淡　紫　山城　紫　藍　　　紫　　　　　　紫　　　淡　紫　藍

．2　　4．8　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，

。3　4．7　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，

．5　45　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　・，　　　　　・・

．0　4．0　　　，，　　　　　，，　　　淡　　　藍　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　り　　　　　　，，

．0　　3，0　　　，，　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　藍　　　　紫　　　，，　　　　　　，，

1呈町盤警す恋す縫琶書馨再三穿す釜諜殆撃呈面す

・3　　4。7　　　　　　　　　　　・，　　　　　　・，　　　極粥己藍…紫　　　　・…　　　　　　　　　　淡藍　紫　　　　・・　　　　　　，，

・5　　4．5　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　　，，

．0　4．0　　，，　　　　，，　　　　，，　　妬心紫　　　，，　　　　，，　　淡藍紫　　　，，　　　　，，

．0　3．0　　　，，　　　　　　，，　　　　　，，　　　　　　　　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，　　　　　，，
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検　　営豊

0．1％木
精含有46
％酒精
10ccm
ライフ、氏
霞留液

供試
量
CC1皿

0．1

0．2

0。3

0．5

1．0

2．0

定食
水：量

ccm

4．9

4．S

4，7

4．5

4，0

3．0

10　　分　　　後 20　分　　後 1　　暗　　間　　徳
公定法フ
クシン亜
硫酸

殆呈色即
す
微　　；紫

淡　　紫

　，，

　，，

　　

米國局方
フクシン
亜硫酸

微藍…紫

淡　　紫

　，，

　，，

　，，

　，，

三

聖スアニ
リγ亜硫
酸

呈色・芭す

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

　　糊

張定法フ
クシン亜
硫酸

主導局方
フクシン
亜硫酸

ロスアニ
リ’ン亜硫

酸

極微藍1淡麟撃墨色阿

亀　　紫淡　　紫極微藍

　，，　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　，，

　”　　　”　微　　藍

　，，　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　，，

績　第　15表

公定法フ
クシン亜
硫酸

淡　　紫

，，

，，

，，

，，

，，

護器㌘i議う蕪

．験

淡　　紫1微　　藍

，，

，，

，，

，，

，，

，，

弱

，，

，，

　

　楡　　畳豊

織留～

液　（

　　　　　r

供試

量

CQI1

稀繹

水量

CCm

4．g1

4．8

4．7

4．5

4，0

4．9

10　分　　後 20　分　後 1　時…間　後 2　時　間　後
期定法
フクシ
ン亜硫
酸

4・8淡藍紫

4．7

4・5淡

4．0淡赤紫

1：ll緩微温

1：；淡

1：l

l：l

l：1

罫ぜ

醤色

極激藍

微紫1
殆呈色
秘す

　，，

　　紫

1

　，，

　　紫

　　
殆呈色
ぜす

極薇藍

微藍紫

　　

　，，

米局方フ
クシン亜
硫酸

呈色濡す’

　，，

　，，

　，，

　　
呈色ぜす

極微藍紫

二藍二
二　　紫

　，，

墨色苞す

　，，

　，，

　　殆呈色也
す
呈色ぜす

　，，

　　殆呈色ぜ
す

　，，

ロスア
昌リン
亜硫酸

公定法
フクシ
ン亜硫
酸

来局方
フクシ
ン亜硫
酸

呈色・邑皐色・芭：暴色・也：

す　　す　　ず
　　　殆呈色
　”　也す　　”
　　　　　　　　　　，，　　　　　　　，，

　”　極微藍　・

　”　微　紫　”

響色二藍叢鑑
極微出

隅　紫

　，，

　りり

呈色ゼ
す

　，，

　，，

　”

　リリ

呈色也
す

　，，

　，，

　，，

　，，

淡

　，，

淡赤紫

紫　紅

極微紫

　，，

微　紫

淡　紫・

　リウ

殆呈色
也す
極微藍
懸
字藍紫

　，，

淡藍紫

　，，

淡赤紫

　リロ

殆呈色
苞ず

　，，

　，9

極微紫

　りり

聴色ぜ
す

　リタ

殆呈色
ゼす
極微藍

・微藍紫
1

ロスア
ニリン
亜硫酸

呈色・ざ

　，，

　，，

　，，

　ヲリ

殆昊色
ゼす
微　日

工　紫

　，，

　タ　

呈色ゼ
す

　，，

　り
殆早’色

為す

　リリ

呈色ぜ

　，，

　，，

　，，

　，，

公定法
ラクシ
ン亜硫
酸

呈色芭
す

極微藍

　，，

微　藍

淡　紫

淡　紫

淡赤紫

　，，

紫　紅

　，，

微　紫

　，，

　，，

淡　紫

　，，

微藍紫

　，，

　，，

淡藍紫

　，，

来局方
フクシ
ン亜硫
酸
呈色ぜ
す

　，，

　，，

　，，

　，，

微　紫

淡　二

二赤紫

紫　紅

　り
殆呈色
也す
極微紫

　，，

微　紫

　　
極微藍
紫

　，，

　，，

微藍紫

淡藍紫

ロスア
ニリン
亜硫酸

呈色ぜ
す

　，，

　，，

　，，

　，，

淡　紫

淡赤紫

紫　紅

　，，

　リロ

呈色芭
す

　，，

　り
殆暴色
ぜす
極微紫
呈色ぜ

殆呈色
ぜす澗

　，，

　，，

　，，

公定法
フクシ
ン亜研

米局方
フクシ
ン亜硫
酸

馨色i

極欝1

磯
回
紫”紅

淡”

：：

：：

淡藍紫

　，，

　，，

　，，

　，，

呈色ぜ
す

　，，

　，，

　，，

　，，

淡　紫

赤　紫

紫　紅

　，，

　　
殆呈色
也す
極微紫

　，，

微紫
　　
極微藍
紫

　，，

　，，

微藍紫

淡藍紫

ロスア
昌リン
亜硫酸

呈色ぜ
す

　，，

　，，

　，，

　，，

淡　紫

紫　紅

　，，

　，，

　，，

極微藍

微藍紫

　，，

淡藍紫

　り
殆呈色
ぜす

二藍紫

　，，

　，，

　，，

　上記成績中米局：方フクシン三下の場合は同局方規定に從ひ10分後の呈色朕態を看

るに純酒精，ライフ氏館液並に公定法鯛液を以てせる試験共に何れの供試量に於ても

殆ど呈色することなく之に木精をα1％含有するときは陽性を現はし良好の反慮なる

を認め得べし但し純酒精の場合には20分以上経過するときは酒精のみにても亦類似

弓懸を現はすを以て10分経過後の観測を嚴塾する必要あ’り然るに日：本公淀法に從ひ

二二せる二二を以てするときは同反癒の鋭敏度は増加し酒精のみにては2時間の後に
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於ても呈色することなく一層良好なうライフ氏法に於ける紹液の場合も亦殆ど同擁の

1關係を示せり次に公定法フグシン塵払は供試量0．lccmに於ては布局方言藥の場合と

同標なるも0・2ccm以上にては酒精のみの際類似反慮を呈する場合多く寧ろ少しく劣

ちやの戚あり，ロスアニリン三尊は同：本局方両両と同機に酒精のみにては各供試量の

一場合共に呈色することなく之に木精含有φ場合1；は他の2試藥に比し梢不鏡敏：なるが

如きも而かも微量の存在に討ても之を槍出し得べきを認めしむ

　前記各種の呈色反慮試瞼は盛夏の際之を施行し酸化後當該溶液の温度高きもの嬬流

水にて冷却せる後試藥を加へて室温に放置し観測せり然るに冬季之を再試し反単三を

室温に放置するに夏季に比し反白白白白にして1時間乃至2時間後に至れば同機の結

果を示せb依て純酒精0・1ccm宛を取り前記の試．丁丁に從ひて庭理しフクシン叉はす

スアニリ』 梼主Zを加へたる後・13。及23。に於て放置しナこるに反慮の朕況次の如し

　　　　　　　　　　　　　試験成績第16表
　　　　　　　　　　　　　　　（1）蚕定法酸化液

10　分　後’

20　分　後

1　時間後

1　30 2　30

公定法フク　ロ’スア昌リ　来局方フク’公定法フク　ロスア昌リ　米局方フク
シン亜硫醜　 ン亜硫酸　　シン亜硫酸　 シン距硫酸　 ン亜硫酸　　シン亜硫醜

微　　　紫

藍呈色εす

　，，

微線藍
殆呈色ぜず

呈色ぜす

　（2）

呈色ぜす　殆呈色弔す・

　　，，　　　　　　　　　　　　　　”

　　”　　　極　二藍

ライト丁丁酸化液

呈色也す

　，，

　，，

呈也ぜす，

　，，．

　，，

温 度 ・㌍　　　　｝　　け
時

間
試煉 領野劃呈蔽副学制蔽1鍔壼磁1騒副狸三明

10　分　後　淡藍紫
20　分　後　微　　　藍

1　時間後　極　微藍

　紫　　極微藍生剥呈色せす
淡　　　藍　　　・…　　　　　，

呈色．也す　　　・，　　極四一

　（3）米局方規定法酸化液

殆呈色εす

呈色ぜず

　　，9

呈色ぜす

　，，

殆呈色ぜす

10　分　後
20　分　後’

1　時間後

1　30 2　30

公定法フク　ロスア昌リ　：来局方フク　公定：法フク　ロスア昌リ　米局方フク
シン亜硫酸　ン亜硫酸’　シン亜硫酸　シン亜硫酸　ン亜硫醗　　シン亜硫酸

殆呈色芭す

　，9
　　，，

呈色ぜす

　，，

　，，

暴色ぜす

　，，

　，，

呈色ぜす

　，，

　，，

呈色ぜす

　，，

　，9

呈色せす

　，，，

　　，，
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　以上の成績によればライト氏のロスアニリン試藥は温度低きときはフォルムアノンデ

ヒー尉以外他の成分による類似反響滑失し難きを認むべく他の二法に在りては温度の・

如何により著しき差異を認めすと錐も大膿に断て反御午の温度は何れも20－25。を以

て適度とすべし

　以上3試験法に就き之を観るに何れも純酒精其儘の場合よりも公定法及びライフ氏

に從ひ蒸厚して得ナこる瑠液を以てせる戒績の一層良好なるを認むべし公定法に於ては

供試量02ccm以上を使用するときは酒精のみにても早早反慮を現はすこと多く之を

慮用し得ざるも0・1ccmに診ても0・025％木精含有の馴合にも之を槍出し得るを以て供

試量0．1ccmを野守するときは極めて鋭敏なる良好の単果法たるを失はす本法に樹し

てライト及米局：方響藥を代用するときは共に公定法弊藥に比し梢不鋭敏なるを免れす

教にライト氏法にありては公定法降癖を使用するときは供試量0．5ccmまで殆ど呈色

することなく公定注の場合と殆ど同標の鋭敏度を示し之に公定郭通米局方試藥を代用

するに前者に比し寧ろ良好ならす更に米局方規定法に在りては酒精のみにては2ccm

に至る迄各供試料共に呈色せす且つ公定法鱈液を使用するときはα025％に該醸する

木精も亦之を槍出し得るを以て本巣も亦良法と謂ふを得べし公定法曽藥を之亡代用す

るときは供試量0・2ccm以上に及ぶときは酒精により類似反帝を現出すライト氏試藥

は米國局方試藥の場合に比し鏡敏度少しく劣るも酒精により類似反懸を現はさいるを

以て之を玲琴し得べ：きを思考す之を要するに3試験法は夫々特徴を有し各酸化法に辛

しては各特定の試藥を以て試験するを以て最も優れるを首肯せしむ

　　　　　　　　第四章　メチールアルコ＊ル新試験法の研：究

　前記各種の試験成績を通覧するに小官等の理想とするところの條件帥ち純酒精のみ

の場合には全く『類似思慮を生起せす且つ少量の槍膿を以て試験し得ること，而かも微

量のメチーノγアノンコホノレ存在に於て鏡敏に呈色すること，操作の比較的簡便なること，

等の條件に遽し敢に以下更に稀鐸，酸化等に就き歎項に舜ちて研究せう

　　　　　　　　　　（1）　メチールアルコホル豫出法　某の一

　槍膿ド水を加へて稀慨し総容量を2ccmとなし公定法に準撫し邊マンガン酸カリウ

ム溶液5ccmを加へ次に公定法国法による濃硫酸0・2　ccmの代りに50％硫酸0・4　ccm



ノ

290 衣・．笠■服　層’部6．秋：　山

を加へ2分時間の後住酸溶液1ccπ1及濃硫酸1cc血を加ヘナビる後公定注フクシン亜硫

・酸溶液5ccmを添加す

　　　　　　　　　　　　　　試験成績第117表’

槍髄縢量・・分後［・・分後1・繭後 ・時醐槍倒黙・・雅1・・雅二間後1・時職

’

　　本試験法は酒精のみの場合に煽て既に類似ゐ呈色をなすを以て適當ならす・

　　　　　　　　　　　　（2）メ手一ルアルコホ九瞼出法’其の二

　前注中の袴酸溶液混和後に加ふる硫酸1ccmを50％硫酸4ccmとなす

　　　　　　　　　　　　　　試験成績第18表

槍髄供欝i・・分後［・・肥後1・時陥・輔後悔髄i響1・・頒1・・雅・時醐・繭後

　本法に於ては純酒精のみにては類似監理を呈することなきも0・1％メチーノγアノγコ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ、ホ！レ含有純酒精に於ても呈色せざるを敏瓢とす故に50％稀硫酸の添加量を3ccln及

び2ccmとす

　　　　　　　　　　　　　　試験成績第19表

槍　　　髄

糠｛

供試量
CC口

0．工

02
03
0。5

1．0、

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

50％硫酸3c㎝添カロ 50％硫酸2ccm添加
1・職・・信士融・雪片・・二丁i・・分後1・醐後1・劇後

油色引す

　り蓼暴色尊

極微藍
　，，

呈色止す

　，，

　　
極微藍

　，，

量色ぜす

　　殆呈色ぜ

極微藍
　，，

暴色匡す

　，，

極微藍紫

　，，

　｝，

冶暑謝せ

　，，

極微藍紫

微藍紫
　，，

顧慮ぜす

　，，

極微藍紫

　，，

　，，

殆呈色せ
す
極微藍紫

　り
薇藍彙

　，，く　．

呈色せす

三門紫
，，四強

，，　　　，，

’，，　　　，，’

暴色ぜす

　　

　り殆呈色ぜ
す
極微藍
呈色せす

種微藍潔

微藍紫
淡藍紫
　，，

量色芭す

　，，

　コリ
殆’c嗣ε
す　・

極微藍
極微藍紫

微藍紫
淡．藍紫

　，，

　，，

殆呈色ぜ
す

　，，

極微藍紫

二藍紫
　，，

微藍紫
　，，

淡藍紫
・・糟強

，，　　　　，，

蛤呈色ぜ
、ず

極微藍紫

　，9

　，，

淡　　紫

”精強
，，　　　，，　・

　，，　　　　，，

　，，　層　，，
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　本試瞼法に於ては槍膿0・1cclnの場合には酒精のみにては殆ど呈色せす・0・1％木精

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ添加のものは50％硫酸2ccm使用の場合陽性を示し梢雨者の鑑別をなし得るも同王

，硫酸accmの場合には爾者共に陰性にして槍膿02　ccm以上の場合にありては酒精の

・みと0・1％木精添加の場合との識別明かならす

　　　　　　　　　　（3）　メチールァルコホル二三法　其の三

　本法に於ては瞼膿を水にて稀干し総量を3ccmとなし其他の操作は公定法に準じ過

ンガン酸カリウム溶液5ρcm及50％硫酸0・4　ccmを添加し2分の後穆酸溶液1ccmを

1加へ脱色したる後50％硫酸3ccm及び2ccmを加へて試験せり

　　　　　　　　　　　　　　試験成績第20表

日本藥局方
純酒精

0．1％木精
含有純酒精

供試量
ccm

　　0，1イ

　　0．2

　　0．3

　　0，5

　　1．0

｛・1

50％硫酸3ccm添加 50％　硫　酉凌　2ccln　添　カロ

・・分断1・・分後1・時間後1・醐後！・・分後i・・分後「・時間後1・時間後

呈色ぼす

　　殆呈色ぜ
す

極微藍紫

微藍紫
殆呈色ぜ
す

極点藍紫

　，，

玉藍紫
淡男紫

呈色ぜす

　　殆呈色せ
す
極微藍紫

微藍紫
極微藍紫

　，，

　，，

微藍紫
野藍紫

殆呈色也
す
極微藍紫

二藍紫
　，，

淡藍三
山藍紫
　，，

　，，

　，，

二藍紫

野色ゼ陰鯉す
極微藍紫　　”

論鞭鯉

　・　1黒田紫

　・t飾罫紫

呈色ぜす

　　殆呈色ゼ，

す
極微藍紫

微藍紫
極微藍紫

　，，

　，，

微藍紫
野藍紫

殆呈色ぜ
す
極微藍紫

微藍紫
　，，

淡藍紫
微’藍紫

　，，

　，，

　，，

二藍紫

藍呈色ぜ

極薇藍紫

回忌紫
淡藍紫
　，，

微温紫
淡藍紫
　，，　　　　　　　　　　　　、

　，「，

　，，

　本試瞼法に於ても’一遇法に於けると同様に槍膿02ccln以上の場合には純酒精と木

精含有ものとの識別を認め難し

　　　　　　　　　　（4）メチールァルコボル戸出法　其の四

　本注に於ては二三を水にて稀鐸し総量を5ccmとなし酸化法等は総て公定法に準じ

．カメレオン溶液5ccm　50％硫酸0・4　ccmを混じ2分間の三二酸溶液1ccmを以て脱色

、し濃硫酸1ccmと2ccmとを用ひて試験せり

　　　　　　　　　　　　　　試験成・績第21表

槍

日本藥局方
純酒精

｛

供試量
ccm

0．1

0．2

0．3

0．5

’1．0

濃硫酸1ccm添加 濃硫酸2CCm添加
・・分後i・・服毒酬・韻後1・・分後1・・分御繭後i・時醸

呈色也す

　，，

　，，

　，，

　，，

量色虚す

　，，

　，，

　　殆呈色ぜ
す

呈色苞す

　ワタ
殆呈色ぜ

　，，

　，，

呈色ぜす
殆呈色苞

　，，

　，，

　，，

呈色也す

　，，

　，，

　，，

　，，

呈色也す

　，，

　，，

　，，

　，，

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

　，，

呈色巳す

　，，

　7，

　，，

　，，
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0．1％木騎
含有純酒箭

0．05％オく騎督

含肩純酒精

供試量
CCIU

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

濃硫酸1ccm添加 硫酸2CCm添加
・・心後［・・心後1塒醐・時醐1・分後1・・分後睡酬・購後

呈色芭す
殆呈色芭

極微藍
微藍紫
　，，

呈色ぜす

　　
極微藍
微吟紫
　，，

呈色翻す

極微藍
微藍紫
微　　紫

淡　　紫

呈色翻す

　，，

極微藍
微　　藍

微藍紫

呈色¢す

極微藍紫

”精強
微　　紫

淡　　紫

呈色¢す

　，，

微　　藍

　　
微一’藍紫

呈色ぜす

微藍紫
，，精工

徹　　紫

淡　　紫
殆呈色¢
す

極微藍
極微藍紫

微藍紫
微　　紫

呈色¢す

　り殆呈色芭
ず

，，

，，

呈色ぜす

，，

，，

，，

，，

呈色也す呈色ぜず

　つヲ
殆呈色也

　，，

　，，

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

　，，

　，，

極微藍旧

離紫禍
　，，

呈色《す

　，，

　，，

　，，

　，，

呈色也す

　　
極微藍声

掛紫禍・

　，，

呈色也す

　，，

　，，

　，，

　，，

　前記の成績に徴するに：本割説法によりては純酒精のみにありては槍膣の供試量0．1

ccmより1．O　ccmに至る迄全く陰性を示し之に0．05％を添加せるものは硫酸1ccm添

加の場合供試量0・2ccm以上に於て陽性を現はせり而して硫酸量2ccmは1ccmに比

し反慮の鋭敏度を逞鈍ならしむる傾きあり術ほ米國局方規定フクシン試藥を以て同機

に試験しすZるに純酒精及び之に0・1％の木精を混じπるものも共に硫酸1ccm及び

2ccmの添加に於て0・1　ccmよM・O　ccmに至る各供試量の場合何れも2時間の後に在

りても全く呈色せす故に同二二は本法には二三せざるを認めしむ

　今種々の含量に於ける酒精をライフ氏並に公定法に從ひ二二せる三二にっき本法を

慮用し犯るに次の成績を得セリ

　　　　　　　　　　　　　　試瞼成績第22表（ライフ氏胃液）

＼

、検　慣

叢劉

懸1

響！

供試
量

ccm

濃硫酸1cc・n添加
・・分後1・・分後1・時間後1・醐後

0．1

σ．2

0．3

0．5

1．0

0．1

0．2

0．3

0。5

1．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

呈色ぜす

　，，

　，，

　　殆呈色也

　や
極微藍紫

　稻強
打藍紫
”梢’強

呈色ぜす
殆呈色ぱ

　　
　，，

　，，

呈色虚す

　　殆・呈色せ

　，，

　，，

極微藍紫

淡藍紫
”稻強

，，　　　　，，

　　　　　　

殆呈色巳
す

極尽目
二藍紫

　，，

　，，

呈色也す
。　，，

殆呈色ぜ

　，，

　，，

淡　　紫

”稻強

，，　　　　，，

，，　　　　　

，，　　　　，，

極微藍紫

微藍紫
　”稽強

　，，　　　　，，

　，，　　　　，，

繊　腔

呈色ぼす

　リリ
殆呈色・転

ず

　，，

　，，

淡　　紫

”精強

，，　　　　，，

，，　　　　，，

，，　　　　，，

微　　紫

淡　　紫

　”稽強

　，，　　　，，

　，，　　　　，，

46％酒精
に水；を加

へて18％
に稀縄ぜ
うものに
封ずるラ
イフ振出
液

0．1％木
簡含有
46％酒精
同上ライ
フ氏鯉液

隣％木
有
酒精
ライ

鱈液

｛

｛

｛

供試
量
CCm

濃硫酸1ccm添加
1・分後1・・分後1塒畷・繭後

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

0。1

0．2

0．3

0．5

1．0

呈解す

　　
　リリ
殆呈色也
す

　り　　

呈色芭す
殆呈色ぜ
す

　，，

御　紫
，，

呈色ぜす

　

，，

極微藍
，，

呈色芭す

　～，

　リリ
殆呈色ぜ
す

　，，

呈色εす
殆呈色也
す

　　
淡藍紫

　，，

呈色ぜす

　，，

　，，

極微藍
　”精匿最

呈色¢す

　，，

　リコ
殆呈色ε
す

　，，

極微藍紫

電藍紫
”梢強

淡　　紫

　り殆呈色ぱ
す
極微藍紫

　，，

微：藍紫

　，，榔邑

呈色εす

　り殆呈色ぜ
ず

　，，

　，，

微藍紫
淡　　紫

”榔最．

，，　　　　，，

，，　　　　，，

極微藍紫’

適応紫
　，，

淡　　紫

　，，半張
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試験成績第23表（公定法瑠液）

穣　畳豊

粥翻
鯛液

供試
量

ccm

0．1

ミ02

0．3

0．5

1．0

0．1

0．2

0．3

015

1．0

濃硫酸1ccm添加
・・分後1・・分後1塒間後・醐後

呈色芭す

　　蛤呈色ぜ

　，，

薇　　出

血藍紫
　，，

淡　　紫

　，，

　，，

呈・色ぜす呈色ぜす
殆呈色・巴殆暴’色制

す　　　す
　，，　　　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　　，，

微：　紫微藍紫

幽幽紫淡　　紫
淡　　紫．，，

　．　，，　　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　　，，

殆・呈色也

極微藍

微

淡

，，

，，

，，

，，

，，

藍

L紫

槍　髄
供試
量
CCm

α1

0．2

0．3

0．5

1．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

濃硫酸1ccm添加
・・分後1・・分後睡醐・時際

殆呈色也
す
微　　紫

　，，

　，，

淡　　紫

極微藍紫

微藍紫
　，，

淡藍紫
　，，

殆呈色也
す

微藍紫
淡　　紫

　，，

　，，

極微藍紫

微藍紫
　，，

淡藍紫

　，，

極微紫
微　1紫

淡　　紫

　，，

　も　り

極微藍紫

微藍紫
　，，

淡藍紫
　，，

微　　紫

淡　　紫‘

　，，

　，，

　，，

徽藍i立

田藍紫
　署，

　，，

　，，

’上記の成績によb槍膿に水を加へて5ccmとなしすごるものは純酒精のみの場合は殆

ど類似反回を呈することなくメチーノレアノンコホノレをα05％含有せる．繊膿に於ては明

に之を認識し得たり故に此の稀繹法を最もi適當と認めナこり，又46％酒精に0．1及0・05

％の．メチーノレアノソコホノレを混入せしめだる槍膿10ccmを直接ライフ氏蒸鱈法に依b

て蒸瑠せるもの及び瞼膿10ccmを水にて稀繹し其洒精濃度を18％となし同じくライ

フ民蒸瑠法に依りて得たる鱈液につき試験ぜるに後者は前者に比し呈色鏡敏度恰も一

段宛低下するが如き戚あるも其判定上に於て殆ど影響なきことを確謹せり

　　　　　　（5）　メチールアルコホル検出に封ずる一新改艮法に就て

　前記の試鹸成績を通覧するにメチーノγアノレコホノレ瞼出法其の四に述べテこる方法は其

結果最も良好にして純酒精のみの試験に於ては殆ど類似弓懸を呈することなく0．05％

メチーノγアノ〆コホノγ含有純酒精にてはユ時間経過後の比較に於て明に前者と識別し得

べし更に46％酒精を蒸瑠法によりて試瞼する場合検禮少量なるライフ氏の蒸瑠法に

よりて完全に其目的を達し得べく本蒸留法は下記葡萄酒，清酒，焼酎等に回し公定法に

依bて蒸体せる瑠液に劉する成績と全く同一にして殆ど理想に近きメチーノγアノレコホ

π槍出法なり1と信念るを以て更に其試験方法に就き詳述すべし

　　　　　　　　　　　　　　試　験　方　法

　クヰスキー，ブランデー，焼酎等の酒精含量20％以上のものに在りては丁丁10ccm

を取り叉清酒，葡萄酒等酒精含量20％未満のものに在りては其20ccmを取り炭酸石
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灰0．1－0．5gを加へ前記ライフ氏蒸焼法に從ひ蒸劃し氷冷せる劃満管中に注意して

1ccmを瑠旨し斯くして得たる童謡0．16cm，0，2ccm，σ・3　ccm，0・5　ccm及1・O　cccmに至

る5種に就きて試験せり．，而して實際の場合に於ては0．1ccm，02　ccm及ρ．3　ccmのa

種に就て比較試験を施すときは充分所期の目的を達．し得疲し

　前記瑠液を試験管中に分取し各水を加へて総量を5cc田と、嫁し之に1％過マンガン

酸カリウム溶液5ccm及50％硫酸0・4．cc血を加ペテ訪援2分間放置し…欠1二8％纏酸溶

液碑へ蹄せしめ濃口・ccmを隠せる後公鰭〃シ唖緻瀦5・・卑を加

へ4時間乃至2時間後の色相を観測すべし多くの場合は1時間に著朋に呈色すと雌も

其含量僅微となるに從ひ2時間後に於て著明に呈色する事あり十一め本反慮を呈せざ’

る純良酒精に所要量のメチーノγアノレコホノレを含有ぜしめセる標準溶液を調製し其呈色

皮癒と比色するときは槍二上に含有するメチーーノyアノレコホルの含量を概測し得べし．

以下葡萄酒，．清酒及嶢酎に就き公定法並にライフ氏蒸酒壷によbて得ナZる鯉液を以

て比較試験を施行しナzるに二者全く同一成緯を示せb

　　　　　　　　　　　　　試，瞼成績．第24表
　　　　　　　　　　　、

二言
供試
量
ccm

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

0．1

0．2

0。3

0．5

1．0

0．1

0．2

90．3

0．5

1．0

0．1

0．2

0．3

0．5

コ．0

硫酸1c伽添加
10分後i20分後i1時間後［2時間後

二色匡す

　，，

　，，

　り
極微藍紫

淡紫紅
”四日

，，　　　　，，

，，　　　，，

　　　　　　　

極微藍紫

微藍紫
”請彊

：：：：

日置す

　殆呈色義
　ぜす

　微藍
　，，

ξ謡曲す

　　
　，，
　　酔
　，，

極微藍紫

淡紫紅
，，稻強

，，　　　　，，

’，，　　　　，，

，，　　　　，，

微、藍紫

淡藍紫
”稽強

，，　　　　，，　．

ガ　　　ジ　

呈色虚す

極微藍紫

微藍紫
”審邸最

，，　　　　，，「

呈色せず

　，，

　，，

　　
　，，

紫　　紅

，，稻強

，，　　　　，，

，，　　　　，，

　　　　　　　

紫　　紅

，，精強

力　　’・，ヅ

，，　　　　　

，，　　　　，，

微藍紫
淡藍紫

，，1ｸ強
，，　　　　，，

，，　　　　，，

呈色ぜす

　，，

　，，

　　
　，，

紫　　紅

，，四強

濃紫紅
，，

，，

紫　　紅、

‘‘

，，

，，

，，

微　・紫

淡　　紫

，，四強

，，　　　　，，

，ジ　　，う　、

橡髄

．響ll

灘｛

供試
量

0．1

0．2

’0．3

095

1．0

0．］

0．2

033

0．5

】．0

0・算

02
0、3

0．5

1，0

0．1

0．2

0二3

0．5

1，0

硫酸1㏄m・添加・　r．

呈色ぜす

：：

：：

騰蓋

回送紫

呈画
｛響色

鷹三

脚の
．；：，

：：．’

呈解す

：：

淡”

：：璽1最

：：’：：

贋色
羅餐
：：解

呈解す

1：：

　，，’

ξ絶ぜす

　9，

　，，

　，，

　，，

淡紫紅
紫．紅．

　：

微勲

沸沸
：：’：；’．

呈乱す

：：

　，，

暴色せづレ

，，

，，

，，

，，

紫　　1紅．

，，

，，

　

，，

微　肇’
淡　　紫胃

，，

，，

，，

呈色厄す’

，，

，，

，，

，9・・

－㌔L
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検　胆
供試
ﾊ 硫 酸 1ccm添加 橡　髄
ccm 10分後1 20分後1 1時間後［ 2時間後

0・1％木精
ﾜ有清酒月1
j冠】00c㎝・

�闔O二液

0．1

O2
O．3

O．5

’殆呈色い芭す

ﾉ微藍紫

�侮〟
h精強

微藍紫

W藍紫
@，，

@，，

淡藍紫
h精強
C，　　　　，，

C，　　　　，，

微紫紅

W紫紅
@，，

@，，

．1％木精
ﾜ有賢嶢酎100ccm；》

?ﾉげ（18％

ﾉ稀躍《う
烽ﾌL公定

］．0
，，　　　　，， 　’ ，，　　　　，， ，，

灘…液鰹

α05％木糟

ﾜ有
ｴ酒月桂冠100eCm

�阮@甦留液

！．0

O2
O．3

O．5

呈色4す
f殆隔日い芭す　，，極微藍紫

呈色ζす

髏F
@，，

ﾉ微藍紫

呈色せす

ﾉ微藍紫

@，，

�侮

呈色也す

�侮〟

@，，

@，，

0．05％木精
ﾜ有賓直径100ccmゐρ

汲ﾉて18％
ﾉ明明也う
烽ﾌ」公定1．0

，， ，， ，， ，，

鼻鯛液
0．1 呈色芭す 呈色也す 呈色ぜす 呈色ぜす

清酒月桂冠
0．2

，， ，， ，， ，， 三三酎
ライフ氏蝶 0．3

O．5

　，， ，，

C，

，，

C，

，，

C，

ライフ氏餓
t

，， ，， η ，，

0．1 極微藍紫 青藍紫 淡藍紫 微紫紅
0・1％木精

ﾜ有
02

O．3

O．5

微藍紫

@　
@，，

淡藍紫

@　
@，，

，，精強

@，，

@，，

淡紫紅

@，，

@，，

0．1％木精
ﾜ有賓燵酎ライフ氏二

O
LO

，， ，，
設

，，

0・05％木精

ﾜ有L
_酒月桂冠ライフ軽鴨

t

0．1

O．2

O．3

O．5

青色ぜす

草F
@，，

ﾉ微藍紫

青色ぜす
@殆艶色o　ゼす　，，極微藍紫

｛難色

O等．紫

@，，

@，，

0・05％木精
ﾜ有賢酎燵ライフ氏二

O
1．0

，， ，， ，， 　

賢燐酎100
．　0．1 要脚ぱす 呈色狂す 量色落す 呈色暮す

cc煎な水に 0．2
，， ，， ，， ，， 　、�l　本

『》i18％に
H繹ぜるも

0．3
，， ，， ，， ，，

並

の、公定法 0．5
，， ，， ，， ，，

鱈液 1．0
，，

｛調色 殆呈色o也す
，，

琴

i：i

｛
　0．1

　0．2

　0．3

　0，5

　1．0
｛

　0．1

　0。2

　0．3

　0．5

　1．0

　Q．1｛

　0．2

　0．3

　0．5

　1．0
｛
　0．ユ

　0．2

　0，3

　0．5

　1．0
　，

硫　酸　1CCm添加

10分後120分後［1時間後［2時間後

微藍紫
淡藍紫
，，精強

，，　　　　，，

，，　　　　”

呈色也す

｛藤色

　，，

極微藍
　，，

呈色・芭す

　，！

　，，

　，，

　，，

微藍紫
淡藍紫

，，精強

，，　　　　，，

　　　　　　ブタ

呈色；芭す

｛一色

　，，

極微藍
　，，

淡藍…紫

，，稻強

，，　　　　，，

，，　　　　，，

，，　　　　，，

呈解す
極微藍紫

　，，　　’

微藍紫
　，，

呈色サす

　，，

：：

1馨色

淡藍紫
”精強

，，　　　　，，

，，　　　　　，，

，，　　　　，，

呈色εす

極微藍紫

　，，

微藍…紫

　，，

淡　　回

議　　紅

　，，

　，，

　，，

薇藍紫
淡藍紫

　，，

　，，　　．

　，，

呈色芭す

　，，

　：：

｛馨色

淡　　紫

紫　　紅

　，，

　，，　．

　，，

微塵紫
淡〕藍紫

　，，

　，，

　，，

淡　　紫

紫　　紅

　，，

　，，

　，，

微藍紫
淡　　’紫

　，，、

　，，

　，，

呈色也す

・，，

，，

，，

，，

淡　　紫

紫　　．紅

，，

，，

，，

微藍掌
淡　　紫

本則葡萄酒とに當徳生試験所にて封鍼

並るものなり以下皆之に倣ふ

，，

，，

，，

　前記改良法に依b不印葡萄酒，清酒，焼酎等に就き叉は此等．に種々の割合にメチーノソ

アノγコホノンを漉入せしめアこるものに就き試験せる成績に徴すればメチールアノγコホノン

不猟の藩札にありては呈色することな．く之を混入せしめたるものにありては既に0・05

％綴にで塒醸の嫌喉一国識別し得べし雄甑びう一調難セ・於
ける癩はよく’ qし姻全治異を認め徽？噸掌篇糟のメチ「・ヴルコホ
ノレの検出法として．ライフ氏蒸鰹法によ、りて得すこる鯛液に本改良法を施するときは從來

の諸多の試験法に軽して簡便確實にして推奨すべきを信ずるものなり・而して本改良法・

を以て市販の果實蒸瑠酒，葡萄酒，焼酎，清酒，ウヰスキー等に就き試嘱せる成績次の如し

臨「
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　　　　　　　　　　　　　　試験成績第25表

同一種類の槍膿中全く同一成績を示せるものは之を二即して三共蓮成績表を掲載愉b

　　　　　　　　　　　1．1・シランデー類　槍程豊’10ccm．の画廊

三三

　｛

供試
量
ccm

O．1

0‘2

0．3

0．5

1。0

0．1

0．2

0．3

0。5

1．0

0．1

0．2

013

0．5

　1．0

10分後

呈色εす

：：

離開
極微藍紫

呈色也す

　り｛響色

極微藍紫

淡：藍紫

呈色噛す

　　
階色
　，，

極微藍紫

20分棲

呈色芭す

：：

　殆呈色｛

　煙す・
極微藍紫

呈色也す

　弱／

階色
極微藍紫

淡藍紫
呈色ぜす

｛二色

極微藍紫

　，，

　，，

　　2．

1時間後

呈色ぜす

，，

，，

，，

，，

呈色也す

極微藍紫

淡藍紫
呈色ぜす

極微藍紫

微藍紫
　，，

1部品紫

繊盤．

㌔琴／

　　　　5．ミツワ
極撒藍紫　ブランデ

微藍紫　一

際藍紫
ξ絶煙す

極微藍紫

徹藍紫・

供試
量
ccm

O．】

0．2

0．3

0．5

11．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

10分後

呈色ぜす

：：1

｛醤色

極微藍
呈色ぜす

　，，

　，，

極微藍

葡萄酒類　槍禮20ccmの鱈液．

零0分後

呈色ぜす

：：

　殆呈色｛

　ぜ夕

極微藍
呈色ぜタ

　，，

：：

　殆呈色｛

　也す

1時間後

呈色煙す

：：

｛響色

極微藍
呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

極徹藍

2時間彼

呈色也す

：：

｛響色

極微藍
呈色せす

　，，

　，，

　，，

極微藍

検　選皇

筆1

供試
量
CCm

・圖

10分後

0・ユ血色ぜす

0．2　　，，

0．3　　，，

・・｛慧剣

1・0樋二藍紫

0・1呈色証す

20分後 1時間後

0．2　　，，

0．3　　，，

！：1鹸藍

1鵜繍
器：：

陰型
1：1：：

・・ o聴色
1．0・

呈色ぜす、鼻色ぜす

　，，　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　，，

｛馨魚

極微藍紫

呈色芭す

　，，

　　
　，，

微．藍
呈・色罰す

極微藍紫

　，，

　，，

微藍紫
呈色ぜす

　，，

　，，，

｛鮮色

　リロ

曙色
呈色芭す

　り
油色
　，，

微　’藍

呈色也す

微藍紫
　稻強

，，　　　　，，

リリ　　　　ロ

呈色せす

　：：

｛磐色

2時間後

山色ぜす

：：

｛寒色

極微藍紫

呈色芭す

｛馨色

極微藍
　，，

微1藍
階色
三三紫
”四強

　，，　　　　，，

　，，　　　　，，

呈色煙す

　・”

　，，

槍　盟

｛響色’

，，

6．フラン

　ス産赤
　生葡萄
　酒

81甲州園’

　純赤葡
　萄酒・・

供試：

量
ccm

10分後

0．1

0．2

0．3

α5

1．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

0．1

・0．2

0，3

0．5

1．0

0．1

0，2

0．3

0．5

1．0

呈色¢す

　，，

　，，

極微藍三

二藍紫
呈色せす

：：

｛醤色

　，，

呈色せす
　殆呈色｛

冠す
極微藍
　，，

微　　藍

呈色せす

極微藍
　，，

微　‘藍

　9，

20分後

呈色ぜで

階色
　，，

極微藍紫

微藍紫
呈色ぜす

：：

｛慧剣

　，，

呈色ぜす

｛二色

極微藍
　，，

微　　藍

極微藍紫

微藍紫
　，，

淡男紫
　，，

1時問後

僻色
微藍紫
微　　紫

淡　　紫

　　
呈色苞す

　：：

｛醤色

2時間後

　，，

呈色せす

極微藍
　，，

　，，

微　　藍

三下紫
淡．藍紫

，，稽強

，，　　　　　

，，　　　，，

極微紫
微　　紫

　，，

淡　　紫

　，，

皇色ぜす

　，，

　，，

極微紫
　，，

呈色ぜす

微、　藍

・緯強

　，，　　　，，

　，，　　　，，’

二藍紫
漢藍紫
　，，四強

　，，　　　，，

　，，　　　，，，
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槍　髄

9・大黒天

　赤葡萄
　酒

玉0・大黒天

　印人参
　規那鐵
　葡萄酒

11・大黒天

　印規那
　サフラ
　ン葡萄
　酒

供試
量
CCm

10分後

0．ユ

0．2

0．3

0．5

LO
O．1

0．2

0．3

0．5

1．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

0，1

0．2

0．3

0．5

1．0

20分後

呈色也す

：：

’｛

　殆・呈色

　ぜす，

極微藍
呈色芭す

　：：

　殆．呈色｛

　ゼす
極微藍紫

呈色ぜす

　，，

　　‘殆呈色
いぜす

極微藍
呈色也す

　：：

鳶色
微　　藍

1時間後

呈色也す

：：

階色
極微藍
呈色芭す

　：：‘

階色
極微藍紫

呈色d：す

：：

｛三色

極微藍
呈色也す

　：：

｛醤色

微　　藍

呈色芭す

　，，

　：：

｛山色

呈色幽す

　：：

　殆呈色｛

　苞す声・

極微藍紫

呈色也’ず

　：：

階色
極微藍
呈色せす

階色
極微藍
　，，

微　　藍

2時間後 検　盟

呈色也す

　，，

　，，

　，，

　，，

呈色εす

　：：

　殆呈色｛

　ぜす
極微藍紫

呈色・¢す

　：：

｛三色

極微藍
呈色ぜす

微　　藍

　　，，

淡　　藍

　　，，．

13．甲州園

　信玄印
　人参規
　那鐵葡
　萄酒

14．ミツワ

　甘味赤
　葡萄酒

15．ミツワ

　甘味白
　葡萄酒

供試
量
CCln

10分後

0。1

0．2

0．3

0．δ

1．Q

O。1

0．2

03
0．5

1．0

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

呈色也す

：：

　殆呈色

鷹
極微藍
呈色ぜす

　，，

　，，

極微藍
　，，

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

極微藍

20分後 1時間後

呈色芭す

：：

　殆呈色｛

　也す

極微藍
呈色ぜす

　，，

　，，

極微藍
　，，

呈色ぜす

　　，，

　，，

　，，

極微藍

2時間後

呈色芭す

：：、

階色
極微藍
呈色ぜす

　，，

　，，

極微藍
　，，

呈色也す

　，，

　　，，

　　，，

｛響色

呈色ぜす

極高這

　ゆ
呈色也参

　　：：

等色
　　，，

呈色芭す

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

　　　　　　　　　　　　　　　3．ウ井スキー類　槍禮10ccrnの鱈液

供試
量
ccm。

10分後 20分後 1時間後 2「條ﾔ後－

0・1　呈色ぜす　呈色ぜす　呈色也す　呈色也す

0．2　　　　，，　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，

0．3　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　　，，　　　　　　　　，，

o．5　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，・

1．0　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，　　　　　　，，

　4，ノ・一ヴィストスコッチウヰスキー

供試
量
ccm．

10分後 20分後 1時間後

0．1　呈色ぜす　呈色ぜす　呈色ぜす

0．2　　　　，，　　　　　　，，　　　　　，，

0．3　　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，

0．5　　　　，，　　　　　　，，　　　　　，，

］・0殆呈色ぜす殆呈色ぜす　　　，，

β．マンローウヰスキー

供試
量
ccm．

0．1

0．2

．3

．5

．0

10分後

呈色せす

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色・醒す

20分後

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

　，，

1時間後

呈色撃す

　　，，

　　，，

　　，，

　　，，

2時間後

呈色ぜす

し　　　

　，，

　，，

　，，

2時間後

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

　　，，

供試
量
ccm．

0．1

0．2

0．3

0．5

1．0

ユ0分後

呈色ぜす

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色ぜす

20分後

呈色也す

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色芭す

1時間後

呈色也す

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色也す

2時間後

呈色ぜす

　，，

　　
　，，

　，，
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9・マンロークヰ：スキー（赤口）

10．ズペー・一ヤ・以コ。チウヰ癖」

11・月ナ字印スペシャノγスコ。チゥキ茎

　　キー

15．ライオン印オーノ〆ドウヰスキー

供試
量
CCm．

供覧
量
Ocm．

0．1’

0．2

0。3

0．5

1．0

10分後

呈色ぜす

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色ぜす

20分後

暴色ぜす

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色ぜす

1時間後

呈色匡す

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色巴す

2時間後

呈色ぜす’

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色ぱす

0．1

0．2

0．3

0．5

1災0

10分後

呈色騙す

　　，，

　　，，

殆呈色ぜす

極微藍

20：分轄

呈色ぜす

，　　　，，

　　「，，

拾暴色ぜす

極微藍

1時間後

呈色也す

　　，，

　　，，

殆呈色砿す

極微藍

2時間彼

呈色せす

　　，，

　　，，

袷呈色εす

極微藍

16・　トみソンスコッチウ串スキー

供試
量
ccm．

12．ライオン印トムリンスゴッチウ亭ス

　　』キー

供試
量
CCm．

10分彼

呈色曝す

　，，

　，，

　，，

極微藍

20分後

呈色せす

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色幽す

1時間後

呈色ぜす

　　，，　　　　「

　　，，

　　，，

殆呈色直す

2時間後

0．1

・0．2

0．3

0．5

1．0

10分後

0．1

0．2

0，3

0。5

1．0

呈色せす

　◎．　

　　，，　・

殆暴色ぜす

　　，，

20分後

呈色ぜす

　，，

　，，

極微藍紫

微藍紫

1時間後

殆呈色ぜす

極微藍紫

　　　

微藍紫
”稽強

2博間後

呈色ぜす

　　，，

　　，，

　　　
殆呈色せす

極微藍紫

　，，

　，，

微：藍紫

，，総彊

17・‘ i・ポレォン　スコッチウヰスき一

13．バート50番スコッチ％スキー

供試
量
ccm．

0．1

0．2

0。3

0．5

1．0

供試
量
Cρm・、

10分後 20分後 1時間後 2時間後1

10分後

0．1

02
0．3

0．5

1．0

呈色芭す

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色εす

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

極微藍

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

極微三

皇色芭す

殆呈色ゼす

　　，，

微藍紫

　　　

20分後

呈色芭す

殆呈色せす

　　，，

微藍紫
　　，，

1時間後

呈色芭す

殆呈色ぜす

極微藍紫

微藍紫
　　，，

2二間後

14・マーキュリーウヰスキー．

呈色慮す

　，，

　，，

　，，

極二藍

・18．ヘノンメスコジチウヰスキー・

暴可也す

殆呈色せす層

極刑藍漿

微藍紫
　　，，

供試
量
ccm．

‘供試

量
CCm。

10分後 20分後

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

極微藍

1時間後

三色せす

　，，

　，，

　，，

極微藍．

2時間後

0．1

0．2．

0．3

0．5

1心幽梱

10分後

0．1

0．2

0．3

0．5

「1．0

暴色ぱす

　，，

　，，

　，，

極微藍’

呈色ぜす

殆呈色ぜす

　　，，

極微藍鼠

」，精強

20分後

殆呈色虚す

極微藍紮

　　，，

微藍紫
　　，，

1時間彼

極微藍紫

微藍紫
　，，

淡藍紫
　，，

2高間後

畠色ぜす

　，，

　，，　，　噛

　，，　・　．

微　　藍

1r

娘

8，虎之：巻．

極微二三

微蛮畠紫

　，，

淡輩紫
　’1；

4，漕酒類槍膿20ccm・の紹液

白峰　卑．飛鳥山　3・爾關　4・花

　5・：君萬歳　6．稻懸　7．日本橋
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供試：

量
ccm．

10分後

0・1呈色ゼす
0，2　　　，，

『0．3　　　，，

0：5　　　，，．

1。0　　　，，

　9．淺澗

20分後

呈色苞す

　，，

　，，

　，，

　，，

錦

1時間後

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

　，，

2時間後
⑲．いろ娘

呈色煙す

　，，

　，，

　，，

　，，

供試
量
CCm，

供試
量
ccm．

10：分後

10分後

0・1　呈色芭す

0．2　　　，，

0．3．　　，，

0．5　　　，，

190殆呈色ぜす

2Q，越　の

20分後

呈色也す

　，，

　，，

　，，

極微藍紫

松

1時間後

呈色也す

　　，，

　　，9

　　，，

殆塁色ぜす

2時間後

暴色ぜ艶

　，，

　，，　　、

　，，

　，，

20分後 1蒔間後 2時間後

0・1呈色也す　呈色ゼす　呈色せす　呈色ぜす
0．2　　　，，

03　　　　，，

0．5　　　，，　、

ユ．0殆呈色ぜず

1α東予正宗
13．貞澄正宗

，，　　　　　　　　　　　　，，　　　　’　　　　　　　，，

，，　　　　　　　　　　　，，‘　　　　　　　　　　　，，

，　，，　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　，，　．

，，　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　，，

1ユ．嵐山　12．江戸關

14．．喜代川　15・常盤’

供試
量
CCm。

10分後

0．1　呈色ぜす

0．2　　　，，

0。3　　　，，

0，5　　　，，

1．0　極微藍

2】．大　和

20分後

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，『

極微藍

錦

1時間後

呈色ぜす

　・．2’

　　，，

　　　　　　「

殊呈色也ず

供試
量
㏄nγ

3時間後・

呈色芭す．

　，，

　，，

　　　　　．

　9，

10分後

。・1呈色ぜす

0．2　　　，，

0。3　　　，，

0．5　　　，，

1．0殆呈色ぜす

16．日本盛

20分後 1時間後

呈色せす　呈色也す

　　，，　　　　　　　　　　　　　　，，

　　，，　　　　　　　　　　　　　　，，

　　，，　　　　　　　　　　　　　　，，

殆二面す　　・

　17．富久娘

2時間後

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

　，，

供試
量
CCm．

10分後 20分後

0・1　呈色ぜす　呈色也ず

02　　　　，，　　　　　，，

0．3　　　，，　　　　　，，

0．5　　　，，　　　　　，，

1．0殆呈色ぜす殆呈色旭す

’」8．富士の雪

1時間後

呈色εす

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色芭す

供試
量　　10分後　20分後　1時間後　2時間後
CCm．

0．1　呈色ぜす　呈色毬す　呈色卜す　呈色ゼす
0．2　　　　　7，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，，　　　　　　　　，ρ

0・3　　　，，　　　　，，　，　　・・一，　　『，，

0，5殆呈色旧す殆呈色ぜす　　　・…

1．0　極微藍紫　極微藍紫殆呈色ぜす　　　，，

　　5．嶢酎類槍膿10ccm．の瑠液

　1．・忠　　盛

2時間後

呈色巴す

　，，

　，，

　，，

　，，

供試
量
ccm．

10分後

0．1　呈色ぜヂ

02　　　，，

0．3　　　，，．

0．5　　　，，

ユ．0　　　，，

　2，萬歳

20分後

冷色ぜす

　　，，

　　，，

　　，，

　．　，，

3．無臭

1時間後

呈色芭す

　，，

　，，　．

　，，

　，，

供試
量
ccm．

0．1

0。2

0．3

0．5

1．0

2時間後

呈色ぜす

　，■

　，，

　，，

　，，

10分後

呈色芭ず

　　，，

　　，，

　　　　ヨ

殆呈色ぜす

20分後

呈色ぜす

　　，，

　　，，

　　，，

殆呈色也す

1噸1後

呈色ぜす

　　，，

　　，，

　　，P

殆呈色芭す

2時間後
供試
量
CCm。

呈色苞す

　　　

　　，，

1　　　，，　．

殆呈色芭す

0．1

02
0．3

0．5

．1．0

10分後

呈色苞ず

　　，，

　　，，

　，　，，

殆呈色ぜす

20分後

呈色心す

　　”　　　「

　　，，

　　四
三呈色せす

1時間後

呈色苞す

　，，

　，，

　，，　．

　”

2時間後

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

　9，
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4．麗　　玉 5．花　　形

供試
量
．ccm．

α1

0．2

0．3

0．5・

1．0

10分後

呈色也す

　，，

　，，

　，，

極微藍紫

20分後

呈色也す

　，，

　，，

　，，

極微藍紫

1期間後

呈色せす

　■，

　，，

　，，

極微藍紫

2時間後

呈色干す

　　，，

　　，，

　　り
殆呈色ぜす

供試
量
ccmの

0．1

0．2

0．3

0．4

1．0

10分後

〆

呈色幽す

　　り
殆呈色芭す

極微藍早

上藍紫

20分後

呈色ぜす

殆呈色ぜす

極微藍紫

　　，，

青藍紫

1時間後

・白藍紫

淡藍紫
，，稽強

，，　　　　　　，，

，，　　　　　鯵

2時間後冒

淡白紫
”厨強
，，　　　　　，，

，，　　　　　　　

，，　　　　　　，，

　前記改良法によ．りて果實蒸鱈酒3種葡萄酒15種別ヰスキー18種別ランデー5種清

酒21種及焼酎5種に就きて施行せる成績を通覧するに鰹液の供試量0．1ccmに於て1

回忌後に類似反掌を呈せるものは葡萄酒，クヰスキー並に焼酎に於て各1種を認むるの

みにして0．2ccmの場合に於ては葡萄酒最も多く其他ウヰスキー等に在bては果實類

を原料とせるものと認むべき蒸瑠酒中に多し而してウヰスキー18種中墨4號，7號，11

號，12白及15號の5種検膿は滋賀縣よりの逞附品にして中井氏の報告に．よれば4號

は0．2％11號は少量：15號は2％のメチーノγアノレコホノγ含有と麗定せられたるものなる．

も小官奪の試験に於ては全部陰性を示せり

　’4・前記槍膿中より全く類似反慮を呈せざるもの質種を選び之に0・05％及び0・1％の

割合にメチーノγアノγコホノレを混入せしめたるものに就き試瞼せる成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　　言式；　瞼　　成　　績　　第：　26　　三

下髄
供試
浮モモ 10分後 20分後 1時間後 2時間後 檜：盟

供試
ｫ1n 10分後 20分後 1一間後 2時間後

0．1 呈色ぜす 呈色ぜす呈色也す 1馨色 0．1 呈色ぜす 呈色ぜす 呈色也す 殆呈色o也す

0．05％木

ｸ含有清
0．2 極微藍 極微藍微藍紫微：藍紫

0．Q5木精、

ﾜ有僥酎
0．2 ｛遜色 藤色微紫藍徹藍紫

戸戸鶏 0．3
，， ，， ，， ，， 萬歳 0．3

，， ，， ，， ，，

0．5 微藍紫 極微藍紫 ，，精強 ，，

0．5 極微：藍 極微藍 ，．稻弓員 ，，

0．1・ 極微藍紫 微藍紫 淡藍紫 微紫紅 0．1 ｛脚色 極微藍紫 微藍紮 微紫紅
0．1％木

ｸ含有
0．2 微藍紫 淡紅紫 ，，稻強 淡紫紅

0・1％

ﾘ精含有
0．2 極微藍紫 微藍紫 御心紫 淡紫紅

同　上 0．3
，， ，， 胃　　　　，， ，， 同　上 0．3

，， ，9 ” ，■

0．5
，， ，，四強 っゴ　　，， ，，

0お 徹藍紫 ，，囎強 ，， ，，

0．1 呈色刷す 呈色ぜづ脚色ぜす ｛醤色
0．05％

0．1 僻色極微藍極微・藍 極微藍
0．05％木

0．2 極微藍極微藍微藍紫微藍紫 木精含右 o．2 極微藍極微藍紫微藍紫微藍紫
精含有清 大黒ブラ
酒富久娘 0．3

，， ，， ，， ，，

ンデー
0．3

，， ，， ，， ，，

・0．5 極微藍紫極微盛紫 ，ザ精弧 ，，

0．5
，9 ，9 ，9

，，

0．11 極微藍紫 白藍紫 淡白紫微紫紅
．0．1 極微藍紫 白藍紫 一子紫 徹紫紅

0・1％木

ｸ含有
Q2 微藍紫 淡藍紫 ” 淡紫紅

0・1％

ﾘ精含有
0．2 徹藍紫 ”精強 淡藍紫 淡紫紅

同　上
0．3・

，， ，， ’，， ，， 同　上 0．3
，， 淡藍紫 ”稻強 ，，

0．5・
，， ，， ，， ，，

0．5
，， ，， ，●　　　，， ，，
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槍盟

0・05％

木精含有
ミツウ白
葡萄酒

0．1％

木精含有
同　上

0・05％

木精含有
ミツワ赤
葡萄酒

0・1％’

米州含有
同　上

供試
量
ccm

0．1

0．2

0．3

0．5

0．1

0．2

0．3

0．5

0．1

0．2

0．3

0．5

0．1

0．2

0．3

0．5

10分後

二藍紫

　，9

淡藍紫
　，，

淡藍紫
”稻強

，，　　　　，，

，，　　　　，，

淡藍紫
，，四強

，，　　　　，，

，，　　　　，，

淡藍紫
　，，

　，，

　，，

20分後

淡　　紫

，，

，，

，，

淡　　紫

，，帰一

，，　　　　，，

，，　　　　，，

淡　　紫

，，稻強

，，　　　　，，

，，　　　　，，

淡藍紫
　，，

　，，

　，，

1時間後

淡　　紫

，，

，，

，，

淡　　紫

，，稻強

，9　　　　，，

，，　　　　，，

淡　　紫

　稻強

，，　　　　，，

，，　　　　，，

淡　　紫

紫　　紅

四

，，

2時間後

淡　　紫

，，

，，

，，

紫

，，

，，

，，

紫

，，

，，

，，

淡紫紅
紫　　紅

　，，

　，，

槍　髄

00・5％

木精伊丹
牛久葡萄
酒

0・1％

木精含有
同　上

0．05％
木精含；有

ヂプロマ
ウ中スキ

0．1％

木精含有
同　上

供試
量
ccm

0，1

0，2

03
0．5

0．1

0．2

0。3

0．5

0ユ

0・2

0，3

0，δ

0．1

0．2

0．3

0．5

10分後

微紫藍
淡藍紫
　，・　『

　，，

淡路紫
　，，

　，，

　，，

∬殆呈色
いぜす

極微藍
微　　藍

　，，

極微藍
微　　藍

淡藍紫
　，，

20分後

薇藍紫
淡藍紫
　，，

　”

淡藍紫
　，，

　，，

　，，

ユ時間後

淡藍紫
淡　　紫

淡紫

　，，

淡紫紅
紫　　紅

　，，

　，，

｛群色

極微藍，
微　　藍

　，，

薇藍紫
淡藍紫
　，，

　‘‘

微　　藍

，，

，，

，，

淡藍紫
”稽強

，，　　　　，，

，，　　　　，，

2時間後

淡藍紫
淡紫紅
　，，

　，，

紫　　紅』

，，

，，

，，

微　　藍

，，

，，

，，

淡　　紫11

，，

，，

，，

前記成績に徴すれば全くメチーノンアノγコボル類似反磨を呈せざる各種の酒精飲料に

メチーノレアノレコホノμをα05％及αエ％の割合に混入せしめすこる押合明かに之を謹明

し得べし故に上記葡萄酒，ウヰスキー，焼酎等中類似反癒を呈するものは天然に生成

せる微量のメチーノンアノレコホノレに基因するか或は其他の原因に由來するか之を考究す’

るの必要を認めπるを以て更に別に章を設けて之を追究せり

　　第五彙　果實類より醸造せる酒精性飲料中メチールアル調ホルの成因に就て

　諸種の果實の醗酵汁液中にメチーノレアノレコホノγの存在することは既に古くより知ら

れナこる所にして1900年ウォノレフ氏（エ？）はメチ脇目ノレアノレコホノンは或特別の場合には醗酵’

以前に當b既に當該果實壷中に存在することを登目すると共に叉多くの果實にあbて

は酵酵の際：始めて之を生成するものなうことを認めナこり郎ちアカスグリJoh3nnisbee一一

renの新鮮なる汁液中には微量：のメチーノンアノレコホノγを含有し其醗酵液には署しく之

を増加することを験知せb，同氏は次ぎの諸種果酒中のメチーノγアノγコホノγの含量を

試聯ナこるに之等縣の三絃液よ．呼尋ナrるgo％アノレコ酬帳見せるメチーノレア

ノンコホノン含量（容量％）は次の如し

　アカスグ・り2％，梨1％，李（卵形）1％，黄白1％，櫻實0，5一ユ％，林檎02」一〇，3％，，

、
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　葡萄（董部と共に醗酵せ、しめπるもの）0．15「0．6％

　1913年バ．ウエノγ及エンダラー氏（5）等はウォノレ7氏等Q試験を追試しアカスグリ酒に

就き精細なる試験を行ひて之を確短し共含量は極めて微量にして實際飲食：物の化學的

試験上界に顧慮を要せざるものに．して其含量は年度，歳熟及虚酵の状三等に由うて異

なるものなることを附言せ’り

　1917年瑞西薗立衛生試験所に干てフェ，レンペノγグ氏（のは果實蒸鱈一三に果汁を分離

せる獲津を更に醗酵蒸鯛せるもの帥ち絞津火酒中には著量めメチーノレアノレコホノγ反慮

を生起ケる物質の存在する．ことを認φ之に思し精細なる論文：を登表せり同氏はこのメ

チー拷アノγコホノン反；鷹σ）搬田9に際しては氏の最も確實鏡敏なbと信じたるデニゼー氏

フクシン亜硫酸試験法を探用せり而して同氏の探崩せるフクシン亜硫酸溶液は次の如

し帥ち1％1のアクシン溶液1しにボーメ38。の重亜硫酸ソーダ溶液20　ccmを加へ5

－10分の後比重1．18の盤酸20ccmを加へて調製せり

∴フェレンベノレグ氏が果二院鋼酒に就き試験せる成績次の如し

番號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11’

12

ユ3

ユ4・

15

16

繊　　　畳豊

林檎酒鯉液
　同　　上

林檎汁製火酒

　同　　上

葡萄汁製火酒
同上（古をもの）

林檎絞津製火酒

　同　　上

弓絞津製火酒

　同　．上
滑．萄二品製火酒

　同　　上
コ　ン　昌　ヤ　ク

ラ　　　　　　肉

櫻　　實　　水

曜聰’火　酒

アルコホ

ル容量％

38．1

31．2

62。5

53．4

55．5

62．1

51。3

54．8

53．4

48．8

51．9

46．6

44．7

78．8

50。0

47．0

火酒の酒精中に検出也る含量
腿酸1議テ讐野蓉量豪遊白 白

離［結合
0。65

0．36

0．49

0．60

0．83

0．90

2．00

2．21

1．93

1．47

0。25

0．28

0．60

0．67

6．16

4．02

2．63

1．80

6．90

6．58

7．11

9．14

1．52

1．87

3．7

42
3。9

4．6

2．7

3。1

3．4

4・6．

42
3．9

7．6

5．0

1％よ｛

　リ少し
：：

：；

，9

．42

20

23

13

13

12

1％よ｛

　リ少し
，，

6

4

　0「　　0
　・｛　　　　極めて
　　　　痕跡

懸めて痕38

　　　　　　む

　・｛轟て
　0　　　　0

アルデ

ヒード

痕　　跡
｛灘て

　ε

痕；0

ﾕ
強弩
　極めて｛強弓

　，，

　三

フルフ
ローノレ

　0
　0
　0
　0
痕　　跡

禰張反鷹

強反応

　0
微弱反雁

　0
胴反臆
　，，

　備考　本試験に端西衛生試瞼法に準思し施行け診るものにして誤認酸に1L中酸酸としての9量，エステ’

　　　　ル数にエチール酷酸ニステルとしてのg量，高級酒精に容量劣か豪しコメロウスキ及フェレンペル

　　　　グ氏の方法に櫨れリ

、前表中殊に第7號に於ける青酸の含量とメチーノγアノγコホノγ含量との關係は興味あ
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ることにしてフェレンペノ〆グ民は・ごンツアンンデヒ己ドチアンヒドリン等の類似潮懸に

依るに非らすやとの疑惑を生せしを以て前述の火酒に就き40％酒精含有瑠液100ccm

に附し定規硝酸銀溶液2ccm及30％ナトロン胃液1ccmを加へ30分間加熟しナZる後配

列精製せり然るときはアノレデヒード及テノレペン類は酸化せられて酸類となりナトリウ

ム盤を形成して残響中に保留せられ尚ほグリセリンも再度の蒸紹により除去せられナこ

亟之れザノγコウスキー氏（18）の説く虜に｛衣ればグリセリンは過マンガン酸カリウム溶液

の酸化の爲にフォノンムアノレデヒードを化生するを以てなり更に木精を確薫せんが膨め

には検膿を劃早瀬鯉に附し可及的高級アノγコホノレを判別しヨード化合髄とするにあb

即ちヨードエチーーノンは氣厘760mmに於て722。に沸騰しヨードメチーノンは同一睡中i層

にて43．8。にて沸騰しデニぜ一氏のフクシン亜硫酸反鷹を著明に生起す，フェレンベノγ

グ氏は是等の試験により果實絞津火洒中のメチーノレアノγコホノレ含有を確認せりされど

ヨードメチーノレの得量は極めて僅少にして輝輝蒸鰹によリヨードエチーノレを医興する

こと能はざりき而して同氏は赤葡萄酒中には自葡萄酒よ・りも多量の木精を登見せり

　火酒中メチールアノγコホノンの成因は其絞雄牛の或成分の醗酵に蹄せざる可らす故に

フェレンベノング氏は人爲的に酸によbて加水分解をなさしめ以て之を謹明せり帥ち1kg

の林檎果を揚平し布にて轡型濾遇し濾液と残渣に分ちユ0％硫酸を加へて2時間加熱

しだる後之を水蒸氣蒸餌に附し更に之を再鯉精製しデニぜ下墨の方法によりて試瞼せ

るに何れも陽性を示せり但し残渣部分の加水分解成績物は果汁部分成績物に比し約10

倍の強度を示せり，鑛酸にて庭理せざる六輝にありては其残渣部分より得ナこる鱈液中

之を槍出せす再瑠精製するに從ひ極めて微量を槍出せり同氏は之を天然に存する林檎

酸によりて痕跡のメチーーノレアノレコホノレの生成に起因すべしと誕け払是等果實絞津中

よ）メチーノγアノレコホノγの成因に興しチノレヒ氏（19）は弐の如き報告を登表せり帥ち同氏

は皮膜物質を化學的分類をなし各分類の代表者を1－29取り10％硫酸50ccmを加へ

：30分間還流冷却器を附して加熱し；其25ccmを蒸怪し之を硝酸銀ナトηン法によりて

庭即し数等：野饗し其鱈液に就きデニぜ一氏の方洪に依りて試引しセるに葡萄，林檎，梨，

温檸，櫻實，梅町，アカスグリ，グーズベフ，エゾイチゴ及犬イチゴの如きペニチノメ

ンプラニンは最も張度の陽性反恋を呈しゴムメンブラニンに属するトラガヵソタゴム
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も亦稽著明に反賢し縦，山毛樫，榴の如きリグノメンブラニンは三三の反慮を現はし

其他の皮膜質（メンブラニン）は何れも陰性を示せり而して火酒類中田チーノレアノレコホ

ノンの由來は勿論夫のべクチノメンプラニン馬のみ關満することは明かにして成熟せる

果實の汁液に酒精を加ふるときはペクチンを沈澱し此ペクチンは強き木精反歩を呈す

るに下し其濾液は全ぐ陰性なり斯るを以てペクチンは火酒中口チーノレアノγコr張ノレの下

拙なることを認め得べし然らば火酒類中如何なる径路を経てメチーノレアノγコホノンを化

生するやを考察せんにペクチンは未熟の果實中にはペクトーぜなる不溶性物質（チノγ

ヒ氏は之をプロトペクチンと稽せのとして存在し以て膜質部の圭成分をなし果實の

成熟に從ひ加水分解作用により其大部分コロイド状に可溶性のペクチンに愛す帥ちペ

クチンはペクチン酸のメチーノンエスカレにして果實の過熟（例へば梨の生麺朕となれ’

るが如き）或は腐敗に際してペクターゼなる酵素の作用によりてペクチン酸とメチー

ノγアノγコホノγとに分解す，此分解作用は果汁を放置する時從って叉醗酵に際し屡生起

す故に滅菌操作等によりてベクターぜを撲滅するときは長時日の放置によbメチーノγ

．アノ陶ホルを化生せす

　以上の出血によbて普通の葡萄酒中に化生する木精含量は僅微にしてアノンコホノン総

量の1％を超過することなく最も渦熟せる果實よb製せるものに在りても1％以下に

止まるも一山葡萄酒に於ては然らす即ち葡萄酒製造の二二ナZる絞澤中には二二鍵化せ

ざるプロトペクチン全部を含有し其量は成熟の程度によbて異なb未熟果實は成熟果

實よりも多量なり故に此絞津の醗酵によb其プロトペクチンよbペクチンを生じ績ひ

てペクチン酸とメチーノγアノレコホノレに分解するを以て絞津酒：又は絞津火酒中に比較的

著量のメチーノγアノレコホノレを存在するは之を営然とすべく絞津中には糖分の含量少な

きが爲φ絞澤洒の酒精分に比しメチーノンアノンコホノγ含量著しく増大し殊に林檎梨等

の果實は葡萄に比し一層糖分僅少なるを以て生成する酒精1こ比し木精量を増大し甚し

きに至bては前表第7號に於けるが如き現象を呈す要するに果實酒中のメチーノンアノン

コホノγは皮膜質中のペクチン質に由來するものにして果實の未熟と渦熟等によりて左

右せられ叉原料申よb皮膜質除去と否等に關するも果實其物の醗酵によb天然に登生

するメチーンンァノレコホノレは酒精総量の・1％に充だざるものなb小官等も亦次の實験に

ゴリ之等の關係を明確ならしめ得ナこb
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　（1）葡萄果を黒部，果汁，残渣或は多野其儘等各種に分類し等量の純酒精を加へ約

10日間放置せる後厘搾濾過し其濾液に就き改良法により木精の試験をなす

　　　　　　　　　　　　　　試瞼成績第27表

槍髄

甲州産
小粒紫
葡萄果

同　　上

果肉部

同　　上

皮　　部

同　　上

伸　　汁

同　　上

残　　浬

（2）

供試
量
ccm

0，1

0，2

0，3

0．5

1．0

0．1

02
0．3

0．5

1．0

0．1

0．2

0．3

0．5

0．1

0．2

0。3

0．5

0．1

0．2

0．3

10分後

呈色巳す

　　
同色
微藍i紫
，，稽強

呈色芭す

　　
｛特色

微藍…紫

　，，

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

呈色ぜす

：：

｛言色

呈色芭す

極微藍
　‘‘

20分後

呈色ぜす

　，，

極微藍紫

微藍．i紫

　‘‘

呈色芭す

　，，

極薇藍紫

微藍紫
　，，

呈色嫁す

：：

｛響色

呈色・εす

　　
階色
極微藍

呈色ぜす

微藍紫
　，，

1時間後 2蒔間後

｛馨色子麟
極微藍紫微藍紫

”種強・・糟強

微藍紫淡藍紫
，，稽強　　”

呈色ぜす

｛馨色

微藍…紫

　，，

　，，

呈色零す

　ツク
｛醤色

極微藍紫

呈色ぜす

｛鳶色

極微藍
　，，

呈色巳す

淡盛紫
　，，

極微藍紫

微藍紫
二藍紫
　，，

　，，

呈色芭ず

　，，

極微藍紫

　，，

呈色死す

｛群色

極微藍
微　　藍

極微藍
淡藍紫
　，，

械　盤
供試
量
CCln

10分後　　20分彼i 1時間後2時…間【後

iα51・［・1・1・
甲州産
大粒黒
葡萄果

同　　上

果肉部

同　　上

皮　　部

同　　上

果　　汁

同　　上

淺　　澄

0。1

0．2．

0．3

0．5

0．1

0．2

0．3

0．5

0．1

0．2

0．3

0．5

0。1

0．2

0．3

0．5

0．1

0．2

0。3

0，4

呈色せす呈色・冒すト

　，，　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　　，，

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

呈色ぜす
　殆呈色｛

　ぜす
：：

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

呈色せす

　，，

　，，

　，，

｛鳶色

極信藍紫

　，，

　，，

呈色せす

｛脚色

：：

呈色・隠す

｛醤色

：：

呈色肥す

｛醤色

極微藍紫

　，，

｛二色

極微藍紫

　，，

　，3

階色
極微藍紫

　　
　，，

極微藍紫

微藍紫
　，，

　，，

極微藍紫

微藍紫
　，，

　，，

微藍紫
　，，

　，，

　，，

微藍紫
　，，

　，，

　，，

｛聴色

極微藍紫

　，，

　，，

極微藍紫

韓藍紫
，，稽強

　，，

微藍紫
淡藍紫
　，，

　，，

　　　　林檎果を揚暫し果汁と獲渣とに別ち前項（1）に於けると同．標に調製せるもの

に就き試押す

　　　　　　　　　　　　　　試験成績第28表

槍盟
供試

10分後 20分後 1時間後 2時間後 槍　盟
供試
Km 10分後 20分後 1時間後 2時閲後

0．1 呈色ぜす 呈色・旺す 呈色也す 0．1 呈色ぜす 呈色ぜす ｛醤色 ｛醤色

調　　檎 0．2
　 ，， ，， 厨　　上 02 ，，

｛醤色 極微紫 薇　　紫

果　　汁 0．3
，， ，， ，， 蜀　　渣 0．3

，， ，， ，， 　稻強
0．5

，， ，， ，，
0．5

，， 極微藍微藍i紫 淡　　紫

　（3）イチゴジャム及カラントぜリーユ009を各純酒精，46％及18％酒精にて約

10日間放置浸出せる後其透明濾液に就き試験せり
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試験1成績’．第・29表

橡　髄
供試
ｫm 10分後 20分後 1時間後 2時間後 繊髄

供試
Km 10分後 　　、Q0分後 1時間後 2静間後

TK印イ
`ゴジャ
?ヮ�ｸ
Z出液

0．正

O2
O．3

O．5

　，，

W　　藍

@，，

微　　藍微　　紫

@　　　　，，

@　　淡　　藍

@　　　　，，

淡藍紫
@，，

@，，

@，，

淡藍：紫

@，，

@，，

@，，

同　上
O・1％の
E・にメ

`ールア
泣Rホル
Y加

0．1

O．2

O．3

O．5

呈色ぜす

@，，

@，，

@，，

昊色ぜす

@，，
o濃色

@，，

微紫藍

W紫藍
h稻強

@，，

淡紫野
ｪ稽張

@，，

@，，

同　上
@46％
�ｸ浸液

0．1

O．2

O．3

O．5

呈色ぜす

o響色

ﾉ微藍
�@　藍

呈色沸す

@，，
@殆暴色o　也す極微藍

呈色ぜす

@，，
o補色

ﾉ微藍

暴雨ぜす

@，，

ﾆ色
ﾉ微藍

同　上6％酒精

汢t

0．1

O．2

O．3

O．5

呈色晒す

@，，

@，，

@，，

呈色噛す

@，，

@，，

@，，

呈色冠ず

@，，

@，，

@，，

呈色煙や

@，，

@，，

@，，

同　上
@18％
�ｸ浸液

0．1

O．2

O．3

ｿ与

量色芭す

@，，

@，，

ﾉ徹聾

呈色也ず

ﾉ微藍紫

@，，

h精強

呈色芭す

ﾉ微藍紫

@，，

@稻強

呈色虚す

ﾉ微藍紫

@，，

h稽強

カラント
[リー純
�ｸ浸液

0．1

O2
O．3

O．5

呈色画す

o庶子
�搦〟
h稻強

｛響色

ﾉ微藍紫

�搦∫

W藍紫

淡　　藍

h稽強

@：：

淡　　藍

h稽強

@，，

@，，

盒印イ
`ゴジャ
?ヮ�ｸ
Z液

0．1

O．2

O．3

D0・5

呈色罰す

@，，

@，，

@，，

呈色苞す

@，，

@，，

@，，

呈色ぜす

@¶，

@，，

@，，

梁色ぜす

@，，

@，，

@，，

同　上46％酒精

S液

0．1

O2
O．3

O．5

呈色ぜす

@，，
o笹色

ﾉ微紫

｛馨色

ﾉ薇藍紫

@，，

�侮

｛群色

�@　藍

@，，

h稽強

｛饗色

ﾉ二藍
�@　藍
C，1甫強

同上浸出
tに0．05
唐ﾌ割合
ﾉメチー
泣Aルコ
zル添加

0．1

O．2

O．3

O．5

呈色ぜす

@　
@，，

@　

呈色せす

@，，

@，，

@，，

　　．謳F也す

ﾉ微藍
@，，

@，，

呈色芭す

�@　螢

@，，

@，，

同　上
P8％酒精

Z液

0．1

O2
O．3

O．5

呈色ぜす

@，，o間色　，，

呈色ぜす

@，，
o潤色
ﾉ微藍紫

呈色εす

｣島
ﾉ微藍紫

@，，

調色
ﾉ微藍紫

圏侮〟
@，，

　（4）林檎及葡萄を果實，．．果汁残渣等に別ちて加水分解せるものを以てぜる試験

　加：水分解法　各調製楡饅100ccm叉は1GO　9を取う10％硫酸100　ccmを加へ還

流冷却器を附して2時間煮沸したる後；其10ccmを言出せり

　　　　　　　　　　　　　　試瞼成績第30表

橡盟
供試

ﾄ 10分彼 20分後 1時間後 2時間後 槍　盤
供試
ﾖ。 10分後 20分後 1時間後 2時間後

0．1 呈色芭す 呈色也す 呈色・芭す 呈色芭す 0．1 呈色ぜす 呈色差す 呈色ぜす 呈色εす
「

0．2
，， ，， ，， ，， 林　　檎 0．2

，， ，， ，， ，，

葡萄果
0．3

，， ，，
｛馨色極微紫 果　　汁 0．3

，， 　 ，， ，，

0．5
，， 極微藍微藍紫微　　紫 0．5

，， ，， ，， ，，

0．1 呈色ぜす 呈色ぜす 呈色私す 呈色芭ず 0．1 呈色也す 呈色虚す 極微藍紫 微藍紫
同　　上 0．2

，， ，， ，， ，， 同　　上 0．2
，， 極微藍紫 微藍．紫 淡赤紫

果　　汁 0．3
，， ，， ，， ，， 残　　淡 0．3 ｛響色白藍紫 淡　　紫 赤　　紫

0．5
，， ，， ，， ，，

0．5
，， 淡藍紫 紫 濃赤紫

0．1 呈色ぱす 呈色芭す 呈色ぜす ｛響色
（5） 林檎及葡萄を果實，果汁，残渣

同　　上 0．2
，， ，， 微藍紫微赤紫

撞　溢 0．3 曙色極微藍 微　　紫 淡赤紫 等に別ちて呼野せしめナこるものを以て
0．5 極微藍微藍紫 淡赤紫 赤　　紫 せる試験
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　醗酵方法各調製槍艦を清澤なる硝子管に入れ放置するときは盛んに醗酵作用を螢

み約1週間にして醗酵止むに到り之を歴搾濾i過し約1ケ月間放置の後期曝せb

　　　　　　　　　　　　　試瞼成績第31表

検　畳豊

林　　干

瓢　　汁

同　　上

残　　澄

葡萄果

供試
量
ccm

0．1

0．2

0．3

0．5

0。1

02
0，3

0δ5

0．1

0．2

0．3

0．5

10分後

呈色ぱす

　，，

　，，

呈色ぜす

｛馨色

極微紫
”国別

呈色也す

　，，

　，，

　，，

20分後

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

1時間後

呈色也す

　，，

　，，

　，，

覆微撫微韮

　紫　　　紫

　，，　　　　　　　　　　，，

呈色也す

　，，

　，，

　，，

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

2時間後

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

極微：紫

淡赤．紫

赤　　紫

濃赤紫

呈色芭す

｛言色

極微藍紫

　，，　．

槍　嘘

同　　ま

果　　滑

同　　上

残　　溢

供試
量
CC111

0，1

02
0，3

0．5

0．1

0．2

0，3

0．5

10分後

呈色已す

　，，

　，，

呈色ごす

　，，

　，，

20分後

一呈色ぜす’

　，，

　，，

　，，

呈色旧す

　，，

1時間後

呈色芭す

　，，

　，，

呈色幽す

　　｛響色・

　，，

2時間後

呈色ぼす

　，，

　，，

　，，

呈色目す

｛脚色

極微藍紫

微藍紫

　前記の試験に於ては各館禮共に；炭酸

カノンチウムを以て中和しナこる後之を蒸

回せり而して酸化後硫酸1ccm（前記

戒績）の代りに2ccm加へたるものに在りては林檎獲渣製品嶽外は何れも呈色せさり

しを以て戯れが成績を省略し次に陽性反日を呈せるもの、みを掲ぐべし

　　　　　試験成績第32表　　　　前記成績を通覧するに各果實の各部分

鞭調書1・分後1・・分後・剛・時間後に於ける槍燈を直擁々の脚酒精に

　　　　　α1呈色ぜす艶関す呈鯉す呈色煙す　て浸出せるものに就き試験せる成績に於

慧1：1献酬騰鑑慧ては概して難に繍分にメー
　　　　　0・5極微藍　・…　　　　　　　　アノンコホノン性成分の存在を認め得べく更

軋加水分解を施せるもの及び醗酵せしめすこるものに就ぎ施行せる成績に於ては明かに

三部並に平曲中著明に其存在を認め得たb殊に林檎果に於て著しきはフェレンベノング

氏の所説と相一致するところなり

　　　　第六章　高級アルコホルに依るメチールアル調ホル類似油磨に就きて

　一般に酒精性飲料中の自門庫分たるフーぜノン油は圭としてアミーノンアノソ会ホノン，プ

ηピーノレアノレコホノレ及イソブチーノンアノレコホノレ等より成り是等の成分は酸化操作によ

り當該アノレデヒードを生成し著明にデニゼー氏によるフクシン亜硫酸反懸を呈す今是

等のアノγコホノγに就き改良法に依りて試験せる成績を示せば次の如し
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試験成績第33表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　槍髄1｛臨1・・雅1・・分後1・繭後・醐後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋼i：i轟難微難叢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上は各ア〃コホノレを直接試瞼せるも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のなるが次にライフ氏玉山法に從ひて蒸

寝せる鱈液に就き試験せるに次の成績を得たb

　　　　　　　　　　　　　試験成績第34表

三州麟i・・分後i・・二二1・醐後1・輔後

メルク α1 呈色也す 呈色芭す 微　　藍薇藍紫
製アミールア

0．2 ｛醤色 温色微藍紫微：紅紫

ルコホ 0．3
，， 極微藍 ，， ，，

ノレ
0．5 極微藍 微　　藍 淡藍紫淡紅紫

メ～レク

ｻイソ
uチー

0．1

ｿ2
呈色芭す

髏F
呈色也す

ﾉ微紫

｛醤色

ﾉ微紫

｛脚色

�F　紫

ルアル α3 極微紫 淡紅紫 淡紅紫 紅　　紫
コボル 0．5 微　　紫 紅　　紫 紅　　紫 紅紫稽強

槍彊1鵠「1・雅1・・雅｝塒間後1・繭後 検　盟 鶴1 ・・戦後1
20分後 睡醐・時間後

46％酒
ｸ中ア
~ール

0．1

O．2

呈色せす

@，，

呈色芭す
@殆昊色o　ぜす

調色
ﾉ微紫

極微紫
�F　紫

46％酒

ｸ中プ
鴻sー

0．1

O2
O．3

呈色卜す

@，，

呈色ぜす

o醤色
｛醤色

ﾉ鍛紫
極微紫
�@　紫

アルコ
0．3

，， ，， ，， ，， ルアル ，， ，， ，， 　

ホル0．1

投ﾜ有

0．5

P．0

，，

C，

，，

C，

　，，

�@　紫

，，

C，

コボル
O．1％

ﾜ有

0．5

P．0

，，

C，

，，

C，

　，，

�@　紫

，，

C，

同上
Cソブ
`ール

α1

O．2

呈色巴す

@，，

呈色ぜす
@殆呈色o　ぜす

｛翠色

ﾉ微紫

｛翠色

�@　紫 上記成績に徴す るに高級アノγコホノン

アルコ
z2レ

0．3
，， ，， ，， ，，

何れも46％アノンコホノレ0・1％ に含有せ
0．1％

0．5
，， ，， ，， ，，

含有 1．0
，， ，， ，，

淡　　．紫 めたるもの》ライフ氏蒸鯛液に於ては

めて一剣に呈色しメチーノレアノソコホノγ含有46％酒精と比較するに0．05％未満に相野す

然るに鵜乙衛生局試駿所に於けるセノン氏の實験に擦れば市場に販費する飲用火酒205

種中のフーぜノレ油の含量は季均0・113容量％に相當し更にフェレンベノレク氏（6）に從へ

ば火酒中の高級酒精（フー・ぜノレ油）の含量は約0．5％に相當しイタリー産酒精より得

セるフーゼノン油を試験せるに恰も純酒精に1％のメチーノレアノレコホルを混入せるもの

と同一程度の愚慮を呈せb故に0・005％のメチーノγアノレコホノyに相當する類似反磨を

呈すべき割合にして斯かる微量のメチーノレアノγコホノレは到康之を鑑識し得ざるべく從
　　　　　へ
って實際上高級アノレコホノンの現存に依bてメチーノγアノγコホノンの反慮に友ぼす影響は

殆んど顧慮するに足らすとせらる祝んやセノレ氏の準準含量の場合の如きに於てはフー

ゼノγ油の共存によりて少しもメチーノγアノンコホ．ノレの反慮を妨害せらる、事なかるべし、
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　　　　　第七章　天然に生成せるメチールアルコホル含量の限界に就て

　メチーノレアノ〆コホノレ取締規則制定當初にありて．は往々故意に多量：のメチーノレアノγコ

ホノソを混和販責するもの勘からざりしと難も現今に於ては其恐るべき有害性の公知と

衛生取締法の随行とによりてか、る例は回し而して會々酒精性飲料中0．05－0．1％のメ

チーノγア〆診ホノン含量のものありとするも之を以て直ちに故意1ご混入せるものとは認

め難く究んや前記の如く果實を原料とせる酒類に在りては果實中の或種成分の分解に

よりてメチール基を有する成分を生成することあり又酒精により木材の浸出等帥ち其

容器中の成身の移行によりて同一成分の生成なきを保し難し此見地より濁逸に於ては

既に法律的に次の如く規定せり帥ち1922年4月8日襲布火酒專責法第115條に於て木

精含有の飲食物殊に酒精性飲料の製造販責及輸入を禁止せられだり但し此等の飲食物

の製造中之を含有するメチール化合物より化生するか或は製造に俘ひ自然に形・成する

が如き製造工業上避け難き微：量のメチーノ〆アノγコホノレを含有するものは此限りに在ら

すとせられ穴り然れども此除外例に属するものは一定の火酒例へば絞津酒よb得だる

火酒の如きものにしてしかも此場合に於ても衛生局に於て施行せる多歎の試験の結果

メチーノ〆アノレコホノンの含量ば一般に0．5－1．0％を超過すべからすとせらる而して此限「

堺量決定の霧めにフクシン亜硫酸試藥に比して不鋭敏にして0・5－1・0％より以上の含

量に於てよく呈色すべきグアヤコーノン反慮を推奨せり

　小官等は前記多数の實験によりてメチーノレアノγコホノγ含量α05％まで確實に検知し

得べき改良法を案出せりと錐も天然化生のメチーノγアノγコホ〃類似物質も亦よく呈色

するを以て之等を類別除外せんが爲め次の方法を探用せり郎ち前記改良注中酸化後フ

”ン亜硫酸溶灘加前灘酸1ccmを　　　試験成績第3蹟

2ccmとなすとき劇欄成績に示す �撃堰A。継。轟ll繍，鴛間後
が如く0ρ5％メチーノγアノγコホノγ含有純

栖精にては呈色せざるを認めたり依て更

に純酒精に0．1，0．2及0，5％の割合にメ

チーノγアノレコホノレを含有せしめ其10ccm

をライフ氏法により蒸鯉試験せるに其成

績右の如し

．舞｛

　　’

0。1

0．2

0．3

0．1

0．2

0．3

0．1

0．2

0．3

呈色苞す

　，，

殆呈色せ

殆呈色せ

　，，

極微藍
微：藍紫

淡藍紫
　，，

｛馨色

　，，

極微藍
微藍紫
，，　稻強

・，　稻強

淡藍紫
　，，

淡　　紫

微藍紫
，，　稻ヨ量

淡　　紫

淡　　紫

”　糊最

，，　稻強

　紫
紫　　紅

　，》

淡藍紫
淡　　紫

”　稻強

淡　　紫

　紫
　，，

　紫
紫　　紅

　，，
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　前記の方法を以てメチーノレアルコホノγ類似の反慮を精著明に観出せる甲州園丁葡萄

酒，信玄印甲州園赤玉ポートワイン，大黒天印甲斐産葡萄酒，信玄印甲州園葡萄酒，

昏ノγメススコ。チウヰスキー及花形印焼酎の5種に就き之を試験し元るに各槍謄の鱈

液0．1ccmよう1・O　ccmに至る各供試量に慌て2時間後に在りても何れも呈色せざ｝

・．き帥ち硫酸1ccm添加によbて陽性を呈せるものも2ccm混和によりて詣れが反慮

を抑止し得ナこり依て此等各種の櫨膿に0・1及0・2％の劉合にメチーノレアノレコホノγを含

有せしめナごる後之を試験しすごるに次の成績を得ナZ．り

試　　瞼　　成　　績　　第　36　羽

釜　髄

’　0．1％

霧｛

雛｛

轟ト。論讐。轟罐。暴間後

0．1

0．2

0．3

0．5

0．1

02
0．3

0．5

0．1

0．2

0．3

0．5

0．1

0．2

0．3

0．5

0。工

0．2

0．3

0．5

0。1

0．2

0．3

0．5

｛響色

淡”藍

淡”

淡壼紫

淡二藍

淡”紫

淡桑藍

淡”紫

　り　矯呈色｛

　ぜす
淡警藍

譲離
演”紫

　，，

極微畑
野　　藍

　，，

　　
淡藍紫
　，，

　，，

　，，

淡紫藍
淡　　紫

　，∫

　，，

淡紫藍
淡　　紫

　：：

僻色
鯉騨

嚢萎

：：響

，，　　　　，，

淡藍紫
，，

，，

　

淡　　紫

，，

，，

，，

淡　　紫

野紫紅
　，，、

　，，

淡紫紅
　，，

　，，

　，，

淡藍紫
淡．紫

　，，

　，，

淡紫紅
　，，

　，，

　，，

淡　　紫

，，

99

，，

紫　　紅

，，

，，

，，

淡紫紅
紫　　紅

，，

，，

紫　　紅

，9

，，

，，

淡　　紫

淡紫紅
　，，

　，，

淡紫紅
紫　　紅

　，，

　，，

雛膿渕1。轟　鵠、罐間馨講間後

繍

蓋｛

雛｛

舞｛

雛｛

0。1

0．2

0．3

0．5

0．1

0．2

0．3

0．5

0．1

0．2

03
0．5

0．1

0．2

0．3

0．5

0．1

0．2

0．3

0，5

0．1

0．2

0．3

0．5

淡　　藍

羨藍萎

淡”

：：

呈毒す

僻照

準藍
呈色也す
　　　ロ　殆呈色｛

　也す

癬紫
呈色ぜす
｛群色

騨藍
｛響色

極球藍

微：藍紫

淡奪紫

淡”三

三”紫

：：

　殆呈色｛

・せす

覆微叢

　り　殆呈色｛

　也す

微”藍

　藍紫摯
　殆呈色
　也す

覆微豊

　　　殆呈色｛

　せず

覆二重

　，，

淡紫紅
鴨　精強

，，　　　　，，

，，　　　　，，

紫　　紅

　　
　，，

　，，

淡藍紫
　，，

　，，

　，，

淡藍紫
　，，

淡　　紫

　，，

淡霊；紫

　，，
ノ

　，，

　，，

淡藍紫
　，，

淡　　紫

　，，

紫　　紅

，，

，，

，，

紫　　紅
－，，

，，

，，

淡藍紫
　，，

　，，

　，，

淡藍紫
　，，

淡　　紫

　　
淡藍紫
　，，

　．，，

　，，

淡藍紫
　，，

淡　　紫

　，，

　臨め如きを場て前記5種機騰中天然に駿生せるものと認むべき木精類似物質はメチ

ー〃アノγコホノyとして0・05－0．1％奉満なること明かなり而して未だ多数の各種槍謄
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につきて試瞼を施行せざるを以て今俄かに決定的断案を下し難しと錐絞浮火酒以外の

三豊に在りては無鉛良法によりてメチーノγアノγコホノレに類似の叡慮を呈する場合硫酸

1課目mの代りに2ccmを用ひて其無慮の消失するや否やを丸し以て天然鰻生のメチー

ノンアノγコホノγ若くば之と類似の反慮を呈する物質と故意に混入せるものとの識別に資

し忍べきを信ずるものにして小官等は客を以て天然と故意との限界量になさんと欲す

るものなり

　　　　　　　　　　第八章　過硫酸アムモ号ウム酸化に依る

　　　　　　　　　　　メチールアルコホル試験法に就て

　明治45年中井氏はヒンケノン氏の過硫酸アムモニウム酸化法に基きナこるメチーノンアノレ

コホノレ試験法を報告せり次に大正13年同氏は滋賀縣に於で市販の葡萄酒に画してメチ

ーノレアノンコホノ・の槍査を施行し次の成績を得遡り

　試験方法蛇成績　槍燈各］00ccmを取炭酸マグネシヤ1gを加へ密栓して能く振即

し次に蒸鯛に附’し初鯛液10ccmを取b；其の内よb：更に5ccmを可露顕として内容200

を有する蒸鱈罎に移し之に過硫酸アムモニウム4g稀硫酸（1：5）15　ccm及水80　ccm

－300ccmを加ヘアスベスト板上に直火を以て加熱蒸回し第1號より第5號に至る泡各

51ccmを取りて麹酸フェニーノレヒドラチン0・039・3％ニトロブノレシットナトリウム液奔

滴及1％ナトロン滴液ユccmを加ふるに類藍色を呈し而してア■ポロ純皇図着用生葡萄

酒は0．1％のメチーノレアノレコホノγ含有の水に美人印滋養美味ポートワインは0．05％の

メチーノγアノレコホノレ含有水に就き同標心理しナこると其の反面度署相一致す故に前者は

1000分の5後者は2000分の1のメチーノγアノレコボルを含有するものと推定せり

　降って昭和2年同氏は更に市販のウヰスキー歎種に就き試験せられメチーノンアノンコ

・】ワγ含有の疑ある試験残品を邊附せられずこう前記ウヰスキー一瞬4號，7號，11號，12號及

15號は郎ち滋賀縣よbの邊画品にして其の他樹ほ敷種逞附せられ直るも何れも其内容

物は漏失せb同氏の試験法並に成績を摘録すれば次の如し

　試験方法拉成績　ウヰスキー各50ccmを取b蒸鱈し初霊液5ccmを取り之に純過硫

酸アムモニウム4g及稀硫酸（1：5）15ccmを加へ更：に水80　ccmを加ヘアス＾ミスト板
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上に加熱蒸鱈し第ユより第5に至る各10ccmを鱈出し其の第：3液に就きヅィタリー

氏念慮リミニー氏年構及へ一ネノレ氏反懸を試みたるに軌れもフォノレムアノレデヒードの

存在を徴せり故に下記各ウヰスキー中にはメチーノγアノンコホノγ存在すべく其の反慮を

含量既知の試製品と比較するに暑次の含量に一致す

　　　　　1・月十字印スペシァノンスコツチウヰスキー　 少量
　　　　　2・L！ッドスターチョイスオーノンドスコッチウヰスキー約3％

　　　　　3．猫世界印オーノレドスコッチウヰスキー　　　　　　　約0．5％

　　　　　4．ライオン一一ーノソドウヰスキー　　　　　　　　　　　約　　2％

　　　　　5．ノ・一ヅェストスコッチウヰスキー　　　　　　　　　　　　0．2％

　上記成績を見るにリミ口引氏反慮，ヴィタソー・氏反雁及べ一ネノγ氏反磨を使堅し比色

洪に依りて確定せられテZるものにして之等の反回は純酒精を酸化せる場合郎ちアセト

アノレデヒードの存在に於て類似反慮を惹起するものなることは既に前段に説く所にし

．て殊に過硫酸アム毛ニウム法は強烈なる酸化方法なるを以てメチーノンアノγコホノン以外

他の酸化成績物の影響等を顧慮せざるぺからす今同民の方法に依）て葡萄酒，清酒，

僥耐，ウヰスキー等に就きて試みナこるに其成績次の如し

　　　　　　　　　　　　試　・験　　成　　績　　第37表

槍　　　　盤 耀1艮瀟綴鹸熊 橡　　　　狸 1鰹1蓬瀟畷蔽備
1 白濁赤白 濁 暗　　褐 1 白濁淡赤 白濁黄暗禍紫
2

，，

｛易澄雲
，，

大黒天印
2 白濁赤 幅濁繁

，，

本印葡萄酒
3 線 黄淡　　赤 帯七一褐 那サフラン鐵葡 3 汚　　黄 淡　　赤 ，，

4 淡汚線藍 赤 汚淡褐紫
萄酒 4 淡汚線 赤 汚　　紫

5
汚緑藍 赤 汚　　i紫 5 線　　藍 ，， 淡

1 白．濁赤 白　　濁 暗　　褐 1 白濁淡赤 白濁黄 暗褐
2

，，
儘濁雲

，，
2 白濁赤微：　赤 ，，

牛久葡萄酒
3 線　　黄 淡　　赤 ，， 清酒飛鳥山 3 ・赤 赤 ，，

4 淡緑藍 赤 汚淡褐紫 4 黄i　纏 ，， 汚　　i紫

5 緑　　藍 赤 汚　　紫 5 緑　　藍 ，， 淡　　紫
1

白濁赤 白濁黄 暗禍紫
1

白濁赤 汚　　黄 暗褐紫

大黒天印
b副産葡萄酒

23

　，，

?@　黄

幅濁声　赤

，，

C， 同　　花　　娘

23
，，

ﾔ
萱　　赤

@赤

，，

C，

4 汚緑藍 ，， 紫 4 黄　　緑 淡　　赤 汚　　紫
5 線　　藍 ，， ，，

5 維　　藍 ，， 紫
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倒鍵1蓬甘癒ど巖慮蟻硬三

同忠盛／

　　　　　／

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5’

1

2

3

4

5．

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

白濁赤

　，，

　赤
黄　　線

　，，

白濁赤

　，，

線　　黄

淡緑二
線　　藍

白濁赤
汚　　赤

汚緑黄
活緑藍
淡線藍
白濁赤
蕪　　赤

目線藍
　，，

　，」

白濁赤
汚　　赤

淡緑藍
　，，

　，，

白濁赤
埴　　赤

日線虫
　，，

　，，

白濁黄
門　　赤

　赤
　，，　　　・

　，，

白濁黄
淡　　赤

照　　赤

　赤

　，，

卵　　黄

淡　　赤

　赤

　，，

　，，　，

卵　　黄

　赤

　，，

淡　　赤

　，，

卵　　黄

　赤

　，，

淡　　赤

　，，

卵　　黄

淡　　赤

　赤
淡　　赤

　，，

暗孤軍

　，，

　，，

汚　　紫

煙　　紫

暗掲紫
　，，

　，，

汚　　紫

淡　　紫

暗褐紫
　，，

紫　　褐

　紫

　，，

暗褐紫
　，，

　紫

　，，

　，，

暗禍紫
　，，

　紫

　，，

　，，

暗褐紫
　，，

禍　　紫

　紫

　，，

槍 制鋤艮愛颪【ご娠莚1藪寝ト懸

同ラ＿」
ソン

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

コ口蛇卵　　黄

　赤　　’赤
汚線黄　　・，

汚線藍淡　　赤
　，，　　　　　　　　　，，

白濁赤卵　　黄

　赤　　　赤
汚線黄　　，，

淡緑三門　　赤
　，，　　　　　　　　　，，

白濁赤淡　　黄

　赤　淡榿赤
　”　　　赤

汚　　黄淡　　赤

線　　藍　　，，

白濁赤・微　　黄

　赤　　　赤
日　　緑　　，，

　，，　　　　　　　　　，，

　，，　　　　　　　　　，，

直濁赤淡　　黄
　赤　　淡　　赤

日・　黄　赤
淡　黄　．・・

　，，　　　　　　　　　，，

白濁終回　　黄

　赤　淡　　赤

日　　赤　赤
淡　　黄　　，，

　，，　　　　　　　　　，，

暗禍紫
　，，

汚　　紫

紫　　紅

　，，

暗褐紫
　，，

汚紫紅
紫　　紅

　，，

暗禍紫
　，，

汚紫紅
紫　　紅

　，，

暗褐紫
　，，

汚紫紅
紫　　紅

　紫
暗褐紫
　，，

活紫紅
紫　　紅

　紫
暗褐紫
　，，　　’

汚紫紅
紫　　紅

　紫

　上記成績を見るに孕れの場合もメチーノレアノレコホノγに極めて近似せる呈色を示し第

5鱈液以下に於て弟タフー氏反慮ペプトン鐵反慮最も著明に現出し之を以てメチー

ノ7アノγコホノγ含有の規準と見徹す事の危瞼なるは一目して瞭然なbとす

　既に上記成績の示すが如く稀硫酸並に過硫酸アムモニウムの存在に於て加熱すると

きは強烈なる酸化作用を螢み從って種々の酸化成績禮を多量化成することは想像に難

からざる所なり今之に改良法に依るフクシン亜硫酸試験法を急用せるに何れもメチー

ノンアノレコホノγ反慮を示し更に濃硫酸2ccm添加法を試みだるも全く論評せざりき

　　　　　　　　　　　　試瞼成績第38表：



、
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橡 副直
1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

濃　硫　酸　1ccm　添　加
10分後izO分後［1時間後12時間後

汚緑藍
淡藍紫
殆呈色芋

　，，

　，，

殆呈色亀

背藍紫

　　
殆呈色辱

呈色苞す

汚血藍紫汚出藍紫

淡藍紫淡藍紫
微藍紫
　，，

　，，

殆呈色芋

極微藍隠

微藍紫
極微藍紫

呈色苞す

淡　　紫

　，，

　，，

汚淡紫藍．

量色ぜタ

微藍紫
，，

　

言盧」　硫　 酸　 2ccm　 添　 カロ

10分後120分間後［1時間後12時間後

汚出藍紫

淡紅紫
淡　　紫

　，，

　，，

汚淡藍
呈色ぜす

淡薙紫
，，

，，

微　　黄

殆呈色芋

呈色観す

　，，

　，，

微　　黄

卵色也す

　，，

　，，

　　
微　　黄

殆呈色翌

年薇紫
殆呈色一

議　　黄

殆呈色芋

呈色翻す

　，，

　，，

微　　黄

呈色せす

　，，

　，，

　　
徹　　黄

極微紫

　，，

微：　黄

　，，

極微：藍

　，，

呈色虚す

微　　黄

呈色ぜす

極微藍
　，，

　，，

汚淡黄
呈色鳴す

　，，

　，，

　，，

微　　黄

極微紫
玉藍紫
　，，

　　
微　　黄

　，，

徽藍紫
　，，

　，，

微　　黄

殆呈色芋

助藍’紫

　，，

　，，

汚淡黄
微　　臣

下呈色茎

　，，

汚淡黄

淡藍紫
　，，

　，，

汚淡黄
微　　黄

微藍紫
帰心紫
　，，

極微紫禍

淡藍紫
　，，

　，，

汚淡線
微　　黄

微藍紫
淡　　紫

　　

　上記成績を見るに全くメチー9ノγアノレコホノγを含有せざる場合に於て濃硫酸2ccm使

用のとき46％酒精にありては第3館液1時間後の槻察に於て極微藍を示し18％酒精に

ありては殆んど呈色せす0．1％メチーノンアノレコホノレ含；有の場合に於ては明に呈色すと

盤も此の間に明確なる匠別を映くは：本酸化法の映勲にして更に羅臼の葡萄酒に就きて

試駿せるに次の如き成績を得ナこり

　　　　　　　　　　　　　　試験成績第39表

一槍　　　　　髄 液
、。轟雛。轟鵬轟器間後「 、。轟灘後瞬間熱帯

1 汚淡紫藍 汚紫藍汚紫藍汚紫藍 淡　　黄 淡　　黄 汚　　黄 汚　　臨

本　印　葡　：萄　酒　　　　　　　　，

23
微　　紫

W　　藍

殆呈色茎淡藍紫 殆暴色茎淡紫藍 殆呈色革

W紫藍
薇　　黄

@，，

微　　黄

@，，

淡黄禍
@，，

淡黄禍
@，，

4 自暴色茎 ，， ，， ，， ，， ，， ，， ，，

5
，， ，， ，， ，， ，， ，， ，， ，，

1 汚淡藍汚　　藍 汚　　藍 濃汚藍 淡　　黄 淡　　黄 淡　　黄 淡　　黄

0・05％木精含有本印葡萄
23

淡藍紫
@，，

活微紫
Wi紫藍

殆呈色芋淡紫紅 殆呈色芋紫　　紅 微　　黄

�?ﾐ
微　　黄

O汚褐
淡黄褐
�@　紫

淡満配
W　　紫

4 微藍紫 ，， ，， ，，
，， ，， 淡藍紫 淡紫紅

5
，， ，， ，，

　
，， ，， ，， ，，

’1 汚淡黄汚血黄汚淡緑汚淡線 汚始線黄 淡緑黄淡緑黄 淡i線黄
2 淡紫藍 淡白紫 淡　　藍 微　　藍 紫　　藍 紫　　藍 紫　　藍 紫　　藍

0・1％木精含有本印葡萄 3．
，， 紫　　紅 濃紫紅 濃紫紅 紫　　紅 濃紫紅濃紫紅 濃紫紅

4
，， ，， ，， ，， ，， ，， ，， ，，

5
，， ∬ ，， ，， ，， ，， ，， ，，
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本法に依りて葡萄酒，清酒，嶢酎，ウヰスキー等に就きて施行せる試瞼成績次の如し

　　　　　　　　　　　　　試囎成績第40表　　1

槍 ．，　畳豊

諭∴萄　

　　　　　　　　　∫

大黒糠纈`

牛久

規那サシラシ鐵葡：萄酒

大黒　天　印　赤葡＝萄寺酉

～

讐「1。轟穫。轟lf罐1、峡間後1。轟再。轟lf議1，舞間後

1

2

3

4

5

1

2

3

4

’5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

汚淡緑黄

極微藍
淡　　藍

微　　藍

殆呈色芋

汚淡藍
淡　　紫

殆呈色芋

呈色ごす

　，，

蒋淡緑黄

淡　　藍

　，，

殆呈色茅

　，，

汚　　黄

汚微i黄

淡紫1藍

微　　藍

呈色琶す

汚淡黄
袷呈色蓼

淡紫藍
極微紫
呈色ぜず

淡黄線
黒縁紫
藍藍紫
呈色ぜす

　，，

落雪藍紫

淡藍紫

　，，

呈色己す

　，，

汚淡緑
淡　　藍

　，，

呈色也す

　，，

汚淡緑黄

極微藍
淡　　藍

微　　藍

　，，

汚淡々紫

淡　　藍

微　　藍

呈色冒す

　，，

淡　　千

綿呈色芋

淡　　藍

微　　藍

　，，

汚　　愛

撫淡黄
経紫藍
微　　藍

殆呈色芋

汚淡黄
殆呈色芋

淡藍隠
微　　紫

殆呈色茅

汚淡黄線

呈色芭す

微藍紫
殆呈色茎

呈色ぜす

汚淡藍紫

殆呈色芋

淡藍紫
，，　稽強

，，糟強

汚駆引
殆呈色蓼

淡　　藍

呈色幽す

　，，

汚淡折線

呈色ぜす

淡・　藍

　，，

　，，

汚二藍紫

呈色芭す

淡藍紫
　，，

　，，

汚淡線・

殆呈色西

淡藍紫
　，，

　，，

汚　　黄

汚淡黄
淡墨紫
　，，

　，，

汚淡綜
淡　　黄

淡紫藍
”　富強

　，，

汚淡黄緑

呈色ぜす

淡藍紫

　，，

　，，

汚職藍紫

殆呈色茎

淡藍紫
，，稽強

　，，

汚淡緑

殆二者

淡藍紫
微：藍紫

”　稽強

汚淡線
呈色ぜす

淡　　藍

　，，

　，，

汚淡藍紫

呈色幽す

淡藍紫
　，，

　，，

汚淡緑
殆呈色芋

淡麗紫
　，，

　，，

汚紫藍
汚淡黄
斑藍i紫

”稽留

　，，

汚淡隷藍

淡　　黄

淡麗紫
”　禰強

　，，

汚淡藍
呈色ぜす

淡麗紫

　，，

　，，

汚藍紫
殆呈色芋

淡藍紫
”　富強

　，，

汚淡藍
殆呈色芋

淡藍紫
，，　稻強

　，，

淡　　黄

呈色也す

　，，

　，，

　，，

　黄
殆呈色等

呈色幽す

　，，

　，，

淡　　黄

呈色幽す

　，，

　，，

　，，

　黄
呈色着す

　’　，，

　，，

　，，

汚黄謁
淡　　黄

呈色苞す

　，，

　，，

汚　　黄

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

汚　　黄

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

汚　　黄

呈色せす

　‘‘

　，，

　，，

淡　　黄

　，，

　，，

　，，

　，，

　黄
呈色芭す

殆呈色芋

　，，

　，，

淡　　黄

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

　黄
呈色ぜす

　，，

　，，

　，，．

汚黄褐
淡　　黄

呈色験す

　，，

　，，

汚　　黄

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

淡　　黄

呈色ぜず

　，，

　，，

　，，

汚　　黄

呈色世す

　，，

　，，

　，，

淡　　線

呈色ぜす

汚極微紫

　，，

　，，

汚淡緑黄

呈色ぜす

汚極微紫

　，，

　，，

淡i瞳黄
呈色芭す

汚極微褐

極微紫
　，，

汚　　黄

暴色芭す

　，，

　，，

　，，

汚、黄三

厩　　董

呈色醒す

　，，

　，，

汚　　三

三　　三

絶呈色苓

極微紫
　，，

汚　　三

三　　黄

呈色・芭す

　，，

　，，

淡黄線
微　　黄

呈色芭す

　，，

　　　せ殆呈色す

淡　　緑

呈｛翻す

汚極微紫

汚極微藍

　，，

汚淡線
呈色ぜず

極微紫
汚極微藍

　，，

淡緑黄
呈色也す

汚極微褐

極微紫
　，，

汚淡黄
淡黄褐
呈色ぜす

　，，

　，，

汚　　褐

淡　　黄

微　　黄

呈色ぜす

　，，

汚黄緑
汚淡黄緑

微　　黄

玉極微紫

　，，

汚淡線黄

微：　黄

呈色ぜす

　，，

　，，

淡黄緑
微　　黄

呈色ぜず

　，，

　　　せ殆呈色中

o



1

316
衣笠・服部・秋山

検 髄

赤一・イ

一・財

クヰン印規那鐵：葡萄酒

f

萬　　歳　　漉

花　　形　　焼

窟、　盛　　蝿

麗　　玉　　規

無　　英　　焼

→

→

→

→

液

1

2

3

4

5，

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4
5

1

2

3

4
5

濃硫酸1ccm添加
1｛♪分室120分後11時間後12時間後

汚呼線時

下呈色芋

淡紫藍
殆呈色芋

呈色ぜす

汚淡紫藍

殆艶芋
淡　　藍

殆呈色￥

呈色ぜす

汚微緑黄

殆艶書
淡　　藍

微　　藍

呈色ぜす

暗紫紅
殆呈色ゼ

汚淡緑紫

野呈色芋

淡紫藍
　，，

　　　す
淡　　藍

微　　藍

殆暴色茅

淡藍紫
淡　　藍

呈色せす

，，

淡　　線汚淡緑
殆呈色芋呈色也す

淡紫藍淡紫藍
　，，　　　　　　　　　，，

　，，

汚紫藍
塁色照す

淡藍紫
微藍紫
　，，

汚微黄緑

殆呈色蓼

淡紫藍
淡紫藍
隔日色享

暗紫紅
呈色¢す

微藍紫
淡　　藍

　，，

暗紫紅
経説紫
　，，

殆一計
　，，

汚淡藍紫

殆艶芋
呈色乱す

　

微　　藍

淡藍紫

　，，

濃藍紫
淡藍艶
話色也す

　，，

　，，

暗藍詳
解：藍紫

殆呈色芋

暑色聴ず

　，，

　，，

暗躍紫
呈色ぱす

淡紫藍

淡　　藍

微　　藍

，，

，，

，，

　，9

汚．淡藍

殆呈色芋

極微紫
淡藍紫

濃紫紅
微藍紫
淡藍紫
微藍紫

　，｝

汚藍紫
呈色芭す

微：藍紫

淡紫藍

　，，

汚淡藍紫

呈色ぜず

捨冷色茎

　，，

　，，

暇々紫
淡藍紫
極薇藍
呈色虚す

　，，

二藍紫
町営紫
　，，

，，

，，

　　
濃藍紫
淡藍紫

，，

，，

濃硫酸Zccm添加
10分後［20分後［1時間後12時間後

　，，

暗紫紅
呈色芭す

淡紫藍

　，，

濃紫紅
殆呈驚
淡紫紅

，，

，，

　，，

汚．黄
呈色芭す

　　

　，，

断章藍紫

呈色目す

淡　　紫

，，

　，，

濃．藍紫

微量紫
淡藍紫
　，，

，，

汚　　黄

呈色ぜす

　，，

汚濃藍紫

呈色ぜす

微藍紫
淡画紫

　，，

二藍紫
微藍紫
置旧紫
　，，

　，，

　，，

濃藍紫
淡麗紫

，，

，，

，，

，，

，，

汚　　黄

呈色芭す

　，，

濃紫紅
殆呈色茎

淡紫紅
り　　　，，

，，

，9　．

，5

汚　　黄

呈色筐す
孟

，，

，，

汚　　黄

　，，

汚　　藍

呈色ぜす

淡】議紫

，，

呈色匡す

　，，

濃藍紫
微藍紫
淡藍紫
　，，

　，，

二藍紫
微・藍紫

野藍紫
　，，

　，，

　

，，

汚　　黄

呈色せす

汚　　黄

呈色也す

，，

，，

，，

，，

汚　　黄

　，，’

汚　　董

呈色虚す

殆呈色茎

　，，

　，，

汚　　黄

呈色ぜす

，，

，，

，，

呈色せす

，，

，，

，，

汚淡緑急

騰　　黄

殆呈色芋

墨色唯す

　，，

汚　　黄

呈色也す

汚　　黄

呈色せす

　

，，

，，

汚　　黄

呈色ぜす

，，

，，

，，

，，

，，

汚　　貰

呈色虚す

　，，

汚　　黄

絶色せす

，，

，，

　，，

極微紫
煙黄線
微　　黄

土色¢す

　，，

殆呈色芋

汚淡緑黄

微　　黄

殆呈色芋

呈色略す

　，，

汚　　i黄

微　　黄

殆呈色せ

呈色卜す

　，，

汚　　黄

呈色虚す

微紫藍
極微紫
　，，

汚淡黄
塵色感す

　，，

，，

　，，

汚　　i黄

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

汚　　黄

門色ぜす

　，，
，，

，，

　，，

汚淡血気

呈色ぜす

，，

　

汚　　黄

微　　萱

呈色芭す

殆呈色箏

極徹i罫

描黄緑
微　　黄1

呈色芭す

　　
殆呈色芋

汚淡緑黄

微　　黄

　，，

呈色苞ず

　，，

汚淡線鷲

微　　黄

殆呈色箏

呈色¢す

　，，

否応黄緑

呈色ぜす

　，，

汚淡線図

微　　黄

汚淡藍紫

，，

　，，

汚淡三線

呈色虚す

　，，

，，

　，，

潟淡黄嫁

鑑　　黄

微藍紫
極微藍紫

　　
汚　　黄

呈色ぜす

，，

，，

，，

，，

　

　，，

汚淡黄緑

微　　黄

淡画紫
，，

　，，

汚淡雪軽

微　　黄

　，，

呈色ぜず

　　
汚淡黄窒

息：　黄

微藍紫
，，

，，

汚　　黄

曙色ぜす

殆呈色芋

　，，

　，，

’
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槍 腔膠

亥；一

ご騨・一

・一一

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

濃硫酸1CCm添加
10分後120分後11時間後［2時間後

汚淡藍
淡藍紫
殆呈色茎

呈色也す

　，，

汚淡黄維

淡藍紫
呈色芭す

　　
　，，

汚蝉声
淡藍紫
　，，

　，，

　，，

汚淡線
淡藍紫

微藍紫
　，，

　，，

汚淡藍
淡藍紫

　，，

　，，

　，，

汚淡藍紫

淡藍紫
，，

，，

，，

汚淡藍
淡藍紫
淡　　紫

　，，

　，，

汚淡藍紫

淡　　紫

，，

，，

，，

濃硫酸2ccm添加
10分雀受　120分後　i1時間後12時間後

汚　　黄

殆呈色芋

呈色ゼす

　，，

　，，

汚　　引

回呈色茎

呈色苞ず

　，，

　，，

汚　　黄

呈色也ず

　，，　．

　，，

　，，

汚　　i黄

呈色也す

　，，

　，，

　，，

淡　　螢

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

淡線黄
微　　黄

呈色せす

　，，

　，，

汚　　黄

呈色煙す

　，，

　，，

　，，

汚　　黄

呈色苞す

　，，

　，，

　，，

汚　　黄

殆呈色芋

呈色芭す

　，，

　，，

汚　　黄

門呈色芋

呈色芭す

　，，

　，，

汚　　黄

呈色芭す

　，，

　，，

　，3
汚　　黄

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

淡　　螢

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

淡緑黄
微　　黄

呈色也ず

　，，

　，，

汚　　黄

呈色也す

　，，

　，，

　，，

汚　　黄

呈色ごす

　，，

　，，

　，，

汚　　養

殆呈色芋

微藍紫
　，，

　，，

汚　　i黄

呈色也す

　η
　，，

　，，

汚　　黄

呈色ぜす

殆呈色芋

　，，

　，，

汚　　黄

呈色也ず

　，，

　，，

　，，

淡　　黄

呈色ぜす

　，，

　，，

　，，

汚淡緑
微　　黄

殆呈色蓼

　，，

　，，

汚二線黄

呈色苞す

　，，

　，，

　，，

汚　　黄

呈色也

　，，

　，，　’

　，，

汚匝線
微藍紫
淡藍紫
　，，

　，，

汚淡黄
極微藍
　，，

　，，

呈色εす

淡　　維

呈色嚇す

殆呈色芋

　，，

　，，

汚黄緑
呈色芭す

殆呈色茎

　，，

　，，

汚淡黄
呈色苞す

極微藍
　，，

殆呈色茎

汚淡緑［
微　　黄

殆呈色茎

　，，

　，，

汚淡黄維

呈色巴す

　，，

　，，

　，，

汚一線黄

呈色芭す

　，，

　，，

　，，

　上記試験成績に於けるが如く過硫酸アムモニウム酸化法に依りて得ナこる艦液は硫酸

1ccmの添加によりて屡なメチーノレアノレコホノyの呈色反慮を生起するは其の酸化方法・
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の比較的強烈なるに起因するものなるべく之に濃硫酸2ccmを添加するときは其の類

似寝惚を著しく減少せしむるも全く消失するに至らざるもの多し帥ち本酸化法は其酸

化作用強くして其酸化生成物は汐メレオン溶濯に依れるものに比して著しく進行せる

ものなるを思考せしむるに足るべし故に葡萄酒，ウヰスキー及其の他の酒精性飲料中メ

チーノレアノレコホノレの試験に訂し：本法を雇用する事は極めて危瞼にして殊にソミニー，

ヴィタリー一及へ一ネノレ氏反慮の慮用に於て然bとなす從って本法を以て現行公定法と

「其の優劣を論せんとするが如き到底問題とならざるは極めて明瞭なるべし

　　　　　　　　　第九電　酒精中のメチールアルコホル試験法に減て

　凋，米，英，瑞西等諸外敵の藥局方に於て酒精中のメチーノγアノγコボルの槍査法を

制定せるは濁逸及米國にして後者の方法は既に第三章に於て詳述せるが如し而して猫

’並幅局方の槍査定は前述ライ，フ氏の：方法を採用せるものにして純酒精20ccmを内容

約50ccmのコノンrくンに容れ長さ75　ccmの硝子管を附しライフ．論法に從ひて蒸瑠し二

三2ccmを取り血中1ccmを以て同氏に從ひメチーーノンアノレコホノレを試験し他の1ccm

・を以てアセトンを試験するにあb

　　本邦藥局方に於ては大正2年3月純アノレコホノγ並に酒精中のメチーノレアノレコホノレ試

験法を規定せられ柁り其方法は公定法に準篠せるものにしてユ時間以内にフクシン亜

硫酸溶液によりて呈色せす或は呈色す’ることあるも微に藍色を帯ぶるに過ぐ可らすと

なし叉ヘキナメチレンヲトラミンを生成せしめ昇張感温による3放線：又は六二線状の

口歌結晶を認む可らすと規定せられナこb

　　小官等は本改良洪をアノレコホノレ試弘法に慮用せんことを企てまつ次の試瞼を施行せ

　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　試験成績第41表

繊劃総1・・分後1・・分後1・時間後1・輔後 橡髄「藩1・・分後i・・剛・繭後1・三山

前記成績を看るに直接蒸瑠法に依るものは著しく類似反慮を附賦する揮別腹物質を
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蒸鋼し之に反し同量の水を加へて稀騨せるものにありてはよく此等の妨害性反懸物質

を保留し殆ど類似反癒を呈することなきを以て酒精の試験に勝ては其濃度を少くとも

50％以下に保つを必要とすべし，次に0・05及0・1％のメチーノレアノンコホノレ含有純酒　，

精10ccmを取り同量の水を加へて稀評し蒸鯛試験せる成績を示すべし

　　　　　　　　　　　　　試験成績第42表

検　盟1叢誌1・0分後i2・直後1・時間後｝2時間後

0．1

0，2

0．3

0．5

1．0

呈色也す

極微藍
微　　藍

微藍紫

呈色也す

極微藍紫

微藍紫
，，　；階強

呈色芭す

極微紫
微　　紫

”　義強

殆呈色箪

微藍紫
微　　紫

，，　稻強

検倒轟・・雅1・・分後【塒醐・輔後

鍋内
室純酒i

0。1

0．2

0．3

0．5

1．0

呈色也す

極微藍
微紫藍

呈色芭す

極微藍
微　　藍

呈色ぜす

極微藍紫

微　　紫

，，　稻強

，，　　　　，，

殆呈色芋

降監；紫

微　　紫

，，　稽強

　前記成績に依れば0．05％並に0．1％メチール，アノレコホノレ含有酒精を直接試験せる成

績（第四即自チーノンアノンコホル槍査法研究其の四）に比し著しく鋭敏度の高まれるを知

b得ナ訪即ち0・05％含有の場合には供翠量0・3ccm叉0・1％の場合には0・2　ccrnに

て充分に槍知し得べし

　次に前記の方法により市販の藥局方酒精5種帥ち大日本製藥會肚，三共會魁，帝國

製藥會肚，煽屋及森田の各製品につき之を試験しすこるに零丁液0．1，02，0．3及0．5ccm

の供試量に於て2時間後にも何れも呈色せす尚ほ工業用酒精（森田，林，エゼス商會

大勿及二四）に就きても同様に試論しナこるに3種は全く陰性募慮を示し2種は0。1ccm

の供試量に覧て既に10分後に淡紫乃至紫紅色を呈せり

　現局方規定法は最も確實なる方法なりと錐も多量の槍膣を要し且っフクシン亜硫酸

試藥により陽性反慮を呈するときは更に進んでウロトロピン昇天復璽晶出法によりて

之を確謹せざる可らすして其操作甚だ煩雑なるを免れす然るに本改良法に於ては槍膣

は僅かに10ccmにて足り操作極めて簡軍にしてメチーノソアノレコホノンを含有せざるも

のはフクシン亜硫酸によりて呈色せざるを以て現局方の如く呈色の程度によりて決定

するが如き精もすれば劃定上困難を來すこす虞なく而かも陽性反悪の場合更に進んでウ

ロトロビン生成謹明法の必要を認めす之れによらて直ちに判定するも過誤に陥ること

なきを確信す

＼
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　　　　第十葦　丁幾及酒精製劃中メ手一ルアルコ＊ルの試験法に就て

　丁幾弓頭中メチーノレアノレコホノレの鞘翅に劃しては其アノγコホノγ含量よりすれば前記

焼酎，ウヰスキー等と同一方法にようて施行し得べきも此等藥品中には諸種の揮胃性

物質を含有し蒸瑠に際しアノγコボル分と共に煙出し過マンガン酸カリウム溶液によ〉

て酸化せられてフォノンムアノγデヒード類以反鷹を呈す蹄瓢に關しライフ氏（s）等は了黒

革に酒精製測中のメチーノレアノンコホノンの試験法の題下に説明して曰く酸化の締め揮三

牲成分の側鎖分裂し以てフ。ノレムアルデヒードを化生するものと認めらる郎ち揮登油

に富む製剤に養うてはメチーノンアノレコホノレの存在せざるにも拘らす同一反例を呈する

ことありこれ其構造式中に於ける一CH＝CH2基に依るものにして過マンガン酸カリ

ウム溶液により酸化せられてフォノγムアノレデヒードを形成するにあb殊にオイゲノー

ルC6H3（OCH＄）（OH）CH2．　CH：CH2，サフ陣門ノγCoH3（qCH2）CH2．　CH：CH2及びリナ

”一ノレ（CH、万C：CH（CH，万C．（CH、）．（OH）．　CH：CH、の如き物質に原因すること多

く此等の物質は苦味了解，胡粉丁幾，複方規那丁幾等に於て多く見るところにして其

0．1gを酒精ユOccmに溶解し之を蒸領し從ひてカメレオンにて庭理するときは著明

にフォノンムアノンデヒードの反慮を生処す．ライフ氏は是等の物質を除去せんが爲め下め

硫酸々性溶液に於て氷冷時に硅藻土を加へて振盟濾過せ）

　小官等は日本藥局方記載の丁縫並酒精製渕中最も常用せらる後記37種に就き地塁膿

10ccmを取り改良試瞼法に依b試験せb（硫酸1ccm添加）

　　　　　　　　　　　　　　試験成緕

　苦味丁幾，アコニ。ト丁蔑，番微了幾，安息香丁幾，番木鐸丁幾，癒疹木丁幾，ロベ

リヤ丁蔑，芳香阿片丁幾，龍謄丁幾，吐根丁幾，纈草丁幾，テフラン丁幾，桂皮丁幾，

カンタリス丁幾，阿片丁幾，芳香丁幾，阿仙藥丁麗．コンヂュランゴ丁幾，食砦丁幾，

阿片安息香丁幾，ヒヨス丁幾，ヂギタリス丁幾，大黄了解，樟膿精及アムモニア，酋

香精は各早口0・1，02及α3ccmの供試量に於て2時間後に在bても全く呈色せす術

ほストロファンヅズ：r幾，ミノンラ丁幾，セネガ了解，逆子丁幾及コロンボrr幾も亦殆ど

呈色せす只次の歎種のみ類似聖慮を現出せり

　　　　　　　　　　　’試瞼成績第43表

〆



酒精性飲料拉藥局方製捌中メチールアルコホルの試験法に就て 321

襯』劉・・分後1・・国後「・時間後i・時間後

1；孝｛

劉
規那丁
幾

0．1

0．2

α3

0．1

0，2

03
0．1

0．2

0．3

0。1

0．2

0．3

呈色¢す

極微藍
　，，

呈色¢す

殆呈色茎

極微紫
呈色ぜす

極微紫
　，，

呈色煙す

極微紫
　，，

殆呈色芋

微藍紫
　，，

呈色ぜす

　，，

殆呈色芋

呈色ゼす

殆皐色芋

　　
呈色芭す

蛤呈色芋

極微紫

極微藍
淡　　紫

，，

呈色回す

，，

，，

呈色也ず

，，

，，

呈色也す

　

　

微　　紫

淡　　紫

　，，

呈色観す

　，，

　，，

呈色ぜす

　，，

　，，

呈色也す

　，，

　，，

検制鑑1・分後1・・分後睡間後・時離

綱

斐斜

0・1呈色ぜす
0・2　　　，，

0・3極微紫
0・1呈色虚す

α2． w呈色芋
0．3　　　，，

o・1殆呈色馨

0・2微　　紫

0・3淡　　紫

呈色ぜす

　，，

　，，

呈色・芭す

殆呈色芋

極微紫
極微藍紫

淡　．、紫

　，，

呈色ぜす呈色醸す

　，，

　，，

呈色ぜす呈色ぜす

殆呈色一二呈色芋

極微i紫微　　紫

淡　　i紫淡　「紫

”　…甫　　紫

　，，

　前記成績中丁幾類に於ては供試量0・1ccmの場合1時間後に於て著明に呈色せる1

ものは水回大黄丁幾1種にして天然果實酒中に駿生せるメチーノンアノンコホノγの限界皇

0・1％未満に相興す之を前記限界量規定の方法に依り濃硫酸2ccmを加へ試験せる成

　　　　　　試験成績第44表　　　　績次の如し

　血盟1£蕊110分後110分後11時間倒2時間後　　左表：に示す如く二品中のメチー川アノレ

翻lli響轡殆讐雲譲護蒜㌘突諜鵬盤1

て可なるべし次に酒精製捌申亜硝酸エチーノン精は著明に呈色し既に天然登生の限界量

を超過す干れ本甲特異の性欺に依るものにしてライフ氏は獄逸藥局方記載の丁幾並酒

精三二に就きグアヤコーノγ及アポ毛ノレフィン反回を以て試験せるもの》内亜硝酸エチ

ール精及工一テノレ性璽化鐵丁幾の爾種は何れ．も著明にメチーノンアノレコホノン類似の反回

を呈せり故に之を防がんが爲め前者は苛性カリを加へて放置し後者はタンニン酸を加

へ：放置せる後蒸瑠し以て類以反慮を防ぎ得ナZ．りと報ぜb・小官等は前記三種製剤中亜

硝酸エチーノン精に就きライフ氏に從ひ検燈10ccmに苛性カリ1gを加へ12時間放置鹸

化せしめ泥る後蒸賑し瑠液につき改良法に依り試験しセるも逡に満足なる成績を得る

能はざbき故に更に槍薩10『cm．に10分定規硝酸銀液6ccm及30％カソ濾液3cc皿

を加へ還流冷却器を附し水洛上に30分間加熱せる後常法によb蒸二一に就き試下せる

に之れ引出以遠慮を全く除外する能はざbき故に前記検髄室亜硝酸エチーノレ精のみは

：本試験に依りて試験すること不可能なう・



322 唱衣「笠黛服’・部6・秋・山

　前記成績ば日本藥局方所出の酒精性鍵鞠奎般に熟して施せるもあにあ一らざるも’暑常

用邪計哩し蘇騨も郷を以⑱野『本改四隅糠励就職

セ嚇ζ『騨得聯のと駐・、『．・’
　　　　　　射÷電メチールア加．幅試験法の一改篠1ζ就て

鱒膨』〆糎ホ・職脳季縦の蒸鯨よ購てrる雄の騨、α1
・cﾄ脈樫レ解畔雛9ナク：老雄噸鯛ひ嫡識師ひ雛購暢
合には更に進んでウロトロビン昇天復興謹朋法によりて翻れが存在を歯磨すうにある

を以て最も精確なる槍査方法なりと錐も既に述べし如く本津は稽多量の槍騰を要し且

鞭興軸解循すし丁三三諭1眼繭腰鯵舗㈱獅あり脚小官
、ρ等は欄鱒の鱒麟r徴し従判明漸鰭し聯の女輔細して確蹴

論試験食浄改¢術1ま果實類等を原料．とする酒精準飲料中⑱天然に登生せるメチー「ノレア

ノレコホノγの限界量を規定するを以て最も適切なるも②と僑査

：・引一∴：－：．～チ回ソアノγ淋～獄験法案、

　1清酒愛葡萄等ρ如き酒精含量30％未満の．もの2）に在りては20ccm焼酎，ブ7ンデー

．画ヰスキ｝丁幾原酒精子三等国酒精含量20％以上与0％前後のものに在りては10Ccmを

：旗頭ζ純酒精等酒精含量90％，前後φものにありて1よ19ccmを取う同量の水を那へ

1で稀麗し之を内容約．50cαpの蒸鱈硲子息に容れ清酒，葡萄酒等酸性を呈するものに

　　　　　　　　　　　　　　　　在りては豫め炭酸石；灰0．1－0，59を加へだる後之

　　　　　　　　　　　　　　　　、に約直角に2同屈曲せる畏さ75cm（25十25十25）

1、ご．　　・∵　．』．、h：亀　　　の蒸鱈用硝子管を緊密に連結し胃管の中央部は幾

　　　　　　　　　　　　　　　　分流下口に向って傾斜せしめ小硝子塚をアスーεス

！”@　　　　　　　　　　　　　・ト．板上に置き小火焔にて徐々に熱し蒸碍管の下降

　　　　　　　　　　　　　　　　都分に熱を帯はしめざる様注意して1〔ccmを氷冷

　　　　　　　　　　　　　　　　ぜる劃度小職筒中に引取すべし（左回墾照）

・㌦’D∵∫P@．1．　’，，．　　”　∫ 右回液Q．1ccm，：02　ccm及0．30cmをa箇の就

∫∵　’1…　’・’・苧、・1ご「　，験管に容れ各水を加へて総量を5ccmとなし之に

　　　　　　　　　　　　　　　　1％過マレガン酸カリシム溶液5ccm』及50％硫
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、酸104ccmを・加へたる後2’分知放置し次に8％修酸溶液1ccmを加へて脱色せしめ…欠

に濃硫酸1cc由　を添加（連覇性酒精飲料叉は丁幾類等天然に登生せるメチーノシアノγ

コホノレの限界量を試験すべき必要あるものは濃硫酸2ccmを登熱せざる標注意して添

抑すべし）次に．フクシン亜硫酸溶液5ccmを加へ輕く揺動してよく混和し栓塞して放

置すべし（此際溶液の温度は約20－25。を可とす）メチーノンアノγコホ～レ存在に於ては

ユ蒔間乃至2時間の後紫色乃至紫紅色を呈すべし

　フクシン亜硫酸溶液は現行公定法の規定に從ひ調製すべし

　欄豊と同一種類にしてメヂーノレアノγコボル反旗を全く呈せざるものを選び之に所要

量のメチー・ノレアル亨ホノンを含有せしめ比較試験を施すときは槍膿中のメチーノレアノγコ

ホノ〆の含量を計測し得べし

　　　　　　　　　　　　　　第十二攣　総　括

　以上の試験成績により総括すること次の如し

　1．酒精性飲料中のメチーノγアノレコホノレの試験に於てフ。ノレムアノレデヒードに酸化

すべき種々の方法中クローム酸及過硫酸アム毛ニクム法は酸化劇烈にして酒精のみの

揚合に於てもフォノγムアノγデヒー怠を化生するを以て之を慮用することを得す之に反

してカメレオン酸化は反癒緩和にして最も優れるを認めすこり

　2，右酸化液中に於けるフすノレムアルデヒードの鑑識に甥しては三三最も旧く慮用

せらる〉リミニー，ヴィタリー，ペプトン鐵，ヘーネノγ，シュリーフェノレ及ザバリツユカの

諸反慮拉にライフ氏等によりて推奨せられセるアボモノレフィン及グアヤコーノレ反訳を

癒薄しナこるに此等の諸反歯はメチーノγアノンコホノレ以外の成分によりて屡類似の反磨を

呈するか若くば比較的不鋭敏なる等．の理由によりてメチーノγアノγコホノンの槍出に適せ

辮槻松定法のみ酉氏フクシン騨酸試藥最も麟にしてラ恥氏のロスア

ニリン亜硫酸及米國藥局方規定フクシン亜硫酸試論之に次ぐを認めナ的

　　　、日松離心の・クシ漉灘灘法1ま鯨のメチー・・ア・ン・ホ・・藩法中

高も適確なるもの、一にして共酸化時間は2肉細を以て最も適當なり乏認む’

　4．　ライト氏法及米國局方規定法も亦夫々特徴を有し各特定の試論を使用するとき

越よく之を乱用し得べきを認めセリ　　　　　　　　　　ー
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　5．前記諸種のメチーノγアノγコボル試験法を比較研究し最も鋭敏にして且つ酸化餓

との接鯛緩和にして化生せるフォノγムアノレデヒードの固有二二を妨害すべき他のアノy

デヒードの生成を可及的除去し得べき酸化方法を考案し更にラ靖フ氏三三怯を二二し

少量の槍髄を以て確實に試臥し比べき一新改良法を案出し四聖の各種一聯に就き實験1

し其正確なることを三二せり

　6．　日本公定法はフクシン亜硫酸反回を以て豫試験となし陽性反慮の場合には更に．

進んでウロトロビン昇野畑臨結晶法によりてメチーノγアノγコホルの存在を確沸するに．

あるを以て最も正確なりと錐も多量の槍髄を要し操作比較的複雑にして長時間に亘る

嫌あう然るに本改良法は少量の楡謹にで足b操作極めて簡軍にしてウロトロピン讃脇

法を行はすと錐も之れが爲め過誤に陥るが如きことは萬々之なかるべきを確信す

　7．過硫酸アム毛昌ウム酸化法に依る中井氏のメチールアノレコホノン試瞼法のリミ昌

一，ヴィタリー及ヘーネノγ反慮等によりて；其含否を認定することの不可なるを指摘し其・

酸化作用はカメレオン溶液に比し著しく強烈なることを験知せり

　＆　本態良法は一般酒精性飲料のみならす藥局方中の酒精，丁幾幽玄酒精性癌面出・

のメチーノンアノyコホノレ試験法として採用し得べきものと信組・

　9・多激の試験成績に徴し垂直のメチーノレアノレコホノン魚倉法に虚し一改良試験法案二

を提出せんとす
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The　Imperial　Hygienic　Labor飢ories．

Abstraots血om　the　origi皿al　paper臼．‘

　　　　1．　Studies　on　the　antineuritie．vitami血and　ot敢er　substanoes　h昂ving．

凱bios　c］hara（沈er　colltaine｛l　i1L　rice　bran。　8y　y二紹勿z♂8ττ3σ．

　　　　（1）．　The　use　of　lead　acetate　and，　baryta　in　order　to　preヒipitate．　tlle　anti　neuritic

　　‘　　　　　　vitamin　of　rice　bra叫

　　　　In　revlewihg　the　Iiterature　it．　ls　evident　that　the　a面neuritic　Vitamin　i3　not

：precipitable．with　neutral　or　basic．1ead．acetate　so　far　as　it　is　carried　out　in　acid　or

at　least　in　neutraL　r6action　wh6n　these　reagents　are　used　in　6rder　to1．re魚。マe　impuri一．’

tie3倉om　the　watery　or　alcoholib　extract　of　vitamin　B　matefials，＄uqh　as．　ribe－polis－

hings　or　yeast．　Thisねct　was　also　con丘rmed　by　the　author1＞．

　　　　A丑er　removing　the　lead　precipitate　thus　obtained　by　丘ltration．ayellowish

precipi七ate　separates　in　the£ltrate　by臼dding　a　moderate　excess　of　lead　acetate　ahd．

subseqμently　baryta　tlntil　it　shows　a．slight　alkaline　reac仁iQn，　and　the丘1trate丘om

this・precipl甑te．　be⑳mes　remarkably　pale　in　c・1・ur・

　　　　　Assunling’that　the　above　process．is　quite　e驚ctive　lbr　the　purpose　of　concen一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
trating　the　vitamin　whell　this　lead－baryta　precipitate　also　contaihs　inactive． 高≠狽?窒奄≠撃

only，　remaining　the　active　sul）stance　in　the　solution，　the　author　has　undertaken，　in　th（≠

仕st　place，　the　fbllowing　procedu1・e　to　concentrate　the　active　priηciple，of　rice　bra，n．

　　　　　Ayellowlsh　precipitate　was　fbrmed　by　adding　lead　acetate　in　the　alkaline　sol－

ution　of　the　antineuritic　vitamill　wh1ch　had　beell　obtained．　by　decompbsing・the

activated　solld，．obtained丘om　the　watery　extract　of　rice　bran　by．　adsorp士io雄of　the

vitamin．upon　Japane6e　acid，　clay，　with　a　cold　sa加rated　baryta．solution，　and　the

丘1trate　became　a！【host　colourless．　The　resuItant　Iiquid，　a庇er　f｝eed　ffom　the　excess

of　lead　apd　baryta　w1tll　dilute　sulphuric　acid，　wa3　concentrated　量n　vacuo　at　lowl．

temperature．　The　syrupγ　residue　was　sl｛ghtly　acidi五ed　with　sulphuric　ac1d，　then

treat・d　w三th・b・・1・詑e　a1・・h・l　ti1195　P・・ce・t・・1・ti・n　w…bt・i・・d，．th・al・・h・1－in－

soluble　residue　extracted　several　times　with　hot　95　per　cent　alcohoL’The　entire

alcohql　ext士act　was　evaporated　under　reduced　pressure，．and　the　femaining　syrup

was　treated　wi毛h　sulphufic　acid　ti115per　ce鳳t　solution　was　obtained　and　then　pre均

dpitated　comμetely　with　a　50　per　l　cent　phosphotungstic　acid　solution　in、．5　per　6ent

釦lphuric　acid．．The　white．phosphotungstate　obtained　Was　dried，群t丘rsちon　a　porousl
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　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．　　ゼ　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　’　．』・　　　　　1　，　．　’．　．

pl・t・a・d　thご・iπ．・d・・i・・at・・，・・d・xt・aρtサd　wlth　d・y・・et…，・cc・・di・g　t・亡he

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど　
　Funk，s　experiments2）．　The　acetone・soluble　part　and　the　insoluble　reSidue　were．

respecti・・ly　dec卿・・ed．w至th瞬t・・走h・鰹・琵圃・血ccess；・rly．．画i・h・itri・a・id・・d

silver　nitrate，　silver．11itrate　ahd　b臼ryta，　according　to　the亡sual　method．　The　his－

tidin・仕・・ti…fb・伍P・・t曲・・．Sφ・ピ・t・d．．iht6　tw6　P・・t・．b夕‘廿・ati・g　with　m・・c・・ic

　shlphate　’ih．5　per　ce！it　gulphuriご　acid　301ution　and乏ested　on　polyn6uriti（三pigeons・

　These　preparaげons　were．　proved．・to　be　almost　lnactive．　；　　　．．　　　　．．　，

　　　The　abov6　result　led㌻he　author、　to三nvestigate　thel　lead－baryta　precipitate，3s　he

　sゆposed　to　contain．impurities　only，　and　it　was　fbund　that　almost　all　the　curative－

　substance　came　down　in　this　precipitate．　The　technique腕as　as　lbllows；

　　　　　The　lead－baryta　precipitate　was．deご6mpo3ed『with　dilute　sulphuri¢acid，　filtered，

　the　residu6　thorughly　washεd　with　hot　water，’and．the丘ltrate　evaporぎted・in　vacuo．．．

　Theτemaining　thick　solution　was　added　with　su！phuric　acid　to　5　per．　cent　c6ncentra－

　tioh　fb116wed　by　phosphotmgstic　acidl　The　resulting♪recipitate　was　treated　with

　dry　acetone　ill　a　similar　manner　as　melltioned　above．　The　acetone－soluble　part♪

　aft¢r　remgval　of　aceto轟e　by　evaporation　under　re4uced．pressure，　was　decomposed

　with　baryta、　Ini　the丘ltrate　the　excess　of　baryt3巳was　eliminated　bアpassing　thrOugh；

　carbon　dioxide．and，the丘ltrate，　a丘合r　removing　carefh11文the　last．trace50fりaryta

　with　a　very　dilute　sulphuric　acid，　wa3　evaゆorated　i血マacuo．．　The　sy∬upy　rg＄idu，：was，

　extracted．with　hot吊O　per　cent、alcohol歌nd　the　alco車01　extract　was　treated　with　an

　excess　of　ether．　This　caused　the　separatign’of　a　bfownishッellow，11ygroscopic．

’powd6r　which　was　highly　active　fbr　pigeons。　Doses　Of　5　mg．　bソ　administering

　subcU捻neously　everンother　day　to　the　p三geons　fbd　only　on　po茸shed　rice　Were　sUf石cient

　t6　protect　them仕Om　developing　polyneuritis，　although　the．わirds　showed　3　slight

　decrease　both　ih　temperature　and．in　weight．　Doses　of　5二6　mg．　gi▽en　daily．　bソ

イhtramuscular　i垣ect16n　were　e驚ctive　to　curβpigeons　su僑ring倉om　polyneuritis・

　　　　　The　picrate　of　thi与active　preparation，　obtailled，as　a　yellowish　pov腎der　by　adding

　picric　acid　、into　an　aqueous　solut1on　6f．the　active　product，　ef化cted　a・rapid’cure　i11・

　か01yneur1tlq　pigeo尊s　with　doses　of　5　mgゼ、　　　．．　　．．　　．　　．．」．．　　一・．

　　　　’．ノ㌧yellowish「white，　no11－hygroscopic　powder　which　pos5e§霞ξd　almost．no　cu解a＃ive

　properties，　wasφtained．　f｝om．the　acetone－insoluble・phosphotungstic．　acid　precipitatep

．a仕er　beip9・treated　just．　in．th『sa：ne　way　as　with　t政e　acetone一寧olμble　f㌃action・、

　　　　　ρ・ap’。cc孕・i・・三tね・，・¢tive　s1干b・t…ewas　imm・di・t・1γP・edpi捻t・d　wit与ph・鼻

　’

　sphgt興mgstiq皐ci母a丘er　decompQsitiφu層of　the　actiVated　claジマvi仁h　baryta　witho貝七

　puri粒ing．by．．’me銭ns’of．．1ead－baryta．methqd．．　which　was．d6scrib曾d的σve，　and』t車e7

　fesulting　lpreci亘i捻te　a丘とr．drying癖aゴ・treated　with　acetone，　：Bothセarts冷01uble　aぬ（シ
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i…1中1・i1≧acet・n・・were細仕・億・ti・・允・pig・…aρd．miqe・’B弓y・・d・11、d・・bt・it，

is．　clear　in　this：case　th3㌻the　pr曾sence　gfρ『13rgeヤmタss　gf　p恥osphotun琴state　of　i三尊。鰻’

ti・・m3t・・i・1・．．ca・S・d　i・・“伍・ゆt骨節t・a・ti・耳・でth・p・ecφit3加．ρで．．・・ti…ub・t・nce

with・ρ・t・n…It．．1・耳9㌻・d・．thr・eめτ・・．th・t　tl！・p・rli伽・・y　t・e・tm・・㌻with　1・ad　acet・t・

and　baryta　is　particularlソneccessary．when　the　v1tamin　concentfatloll　is　carried　out

by　means　of　tlle　solubility　l　of、．phosphotungstatp・iu　acetone、．1．．’㍉

，．@．Slmilar　result串、　were、also　obtained　with　the　watery曾xtract　of　rice．branlもan4

th・や11・wing　technique　w・・used・　　．　　。＿．．．．∴1．：．∴：1

　　　　25kg・：・f・i・e　b騨w・r　r冬㌻・a・t・d　with．h・㌻w耳ter　a・idi員・d　lwithl・・eh・．・・id・

The戸ran．was丘1tered．ρ璃．㌻he．clgaでliquid　Was　evapor3tgd．・in　vacuo，　th『n　thεsyrupy：・

resi4・・a仕e・．・1ightly・・idi丘・d　wlth’・・lph・・i・a・id　w・与ρxt・act・d　i・価・．1・・14　wi即：

r解cce・・1・r．．q噂ti俘・，・f　70　P皐・ρ・噸1・・h・L　Thr・1ρ・h・1・琴t・a・験雌r　evapq「ati”g

・晦・educed　p御・信．P・ti1魚・31ρ・h・L彬・s　g・mpl・t・ly・re皿・V・4・w・3　P・e・ipitated

with．1・・d皐cet・t◎．．Th・丘lt・・gd．・g1μtig・w・・耳e1ヰ・alized　with　lead・客1d寧・・耳d　l脚．

恥ed・．T車・・e・ult1・g・1…！iq・i岬・t奪・・．t・寧・t。dゆ19・d・aρet・te．　a螂ubseq鴫ntlγ

Vith． T・・yφ・でh6　y・11・脚i・h　p・eclpi毎t・th…bt・i・・d　w・・丘ltρ・ed・th・mQther、1i♀・・r．

acidified　with　acetic　acid　was　evaporated｛n　yacuo　to　concentr無ted与glution，、a耳d　iち

was㌻・eat・d．…e甲・・e・wit恥1・ad．・g・t試e　and．b・・ア捻・．Tl・i・．ρP・・ation　W35．「叩サated

th・←・．tim・・，　A丘・環dec。mp・・i垣・n：・f重h・．・乎ti・e　p・ecipi雛P・・d・ced　by　lead弓噸e

・・d鱒t・with・・lph・ri・斧・id・．・‡h・res・1ti・g　liq・id　w・・a4d・d・With　s櫨lp魁u「1。　aci¢

t・．5．．．P・r．・叫・・脚t・at1・脚d⑳§h・k・n．wit阜・th・・an“th・・q・eousl　laye「．　was

・・ea・・d．wi中ph・・ph・t・ρ9・tic　a・id・Th・dワph・・ph・喫s幅tサ．Wa＄si甲i13「1y　ext「綱．

with．d・y　acet・・e．・・．・1ready　menゆξd・Th・・a・et・ne－s・1ゆ1個口p・・t・．・丘・・r・m・Y・1・f

・r・・…．．by・Y・四・ちi…蜘．・ed咽営ess・・e・V・・．diss・；・・d・i・，amyl・1・・与・1’・t㌃・・

（1・3！．・・すゆ．・h弓k・n、with　d11・t・．．・ulph・「1c　rcid・心耳s　opr「・ゆ．．w璽sτeprate母

th・ee　tim…．Th酵・・lp阜・ric　acld・・1・tiq・．・庇erわ・i・g・ぬ・kr・．頭t1｝．・th・r・wss・．…t・a・

1i。ed　with　lead・xid・，　th6創t・at・w・・仕ee面・m　t・aces・ギ．・μ1ph・rir・c1d　bアb・・塑

and。丘er　passi・g・a・b。・di・xid・it　w・・c・n・e・t・at・d・・a・1y　t・d・y・ess　in　va…and

the　residue　was　extracted　with　95　per　ceht　a160hol．　On　addlng　an　excess　of　ether

…ちhr．・1・・h。Lr・t・a・t・・reddi・h・b－p・ecipit・t・Was　sep・・at・d　yi・1d｝・g　8qぢ・of

hyg・Q・c・pi・p・wd・r　pf　bi廿er　t・・t・・．　D・・es・f　10　mg・・f　thi・p・ep・・a仁…・n。驚・t蜘1、

・apid・ure菰P・1y騨・…p・琴・ρ…Amyl・1・・h・1－e・her　1・γ…甲as　s地kさ4　wi中・・，

dil・石・b・・i面． ﾔyd・・xi4r・Qlqti㎝．・・41ゆ．血・1・卿・・1・γr・・塾丘er・em・マ言荘9．b・τi・璽，

噸ph・・μ・g・⑱t⑳y．・丘1・・a・1・n，　b・τy・・．、叩・e！imi醐．珊i・h・・1p嫡・a・id・．・・弓，thr

・r蜘gl嫡w…Y・p・・a・・ζ・i飛．Y3・・9吟1‘：y母1。w．ρワρ興ine、蜘重・・i・1暁i・h・rP・・

・・a・rd、t・w・・d．・h・．e阜d噂・，．τ・甲・vrd．by、晦・i・…．Wh・・．・hir・・柳11i4・吊中・伽・r

F

／



4

壷・S．・町s琶・11i乞・d・P・i・m註ti¢αy・㎞1・w¢蜜6・圃塾ed価・h血・lt・d・t　320．C・．・・d　ga免『

the　fb116wing．βgufes　oh　ahalyzi血g．accordihg　to乞he　m6thod　of　Pregl：

　　　　　　　　4・15mg・プielded　8・651P9；CO2「and　1・57』mg・H20；58・22％Cand　4。21％H．

　　　　　　　　　4．42mg．　yielded　9、451ng．　CO£and　1．63　mg．　H£O；5831％Cand　4．10％H．『

　　　　　　　　4．50血g．．yielded　Ob27　cc．　N（764血血。φ．22．0ρC．）；6．70％．N．

　　　　　　　　3．48mg．　yielde40．22．cc．　N（758　m眠り20、0。．C。）；7．06％N．

　　　　Thes¢5gures　corfespo簸d　to　the　ibfniu1包CloH8NO4，　which　contains　58．25％C，

3．88％H，a∬d　6．80％N，　　　　　．　　　　　：層

　　　　T臨。・y・t・11in・・血b6tance　ha・highly　3tim・1ating　P・・1£rties蝕y・a・t角rm・nta憾・n

w1オ1e、　it　is　prbved’in3（元ive　fbf　pigeons．　It　is　hafdly　soluble　in　cold　water　but

pretty　soluble．ia　hot　water，　a血d　its　aq血eous　solution　i並d三ごates　a　heutral　reactioh

輔th　a　litmus　paper　and　corresponds．to　PH．6．8．　Solution　of．0．01　g．　of　this

substance　dis寧Q1ウed　in　50　cc・・of　water　fequired　o．3　cc．　of．1／4　N　sodium　hydroxide

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
solhtio11．」The　resulting　colourless　solutio皿tur血s　accidently　by　adding．　the　reagen亡

till　it　shows’a　slight　alkaline　reaction．　’It　is』．　pfec三食itab16　wlth　phosphotmgstic

acid，士nercuric　acetate，　Dragendorf，s　and　Meyer，S　reagents　and　it　gives　Folln，

］MiUon，・diazb，　and　n土ure凶ゴde　rea（ガons．

　　　　Acetone』insoluble　phos画otungstate　was　decomposed　with　baryta　and　the　result－

ing・．1iquid．was　treated　with　mercuric　l　sulphateし　：B6th丘actions　obtained廿om　the

mεrcu士y　preCipitate　and　its：丘ltrate　possessed　no．　curative　properties．「

　　　　The五1trate　f㌃om　the　lead　acetate・baryta　precipitate，　a丘er　remo▽ing　the　excesS

6f　lead．and　baり元a　with　sulphuric．acid，　wa§concentrated　ih　vacuo，　and　precipitated

w1辻h　phosphotUngstic幽acid㌔　Th6　precipitate　was　decompo8ed　with　baryta　and　mteセ茜

6d・．　Th・丘1t・・t…血・・’ ﾑ・卑。∀孕1・f’・又ce§・b・fl・血wi宏h　dafb・n量・．・・id・「was　c…e・一

t・・t・dt・a・y・・py・・δ・i・t・喚Th・・e・id・・螂t・ert・d　with・bも・1・tr・al・・hρ1・ま・d

th・i聡・1中1・．m・t・・i・1搾琴s　s・b3・q・・ntly　t・eat・d　with耐hy1・1・・阜・L　B・th廿・αb・r

thus。b捻ined　w6re．als・pr・v奄d．inactive・　　．’

■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　CQndu8iQ填，．．．．　　．・．　．．・

　　　　From　thε　above　resu！tき｛t　bec包me　eviden亡’th包t　the　antineuritic　Vita血in　ih　rice

⑳、．卵・・ipi・・吟1・．璽｝・h　1・rd聯ゆd．．b・・yねi・aalk・1i…e苧・・i6・・：．R・・吻

L・サ6h⑳“》・ゆ・恥・…3》．h・ウ・・e岬幽・晦w・t礎一・・1・b1・盈・fy・・就i・p・e－

d画1・．舳b・・｝吻s亀’w・耳a・．髄b孕§i・1・ad．・。白刃te　a・d価・y　have　t・k・胆d・・塾一

』血96b晦・と1≒・a客・h悟飴・．the　c6h。晦tl・・。f　tbi・’・囲h・B・t㎞th・か・e・e・t．…e．

駈・カ・e・ip三脚t画・f　th・．a・tive　s丘b・tah6ゆy噸μ・・f　l・ad－b鵬血ゆd　w・・’…ri・d

6証a茄er　lib6ratioh　1・of　the　vitamin跡。血the：adi∀ated　day　with　baryta．　It　has’beeh
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shown　by　Funk1）that　the　acetone－soluble　partρf． jhosphotungstate．fをQm　yeast　con－

tained　whole　vitamin　and　a　greater　part　of　the　precipltate　was　301uble　in　acetOne．．．

　　　　In　reviewing　th¢se魚cts　the　autho士can　say　that　it　isΦite　doubtfbl　whether　the

．antineuritic　substance　of　rice　bran　is　idとntical　with　thεwater－soluble：B　or　the　aliti一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　

neurltlc　Vltam1111n　yeast・

　　　　（II），　The　use　of　mercuric　sulphate　fbr　precipitation　of　the　antineuritic　vitamill

　　　　　　　　　　in，rice　bran．

　　　　By　the’experiments　of　Funkの，　Myers　and　Voegtlin5），1）eters　and　Kinnersleyの

it　has　been　shown　that　thg　antineμritic　substance　of　yeast　is　not　precipitable　with

mercur呈。　sulphate，　On‡he　other　hand，丘is　a　we11　known　f註ct　that　h｛stidine，『ar一

．nosine　and　purine　base＄are　precipitable　with　mercuric　sulphate丘om　their　sulphuric

acid　solutions、

　　　　These魚cts　Ied　the　author　to　suggest　that　it　might　be　serviceable丘）r　the　pur－

pose　of　concentrating　alltilleuritic　principle　by　removing　a　Iarge　mass　of　inactive

substances　which　are　grecipitable　with　phosphotungstic　琴。；d　or　silver　nitrate　and．

baryta，　when　mercuric　sulphate　is　used　immediately　upon　the　watery　extract　of　rice

bran　a丘er　puri丘ed　with　alc6hol，～vithbut　pr6ceding　treatment、．　with．　phosphotungstic

acid．　The　technique　of　the　author，s　method　of　concentration　was　as　fbllows：

　　　　About　25　kg．　of　rice　bran疲ere　extracted　in　the　cold　with　1251iters　of　water

containing　2　per　cellt　of　sulph血ric　acid　fbr　more　than　10　days；then　the　liquid　was

丘1tered，　using　a　press．apparatus，　the　residue　was　washed　once　with　water．　Wash

water　was　added　to　the　original　filtrate・　The　watery　extract　thus　obtained’was

neutralized　with　sodium　carbonate．　A．white　voluminous　precipitate　was　lbrmed　by

this　treatment　and　it　was日tered　oE　The　filtrate　was　evaporated　in　vacuo　at　Iow

t・mp・・at・・e，・・d　th・・y・・py　re・id・・a血・・a・idi丘・4・1ightly　with・ulph・・i・a・id　w・・

extracted　successively　in　the　cold　with　65－75　per　cent　alcoho1．　A丘er　evaporation　of

the．entire　alcohQI　under　reduced　pressure　the　remalning　thick　bτ6wn　solution　was

treated　with　sulphuric　acid　ti115per　cent　solution－was　obtained　and　then　added

with　a　cold　satufated　mercuric　sulphate　solution　in　5　per　cent　sulphuric　acld．　A丘er

・毎ndi・gめ・a艶w　d・y・th・b・・w・i・h　m・・c・・y　pr・・ipit・t・th・・飴・m・⑩・・．丘lt・・ed・駕

and　to　the創trate　the　same　reagent　was　added　aga1h．　Then　the　ye110wish－brown　pre－

cipitate　was　produced，　but　as　the　separatiOh　of　mercury　predpitate　was．stlll　continuing

it　was．allowed　to　stand　over　a　mollth．　A丘er　removing　the　preclpitate　produced　by

丘11ration，　the　same　reag6nt　was　added　once　more　tg　the　clear　liquid．　At　this　stage

ayellowish　precipitate　was　separated，　but　the　precipitation　became　more　slow，　A庇er

・t・ndihg．m・・e　tb・n　a　m・nth，　th・p・ecipit・t・p・・duced　w…em㎝6d・th・・th・田t・at・



陰

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　’

becanle　light　y¢llQW．：i填．cd［our・．’The　res叫ti爺g　Iiquid，　a丘er　bei耳g丘e6d．丘・om　血ercuウ

by　hydro9¢n．su玩）h1de：jb口QW（｝ζ1　by’5ubβequen‡・τ㎝ovar　of　hydrogen　Sult）hide．by

aeration，　w昂s． 垂窒?モ撃垂奄狽≠狽?黷翌奄狽?Fphosp阜qtungstic．acid．．．The　dry　phosphotu㎎statεwas

extract6d・successively・with　ab寧01ut¢alcoho1｝・’dry　acetbne’a血d　aceton6－watef（4ご3）‘

The　course　of　the　fbrther　f㌃actionation　is　sketched　below：　．　1．層　’　．．．．　．．㌦．’．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①．Ab鼠・1α一忌・1・伽・ph・士・hg・毎t・・．．．．．．：’．・

　　　　　　　　　　　Deco塒ped．　with　Ba（OH）2，neutτalized　with　H2SQ4，evapod．　to　c◎11cd．　s加。，

．・
@『．・．・．’．an4　s1脚騨…th寧ゆ’1「『．．　．．　・

”　．璃・・s己D。㎡．’て・、・．．　㌔．’・h㍗A4．ムd。、．．．　．『　一　嘲

　　　　，一…．・』・．・’．一’．．・．．．’『嘩潔號・三一a・dexte＆一．．■一・・

’一一
P。，。L． U。，；．．’・’．・一闇”ト・E，6豊。。，レ　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Added　abs．　EtOH．　　　　．「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P凱．か’ ．　．．レ．　F血1義，島　．1
　　　　　　　　　・：．　．．．．（F3茸）．　F　．　訥．．で　．奈fしer　evapon．．to　dryness　was　added　tQ（F32）・、』

　　　　　　　　　　　　　　　・．　：（2＞．Acetone一爵ol・画03づhotu血gsゼa亡e．．．．　　『．　　．．・

　　　　　　　　　　　　　　　　Decomped．　wlth　Ba（OH）2，　evaゴod。　as　carbonate　to層．　drアndss．．　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Carbonate丈F32）●．●　●92　gm，

　　　　　　，．量竺he　caTbonal三wal　e弓tedri岬rr　and㎏NO・．　・

　　　　　・論識；的野。，。・■　．…．野，巨譜臨。。，一

　　　　．（F・3）．smalゆrntltア1・　．’．．・、　and　Br！O耳）・・　．・　．　「

　　　　　　　　　　　　　・，．LPP・一　　．・…．　F・1，』，。．　．　！
．．‘o「面rd

di器朧地τeaktlrn・一Adde宝1離践錨孟shg卜t　　．、，

・、一 D・D謙s耀er、．一i■．＿，1一・．．1
　　　　　　　Ag・一ppt・

　Evapod．　aS　Carbonate

‡obopcd，餐qh1．餌4母haken
　　　　　with　Eも0、

、　一　　ド　　　　　，

　　　　　【　　　・
Et皐0－s。LP皐τt・

’．
D．

　　Ppt・
工noτ9・Sl∬）3t．

　（discard）

　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　Aq・soln・

　　Evapod。．・nea且y　tQ　dryness，

　dissola．　in　MeOH　and　added
　　　　　　　“bs．∫EtOH。

ト　　　　　」

、　．

　　　　　1

・】匿hrate．
・added．．．　Et20．．

　　　　　1　　，

　　　　　　　　　1　　－
’　．∴・　　　　B）t・　　・　一　　”　　　　・

　　Ligh士brownish　powder
　㌧・’C㌦）？1・ユr88客？’　　＝　　　・　い

　覧　　　　　　燭　　　　唱　　　．・、　「’　　　　　　　　　l　　e　　　　　　．％　　　　　　　　　　卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

ヘ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　し　　ド　　　　　　ゐ　　　　ロ

　　　r　　、－．’　　．．　　．．　・「　三、　　　’

　　　1　『

F血rate．

　　　　　　璽　．．

●　　　　　　，

　　　　　　　　　　　Fi欺ate．

　　　　　　Sa漁ted　with　BarOH）2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

・．　・，　．、　・　　　．　　・　　Ag・ppt・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Carbonate（馬6＞

　　　　　　　　　　　　F茸亨a㎏・Small　quantit野・

　　　　　　　　，Phosp員otu孕gs毎te．

．：こ一 b紬。と塩■・．』’．’
　　　　　．Evapod・．　to　dryness　land　dissqld兜l

　　　　　　　　　　　in　95％EtOH．
畠．

鼈黶D dt6血．，漁．・一．’1

　　　　　　　　岬rタaヤs・耳tOH・．・一・

　　　　　　　i　，　・　，　　．　　　1　　　　．　．．

　　　・’．Ppt．　・　．　Filtrate♂
　　．．Pale　o零ange．yeUow、　　Added　Et20．，

　　　　　ウowdeガ　　．　　1　‘　・’

求E．●1師9．帳　・．Fぜ壺ムt餌

　・　・　．　　　．　，OrapgeFyellow　　　．　　Brσwnish

τ　　一　　powder．…　　　’ma鵠．’・’
　・　　’・　　唱．・（F為8）・．・．7・39・　　（F』ゆ）・、．・．5・Qg帆，

　　　　　　馬
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　Ace士one－water－soL　phosphotlmgstate．

　　　　　　　　　　　　　　、1peoomped．　wi出〕3a（OH）2，　evapodl　as．　carbon『te　to　dryness．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Caτbonate（E40），

　　　　　　　・　　　　　brownish　powder・・709・

　　　　　　　　　60g．6f　the　cdrbonate　was　treated．with　HNO3　apd冷gN［03。

　　　　　　　　「一一丁一⊥÷l

　　　AgNO3　ppt．，　　　　　　　　　　　　Filtrate。、
．Nit・at・σ㍉、）．　　　　T士e・t・d　with　AgNO，・nd．

Brownish　maミs．．39．　　　　　　Ba（OH）2．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　．

　　　　　　　　．　・　　　　卜

　　　　　’　　　　　　　Ag－ppt・　　　　　　F
　　　、　　　　　　　Concd。．as　carbonate　to

　　　　　　・・dryness　and　extdl　with　90％EtOH．

　　　　　　　　・　　　　　1

Inso1．　residue．　　　　　　Alc．　ext．
（E墨2）．．．0．％g．　　　　　　　Added　Et20．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．1

　　　　’l

　　　Filtrate．

BfOWn15h　subst．
（F44）9・0179・

　　　　　　　　　　［

　　　　　　　Filtrate．

　　　Saturated．with

　　　　　　Ba（OH）2・

　　　　　　．l

　　　　　Ppt・．

Bτownisll　powder
’（F43）。・］．・2519・

　　　　　　　I

　　　　Ag－ppt・

．Evapod．　as　carbonate

　　and　dissold．．　in

　　　　80％EtOH。
　　　　　　　I

　　　　Alc．　ext．

　　Added　E亡20．．

　　　　　　　［

　　　　　　　　［

　　　　　Filtrate．

　　　　　　　　l

　　PhosphotUngstate・
　　　　　　　　1　　　　　　．

　　　Caφonate，

E†apod・to　dryness，

　　　　and　exted．

　w1th　90％EtOH．

　　　　　　　．l

　　　　　Ppt・

Graアish　p6wder
　（F45）・　．2・099

『　i
　　　Fi1虻ate．

（F46）・　●0・59。

　　　　　　　　　　F　lL　『　　　　．　　’　　　　F　　　　　l

　　．　．　　　Alc．　ext．　　　　　　　　’　　　　　Inso1．　residue．

　　　　　　　　みdded　Et20．　　　　　　　　　＿E虻ed．輔ζh　80％EtOH．

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　．・　．　』　　【

　　　　　　1，　　　　L．　．　　「一i
　　　　Ppt・　　圃‡rate・．　　Alc・ext・．　　　　Inso1・residue・
White　powder　　　　　　　Added　E｛20．　　．Exted。　with　75％EtOH．

（F47）・　・．2・319・　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。！。．壼、1，1廉留．AIJ。。L　、。，。、［。，s、d。。．

　　　　　　　　　　　　　　　　Bτownsih．white　pQwder　　　．　　Added　E勉0．　　dissold．　in　60％EtOH。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F48）。　・2・9369・　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　．　　　　　　［　　　　　　l　　　　　　Alc・ext・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ppt．　　　　Fitrate．　　　　Adde（1　ether．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Whit・p・wd・・　　　　　．　1

　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　（F49）・・0・4259・　　　　1　　　【
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ppt・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Filtrate．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Grayi訟一1）rown　powder

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F』o）．　・3・679・

．　　　（4）　Acetgne－water－inso1．．phosphotung与tate．

　　Decomped．　with　Ba（OH）2，　evapQd．　as　caギbonate　to　dryne『5　andρxted．

　　　　　’　　　．　　　　．with　80％EtOH．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　l

　　　　　Alc．一so1・part・

（F52）．　．15g．，　dark　brown

m郷，introduced　i血to　silver
　　　　　　f士act三〇nation．

　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　i

　　　　　Alc・一㎞so1・part・

（F冶1）・。2・09・・dark　brown

　　　　　　　　　　maSS．

　　　　　　　［

Purine　ffaction．
　　　　Nitrate，

Yb1エowbrowh　mass・
（F53）。　。　P・29・

　　　　　　　［

Histidine　f士action。

　　　Carbonate．

Brownis11　P。wder
（F54）9　・2・09・

　　　　　　　i

Arginine丘action．
．’「 barbonate．
Dark　brown　mass
（1㌔5）●　●1・ρ9・

　　　　　　　i

匹ys｛ne仕action・

　　Ca施onate．

Vdlowish　mass．
（F56）●　．．5・09・

「



）
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　　　　　Of　U・ese壼acti◎ns（F，rF・6），．F訂，　F、・がF師，　F如and　F臓1wer信at｛㌃st　tested・a

凱euritic　pigeons，　but至t　lwas　proved　all　inactiVe，　and亡onsequently　the　te『ting　of　all

the　remaining丘actions　on　pigeons　w琴s　gi望『h　up．．　The　f｝action　F路　was丘）und　to

have　intensively　stimulating　properほes・fbr　yeast　fヒrmentation，6f　w1オch　the　details

will　be　shown　later，　though　it　possessed　no．cura丘ve　properties　fbr　pigeons．　The

a・止・・，・h・・e鳩h・・d・・ig・a・・d・hi・妊・αi・n．・・‘‘bi・・行・d・・”・・＿1，

　　　　　The　above　result　was　just．contrary　to　the　author，s　expe6tations，　and　lt　led

耳mto　investigat号mercuric　sulphate　precipitate，　assumed　a串i孕activ『substances，　and

it　was　ascertained　that　all　the　active　principles　were　containe（エi舞t璋s　precipitate，　The

歪bllowing　technique　was　elaborated　fbr　the　investigation　of　the　mercury　precipitate：

　　　　　　　　ナ
　　　　　Thr．・・！i・e　m・・c・・i・．・・1P寿・t・p・ecipit・t・w・・．decO血P。・ed　with　hアd・ρ9号耳・・1一

距hlde，．and　was丘1tered．　The　r6sidue　was　thoroughly　washed　w三th　hqt　water　slightly

acidi行ed　with　sulphuric　acid．　The　filtrate，　a氏erわeing　f㌃eed．fセom　hydrqge且sulphide

by　aera｛ion　and　the　excess　df．sulphuric　acid　by　pecipitation．with．　baryta，　was

evaporated　at　Low　te甲pεrature　underτeduced　pressure　to　concentrated　solut…on．

On　add魚91ead　acetate　to　the　resulting　liquid，　a　brownish　preci夕ita走e　was　separated

togetheピwith　lead　sulpllate．　A氏er　r6movlng　these　precipitates，　basic　lead　acetate

was　added　to　the創trate　ulltil　no　fUrther　precipitate　was　obser▽ed．　Thi島caused　at

丘rst　a　yellow－brown　and　then　yellowish　precipitate　and　the忌olution　indicated　a

weak　alkaline　reaction　then・　The　刷trate　行Qm　these　precip三tates　g篇illed　3　pale

yelloけcolour・

　　　　　The　ngutral　a昇d　basic　lead　acetate　preρipitates　thμs　f）rmed　were　introduced

into血rther　f｝actionation　as　sketched　below：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N6日目ral　lead　acetate　precipitate．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Decomped．　with　H2SO4，．evapod．　to　concd。　Soln．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　1　・　　　　　　　．　　　　　　l
　　　　Separated　subst。　．．　　．　．　　　　　　　　　　　F皿trate・

　　　：Puri丘ed　with　MeO正し　　　　　　　　　　　　　　　　｝

襯鷹p麿皇。。1，ac，、。n．　H、，，、d益。。ac，、．馬・。，g、。漁，h、。、。島Lゆ。よ、，、．。．

　　　　　　　　　　　　　　　Nitτate．　　　　Evapod。，as　caτbooate　　　Brown　powde■　　　　13τown　mass

　　　　　　　　　　　Dark　brown　powder　tQ　dτyness，　and　exted．　　（F6）．．0，8gu】。　（F7）．．small　quaコt．

　　　　　　　　　　　　　（F2）。　．6．7g，　　　　　　宙ith　80％EtOH．　　　　　　〔ca回bonate）　　　　　　　（carbonate）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i．　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AIC．　ex鮎　　　　　　　　　　Inso1。．re8idue．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Add¢d　Et20．　　　　　　　　Park　bTown　masg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F3）・　●13。59・

　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　Ppt．　　　．　．　一．F皿甘ate・
　　　　　　Ye110w．powde誓．　　　　　Daτk　brown　mass　　、
’． C　　　（F4）p　．3．9g．　　　　　．　　　　（1㌔）●　．3．915g．　　　　　　　　　’

Of．t塾6・e．貨・・ti…F・．w孕・．te・t・d　b・pig・…a鱒φP特。v・d　i・a眈ive・　．
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　　　　　　　　　　　　Basic　lead　acetate　precipitate，

DecQmped。　with馬SO4，　and　evapod．　to　concd．　Soln．

　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　‘

　Separ3ted　Sロbst・
　．Puri丘ed　with　MeOH．

（1）Djエリアyellow　powdeτ

　　　　　（F8）●　●】・29・

．（2）Bτo“咀powder

　　　　　（Fg）・・0・39・

　　　　　　　　　l

　　　　　　　Filt『ate．

Treated　with　AcOH　and　AgNO3。
　　　　　　　　　【

　　　　　　　　I

　　　　　Ag・一ppし

Treated　with　HNO3＿H20．
　　　　　　「

　　　　　I

Inso1．　residue．

　　　Nitrate．

　BrOWR　maSS
（F10）．　・59・

　　　　　　l

　　　So1．　part・

Treated　with　AgNO3
　　and　Ba（OH）2．

　　　　　［

　　　　　　I

　　　　Ag－ppt・
Concd．　as　carbonate．

　　　　　　1

　　［

Filtrate．

　　　　　　　　l

　　　　　　Filtrate．

Evapod．　nearly　to　dryness，

diSSQld．　in　90％EtOH・
　　　　　　　　　［

　　　　　Alc。　soln。

　　　　Added　EtgO．
　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　「【

　　　　　　　　Filtrate．

Treated　with　AgNO3　and　Ba（OH）2．
　　　　　　　　　　　　1

　　　　｛

　　Filtrate．

SatUlated．with
　　I3a（OH）2・

　　　　　　　　l

　Separated　subst，
Puri丘ed　with　MeOH．

　13rown　powder
　（正㌦1）・　・0・ユ9・

　　i

A9－ppt・
Conc｛1。　as

carbonate．

　1

　　　　　　1　　　　　　　1
Separated　subst．　　　Flltrate．’

Puri6ed　with　MeOH．　Evapod．　nearサ

　　Brown　powder　　　to　dryness・
　　（Fコ3）．，0．lg．　　Brown　powder
　　　　　　　　　　　　　　（F14）・　・1・69・

1．

　　　　　　6

　　　　　Ppt・

Light　brown　powder
　（瑞2）・　・1・09・

　　I

Filtrate．

　　　　l

　Ag－ppt・

Carbonate．
Black　powder
　　　’（F15）

　　　　　i

　　．Filtrate．

Lysine　f士actioロ・．

　Crabonate．
　　　（耳6）

　　　　Tw・P・ep・f・ti・n・・f　F・・and　F・・w・・e　t・・t・d・・pig・・…Th・仕acti・n『…

had　weak　curative　properfies　while　Fユ2　was　inactive．

　　　　Through　the　above　results　it　was　expected　that　the　antineuritic　substance　wou1（工

only　be亡ontained　in　the丘ltrate　f虻om　basic　lead　acetate　precip辻ate．

　　　　The五ltered　solution　f｝om　the　basic　lead　acetate　precipitate　was　f士eed丘om．th琴・

excess　of　Iead　with　dilute　sulphuric　acid　and　was　evaporated　in　vacuo　to　concen一．．

trated． 唐盾撃浮狽奄盾氏D　A丘er　removing　the　yellowish　materlal　which　separated　i皿the

solutio11，　the　liqu1d　was　allowed　to　stand　ill　a　ice　box　dntil　there　was　no　more・

separation　of　Iike　substance．　This　was丘1tered　of£and　to　theβ1trate，　after　being一

・lighty・・idi丘・d　with　nit・i・a・id，　w・・add・d　a…cent・atβd・ilver．nit・at…1・ti・血．．

which　produced　a　precipitate　consiSting　of　purine　bases．

　　　　The　preclpitate　was　removed　by　the　centrifhge，　washed　thoroughly　with　water，．．

and母eco卑posed　with　hydroge11．　sulphide　suspending　it　in　slightly　acidi丘ed　water・

with　sulphuric　acid．　Theβltrate，　a丘er　removal　of　hydrogell　sulphide　py　aeration：．

and． ??モ?唐刀@of　sulphuric　acid　bγかrecipitation．　with　baryta，　was　60ncenしrated　i皿vacuo．．．

　　　　The　yellowish，　pale　yellow，　and　grayish－brown　materials　which　separated　succes一．一

・i廟t・w・・dth…d，．　w・・e・em6・・d　by舳・就i・n，・・d丘・m．・th・行na1．・雄・aρt孕一
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brown　mass　was　obtailled．，F築。卑t摯ese　fburl　preparaUons　of　the　purine　f｝act1on

whi・h脚ssessed　n・…ative1　P・・P・・宇ir・a1・r琴・mass・f　qd・面ne・wタ・i写。1・t・d・・picrat・・

　　　　The　supematant　clear　liquid　and　wash　water　which　gave　no血rther　precipitate

with　silver　nitrate，　wereφe11㌻reated　with　silv『r通trate　and　baryta，．．according　to

tlle　method　used　in　isolating　histidine耳nd　Iike　bases，　The　l　Silv6r　ai亡rate　was

・dd・d・・ti1・d・・P・f　th…1h廿・・with・・Qld　b・甥・・gl・ti・・琴・v6．　a　b・・w・p・e－

dpiねt・a・d　th・b・・yt・was　s・b・eq・e・dy’・dd6d・・ti1・． 艨Ef亀th・’．6・1・廿。曲ith

ammonlaca15Uver　nitrate　gaveρnly　a　trace　of竃・White　precipitatサ・

　　　　Th¢b・lky　p・ecipit・‡・・bt・i・・d　was．・㈱v・d、by　the　cent・i血9・，　w・・h・d　with

water　containing　a．trace　Qf　baryta，　and　decomposed　with　hydrogen．sulphide，

、…p・ndi・g垣n　w・t・・slightly・・idi丘・d’with・ulph・d・a・id・and行1t・・ed・Th・

≒・・id・・w・・th・r・・g寿ly脚・・h・d　with　h・t　w・t…Th・伽te　a・d　w・・h　w・t・・were

倉eed　f士om　hydrogen　sulphide　by　aeration　and　subsequently　sul夕huric　acid　with

baryta．　After　removing　the　excess　of　baryta　by．passing　carbonic　dioxide　in　the
　　　ら

solution，　it　was　evaporated　in　vacuo，　and　then　the　syrupy．residu6　was　treated

壷ith　80　per　cent　alcoho1．　The　alcohol　extract　was　evaporated　at　a　Iow　tempera－

ture　under　reduced　pressure，　alld，　by　gradually　eVaporating　the　remaining　thick

solution　in　a　vacuum　desiccator，1．19・　of　a　cQloロrless，．nlicroscopic，　needle－1ike，

職謙糊P翻：latedand　subs『rue蝉9呼lo騨’甲pu「e

　　　　These　crysta11ine　substanceg　were　not　eHヒ6tive　f6r　pig¢ons　and　fbr』』yeast

・角rmentation．　　　：　　　　　　　．　　　．　　．　　　　l

　　　　The丘1tered　solution　from　these　crysta11ine　materials　was　vefy　highly　active　fbr

・p61yneuritic　pigeons　as．　well　as　fbrンea3t免rmentation，　and　thls　was　treated　as

荻）110ws：

　　　　．The士esultillg　Iiquid　was　evaporated　nqarly　to　dryness，　the：1　extracted　with　a

hot．90．per　cent　alc6hol．　in　whiとh　it．　was　all　dissolved，　：By　3dding　3　voエμmes　of

absolute　alcohol　to　the　alcoho1．extract　thus　obtained，　a　br6wnis阜一white　precip1t耳te

脚as’sepafated，．which）δelded　5．3　g．　of　yellowish悟brown　and　sσmewhat．11ygroscopic

．powder　colltailling　44．78％C，8．35％．．　H，　and　14．67％．N．　．ン

　　　　．It　has．　ap’odour』and　tasteρf　rice　bran，　and　doses　of　5　mg．　qf　this⇒ゴoduct

・ef琵cted　a　faμd　cdfe　in　nehritic　pigeons．．：BesidOs，　it　has　ihtensiマely　stimμ1ating　pro一

コ口er廿es・fbr．　iダea忌t距rmentation，　Th6．author　has　designated，’there丘bre，　thi串product

、as’出e』丘r3t　l 垂窒Uparation．of．the．　vitamin　fをaごdoh．『 @　．・　　　　　　．’

　　　　T6　the　Inoth6r　liqu6r　l　removed仕6m、th¢丑rst　activ肩preparaUon　mQre　t為an　3

volμtnes．・of　e伍eガwas　added．、・Thisごaus自d　3eparation　of．aΨhite　Ho6cule1比p坦ecip勾毎te
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1．1

・whi6h　yielded　6．6．9L．o〔．　grayish－white，，non甲hygrosc（荏）ic　po宙der．containing　46．S8

．per　cent　C，・．7．52　per．lcenガ．H　and㌧13レ61・りer・cent’N，・was・obtained∴This　preparation

．had　also　an　odour　and．毛aste　of・rice　bran“．as．ih　the丘rst　preparati6n，もut　it　possessed

m・re　a・ti・・p・・P・士ti…めゆig・n・きa・d如・・t　th・h正h・飴・血・・．・．．Thi・．二s・b・t・・ce　w・・

さdesign耳ted　by　thβaut恥or．as　the、secolld　preparation　Qf　thc　vitami耳ffactio皿；On

removing　alcohol　and　ether　f｝om　the　mother　Ilquor　of　the．apoV¢．．3c行v喚’．．substance，

avery　small　qualltity　of　residue　whiqh車ad　the　s孕me　nature　as　in　the．　secon（斗vitamin

lpr¢parat｛on，　was　obtained・　　　　　．．．．　．．　　　．　．　　　　．．．

　　　　A丘er　repeated　experiments　the　author　succeeded　to　prepare　active　picrate　and

・picrQrQnate仕om　theξe．Preparatign＄3n4三t　w3s　ibund　tわat　these　preparations　are

、best　accomplished．．by　the承）110Wiη9、prQcgd．urg；

　　　　　An　a1ゆ・t　p・rtiq・．・f．　th・vlt・曲P・叩・・atig・・W・・diss・1・・d．ipρ・m・11　q・・箪tiΨ．

ρfw・t・…．6ρ．P・・ce耳t・1・・章・1ゴ・・4　t・th・∫・・ult・・t　5・1・ti・n　a「c・ld、sat・・at・⑩・・i・

βcid　solution．i鐸．　acetone．or　methy131cohol　was．　added　翠ntil　the『『was．no　血rther

P・r・ipit・t・・Th・y・II・w．p・ecipi㈱・b面・・d　w・・rem・v・d　bソ蝋・i年9・ti…細

．redissolved　it　in　acetone．

　　　　　The　acetone　solution　of　the　picrate　was　added　by　the　dr（pwis琴into　a．suitable

l・quantity　of　w3ter・．　　．．　　　　　．　　　　一．．・．　　　　．　　　　一　　　　．．賦

、． D．

DTh・pi・・弓tg　th・・p・ep3・ed　w・・即・v・尋by．th・．cent・i和9・・w・・h・尋With．・t翠・・

」and　dried　in　a　desiccator・　The　dry　powd号ry　picrate　was　then　treated　with　absQlute

．alcohol．．．．011　adding　more　than　3　volunles　of　ether　to　the　alcoho16xtract　a　pretty

ツ・11・w・．P・wrd・・y　p・6・ipit・喚・w…ep耳・at・4・・d　thi・w・・w・・h・＃with・th・・and

dried．　Itロ1elted　at　198－200。　C．，　and　contained　45，42％C，6．96％H，17．7S％．　N，

≠獅п@30。10％　picric．acid．

　　　　　The　c・ud・plcrat・th・β・b士・ih6d』b・f・d　t与6・・nv・1・i・ns・f　p・1y・…itl・pig・・n・i・

狽翌潤@hours　with　a　dose　of　5’ ﾚg監．．’
C

　　　　　T…cr・d・⇒1¢・a・・1画・≒．画⇒雌d．もy．dl吊r91・i・繕：i・⑱・◎聯1・・再・1・・

dry　acetone　and　subsequently　by夕recipitating’it　with　ether．

　　　　　Th6五nal　purified・picrate　was．yet　amorph6us，　and』mdted　at　198。C．　On

d・yi・g　it　i・v・・u・m・t　100．C．、　and．：ah・ly・i・g，　th・・おllbwi・g．士・・ult・were

’。obtaihed：．　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　．．．　．　　　　．　　．　．．・．　　　　一

」1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　～

　　　　　　　一（1）・5・30mg．．yi・1d・d　8・58　mg・．　CO、　and’2・40　mg・H，0；4チ・15％q5・03％H・

、．@．．．．∴「　5．88．1ηg．．yle14ed％4単g．．　Cq2細42βO　mg．　H20；・4423％q5．字9％Hゼ：．・

∵　　　　』．．　．．3、40．．．加g・．y玲1ded　O．5呂cc。　N（7与71p瓜，．26．5。　C。）；1．6．86％．．’N．

　　　　　　　　　　　　　2．70mg．　yielded　O．405　cc．　N（759　mm．，22。0。　C．）；16．63％N．



、

・聡

　　　　　　　　　（2）　7。10mg．外elded　1ユ．541罫g　CO2、apd．　S．36’典g．　H20；無32％C，5、26％H．

　　　　　　　　　　　　　6φ02憩g6　yielded　9．82　mg．　Cq2　aロd　3免00　mg。　H20、；44．48％C，5．58％H．

　　　　　　　　　　　　　2。30．mg，　yielded　O。845．cc．　N（760享nm叩20．5。　C．）；．16．47％N，

　　　　　　　　　　　　　2．30・mg．　yieladed　O．36　cc．．　N．（760　mm．，20．5。　C．）；16。77％N．．

　　　　These五gures　corfespond　to　the．｛brmula　ClgH誠N507・C6H3N307，．　which　giv6s

、44．69％C，5．26％H，and　16．69％N．

　　　　It～vas　fbund　that　the　puri丘ed’picrate　was　m6re　acUve　th乱n　crude　piαate。

　　　　The　picroronate　of‡he　active　substance　was　obtained　abOording　t6　the　fbllowhlg

Procedure．

　　　　　Ig．　of　the　second　vitamin　preparaもioh　was　dissolved．　ill　about　l　O　cc．　of　water

and　on　adding　a　cold　saturated　picrαonic　acid　solutio並in　60　per　cent　alcohol　into

the　resulting　solution，　atβrst　brownish　and　afterwards　yellow　powdery　precipitates

were　produced，　which　were　removed　by　celltrifbgation，　and　after　drying　they　were

extracted　with　dry　acetone．　On　evaporating　the　mother　liquor　in　a　vacuum　desic一

ごator　to　dryness，　the　residue　was　extracted　w：th　dry　acetone．　On　removing

acetone丘om．the　entire　acetone　extract，　the　residue　a且er　drying　was　extracted　once

more　1》ith　dry　acetone．

　　　　　On　adding　ether　to　the　acetone　extract　a　yellow　powdery　substallce　was

precipitated，　which　contained．47．35％　C，7．82％　H，．17．60％　：N，　and　37．29％

picroronic　acid．　The　yield　was　O．135　g．

　　　　　The　picroronate　obtained．was．　puri丘ed　by　means　of　acetone　and　ether．

　　　　　The丘nal　preparation　melted　at　204。　C．，　and　gave　tlle　fbllowing　fなures　on．

・combustion；

　　　　　　　　　4。63mg．　yielded　8。22　mg．　CO2　and　3．00　mg．　H20；48．51％C，7．21％H．

　　　　　　　　　4．72mg．　yielded　8．38　m9．　CO2　and　3．00　mg．　H20；48．40％C，7．06％H．

　　　　　　　　　4．50mg．　yielded　O．700　cc．　N（761　m叫，20．50　C．）；17．41％N．

　　　　　　　　　3。15mg．　yielded　O。495　cρ．　N（761　mmり．20．50　C）；17．59％N。

　　　　　Th・・e丘9・・e・c・rre・p・・弓．　t・th・允・mμ1・C・・恥N・0…（C1・H・・N・0・C・・H・N・0・〉

一48．71％’C，6．77％耳，and．17．65％N．

　　　　　The　acとtone－insoluble　residue　was　extracted　wit熱90－95　per　cent　a亭d　80　per

cent．　alcohol　successively，　and　on　adding　ether　to　the．90－95　per　cent　alcohol　extract，．

a　white　preci壷itate　was　produced．　This　substa血ce　had．ゼhe　most　sti血Ulating　Pro－

pe1・ties　fbf　yea白t　fヒrmentatioh　whi16　i竜～vas　proved七6・be　i熱¢tiv6　fbf　heuritic　pigeons．

　　　　　工）oses　of　5。10　n19，．．of七he・above．picrofonate．　ef琵cted．a　rapid　cロre　in　neuritic

　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　Plgeons・　　　　・
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　　　　．A・nσther．method　Qf．P∫eparing　PicrQronate　of　actlve　substance　was，　as　fbllowS：

　　　　1．O　g．．of　th『．second　vit皐m1n　preparation　w郎　disSolVed　in　aわout．エO　cc．　of

W・㌻・・～3ロ偉・tb・・e・ulti・g．　s・1・ti・照、c・ld・at・・at・d「piρ・・…iq・・id・・1・ti・n．in　60

per　cent　alcohQI　was　added　carefblly覧mtil　no　fhrther　precipitate　w3s　observed，・The

mixture　was　evaporated　in　a　vacuum　desiccator，　and　it　was　sometimes　added　with

the　picroronic　acid　so　lo“g　as　no　precipit皐te．was　fbrmed．　The　drソresidue　was　then

extracted　with　dry　acetone，　a：nd　the　lnsoluble　re＄idue　was　reσissolved　ill　water，　and

was　treated　with　picroronic　acid　in　止び．＄a止ne．耀ay　as　befbre．　The　dry　residue
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ

obtained　was　treated　with　acetone　also．　The　entire　acetone　extract　was　ev3porate（斗

under　reduced　pressure　at　a　low　temperature．　The　beauti血110rahgeッeUow，　and

needl－1ike，　crystalline　subst311ce　which　separated　toward　the　end　was　removed　by

centrifhgation，　and　washed　with　ether　and　dried　in　a　desiccator．

　　　　The　yield　was　O．072　g．　The　crystals　thus　obtained，　a氏er　drying　in　a　vacロum．

desiccator，’ 翌≠刀@decomposed　at　320。　q．，　becoming　black倉om　250。　C．　on　heating，

and　the　analysiきgave　the　fbllowing　figures：

2・18mg・．yi・ld・d　3・40　mg・CO・and　O・82　mg・H・0；翌・54％C・生18％H・・

3。271ng．　yielded　5．10　mg。　CO2　and】．30　mg．　H50；42．53％C，4．29％H．

2．98mg」y三elded　O．49　cc．　N．（765　mmり19．0。　C．）・；18．63％N，

2．12mg．　yielded　O。35　cc．　N（766　mm．，20．0。　C．）；18．65％N．

　　　　Theseβ9・・e・c・rre・p・nd⑳血・め・m・1・C・・H・ケN・0・・，（C・・H・・0・・N・・Ci・H・0・NJ・

　　　　whi・h　gi…42・27％C，3・99％H…dユ8・50％N・

　　　　On　account　of　the　small　yield　of　the　crystalline　picroronate　of　the　active　sub－

stance　the　author　could　not・．use　a　suf丘cient　quantity　fbr　analysis・3nd　he　can　not

say　that面e　ab◎ve　result　is　quite　accurate・

　　　　The　mother－1iquor　of　this　crystals　was　concentrated　to　dryness・and　the　resi－

due　was　dissolved　inあsolute　alcohol，　and　the　alcohol　extract　was　added　with　ether・

　　　　This　caused　O．5　g．　of　yellow　powdery　precipitate　and　it　was　consisted　of　the

mixture　of　above　crystals　alld　amoΦhou芦5ubs‡ance・

　　　　The　insoluble　residue　in　absolute』aic6hol　was　dissolved　in　85　per　cent　aIcoho1，

and　on血dding　ethef　to．the　alcollol　solution　a　v官hite．Ho¢culent　precipitate・was　pr6duced・

　　　　The　acetone－ihs61Uble．resid“e　was　extra¢ted．also．．wit阜，absolute　alcOho1∫and

was．precipitate4　with　ether，　A　white　H㏄culent、　predpitate　amoロnting　tQ　Q」31．g．、

was．　fbrmed．、　　、．　．．　．¶．．．．．．　．　1　．．　1．・』

　　　　Th6丘ltτate丘om　si1立er　predρitate．．of　th6　histidi∬e　f士action、　was實actio照ted　jnt◇1

’
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鯉

arg㎞直ne　aれd　lysi血e　gr6up6　adcordin窪to・the鵬面1P6thQd，　but　as毛he・yield．6f　both

舟actions．was’vむy　Sma111　t血eもe　were　n6tl　ehO画9亘働l　be　test6d’oh島pigeohs．．　・’

　　　　The　abσve　ffactioha行on’of　the　mother＝liqu¢r【6鉱l　the・basic　lead馳：aとetate　1｝rξcipitate．

i忌．§ke曲ed　belOw：・　　　　　　　　．　　．　　　　　　　．　　．　1　　　　　　．．．　・　．　　　　・・七

　r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

’．@　　．．　　’　　　　．↑he　f…ltrate　f銚）血basic　1ξ｝ad『acd協te　p肥ci主）itateボ

　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ

　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　Remoマed　excess　of　Pb　with　H2SO4，　and．　evapod．　to　coロcd。　soln．．

　　　　　　　　　　　　　　　圏　　　　　　　　　1　．　．　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．『　』

珈a，」8ub、，‘．　．．　旧註。，、6　　．・P一　・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tτeated　with　HNO3　and　AgNO3．Puri員ed　with　MeOH．

（1）・マenow4愛owh・　　　　　．＿一⊥＿＿＿＿二
　　　　．PQwder・
　’・’　　（F17）

（2）YeUowish　powder・
　　　　　（F18）

⑤．・呂r。wnish　p6w母er・．

　　　　　（Fコ9）

　鴨

　　　　　　　　I

Ppt．　of　purhle　bases・

　　Cbncd．．as　nitf巨teぎ・

（星）Sepaτated　subst・
　　Yell・w塁きh　p。宙der

　　（F20）・　・0・89・

（2）Separated　sUbst・

　　Yellowish　powder
　　（F21）．　．3．47g．　　　．’

（3）Separated　subst。

　　qτay週h－brown　powder
、　（F箆〉．9　，0・99・

（4）Brownish　syrup．
　　（F23）・　・3・69・

　　　　　　　　　　1．

　　　　　　　　Filtratむ．

T「伽ted@w五‘h　A月ｨ0・．ゆ（OH）・

1
　　　　　　　1へ

Ag－ppt．　oゼhistidhle

　　　　蛭a◎t葦onσ’

　Concd．　ag　caτbohate

nearly　to　dlyロessゴ・and・・

　　　exted．冒ith

　　　80％EtOH。
　　　　　　．1

　　　　1
　　．Resi己恩e．．

Grayish一もrowh

　　　powdeτ
（F24）．．14gm，『

　　　　　1

　∠緊ユ。．．ie寵t≧

ム！c．・em・ved，

ev3Pρd♂i躍

　desiCCat6r，

　　　1

　　　　l

　F血trate．

Satu士ated　with

　8a（OH）2・

　　　Ag－ppt　of・　　　　Filtτate。
・趣ginihe　fをaC嘩O轟6．　Ly血e　fractioΩ・

　　　Concd．　as．　　　　　　Concd．　as
　　　．caごboロat¢魯・．．　　　　　．ミ　　caπ1）onate．

　　13rown皿as5．．Ye110w・brow夏powder．

　　（E29）・り．verア．．（耳30）・・very

　　sm・11　qu・nt．．　㎝・11　qnant．

　　　　　　三二一一7一一＝l
　Separated　Subst・　　　　　　　　　Filtrate・
（1）．（沁10rlessヌn㏄dle・　　　　　　Evapod・・to　dΨness，

　　1恥cys㎞1s．　　　　　　　　　　　dissold・in　90％

（・） ?鴛ﾚ．一1・器撫1’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P】メ・．　　　　　．　F江t鳳te・・

　　　　　　　　　　　　　　　　Yellow－brown　　　Added　ether．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　powde冒　’　　．．1
　　　　　　　　　　　　　　　　（F27）．．6．6g．　　　　　　l　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯t・　　　　　F皿讐亘1£・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　White　powder

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1E㌦8＞・．●δ；6きg．

．　　、　　　　　　　　　　　、　　　．　　Conclusion・　　，．．
く　　’　　　　　　　　　．．　　　　．　　　・　　　’　　　　　　　　　　　　　　　．．　．’　　　”　　　　　　　　　層

．↑

D．丁泳ough、　th6．．　abover　e却e貢me螂；i七has唱Geπ・co面rm組’thatl　the，　ahUneu㎡加，

亟㎏m血．of㎡ce　b語anごis　pre6ipitable　with　mercuric　sulψate．　T五isぞ．i魯alsoぬuh；e　Coat－

rきr）｝・t6　亡he霊《鋤己t8〕obtainedヨb5～the’othe蛭obse脚ers；・　From　thiきre鯵cti　tho　autho”

suggests　that　the　antineuritic　substance　in　yeast　andτice　bran　is　且ot　ide直頑ca江旨．‘Buウ

曲a鹸。質．輌she部t砂σaH＝a巌ゆ血・・f・皿・cσn・鵬ed・亡σ凹凹畑th・・P・edpi翻・・

、



雌

wlth　this　reagent　was　observed　dロripg　a　very　short　period　Qf　tilロe．by　the　prevliou3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

・b・ewers・1ゆ・ρa・e・ヂri・e　b；・n　it　i・n・t，y・t．．・lea・．that止・．P・eciPi捻㎏prρd・ced

in　a　short　duration　iロvo1Ves　only　limpuτities　too．

　　　　Althoロgh．t幹antipeuritic　vl㌻amin　can　not　be　preclpitated　by．．Jead・．acet鼠te　as

already　me面one4，．yet　it　is　not　quite・evident　of　the　ef【ヒct　which　the　c6nst瓦u6nts　co血tained

in　Iea（畢acetate　predpitate∫have　upoロthe　yeast　fヒrme簸t董on　and．．cも10tガfeactiohs　with

・ev…1’．㏄・g・・総・．．．田h・‘．’やf・g・ing丘・・ti…ti・・w…th・・eや・e｝．・桂・噸ゆy　the

author．　Thus　it　was最）un（ユthat　a　great　quantity　of　inactivle　sUbstanc6s　pred主》…tated

、噸1ead　acet・t・即・・dgw・i・thr血i・tidl…丘・ρtiq・・．N・w　it　wilLb¢・eβ具that

tや6．P・eli⑩ヴtrea｛m・卿i・h　16ad　a・eね¢・．お・・ワ・ecces・タry・・peci・Ily噸与il…

傘・・ゆゆ．i・u・；1；・““i加・岬・・wi如！lゆr・r哩tτ⑳…．ゆ・P脚hρ一

tuhgstic　acid　f～）r　the　isolation　bf　alltまnebr逝。　vitaロ1in。．．　　．　．．　，，　　．、、・・

　　　　　1㌻．h・・al・g　ber・3rce・t塾i填・d血・t．　thr・“i…μb・伽q⑳・P鱈・QPS．is．ngt　p「e一

亡lpi圃・．｝・ith㌃・・i・、1・璽母・g・t・t…魚r　3rlit．　i・u苧・d　i…1㎏ht負・id、㏄坤¢岬

lgac生1・早・’B…iゆ・pr・r昨・w・・k・i・．．wa…サd解・・ih・，釦脚ρ・ゆit3t・聯

．f～）rmed　and　the　sol画tion也acted　Slightly、　alkali＃e．，　．．．　　、．．、

、Th・p・ecipit・t今th・s・炉t・i・・d隅h・w・v・写・m副y．。・Ψ・三・t・dρf　im興・i鋲…．lt

see血・d・出・・eめ・r・．亡・th・嬢・th…th・甑・．・・e・f　b・・i・1・ad…t・牟・田11t・・白質・w・．年

sllgh㌻al蜘e⑳o早ls「a茄e「to・b『「r・・脚・耳d吻昇ala「gr　ma＄s・f　i玖actiYe

m・t・・i・1…b6・em・v・dl、　t尊・ugh　it吻・簾・惚・㎜11．1・ss・f・¢i…ub・t・箪・e・

　　　　　A・。・・di・g　to　the　e琴．圃甲・nt・o氏・v・岬・d・3n　de・．H。・v・・th・聯・・唱・1雌

B・fy・a・tw・・．P・edp三毎t皐dwi齢・・i・1e・da蜘奪・尋sdegGゆedb・飴・e．

　　　　　Ip・view　Qf　this　rβla㌻iQn　it　is司s♀do翼tb蜘1　whethler　th号wa監er－sQ1“b工e．皐Qf　yeasセ

　and　a算tinellritic　vit臼1口iη　of・τ三9e　b工3P．3丁目　th¢．same　sUbSt艮ロ¢e．．

　　　　　（III）、　qp　t為e　behaViour　qf虻he　collsdtuents　6f　fice・brah　obtained．もy　the・above

　　　　　　　　　　　丘4¢tio4atiQ翼　tow3rds．pfecipta】髄s　and．the｝r　co正ρur．審e皐ct渡bns　with　severaユ

　　　　　　　　　　　re耳gepts・

　　　　　The　exp・・im・n麓．　wr・e　ca・・i・d．・・t　wi出q・1　per　F・・t・・1・ti・・．・ゆとh斥・・ti・・

・・d． Sh・角11・wi・g・eag・ht・were・・ed飴・precipit・ti・・．and・・1…f・a・㎡・nヒ

1． ．Preolpi重a百on．

　L　’Phosphotungstic　acid．

　2．．．血erCuric　chlofid6．

　3．　　Me1℃uri亡　acetate．

　4．．Tannic　acid．

5．

6．

Vb．

8．

Pζ・琴・nd・・f’・・喀nし．

Meyefs　l　reagent・

F6hlihg，s　reagent．

・翼essler，S・reagep亡。

o
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・2．Cd6ur，fea（翁・hsジ．．’．・1・1．’．■ゼ・唱・．・． @L．・　・1．　．・∵
　　　　　・1．・・1・血D・h・g・sre・』・ゐ・’一細．ll，∫：瞬1・・1・幽ll一’．∴1’二

　　　　　2．Folih－Deniges　reaction血r㎝lbolic　acid．　・・9．．・Weyheactionl

　　　　　31Mi11・・』reacti・h．■．’1’‘．・．幽　10．．Nihhy面n鵬a・止i・h．・

　　　’4．　D．iazo士eaction．『．　9．．’．　　層』．　　．’　1L’．1Fdr脂血1・reaction．．

・．・ E5ゼ孕画etτeacti・皿」　・、’．．　’』．，’・1君・・K：n・bp．　reき。‡i・n・．．．・！．1　’い．’・

　　　　　5・・KQsse1鴻aclioρ・．．’　、：．　1’．　『　　　耳琴∴Wheeler　a血d　Johhson．reacti6n；．．．．．

　　　　．・秘事岬de・・ea・ゆ・．・「「「、’・・．．、・．，：．’．・■．．．・．髄・．’．・’．

　　．層　　　，・　　・．．・’　．，・・　．　．・・．．、’「』．　　．　一　・　・．．．幽㌦．．・
　　　　今1煙h蜘．90・・a‘tig典・，やbゆrd：．砂：．’噌・ρr．bロ・ad・吻・・，　P・Qcess興d

．m臼伽li・．§ゆ・・ゆd，咋・e．t岬ゆ塵S←．讐・塵鵬・ρ・鉾・i晦㏄i・・6ft真・

　　　　　　　　　　　伽ih　w・・伽hd・巨・t血判lhgゆ・1誌面h・飴11qwi・g魚・鈴．鰐’antilleUritic

b・he1P血10織tesU面癖．　sam孕埆．畑ゆ∫rρロtr斌・．

　　　　　1・1、霊h・＄ph韓串・ir．－年・i尊4仁吻’Pr　arr・叩・ζ．甑角e　sampl・F？蜘・，1i坦・

．・i晦・wh・血・6　pr・c董plt・t・iきや・岬by郎・。・g曾・㌻・b・t　th・・eV…ei・n・t　th・

㎝id6・ce・価・v’ねmi・・．．b・ca血se脚ア．憩ゆ・中・毎pres・・u・赴as画面p“rine

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e．噸thir　rea琴eρt・．．．．．、．．．．　・．bases，　are　als・precipitabl

　　　　　2べM・・pμ・i・．・h16ddr・’丁典e1軸i典prさ瞬ゆ・・w・押・p・丘i・11y．窟eci畔d・bμ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
m・・y。f　i・adi・・食・・tio早・V・岬sρprecip圃・附i釦t悶r箏・耳t・．．，

　　　　　31．M・・c・・iρ・ρ・tat6・．　t3・・lr．a俘id・a・d　p・・g・耳dg・fr・・ag・nt・Alth・μgh・．thr

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τeagen1お，　yet　nユany　of　Qther　iれadive

　　　　　　　　　　　　　　　　．．．　　恥・6wh・ゆ・・曾9・睡，・e・・1t玲・gbt・i・ed　with

a（畑esubs｛ance　was　precipitable　with　these．

1・血a亡erials　were　also　precipitable．’

these　reag・岬t　may　b・・…idered璽h・t　th・・a甲pl・．・・nねi・・．n・．マi⑳・・．．

一．
E4・1M・y・〆s　reag・・t・Th・viぬmih‘ o・ep・・a廿…．甲・・e、prゆit4t舜d　Wi飴thi吊「

reagent　while　the　most　inactive愈actions　indicated鵬gative　reactioh・．

　　　　　5。’Fgli無一Deniges，．　reage血ts．fbr　uric　and　carbolic　acid．　Sihce　the　vitamin　pre－

P昂r母tions　and　the　great　I｝art　bf　other　inacdve丘’acUons　indicated　a　positive　reaction

with　these　reagents，　it　seems，　therefbre，　that　these　reac蛭ons　afe　of　no　use　l長）r　det㏄tion

gf埴e　vitaゆ・、．．．　　　　、・
　　　　　6・pi邸ρ．・ゆ…IWIth　d…a・。一b・㈹停・s・1⑩ir．・arid　th・vi蜘i・層Pη・p・・蜘・

and　alsQ　many　inactive　f｝actions　indicated　a　positive　reaction．　On　the　other　hand

面・・ea・藪・n　l沁cam・m・・e　w・aHy・・煩・vit・mi・p・ゆ・・aU・n・w・・6　pu・婿・d…↑his

・・acd・叫廊ゆ・e・．s騨．㌻・．坤鴨・・ed辞噸帥y　imp・τi耳es・　．　．

　　　　　7・MiUon　r甲lcゆ・：・Wilh塾d誼ve　preparations・ohly　a．whi零e　pr的ip勲ate、vas

produ㏄d　while　5Qme享填昂。喚ive、・f士aq縛ons　indicated　a　positive．野ea（沈io餌．　　：．．

　　　、8．：Biuret，　Ko串寧e1ゲKnoQp，　a並d　WhederJo㎞so㈱actions．．　l　Th6　active　prepara一

り
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tiohs．as　well　as　the　most　inacti▽e丘ac亡ions．ihdicated　negative　reactionうaccordingly

・hese・ea・・i・n・a・r．・ξ・g　lY・1・・．餌…αi…f・h・．ゆmi・・．．’．…

　　　　　9・F・hli・g避鵡晦1・』a・面諭、脚i・n・・Alm・・壱．・1ゆ←．⑳・・s

indicated　hegative　reaction．　Hence’these　reactio盤are，　of　co貢r＄e，　of　no　use　fbr

：d6tεdtion．of．　the　vitamin．．．・．「　．「、．．■　』　「「』・・．　．1．：．．、

　　　　　10．　］Murexide　reactibn．　T五e　substahces　which　indicatごaposi重iveゴeactio血v炉ith

this　reagent．seemed　to、be　impurities．

　　　　　11・．耳門yd・i・脚i・n・Whil・坤6・it・血i・p・e亘a・ati・耳ゆdir・t・d・．　P・・iti・・

・ea・・1…．中・．a⇔li…中・・…e．1｝b・・a・今d倉・m　i・6　pi・・rゆ・・≒朋．…・di〈…d・11．早・g・廿・・

re蜘岬th．ψis　rea窪・・t・1㌻．・eem・l　th・・e偽・e・．．節b琴imp瞬ties　whi・h　l・ごi・at・a

positive　rβ3ction　with．this　reagent，　b“t　a叫ong　th『other．、inact；ve　f㍗action串．．　lonly　a

角wf｝actioh§fe包cted　positively．．71t．．is．considered　by　the　aロthor　that　t車e．　sample

ma・・co岬岬ilt1琴vlゆ1号噸il　lrdi畔ρr興e騨｝マe．τra噸r、g．璽．as靭as

n6tεxtremely　puriδed．

論m濫監翻謙譲la　Sl？di『at『噌llillr騨iO馬

　　　　　（lv＞・6h・h6・・ゆ・i・g．　pr・陣i…fthe　c・＃・ti亡・・＃・・．・f・i・6　blaゆ亡・i＃・d

　　　　　　　、．．by　the　abgve食actiQnation　lbr　the．　Fleisch；n31m’＄．yeast　f豆rmeatatign・・

　　．．．．The．technique　of　the．testing川ethod　was　as長）110ws：．　，

　　　　　．A　yeast　suspen6ibh　wa3　pr6par6d∫by　s阜aking　100・cc．．of　sterile．　Wil正ia㎞s加tritive

・61・ゆ7’．wi・h．・p1ζ・iゆ’1・・p二恥11。ギ・48　h・u帥・・e・・1…e・f　F1・ischma而6…

1串・r・．ρf；str・ilr脚ia鵬≒・t・iti・r・・1・ti・n　w・・p・u・ed　i・t・a角・m・・t・・i・n　t・b・・

t車・咽d・d1ρ・・．・価・y・a・t・g・p・・5i・・and　1・c・・f　th・・amp1…1・ti・・t・b・test・d

whi・h　h・d　beeh　p・・t・u・ized　pe「免・tly岬℃・．d・ri・卿ργ・・T阜us　two£・m・・t・ti・・

加b・・w・・epeφ・・ed・・Q・t・i・1・g　thg‘澗pl・…1・ζi・nダi・．・δdi重i…止と・6．．w・・ac・nt・・1

with　y・a・t…p・龍・吻；rnr・．．冷lli．9働r㌣b6s．画r・1．p圃：in孕’1’i…b・t・・at　30．C・．

until　the角rmehta亡16n　was　c16sed．　and．　the　carbon．dioxide　produc6d　during　this　time

・’

w．e白ti血ated・屈．．『．架’．．弓．・．．．・1．1．．・　∴1・．．．．ピ・．τ∴「1：

’・　r！The．　fbllov¢ing．r6sults．．Werel　obtained　wlith　the．　c6ns丘七ue血ts．of．riごe　bfah／丘rac厳）nated

　by．utiliziu9．．血er6Uriじ　　　　　　　　　　　　’　『　　　　　　’：．．’ド　　．『∫．・：四！．・：．．．∵で　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　sul凶ate・．　as．．mentlon合d　abo∀e’．．

　　　1．．．Result　Qbtained：with．．0．002“．per　ce：1t　l忌61utioh　o

聖邑，ごfC・，聖ム，ごfC・，聖ヨ，ごf、ρ9，・．瓢fC・，

．F・．．．．．15麺．、耳…　α1c“’・F・9・．σ．．．　F28．．．・．6署cc・．

．1喪・．ピ『fゼ燦．・．・轟、∴，喪！・．．・．ε．・、．取・器：1：

　F≧　20．4，，　　E1き1．：．．・0∵　．．．．・］賎皇　．’．b「・ll．F訓』．二27。砦：，，’

f．each　sarnp1ε；・’．．∴㌃．．・’

聖三，ごfc・，

　，F41　　2・5CC。

，．．

e・・．＝31ρ・

　F徳噛　3α2，，

　．1㍉レ猛　　　29●0，，

聖三。ごfc・，

F49，多・3cc・

㍉，．肺．・r．

　F51’　　26・S，，

二．?1．皇乞8．；，



駒

■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

一．．泓，，瀞，，．・∴翼・・，．．、．細2r∴二轟．．7．．隅…2⑫∵’・鳥．．画輸1み・・議1夕6・・．，．：㌦、三等・二

・F・43・3・．セ・5■ 掾A．・、．．和、．．．1多騨・！．．．：．．馬・．『．・多9・1・∵．恥．・・ぞ9・巨・㌧恥、鱗1．．・，

　　　耳・．・・15噺一．F・・’．．，ρ∵㍗．　P．．、．．馬，20・7・．耳目・∵零74・．一写…．22・串・

・．f・、3繧ﾝ．i∴1凧rl㌔㌔1舎1・脳．．蹄．．聖。’、・、

　　　　2．Results　obtain琴d　wlth　O．002，0，001，0．0002，0．000ユ，’盤鱒∫0εggOΩ5　f硬ef（鐙戯

認udons・．of．the．P頭e2a鰍tbn6．．．（㎡the厩・ta瓢iロ鎚母、域OS魚蜘険．■1、．．」，．一．。

．∴，緊∵驚1一．・r％、瓢．．、脚fr一？・r．1’・》．穐㌔ρ…∴

一月置．．ρ0Ω2．，％．．6与・耳・“．・．馬　．0ρq2％．63≠cc・　聖．．ρ鴻02％62．2cc・
　　　　　　　　　　　　．0心01．－．劣’2臼β1，．1．・・E，÷　0．σ01．％’．訟7”「『F蛉’ギ．．61001％ぐ28あ；，「；　　　　　　鵯」

』3．ノ． �f〆．⑳o。2．％認・Olジ．　F・・∵． 轣D伽02％．’野£・・7…．，恥、、∫．卿2％怯ρ・

　　　　　　　　　　　　二〇‘0001・％　　　．二8．5．，，・　．　F£7．　．　．、．：e」（｝001　％．・　r－9」4，，　・．　．・F％　　・．．．．．「0」0001％1　．10♂4・，，　　二@＼　　）F路．’・．

　「、，　　　．：宜詣、　　　二．0．00．005％、　．4」7，ゴ．．：．．～　JF「27　　’二、．0600005％㌃　2蝿8～，．．，．！．・蝿8　『　’．i幽0βQOOくシ1｝％　　’1」2砂、

　　　　3．Result　gbtainεd　with　plcrate　and　picroronate　6f　the　vi‡母min　preparqtions．

，　　　　　　β鼻琴iP奪、1．『qln・l

F270・0002％÷Pi㏄ic　acid　O．002％．．．

』・・0ρqo1％沸Pi・写量・裂・id⑳02％「

．Pi¢ic’dcid’0．σ02％．．．．．

Pi・・巨t・舶・．一∴0の〔砺．．ヨ．．

　PiCrate甚　．0．0002％．．

：∴熾母1貝堕》『愈弓姻Ω字％F・．．．．〆＾・

，1・．尽鍋坦零細．傘♀99尋％．．・魂

　　　　幽卜

。

●　　　●　　　●　　　●

」o　　　■　　　■　　　●

●　　　●　　　●圃

ザ9・；、．，．．．ゼ．・．

巴」●・●．「9

　　　　，・（P2．．．．∠

　　　・16・2穿。・

　．　．．1qr7渉

．．． D　0

．　。．．、．づ～4ら8，1

　．ぷ　7£，郵

　9㌧・．睾6‘8、＝壺

り，。ρ

　　　　　　　　．．宇・mpl。．・ゆ・．　　　　！go2，

臨画％＋Piα。ronlC　ar重d西郷・．．・6恥・ノ

Pibroronic　acid．0．002％．．．．、．．・・O

Pi（70ronate． �O．002％．．，．．．．．．。0

．PiCror。na壱e†．0・0002％．．，．、．．．　．　O

Resi“ue　††．　　三〇60蒐｝2％・ゆ　●＝6　●　．。　．・　　　ρ‘66・9『　

R間引｛向目β．††．・　．ρr909衆心多．●　，β　、．・リ。：．．．・　，　．●7ξ玉・0・，

圃ue覗ρ卿％・・．・．、・・．・…74・a’・・．

　　　　　　　　　　0．00005％　、．　．．　．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．67．9，，．R鴇sidue††　『

．Residue††　0．000025％．．．．．．．21．0”

Res三due寸†　　0．0000125％』．。．．．．　0．9，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　　　　　．　：．．　　．．・．．．　．．1』．1．・　．』　　．．・　．　　．．　　　・　’．　』l

　　　　　　　　　　　　　　　　N。B．．莞　　　孕igr磨e　ofヌst　vit瑠霞ユip　PrePきrεしtion；　　．　　：　．．　　　　　．　　　．

　　　　　．1・．．．・1．．・． ．一’ @．・・Th・・e・id・e　whi・h　did．・6乏・・血もi面iIh　pi・直6　ac｛d．・　．．‘

　　　　　∴．．．い．、．．．．、．．．寸・．・孕i・㈱噸qf．拠噂tゆ沁P卿電顧・．、．一．．・．．．’．．こ・．、’．、

’　∵．・、∫・・†㌻Whlte帥？w勢’岬ro眞・cg皿bin。頭pic脚lr叫．．．7．

　　　　　　　　　　工）uring　the　above　tests，　in　the　controls，　gas．ibrmatioll　wa等not⑯曼¢鰹¢d、．βt鋤L

　　　　　’　　　．B¢si4es．．the　liぬ且Uence．Qf：heat　ahd・a荻a㎞e．o血・・甑e　yea乱，蜘翠la毎朝9・声qPerties　bf

　　　　　　the　prΦarat三〇ns　of　vitamin　and：bios、揖a；｛琵ioゴs．were．．tes｛£d．『an（r走he．．望e鱒1t．．5hov町ed

　　　，　that　the．activ量｛汐1・Qf．theseやfodu〔齢did．！1G七τe（夢ive』ahブ：in録uence　lbンthese・和rea伽en1お・

・　・．’．∵；＝・〆．．「・．．：‘’、」．．・二繭。1。・｛6h．＝1．・．1．：・・’コ．1ゴ・・

皆
　　　　　　　　：．’．・：岬1・b6．ψ蜘・4勉th・1≒res・11・賦、廊ゆ吻・i聖・u騨ces画・・e

　　　　　　・pr瞬・騨th・，，騨斥・g・i・艸呵ゆrepタ・a・i・噂・・fγ難・mi幅・d　biQ・、瞬i・飴

　　　　　　po§s聯ed；9串peci籍峯ly．．lhig阜1y　a轟Ve　pf（速》erties｛br　yei浴t　fヒrm轄ntatio募」．　，，・．・．．　1．〔
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、　　　　　＼

’・ @　　　．　　　、　’．　．．　　　　　　　　　　　「「1贈

　　　　It　i・v・・y血・・e・ti璽．魚・鱈．th・t　th・pi・・・…臓t・・ft駈e・．雌強・醜6髄血圭n’亘溶二．

pafなtions．． р盾?刀Ehoむsti卑ulat¢7．鉛fnlehtatio証’ nfジeaも㌻・．at二．a11斗・・a益註：丘ユrth¢ガ疏6fαpicrd止onic．

細iS．．　ihdi三三．鰍1．鰍m礁ti6・1．一曲ile．－thを．で轍e’・費bS圃・el　whiChl　w・・6b松ih壱d三　・
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view　of　these　relatfons　the　author　belie艶s　that　the　antineuritic　vitamihl・．　Of．￥icεl　b聾．お｛二
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　　　　1．．　The　antineuriticヤita血in　of　rice　bran　was　precipit耳ted：．with　lead・aCet舞tサ耳pd
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bソF・nk∵ll　i・・sゼ99・・t・d・thr⑳・，．域．th・紬ρ・伽t、t尊r．4ゆ今・雌rゆS嘩r・’

of　yeast　and　rice　bran　is．not　identic3月目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，．

　　　　3・0・・tili・1・g即・1・ad－b・取t・雌晦δ・d．t葺…圃i・y・f　ph・・ph・t叩9・毎日・
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D・・es・f　5卑9・甲e「e　r騨ive．．t6　c・te．Pglγ噂璽。．P；9・ons・■．＿『，、．一．一∫・．
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h・vi・g・．　bi・・．ρh・・a・t・・w・・iξ・1・t・d費9叫1・ε『も・an・　．　．．．．，・』1．＝・

　　　　5．　The　anti血euritic　vitamin　was、　precip触ted｝wi宙．癒＠伽直。；．su壌h段加・丘。歯由e

w・t・・y・xt・a・t・f・i・e灘漉ジ翻醤さd廟齢楓P翻。，．a蒔丁雌iS．・ξ茎§びこ磁睡y　t・

the　results　obtained　b墾‘My（鍼奮謝δ職）e解i鉦a§漉｝正おφ磯奮ぎh♂Kih鴛f首fも：1e》1！＼言r6勤

thi・p・i・t亡h・a・th・・．・an・say　th・t　it　i・．　d・ubt岱｝ヒwh・亡挽f・曲証誌繭縮δ部・1発t・灘

i・7・・・…d・i・・b磁iきfa6舳こ．．．．一＿．．．聴．・．∫『』1．∴㌧，　’
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廿…而・・舳i・・d匠・m・h・hi・行dih・丘・晦Pr・e・⑳．“m昏・f．！h弔・r、岬・と1・

we「e・u田・ie・t　t・．cu・e　pig・・ns　s・碓・i・g丘・⑭ql卿riti5…．：．．．・・．．．．．．・一・．・

　　　　7・・一今仰・t・・f・・ti…ub・t・h・e　m・ld・彗．・t．198．C…dh・vi・g魚e　c・噸Sidq・
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pigegns’with　doses　of．5mg・．一　．．、．，、．．’．．・『、．、　　．．　．　・

　　　　8．．‘合cryst孕liine負血d．a舞a加orpho“§．picroro11ate．wαe　prep包red丘om．　the　active．

produ（‡s．．The　fb鱒er　decomposed．　at　320。．C・an4　had　the　composition　C14HloN50エ。・

qoH8N405，．　while㌻he　latter．melted　3t．204。C．．臼nd．　had　the　cgmp◎sitio臓of　C油H40N607・、

CエoH8N405．　Bqth　picrorona㌻es　lwc跨．．最）und　to　be　e驚ctive　with　doses　gf　5　mg．　fbr

　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　ロ

peur其t1C．．．pgeons・　’，　・．．．1．　．、，

一．

D・ X？．．The　author’suc¢ee4ed．．tQ．1串oIatc．　extremely　acUve　substances血r　yeast

魚rmentatio耳fセom　the　vita加in．aad　biOs飽ctions　but　these．vウere　inactive　fbr　pigeons．．

1口s．qui‡e，　clear　that　tbiS　stimロlant　is、　of　a：multiple　nature．

　　　　10．．．It．　Was　confiτme（エ．　th㌶the　an甑euritic　substance　of　rice　bra駄is　inacUve．

f～）ryeasヒ魚rmentation．

　　　　11．Although　mor6　than　20　reactions　were　tested　on　about　90仕actions　obtained

by　utilizing　lead－baryta　and　mercu士ic　sulphate　methods，　yet　there　was　no　speciaI

reaction　of　the　vitamin　fbund．

　　　　In．conclusion，　the　author　wishes　to　express　his　best．than1くs　to噛Dr．　K．’Nishizaki，’

the　Director・・of．tbe　I託山oratory，　fbr　his　constant　encou1・agemellt　and　the　facilities’

which　he　so　kindly　extended　to　the　author．　He　is　also　indebtedr　to　Mr．　Y．　Hattor正層

鋤i・．eam・・t　assi・…ce止・・ugh・u・thi・w・・k・血蛇h・・h・h・・≒・・h・・k・・Mes・・s・

G，YamazakiダS．　Kawashima，　T．　Utsugi，1く．　Tsutsumi，　S．　H琴nao琴a，　S．　Hayatsup

S．Maruta　and　K　Akiyama　fbr　their’help｛n　the　experiments　of　thi3　work

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Re角rences．

耳）Y・K坤騨・・dY・H醐・・ちB・11・・mp・・i副Hy昏L・hN・・18・プ3・1922；N・・23・29・

　　　　　コ924；∫．Pharm．　Soc．　Japah，　No．485，671，1922；No、508，469，1924．

，2）

3）

．4）

5）

7）

8）

9）

．1σ）

0・血山・Bi。・h・B・11・与・1－16・ユ916；U・S・P・「1162908，　D・r・7・1916・

P・A．：Levene　and　B・」’・．0．　va豆der　耳oo▽e皿・J・：Bio1・chemド61，429－43・1924．．；65・

483－9，　1925．

C．Fu10ζ，∫．　PhysioL　45壷7δ一81，1912．．．　　．　．　．　．　．　　，

C．Fuhk　ahd；旺．且DubhらJ．　BioL　chem・44，487」98，．1920・

q・N』yer・’・・dαV・e幽・J・Bi・1・・cゆ・弼・19gr婁05死1929・：　．l

R．A．　Peter8，］Bioch。」．田，858，．1924・

H・W・：Khコ・圃〔Ψ飢d　R・A・Pet鵬Bi・ch・J・21・η7一ρo－19既　　．，

盈・」・W曲m8，　J・Bid・ch・m・初・259－65・19皐。・　．・、　・　ノ

恥翠蜘W・V・b亡・・6・an4肌．踏鴫・」・．年齢亡h・肝．r6岬21－26492r・．

E・W・皿iu鴫S・i・hcel　59・．137119241　　　　　　　　　．

エDba’oL　Chem．　lll　5’、112㌔・．1、一．1．．’．．．．．・、．∫．（三下、、92，）
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　　　　2．Toxikologische　UhtersuohuPgen茸ber，，Lioht‘‘（harzsaures　Wismu旬，

ein　Ko】ユ8erviemngsmittel　der　alkoholischen　Ge廿伽薩e，．Von躍1動∂o伽，

7＝磁廊，∠Z・ノ≧乃勿。々πmundゐ乙！％2〃．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　（April，1927）

　　　　．3，Comparison　of　the　various　methodg　fbr．determina伽110f　f観t　in

milk．：By　y：烈〃％解∫¢，．∫．」伽廊，κπ〃魏〃zゴandκ乃。．

　　　　Asurvey　has　been　carried　out　of　the　methods　of　Gotlieb，　Adams，　Ritthause11，

、Gerber　and：Babcock　fbr．determ1nation．　of魚t　ia　milk，．　alld　the　results　obtained　are

summarized　as　fbliows：

　　　　1．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

2．

3．

5．

The　fat　value　obtained－with　Gerber　s　process　agrees　to．　those　of　the　other

three　accurate　gravhnetric　methods．

Gerber’s　method　is，　there丘）re，　most　suitable　as　thc　ofαcial　method　to　be

adopted　in　the　ordinance　of　the　Home　Of5ce　fbr　determination　of　fat　in

whole　milk　oll　the　regulation　of　milk．　　　　　　　　　　　　　　　　，

：Babcock　method　may　be　utiIized．instead　of　Gerber’s　though　the長）rmer

seems　to　be　a　little　infbrior　in　accuracy　to　the　la枕er．

When　the魚t　contained　in　skimed　milk　is　more　than　l　per　cent　it　can　be

determined　with　Gerber’s　butyrolnβter　or・：Babcock　bottle　fbr　whole　milk，

加tin　the　case　of　less　than．1per　cerLt，　especially　when　it　is　less　than、

0．5per　cent，　the趾value　obtaihed　with　those　is　very　inaccurate．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（June，1927）

　　　　4，Toxikologische　Uutersuchτmge11肋er　de皿，，　Tita，nox“．　Vo11〃：．

ノζ諺∂oあulld　IZ／V汐β08．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∫uni，1927）

　　　　5．Toxikologisohe　U】酷e㏄suohupgen五ber，，：Derris・Seifb‘‘．　Von鉱ニ

ノ雛4～50勘，6．2％σ浜∫〃5〃♂〃観，E．2な乃云％o伽勉und　5㌧飾姥γ〃勿4．　　　　　（Nove皿ber，1927）．

　　　　6，．．E丘bct　of　f臆acrylic　acidl：para．aminoazobenzene　ana，　a　fbw　other

preservatives　on　the＾preservatio且of　soy．　：By〕門下7多咽π5σand．｝こ飾勧ノゴ．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（」皐nuary，1928）

　　　　7．Toxik：010gische　Unteτsuchungen茄er　die　Furakry1・㎜d　Zimm意節

s湘re．　Von　1砿磁∂oあu麓d　E．1ヒ々勉α勉鉱　　　．　　　　　　　　（Dezember・1927）

■
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　　　　8．Zur恥age　4er；Baktρrie㎜enge　bei　Chlorung　dρs』Trinkwa朋er8・

Von『1ヒ．．＆吻・．　．　．．　　　　　　　　　　　．　　　．　　　　（Feb】㎜「・1927）

魑　　9・　Bakte】匝010gi80he　1σnter8uchullgell　iiber　die　kau且iohen　皿ilch一

β湯1πebak船】改enpr掬parate。　Voa　R・尽力，．ノヒ・2蜀πム％41λ肋7昭〃π勘，ノζ吻σ5海

und　7＝1躍吻乃σ・　　　　　　　　．　　　．　　．　　　　．　　，　　　　　　　．　　　　　（Fqbτuar，1928）

　　　　10．Zur　De8infek捷on8wirku皿g　der　Kre80聴eifbn16sungeh，　V・n　R・伽・，

2フ．忍τ7σσ∂σあ，五ニ　ノ≡ノψβ5乃ゴund　7＝　2磁70乃α・　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Februar，1928）

　　　　’

　　　　　　　　コ　
　　　　11．Uber　die　G枇e　der　Kresolsei」lbnlδs㎜geu．

0魏ゑ8，

Von乙ろ茄π〃。　und　7＝

　　　　　　（Febr岨r，1928）

　　　　．12．On　the　deteotion　of　me¢hyl　aloohol　in　ethyl　alooho1，　alcoholio

beV6rageS，　tinOtUre8，　etC．　By　y：．磁〃㎎鷹4τ，　y；肋〃。ガand　2凱∠4鹿ア〃κσ．

　　　　On　surveying　the　various　methods　proposed　fbr　detection　of　methyl　alcoho1，

especia11y　comparison　of　sensiviΨ　alld　suitability　of　the　o缶cial　mξthod　adopted　in

唱Ordillance　No．18，1910，　the　Home　Of匠ce，　U．　S．　Pharmacopoeia　test　as　well　as

R¢ifユ）and　Wright2）methods飴r　methyl　alcohol　test，　the飴110wing　method　is　suggested

by　the　authors　to　be　most　suitable　and　practicable　fbr　detectio箆of　methy　alcohol

in　recdfied　spirit，　alcoholic　beverages，　dn（血1res　and　other　spirituous　preparadons：

　　　　With　Hqμids，　containing　more　than　20　per　cent　but　less　than　60　per　cent　of

aloohol　use　10cc。；with　liquids，　containing　less　than　20　per　cent　of　alcohol　use　20cc．；

with　liquids，　containing　more　than　60　per　ceent　of　alcohol　use　10cc・and　dilute　it

with　water　to　20　cc．

　　　　Measure　a　suitable　quantity　of　the　sample　into　a　50cc．　distillation　Hask　and

connect　a　small　glass　tube　with　length’of　75　cm．　which　is　bent　two　tinles　neally　at

right　angles（25十25十25），　wi血the　neck　of　the　flask　as　a　condenser，　accord㎞g　to

Reif，s　process1）．　With　wines　or　the　other　sa幻oples　which　are　dist加6dy．　acid，　the

・d吻・h・・ld　brれ・岬i・ed　by・ddi・g　O・1－0・59・・f　p・ecipi捻t・d・・1・i・m・識・b・n・t・

to　the　Hask．　Distil　carefh11y　lcc．　into　a　small　test－tube　surrounded　by　ice　water，

using　a　small　Hame，　in　order　that　the　last　ver㎡cal　part　of　the　condenser　is’not

hOated　by　the　4飴dllate．　Place　O．1cc・，　0．2cc．　and　O3cc。　of　the，　disdllate　i簸to・three

test噸煮）es　respectively，　fill　each　to　5cc．　with　water，　add　O，4cc」』of　501per㏄nt　sロ1phur1c

．3cid　and　5cc．　of　l　per　cent　solu藪on　of　potassium　permanganate．　Allow　the　mixture

●
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重ostand　fbr　2　minutes；　decolorize　by　adding　lcc・of　8　per　cent　solutio且of　oxalic

訊cid　fbllowed　by　lcc．　of　concentrated　sulphuric　acid・　Then　to　the　liquid　add　5cc・

、of　fUchsin－sulphurous　acid　solution　and　mix　we11．　If　methyl　alcohol　is　prese1ヰi血

the　sample　a．魔奄盾撃?煤@or　violet－red　colour　is　developed　in　one　or　two　hours．　When

・the　salnple　contains　spontaneously　a　very　small　quantity　of　methyl　alcohol　or　givサs

・11aturally　a　similar　colour　reaction　with　fUchsi11－sulphurous　acid，　such　as　Iees－brahdy，

≡fヒuit－wine　and　some　tillctures，　to　the　above　oxidized　solution，　a仕er　being　decolorized

with　oxalic　acld，　add　2cc，　of　concentrated　sulphuriとacid　instead　of　lcc．　of　it　be長）re

・mixing丘エchsin，　sulphurQus　acid　solhtion．

　　　　Fuchsin－sulphurous　acid　solution　is　prepared　as　fbllows：

　　　　Dissolve　O．1g．　of　crysta11ille　fhchsin　in　88cc．　of　water，　and　add　O．7g．　of

llatrium　bisulphite．　A丘er　standing　fbr　one　hour　add　25　drops　of　concentrated

：11ydrogen　chloride．　This　solution　should　be　colourless　or　a　slightly　ye110wish・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Febτuarア，1928）

1）　G．Re璃Ztschr．£Unters．　d．　Lebensm．51，262，1926．

2）L．Wright，　Ind．　Eng。　Chem．19，751，1927．
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